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南アジア古典学（South Asian Classical Studies）21, 2026

Kalpalat! と Avad!nam!l! の研究（14）
— TJAM 第20章～第26章 —

九 州 大 学 岡野  潔

　Tath!gatajanm!vad!nam!l! (TJAM)『如来出生アヴァダーナマーラー』という作品は、
全37章から成るゴータマ・ブッダの伝記として、梵語（サンスクリット）で書かれた仏
伝文献である。この文献は17世紀にネパールで作られたと考えら、その作品制作の中心
にいた作者は Jayamuni という人物であると推測される。
　私が最初にこのTJAMの作品に取り組んで第1章の校訂梵文テクストと和訳を発表し
たのは2014年である。それ以来これまでに、第1、第3、第4、第8、第13～第19章の梵文
テクストと翻訳を『南アジア古典学』の雑誌上に発表した。今回、本稿でその続き
の、第20章～第26章の７つの章の校訂テクストの全文とその和訳を提示したい。
　この７つの章に関心を抱いてもらうために、少し内容を説明すると、それらの章は
釈尊の前半生の中で最も興味深く、人気ある場面を扱う。TJAM第20章（内容：菩薩が
後宮の女たちの寝乱れた醜い姿を見て脱出を決意）と第21章（内容：菩薩の城からの脱出の出
来事）と第22章（内容：馬丁のチャンダカと馬カンタカが城に戻る）の三つの章は、内容が
ほぼ Lalitavistaraの第15章（出家品）に相当する。Lalitavistaraの第15章は、その経の全
27章の中でも最もボリュームがあり、この場面が当時の人々に最も人気があったこと
がその章の長さと書きぶりからうかがえる。釈尊が釈迦族の王位継承者でありながら
夜中に城を抜け出して出家してしまったという出来事は、降魔（正覚直前での悪魔の軍と
の戦い）の場面とならぶ、民衆向けの仏伝としての語りの山場の一つをつくる。特に菩
薩が夜中に城を出て出家する場面（TJAM第21章）や、翌朝の王宮での人々の嘆き、馬
丁チャンダカの帰還の場面を描く場面（TJAM第22章）は説法師たる話し手にとっては
聞かせどころで、自然に偈数が多くなる。第21章と第22章の両章は、他の章の約二倍も
長く、偈数の多さに驚く(1)。
　TJAMという作品は全体的に Lalitavistaraの伝承を依用することが多いが、TJAMの
第17章・18章・21章・22章・23章・24章・25章では馬鳴の Buddhacarita (略号 Bc)を利
用した箇所が多く出てくる。TJAM第20章～第26章における Bcとの関係の詳細は、本
論文の最後に挙げた表を見てもらいたいが、ここで短く説明しよう。TJAM第20章と第

1. TJAM第20章は213偈、第21章は539偈、第22章は484偈、第23章は217偈、第24章は163偈、第
25章は231偈、第26章は241偈から成る。
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21章はほぼ Lalitavistaraに基づいて作られている(2)。TJAMという作品の成立時にすでに
その作品中に Bcのテクストが利用されてあちこちで借用されていたことは間違いな
い。TJAM第22章の後半部では Bcの第6章「馬丁を返す」と第8章「後宮での嘆き」の
テクストが借用されている。次の第23章では Bcの第7章「苦行の森」を利用した偈が
47偈ある。次の第24章はその章の全体が Bcの第9章「大臣と宮廷祭官の説得」をベー
スに作られていて、第9章との類似偈や同一偈を多くもつ。次の TJAM第25章でも Bc

の第10章「シュレーニャ・ビンビサーラ王の来訪」に基づいた箇所があり、その類似
偈が合計42偈もある。その次の TJAM 第26章はほぼ Lalitavistara 第17章に基づいてい
て、Bc の利用箇所は１偈しかない。

１．TJAM の Jayamuni 写本について
　ネパールで作られたアヴァダーナマーラー文献群と呼ばれる梵語で書かれた一連の仏
教説話文学の諸文献について私が九州で研究を始めてもう20年が経った。その文献群を
いかに校訂するかという問題に私は直面したが、これまでの私なりの手探りの学問的
なアプローチの仕方を振り返ると、「17世紀の Jayamuniが筆写した諸写本に注目して
校訂すること」が、自分なりに見つけたアヴァダーナマーラー文献群の文献研究の進め
方であった。ゴルカ朝による征服によってマッラ王朝が終焉を迎えてネワール族が政治
的・経済的な実権を失った18世紀末から19世紀にかけて、ネワール族の梵語の学力が弱
まり、彼らが書いた仏教の梵語写本は質が劣化してゆくが、そうなる前の時代のネパー
ル・アヴァダーナ文献の形成期の写本として特に信頼が出来る紙写本を探しているうち
に、パタンの Jayamuni が書いた諸写本に行き着いたわけである。
　カトゥマンドゥ盆地の三王国（カトゥマンドゥ・パタン・バクタプル）分裂時代は1484

年から1769年まで続く。その三王国時代の、特に17世紀を中心とする16世紀から18世紀
前半までの時代は、ネワール族が独自の仏教文化の成熟した実を得た最後の栄光の時

2. ただし第21章の終わり近くで Bc第6章からの長い借用が見られる。その借用箇所は TJAM第
21章の427, 436～490, 493～498, 529～532偈であり、Buddhacarita 第6章 1～68にあたる。しかし
TJAM の最古の写本 A（Jayamuni 筆写の写本）においては、ちょうどその Bc の長い借用箇所
は、Jayamuniの書いた葉になく、新しい時代に差し替えられた葉（A2）の上だけに存在してい
る。内容的に見てもそれは蛇足であるから、TJAMの第21章の本来のテクストの姿（Jayamuniが
書いた形）では、その第6章の逐語的な借用は無かったと思われる。そもそも第21章におけるそ
の Bcの長い逐語的な借用文は、奇妙にも次の TJAM第22章で Jayamuniが書いた古い葉の上でそ
の Bcの第6章の同じ箇所の長い借用がある（TJAM 22.352～413, 415～417）のと重なってしまうた
め、作品の編集上から判断して明らかなミスなのである。第21章で A写本の差し替えの葉を書い
た後の時代の写経生が、TJAMの第22章をよく読まずに Bc第6章のテクストを書いた新しい葉に
差し替えたせいで、このような重複が生じたようだ。
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期であった。その時に彼らは、インドで滅亡した仏教が遺した多量の梵語文献の遺産
を堅持しながら、文学の分野においてもアヴァダーナマーラー文献群に見られる様な独
自の仏教文学を作り上げるに至った。その時にインドやチベットと異なる独自の仏教
文学の創造をカトゥマンドゥ盆地のネワールの民は成し遂げたのであり、生み出された
それらの文芸作品はネパール文化の誇りとして、忘れ去られるべきではない。
　ネパールの梵語文学史において、新たな文献の創造のためにパタンの偉大な学者
Jayamuniが精力的に活動した17世紀という時代は、ネワール仏教文化の理解のために
見過ごせない重要な時期である。その世紀に、従来の高価な貝葉という素材に取って代
わる紙が一般に普及し、矢継ぎ早に紙写本として新たな梵文作品群が次々に自発的に
書きおろされ、独自のスタイルをもつ文芸作品が多量に創造されるに到った。私はパタ
ンの Jayamuni を中心とする人々が、このネパール独自のアヴァダーナマーラーとい
う、紙写本を用いた新しい文学文献の創作運動を起こした集団であったと推測する。
　Jayamuni とその協力者たちによる、釈尊（ゴータマ・ブッダ）の仏伝『如来出生ア
ヴァダーナマーラー』 Tath!gatajanm!vad!nam!l!（TJAM）という作品の創造は、パタン
の地にある Jayamuniが属する仏教寺院Mah!bauddha（或いはMah!buddha）の経済的支援
でなされたようである (3)。釈迦牟尼仏の聖地 Bodhigay! と関わる特殊な成り立ち故
に「釈尊に帰れ」という独自の宗教的立ち位置を有したその寺院は、特に「マハーブッ
ダ Mah!buddha（釈迦牟尼仏）の信仰へ」という宗教的使命感を強くもっていたようで
ある。経済力に恵まれていたその寺院の運営者でもあった学者 Jayamuniの行った新写
本創造の活動は、彼が若い頃から関心をもって行っていたインドのジャータカ・アヴァ
ダーナや仏伝などの古写本の筆写・研究と、パタンの彼の周囲の多数のシャーキャたち
と共に推進する新たな釈迦牟尼仏信仰の方向性とが、うまく結びついて生じたものと
思われる。
　この TJAMという文芸作品は、全37章から成る仏教の開祖釈迦牟尼（即ちマハーブッ
ダ）の詳細な伝記として、梵語で書かれた仏伝文献である。この文献は、17世紀にネ
パールのパタンの地で、最古のその紙写本（A 123/5）の筆写人たる Jayamuniが作品制
作の中核的人物として働くことで作られたものと推測できる。この Jayamuniという人
物は、ネパールが貝葉写本から紙写本へ移る転換期に、Mah!vastuなどの仏教説話文学
関係の梵語写本を丁寧に良心的に筆写し作成して、多くの重要な紙写本を現代まで遺し
てくれた偉大な功績がある学者として、現在の学界で特に大きな注目が集まっている。
　この仏伝 TJAMの作者は、実に学者的な態度で、ネパールに伝わるインドの三つの
梵語の仏伝、すなわち馬鳴の Buddhacaritaと大乗経典 Lalitavistaraと大衆部説出世部の

3. この TJAMという作品の第21章396偈に「マハーブッダ」という特殊な表現が見つかること
は、この作品が Jayamuni の寺院との関わりで作られたことを証拠立てるものである。
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律典 Mah!vastuを主な資料として、その三仏伝のそれぞれの良質の写本を探してきちん
と読解し、それらの古代インドの権威的な仏伝伝承を踏まえながら、成立系統が異な
るそれらの仏伝の諸伝承をうまく一本化して、今後のネワール族の釈尊信仰が基づくべ
き新しい学問的な仏伝を作ろうとした。最初の筆写人の Jayamuniは、恐らくパタンの
地でネワール族の知識人や僧たちの子弟たちの釈迦牟尼仏信仰の強化という目的のた
め、この TJAMという長い釈尊の伝記作品を、恐らく数人の弟子たち・協力者たちと
共に作ったのであろう。
　この TJAMという新しい仏伝は、読者がインド古代の仏教混淆梵語という特殊なサ
ンスクリット語に関する詳しい知識をもっていなくても、古典サンスクリットの知識
があれば読める作品をめざしている。大部分がシュローカの韻律を用いた平易な作品で
あるが、仏伝として学問的に信頼できるものを作ろうと意図されている。その仏伝の内
容をみると、作者がもつ、古いインドの仏典伝承にできるだけ忠実であろうとする学
問的な態度に感心させられる。創作において彼は常に仏伝 Buddhacaritaと Lalitavistara

とMah!vastuの良質の写本をかたわらに置いて、それらを正確に読んでいたことがうか
がわれる。その３文献の写本を読みながらの執筆はなかなか大変な作業であったろ
う。TJAMの作者は自分の力でかなり難しい梵語で書かれたインドの三種類の異なる仏
伝伝承を読み解き、うまく統合することで、詳しく正確な釈尊伝のネパールでの普及に
役立つ作品にしようと試みたのである。
　ネパールの仏伝アヴァダーナマーラーとして、TJAMのほかに Sa"bhadrakalp!vad!na

m!l! (SAM) と Bhadrakalp!vad!na (BKA) という二つの梵語の韻文作品が存在する。
Jayamuniが筆写したのが TJAMと SAMである。まず Lalitavistaraを作品の骨組みとし
て初転法輪までの仏伝を語る TJAMが完成した後、それに続く別の作品として、Mah!-

vastuを主な材料とする、初転法輪以後の釈尊の活動、特にカピラヴァストゥにいる釈
迦族における教化活動の出来事を語る作品である SAM が作られた。ネワール族の
シャーキャと名乗る者たちにとって、それは大昔の自分たちの先祖たちの物語と感じら
れたであろうから、その古代の釈迦族の出来事を語って聞かせる仏伝作品がパタンで
TJAMに続く仏伝アヴァダーナマーラーとして作られたのも自然な流れであったろう。
パタンの大学者 Jayamuniが SAMの写本の筆写を完成させた年（1686年か）の後の数十
年以内に、別の人物がその SAMの大がかりな増補改訂版として、作品全体を編集し直
し、作品名も変えて、新しい作品として仕上げたものが BKAという仏伝なのであろ
う。Joel Tatelman (1996)は彼の博士論文として、ネパールの仏伝アヴァダーナマーラー
の一つである BKAの内容を初めて本格的に研究した。その彼の優れた研究によって、
BKAは SAMの作品にはなかった新しい特徴として、ヤショーダラーが主人公となる、
彼女の試練と信仰の物語をその第２章～第９章で有していることが明らかになった。
その追加された大きな物語においては、釈尊の妻ヤショーダラーが胎児ラーフラを六年
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間妊娠したままでいた時期に、デーヴァダッタの陰謀によって苦しめられ死刑を課され
るという大きな試練を味わった話が、BKA第２章から第７章にかけて詳しく語られて
いる。TJAM第19章で、出家する直前の釈尊が初めて妻ヤショーダラーの妊娠を知った
時、釈尊はその妻にプラティサラー女神の明呪を与えるが、釈尊がヤショーダラーに与
えたそのプラティサラー女神の明呪が BKAの話では、死の危機にある彼女を護る力と
して、話の中で大事な役割を果たす。つまり TJAMにおいて事前に設定された伏線の如
く語られる、妊婦を護るプラティサラー護呪の挿話が、BKAのヤショーダラーの六年
間の迫害物語において大事な道具立てとして使われているのであり、その点を見ても、
BKAは TJAMという作品の延長上にあって、TJAMの存在を前提としつつその後に作
られた作品であることがわかる。
　SAMと BKAの両作品はよく似た姉妹のように極めて近い関係にあるため、例えば
BKAで詳しく語られるネパール独自の伝承としてのヤショーダラーの受難をめぐる物
語が SAMではどういう形になっているのかなど、両作品の間の内容の相違を詳しく比
較する研究を今後進めてみるなら、SAMと BKAの関係が一層わかることであろう。
BKAという新作品が登場すると、ネパールではそちらの写本が愛好されるようにな
り、それ以後、Jayamuniが書いた SAMの写本はあまり使われないまま、しまい込まれ
たようである。SAMは、その写本からの写しが別に見つかっていない貴重な孤本の写
本として、1912～1915年になされた高楠順次郎・河口慧海・長谷部隆諦によるネパール
写本収集活動が運好くそれを入手する時まで、久しくひっそりと放置されていたように
思われる。Jayamuniが恐らく晩年に手がけた最後の仕事であろう世界唯一の SAMの東
大写本の全章の校訂と翻訳が今後望まれる。

　TJAMに対するこれまでの研究をふりかえると、仏教の開祖ゴータマ・ブッダの初転
法輪の出来事までの前半生の伝記たる、この全37章から成る梵文テクストは、榊亮三
郎将来ネパール写本（京都大学所蔵）たる TJAMの１写本（Goshima･Noguchi 66）の、黒
田新 (1951) (1958) (1960)による第 5, 8, 10, 11章のローマ字テクストの発表が恐らく世界
で始めての研究であった。誤りの多い１写本だけを用いたその梵文転写の作業は大変
辛い作業であったと思われる。彼が発表した３論文はただ梵文の転写テクストを提示
するのみで、訳も内容梗概も付けられていなかったため、他の研究者には利用しづら
く、研究の意義が理解されずに忘れられてゆき、その発表の後も海外の学界ではその論
文の元になった梵文作品についてほとんど気づかれていない状態が続いた。しかしやが
て1970年代に入るとドイツの学者たちの努力でネパールの梵語写本研究に一大転機が訪
れた。1970年～2001年にネパールとドイツが共同で行った梵語写本の保存計画 Nepal-

German Manuscript Preservation Project (NGMPP)があり、その計画によって梵文写本の宝
庫が大きく開けられた。世界の研究者はネパールに存在するおびただしい数の写本を

律典 Mah!vastuを主な資料として、その三仏伝のそれぞれの良質の写本を探してきちん
と読解し、それらの古代インドの権威的な仏伝伝承を踏まえながら、成立系統が異な
るそれらの仏伝の諸伝承をうまく一本化して、今後のネワール族の釈尊信仰が基づくべ
き新しい学問的な仏伝を作ろうとした。最初の筆写人の Jayamuniは、恐らくパタンの
地でネワール族の知識人や僧たちの子弟たちの釈迦牟尼仏信仰の強化という目的のた
め、この TJAMという長い釈尊の伝記作品を、恐らく数人の弟子たち・協力者たちと
共に作ったのであろう。
　この TJAMという新しい仏伝は、読者がインド古代の仏教混淆梵語という特殊なサ
ンスクリット語に関する詳しい知識をもっていなくても、古典サンスクリットの知識
があれば読める作品をめざしている。大部分がシュローカの韻律を用いた平易な作品で
あるが、仏伝として学問的に信頼できるものを作ろうと意図されている。その仏伝の内
容をみると、作者がもつ、古いインドの仏典伝承にできるだけ忠実であろうとする学
問的な態度に感心させられる。創作において彼は常に仏伝 Buddhacaritaと Lalitavistara

とMah!vastuの良質の写本をかたわらに置いて、それらを正確に読んでいたことがうか
がわれる。その３文献の写本を読みながらの執筆はなかなか大変な作業であったろ
う。TJAMの作者は自分の力でかなり難しい梵語で書かれたインドの三種類の異なる仏
伝伝承を読み解き、うまく統合することで、詳しく正確な釈尊伝のネパールでの普及に
役立つ作品にしようと試みたのである。
　ネパールの仏伝アヴァダーナマーラーとして、TJAMのほかに Sa"bhadrakalp!vad!na

m!l! (SAM) と Bhadrakalp!vad!na (BKA) という二つの梵語の韻文作品が存在する。
Jayamuniが筆写したのが TJAMと SAMである。まず Lalitavistaraを作品の骨組みとし
て初転法輪までの仏伝を語る TJAMが完成した後、それに続く別の作品として、Mah!-

vastuを主な材料とする、初転法輪以後の釈尊の活動、特にカピラヴァストゥにいる釈
迦族における教化活動の出来事を語る作品である SAM が作られた。ネワール族の
シャーキャと名乗る者たちにとって、それは大昔の自分たちの先祖たちの物語と感じら
れたであろうから、その古代の釈迦族の出来事を語って聞かせる仏伝作品がパタンで
TJAMに続く仏伝アヴァダーナマーラーとして作られたのも自然な流れであったろう。
パタンの大学者 Jayamuniが SAMの写本の筆写を完成させた年（1686年か）の後の数十
年以内に、別の人物がその SAMの大がかりな増補改訂版として、作品全体を編集し直
し、作品名も変えて、新しい作品として仕上げたものが BKAという仏伝なのであろ
う。Joel Tatelman (1996)は彼の博士論文として、ネパールの仏伝アヴァダーナマーラー
の一つである BKAの内容を初めて本格的に研究した。その彼の優れた研究によって、
BKAは SAMの作品にはなかった新しい特徴として、ヤショーダラーが主人公となる、
彼女の試練と信仰の物語をその第２章～第９章で有していることが明らかになった。
その追加された大きな物語においては、釈尊の妻ヤショーダラーが胎児ラーフラを六年
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マイクロフィルムで見ることが可能な状態になった。当時大学院で Lalitavistaraを研究
していた私はその仏伝との関連から TJAM (= Padya-lalitavistara)という作品に注目し、
さっそくその作品の複数の写本のマイクロフィルムを得た。九州に移ってからその研究
を開始し、まず入手できた NGMPPフィルムの諸写本を用いてその TJAMの諸章の校訂
テクストの作成がうまく出来るかどうかを試してみた。校訂の仕事を進めてみると、ヘ
ムラージ所蔵の TJAMの A写本、特にその写本の筆写人 X (= Jayamuni)が筆写した部
分（第26章以前の多くの諸章）の諸章を扱うなら、さほど苦労せずに校訂が順調にゆきそ
うな見通しがついた。もしその信頼できる A写本がなかったら、私は校訂を途中で諦
めていたかもしれない。それほど A以外の諸写本は悪く、どれも劣化した伝承を示す
新しい時代の筆写本なのである。そこで私は原則的に A写本を底本にして TJAMの校
訂研究を開始し、2013年～2021年の間に TJAMの第1章、3章、4章、8章、13章、14章、
15章、 16章、17章、18章、19章を『南アジア古典学』に発表した。本論文では、それ
らの章の続きとして、第20章～26章の七つの章の校訂と和訳を示したい。それらの７つ
の章の内容とソース（源泉資料）については昨年、岡野 (2025) で学界に紹介した。

　TJAMのこの第20章～第26章の校訂に際して私が用いた諸写本について説明する。第
20章～第26章の七つの章の校訂で、私が使用したのは次の４写本である(4)。

　　A 写本　Kathmandu, NGMPP A 123/5; New!r#.

　　B 写本　Kathmandu, NGMPP B100/2; Devan!gar#.

　　D 写本　Kathmandu, NGMPP D43/4-44/1 (rephotograph = E 1321/2); Devan!gar#.

　　E 写本　Kathmandu, NGMPP A 123/3; Devan!gar#.

　TJAMを読む時に全幅の信頼がおける唯一の写本は、恐らく現存する最も古い写本で
ある Jayamuniが筆写した紙写本であって、略号としてそれを Aと記す。私はこの A写
本が TJAMという作品が誕生した時の最初の写本、つまり原本そのものではないかと
考えている。その A写本に誤りがある場合、作者が下書きから A写本へと清書する段
階でうっかり誤った程度の小さな誤りにすぎないように思う。ただし問題点をいえ
ば、その貴重な A写本の内部に、Jayamuniよりも筆写年代がずっと後の新しい紙葉が
あちこちに入れられて、葉の差し替えが施されている箇所が存在することである。それ
故 Jayamuniが書いた古い葉（A）の部分と、新しい時代に差し替え用に別の人たちが
書いた新しい葉（A2）の部分とを、きちんと区別する必要が生じてくる。後者の、A2

という略号で記す葉は紙が新しいし、筆跡も違うので、Aと A2の判別自体は容易であ

4. TJAM のインドにある写本 $!str# No. 37(10754) は入手できなかった。入手しようとしたが
Kolkata, The Asiatic Society から送られてきたフィルムは別の写本（J!takam!l!）であった。
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る。A2は書かれた文字も Aより読みやすいが、書かれた梵文そのものに誤りがとても
多い。A2においては残念ながら筆写人は梵文を十分に理解して写していない。A2の写
字生が安易な考えで、原本の Aの何世代も後に書かれた誤りが多い新しい別の写本を
見ながら写した結果、A にはなかった多くの誤りをもつ A2 の葉が生じたのであろう。
　本論文で扱う第21と第22章ではその A写本において次の様に X, Y, Zという３人の筆
写人の筆跡を容易に識別できる。

　①筆写人 X ( = Jayamuni）が書いた第21章の末尾以外の葉 第136～148葉
　②筆写人 Z が書いた第21章の最後の３枚の差し替え葉 第149, 150, 151葉
　③筆写人 Y が書いた第22章の冒頭たる１枚の差し替え葉 第152葉
　④筆写人 X が書いた第22章の残り全部の葉 第153葉以下

　①と④が見るからに古い葉であり、②と③が見るからに新しい葉である。17世紀に
書かれた①と④よりも恐らく100年～200年経ってから書かれた葉が②と③である。
　私が A写本と大くくりで呼んでいる写本の内部でこのような新旧の葉を区別するこ
とは、校訂する上で必要であるため、私は異読情報を書く時に①と④の如き筆写人 X

すなわち Jayamuniが書いた古い葉を Aと記し、②と③の如き筆写人 Yや Zが書いた新
しい差し替え葉を（本来の A と区別して）A2 と記した。
　Aのあちこちに、新たな紙で差し替えがなされたのはなぜなのだろうか。Jayamuni

が書いた Aの古い葉が新しい A2の葉に交換されたことの最大の原因として私が推測し
ているのは、A 写本で局所的にあちこちで生じたらしい紙面に広がる黒い汚損であ
る。私は Aの写本の現物を見ていないため、その文字が読めないほどの黒い汚損がカ
ビによるものなのか、原因を確認できないが、その汚損によって、Aの或る箇所では古
い葉の判読が困難になったため、それらの箇所の葉の差し替え用に A2が書かれて、A

の古い葉と差し替えられたと私は考えている。汚損という外的な理由以外に、何か内容
的な理由で差し替えられた場合があったかもしれないが(5)、それは例外にすぎず、主な
原因は外的なダメージであろう。恐らく Aの差し替えを行う際に、すでに Aの紙面の
字が読みとりづらくなっていたため、A以外の別の TJAM写本を見ながら Aの読めな
くなった箇所を書く必要があったようであり、それ故に A2には、Aよりはるか後の世
代の伝承が劣化した写本に由来する様な誤りが多いのであろうと私は推測する。
　また新たな葉として Aの中で差し替えがなされた A2と呼ばれる部分も、その筆写は
少なくとも二つの時期に分かれるようである。A2上で少なくとも二人の筆写生（Y,

5. 例えば、第21章の末尾の箇所の A2では、筆写人 Zにより３枚の葉の差し替えがなされて、
その第436～490偈や第493～498偈において Buddhacaritaのテクストが丸ごとコピーして貼り付け
られている。

マイクロフィルムで見ることが可能な状態になった。当時大学院で Lalitavistaraを研究
していた私はその仏伝との関連から TJAM (= Padya-lalitavistara)という作品に注目し、
さっそくその作品の複数の写本のマイクロフィルムを得た。九州に移ってからその研究
を開始し、まず入手できた NGMPPフィルムの諸写本を用いてその TJAMの諸章の校訂
テクストの作成がうまく出来るかどうかを試してみた。校訂の仕事を進めてみると、ヘ
ムラージ所蔵の TJAMの A写本、特にその写本の筆写人 X (= Jayamuni)が筆写した部
分（第26章以前の多くの諸章）の諸章を扱うなら、さほど苦労せずに校訂が順調にゆきそ
うな見通しがついた。もしその信頼できる A写本がなかったら、私は校訂を途中で諦
めていたかもしれない。それほど A以外の諸写本は悪く、どれも劣化した伝承を示す
新しい時代の筆写本なのである。そこで私は原則的に A写本を底本にして TJAMの校
訂研究を開始し、2013年～2021年の間に TJAMの第1章、3章、4章、8章、13章、14章、
15章、 16章、17章、18章、19章を『南アジア古典学』に発表した。本論文では、それ
らの章の続きとして、第20章～26章の七つの章の校訂と和訳を示したい。それらの７つ
の章の内容とソース（源泉資料）については昨年、岡野 (2025) で学界に紹介した。

　TJAMのこの第20章～第26章の校訂に際して私が用いた諸写本について説明する。第
20章～第26章の七つの章の校訂で、私が使用したのは次の４写本である(4)。

　　A 写本　Kathmandu, NGMPP A 123/5; New!r#.

　　B 写本　Kathmandu, NGMPP B100/2; Devan!gar#.

　　D 写本　Kathmandu, NGMPP D43/4-44/1 (rephotograph = E 1321/2); Devan!gar#.

　　E 写本　Kathmandu, NGMPP A 123/3; Devan!gar#.

　TJAMを読む時に全幅の信頼がおける唯一の写本は、恐らく現存する最も古い写本で
ある Jayamuniが筆写した紙写本であって、略号としてそれを Aと記す。私はこの A写
本が TJAMという作品が誕生した時の最初の写本、つまり原本そのものではないかと
考えている。その A写本に誤りがある場合、作者が下書きから A写本へと清書する段
階でうっかり誤った程度の小さな誤りにすぎないように思う。ただし問題点をいえ
ば、その貴重な A写本の内部に、Jayamuniよりも筆写年代がずっと後の新しい紙葉が
あちこちに入れられて、葉の差し替えが施されている箇所が存在することである。それ
故 Jayamuniが書いた古い葉（A）の部分と、新しい時代に差し替え用に別の人たちが
書いた新しい葉（A2）の部分とを、きちんと区別する必要が生じてくる。後者の、A2

という略号で記す葉は紙が新しいし、筆跡も違うので、Aと A2の判別自体は容易であ

4. TJAM のインドにある写本 $!str# No. 37(10754) は入手できなかった。入手しようとしたが
Kolkata, The Asiatic Society から送られてきたフィルムは別の写本（J!takam!l!）であった。
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Z）の筆跡を区別できるわけであるが、第21章の章末から第22章の冒頭の、Zと Yの両
者が関わった差し替え箇所をよく検討すると、Zと Yが同時に差し替えの仕事をした
のではなく、Zが第21章の章末の３葉の差し替え葉を入れた後、Yが第22章の冒頭の２
葉の差し替えをしたことがわかる。Zが差し替えの必要を感じなかった葉も、Yの時代
になると汚損が進行して差し替えの必要が出てきていたのではないか。
　Aのほか、TJAMの新しい写本 B, D, Eの３本の紙写本を、私は A写本の補佐的な役
割を担う写本として適宜利用したが、その３本はどれも元は Aという原本から派生し
たもので、しかも不正確な筆写によって伝承の劣化がひどく進んだ新しい時代の写本で
ある。特に Bと Dは字の読み誤りや欠損を共有していることが多いことから、或る時
にひどく杜撰に筆記された１写本から生じた、同系統の写本であると判断できる。ど
ちらも非常に誤りが多いため、校訂においては Aが提供する読みに対しては参考的な
役割にしか使えない写本である。ただし写本 Eは TJAMの中のごく限られた数の章し
か有しない写本であるが、Eの第20章を写した５枚の葉を見ると、Bや Dよりもずっと
誤りが少ないので、それなりに役立つ写本である。Eの第21章の写本は７枚の葉から成
るが、その章の前半部が失われており、後半部の第232偈から始まるテクストしか無い
のは残念である。写本 E は異なる筆写人による複数の章の写しを集めて作られてお
り、章によって出来不出来が激しいので、その点を注意する必要がある。
　さて以下に、私が TJAM第20～26章を校訂した時に気づいた、各章における諸写本
の使用上の問題点などに関して、更に説明を行いたい。特に第21章は研究上の難処で
あったので、説明も細かくなる。

第20章の写本と校訂
　第20章ではA写本は第129葉の裏から始まる。最良の写本 Aがこの章の全体にわたっ
て欠けておらず、かつ字が明瞭に読みうる状態なので、校訂は楽である。私は Aを底
本としながら、補佐的に E写本を見ながら校訂した。E写本は（少なくとも第20章と
21章は）Bや D写本よりずっと良い写本である。誤りが多い Bと Dの写本については
テクストの字の疑念が生じた箇所で、念のために参照するだけに用いた。

第21章の写本と校訂
　若き釈尊の都城からの出離（abhini%krama&a）つまり出家を語る第21章は A写本では
第136葉の表から始まる。第21章の最後の３葉（第149, 150, 151葉）(6)は新しい差し替え

6. 第21章の最後の３葉の次に来る Yの筆写による152葉は第22章の冒頭部分であって、第21章は
151葉裏で終わっている（その151葉裏の上下の余白や右の余白に第533～539の偈を書くことで、
なんとかうまく第21章のテクストをその葉で終わらせている）。なお差し替えの A2の第149, 150,

151, 152葉の４枚の新しい葉では、第149, 150, 151の３葉と、第152の１葉とはそれぞれ筆写生が異
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葉（A2）で、その３葉は筆写人 Zが書いた葉である。第21章の末尾では、そこに本来
あったはずの Jayamuniが書いた古い葉（A）の２葉が棄てられて(7)、そこに Zが書いた
差し替えとして新しい３葉が置かれている。その新しい差し替え葉の１枚目たる第149

葉表は TJAM 第21章第425偈の途中から始まる。
　その Zが差し替えた新しい３葉に書かれている内容を説明すると、その１枚目の第
149葉表の１～２行にある TJAM第425と426偈では LalitavistaraとMah!vastuに由来する
記事として、菩薩が釈迦族の国を出てからクロードゥヤ族の国を過ぎ、マッラ族の国を
過ぎ、マイネーヤ族の国のアヌヴァイネーヤ村を過ぎて、森林に入り、十二ヨージャナ
を歩いてヴァシシュタ仙の庵に至ったことが語られる。その後第149葉表の２行目、第
427偈では Buddhacarita 6.2の１詩節がそのまま借用される。次の第428～435偈での内容
はオリジナルの自由作文として、菩薩が一緒についてきた神々を去らせた事が語られ
る。その後の第436～490偈では Bc 6.4～ 6.58の合計55詩節の借用が連続的に行われ
る。第149葉表６行目から第150葉裏６行目まで続いたその Bcの借用たる55の詩節が終
わると、続く第491偈と第492偈では Bcの借用ではない自由作文として、菩薩が自ら切
り捨てた髻を神々が得て、天界のチャイトヤ（塔廟）にそれを収めて祭りを催した出来
事が語られる。その後第493～498偈で、第150葉裏７行目から第151葉表１行目まで Bc

のテクストの借用が再びなされ、Bc 6.59 ～ 6.64 の６詩節を連続的に出す。
　以上のように、筆写人 Zが書いた第21章章末にある３枚の差し替え葉では、第149葉
表６行目から第151葉表１行目までの所に、Bc第６章の合計62詩節のテクストが丸ごと
借用されて書かれていることが、葉の内容として最も大きい。このように Zが書いた第
149, 150, 151葉の内容を見る時、その差し替え葉の３葉の大部分で Bcの詩節の連続的
で逐字的な借用があるため、その借用を行うことを主な目的として Zは新しい３葉を
書いたのではないかと疑うことが出来る。
　TJAMの Xが書いた古い葉を新しい紙に交換する作業は、第21章の章末にだけでな
く、続く第22章の冒頭の箇所でも行われている。第21章の章末は筆写人 Zによって、第
22章の冒頭部分は筆写人 Yによって、新しい紙に差し替えられている。この様な連続
的な差し替えの作業は、Xが最初に書いた Aの写本のその箇所の連続する葉において
汚損が起こったためになされたものではないかと私は思う。筆写人 Zによる差し替え

なっており、第152の１葉を書いているのは筆写生の Yである。私は岡野 (2021)の論文 85～86頁
で、差し替えの A2 の第149, 150, 151の３葉を書いた筆写生を Z と名付けた。

7. 差し替えの結果、本来あった筆写人 X ( = Jayamuni）が書いた写本 Aの葉が棄てられたが、
写本 Aの葉の右の余白に書かれた葉の番号（全葉の通し番号）から判断すると、Aから A2への
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葉）と第22章の冒頭（151と152葉）の所の、合計４葉である。

Z）の筆跡を区別できるわけであるが、第21章の章末から第22章の冒頭の、Zと Yの両
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のではなく、Zが第21章の章末の３葉の差し替え葉を入れた後、Yが第22章の冒頭の２
葉の差し替えをしたことがわかる。Zが差し替えの必要を感じなかった葉も、Yの時代
になると汚損が進行して差し替えの必要が出てきていたのではないか。
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ある。特に Bと Dは字の読み誤りや欠損を共有していることが多いことから、或る時
にひどく杜撰に筆記された１写本から生じた、同系統の写本であると判断できる。ど
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のは残念である。写本 E は異なる筆写人による複数の章の写しを集めて作られてお
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て欠けておらず、かつ字が明瞭に読みうる状態なので、校訂は楽である。私は Aを底
本としながら、補佐的に E写本を見ながら校訂した。E写本は（少なくとも第20章と
21章は）Bや D写本よりずっと良い写本である。誤りが多い Bと Dの写本については
テクストの字の疑念が生じた箇所で、念のために参照するだけに用いた。
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　若き釈尊の都城からの出離（abhini%krama&a）つまり出家を語る第21章は A写本では
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6. 第21章の最後の３葉の次に来る Yの筆写による152葉は第22章の冒頭部分であって、第21章は
151葉裏で終わっている（その151葉裏の上下の余白や右の余白に第533～539の偈を書くことで、
なんとかうまく第21章のテクストをその葉で終わらせている）。なお差し替えの A2の第149, 150,

151, 152葉の４枚の新しい葉では、第149, 150, 151の３葉と、第152の１葉とはそれぞれ筆写生が異
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がもしも「Bcの借用による増広」という内容的な改変を行うために Aの第21章末の古
いテクストを棄てて意図的になされたものであるなら、その第21章の直後の、第22章
の冒頭部分でなされた筆写人 Yによる差し替えの存在がなぜなのか、うまく説明がつ
かない。第21章は151葉で終わっているので、その次の第22章の初めの葉の内容までを
書き直す必要は生じなかったはずだ。わざわざ第22章の冒頭にある葉までも差し替え
られているのは、その Aの古い葉の汚損が第21章の章末ばかりか第22章の最初の部分
にまで及んでいたという、やむを得ぬ外的な理由があったからではないだろうか。
　差し替えによって写本 Aの本来の第21章の章末の部分が棄てられた時に、その古い
葉には何が書かれていたのだろうか。その内容は筆写人 Zによる新しい第21章の章末
の差し替え葉の３葉の内容と全く同じだったのだろうか。いや、それはありえないと私
は思う。この第21章の末尾において写本 Aの筆写人 X (= Jayamuni）が Bc第6章第2偈と
第4～64偈のテクストの逐字的な借用を行っていたとは考えられない理由があるのであ
る。なぜなら、写本 Aでは筆写人 Xが次の第22章の第352～第414偈で、まさしくその
同じ Bc第6章第2～第64偈の逐字的な借用を行っているからである。仮に、筆写人 Xが
第21章と第22章の両方で、同じ Bc第6章第2～第64偈の長い借用たる文を自らのペンで
書いたなら、それを書きながら自分が作品の構成上の重大なミスを犯したことに気づ
かないはずがあろうか。Xのペンが第22章でその借用をしているということは、Xが第
21章の末尾ではその借用をしなかったことを意味する。長い借用テクストの重複という
その大きなミスの原因としては、第21章章末の３枚の新しい差し替え葉で Bc第6章第2

と第4～第64偈の箇所のテクストを書いた人物（筆写人 Z）が、古い A写本の第22章で
すでに筆写人 Xが Bc第6章第2～第64偈からの借用を行っていたことに気づかなかった
ことが、考えられる。筆写人 Zが A写本の第22章の内容をきちんと把握せずに、独断
で第21章の章末の差し替えの３葉を作ったからこそ、第21章と第22章で同じ Bc第6章第
2～第64偈のテクストが繰り返されるというおかしな事態が生じてしまったのであろ
う。すると、差し替えられる前の、Xが書いた第21章章末の古いテクストには、きっと
Bc 第6章第2～第64偈とは別の内容のことが書いてあったに違いない。
　筆写人 Zによって差し替えられる前にあったその A写本の第21章末尾の古いテクス
トの姿を、もしかすると伝えている可能性があるかもしれないと思われるのが、TJAM

の３写本 B D Eに伝わる第21章末尾のテクストである。B D Eを見るとこの第21章の終
わりの部分のテクストが全く異なった内容のものになっている。Bcのテクストの借用
の全部が B D Eの方には欠けている。すなわち B D Eでは、TJAMの第435偈の次にい
きなり第502偈が来るかたちになっていて、古い A写本への新しい差し替え葉（A2）に
ある第436～第490偈と第493～第498偈、つまり Bcを丸ごと借用して作られた箇所が、
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B D Eには全部欠けている(8)。続く第502～第528偈の箇所は部分的に Lalitavistaraに依っ
て書かれた偈が内容となるが、その後の第529～第532偈では再度、連続的に Bc の
6.65～6.68のテクストの丸ごとの借用が出てくる。それに対して、B D Eにはその Bcの
借用も全部見られない。
　B D Eの３写本で第21章の章末のテクストを読んでみると、このように A写本の新し
い差し替え葉（A2）に見られる如き Bcの借用が見られないという、実に大きな相違の
ほかに、もうひとつ、内容上の相違がある。それは、第529偈以降に相当する箇所にお
いて、B D Eの３写本では A2と全く別の内容をもつテクストが連続する28の偈として
出てくることである。そのテクストの箇所を私は仮に「第21章の章末の箇所のテクスト
の別ヴァージョン（B D E写本による）」と名付けて、本稿では第21章の全文の校訂梵
文テクスト（Aと A2に依るヴァージョン）を挙げた後に、その28箇の原文を挙げること
にした。
　B D Eによるその28箇の偈のテクストの内容を短く紹介すると、次のようなものであ
る。
　第*1～*4偈の内容 ––––菩薩が自ら刀で髻を切って、棄てると、帝釈天がその髻を天
界に持って帰り、塔廟 (caitya) を作ってその髻を安置して祭り、祭日を設けて祝った。

　第*5～*15偈の内容 ––––剃髪を終えた菩薩は袈裟衣を欲し、歩いていると、浄居天
が袈裟衣をまとった狩人の姿をとって、そこに現れたので、菩薩は彼を見て喜び、猟師
の着ている袈裟衣と自分のカーシー産の衣とを交換する。その衣を得ると猟師はただ
ちに空に昇り、浄居天へ帰って行く。離れた場所にいたチャンダカはそのすべてを目撃
し、驚愕して拝礼すると、泣きながら都城に引き返した。浄居天で神々は塔廟を作って
その衣を安置し、喜びつつ常に祀った。
　第*16～*27偈の内容 ––––菩薩が出家したのを眺めて、歓喜した或る神々はこのよう
に叫んだ。「かの菩薩は今や生類の益のために出家の誓戒を持した。これから彼は苦
行によってあらゆる苦行者を凌駕する煩悩なき阿羅漢たる修行者となり、菩提樹の下に
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う。」その声を聞いて、三十三天の神々も大声を発すると、それが展転してアカニシュ
タ天まで届き、すべての神々を喜ばせた。
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すでに筆写人 Xが Bc第6章第2～第64偈からの借用を行っていたことに気づかなかった
ことが、考えられる。筆写人 Zが A写本の第22章の内容をきちんと把握せずに、独断
で第21章の章末の差し替えの３葉を作ったからこそ、第21章と第22章で同じ Bc第6章第
2～第64偈のテクストが繰り返されるというおかしな事態が生じてしまったのであろ
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トの姿を、もしかすると伝えている可能性があるかもしれないと思われるのが、TJAM
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　第*28偈の内容 ––––袈裟衣をまとった菩薩はリシたちに会うために、光り輝きなが
ら、そこから遊行した。
　以上の内容を有するのが、B D Eの３写本において見られる、28箇の偈から成る第21

章中の独自のテクストなのであるが、ここで大きな疑問が浮かぶ。そのテクストはも
ともとは筆写人 Zによる差し替えの時に棄てられた Aの第21章の章末にあったテクス
トに由来するものであるかどうか。すなわち、Zによる差し替え以前に、古い Aから
写されていたため、B D Eの写本系統で生き残ったテクストなのか。この問題は難しい
が、しかし私は B D Eに存在するその別のテクストは恐らく Aの本来のテクストとは
かなり違うものであろうと考えている。そう私が考える理由は一つで、B D Eに有るこ
れらのたった28箇の偈では、Aの第21章末の、差し替えによって失われた葉の２枚の内
容としては分量的に半分にすぎず、偈の数が少なすぎるのである。28の偈の分量では
A写本の１葉の表と裏を満たすことしか出来ない。本来の A写本が伝えていたはずの
第21章の章末にあったのは、２枚の葉のはずである。その２葉の古いテクストは一部
かあるいは全体が失われてしまい、本来の姿は知り得ないと判断すべきであろうと思
う。
　さてここで私はAの第21章末の失われた葉が２枚であったと記したが、なぜ３枚で
なく２枚であるのか、説明が必要になるので、それについて以下に説明したい。
　ここは A写本の第21章末と第22章の冒頭の葉を同時に見てゆく必要がある。Aの第
22章では、冒頭の２葉が差し替えられていて新しい紙になっているが、その２葉以外の
第22章の全部は、筆写人 X (= Jayamuni)が書いた古い葉である。その古い葉は Aの第
153葉から始まる。その第153葉は第22章の第69偈 p!da bから始まっている。その前に
ある第22章の第1偈から第69偈 p!da aまでのテクストが、筆写人 Yが書いた新しい２枚
の差し替え葉の内容である。その２葉の差し替え葉には、奇妙なことにどちらに
も「152」と、同じ番号が記されている。Yによる差し替えの第152葉の１枚目には第1

偈から第35偈 p!da aまでのテクストが書かれ、２枚目の第152葉にはその続きの第35偈
p!da b から第69偈 p!da a までが書かれている。なぜここで２枚の葉がどちらに
も「152」の数字になっているかというと、それは数字の単純な誤記ではなく、Yがそ
のように２回も「152」を書かざるをえなかった理由がある。その理由は簡単で、筆写
人 Zにより第21章の章末でなされた３枚の新しい差し替えの葉は第149葉で始まり第151

葉で終わっている。その第151葉のため別の筆写人 Yによる第22章冒頭の箇所の２枚の
差し替えは「152」の数字から開始せざるを得なかった。しかし筆写人 Xが書いた A

写本の古い葉は第22章の第69偈 p!da bから始まるが、その葉に Xは「153」と数字を書
いていた。その「153」と書かれた数字をもし変更してしまうと、A写本の残るすべて
の葉の番号を１ずつ変える必要が生じるから、変えるわけにゆかない。筆写人 Yが第
22章冒頭の２葉の差し替えを行ったのは、時期的に筆写人 Zの第21章の章末の３葉の
差し替えよりも後であった。それ故に、先に Zが書いた葉の「151」と、Xが既に書い
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ていた古い葉の「153」の間に挟まれるかたちで、筆写人 Yが２枚の葉から成る差し替
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的になされたものであると主張することも、たしかに可能かもしれない。しかし第22

章の冒頭の２葉（152葉）の箇所でなされた差し替えも一緒に合わせて考えると、A写
本のダメージを受けた箇所の修復という動機を考えるほうが現実的であるように思え
る。Zが差し替えた葉の第21章の章末は151葉裏の末行で終わっているが、それに続く
第22章の２枚の葉（152葉）までも筆写人 Yによって差し替えられたのはなぜなのか。
差し替えの動機として第22章の冒頭の内容を書き直すほどの内容的な改変があったとは
考えられない。Yが第22章の冒頭だけではない多くの葉において A写本の様々な箇所
において差し替えをせざるをえなかったのは、実は葉の汚損という、写本の保存上のや
むを得ぬ理由があったからではないか。Aの幾つかの葉に顕著に見られる黒ずみと新
しい時代になされた葉の差し替えの間には因果関係がありそうだ。Yが写本の汚損の
ために葉を差し替えたと思われる箇所は A写本の新しい紙に書かれた作品後半部を中
心に相当数ある。A写本の中のあまたの Yによって差し替えられた葉はすべて古い A

写本に起こった汚損が原因で書き直された可能性がある。
　まとめると、以下のように私は推測している。ある時代に貴重な TJAMの作品の原
本たる A写本の中で、葉がほとんど字が読み得ないほどに汚損してしまった所がかな
り出来た。その Aの汚損した葉を交換する時、Aの第21章の章末の２葉のテクストの
汚損箇所については、A以外の他の TJAMを伝承する新しい写本を参照しても書き直す
ことも出来なかったため、他の写本から写しとることを諦め、むしろ筆写人 Zは Bcか
ら沢山の詩節を借用して入れることで、Aの第21章末のテクストの欠損の穴を埋めるこ
とを考えついた(9)。Zは Bcの写本を利用することにより、第21章の章末に本来あった
２葉（第149と第150葉）の代わりに、３葉（第149～第151葉）の差し替えテクストを新
たに書き上げて、Aに入れた。その後の時代に、別の筆写人 Yは A写本の第22章の冒
頭の２葉（第151と第152葉）にも汚損があるのを見て、その葉を新たに交換したが、そ
の際に Yは他の TJAMを伝承する新しい写本を見ることで「152」の２枚の葉のテクス
トを写して入れた。その時 Yが利用した TJAM写本は今の Bや Dや Eの諸写本と同じ
く、質が劣化した伝承であり、テクストにかなり誤りが含まれたものであった。
　他方、B D Eの３写本の写本の祖先たる或る時代の TJAMの筆写人は、Aの写本で第
21章の章末の汚損した葉を見ても、写本 Aそのものの穴埋めをまかされた筆写人 Zと

9. A写本を作った筆写人 Xすなわち偉大な学者 Jayamuniが第21章と第22章を自ら筆写してい
ながが、その両方の章において同じ Bc第6章第2～64偈の借用を繰り返してしまうということを
しただろうか。彼ならそのような長いテクストの重複に気づかなかったはずはない。彼がそんな
大きなミスを犯した可能性はありえない。そのミスを犯したとすれば後の時代に Bc 第6章第
2～64偈の借用を含む第21章の章末の箇所で、本来２葉であった Xが書いた古い葉を棄てて、新
たに差し替えの３葉を作った筆記人 Z であろう。これが私の推測である。
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は立場が違って、Aの欠損した葉の差し替えを行う必要はなかったので、大体１葉分の
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22章も、それ以降の章も存在しない。そのため第22章の校訂に使えるのは Aと D写本
だけである。Dの章末のコロフォンには第20章と書いてあるが、それが第22章にあた
る。
　さて A写本には筆写人 Zの筆跡によって第22章第80偈の abと cdの間に挿入すべき
テクストとして、153aの写本の余白の上部に５箇の偈が書かれている（第１の挿入）。
また第84偈の前後には Zによって Aの153aの写本余白の下部と右横に６箇の偈が書か
れたが、そこでは１箇の偈が第84偈の前の位置に、また５箇の偈が第84偈の後ろの位
置に、挿入される（第２の挿入）。また更に第87偈の p!da cと p!da dの間に（つまり
sarveとpraty!gat!の間に）挿入する５箇半の付加偈が Aの153bの写本余白の上部に Z

によって書かれた（第３の挿入）。また第88偈の後の位置に挿入する２箇の偈が Zに
よって Aの153bの写本余白の上部に書かれた（第４の挿入）。更に第89偈の後の位置に
第90偈 pāda abの後ろに挿入する６箇の偈が Zによって Aの153bの写本余白の下部に
書かれた（第５の挿入）。また更に Zの筆跡によって第106偈の後に新たに挿入する６
箇の偈が Aの154aの写本の上下の余白に書かれた（第６の挿入）。また第127偈の後に
挿入する偈として Zにより Aの154bの写本余白の上と下と155aの余白上部にかけて６
箇の偈が書かれた（第７の挿入）。これらの A写本の153a～155aの紙の余白に書かれ
た沢山の新たな付加挿入の偈はすべて、D写本では余白ではなく本文の中に入れられて
いる。
　以上の、筆写人 Zが A写本の第22章上で行った、第１から第７までの７箇所の多数
の偈の挿入は、いかに彼が Aにおいてテクストの偈の付加増広を行うことに積極的で
あったかを示すものである。このような筆写人 Zが Aに対して示す、じつに熱心に付
加挿入を行う姿勢を考えると、恐らく Aの第21章末で Zが新しく差し替えた３葉（現
存する第149, 150, 151葉）の中身も、Aの第21章末に元々あったであろうテクスト（失われ
た第149, 150葉の２葉）を忠実に写したものでなく、Bcからの大規模な付加増広を施すな
どの処置が Zによってなされて、かなり大きく違ってしまった別のテクストであろうこ
とを推測させるものである。
　なお私がこれまでに作成した TJAMのローマ字に転写した校訂テクストでは、作業
の基本方針として、Zなどの新しい時代の筆写人によって A写本の上下左右の余白の箇
所に様々に施された新しい時代の付加たる沢山の偈（つまり X以外の筆跡によって書かれ

たものではない偈）については、すべて除外している。私としては後代の付加偈を除い
た、写字生 X (= Jayamuni)によって最初に書かれた TJAMという作品のオリジナルなか
たちを示す梵文テクストの作成だけを優先させるという方針をとった。Aの余白に書
き込まれた沢山の後代の付加偈を私が校訂テクストから省いてしまったわけは、それ
らをすべて論文の中に注としてきちんと記録し始めると、写本の画像の上で時々うまく
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いる。それ故、第186葉以降の葉が全部 Yによって差し替えられたのは恐らく Aの紙面
のひどい汚損が原因と推測される。
　第26章第46偈以降続く、A写本における Yの書いた新しい葉を利用する時に私は A

ではなく A2と表記したが、それは Xが筆写した古い葉の Aと、Yが筆写した新しい
葉の A2とでは、まるで別の写本といえる程に、テクストの信頼度がまったく違うから
である。誤りがどちらも多い A2と Dだけを用いて私はこの第26章を校訂せざるを得
なかったが、頼りになる Aが無いため判断が難しい箇所が多く、この章は他の章より
校訂に二倍の時間がかかった。第27章以降の各章も、その校訂には苦労しそうである
が、出来なくはなさそうである。A2と Dの両写本の唯一の長所は、書かれた時代が新
しいだけあって、字が読みやすいことである。他の写本の Bには第1偈から第8偈 pāda

cの箇所のみ第26章のテクストが残っており、それ以降の葉は欠けてしまって、Bはそ
れで写本が終了している。

２．TJAM における菩薩と対話者の立場表明としての会話
　TJAMの作者が登場人物の思想的・宗教的な立場を明らかにしようとする時、それ
は、菩薩と対話者が行う会話として表現されていることが多い。釈尊がいかなるインド
の伝統的な思想的状況の中で新しい信念をもって出家し菩薩として活動しているのか
が、それらの会話を通して読者に明らかになる。TJAM第21章と第23～26章の中では以
下のように幾つもの思想的な会話の箇所がある：

　第21章での、馬丁チャンダカと菩薩の思想的な対話（21.22-98, 122-257）。
　第23章での、ヴァシシュタ仙と菩薩の対話（23.66-82）。
　婆羅門女パドマーとの対話（23.104-124）。
　ライヴァタ仙との対話（23.132-177）。
　ラージュヤカ仙との対話（23.182-187, 193-207）。
　第24章での、故国から来た大臣と宮廷祭僧の二人と菩薩の対話（24.28-75）。
　第25章での、アーラーダ・カーラーマと菩薩の対話（25.20-79）。
　ビンビサーラ王との対話（25.121-225）。
　第26章での、ルドラカ・ラーマプトラと菩薩の対話（26.16-44）。
　村長の娘スジャーター（26.76-111）との対話。

　それらの会話ではしばしば、インドの伝統的な四住期（人生の四期）の思想と仏教の
出家の思想との、決定的な違いが強調される。一例を挙げると、第21章63～67で馬丁
チャンダカは出家しようとする釈尊に対して、家住期の己が社会的義務を果たした後に
年老いてから出家せよという、四住期の立場から、次のように忠告する。
　「主よ、あなたのこれらの豊かな富は、神々でさえ得がたいものです。どうしてこれ
らを捨てることができましょうか。またどこでこれらが再び得られるでしょうか。で
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すから、あなた様が若いうちは王位での生活に留まり、妻とともに自らの家系の主た
る神を敬い、崇め、礼拝しなさい。物乞いたちには好きなだけ施しを与えつつ、自らも
欲するものを楽しみながら、愛する女たちと共に愛欲に染まり、好きなだけ享楽し、
快楽を味わいなさい。あなた様が年老いて体が衰え、感官の対象への欲望が失われた
時、王位での生活を捨てて、林棲の生活期に落ち着けばよいのです。その時に聖者の行
（牟尼行）の誓戒を堅持して、三昧に心を置き、禅定の快さを味わいながら、集中して
行をなされませ」 (21.63-67)

　また、第23章109～116で婆羅門女パドマーも、菩薩は次のような忠告をする。
　「大きな天恵の人よ、あなたは若いのに、輪廻界での享楽を欲しないのですね。ど
うして王位を捨てて、この苦行林にやってこられたのですか。［行者たちは］誰もが王
位を欲して、苦行林で修行しているのです。しかしあなたは王位を捨てて苦行をしよう
としている。或る有徳の老王たちは、年老いて、輪廻界で享楽する欲望をなくし、自分
の息子に即位の儀礼を行って、王位に就かせた後で、王位での生活を捨てて、人生の四
目的を求める彼らは、林棲期に入り、苦行誓戒を行います。そのことをお考えになっ
て、若いうちは王位での生活に留まり、妃と愛し合って、家系の世襲の仕事の誓戒を果
たしなさい。体が老いに充ちたとき、息子を王位に就かせ、森林の住期に入って誓戒を
行じなさい。こうすれば、あなたにはきっと常にあらゆる場所で、めでたい幸せがある
でしょう。この世で正法の安楽を享受し、来世では天界へ行くことでしょう。そのこ
とをお考えになって、王位での生活に再び留まり、人民を護りながら、両親や妻と一緒
にあなたの一族の誓戒を果たしなさい。」 (23.116)

　パドマーが語るこのような忠告に対して、菩薩は次のように答えている。
　「母御よ、私は天界の神の幸せさえも望んではいません。むしろ菩提を得て、世の生
類に益をもたらしたいのです。」 (23.118)

　菩薩とビンビサーラ王との会話でも、ビンビサーラ王が菩薩に対して行う忠告は、
上記のチャンダカやパドマーの忠告と同じような四住期の生き方を勧めるものである。
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がら、いったい何のめでたい幸せが得られるというのですか。神々しい栄光と幸せの
達成を捨てて、若くして出家して、いったい他にどんな幸せの達成を、いかに、どう
やって、得ようというのですか。このように考えて、あまりにも苦しい出家の誓戒を捨
てなさい。この誓戒の功徳で、いかなる善趣の幸せが得られるのですか。もしあなた
に、功徳を積むことに強い望みがあるのでしたら、この苦行の誓戒を捨てて、家の世
襲の仕事の誓戒を堅持し、専心して行いなさい。常に乞い求める者たちに施しを与
え、嬉しく世の人々を益し、望むがままに幸せを享受して、家系の伝統の仕事の誓戒を
行いなさい。その誓戒は大きな成就をもたらし、身内・他者・自分を益するものです。
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この功徳の力によって、常にこの世ではめでたい幸せとよき安楽があります。［そうす
れば］来世においても、人は常に天界で輝かしい栄光と幸せを得るでしょう。常に善
趣に輪廻し、決して悪趣へ行くことはありません。このように考えて、大士よ、王位の
生活期に留まり、私と一緒に幸せを享受しながら家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさ
い。そうすれば、あなたにはこの世で常に幸運なよき安楽があり、来世においても常
に天界で輝かしい栄光と幸せを得ることでしょう。」 (25.170-178)

　このような王の説得の言葉に対して、菩薩は次のように答える。
　「善い哉、王よ、あなたは輪廻界での幸福を成し遂げる方法をお語りになりまし
た。しかしながら、私はここで私の所願をお話します。どうかお聞きなさい。私は煩悩
の炎に焼かれている三界に生まれた生類を見て、憐憫の思いが心に逼り、輪廻界の享受
を厭うに至りました。王よ、彼らの苦悩の火の凄まじい熱さを、私は法という甘露の
雨水を降らせることで鎮めて、世の生類にめでたい幸をもたらしたいと欲します。その
目的のため、私は王位を捨て、正法を切望し、出家の禁戒を堅持しつつ、菩提を得んと
強く思っているのです。」 (25.180-183)

　四住期の生き方は決して解脱と無数の他者への救済をもたらすものではない。個人を
天界に導くだけのものである。しかし菩薩は憐れみの心により、一切の生類に安楽を
もたらすために、個人的な幸福を捨て、出家して菩提の境地をめざす。TJAMでは以上
のような幾つもの会話によって、在家者の生き方と出家者の生き方の違い、リシた
ち（苦行者たちを含む）と仏教修行者の目的の違い、憐愍に基づく利他の志の違いが、
聴衆に示される。TJAMのこのわかりやすい対話形式の思想的な立場表明は、この法話
が語られるのを聞くネパールの聴衆に仏教の出家主義の立場を理解させるために役
立ったであろう。
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Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第20章～第26章
梵文校訂と翻訳

　略号 A  =  ms. of TJAM, NGMPP A 123/5. (104, 108～148 are written by the scribe X)

A2  =  *104, 105～107 (i.e., additional new folios written by the scribe Y) in A

B = ms. of TJAM, NGMPP B100/2

Bc  =  JOHNSTON's Buddhacarita edition, 1936

D = ms. of TJAM, NGMPP D43/4-44/1 (rephoto = E1321/2)

H  =  Hokazono's Lalitavistara edition, i (1994), ii (2019), iii (2019)

L = LEFMANN's Lalitavistara edition, 1902 

M  =  MARCINIAK's Mah!vastu edition, ii (2020), iii (2019) 

S  =  SENART's Mah!vastu edition, i (1882), ii (1890), iii (1897) 

TJAM  =  Tath!gatajanm!vad!nam!l!  (= Padya-Lalitavistara)

　以下の TJAMテクスト中の [ ]の数字は A写本の葉を示し、例えば [104a5]は Aの第104葉の表

面5行目であることを示す。しかし [*104a]とアステリスクが付けられている数字は、A写本中の

本来の筆写人 X (= Jayamuni)が記した葉ではなく別の筆写人 Yによって書かれた新しい葉（略号

A2）の104であることを示す。その新しい葉は古い葉である104とは別に存在するため、*104と表

記する。（岡野 (2021) 論文、86頁を参照せよ。）

　また TJAMテクスト中で仏伝 Lalitavistaraと内容が密接に関係する箇所では、その詩節の右側

に ≈という「類似」を意味する記号を使って、梵文 Lalitavistaraの Lefmann (1902)校訂本（略号

L）と外薗幸一 (1994-2019)校訂本（略号 H）の両方の、参照すべき文の類似箇所を示した。例え

ば H i,686(vs.)22とあるのは外薗 (1994-2019)校訂本の上巻 686頁の第22詩節をさす。iは上巻を、

iiは中巻を意味し、(vs.)は詩節を意味する。(vs.)と記さずに単に H ii,40.3-4とある場合は、散文

の箇所であり、外薗本の中巻40頁3-4行の散文を意味する。

　また TJAM が仏伝 Mah!vastu と密接に関係する箇所では、同様に ≈ の記号を用いて、梵文

Mah!vastuの Senart (1882-1897)校訂本（略号 S）と Marciniak (2019-2020)校訂本（略号 M）の両

方の、参照すべき文の類似箇所を示した。例えば S ii,133.15-18とあるのは Senart本の第2巻133頁

の15-18行目をさす。M ii,171.6-9 ならば、Marciniak 本の第2巻の171頁6-9行目をさす。

　TJAMが Buddhacaritaを用いた箇所では、≈の記号と =の記号を使い分けている。≈が内容的

な近似を意味するのに対し、 = は「一致」すなわち詩節のほぼそのままの借用を意味する。

この功徳の力によって、常にこの世ではめでたい幸せとよき安楽があります。［そうす
れば］来世においても、人は常に天界で輝かしい栄光と幸せを得るでしょう。常に善
趣に輪廻し、決して悪趣へ行くことはありません。このように考えて、大士よ、王位の
生活期に留まり、私と一緒に幸せを享受しながら家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさ
い。そうすれば、あなたにはこの世で常に幸運なよき安楽があり、来世においても常
に天界で輝かしい栄光と幸せを得ることでしょう。」 (25.170-178)

　このような王の説得の言葉に対して、菩薩は次のように答える。
　「善い哉、王よ、あなたは輪廻界での幸福を成し遂げる方法をお語りになりまし
た。しかしながら、私はここで私の所願をお話します。どうかお聞きなさい。私は煩悩
の炎に焼かれている三界に生まれた生類を見て、憐憫の思いが心に逼り、輪廻界の享受
を厭うに至りました。王よ、彼らの苦悩の火の凄まじい熱さを、私は法という甘露の
雨水を降らせることで鎮めて、世の生類にめでたい幸をもたらしたいと欲します。その
目的のため、私は王位を捨て、正法を切望し、出家の禁戒を堅持しつつ、菩提を得んと
強く思っているのです。」 (25.180-183)

　四住期の生き方は決して解脱と無数の他者への救済をもたらすものではない。個人を
天界に導くだけのものである。しかし菩薩は憐れみの心により、一切の生類に安楽を
もたらすために、個人的な幸福を捨て、出家して菩提の境地をめざす。TJAMでは以上
のような幾つもの会話によって、在家者の生き方と出家者の生き方の違い、リシた
ち（苦行者たちを含む）と仏教修行者の目的の違い、憐愍に基づく利他の志の違いが、
聴衆に示される。TJAMのこのわかりやすい対話形式の思想的な立場表明は、この法話
が語られるのを聞くネパールの聴衆に仏教の出家主義の立場を理解させるために役
立ったであろう。
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　１．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第20章の校訂

　A 129b4 ; B 193a ; D 154a5 ; E has no leaf number (this chapter has 6 folios)

ath!'oko mah#ndro 'sau bh)po 'pi samup!'rita( /

bhagavanta" yati" natv! pr!rthyaiva" s!ñjalir mud! // 20.1

bhagavañ chrotum icch!mi tat sam!de%*um arhati /

katha" sa bhagav!n r!jya" tyaktv! pur!d viniryayau // 20.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rthan sudh#r yati( / 

tam a'oka" sabh!" c!pi sam!lokyaivam !di'at // 20.3

'+&v a'oka sam!dh!ya yath!sau bhagav!n pur!t /

viniryayau tath!ha" te vak%y!my uts!hav+ddhaye // 20.4

eva" 'uddhodano r!j! nij!laye sam!'rita( /

snehadu(kh!gnitapt!tm! t!" r!trim abhyan!mayat // 20.5

tata( pr!ta( samutth!ya sarv!ñ ch!ky!n sab!ndhav!n / ≈ L(efmann) 200.15-16; 

am!ty!n mantri&o bh+ty!n sam!mantraivam !di'at // 20.6    H(okazono) ii,44.15-16

bhavanto 'ya" mah!sattvo bodhisattvo mam!tmaja( /

bodhicary!vrata" dhartu" tyaktv!sm!n pravrajed api // 20.7

tad y)yam iha sarvatra sth!nasth!ne sam!'rit!( /

sarve j!gara&am k+tv! sa"ti%*hadhva" div!ni'am // 20.8

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! te mantri&o jan!( /

sarve '!kyaga&!( se%*amitrabandhusuh+tsakh!( // 20.9

tatheti prativijñapya pra&atv! ta" n+pa" tata( /

gatv! sarvatra sth![130a]ne%u s!yudh! avatasthire // 20.10

pañca'at!ni '!ky!n!" v#r!ni prabal!ni ca /

s!yudh!ni purodv!re p)rvasminn avatasthire // 20.11 ≈ L 200.20-22; H ii,44.20-45.2

pañca pañca 'at!ny eva" y!mye pa'cima uttare /

api puna( pratidv!re '!ky!n!m avatasthire // 20.12 ≈ L 201.2-6; H ii,46.4-8

eva" sarvatra de'e%u pañca pañca 'at!ny api /

catura,gabalai( s!rdha" '!ky!n!m avatasthire // 20.13

v+ddh! mahallik!' c!pi bodhisattv!bhirak%a&e /

v#th#catv!ram!rge%u '+,g!*ake%u tasthire // 20.14 ≈ L 201.6-7; H ii,46.8-9

svaya" 'uddhodano r!j! '!kyapañca'atai( saha /

hayagajarath!r)-hair g+hadv!re 'bhyati%*hata // 20.15 ≈ L 201.7-9; H ii,46.9-14

am!ty! mantri&o bh+ty!( sasainyabalav!han!( /

bodhisattvasya rak%!rtha" pr!calan v#k%ya sarvata( // 20.16

tath! paur!' ca sarve 'pi svasvag+h!,gan!'rit!( /
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ni%kramanta" mah!sattva" dra%*u" tasthu( sam!hit!( // 20.17

tath! sarv!( pura"dhryo 'pi sakum!r#kum!rak!( /

svasvag+hagav!k%e%u ta" dra%*um samup!'rayan // 20.18

evam anye 'pi lok!' ca k+pa&! arthino 'pi ca /

sahagantu" sam#k%anta( sarve tasthu( pramodit!( // 20.19

tad! s! gautam# m!t! galada'ruvilocan! /

sarv!' ce*#( sam!mantrya s!daram evam !di'at // 20.20 ≈ L 201.9-10; H ii,46.13

dv!re%u sarvatra pr!s!de%u samantata( /

d#pam!l!" samujjv!lya sa"ti%*hata sam!hit!( // 20.21 ≈ L 201.11; H ii,46(vs.)11a

ma&iratnaprad#pt!gr!n dhvaj!"' c!tra samantata( /

avaropya samucchr!ya" sa"prak!'ayatenduvat // 20.22 ≈ L 201.11; H ii,46(vs.)11b

sarve%v api ca ko%*he%u g+he%u layane%v api /

prad#ptama&iratn!n!" m!l! lambayatojjval!( // 20.23 ≈ L 201.12; H ii,46(vs.)11d

sasa"g#ta" mahots!ha" k+tv! n+tya prav!danai( /

div!ni'am avicchinna" c!rayata pramodit!( // 20.24 ≈ L 201.13-14; H ii,46(vs.)12

dv!re%v api sarve%u kap!*!n d+-hayantrit!n /

nibadhya sud+-h!" k+tv! ti%*hata m!bhimuñcata // 20.25 ≈ L 201.17-18; H ii,46(vs.)14

ratnaj!lair ima" geha" sarvam !cch!dya gopitam /

k+tv! j!gartim !dh!ya sam!loky!bhiti%*hata // 20.26 ≈ L 201.19-20; H ii,46(vs.)15

yady aya" ni%kramed ![130b]'u y)ya" samutthit!( /

sahas! ta" sam!li,gya niv!ry!nayata drutam // 20.27 ≈ L 201.21-22; H ii,46(vs.)16

ity !di%*a" praj!paty! 'rutv! t!' ce*ik! api /

tatheti prativijñapya sarv!s tato yayur drutam // 20.28

yath!di%*a" tay! r!jñy! tath! sarva" vidh!ya t!( /

sarv!' ce*ya( sam!gatya tasy! eva" puro 'vadan // 20.29

devi yath! sam!di%*a" bhavaty! sarva" vidh!ya tat /

bodhisattvasya rak%!rtha" sth!sy!mahe vaya" tath! // 20.30

iti nivedya t!' ce*ya( sarv! anta(pure tath! /

sth!ne sth!ne sam!'ritya sa"tasthire vitandrit!( // 20.31

tata( s! gautam# m!t! t! gop!pramukh!vadh)( /

sarv!( putrapriy!( k!nt!( sam!mantryaivam !di'at // 20.32

aya" va( supriyo bhart! s!mprata" pravrajed api /

iti j!gara&a" k+tv! sarv!( samupati%*hata // 20.33 ≈ L 202.5-6; H ii,50(vs.)19

ve&usug#tisa"r!vai rañjayitv!bhirak%itam /

bhart!ra" ta" va'#k+tv! sa"sth!payitum arhata // 20.34 ≈ L 202.3-4; H ii,50(vs.)18cd

yady aya" va( priyo bhart! sahas! pravrajet tad! /

sarv! y)ya" sam!li,gya niv!ry!nayat!laye // 20.35

iti m!tr! sam!di%*a" 'rutv! t!( pativallabh!( /

　１．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第20章の校訂

　A 129b4 ; B 193a ; D 154a5 ; E has no leaf number (this chapter has 6 folios)

ath!'oko mah#ndro 'sau bh)po 'pi samup!'rita( /

bhagavanta" yati" natv! pr!rthyaiva" s!ñjalir mud! // 20.1

bhagavañ chrotum icch!mi tat sam!de%*um arhati /

katha" sa bhagav!n r!jya" tyaktv! pur!d viniryayau // 20.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rthan sudh#r yati( / 

tam a'oka" sabh!" c!pi sam!lokyaivam !di'at // 20.3

'+&v a'oka sam!dh!ya yath!sau bhagav!n pur!t /

viniryayau tath!ha" te vak%y!my uts!hav+ddhaye // 20.4

eva" 'uddhodano r!j! nij!laye sam!'rita( /

snehadu(kh!gnitapt!tm! t!" r!trim abhyan!mayat // 20.5

tata( pr!ta( samutth!ya sarv!ñ ch!ky!n sab!ndhav!n / ≈ L(efmann) 200.15-16; 

am!ty!n mantri&o bh+ty!n sam!mantraivam !di'at // 20.6    H(okazono) ii,44.15-16

bhavanto 'ya" mah!sattvo bodhisattvo mam!tmaja( /

bodhicary!vrata" dhartu" tyaktv!sm!n pravrajed api // 20.7

tad y)yam iha sarvatra sth!nasth!ne sam!'rit!( /

sarve j!gara&am k+tv! sa"ti%*hadhva" div!ni'am // 20.8

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! te mantri&o jan!( /

sarve '!kyaga&!( se%*amitrabandhusuh+tsakh!( // 20.9

tatheti prativijñapya pra&atv! ta" n+pa" tata( /

gatv! sarvatra sth![130a]ne%u s!yudh! avatasthire // 20.10

pañca'at!ni '!ky!n!" v#r!ni prabal!ni ca /

s!yudh!ni purodv!re p)rvasminn avatasthire // 20.11 ≈ L 200.20-22; H ii,44.20-45.2

pañca pañca 'at!ny eva" y!mye pa'cima uttare /

api puna( pratidv!re '!ky!n!m avatasthire // 20.12 ≈ L 201.2-6; H ii,46.4-8

eva" sarvatra de'e%u pañca pañca 'at!ny api /

catura,gabalai( s!rdha" '!ky!n!m avatasthire // 20.13

v+ddh! mahallik!' c!pi bodhisattv!bhirak%a&e /

v#th#catv!ram!rge%u '+,g!*ake%u tasthire // 20.14 ≈ L 201.6-7; H ii,46.8-9

svaya" 'uddhodano r!j! '!kyapañca'atai( saha /

hayagajarath!r)-hair g+hadv!re 'bhyati%*hata // 20.15 ≈ L 201.7-9; H ii,46.9-14

am!ty! mantri&o bh+ty!( sasainyabalav!han!( /

bodhisattvasya rak%!rtha" pr!calan v#k%ya sarvata( // 20.16

tath! paur!' ca sarve 'pi svasvag+h!,gan!'rit!( /
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sarv!s tatheti sa"dh!ya tatr!laya up!'rit!( // 20.36

ve&usa"g#tisa"r!vair bhart!ra" ta" vinoditam /

kartu" sarv!( prasann!s te rañjayitu" sam!rabhan // 20.37

tad! tadve&usa"r!v!t sarvabuddh!nubh!vata( /

im! g!th! vini(s+tya bodhisattvam abodhayan // 20.38

yat pur! pra&idhi" dh+tv! sarv!( p!ramit!( kram!t /

p)rayan bodhim !s!dya kartum aiccho jagaddhitam // 20.39

tath! te s!mprata" sarva" pra&idh!na" prasidhyate /

tad !'u tva" sam!gaccha kuru%va trijagaddhitam // 20.40

m! tva" k!m!bhisa"rakto bh)yo ramitum arhasi /

p)rva" buddh!n anusm+tv! bodhicary!" prap)raya // 20.41

anitya" bhavasa"c!ra" ki" na pa'yasi s!"pratam /

yath! tvay! pratijñ!ta" tath!dhun! prasidhyate // 20.42

tat tva" satya" parijñ!ya pra&idh!nam anusmaran / [131a]

sambodhijñ!nam !s!dya saddharma" sa"prak!'aya // 20.43

sarvasattv!n prati%*h!pya bodhim!rge prabodhayan /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+tti" sam!pnu hi // 20.44

sarvabuddh!( prasann!s te vara" d!tu" samicchava( /

sud+gbhis tv!" sam#k%anta( sa"ti%*hante 'numodit!( // 20.45

tv!" ni%kramantam !lokya sarve dev!( pramodit!( /

sarve lok!dhip!' c!pi p)jayeyu( sam!gat!( // 20.46

iti matv! bhav!n m!tra vilamb#kartum arhati /

sahas! ni%kraman buddha( karotu trijagaddhitam // 20.47

iti g#tarava" 'rutv! bodhisattva( samutsuka( /

ni%kramitu" samutth!ya garbh!g!r!d viniryayau // 20.48

nirgata" pati" d+%*v! samutth!ya ya'odhar! /

sahas! g!-ham !li,gya vilapanty evam abrav#t // 20.49

h! sv!min deva n!tho 'si katha" m!" tyaktum icchasi /

tyakt!ha" bhavat! kasya vrajeya" 'ara&a" prabho // 20.50

yady ava'ya" bhav!n n!tha pravrajitu" samicchati /

aham api tvay! s!rdha" vrata" caritum utsahe // 20.51

tad bhav!n m!" sam!g+hya pravrajatu yathepsitam /

tvay! sama" vrata" dh+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 20.52

yadi bhav!n parityaktv! m!" n!r#" pravrajed api /

aham api pravrajeya" *tad! m+tv! yam!layam // 20.53

ity eva" vilapitv! s! ya'odhar! pativrat! /

prabho( p!d!mbuje natv! tasthau pramohitendriy! // 20.54

cir!c caitanyam !s!dya dhairyam !lambya v#k%ya tam /
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bhart!ra" g!-ham !li,gya vilal!pa bh+'a" puna( // 20.55

tadvil!parava" 'rutv! sarv!s t!( pramad! api /

utth!ya sahas!gatya ya'odhar!laye 'vi'an // 20.56

tatra ta" patim !lokya ya'odhar!bhili,gitam /

sarv!s t!( samup!'ritya pra&atvaiva" vilepire // 20.57

h! k!nta katham asm!su snehas te 'dya vina'yate /

yan na( sarv!( parityajya pravrajitu" samicchasi // 20.58

yadi te 'sti day! dharmo hy asm!n api vrat!rthin#( /

samanv!h+tya saddharme sa"c!raya [131b] sah!tman! // 20.59

vayam api samicch!ma( pravrajya bhavat! saha /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"pr!ptu" parinirv+tim // 20.60

asm!n yadi parityajya pravrajer hi van!'rame /

vayam api tanu" tyaktv! vrajemahi yam!'rame // 20.61

n)nam iti parijñ!ya maik!k# tva" parivraja /

asm!bhi( saha saddharme sam!cara jagaddhite // 20.62

tadvil!parava" 'rutv! sahasotth!ya gautam# /

sarv!' ce*#( sam!mantrya pa'yanty evam abrav#t // 20.63

gacchata sahas! y)ya" pa'yat!nta(pure 'grata( /

vilapanti striya( sarv!s tad d+%*v! gacchata drutam // 20.64

iti taduktam !kar&ya sarv!s ce*yas tatheti t!( /

sahas!nta(pure gatv! papracchu( s!dara" jan!n // 20.65

bho bhavanta im!( k!nt!( kimartha" vilapanti hi /

tannimitta" yath!bh)ta" samup!khy!tum arhatha // 20.66

iti ce*#bhir !khy!ta" 'rutv! te 'nta(pur!'rit!( /

jan!s t! d!sik!( sarv!( sam!lokyaivam abravan // 20.67

yuvar!j!yam utth!ya pravrajitu" samutsuka( /

garbh!v!s!d bahir gantu" sa"prasthita' caraty api // 20.68

prasthitam enam !lokya sahasaiva" ya'odhar! /

dev# bhart!ram !li,gya vil!pa" kurute bh+'am // 20.69

tadvil!parava" 'rutv! sarv! im! api priy!( /

sahaseha sam!gatya d+%*vaiva" vilapanti hi // 20.70

iti tan nivedita" 'rutv! t!( sarv!' ce*ik! api /

vilapitv! bh+'a" tatra gautamy!( samup!caran // 20.71

sarv!s t!( samup!'ritya vilapitv! bh+'a" 'anai( /

sarvam etat prav+tt!nta" gautamy!( sa"nyavedayan // 20.72

tac chrutv! gautam# m!t! sahasotth!ya satvar! /

tatra gop!laye y!t! nandana" ta" vyalokayat // 20.73

pravrajitu" samicchanta" sarvak!nt!sam!v+tam /

sarv!s tatheti sa"dh!ya tatr!laya up!'rit!( // 20.36

ve&usa"g#tisa"r!vair bhart!ra" ta" vinoditam /

kartu" sarv!( prasann!s te rañjayitu" sam!rabhan // 20.37

tad! tadve&usa"r!v!t sarvabuddh!nubh!vata( /

im! g!th! vini(s+tya bodhisattvam abodhayan // 20.38

yat pur! pra&idhi" dh+tv! sarv!( p!ramit!( kram!t /

p)rayan bodhim !s!dya kartum aiccho jagaddhitam // 20.39

tath! te s!mprata" sarva" pra&idh!na" prasidhyate /

tad !'u tva" sam!gaccha kuru%va trijagaddhitam // 20.40

m! tva" k!m!bhisa"rakto bh)yo ramitum arhasi /

p)rva" buddh!n anusm+tv! bodhicary!" prap)raya // 20.41

anitya" bhavasa"c!ra" ki" na pa'yasi s!"pratam /

yath! tvay! pratijñ!ta" tath!dhun! prasidhyate // 20.42

tat tva" satya" parijñ!ya pra&idh!nam anusmaran / [131a]

sambodhijñ!nam !s!dya saddharma" sa"prak!'aya // 20.43

sarvasattv!n prati%*h!pya bodhim!rge prabodhayan /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+tti" sam!pnu hi // 20.44

sarvabuddh!( prasann!s te vara" d!tu" samicchava( /

sud+gbhis tv!" sam#k%anta( sa"ti%*hante 'numodit!( // 20.45

tv!" ni%kramantam !lokya sarve dev!( pramodit!( /

sarve lok!dhip!' c!pi p)jayeyu( sam!gat!( // 20.46

iti matv! bhav!n m!tra vilamb#kartum arhati /

sahas! ni%kraman buddha( karotu trijagaddhitam // 20.47

iti g#tarava" 'rutv! bodhisattva( samutsuka( /

ni%kramitu" samutth!ya garbh!g!r!d viniryayau // 20.48

nirgata" pati" d+%*v! samutth!ya ya'odhar! /

sahas! g!-ham !li,gya vilapanty evam abrav#t // 20.49

h! sv!min deva n!tho 'si katha" m!" tyaktum icchasi /

tyakt!ha" bhavat! kasya vrajeya" 'ara&a" prabho // 20.50

yady ava'ya" bhav!n n!tha pravrajitu" samicchati /

aham api tvay! s!rdha" vrata" caritum utsahe // 20.51

tad bhav!n m!" sam!g+hya pravrajatu yathepsitam /

tvay! sama" vrata" dh+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 20.52

yadi bhav!n parityaktv! m!" n!r#" pravrajed api /

aham api pravrajeya" *tad! m+tv! yam!layam // 20.53

ity eva" vilapitv! s! ya'odhar! pativrat! /

prabho( p!d!mbuje natv! tasthau pramohitendriy! // 20.54

cir!c caitanyam !s!dya dhairyam !lambya v#k%ya tam /
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d+%tvopety!'rulipt!sy! sam!li,gyaivam abrav#t // 20.74

h! putra katham ajño 'si vicak%a&asudh#r api /

yad etatsa"padas tyaktv! pravrajitu" samicchasi // 20.75

y! pras)r janayitv! tv!" s! m!y! saptame dine /

daiv![132a]t svadeham uts+jya nirdayeva diva" yayau // 20.76

tad!ha" tv!" sam!dh!ya p!layant# pras)r yath! /

tath! sa"po%ayitv!'u vardhay!mi sudh!"'uvat // 20.77

id!n#" tva" yuv! prau-ho m!" v+ddh!" j#r&itendriy!m /

vih!ya pravrajes t!ta ki" te dharmam ida" varam // 20.78

h! deva ki" may! p!pa" prak+ta" hi na manyate /

yat putre&a parityakt! ki" ki" du(kham av!pnuy!m // 20.79

h! pr!&aj#r&ite k!ye mam!tra ki" sukha" labhe /

iti matv! sam!lokya *ti%*ha m! s!mprata" vraja // 20.80

putro 'py aya" parityajya m!" v+ddh!" j#r&itendriy!m /

nirgh+&a( pravrajen n)na" tad! du(kh!ny av!psyasi // 20.81

ity eva" vilapitv! s! m!t! sa"mohit!'ay! /

nyapatad bh)tale tatra chinnam)lo drumo yath! // 20.82

t!" bhuvi patit!" d+%*v! sarv!s t!( pramad!( snu%!( /

upetya sahas!li,gya samutth!pyaivam abruvan // 20.83

m!tar dhairya" sam!lambya ti%*ha m!tra vi%#datu /

ava'ya" bh!vino bh!v! bhavanty eva na c!nyat! // 20.84

yad#d+ksumatir vijño bhart!py aya" viraktita( /

svadharmac!ri&#r bh!ry! api tyaktu" samicchati // 20.85

t!bhir ity udita" 'rutv! s! m!t! gautam# ciram /

nandana" ta" sam!lokya s!'rur atraivam abrav#t // 20.86

t!t!si tva" mah!sattva( sarva'!stravicak%a&a( /

tat katha" m)-havad bh!si ni%*huro nirgh+&!'aya( // 20.87

yasya b#jasamudbh)tas tva" prapu%*a( pravardhita( /

yuved!n#" mah!sattva( sudh#r !si maharddhita( // 20.88

janaka" ta" jar!kr!nta" v+ddha" durbalitendriyam /

sa'r#r!jya" samuts+jya pravrajy!vratam icchasi // 20.89

iya" te pravar! buddhir ida" te pravara" vratam /

ida" 'r#madya'ol!bha" sanmate vada me puna( // 20.90

yac c!p#m!( sat#bh!ry!s tava dharmac!ri&#( /

tyaktv! vanavrata" kury! ida" te pravara" vratam // 20.91

yac c!pi svapraj!s tyaktv! par!n sa"p!tum icchasi /

ida" te sumater n#tisaddharma" vada me sudh#( // 20.92

mah#ndra'r#mah!sampatsam+ddhisiddhisatsu[132b]kham /
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hitvecchasi vane taptum ida" te jñ!nam uttamam // 20.93

jñ!tibandhusuh+nmitr!n hitv! du%*!laye vane /

sthitvecchasi jagadbhadra" prajñeya" pravar! tava // 20.94

mah#ndrabh!gyasampatti" hitv! bhik%u( samantata( /

y!citvecchasi bhik%!nna" pratisa"vid iya" tava // 20.95

kim atra bahunoktena bodhisattvo hi sanmati( /

vic!rayan parijñ!ya sa"carasva 'ubhe v+%e // 20.96

vayam api sam!dh!ya tvadgu&asm+tim!nas!( /

nir!h!r!s tapo dh+tv! cari%y!ma( tapasvivat // 20.97

iti m!tr! samukte 'pi bodhisattva( sa nandana( /

kiñ cid apy uttara" naiva dadau m!tur vilokayan // 20.98

'ayy!sane sam!'ritya sarv!n buddh!n anusmaran /

sarvasattvahitots!ha" dh+tv! tasthau sam!hita( // 20.99

tata( s! gautam# m!t! 'ayy!sanasam!'ritam /

nandana" ta" sam!lokya sv!laya" samup!carat // 20.100

tatas t!( sakal!( k!nt!s tatraiva sam!'rit!( /

ta" bhart!ram abh#k%antya( sa"tasthire sam!hit!( // 20.101

tath! ce*yo 'pi t!( sarv!s tato gatv! sam!hit!( /

svasvasth!ne sam!'ritya tasthur vitandrit!'ay!( // 20.102

etat sarvav+tt!nta" ta" k!ñcuk#yair niveditam /

sam!kar&ya pit! r!j! jan!"s t!"' caivam !di'at // 20.103

gacchata sahas! y)ya" sarv!n sainy!dhip!ñ jan!n /

sarvasth!n!'rit!n paur!n apy eva" pratibh!%ata // 20.104

id!n#" yuvar!jo 'ya" ni%kramitu" samutthita( /

tat sam!lokya sarve 'pi sam!dh!y!bhiti%*hata // 20.105

ni'caranta" tam !lokya pariv+tya samantata( /

bodhayitv! prayatnena niv!rayitum arhatha // 20.106

balena pravrajen n)na" tad! dh+tv! bal!d api /

sarve%v ena" sam!h+tya sahas!nayat!laye // 20.107

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! sarve 'pi te jan!( /

tatheti prativijñapya pr!caran sahas! tata( // 20.108

evam udghu%ya sarve%u sth!ne%u te jan!( pure /

pracaranto n+p!di%*a" 'rutv! pr!s!rayan samantata( // 20.109

tadudgho%a" sam!kar&ya sarve sainy!dhip! [133a] jan!( /

paur!( sarv!( pura"dhryo 'pi sakum!rakum!rik!( // 20.110

!gato 'ya" mah!sattva ity uktv! dra%*um utthit!( /

vilapitv! mah!gho%am ucc!ry!bhini%edire // 20.111

tadvil!pamahodgho%a" 'rutv! sarve pur!'rit!( /

d+%tvopety!'rulipt!sy! sam!li,gyaivam abrav#t // 20.74

h! putra katham ajño 'si vicak%a&asudh#r api /

yad etatsa"padas tyaktv! pravrajitu" samicchasi // 20.75

y! pras)r janayitv! tv!" s! m!y! saptame dine /

daiv![132a]t svadeham uts+jya nirdayeva diva" yayau // 20.76

tad!ha" tv!" sam!dh!ya p!layant# pras)r yath! /

tath! sa"po%ayitv!'u vardhay!mi sudh!"'uvat // 20.77

id!n#" tva" yuv! prau-ho m!" v+ddh!" j#r&itendriy!m /

vih!ya pravrajes t!ta ki" te dharmam ida" varam // 20.78

h! deva ki" may! p!pa" prak+ta" hi na manyate /

yat putre&a parityakt! ki" ki" du(kham av!pnuy!m // 20.79

h! pr!&aj#r&ite k!ye mam!tra ki" sukha" labhe /

iti matv! sam!lokya *ti%*ha m! s!mprata" vraja // 20.80

putro 'py aya" parityajya m!" v+ddh!" j#r&itendriy!m /

nirgh+&a( pravrajen n)na" tad! du(kh!ny av!psyasi // 20.81

ity eva" vilapitv! s! m!t! sa"mohit!'ay! /

nyapatad bh)tale tatra chinnam)lo drumo yath! // 20.82

t!" bhuvi patit!" d+%*v! sarv!s t!( pramad!( snu%!( /

upetya sahas!li,gya samutth!pyaivam abruvan // 20.83

m!tar dhairya" sam!lambya ti%*ha m!tra vi%#datu /

ava'ya" bh!vino bh!v! bhavanty eva na c!nyat! // 20.84

yad#d+ksumatir vijño bhart!py aya" viraktita( /

svadharmac!ri&#r bh!ry! api tyaktu" samicchati // 20.85

t!bhir ity udita" 'rutv! s! m!t! gautam# ciram /

nandana" ta" sam!lokya s!'rur atraivam abrav#t // 20.86

t!t!si tva" mah!sattva( sarva'!stravicak%a&a( /

tat katha" m)-havad bh!si ni%*huro nirgh+&!'aya( // 20.87

yasya b#jasamudbh)tas tva" prapu%*a( pravardhita( /

yuved!n#" mah!sattva( sudh#r !si maharddhita( // 20.88

janaka" ta" jar!kr!nta" v+ddha" durbalitendriyam /

sa'r#r!jya" samuts+jya pravrajy!vratam icchasi // 20.89

iya" te pravar! buddhir ida" te pravara" vratam /

ida" 'r#madya'ol!bha" sanmate vada me puna( // 20.90

yac c!p#m!( sat#bh!ry!s tava dharmac!ri&#( /

tyaktv! vanavrata" kury! ida" te pravara" vratam // 20.91

yac c!pi svapraj!s tyaktv! par!n sa"p!tum icchasi /

ida" te sumater n#tisaddharma" vada me sudh#( // 20.92

mah#ndra'r#mah!sampatsam+ddhisiddhisatsu[132b]kham /
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sarve 'py arthijan! lok! h!hety uktv! pracerire // 20.112

tadudgho%am abhi'rutv! bodhisattva( sa sarvavit /

sarv!n buddh!n anusm+tv! tasthau dhy!tv! sam!'rita( // 20.113

tad! yak%!dhipo vajr# ni%kramitu" samutsuka( /

bodhisattva" tam !lokya sahas! *par%ad!'raya( // 20.114 ≈ L 202.9-11; H ii,50.11-13

yak%asen!pat#n sarv!n p!ñcikapramukh!n api /

h!rit#" sasut!ñ c!pi sam!mantryaivam !di'at // 20.115

adya m!r%! asau n)na" bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad arha&opac!r!&i g+h#tv! vrajata drutam // 20.116

iti tena sam!di%*a" vajrabh+t! ni'amya te /

sarve sen!dhip! yak%!s tatheti gantum !rabhan // 20.117

tad! lok!dhip!s tatra catv!ro 'pi pramodit!( /

sahas! yak%ar!jasya vajrap!&er up!caran // 20.118 ≈ L 202.13-14; H ii,50.15-17

tatra te samup!'ritya vajrap!&i" sabh!'ritam /

d+%*v! ta" sahas! natv! pa'yanta evam abruvan // 20.119

adya m!r%! mah!sattvo bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad a'vacara&!n dh+tv! khe prac!rayata drutam // 20.120

iti lok!dhipai( proktai( sarve yak%! ni'amya te /

t!"l lok!dhipat#n sam!lokyaivam )cire // 20.121

vajrak!yo gari%*ho 'sau sarvalokamahattara( /

tadv!hanapadau dh+tv! caritu" ko 'tra 'aknuy!t // 20.122 ≈ L 202.17-18; H ii,50(vs.)21ab

api meru" samuddh+tya sa"dhartu" 'akyate 'mbare /

asau saddharma'ailendro dh!rayitu" na kena cid // 20.123 ≈ L 202.19-20; H ii,52(vs.)21cd

iti taduktam !kar&ya 'rutv! vai'rava&!bhidha( /

yak%ar!jo mah!r!j!"s t!n pa'yann evam abrav#t // 20.124

ye m!nagarvit!tmanas te%!m atigurur bhavet /

ye bhaktiprava&!tmanas te%!" laghur asau prabhu( // 20.125 ≈ L 203.2-5; H ii,52(vs.)22

iti bhaktiprasannena cittena ta" jagadgurum /

tada'vacara&!n dh+tv! c!rayata vih!yasi // 20.126 ≈ L 203.6; H ii,52(vs.)23b

m!rge tasya pur! du%*!n niv!raya"' caremahi /

eva" ni%kr!mayitvema" bodhisattva" jagaddhite /

bahupu&y!ni sa"pr!pya pray!sy!mo jin!layam // 20.127 ≈ L 203.7; H ii,52(vs.)23cd

iti [133b] lok!dhipai( sarvair apy !khy!ta" ni'amya te /

sarve dev!s tathety uktv! tatra gantu" mud!caran // 20.128

'akro dev!dhipa' c!pi trida'!n s!psaroga&!n /

sam!lokya prasann!tm! sampa'yann evam !di'at // 20.129 ≈ L 203.8-9; H ii,52.14-15

adya m!r%! asau n)na" bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad y)ya" tasya niry!&e samarcayitum arhatha // 20.130 ≈ L 203.9-10; H ii,52.15-16
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etatpu&yavip!kena sarve 'pi nirmalendriy!( /

sambodhicittam !s!dhya bhavi%yatha jin!tmaj!( // 20.131

iti 'akrasam!di%*a" 'rutv! sarve 'pi te sur!( /

sarv! apsarasa' c!pi tath! kartu" mud!caran // 20.132

tatra '!ntamatir n!ma devaputra( pramodita( /

ta" surendram up!s+tya natvaiva" pr!ha s!ñjali( // 20.133 ≈ L 203.9-11; H ii,52.17

tatra te%!" mahendr!ha" pure kapilavastuni /

prasv!pana" kari%y!mi sarve%!" pr!&in!m api // 20.134 ≈ L 203.11-12; H ii,52.18

tac chrutv! lalitavy)ho devaputra( pras!dita( /

ta" mahendra" pra&atvaivam uv!ca s!ñjalir mud! // 20.135 ≈ L 203.14-15; H ii,52.20-21

aha" devendra sarve%!" manu%y!&!" samantata( /

samantardh!payi%y!mi pa')n!" pak%i&!m api // 20.136

tato vy)hamatir n!ma devaputro 'numodita( /

devar!ja" tam !namya s!ñjalir evam abrav#t // 20.137 ≈ L 203.16; H ii,52.22

aha" dev!dhip!k!'e m!rga" samabhi'odhaye / 

chattradhvajapat!k!diratnapu%p!bhima&-itam // 20.138 ≈ L 203.16-17; H ii,52.22-54.1

s)ryak!ntimah!ratnaprabhojjval!vabh!sitam /

sugandhidh)panai' c!pi 'obhayi%y!mi sarvata( // 20.139 ≈ L 203.17-20; H ii,54.1-4

air!va&o gajendro 'pi tac chrutv! sa"pramodita( /

ta" dev!dhipati" natv! sampa'yann evam abrav#t // 20.140 ≈ L 203.21-22; H ii,54.5-6

aha" devendra 'u&-!y!" k)*!g!ra" mahattaram /

uttama" m!payi%y!mi sarvaratn!bhi'obhitam // 20.141

yatr!bhiruhya bhadr!,g! apsarasa( pramodit!( /

sa"g#tin+tyasa"c!rai( kari%yanti mahotsavam // 20.142 ≈ L 203.22-204.2; H ii,54.6-8

atha svaya" surendro 'pi suprasann!nano mud! /

sarv!"l lok!dhip!n pa'yan dev!"' caiva" sam!di'at // 20.143　≈ L 204.3-4; H ii,54.9-10

aha" dv!r!&i sarvatra vivari%y!mi tadg+he /

m!rga" prak!'ayi%y!mi tasy!bhini%krame 'mbare // 20.144

tac chrutv! dharmac!r# ca devaputra( [134a] pramodita( /

ta" dev!dhipati" natv! sampa'yann evam abrav#t // 20.145 ≈ L 204.5-6; H ii,54.11-12

aham anta(pure sarv!( striyas t! vik+t!'ray!( /

k+tv! ca dar'ayi%y!mi bodhisattva" viraktaye // 20.146

tata( sa"codako n!ma bodhisattvo 'bhinandita( /

ta" surendra" sam!lokya natv!haiva" k+t!ñjali( // 20.147 ≈ L 204.7-8; H ii,54.13-14

aha" ta" 'ayan!s#na" samutth!pya prabodhayan /

abhini%krama&e 'py asya kari%y!mi samutsukam // 20.148

tac chrutv! varu&o n!ma n!g!dhipo 'bhinandita( /

manasv# n!gar!jo 'pi s!garabhujag!dhipa( // 20.149 ≈ L 204.9-12; H ii,54.15-18

sarve 'py arthijan! lok! h!hety uktv! pracerire // 20.112

tadudgho%am abhi'rutv! bodhisattva( sa sarvavit /

sarv!n buddh!n anusm+tv! tasthau dhy!tv! sam!'rita( // 20.113

tad! yak%!dhipo vajr# ni%kramitu" samutsuka( /

bodhisattva" tam !lokya sahas! *par%ad!'raya( // 20.114 ≈ L 202.9-11; H ii,50.11-13

yak%asen!pat#n sarv!n p!ñcikapramukh!n api /

h!rit#" sasut!ñ c!pi sam!mantryaivam !di'at // 20.115

adya m!r%! asau n)na" bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad arha&opac!r!&i g+h#tv! vrajata drutam // 20.116

iti tena sam!di%*a" vajrabh+t! ni'amya te /

sarve sen!dhip! yak%!s tatheti gantum !rabhan // 20.117

tad! lok!dhip!s tatra catv!ro 'pi pramodit!( /

sahas! yak%ar!jasya vajrap!&er up!caran // 20.118 ≈ L 202.13-14; H ii,50.15-17

tatra te samup!'ritya vajrap!&i" sabh!'ritam /

d+%*v! ta" sahas! natv! pa'yanta evam abruvan // 20.119

adya m!r%! mah!sattvo bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad a'vacara&!n dh+tv! khe prac!rayata drutam // 20.120

iti lok!dhipai( proktai( sarve yak%! ni'amya te /

t!"l lok!dhipat#n sam!lokyaivam )cire // 20.121

vajrak!yo gari%*ho 'sau sarvalokamahattara( /

tadv!hanapadau dh+tv! caritu" ko 'tra 'aknuy!t // 20.122 ≈ L 202.17-18; H ii,50(vs.)21ab

api meru" samuddh+tya sa"dhartu" 'akyate 'mbare /

asau saddharma'ailendro dh!rayitu" na kena cid // 20.123 ≈ L 202.19-20; H ii,52(vs.)21cd

iti taduktam !kar&ya 'rutv! vai'rava&!bhidha( /

yak%ar!jo mah!r!j!"s t!n pa'yann evam abrav#t // 20.124

ye m!nagarvit!tmanas te%!m atigurur bhavet /

ye bhaktiprava&!tmanas te%!" laghur asau prabhu( // 20.125 ≈ L 203.2-5; H ii,52(vs.)22

iti bhaktiprasannena cittena ta" jagadgurum /

tada'vacara&!n dh+tv! c!rayata vih!yasi // 20.126 ≈ L 203.6; H ii,52(vs.)23b

m!rge tasya pur! du%*!n niv!raya"' caremahi /

eva" ni%kr!mayitvema" bodhisattva" jagaddhite /

bahupu&y!ni sa"pr!pya pray!sy!mo jin!layam // 20.127 ≈ L 203.7; H ii,52(vs.)23cd

iti [133b] lok!dhipai( sarvair apy !khy!ta" ni'amya te /

sarve dev!s tathety uktv! tatra gantu" mud!caran // 20.128

'akro dev!dhipa' c!pi trida'!n s!psaroga&!n /

sam!lokya prasann!tm! sampa'yann evam !di'at // 20.129 ≈ L 203.8-9; H ii,52.14-15

adya m!r%! asau n)na" bodhisattvo 'bhini%kramet /

tad y)ya" tasya niry!&e samarcayitum arhatha // 20.130 ≈ L 203.9-10; H ii,52.15-16

- 29 -



anantas tak%aka' c!pi mah!padma' ca v!suki( /

padma( karko*aka( 'a"khap!lo 'py ah#'vara' tath! // 20.150

kulik!khyo 'pi n!gendro 'navataptahrad!dhipa( /

anye 'pi n!gar!j!' ca sarve sa"har%it!'ay!( // 20.151

svasvasainya" sam!lokya sam!mantrya nyavedayan /

vayam api mahendr!sya bodhisattvasya ni%krame /

sarvasugandhivar%!&i var%ayi%y!mi (!) tatpathe // 20.152

eva" yak%!' ca gandharv!( ku"bh!&-!' c!pi kinnar!( /

guhyakasiddhas!dhy!' ca sarve vidy!dhar! api // 20.153 ≈ L 204.13-14; H ii,54.19-20

vayam api tath! sarve mahendrasya jagatprabho( /

p)j!bhadramahots!ha" c!rayi%y!mahe pathi // 20.154

iti nivedya ta" 'akra" pra&atv! sampramodit!( /

sarve 'pi te tato gatv! tanm!rge samup!caran // 20.155

tad! sa"bodhik!mo 'sau bodhisattva( sam!hita( / 

sarvasugatasa"v+tti" dhy!tvaiva" samacintayat // 20.156 ≈ L 204.14-17; H ii,56.1-4

yat sarvajñapada" pr!ptu" sa"bodhinihit!'aya( /

sarvasattvahita" kartum ity aha" pra&idhi" vyadh!m // 20.157

bat!ha" bhavac!re 'tra sarv!n sattv!n prabandhit!n /

sam#k%an k+payoddh+tya bodhayitv! prayatnata( // 20.158 ≈ L 204.17-22; H ii,56.4-10

saddharma" 'r!vayan k+tv! nirmadagarvam!nit!n /

bodhim!rge niyuktv!pi c!rayeya" sad! 'ubhe // 20.159

tato 'ha" sarvasattv!n!m ajñ!natimil!v+t!m /

d+%*i" prajñ!m+tai( siktv! 'odhayeya" prayatnata( // 20.160 ≈ L 205.1-6; H ii,56.11-17

tata( kle'!bhidu%*!n!" s!ha"k!rapramodin!m /

!tmagrah![134b]bhini%*!n!" dar'ayeya" sunirv+tim // 20.161 ≈ L 205.7-10; H ii,56.18-58.2

tato nirv+tik!m!n!" te%!" sa"bodhis!dhanam /

saddharmasa"varots!ha" d!sy!mi trijagaddhite // 20.162 ≈ L 205.11-16; H ii,58.3-8

ity eva" pra&idhi" sm+tv! sarv!n buddh!n anusmaran /

ni%kramitu" samuts!ha" dh+tv! tasthau vilokayan // 20.163

tatk%a&e 'nta(pure tatra dharmac!r# kha !'rayan /

k+tv! b#bhatsar)p!,g!( sarv!( striyo 'bhidar'ayat // 20.164 ≈ L 205.17-20; H ii,58.9-12

bodhisattva" mah!sattva" tam abhini%kramotsukam /

sam#k%ya samup!'ritya sampa'yann evam abrav#t // 20.165 ≈ L 205.21-22; H ii,58(vs.)24

katham asmin mah!sattva pret!v!se sthitasya te /

bh#tir na j!yate kena ratir ev!bhij!yate // 20.166

iti sa"coditas tena devaputre&a saddhiy! /

bodhisattva( sa sa"v#k%ya sarvatraiva" vyalokayat // 20.167 ≈ L 206.1-2; H ii,58(vs.)25

tatra 'ayy!san!'#n!" gop!" prasv!pitendriy!m /
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d+%*v! sa bodhisattvas t! r!m! dra%*um up!carat // 20.168 ≈ L 206.3-4; H ii,60.1-2

tatra k!'cid vivastr!,g!( k!'cid dh)tam)rdhaj!( /

vik#r&!bhara&!( k!'cit k!'cin ni'ce%*itendriy!( // 20.169 ≈ L 206.4-5; H ii,60.2-3

vibhra%*amaku*!( k!'cit k!'cid vibhra%*it!mbar!( /

k!'cid vik%iptahast!' ca vik%iptacara&!( par!( // 20.170 ≈ L 206.5-6; H ii,60.3-4

k!'cid visa"sthit!sy!' ca k!'cid l!l!'ravanmukh!( /

parivartitanetr!' ca k!'cid ucchv!sit!nan!( // 20.171 ≈ L 206.6-7; H ii,60.4-6

k!'cid utk!'it!sy!' ca k!'cit prahasit!nan!( /

k!'cit pral!pit!sy!' ca khurukhur!yit!nan!( // 20.172 ≈ L 206.7-8; H ii,60.6-7

avagu&*hitavaktr!' ca k!'cid udgh!*it!nan!( /

k!'cid vibhra%*asarv!,g!( k!'cid vivartit!nan!( // 20.173 ≈ L 206.8-10; H ii,60.7-9

k!'cin nirgh+%*adant!sy!( k!'cid vil!pitonmukh!( /

k!'cid bh)parivart!,g!( k!'cic chayy!vivartik!( // 20.174

k!'cin m+da,gamukt!,g!( k!'cid v#&!'rit!'ray!( /

k!'cic ca vallak#hast! ve&usa"nihit!nan!( // 20.175 ≈ L 206.12-14; H ii,60.11-14

k!'cit t)ryamukh!' c!pi k!'cin n+ty!bhil!sik!( /

eva" sarv! api r!m!( svasvav!dyayut!'ray!( // 20.176

nidr!bhikr!ntadeh!s t!( prasv!pan!bhimohit!( /

ni'ce%*itendriy!( sarv! m+t! iva bibhatsik!( // 20.177

eva" sarv! bibhats!°,g! vir)p! vik+t!'ra[135a]y!( /

sam#k%ya sa mah!sattvo 'py udvigna evam abrav#t // 20.178 ≈ L 206.18; H ii,60(vs.)26ab

aho r!m! im!( sarv!( k!nt! me supriy! api /

id!n#" vik+t#r)p! m+t! iva vice%*it!( // 20.179

katham atra sahem!bh# ramam!&a( pramodita( /

kiyat k!la" sukha" bhuktv! ti%*heya" nivasan g+he // 20.180  ≈ L 206.19; H ii,62(vs.)26cd

ava'ya" m+tyur !ghr!ya sarv! im! grahed api /

m!m api nirdaya( kr)ra !s!" puro hared api // 20.181

iti matv! parityajya sarv! im!( priy! api /

sunirv+tim abhipr!ptu" gantum arhasi s!"pratam // 20.182

yad#m!bhi( sah!rakto bhuktv! k!masukh!ny api /

ti%*heya" sucira" tv atra bhave na sarvad! 'ubham // 20.183

k%a&a" sukha" k%a&a" du(kha" k%a&a" bhadramahotsavam /

iti d+%*v! rati" bhoktum api n!rh!mi s!mpratam // 20.184

ratir!g!bhirakt! ye te b!l! mohitendriy!( /

hit!hit!n anabhijñ!t!( pa'uvan nirgu&!'ray!( // 20.185 ≈ L 206.20-22; H ii,62(vs.)27

te bhave 'tra nihanyante vadhy! iv!par!dhina( /

b!l!s tatr!bhirajyante 'medhye%u k+mayo yath! // 20.186 ≈ L 207.2-4; H ii,62.10-11

b!l!s tatr!bhimajjanti pa,ke%u hastino yath! /

anantas tak%aka' c!pi mah!padma' ca v!suki( /

padma( karko*aka( 'a"khap!lo 'py ah#'vara' tath! // 20.150

kulik!khyo 'pi n!gendro 'navataptahrad!dhipa( /

anye 'pi n!gar!j!' ca sarve sa"har%it!'ay!( // 20.151

svasvasainya" sam!lokya sam!mantrya nyavedayan /

vayam api mahendr!sya bodhisattvasya ni%krame /

sarvasugandhivar%!&i var%ayi%y!mi (!) tatpathe // 20.152

eva" yak%!' ca gandharv!( ku"bh!&-!' c!pi kinnar!( /

guhyakasiddhas!dhy!' ca sarve vidy!dhar! api // 20.153 ≈ L 204.13-14; H ii,54.19-20

vayam api tath! sarve mahendrasya jagatprabho( /

p)j!bhadramahots!ha" c!rayi%y!mahe pathi // 20.154

iti nivedya ta" 'akra" pra&atv! sampramodit!( /

sarve 'pi te tato gatv! tanm!rge samup!caran // 20.155

tad! sa"bodhik!mo 'sau bodhisattva( sam!hita( / 

sarvasugatasa"v+tti" dhy!tvaiva" samacintayat // 20.156 ≈ L 204.14-17; H ii,56.1-4

yat sarvajñapada" pr!ptu" sa"bodhinihit!'aya( /

sarvasattvahita" kartum ity aha" pra&idhi" vyadh!m // 20.157

bat!ha" bhavac!re 'tra sarv!n sattv!n prabandhit!n /

sam#k%an k+payoddh+tya bodhayitv! prayatnata( // 20.158 ≈ L 204.17-22; H ii,56.4-10

saddharma" 'r!vayan k+tv! nirmadagarvam!nit!n /

bodhim!rge niyuktv!pi c!rayeya" sad! 'ubhe // 20.159

tato 'ha" sarvasattv!n!m ajñ!natimil!v+t!m /

d+%*i" prajñ!m+tai( siktv! 'odhayeya" prayatnata( // 20.160 ≈ L 205.1-6; H ii,56.11-17

tata( kle'!bhidu%*!n!" s!ha"k!rapramodin!m /

!tmagrah![134b]bhini%*!n!" dar'ayeya" sunirv+tim // 20.161 ≈ L 205.7-10; H ii,56.18-58.2

tato nirv+tik!m!n!" te%!" sa"bodhis!dhanam /

saddharmasa"varots!ha" d!sy!mi trijagaddhite // 20.162 ≈ L 205.11-16; H ii,58.3-8

ity eva" pra&idhi" sm+tv! sarv!n buddh!n anusmaran /

ni%kramitu" samuts!ha" dh+tv! tasthau vilokayan // 20.163

tatk%a&e 'nta(pure tatra dharmac!r# kha !'rayan /

k+tv! b#bhatsar)p!,g!( sarv!( striyo 'bhidar'ayat // 20.164 ≈ L 205.17-20; H ii,58.9-12

bodhisattva" mah!sattva" tam abhini%kramotsukam /

sam#k%ya samup!'ritya sampa'yann evam abrav#t // 20.165 ≈ L 205.21-22; H ii,58(vs.)24

katham asmin mah!sattva pret!v!se sthitasya te /

bh#tir na j!yate kena ratir ev!bhij!yate // 20.166

iti sa"coditas tena devaputre&a saddhiy! /

bodhisattva( sa sa"v#k%ya sarvatraiva" vyalokayat // 20.167 ≈ L 206.1-2; H ii,58(vs.)25

tatra 'ayy!san!'#n!" gop!" prasv!pitendriy!m /
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lubdh!s tatr!bhirudhyante taskar! iva bandhane // 20.187 ≈ L 207.4-5; H ii,62.11-13

m)-h!s te 'bhirat! atra var!h! a'ucau yath! /

vigrahanti yath! 'v!na( kara"kak!mino 'tra te // 20.188 ≈ L 207.5-7; H ii,62.13-14

m)rkh!s te nipatanty atra pata,g! iva heti%u /

du%*!s te 'tr!bhibadhyante kapayo lepanair yath! // 20.189 ≈ L 207.7-8; H ii,62.14-16

b!l!s te 'tr!bhina'yante j!lotk%ipt! jha%! yath! /

dh)rt!s te pariku*yante 'tra k#*! mu%alair yath! // 20.190 ≈ L 207.9-10; H ii,62.16-17

kli%*!s te 'tr!vasajjante ')l!gre drohi&o yath! /

j#r&!s te 'tr!vas#danti j#r&agaj! iv!mbhasi // 20.191 ≈ L 207.10-12; H ii,62.17-19

iha b!l! vipadyante bhinnay!n! yath!mbudhau /

b!l!s te 'tra prapatante prap!te 'ndh! yath! gire( // 20.192 ≈ L 207.12-13; H ii,62.19-20

b!l!s te 'tr!bhi'u%yante jal!'ray! yath! 'ucau /

dh)m!yante 'tra b!l!s te kalpak%aye yath! mah# // 20.193 ≈ L 207.13-16; H ii,62.20-64.3

bhramyante k!minas te 'tra j!tyandh! iva ja,gale /

b!l!s te parivartante nibaddh! iva marka*!( // 20.194 ≈ L 207.16-18; H ii,64.3-5

ml!yante k!minas te 'tra gr#%me yath! t+&adrum!( /

h#yante k!minas te 'tra k+%&apak%e yath! 'a'# // 20.195 ≈ L 207.18-19; H ii,64.5-6

!bhi( prabhr!mit! b!l!( kul!lacakravad bh+'am /

k!mino bhak%it! !bhir garu-air iva pannag!( // 20.196 ≈ L 207.19-20; H ii,64.7

nar!s te grahit! !bhir makare&a yath! jha%!( /

lupyante te nar! !bhi' caurair yath! va&ijjan!( // 20.197 ≈ L 207.20-21; H ii,64.7-9

bhidyante pramad! !bhir mah!drum! iv!nilai( /

sudh#r! api hanyanta !bhir !'#vi%air yath! // 20.198 ≈ L 207.21-22; H ii,64.9-10

k%a&yante sv!dalubdh!s te madhudigdhai( k%urair yath! /

uhyante unmad! !bhir jalaughair iva d!rava( // 20.199 ≈ L 208.1-2; H ii,64.10-12

!bhi( kr#-anti b!l!s te vi&m)tre%u yath!rbhak!( /

vidhyante m!nino 'py !bhir a,ku'ena gaj! yath! // 20.200 ≈ L 208.2-4; H ii,64.12-13

vañcante jñ!nino 'py !bh# dh)rtakair b!li'! yath! /

!bhi( pu&y!ni hanyante dyut!ratair dhana" yath! // 20.201 ≈ L 208.4-5; H ii,64.13-15

bhak%ante s!dhavo 'py !bhi r!k%as#bhir iv!rthina( /

kim !bhi( saha sa"bhuktv! sukha" pret!laye yath! // 20.202 ≈ L 208.6; H ii,64.15-16

ity eva" tulayan sarvam anta(pura" vilokya sa( /

virakt!tm! svak!ye 'pi pa'yann eva" vyac!rayat // 20.203 ≈ L 208.6-8; H ii,64.16-18

k!ye 'musmin ki" 'ubha" vastu hy a'ucisa"bhave ''ucau /

a'ucy eva samudbh)tam a'ucisyandita'ravat // 20.204 ≈ L 208.8-12; H ii,64.18-66.4

karmak%etrasamudbh)ta" t+%!mbuparivardhitam /

deha" matv!pi satk!yasa"jñ#k+ta" bhave narai( // 20.205 ≈ L 208.12-16; H ii,66(vs.)28

ki" k!ya" 'ar#ra" me tad raktab#jasamudbhavam /
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asthipañjalasa"baddha" sn!yusamabhinaddhitam // 20.206 ≈ L 208.17-22; H ii,66(vs.)29

vi&m)tr!'rukaphasvedamasti%karudhir!layam /

m!"sacarm!v+ta" dantanakhake'ai' ca 'obhitam // 20.207

a'ucyudg!radurgandhiprav!hita" ruj!'rayam /

jar!k%ap!car#bhogya" m+tyusa"tu%*ubhojanam // 20.208

d+%*v! ko h#d+'a" k!ya" vicak%a&o vic!rayan /

ripunibha" dur!r!dhya" manyet svaka" sukh!'rayam // 20.209

eva" sarv!rthasiddho 'sau bodhisattvo viraktita( /

k!ye c!nusm+ti" dh+tv! tasthau dhy!nasam!hita( // 20.210 ≈ L 209.1; H ii,66.19

etan mama pur! *'ruta" {or: k+tya"} s!"prata" tan mayocyate /

tvam ap#da" sam![136a]kar&ya suprasanno 'numodatu // 20.211

'rutv! modanti ye 'p#dam anta(pur!bhilokanam /

durgati" tena gacchanti y!nti sadgatim eva hi // 20.212

iti '!str! sam!di%*a" 'rutv!*'oka( {or: 'rutv!nanda(} sa *bh)pati( {or: sanmati(} /

evam iti pratijñ!ya pr!bhyanandat sap!r%ada( // 20.213

// ity anta(pur!valokan!bhini%krama&ots!hapravartano n!ma vi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( //

　Apparatus criticus of the chapter 20

1 note] In manucript A, the words !'oko mah#ndro show traces of later overwriting. The text of

p!da a before being overwritten is presumably as follows: ath!nando yat#ndro 'sau. Other manu-

scripts B, D and E also wrote ath!'oko mah#ndro 'sau. –– In A this story was originally written in

the A'oka/Upagupta setting, then someone changed it to the Buddha/.nanda setting, and then

someone changed it back to the A'oka=Upagupta setting.

3 note] In A, "a'oka"" is clearly letters of later overwriting.

4 note] In A, "a'oka" is letters of later overwriting.

6c mantri&o] D: mantri&! A.

20d !di'at] corr.: !di'a A.

33b api] E: ati A.

53d *tad! m+tv!] ≒ ta[d]! m+tv!A: ten!padh+tv! B: ten!padh)tv! E.

58c yan na(] corr.: ya[(] nna( A: yas na( E.

65d jan!n] A: jan!t E.

66c samup!khy!tum] A: samup!de%*um E.

77b pras)r] corr.: pras) A E. 

80b labhe] E: labhe( A.

80d sam!lokya *ti%*ha m!] ex coni: sam!lokya m! ti%*ha A: sam!lo mam! ti%*ha E.

82 chinnam)lo drumo] A: chinnam)l! drum! E.

lubdh!s tatr!bhirudhyante taskar! iva bandhane // 20.187 ≈ L 207.4-5; H ii,62.11-13

m)-h!s te 'bhirat! atra var!h! a'ucau yath! /

vigrahanti yath! 'v!na( kara"kak!mino 'tra te // 20.188 ≈ L 207.5-7; H ii,62.13-14

m)rkh!s te nipatanty atra pata,g! iva heti%u /

du%*!s te 'tr!bhibadhyante kapayo lepanair yath! // 20.189 ≈ L 207.7-8; H ii,62.14-16

b!l!s te 'tr!bhina'yante j!lotk%ipt! jha%! yath! /

dh)rt!s te pariku*yante 'tra k#*! mu%alair yath! // 20.190 ≈ L 207.9-10; H ii,62.16-17

kli%*!s te 'tr!vasajjante ')l!gre drohi&o yath! /

j#r&!s te 'tr!vas#danti j#r&agaj! iv!mbhasi // 20.191 ≈ L 207.10-12; H ii,62.17-19

iha b!l! vipadyante bhinnay!n! yath!mbudhau /

b!l!s te 'tra prapatante prap!te 'ndh! yath! gire( // 20.192 ≈ L 207.12-13; H ii,62.19-20

b!l!s te 'tr!bhi'u%yante jal!'ray! yath! 'ucau /

dh)m!yante 'tra b!l!s te kalpak%aye yath! mah# // 20.193 ≈ L 207.13-16; H ii,62.20-64.3

bhramyante k!minas te 'tra j!tyandh! iva ja,gale /

b!l!s te parivartante nibaddh! iva marka*!( // 20.194 ≈ L 207.16-18; H ii,64.3-5

ml!yante k!minas te 'tra gr#%me yath! t+&adrum!( /

h#yante k!minas te 'tra k+%&apak%e yath! 'a'# // 20.195 ≈ L 207.18-19; H ii,64.5-6

!bhi( prabhr!mit! b!l!( kul!lacakravad bh+'am /

k!mino bhak%it! !bhir garu-air iva pannag!( // 20.196 ≈ L 207.19-20; H ii,64.7

nar!s te grahit! !bhir makare&a yath! jha%!( /

lupyante te nar! !bhi' caurair yath! va&ijjan!( // 20.197 ≈ L 207.20-21; H ii,64.7-9

bhidyante pramad! !bhir mah!drum! iv!nilai( /

sudh#r! api hanyanta !bhir !'#vi%air yath! // 20.198 ≈ L 207.21-22; H ii,64.9-10

k%a&yante sv!dalubdh!s te madhudigdhai( k%urair yath! /

uhyante unmad! !bhir jalaughair iva d!rava( // 20.199 ≈ L 208.1-2; H ii,64.10-12

!bhi( kr#-anti b!l!s te vi&m)tre%u yath!rbhak!( /

vidhyante m!nino 'py !bhir a,ku'ena gaj! yath! // 20.200 ≈ L 208.2-4; H ii,64.12-13

vañcante jñ!nino 'py !bh# dh)rtakair b!li'! yath! /

!bhi( pu&y!ni hanyante dyut!ratair dhana" yath! // 20.201 ≈ L 208.4-5; H ii,64.13-15

bhak%ante s!dhavo 'py !bhi r!k%as#bhir iv!rthina( /

kim !bhi( saha sa"bhuktv! sukha" pret!laye yath! // 20.202 ≈ L 208.6; H ii,64.15-16

ity eva" tulayan sarvam anta(pura" vilokya sa( /

virakt!tm! svak!ye 'pi pa'yann eva" vyac!rayat // 20.203 ≈ L 208.6-8; H ii,64.16-18

k!ye 'musmin ki" 'ubha" vastu hy a'ucisa"bhave ''ucau /

a'ucy eva samudbh)tam a'ucisyandita'ravat // 20.204 ≈ L 208.8-12; H ii,64.18-66.4

karmak%etrasamudbh)ta" t+%!mbuparivardhitam /

deha" matv!pi satk!yasa"jñ#k+ta" bhave narai( // 20.205 ≈ L 208.12-16; H ii,66(vs.)28

ki" k!ya" 'ar#ra" me tad raktab#jasamudbhavam /
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85b bhart!py aya"] E: bhart!p#ya" A. 

90d puna(] A: pura( E.

114b samutsuka(] E: samutsuka" A.

114d *par%ad!'raya(] ex coni: par%am!'rayan A E.

115c h!rit#" sasut!ñ] A: h!sat#sasut!" E.

116c arha&opa°] ≒ arhanopa°A B E.

123c 'ailendro] corr.: 'ailendra' A: 'aile"dra E.

138b °'odhaye] A(post corr.) E: °'odhayan A(ante corr.).

139b °prabhojjval!va°] corr.: °prabhojjv!l!va° A E.

150d ah#'vara' tath! /] A(post corr.) E: ah#'vara( / A(ante corr.).

152f note] For prosodic reasons, var%ayi%y!mi was used instead of -ma(.

159a 'r!vayan] corr.: 'r!vaya" A.

164c b#bhatsa°] corr.: bibhatsya° A E.

164d 'bhidar'ayat] corr. 'bhidar'ayan A E.

178a bibhats!°] corr. (m.c. of b#bhats!°): bibhatsy!° A E.

205b t+%!mbu] A: t+%&!mbu E.

211a *'ruta"] ex coni: k+tya" A B D.

211 note] The text of p!da ab of A shows traces of later overwriting. 

213b 'rutv*!'oka( sa *bh)pati(] ex coni: 'rutv!nanda( sa sanmati( A B: 'rutv!nanda sa san-

mati( D. ––  In A, !nanda( and sanmati( are letters of later overwriting.

(Colophon:)　 iti anta(pur!°] A: iti 'r#lalitavistare anta(pur!° A(marg.) E D || vi"'atitamo

'dhy!ya( sam!pta(] A E: a%*!daso 'dhy!ya( D.

『後宮の女たちを見て出離を意欲する』という第20章

　さて王中の王であるかのアショーカ王は｛或いは：出家行者の王であるアーナンダ
は｝、世尊・出家行者（ウパグプタ／釈尊）のそばに赴き、嬉しく合掌し拝礼して、次の
ようにお願いした。 (20.1)

　「世尊よ、私は［再び］聴聞いたしたく存じます。どうかご教示ください。かの世尊
（釈尊）は、いかにして王権を捨てて都城から出離されたのでしょうか。」 (20.2)

　このように彼が求めるのを聞き、かの阿羅漢、知性勝れた出家行者は、アショーカ
王とその会衆を見つめ、次のように説いた。 (20.3)

　アショーカよ、専心して聴聞しなさい。いかにしてかの世尊が都城から出離されたの
か、あなたの熱心さを高めるために、その通りに語って聞かせよう。(20.4)

–––かくして自分の住居に居たシュッドーダナ（浄飯王）は、愛情の苦しみの火に焼か
れた心で、その夜を過ごした。 (20.5)
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　その後、明け方に王は起きると、親族を含むすべての釈迦族の者たち、大臣や顧問官
や従者たちを呼び集め、次のように命じた。 (20.6)

　「皆さん、私の息子、あの大士・菩薩は、菩提行の誓戒を堅持するため、我らを捨
てて出家するかもしれない。」 (20.7)

　「それ故、あなた方は全員、ここのすべての場所でそれぞれ持ち場に就いて、昼も夜
も見張りに立ちなさい。」 (20.8)

　このように王が命じたのを聞いて、彼ら顧問官や家臣たち、親しい友人や親族を含む
すべての釈迦族の衆は、 (20.9)

　「そういたします」と答えて、かの王を拝し、其処から退くと、武器を持ってあらゆ
る場所に行って配置についた。 (20.10)

　五百人の強く勇敢な釈迦族の者たちが、武器を携え、東の城門に布陣した。 (20.11)

　同様に、南門・西門・北門にも、それぞれ五百人ずつの釈迦族が布陣し、 (20.12)

　このように、すべての場所でそれぞれ五百人ずつの釈迦族が四種軍（象・馬・車・歩
兵）と共に陣を敷いた。 (20.13)

　また老人・長老たちも、菩薩を警護するために通りや十字路、三叉路に立った。
(20.14)

　シュッドーダナ王も自ら、馬や象や戦車に乗った五百人の釈迦族と一緒に、王宮の門
に立った。 (20.15)

　大臣や顧問官や家来たちは、軍兵や乗り物獣を伴い、菩薩を警護するために諸方を
注視しながら動き回った。 (20.16)

　また都民たちも皆、それぞれ自分たちの家の中庭にいて、出離しようとする大士（菩
薩）を見張るため、一心に待ち構えていた。 (20.17)

　また少年少女を連れたあらゆる婦人たちも、彼を見張るためにそれぞれの家の窓辺
に寄った。 (20.18)

　同様に他の人々、貧窮者たち、物乞いたちも皆［彼と］連れ立ってゆこうと、喜心を
抱いて待ち構えていた。 (20.19)

　その時、かの継母ガウタミーは、目に涙を浮かべ、すべての侍女たちを呼び集める
と、丁重に次のように命じた。 (20.20)

　「あらゆる門、宮殿の周囲のあらゆる場所に灯明の列を燃やして、一心に見張りなさ
い。 (20.21)

　「先端が宝石で輝く沢山の旗をあたり一面に、高く掲げ、月のように明るく照らし出
しなさい。 (20.22)

　すべての小部屋・住まい・寝所にも、明るく輝く宝石の首飾りを吊り下げなさい。
(20.23)

85b bhart!py aya"] E: bhart!p#ya" A. 

90d puna(] A: pura( E.

114b samutsuka(] E: samutsuka" A.

114d *par%ad!'raya(] ex coni: par%am!'rayan A E.

115c h!rit#" sasut!ñ] A: h!sat#sasut!" E.

116c arha&opa°] ≒ arhanopa°A B E.

123c 'ailendro] corr.: 'ailendra' A: 'aile"dra E.

138b °'odhaye] A(post corr.) E: °'odhayan A(ante corr.).

139b °prabhojjval!va°] corr.: °prabhojjv!l!va° A E.

150d ah#'vara' tath! /] A(post corr.) E: ah#'vara( / A(ante corr.).

152f note] For prosodic reasons, var%ayi%y!mi was used instead of -ma(.

159a 'r!vayan] corr.: 'r!vaya" A.

164c b#bhatsa°] corr.: bibhatsya° A E.

164d 'bhidar'ayat] corr. 'bhidar'ayan A E.

178a bibhats!°] corr. (m.c. of b#bhats!°): bibhatsy!° A E.

205b t+%!mbu] A: t+%&!mbu E.

211a *'ruta"] ex coni: k+tya" A B D.

211 note] The text of p!da ab of A shows traces of later overwriting. 

213b 'rutv*!'oka( sa *bh)pati(] ex coni: 'rutv!nanda( sa sanmati( A B: 'rutv!nanda sa san-

mati( D. ––  In A, !nanda( and sanmati( are letters of later overwriting.

(Colophon:)　 iti anta(pur!°] A: iti 'r#lalitavistare anta(pur!° A(marg.) E D || vi"'atitamo

'dhy!ya( sam!pta(] A E: a%*!daso 'dhy!ya( D.

『後宮の女たちを見て出離を意欲する』という第20章

　さて王中の王であるかのアショーカ王は｛或いは：出家行者の王であるアーナンダ
は｝、世尊・出家行者（ウパグプタ／釈尊）のそばに赴き、嬉しく合掌し拝礼して、次の
ようにお願いした。 (20.1)

　「世尊よ、私は［再び］聴聞いたしたく存じます。どうかご教示ください。かの世尊
（釈尊）は、いかにして王権を捨てて都城から出離されたのでしょうか。」 (20.2)

　このように彼が求めるのを聞き、かの阿羅漢、知性勝れた出家行者は、アショーカ
王とその会衆を見つめ、次のように説いた。 (20.3)

　アショーカよ、専心して聴聞しなさい。いかにしてかの世尊が都城から出離されたの
か、あなたの熱心さを高めるために、その通りに語って聞かせよう。(20.4)

–––かくして自分の住居に居たシュッドーダナ（浄飯王）は、愛情の苦しみの火に焼か
れた心で、その夜を過ごした。 (20.5)
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　音楽を伴って大きな活気づけをして、踊って、昼夜絶やすことなく楽しく演奏をやら
せなさい。 (20.24)

　すべての門の扉を頑丈な閂で固く閉ざし、決して離れることなく、そこに留まりなさ
い。 (20.25)

　この家全体を宝石の網で覆って護り、寝ずの番をし、よく見張ったままでいなさ
い。」 (20.26)

　もし彼がすぐに出離しようとしたら、お前たちは立ち上がり、すぐに彼を抱きしめ
て引き止め、速やかに連れ戻しなさい。」 (20.27)

　こうプラジャーパティーが命じたのを聞いて、侍女たちも「承知いたしました」と答
え、そこから皆急いで去っていった。 (20.28)

　その王妃から命じられた通りにすべてを侍女たちは実行し、皆戻ってきて、彼女の前
で次のように報告した。 (20.29)

　「王妃様、すべて仰せの通りにそれを実行し、私たちは菩薩を警護するために、そ
のように待機いたします。」 (20.30)

　こう報告すると、侍女たちは皆後宮の中でそれぞれの場所に行き、怠ることなく見
張りに就いた。 (20.31)

　その後かの母ガウタミーは、ゴーパー（ヤショーダラー）を筆頭とするすべての妻た
ち、息子に愛される美女たちを呼び集めて、次のように指示した。 (20.32)

　「あなた方の最愛の夫は、今にも出家してしまうかもしれません。ですから、皆で
寝ずの番をして、おそばに仕えなさい。 (20.33)

　笛の音や美しい歌声で喜ばせて、警護されたかの夫をうっとりさせ、ずっと留まらせ
るようにしなさい。 (20.34)

　もしあなたたちの愛するあの夫が急に出てゆこうとしたら、皆で彼を抱きしめて引
き止め、住まいに連れ戻しなさい。」 (20.35)

　こう母が命じたのを聞き、夫に愛される彼女たちは皆、「そうします」と同意し、
その住まいに留まった。 (20.36)

　彼女たちは朗らかな気持ちで皆、笛の音や合奏の響きで夫を楽しませ、魅了しよう
と努め始めた。 (20.37)

　するとその時、その笛の音の中から、あらゆる仏の威神力によって、次のような詩節
が流れ出し、菩薩を呼び覚ました。 (20.38)

　「かつてあなたは誓願を堅持して順々にすべての波羅蜜を満たながら、やがて菩提
（正覚）に達して世の生類を益しようと願った。 (20.39)

　そうして今や、あなたのその誓願すべてが成就されようとしている。だから、速やか
に去って、三界の生類を益を施しなさい。 (20.40)
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　あなたは欲望に愛着してこれ以上楽しむべきではない。まず最初に諸仏を憶念しつ
つ、菩提行を完成させなさい。 (20.41)

　輪廻的生存の流転が無常であることを、あなたは今見ないのか。あなたが誓ったそ
の通りに、今や成就されるであろう。 (20.42)

　だからあなたは真理をはっきり認識し、誓願を憶念しつつ、菩提の知に到達して、正
法を説き明かしなさい。 (20.43)

　一切衆生を悟りの道の上に立たせ、目覚めさせ、世の生類を善法から成るものに変え
てから、よき涅槃を得なさい。 (20.44)

　あなたに恩恵を与えたいと願っている、心が清澄なすべての仏たちは、善き眼差しで
あなたを見つめながら随喜し、見守っている。 (20.45)

　あなたが出離するのを見れば、すべての神々も随喜し、護世王の神たちも皆集まって
来て、供養することだろう。 (20.46)

　このように思って、あなたはここでもはや躊躇していてはいけない。速やかに出離
し、仏となって、三界の生類に益をなすがよい。」 (20.47)

　この歌の響きを聞いて菩薩は心を躍らせ、出離せんがため立ち上がると、奥殿の寝
室から出てゆこうとした。 (20.48)

　出て行く夫を見て、ヤショーダラーは立ち上がり、急に彼を強く抱きしめて、泣きな
がらこのように言った。 (20.49)

　「ああ、わが君、あなたは私の夫です。どうして私を捨てようとするのですか。わが
君、あなたに捨てられたら、私は誰を依り処にしたらよいのですか。 (20.50)

　もし、わが君、どうしてもあなたが出家したいと願うなら、私もあなたと一緒に誓
戒を行じたいと思います。 (20.51)

　ですから、私を連れたまま、願いどおりに出家なさって下さい。私はあなたと一緒
に誓戒を持して、涅槃（寂滅の至福）を得たいのです。 (20.52)

　もしあなたが女である私を捨てて旅立つというなら、その時は私も死んでヤマの住
まい（冥府）へと旅立ちます。」 (20.53)

　夫に献身的なヤショーダラーはこのように泣き嘆いて、夫の蓮華の両足にぬかずき、
気を失ってその場に倒れた。 (20.54)

　やがてしばらくして意識を取り戻すと、健気な気丈な態度をとって彼を見つめ、再び
激しく泣き悲しんだ。 (20.55)

　その嘆きの声を聞くと、かのすべての女たちも立ち上がって急いでやって来て、ヤ
ショーダラーの住む所に入った。 (20.56)

　そこでヤショーダラーが抱きついている主を見て、彼女たちは皆、近寄るとひざま
ずいて、このように嘆いた。 (20.57)

　音楽を伴って大きな活気づけをして、踊って、昼夜絶やすことなく楽しく演奏をやら
せなさい。 (20.24)

　すべての門の扉を頑丈な閂で固く閉ざし、決して離れることなく、そこに留まりなさ
い。 (20.25)

　この家全体を宝石の網で覆って護り、寝ずの番をし、よく見張ったままでいなさ
い。」 (20.26)

　もし彼がすぐに出離しようとしたら、お前たちは立ち上がり、すぐに彼を抱きしめ
て引き止め、速やかに連れ戻しなさい。」 (20.27)

　こうプラジャーパティーが命じたのを聞いて、侍女たちも「承知いたしました」と答
え、そこから皆急いで去っていった。 (20.28)

　その王妃から命じられた通りにすべてを侍女たちは実行し、皆戻ってきて、彼女の前
で次のように報告した。 (20.29)

　「王妃様、すべて仰せの通りにそれを実行し、私たちは菩薩を警護するために、そ
のように待機いたします。」 (20.30)

　こう報告すると、侍女たちは皆後宮の中でそれぞれの場所に行き、怠ることなく見
張りに就いた。 (20.31)

　その後かの母ガウタミーは、ゴーパー（ヤショーダラー）を筆頭とするすべての妻た
ち、息子に愛される美女たちを呼び集めて、次のように指示した。 (20.32)

　「あなた方の最愛の夫は、今にも出家してしまうかもしれません。ですから、皆で
寝ずの番をして、おそばに仕えなさい。 (20.33)

　笛の音や美しい歌声で喜ばせて、警護されたかの夫をうっとりさせ、ずっと留まらせ
るようにしなさい。 (20.34)

　もしあなたたちの愛するあの夫が急に出てゆこうとしたら、皆で彼を抱きしめて引
き止め、住まいに連れ戻しなさい。」 (20.35)

　こう母が命じたのを聞き、夫に愛される彼女たちは皆、「そうします」と同意し、
その住まいに留まった。 (20.36)

　彼女たちは朗らかな気持ちで皆、笛の音や合奏の響きで夫を楽しませ、魅了しよう
と努め始めた。 (20.37)

　するとその時、その笛の音の中から、あらゆる仏の威神力によって、次のような詩節
が流れ出し、菩薩を呼び覚ました。 (20.38)

　「かつてあなたは誓願を堅持して順々にすべての波羅蜜を満たながら、やがて菩提
（正覚）に達して世の生類を益しようと願った。 (20.39)

　そうして今や、あなたのその誓願すべてが成就されようとしている。だから、速やか
に去って、三界の生類を益を施しなさい。 (20.40)
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　「ああ、愛しいお方、どうして今日、私たちへの愛を失ってしまわれたのですか、私
たちすべてを捨てて、出家したいと願われるとは。 (20.58)

　もしあなたに憐れみと法がおありになるなら、誓戒を欲する私たちをも受け入れて、
ご自身と一緒に、正法での行をさせて下さい。(20.59)

　私たちもあなたと一緒に出家して、菩提行の誓戒を持して、完全な涅槃を得たいと
思っているのです。 (20.60)

　もし私たちを捨てて、あなたが森の隠棲処に旅立たれるなら、私たちもこの体を捨
てて、ヤマの住まい（冥府）へと旅立ちます。 (20.61)

　確かにこのことをよく理解なさり、どうかあなたお一人で出家なさらないで下さ
い。私たちと一緒に、世の生類を益するため正法において活動なさって下さい。」
(20.62)

　彼らの泣き嘆く声を聞いて、ガウタミーは急いで立ち上がり、すべての侍女たちを呼
んで、見つめて次のように言った。 (20.63)

　「あなた方は急いで行って、まずは後宮で泣き嘆いているすべての女たちを見てきな
さい。それを見て、すぐに戻ってきなさい。」 (20.64)

　彼女の言葉を聞いて、侍女たちは皆「承知しました」と言い、すぐに後宮へ行って、
丁重にその人たちに尋ねた。 (20.65)

　「もし、皆様。これらの美しい方々はどうして泣き嘆いているのですか。そのわけを
ありのままにお話しください。」 (20.66)

　侍女たちにこのように尋ねられて、後宮にいるそれらの女たちはその婢女たち全員を
見て次のように答えた。 (20.67)

　副王たるあの王子様が起き上がると出家することを欲し、出発して奥殿の住まいの外
へ出ようと、歩き出されたのです。 (20.68)

　出立しようとした彼を見て、ヤショーダラー妃は急いで夫を抱きしめ、激しく泣き嘆
いておられるのです。」 (20.69)

　その嘆く声を聞いて、これらの寵妃たちも皆、急いでここに集まって来て、見てこの
ように泣き嘆いているのです。」 (20.70)

　その報告を聞くと、その侍女たちも皆激しく泣きながら、かのガウタミーのところ
へ戻って来た。 (20.71)

　彼女たちは皆、やって来ると激しく泣いてから、しずかにその出来事のすべてをガウ
タミーに報告した。 (20.72)

　それを聞くと、母ガウタミーは急いで立ち上がり、大急ぎでゴーパー（ヤショーダ
ラー）の住まいに行き、そこにいるかの息子を見つめた。 (20.73)

　その彼が、出家を欲しながらすべての愛妻たちに取り囲まれているのを見て、彼女は
近づくと、涙に濡れた顔で彼を抱きしめ、次のように言った。 (20.74)
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「ああ、息子よ、賢明で聡明なはずのあなたが、どうしてこんなに世間知らずなのです
か、このような富と栄光を捨てて、出家したいと願うとは。」 (20.75)

　あなたを産んだ生母マーヤーは運命によって七日目に、まるで薄情なひとのように、
自分の肉体を捨てて、天界へ去ってしまいました。 (20.76)

　その時私はあなたを引き受けて、実の母のように育て、あなたを満ちてゆく月のよう
に速やかに成長させてきました。 (20.77)

　今や若者としてあなたは成長し、私は年老いて感官も衰えましたが、その私を捨て
て、出家するというのですか、わが子よ。それがお前にとって最高の法なのですか。
(20.78)

　「ああ、神よ、私はどんな罪を犯したのです。この息子に捨てられたら、一体どれほ
ど多くの苦しみを私が味わうことになるのか、考えられない。 (20.79)

　ああ、生命が尽きかけたこの体で、この場所で、どんな幸せが得られることだろう。
そのことを考え、よく見て、どうか留まっておくれ。今は行かないでおくれ。 (20.80)

　この息子である人までが、年老いて感官の衰えた私を捨てて、無慈悲に出家してしま
うなら、きっとその時あなたも苦悩を得るでしょう。」 (20.81)

　このように母は言って、泣き嘆き、意識を混濁させて、まるで根元を切られた樹木の
ように、その場の地面に倒れ伏した。 (20.82)

　彼女が地に倒れたのを見て、息子の妻たる女たちは皆急いで近づき、彼女を抱きか
かえ起こして、次のように言った。 (20.83)

　「お母様、気丈さを持たれて、お立ちになって下さい。ここで悲しく坐り込んでしま
わないで下さい。起こるべきことは必ず起こるものであり、避けられるものではない
のです。 (20.84)

　たとえこれほど聡明で賢い夫であっても、この方は離欲の心により、自分の義務を共
に行うべき妻たちさえも捨てようと欲するのです。」 (20.85)

　彼女たちのこの言葉を聞いて、その母ガウタミーは長い間息子を見つめ、涙ながら
にその場で次のように言った。 (20.86)

　「わが子よ、あなたは大士であり、あらゆる学問に精通しています。それなのに、ど
うして愚か者の如く、薄情で無慈悲な心の者のように振る舞うのですか。 (20.87)

　父王の種から生まれて、あなたは養われて成長し、今や若者となり、とても賢い、大
威神力をもつ大士となりました。 (20.88)

　しかし年老いて老いに冒され、感官の力が衰弱したあの父王を、あなたは輝かしい
王国とともに捨てて、出家の誓戒を得んと欲しています。 (20.89)

　これがあなたの卓越した思考、これがあなたの卓越した誓戒なのですか。これが輝
かしい名誉の獲得となるのですか。善慧者よ、もう一度私に説明しなさい。 (20.90)

　「ああ、愛しいお方、どうして今日、私たちへの愛を失ってしまわれたのですか、私
たちすべてを捨てて、出家したいと願われるとは。 (20.58)

　もしあなたに憐れみと法がおありになるなら、誓戒を欲する私たちをも受け入れて、
ご自身と一緒に、正法での行をさせて下さい。(20.59)

　私たちもあなたと一緒に出家して、菩提行の誓戒を持して、完全な涅槃を得たいと
思っているのです。 (20.60)

　もし私たちを捨てて、あなたが森の隠棲処に旅立たれるなら、私たちもこの体を捨
てて、ヤマの住まい（冥府）へと旅立ちます。 (20.61)

　確かにこのことをよく理解なさり、どうかあなたお一人で出家なさらないで下さ
い。私たちと一緒に、世の生類を益するため正法において活動なさって下さい。」
(20.62)

　彼らの泣き嘆く声を聞いて、ガウタミーは急いで立ち上がり、すべての侍女たちを呼
んで、見つめて次のように言った。 (20.63)

　「あなた方は急いで行って、まずは後宮で泣き嘆いているすべての女たちを見てきな
さい。それを見て、すぐに戻ってきなさい。」 (20.64)

　彼女の言葉を聞いて、侍女たちは皆「承知しました」と言い、すぐに後宮へ行って、
丁重にその人たちに尋ねた。 (20.65)

　「もし、皆様。これらの美しい方々はどうして泣き嘆いているのですか。そのわけを
ありのままにお話しください。」 (20.66)

　侍女たちにこのように尋ねられて、後宮にいるそれらの女たちはその婢女たち全員を
見て次のように答えた。 (20.67)

　副王たるあの王子様が起き上がると出家することを欲し、出発して奥殿の住まいの外
へ出ようと、歩き出されたのです。 (20.68)

　出立しようとした彼を見て、ヤショーダラー妃は急いで夫を抱きしめ、激しく泣き嘆
いておられるのです。」 (20.69)

　その嘆く声を聞いて、これらの寵妃たちも皆、急いでここに集まって来て、見てこの
ように泣き嘆いているのです。」 (20.70)

　その報告を聞くと、その侍女たちも皆激しく泣きながら、かのガウタミーのところ
へ戻って来た。 (20.71)

　彼女たちは皆、やって来ると激しく泣いてから、しずかにその出来事のすべてをガウ
タミーに報告した。 (20.72)

　それを聞くと、母ガウタミーは急いで立ち上がり、大急ぎでゴーパー（ヤショーダ
ラー）の住まいに行き、そこにいるかの息子を見つめた。 (20.73)

　その彼が、出家を欲しながらすべての愛妻たちに取り囲まれているのを見て、彼女は
近づくと、涙に濡れた顔で彼を抱きしめ、次のように言った。 (20.74)
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　また、あなたと社会的義務を共にすべきこれら貞淑な妻たちをうち捨てて、森で誓
戒を行じること、それがあなたの卓越した誓戒なのですか。 (20.91)

　あなたは自国の民を捨てて、他の人々を救おうと欲しますが、それが善慧者たるあ
なたの政略であり正法なのですか。賢き者、私に説明しなさい。 (20.92)

　王たる栄光も大財も繁栄も成功も善き幸せも捨て去り、森で苦行することをあなた
は欲しますが、それがあなたの最高の智慧なのですか。 (20.93)

　家族も親類も友人も仲間もうち捨てて、悪しき場所である森に住みつつ、世の生類の
幸せをあなたは求めますが、それがあなたの卓越した智慧なのですか。 (20.94)

　「王たる恵まれた運命と富財をうち捨てて、あらゆる所で托鉢しながら施食を乞う
こと、それがあなたの無礙解の智なのですか。 (20.95)

　ここでこれ以上多くを言って、何になるでしょう。善慧者たる菩薩として熟慮しつつ
完全に知り、善行・徳行を行いなさい。 (20.96)

　私たちも専心してあなたの徳性の記憶に心を向けながら、食事を絶って苦行をなし、
苦行者の如く暮らすことにします。」 (20.97)

　母がこのように語った時、息子であるかの菩薩は見つめながら母に一言の返事も返
さなかった。 (20.98)

　彼は寝椅子の上に身を置くと、あらゆる仏を憶念しつつ、一切衆生に益をなすことへ
の意欲を持して、心を集中させて過ごした。 (20.99)

　その後、かの母ガウタミーは、寝椅子にいるその息子を見つめてから、自分の住ま
いへと戻った。 (20.100)

　その後すべての妻たちは同じ部屋に留まり、夫を絶えず見つめながら、心を集中させ
て過ごした。 (20.101)　
　またすべての侍女たちはそこから立ち去ると、心を引き締めてそれぞれの持ち場につ
き、怠ることなく見張った。 (20.102)

　このすべての出来事を侍臣たちから報告され、聞いた父王は、家来たちに次のように
命じた。 (20.103)

　「お前たちはすぐに発って、軍を指揮するすべての家臣たち、またあらゆる土地にい
る都民たちにも、こう伝えなさい。 (20.104)

　今、副王たる王子が出離しようと、動き出した。それ故、全員がよく観て、気を引
き締めて立ちなさい。 (20.105)

　もし彼が出て行くのを目撃したら、周りを取り囲み、努力して彼を説得し、引き止
めなさい。 (20.106)

　もし彼が強引に出て行こうとするなら、力ずくで彼をとりおさえて、速やかに住まい
に連れ戻しなさい。」 (20.107)
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　こう王が命じたのを聞き、すべての家来たちは皆「承知しました」と答え、そこから
急いで動き出した。 (20.108)

　このように都のあらゆる場所で布告がなされ、王の命令を聞いたその人々は、周囲
にその命令を広めた。 (20.109)

　軍の指揮官たちや家来たちのすべて、また都民たちや、幼い男女を連れたあらゆる婦
人たちまでも、その布告を聞くと、 (20.110)

　「あの大士が来られる」と言って、眺めるために立ち上がり、泣きながら大声をあげ
たり、道を遮ったりした。 (20.111)

　その嘆き声や大きな声を聞き、都に住むすべての人々、また物乞いたちも「ああ、な
んてこと」と言いながら、あちこち歩き回った。 (20.112)

　その布告の声を聞いても、一切知たる菩薩は、すべての諸仏を憶念し、禅定しながら
過ごしていた。 (20.113)

　その時、出離を熱望している菩薩を観察して、薬叉の王である金剛手は、すぐさま眷
属の会衆のもとへ行った。 (20.114)

　そしてパーンチカを筆頭とする薬叉の将軍たちすべてと、息子たちを連れたハーリ
ティ（鬼子母神）を呼ぶと、次のように命じた。 (20.115)

　「皆さん、かの菩薩はきっと今日、出離されるであろう。それ故、ふさわしい供養
の品々を持って、速やかに行きなさい。」 (20.116)

　こう金剛手が命じたのを聞き、すべての薬叉の将軍たちは「わかりました」と答え、
出発し始めた。 (20.117)

　その時、喜んでいる護世王の神たち（四天王）も、すぐに薬叉の王である金剛手のい
る所へやって来た。 (20.118)

　其処で彼らは、会堂の中に坐す金剛手のもとへ近づき、彼を見るとすぐ拝して、見つ
めながら次のように言った。 (20.119)

　「皆さん、今日、大士である菩薩が出家されよう。そこで、［彼が乗る］馬の四足
を支え持ち、速やかに空中を歩ませなさい。」 (20.120)

　こう護世王の神々が命じたのを聞いて、その薬叉たちは皆、それら護世王の神々を見
つめながら、次のように言った。 (20.121)

　「あの一切世界で最も偉大なお方は、金剛で出来た体を持ち、最も重い方です。その
乗り物獣の足を支え持って歩むことなど、一体この世の誰にできるでしょうか。
(20.122)

　たとえメール山（須弥山）を持ち上げて空中で支えることは出来ても、正法の山王た
るあのお方を支え持つことは、誰にも出来ません。」 (20.123)

　彼らがそう言うのを聞いて、ヴァイシュラヴァナ（毘沙門）という名の薬叉王はその
護世王の神たちを見つめながら、次のように言った。 (20.124)

　また、あなたと社会的義務を共にすべきこれら貞淑な妻たちをうち捨てて、森で誓
戒を行じること、それがあなたの卓越した誓戒なのですか。 (20.91)

　あなたは自国の民を捨てて、他の人々を救おうと欲しますが、それが善慧者たるあ
なたの政略であり正法なのですか。賢き者、私に説明しなさい。 (20.92)

　王たる栄光も大財も繁栄も成功も善き幸せも捨て去り、森で苦行することをあなた
は欲しますが、それがあなたの最高の智慧なのですか。 (20.93)

　家族も親類も友人も仲間もうち捨てて、悪しき場所である森に住みつつ、世の生類の
幸せをあなたは求めますが、それがあなたの卓越した智慧なのですか。 (20.94)

　「王たる恵まれた運命と富財をうち捨てて、あらゆる所で托鉢しながら施食を乞う
こと、それがあなたの無礙解の智なのですか。 (20.95)

　ここでこれ以上多くを言って、何になるでしょう。善慧者たる菩薩として熟慮しつつ
完全に知り、善行・徳行を行いなさい。 (20.96)

　私たちも専心してあなたの徳性の記憶に心を向けながら、食事を絶って苦行をなし、
苦行者の如く暮らすことにします。」 (20.97)

　母がこのように語った時、息子であるかの菩薩は見つめながら母に一言の返事も返
さなかった。 (20.98)

　彼は寝椅子の上に身を置くと、あらゆる仏を憶念しつつ、一切衆生に益をなすことへ
の意欲を持して、心を集中させて過ごした。 (20.99)

　その後、かの母ガウタミーは、寝椅子にいるその息子を見つめてから、自分の住ま
いへと戻った。 (20.100)

　その後すべての妻たちは同じ部屋に留まり、夫を絶えず見つめながら、心を集中させ
て過ごした。 (20.101)　
　またすべての侍女たちはそこから立ち去ると、心を引き締めてそれぞれの持ち場につ
き、怠ることなく見張った。 (20.102)

　このすべての出来事を侍臣たちから報告され、聞いた父王は、家来たちに次のように
命じた。 (20.103)

　「お前たちはすぐに発って、軍を指揮するすべての家臣たち、またあらゆる土地にい
る都民たちにも、こう伝えなさい。 (20.104)

　今、副王たる王子が出離しようと、動き出した。それ故、全員がよく観て、気を引
き締めて立ちなさい。 (20.105)

　もし彼が出て行くのを目撃したら、周りを取り囲み、努力して彼を説得し、引き止
めなさい。 (20.106)

　もし彼が強引に出て行こうとするなら、力ずくで彼をとりおさえて、速やかに住まい
に連れ戻しなさい。」 (20.107)
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　「高慢な心を持つ者には、あのお方は極めて重くなる。しかし篤い信仰を捧げた心
を持つ者にとって、あの主は軽いのだ。 (20.125)

　だから、信仰で澄んだ清らかな心をもって、その馬の足を支え持って、かの生類の師
を空中を歩ませなさい。 (20.126)

　あの方がゆかれる道では、われらは先立って、邪悪な者たちを遠ざけながら進むとし
よう。このようにして世の生類の益のために菩薩を出離させることが出来れば、われら
は多くの功徳を得て、仏の住まいに赴くことができるだろう。」 (20.127)

　このように護世王の神たちの全員が語ったことを聞いて、あらゆる神々は「承知しま
した」と答え、嬉しくその地へと赴いた。 (20.128)

　また神々の王シャクラ（インドラ、帝釈天）も、明るく澄み切った心で、天女たちの
群を伴った三十三天の神々を見つめながら、次のように命じた。 (20.129)

　「皆さん、かの菩薩は今日、きっと出家されよう。ゆえに、君たちは彼が出離され
る時に、彼を尊び供養しなさい。 (20.130)

　この功徳の異熟により、君たちは皆、諸感官が清らかになり、菩提心を得て、仏子
になるだろう。」 (20.131)

　こうインドラが命じたのを聞いて、神々すべて、天女たちすべては、「承知しまし
た」と答え、と嬉しく行動にとりかかった。 (20.132)

　その場でシャーンタマティ（寂意）という名の神の子が、かの神々の王のもとに近づ
き、拝し、合掌して、このように言った。 (20.133)

　「大王よ、私は彼らのカピラヴァストゥの都において、あらゆる生き物を深い睡眠へ
と落とすことにしましょう。」 (20.134)

　それを聞くと、ラリタヴューハ（遊戯荘厳）という名の、心に浄信をもつ神の子も、
インドラを拝し、合掌して、嬉しげに語った。 (20.135)

　神々の王よ、私は周囲すべての人間、獣、鳥たちの［声や音が］消えるようにいたし
ましょう。」 (20.136)

　すると次に、ヴューハマティ（厳意）という名の天子も喜悦して、その神々の王を拝
し、合掌して、このように言った。 (20.137)

　「神々の王よ、私は虚空にある通り道を清め、傘蓋や旗、宝石や花々で飾り立てる
ことにしましょう。 (20.138)

　そして日長石（スーリヤカーンタ）の大宝石の輝きで明るく照らし、香ばしい薫香を
もって至る所を美化いたしましょう。」 (20.139)

　象王アイラーヴァナもそれを聞いて喜悦し、かの神々の王を拝し、見つめながら次の
ように言った。 (20.140)

　「神々の王よ、私はこの鼻の上に、あらゆる宝石で飾られた、巨大な最高の重閣を
造立しましょう。 (20.141)
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　その重閣の上に、喜ぶ美しい天女たちが乗って、音楽や踊りによって大祝祭をなすこ
とでしょう。」 (20.142)

　するとインドラ自身も、澄んだ明るい顔で、すべての護世王たちや他の神々を見つ
め、次のように嬉しげに宣言した。 (20.143)

　「私は彼の住まいで、至る所、諸門を開け放とう。そして彼の出離における空中の道
を照らし出そう。」 (20.144)

　それを聞くと、ダルマチャーリン（法行）という天子も喜悦して、かの神々の王を拝
し、見つめて、次のように言った。 (20.145)

　「私は後宮のすべての女たちを醜悪なようすの体に変えてしまい、菩薩が離欲の心を
抱くように、彼に見せてあげましょう。」 (20.146)

　すると次に、サムチョーダカ（勧発）という名の菩薩も喜悦し、神々の王を見つめ、
拝し、合掌して、次のように言った。 (20.147)

　「私は寝椅子に坐っているあの方（菩薩）を覚醒させ、立ち上がらせ、彼が出離を意
欲するように励ましましょう。」 (20.148)

　それを聞くと、喜悦したヴァルナという名の龍王、マナスヴィン龍王、サーガラ龍
王、 (20.149)

　アナンタ、タクシャカ、マハーパドマ、ヴァースキ、パドマ、カルコータカ、シャン
カパーラの龍王も、 (20.150)

　またクリカという名の龍王、アナヴァタプタ湖（無熱悩池）の主、またその他のすべ
ての龍王たちも、歓喜の心を抱き、 (20.151)

　［彼らは］それぞれ自分の軍を眺めて、呼び集め、こう報じた。「神々の王よ、私た
ちもかの菩薩の出離の際、その道にあらゆる芳香の雨を降らせることにしよう。」
(20.152)

　同様に、薬叉、キンナラ（緊那羅）、クンバーンダ、ガンダルヴァ（乾闥婆）、グヒヤ
カ、シッダ、サードゥヤ、ヴィディヤーダラたちも皆、 (20.153)

　「私たちも皆で、生類の主たる大王（菩薩）のため、通り道において、供養と吉祥の
大祝祭をさせましょう」と、 (20.154)

　そう彼らはかのインドラに告げ、拝すると、喜んで誰もがそこを立ち去り、その［菩
薩の］通り道へと集まり来た。 (20.155)

　その頃、悟りを求める菩薩は心を集中させ、すべての仏の共通の行為を瞑想し、次の
ように考えた。 (20.156)

　「一切知（仏陀）の境地に達するために、私は菩提（正覚）へと心を定め、一切衆生
を益するために、私はかつて誓願を立てた。 (20.157)

　ああ、私はこの輪廻的生存という牢獄において拘束されている一切衆生を見ながら、
憐愍をもって彼らを救い出し、努力して目覚めさせ、(20.158)

　「高慢な心を持つ者には、あのお方は極めて重くなる。しかし篤い信仰を捧げた心
を持つ者にとって、あの主は軽いのだ。 (20.125)

　だから、信仰で澄んだ清らかな心をもって、その馬の足を支え持って、かの生類の師
を空中を歩ませなさい。 (20.126)

　あの方がゆかれる道では、われらは先立って、邪悪な者たちを遠ざけながら進むとし
よう。このようにして世の生類の益のために菩薩を出離させることが出来れば、われら
は多くの功徳を得て、仏の住まいに赴くことができるだろう。」 (20.127)

　このように護世王の神たちの全員が語ったことを聞いて、あらゆる神々は「承知しま
した」と答え、嬉しくその地へと赴いた。 (20.128)

　また神々の王シャクラ（インドラ、帝釈天）も、明るく澄み切った心で、天女たちの
群を伴った三十三天の神々を見つめながら、次のように命じた。 (20.129)

　「皆さん、かの菩薩は今日、きっと出家されよう。ゆえに、君たちは彼が出離され
る時に、彼を尊び供養しなさい。 (20.130)

　この功徳の異熟により、君たちは皆、諸感官が清らかになり、菩提心を得て、仏子
になるだろう。」 (20.131)

　こうインドラが命じたのを聞いて、神々すべて、天女たちすべては、「承知しまし
た」と答え、と嬉しく行動にとりかかった。 (20.132)

　その場でシャーンタマティ（寂意）という名の神の子が、かの神々の王のもとに近づ
き、拝し、合掌して、このように言った。 (20.133)

　「大王よ、私は彼らのカピラヴァストゥの都において、あらゆる生き物を深い睡眠へ
と落とすことにしましょう。」 (20.134)

　それを聞くと、ラリタヴューハ（遊戯荘厳）という名の、心に浄信をもつ神の子も、
インドラを拝し、合掌して、嬉しげに語った。 (20.135)

　神々の王よ、私は周囲すべての人間、獣、鳥たちの［声や音が］消えるようにいたし
ましょう。」 (20.136)

　すると次に、ヴューハマティ（厳意）という名の天子も喜悦して、その神々の王を拝
し、合掌して、このように言った。 (20.137)

　「神々の王よ、私は虚空にある通り道を清め、傘蓋や旗、宝石や花々で飾り立てる
ことにしましょう。 (20.138)

　そして日長石（スーリヤカーンタ）の大宝石の輝きで明るく照らし、香ばしい薫香を
もって至る所を美化いたしましょう。」 (20.139)

　象王アイラーヴァナもそれを聞いて喜悦し、かの神々の王を拝し、見つめながら次の
ように言った。 (20.140)

　「神々の王よ、私はこの鼻の上に、あらゆる宝石で飾られた、巨大な最高の重閣を
造立しましょう。 (20.141)
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　正法を聞かせながら高慢・傲慢・慢心なき者にし、悟りの道へと導き入れて、常に浄
行をなさしめよう。 (20.159)

　その後、無知という暗翳（白内障）に覆われたあらゆる衆生の目に、智慧という不死
の甘露を注いでやることで、努力して清めてあげよう。 (20.160)

　その後、煩悩に汚され、我執を喜び、自分の所有財に執着している者たちに、寂滅
の至福を示してあげよう。 (20.161)

　その後、寂滅の至福を欲する彼らに、菩提を達成するための正法と禁戒への強い意
欲を、三界の生類の益のため、私は与えてあげよう。」 (20.162)

　このように思い、かれは弘誓（宿願）を思い出し、すべての諸仏を憶念しながら、出
離への強い意欲を保ち、観察をしながら過ごしていた。 (20.163)

　するとその瞬間、その後宮で空中にいた［天子］ダルマチャーリンは、すべての女た
ちの姿を醜悪なものに変えて、現し出した。 (20.164)

　そして彼は出離することを熱望しているかの菩薩・大士を見て、近づき、見つめなが
らこのように語りかけた。 (20.165)

　「大士よ、あなたはこの餓鬼の住まい（墓場）のような場所に留まっていて、どうし
て恐怖が生じないのでしょうか。快楽が生じるなんて、何故にありえましょう。」
(20.166)

　その賢い天子に勧発されて、かの菩薩はあたりいちめんを注視して、その通りに見
た。 (20.167)

　其処でかの菩薩は寝椅子に坐ったまますっかり感官が眠らされているゴーパーを見て
から、かの妻たちを見るために近づいた。 (20.168)

　其処では、或る女たちは体から衣がはだけていて、或る女たちは髪を振り乱した姿
になっていた。或る女たちはつけた装身具を散乱させ、或る女たちは感覚を失ったかの
ように動かなかった。 (20.169)

　或る女たちは冠を落とし、或る女たちは衣が脱落しており、或る女たちは手を投げ
出し、別の女たちは足を放り出していた。 (20.170)

　或る女たちは口を開けたままの姿、或る女たちはよだれを垂らしていた。或る女た
ちは目をむいて動かし、或る女たちは鼾をかいていた。 (20.171)

　或る女たちは咳きこむ顔をし、或る女たちは顔に笑いを浮かべ、或る女たちは口で
譫言を言い、また喉をごろごろ鳴らしている女たちもいた。 (20.172)

　また顔を覆い隠している女たちや、口を開けたままでいる女たちがいた。或る女たち
は手足を投げ出し、或る女たちは口を歪めて開いていた。 (20.173)

　或る女たちはぎりぎりと歯噛みし、或る女たちは泣き顔を仰向けていた。或る女た
ちは床の上で肢体を転がし、或る女たちは寝台から転がっていた。 (20.174)
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　或る女たちは小鼓（ムリダンガ）を体から投げ出し、或る女たちは琵琶（ヴィーナ―）
に寄りかかり、或る女たちはリュート（ヴァッラキー）を手に持ち、また笛を口に当て
たままの女たちもいた。 (20.175)

　トゥーリヤ楽器に顔をうつむけている女たち、踊ろうと欲するかの様な女たち、ま
た同様に、それぞれの楽器を抱きしめたすべての女たちがいた。 (20.176)

　彼女たちは、体が眠りに圧倒されてしまい、すっかり眠らされて意識を失い、四肢を
動かすことなく皆、死人のように醜く横たわっていた。 (20.177)

　このように、あらゆる女たちの醜悪な手足、醜い容貌、変異した身体のさまを眺め
て、大士（菩薩）は嫌悪を抱き、次のように呟いた。 (20.178)

　「ああ、これらの美女たち、私の好きな女たちも皆、今や変わり果てた姿になり、
死人のように動かない。 (20.179)

　ここでどうして彼女たちと楽しみながら私は歓べるだろうか。私は今後どれほどの時
の間、快楽を享受しながら家に住んで暮らせるだろう。 (20.180)

　死は必ず、これらすべての女たちを嗅ぎつけ、捕らえるだろう。情け容赦なく残酷な
死は、彼女たちの目の前で私をも連れ去るだろう。 (20.181)

　このように考えるなら、私はこれらの愛する女たちをすべて捨てて、至福の寂滅（涅
槃）を得るために、今すぐ出発すべきだ。 (20.182)

　もしこれらの女たちに愛著して、欲望の快楽を味わい、ずっと久しくここに留まるな
ら、それは決して清く正しい行為たり得ない。 (20.183)

　悦楽は一瞬、苦も一瞬、華やかな祝祭も一瞬だ。こう見れば、今享楽を味わっている
ことは、私にふさわしいことではない。 (20.184)

　快楽の欲望に執著する人たちは、感官に惑わされた愚か者だ。益と害とを認識でき
ぬ獣のように卑しい徳性の者たちだ。 (20.185)

　彼らはこの輪廻的生存の中で、処刑される罪人のように殺され続けるが、愚か者
は、糞便の中にいる虫たちのように、この生存に愛着している。 (20.186)

　愚か者たちは、泥沼の中の象たちのように、この生存で沈んでゆく。強欲な者たち
は、牢獄の中にいる盗賊のように、そこに閉じ込められている。 (20.187)

　彼ら迷愚の者たちは、汚物の中にいる豚たちのように、この生存で楽しんでいる。
骸骨を欲しがる犬のように、彼らはここで争い合っている。 (20.188)

　彼ら痴愚の者たちは、火の中に飛び込む蛾のように、この生存で落ちてしまう。彼
ら悪しき者たちは、鳥もちの罠に捕まった猿のように、ここで捕縛される。 (20.189)

　彼ら愚か者たちは、網ですくい上げられた魚のように、この生存で殺される。彼ら
悪い者たちは、杵でつかれる虫のように、ここで打ち砕かれる。 (20.190)

　正法を聞かせながら高慢・傲慢・慢心なき者にし、悟りの道へと導き入れて、常に浄
行をなさしめよう。 (20.159)

　その後、無知という暗翳（白内障）に覆われたあらゆる衆生の目に、智慧という不死
の甘露を注いでやることで、努力して清めてあげよう。 (20.160)

　その後、煩悩に汚され、我執を喜び、自分の所有財に執着している者たちに、寂滅
の至福を示してあげよう。 (20.161)

　その後、寂滅の至福を欲する彼らに、菩提を達成するための正法と禁戒への強い意
欲を、三界の生類の益のため、私は与えてあげよう。」 (20.162)

　このように思い、かれは弘誓（宿願）を思い出し、すべての諸仏を憶念しながら、出
離への強い意欲を保ち、観察をしながら過ごしていた。 (20.163)

　するとその瞬間、その後宮で空中にいた［天子］ダルマチャーリンは、すべての女た
ちの姿を醜悪なものに変えて、現し出した。 (20.164)

　そして彼は出離することを熱望しているかの菩薩・大士を見て、近づき、見つめなが
らこのように語りかけた。 (20.165)

　「大士よ、あなたはこの餓鬼の住まい（墓場）のような場所に留まっていて、どうし
て恐怖が生じないのでしょうか。快楽が生じるなんて、何故にありえましょう。」
(20.166)

　その賢い天子に勧発されて、かの菩薩はあたりいちめんを注視して、その通りに見
た。 (20.167)

　其処でかの菩薩は寝椅子に坐ったまますっかり感官が眠らされているゴーパーを見て
から、かの妻たちを見るために近づいた。 (20.168)

　其処では、或る女たちは体から衣がはだけていて、或る女たちは髪を振り乱した姿
になっていた。或る女たちはつけた装身具を散乱させ、或る女たちは感覚を失ったかの
ように動かなかった。 (20.169)

　或る女たちは冠を落とし、或る女たちは衣が脱落しており、或る女たちは手を投げ
出し、別の女たちは足を放り出していた。 (20.170)

　或る女たちは口を開けたままの姿、或る女たちはよだれを垂らしていた。或る女た
ちは目をむいて動かし、或る女たちは鼾をかいていた。 (20.171)

　或る女たちは咳きこむ顔をし、或る女たちは顔に笑いを浮かべ、或る女たちは口で
譫言を言い、また喉をごろごろ鳴らしている女たちもいた。 (20.172)

　また顔を覆い隠している女たちや、口を開けたままでいる女たちがいた。或る女たち
は手足を投げ出し、或る女たちは口を歪めて開いていた。 (20.173)

　或る女たちはぎりぎりと歯噛みし、或る女たちは泣き顔を仰向けていた。或る女た
ちは床の上で肢体を転がし、或る女たちは寝台から転がっていた。 (20.174)
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　彼ら煩悩に悩む者は、槍の先端で串刺しにされる凶悪犯のように、この生存で刺し
貫かれる。彼ら老い衰えた者は、水の中の老いた象のように、ここで沈みゆく。
(20.191)

　愚か者は、海で難破した船のように、この生存で破滅する。彼ら愚か者は、山の崖
から落ちる盲人のように、ここで転落する。 (20.192)

　彼ら愚か者は、夏に干上がる池のように、この生存で干上がってしまう。彼ら愚か者
は、世界の終末に煙を上げ始める大地のように、ここで煙を上げる。 (20.193)

　彼ら愛欲に溺れた者は、密林の中の盲人のように、この生存でさ迷い歩く。彼ら愚
か者は、縛られた猿のように、ここでぐるぐる回り続ける。 (20.194)

　彼ら愛欲の者は、乾期の草木のように、この生存で萎れて朽ちる。彼ら愛欲の者は、
下弦の期間の月のように、ここで欠減してゆく。 (20.195)

　愚か者たちは、これらの女たちによって陶工の車輪のように激しく振り回される。愛
欲の者たちは、ガルダ（金翅鳥）に喰われる龍のように、これらの女たちに喰われてし
まう。 (20.196)

　彼ら男たちは、マカラ（怪魚）に呑まれる魚のように、これらの女たちに呑み込まれ
てしまう。彼ら男たちは、盗賊に襲われた商人のように、女たちに奪い尽くされる。
(20.197)

　彼ら男は、風に倒壊する巨木たちのように、美女たちによって破壊される。心強き者
であっても、毒蛇のようなこれらの女たちによって殺される。 (20.198)

　美味を卑しく求めた彼らは、蜜が塗られたカミソリのように［自分を傷つける］鋭
い傷を得る。放逸なる者たちは、これらの女たちによって、激流に流される木材のよう
に流されてゆく。 (20.199)

　彼ら愚か者たちは、糞尿の中で戯れ遊ぶ幼児のように、これらの女たちと戯れ遊
ぶ。高慢な者たちも、鉤棒で操られる象たちのように、これらの女たちに突かれ刺さ
れる。 (20.200)

　知恵ある者たちであっても、詐欺師に騙される愚か者のように、これらの女たちに欺
かれる。［彼らの］多くの徳性が、博打に溺れた者の財産のように、これらの女たち
によって失われる。 (20.201)

　聖人たちでさえも、羅刹女に喰われる商人たちのように、これらの女たちに喰われて
しまう。まるで餓鬼たちの世界のような所で、これらの女たちと共に楽しんで、一体ど
んな幸せがあるというのか。 (20.202)

　このように彼は比喩をもって考えながら、後宮のすべてを観察してから、自分自身の
身体に対しても嫌悪を感じ、眺め、次のように沈思した。 (20.203)

　不浄から生まれ出た不浄なるこの体に、何の美しいものがあろうか。不浄なものか
ら排出されて流れる、［不浄から］生まれた不浄そのものではないか。 (20.204)
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　『業』（カルマ）という畑から生じ、『渇愛』の水で育ったこの身体を、人々は輪廻
的生存において「有身見」をなして、私の体と思い込んでいる。 (20.205)

　私の体、肉体とは何か。それは血の種子から生じ、骨格で組み立てられ、腱で縛られ
ている。 (20.206)

　それは糞尿、涙、痰、汗、脳漿、血液をもつ容れ物であり、肉と皮に覆われ、歯や
爪や髪で飾られているものだ。 (20.207)

　それは糞と嘔吐との悪臭を放ち、病気の棲み処であり、老いという女羅刹の餌食で
あり、死神を満足させる食べ物である。 (20.208)

　一体、賢者の誰が、身体をこのように見て判断するなら、まるで仇敵の如くうまく
なだめ満足させることが難しいこの体が、自分の幸せの依り処であると思えよう
か。」 (20.209)

　このように、かの菩薩サルヴァールタシッダは、厭う心で、身体に対する憶念（身念
処）を保ちながら、禅定に集中して過ごした。 (20.210)

　–––この、私がかつて聞いたこと（或いは：行ったこと）が、今、私によって語られま
した。あなたもこれを聞いて、澄んだ心で随喜しなさい。 (20.211)

　この『後宮の観察』を聴聞して喜ぶ者たちは、それによって決して悪趣（悪い死後の
世界）へは行かず、必ず善趣（善き死後の世界）へ赴く。 (20.212)

　師がこのように説かれたのを聞いて、かのアショーカ王は｛或いは：善慧者アーナンダ
は｝「わかりました」と同意し、聴聞の衆と共に大いに喜んだ。 (20.213)

　後宮の女たちを見て出離を意欲する［という名の］品、第20章［終わる］。

　２．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第21章の校訂

　A 136b2(11) ; B 203a ; D 164a5 ; E has no leaf number (this chapter has 7 folios)

ath!'oka( {or: ath!nanda(} sa bh)pendra( {or: sadvijña(} s!ñjali( sa"pramodita( /

bhagavanta" tam arhanta" pra&atvaivam abrav#t // 21.1

bhadant!sau mah!sattva( katha" pur!d viniryayau /

tad bhav!n na( sam!khy!ya sambodhayitum arhati // 21.2

11. In Chapter 21, leaves 149a-151b are newly written leaves of A2, while the older leaves

preceding them belong to A.

　彼ら煩悩に悩む者は、槍の先端で串刺しにされる凶悪犯のように、この生存で刺し
貫かれる。彼ら老い衰えた者は、水の中の老いた象のように、ここで沈みゆく。
(20.191)

　愚か者は、海で難破した船のように、この生存で破滅する。彼ら愚か者は、山の崖
から落ちる盲人のように、ここで転落する。 (20.192)

　彼ら愚か者は、夏に干上がる池のように、この生存で干上がってしまう。彼ら愚か者
は、世界の終末に煙を上げ始める大地のように、ここで煙を上げる。 (20.193)

　彼ら愛欲に溺れた者は、密林の中の盲人のように、この生存でさ迷い歩く。彼ら愚
か者は、縛られた猿のように、ここでぐるぐる回り続ける。 (20.194)

　彼ら愛欲の者は、乾期の草木のように、この生存で萎れて朽ちる。彼ら愛欲の者は、
下弦の期間の月のように、ここで欠減してゆく。 (20.195)

　愚か者たちは、これらの女たちによって陶工の車輪のように激しく振り回される。愛
欲の者たちは、ガルダ（金翅鳥）に喰われる龍のように、これらの女たちに喰われてし
まう。 (20.196)

　彼ら男たちは、マカラ（怪魚）に呑まれる魚のように、これらの女たちに呑み込まれ
てしまう。彼ら男たちは、盗賊に襲われた商人のように、女たちに奪い尽くされる。
(20.197)

　彼ら男は、風に倒壊する巨木たちのように、美女たちによって破壊される。心強き者
であっても、毒蛇のようなこれらの女たちによって殺される。 (20.198)

　美味を卑しく求めた彼らは、蜜が塗られたカミソリのように［自分を傷つける］鋭
い傷を得る。放逸なる者たちは、これらの女たちによって、激流に流される木材のよう
に流されてゆく。 (20.199)

　彼ら愚か者たちは、糞尿の中で戯れ遊ぶ幼児のように、これらの女たちと戯れ遊
ぶ。高慢な者たちも、鉤棒で操られる象たちのように、これらの女たちに突かれ刺さ
れる。 (20.200)

　知恵ある者たちであっても、詐欺師に騙される愚か者のように、これらの女たちに欺
かれる。［彼らの］多くの徳性が、博打に溺れた者の財産のように、これらの女たち
によって失われる。 (20.201)

　聖人たちでさえも、羅刹女に喰われる商人たちのように、これらの女たちに喰われて
しまう。まるで餓鬼たちの世界のような所で、これらの女たちと共に楽しんで、一体ど
んな幸せがあるというのか。 (20.202)

　このように彼は比喩をもって考えながら、後宮のすべてを観察してから、自分自身の
身体に対しても嫌悪を感じ、眺め、次のように沈思した。 (20.203)

　不浄から生まれ出た不浄なるこの体に、何の美しいものがあろうか。不浄なものか
ら排出されて流れる、［不浄から］生まれた不浄そのものではないか。 (20.204)
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ity *a'okodita" {or: !nandodita"} 'rutv! so 'rhan yatir mah!muni( /

a'oka" {or: !nanda"} ta" sabh!" c!pi sampa'yann evam !di'at // 21.3

'+&u r!jan {or: '+&v !nanda} sam!dh!ya yath!sau nirgata( pura( /

tath!ha" te 'bhivak%y!mi yu%m!n sarv!n prabodhane // 21.4

tad! 'sau 'r#mah!sattva( sa"bodhinihit!'aya( /

nirgantu" samaya" pa'ya"s tasthau 'ayy!san!'rita( // 21.5

tam evam !'rita" d+%*v! dev!s te gaga&!'rit!( /

dharmac!ri&am !mantrya pr!hur eva" samutsuk!( // 21.6 ≈ L 209.2; H ii,66.19-20

ki" m!r%a bodhisattvo 'ya" 'ayy!sanasam!'rita( /

anudvigno vilokya str#rakta iva ni%#dati // 21.7 ≈ L 209.3-4; H ii,68.1-2

ga"bh#ro 'ya" yath!mbhodhis tat ko 'sya manyate mana( /

m! khalu vi%aye citta" ni(sa,gasy!sya sajjate // 21.8 ≈ L 209.4-6; H ii,68.2-4

asa"codita e%a 'r#sukh!sakto 'marai( khalu /

vismaret tat pratijñ!ta" yat svaya" p)rvajanmasu // 21.9 ≈ L 209.6-7; H ii,68.4-5

tac chrutv! dharmac!r# sa devaputro vilokya t!n /

devaputr!n sam!mantrya sampa'yann evam abrav#t // 21.10 ≈ L 209.8; H ii,68.6

kim asya manyate citta" bodhicary!vrata" pur! /

carato ni(sa,gat! d!ne yu%m!bhir abhid+'yate // 21.11 ≈ L 209.8-9; H ii,68.6-8

kim atra punar etarhi caramabhavajanmana( /

asya sa"bodhisattvasya sa,go bhave bhaved api // 21.12 ≈ L 209.9-10; H ii,68.8-9

n)nam eva mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

svapratijñ!m anusm+tv! ni%kramed api s!mpratam // 21.13

iti tatkathita" 'rutv! sarve te trida'! mud! /

ni%kramanta" mah!sattva" ta" dra%*u" samup!'rayan // 21.14

tad! sarv!rthasiddho 'sau bodhisattva( samutthita( /

garbh!g!r!d vini%kramya *pr!s!de paripr!carat // 21.15 ≈ L 209.11-12; H ii,70.1-2

tatra sa samup!'ritya p)rvamukha( k+t!ñjali( /

sarv!n buddh!n anusm+tv! natv!k!'a" vyalokayat // 21.16 ≈ L 209.12-15; H ii,70.2-6

tatr!k!se sam!lokya devendra" samupasthitam /

p)jopac!rasa"yuktadevasa"ghasamanvitam // 21.17 ≈ L 209.15-18; H ii,70.6-9

caturo lokap!l!"' ca svasvasainyabal!nvit!n /

kinnar!n r!k%as!n siddh!n s!dhy!n vidy!dhar!n api // 21.18 ≈ L 209.18-21; H ii,70.9-12

sarv!s t!r!grah!"' c!pi garu-!n n!g!dhip!n api /

s!psarodevakany!' ca savismay!bhinandit!( // 21.19 ≈ L 209.21-210.1; H ii,70.13-14

ni'#the pu%yanak%atra upasthite sam#k%ya sa( /

bodhisattva( sam!mantrya chandakam evam !di'at // 21.20 ≈ L 210.1-3; H ii,70.14-15

chandaka yat suh+n me 'si tac ch+&u vacana" hitam /

suh+d dhi sarvak!rye%u sv!mino hitam !caret // 21.21 ≈ L 210.4-5; H ii,70(vs.)30
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yad vibodhivrata" dh+tv! pratijñ!ta" may! pur! /

jagaddhite 'dhun! sarva" p)rayitum samutsahe // 21.22

yadi te 'sti mayi sneha( saddharme c!bhiv!ñchasi /

kanthakam a'vam !n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.23

iti tena sudh#re&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

chandako ''ruvilipt!sya( sampa'yann evam abrav#t // 21.24 ≈ L 210.6; H ii,72.3

n!tha sv!minn ardhar!tre kutra gantu" samicchasi /

yady asti te mayi snehas tat satya" samup!di'a // 21.25 ≈ L 210.7-8; H ii,72(vs.)31

iti taduktam !kar&ya bodhisattva( sa sanmati( /

chandaka" suh+da" bh+tya" sampa'yann evam !di'at // 21.26 ≈ L 210.14; H ii,72.15

'+&u sakhe sam!dh!ya yadarthe r!jyani(sp+ha( /

sarv!n parigrah!"s tyaktv! pravrajitu" samutsahe // 21.27 ≈ L 210.15-17; H ii,72(vs.)33ab

yad bodhipra&idhi" dh+tv! bodhicary!vrata" caran /

s!tmaparigraha" dattv! d!nap!ramit!" gata( // 21.28

tata( '#lavi'uddh!tm! sa"bodhinihit!'aya( /

pu&yak%etre%u t#rthe%u sarvatra vratam !caran // 21.29 ≈ L 210.18-19; H ii,74(vs.)33c

tata( k%!ntivrata" dh+tv! sarvasattvahit!'aya( /

caturbrahmacari" dh+tv! sam!hita( sad![137a]caran // 21.30

tato v#ryamahots!ha" dh+tv! saddharmal!lasa( /

sarvasattvahit!rth!ni k+tv!caran sad! 'ubham // 21.31

tata( sam!dhi'uddh!tm! ni(kle'avimalendriya( /

buddh!n sm+tv! jagadbhadra" dhy!tv! ti%*han sam!hita( // 21.32

tata( prajñ!mah!ratnabhadra'r#sadgu&!ptav!n /

mah!sattvo jagadbhart! bhav!mi sugat!tmaja( // 21.33 ≈ L 210.18-19; H ii,74(vs.)33c

tan me sarva" prasidhyeta pra&idh!na" jagaddhite /

sarvop!yavidh!nair hi sarv!n sattv!n prabodhayan // 21.34 ≈ L 210.20-21; H ii,74(vs.)33d

bodhim!rge%u sa"sth!pya c!rayeya" sad! 'ubham /

ato m!r!n vinirjitya sambodhi" pr!ptum utsahe // 21.35

etan me 'bh#psita" k!rya" matv!numodit!'aya( /

kanthaka" samup!n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.36

iti tena sam!di%*a" bodhisattvena saddhiy! /

'rutv! sa chandako d!so vi%a&&!tmaivam abrav#t // 21.37 ≈ L 211.1; H ii,74.6

!ryasv!min bhav!ñ j!tam!tra eva vicak%a&ai( /

nimittajñai( sam!lokya sam!di%*a" ni'amyate // 21.38 ≈ L 211.1-4; H ii,74.6-9

aya" 'i'ur mah!sattva( sarvalak%a&ama&-ita( /

cakravart# mah#ndra( sy!t saptaratnai( samanvita( // 21.39 ≈ L 211.5-6; H ii,74(vs.)34

kum!ro 'pi mah!bhijña( sarvavidy!gu&!dhipa( /

prav!divijay# vijño bhavet sarvahit!rthabh+t // 21.40

ity *a'okodita" {or: !nandodita"} 'rutv! so 'rhan yatir mah!muni( /

a'oka" {or: !nanda"} ta" sabh!" c!pi sampa'yann evam !di'at // 21.3

'+&u r!jan {or: '+&v !nanda} sam!dh!ya yath!sau nirgata( pura( /

tath!ha" te 'bhivak%y!mi yu%m!n sarv!n prabodhane // 21.4

tad! 'sau 'r#mah!sattva( sa"bodhinihit!'aya( /

nirgantu" samaya" pa'ya"s tasthau 'ayy!san!'rita( // 21.5

tam evam !'rita" d+%*v! dev!s te gaga&!'rit!( /

dharmac!ri&am !mantrya pr!hur eva" samutsuk!( // 21.6 ≈ L 209.2; H ii,66.19-20

ki" m!r%a bodhisattvo 'ya" 'ayy!sanasam!'rita( /

anudvigno vilokya str#rakta iva ni%#dati // 21.7 ≈ L 209.3-4; H ii,68.1-2

ga"bh#ro 'ya" yath!mbhodhis tat ko 'sya manyate mana( /

m! khalu vi%aye citta" ni(sa,gasy!sya sajjate // 21.8 ≈ L 209.4-6; H ii,68.2-4

asa"codita e%a 'r#sukh!sakto 'marai( khalu /

vismaret tat pratijñ!ta" yat svaya" p)rvajanmasu // 21.9 ≈ L 209.6-7; H ii,68.4-5

tac chrutv! dharmac!r# sa devaputro vilokya t!n /

devaputr!n sam!mantrya sampa'yann evam abrav#t // 21.10 ≈ L 209.8; H ii,68.6

kim asya manyate citta" bodhicary!vrata" pur! /

carato ni(sa,gat! d!ne yu%m!bhir abhid+'yate // 21.11 ≈ L 209.8-9; H ii,68.6-8

kim atra punar etarhi caramabhavajanmana( /

asya sa"bodhisattvasya sa,go bhave bhaved api // 21.12 ≈ L 209.9-10; H ii,68.8-9

n)nam eva mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

svapratijñ!m anusm+tv! ni%kramed api s!mpratam // 21.13

iti tatkathita" 'rutv! sarve te trida'! mud! /

ni%kramanta" mah!sattva" ta" dra%*u" samup!'rayan // 21.14

tad! sarv!rthasiddho 'sau bodhisattva( samutthita( /

garbh!g!r!d vini%kramya *pr!s!de paripr!carat // 21.15 ≈ L 209.11-12; H ii,70.1-2

tatra sa samup!'ritya p)rvamukha( k+t!ñjali( /

sarv!n buddh!n anusm+tv! natv!k!'a" vyalokayat // 21.16 ≈ L 209.12-15; H ii,70.2-6

tatr!k!se sam!lokya devendra" samupasthitam /

p)jopac!rasa"yuktadevasa"ghasamanvitam // 21.17 ≈ L 209.15-18; H ii,70.6-9

caturo lokap!l!"' ca svasvasainyabal!nvit!n /

kinnar!n r!k%as!n siddh!n s!dhy!n vidy!dhar!n api // 21.18 ≈ L 209.18-21; H ii,70.9-12

sarv!s t!r!grah!"' c!pi garu-!n n!g!dhip!n api /

s!psarodevakany!' ca savismay!bhinandit!( // 21.19 ≈ L 209.21-210.1; H ii,70.13-14

ni'#the pu%yanak%atra upasthite sam#k%ya sa( /

bodhisattva( sam!mantrya chandakam evam !di'at // 21.20 ≈ L 210.1-3; H ii,70.14-15

chandaka yat suh+n me 'si tac ch+&u vacana" hitam /

suh+d dhi sarvak!rye%u sv!mino hitam !caret // 21.21 ≈ L 210.4-5; H ii,70(vs.)30
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tato yuv! sam!lokya sarv!n sattv!n bhav!'rit!n /

kle'!bhim!nino du%*!n k!ru&y!bhihat!'aya( // 21.41 ≈ L 211.7; H ii,74(vs.)35ab

r!jy!'rama" parityajya van!'rame sam!'rayan /

du%karatapas! jitv! sarv!n api tapasvina( // 21.42

sarv!n m!raga&!ñ jitv! pari'uddhatrima&-ala( /

arhan sambodhim !s!dya sambuddhapadam !pnuy!t // 21.43 ≈ L 211.8; H ii,74(vs.)35cd

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad bhadramaya" k+tv! nirv+ti" samav!pnuy!t // 21.44

iti te%!" suvijñ!n!" nimittajñ!nav!din!m /

satyam eva bhavadv!kyam anyath! na bhavaty api // 21.45 ≈ L 211.9-10; H ii,74.19-20

ki" tu sv!min bhav!"s t!vat t!ru&yadaharo yuv! /

r!jy!'rame sam!'ritya praj!rak%!vrata" caran // 21.46

sarvasattva'ubha" k+tv! sarvad!tra samantata( /

yath! k!ma" sukha" bhuktv! sa"ramasva surendravat // 21.47

yac c!nye bahava( santo r!jalak%m#sukhepsava( /

vividh!ni vrat!ny eva" tap!"si vivi[137b]dh!ny api // 21.48 ≈ L 211.10-14; H ii,76.1-5

dh+tv! jin!mbar!( k%#&!s t+&apar&ajal!'ina( /

'uddha'#l!( sam!dh!ya sa"carante sayauvane // 21.49

taddaiv!d bhavat! labdha" r!jalak%m#sukha" mahat /

tad anya" ki" mahat saukhya" labdhu" tapovrata" care( // 21.50 ≈ L 211.14-15; H ii,76.4-5

ida" te nagara" ramya" devendrapurasa"nibham /

r!jya" sph#ta" subhik%a" ca rama&#ya" suma,galam // 21.51 ≈ L 211.15-16; H ii,76.5-6

udy!n!ni bah)ny atra rama&#y!ni santi te /

sarvatra phalapu%p!dyair drumai( sa"'obhit!ny api // 21.52 ≈ L 211.16-17; H ii,76.6-8

pu%kari&yo 'py anek!' ca padmotpal!di'obhit!( /

a%*!,gagu&asampannajalap)r&! manoram!( // 21.53 ≈ L 211.17-21; H ii,76.8-12

pr!s!d! mandir! ramy! vaijayantamanoram!( /

sarvatra sukhasa"v!s!( sarv!la"k!ra'obhit!( // 21.54 　　≈ L 211.21-212.3; H ii,76.12-16

et!' caranti te bh!ry!( sa"v+tti" dharmac!rik!( /

bhadra'r#gu&asampann!( pari'uddhendriy!'ray!( // 21.55 ≈ L 212.3-5; H ii,76.16-19

sampado 'pi sam+ddh!s te sarvadravy!bhip)rik!( /

sarvabhogyaras! p)r&!( 'r#dasyeva mahattar!( // 21.56

v!han!ny api sarv!&i rath!ni vividh!ny api /

chattradhvajapat!k!disa"'obhit!ni santi te // 21.57

yoddh+sainy!dhip! v#r!( sarv!stra'astrakovid!( /

sv!midharm!nusa"rakt! asa"khyey!' ca santi te // 21.58

sarve 'py ete mah#p!l!( suh+das te sah!yak!( /

sev!dharm!nusa"dh!n!( sneh!nuraktam!nas!( // 21.59
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eko 'pi te ripur n!sti sarve 'p#%*asuh+ttam!( /

d!syo d!s!' ca sarve 'pi bh+ty!' ca te priya"kar!( // 21.60

sarve ca mantri&o 'm!ty!( saciv! ye sah!yak!( /

jan!( paur!( praj!' c!pi bhavad!jñ!'irovah!( // 21.61

jñ!tayo b!ndhav!' c!nye sarve 'pi te suh+ttam!( /

arthisa"gh!' ca sarve 'pi suh+das te hita"kar!( // 21.62

et!s te sa"pada( sv!min dev!n!m api durlabh!( /

katha" tvay! parity!jy!( pratilabhy!( puna( kuha( // 21.63

tad bhav!"s taru&o y!vat t!vad r!jy!'ram!'rita( /

sabh!rya( svakule'!nam abhyarcya prabhajan nama // 21.64 　　≈ L 212.5-8; H ii,76.19-78.1

dattv!rthibhyo yath!k!ma" bhuñj!no bhogyam #[138a]psitam /

k!nt!bhi( saha sa"rakta( k!ma" bhuktv! sukha" rama // 21.65

yad! bhav!ñ jar!kr!ntadeho vi%ayani(sp+ha( /

tad! r!jy!'rama" tyaktv! van!'ramasam!'rita( // 21.66 　　≈ L 212.10-11; H ii,78(vs.)36

municary!vrata" dh+tv! sam!dhinihit!'aya( /

dhy!nasaukhya" prabhuñj!na( sa"carat!" sam!hita( // 21.67

iti tena subh+tena chandakena niveditam /

ni'amya bodhisattvo 'sau k%a&a" dhy!tv! vilokayan // 21.68

chandaka" ta" sam!lokya bhart+sev!nur!ginam /

sampa'yan samup!lokya s!daram evam !di'at // 21.69

sakhe satya" tvay!khy!ta" hit!rthe me 'nuc!ri&! /

tath!pi samabhipr!ya" '+&u me kathyate may! // 21.70

anitya" bhavasa"sk!ram adhruvam anavasthitam /

a'!'vatam as!ra" ca vipari&!madharmikam // 21.71 ≈ L 212.12-13; H ii,78.8-9

capala" pradruta" vegi'ailanad#jala" yath! /

bha,guram acirasth!yi t+&apattr!mbubinduvat // 21.72 ≈ L 212.13-14; H ii,78.9-10

rikta" tuccha" k%a&adhva"si kadal#skandhadurbalam /

!mabh!janasa"k!'a" k%a&abhedi hy ani%*hitam // 21.73 ≈ L 212.14-15; H ii,78.10-11

'aradabhranibha" vidyutsad+'am acirasthiti /

m!y!mar#cisvapn!bhasad+'a" k%a&adar'anam // 21.74 ≈ L 212.15-20; H ii,78.12-17

iti d+%*v! na me citta" sa"sk!re ratim icchati /

rati( k!m!lay! kle'adu(kham)l! bhay!kar! // 21.75

sara&a( sabhaya( k!ma( sama&ik+%&asarpavat /

ambhobdhir iva du(p)ra( k%!r!mbuvat t+%!kara( // 21.76 ≈ L 212.20-213.3; H ii,78.17-21

samadhukhadgadh!reva kala,ka' ca kalir yath! /

iti k+%&!kara( k!mo m#-hagha*o yath!'uci( // 21.77 ≈ L 213.5; H ii,80(vs.)37ab

sadbhi( 'uddh!'ayai( pr!jñair vigarhito vivarjita( /

iti vijñ!ya me citta" ratibhoga" na v!ñchate // 21.78 ≈ L 213.6; H ii,80(vs.)37cd

tato yuv! sam!lokya sarv!n sattv!n bhav!'rit!n /

kle'!bhim!nino du%*!n k!ru&y!bhihat!'aya( // 21.41 ≈ L 211.7; H ii,74(vs.)35ab

r!jy!'rama" parityajya van!'rame sam!'rayan /

du%karatapas! jitv! sarv!n api tapasvina( // 21.42

sarv!n m!raga&!ñ jitv! pari'uddhatrima&-ala( /

arhan sambodhim !s!dya sambuddhapadam !pnuy!t // 21.43 ≈ L 211.8; H ii,74(vs.)35cd

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad bhadramaya" k+tv! nirv+ti" samav!pnuy!t // 21.44

iti te%!" suvijñ!n!" nimittajñ!nav!din!m /

satyam eva bhavadv!kyam anyath! na bhavaty api // 21.45 ≈ L 211.9-10; H ii,74.19-20

ki" tu sv!min bhav!"s t!vat t!ru&yadaharo yuv! /

r!jy!'rame sam!'ritya praj!rak%!vrata" caran // 21.46

sarvasattva'ubha" k+tv! sarvad!tra samantata( /

yath! k!ma" sukha" bhuktv! sa"ramasva surendravat // 21.47

yac c!nye bahava( santo r!jalak%m#sukhepsava( /

vividh!ni vrat!ny eva" tap!"si vivi[137b]dh!ny api // 21.48 ≈ L 211.10-14; H ii,76.1-5

dh+tv! jin!mbar!( k%#&!s t+&apar&ajal!'ina( /

'uddha'#l!( sam!dh!ya sa"carante sayauvane // 21.49

taddaiv!d bhavat! labdha" r!jalak%m#sukha" mahat /

tad anya" ki" mahat saukhya" labdhu" tapovrata" care( // 21.50 ≈ L 211.14-15; H ii,76.4-5

ida" te nagara" ramya" devendrapurasa"nibham /

r!jya" sph#ta" subhik%a" ca rama&#ya" suma,galam // 21.51 ≈ L 211.15-16; H ii,76.5-6

udy!n!ni bah)ny atra rama&#y!ni santi te /

sarvatra phalapu%p!dyair drumai( sa"'obhit!ny api // 21.52 ≈ L 211.16-17; H ii,76.6-8

pu%kari&yo 'py anek!' ca padmotpal!di'obhit!( /

a%*!,gagu&asampannajalap)r&! manoram!( // 21.53 ≈ L 211.17-21; H ii,76.8-12

pr!s!d! mandir! ramy! vaijayantamanoram!( /

sarvatra sukhasa"v!s!( sarv!la"k!ra'obhit!( // 21.54 　　≈ L 211.21-212.3; H ii,76.12-16

et!' caranti te bh!ry!( sa"v+tti" dharmac!rik!( /

bhadra'r#gu&asampann!( pari'uddhendriy!'ray!( // 21.55 ≈ L 212.3-5; H ii,76.16-19

sampado 'pi sam+ddh!s te sarvadravy!bhip)rik!( /

sarvabhogyaras! p)r&!( 'r#dasyeva mahattar!( // 21.56

v!han!ny api sarv!&i rath!ni vividh!ny api /

chattradhvajapat!k!disa"'obhit!ni santi te // 21.57

yoddh+sainy!dhip! v#r!( sarv!stra'astrakovid!( /

sv!midharm!nusa"rakt! asa"khyey!' ca santi te // 21.58

sarve 'py ete mah#p!l!( suh+das te sah!yak!( /

sev!dharm!nusa"dh!n!( sneh!nuraktam!nas!( // 21.59
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tad aha" bodhisa"pr!ptyai pravrajitu" samutsahe /

iti matv! sah!yas tva" bhava me bodhis!dhane // 21.79

kanthaka" tad up!n#ya sahas! sa"prayaccha me /

etatpu&y!nubh!vena tvam api nirmalendriya( /

bhadra'r#sadgu&!dh!ro bodhisattvo bhaver api // 21.80

iti tena su[138b]dh#re&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

chandako ''ruvir)k%!k%a( sampa'yann evam abrav#t // 21.81 　≈ L 213.7-8; H ii,80.7-8

bho sv!min katham ajño 'si yat tva" bh!ry!m im!" sat#m /

mahi%#" rama&#" k!nt!" parityaktu" samicchasi // 21.82

im!' ca sakal!( k!nt!s tava dharm!nuc!rik!( /

pativrat!( subhadr!,g!( katha" tyaktu" samicchasi // 21.83

veda'!str!dhipa( '!st! so 'pi bh!ry!samanvita( /

brahmacary!vrata" dh+tv! pracarate tapo vane // 21.84

'iroja*o mahe'!na( so 'pi 'aktisamanvita( /

yogacary!vrata" dh+tv! sa"carate jagaddhite // 21.85

vi'vambharo harir vi%&u( so 'pi lak%m#samanvita( /

rañjayan sasur!"l lok!n sarv!n p!ti sad! 'ubhe // 21.86

eva" lok!dhip!( sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

svasvakulavrata" dh+tv! sa"carante sad! 'ubhe // 21.87

+%ayo 'pi tath! sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

svasvakulavrata" dh+tv! sa"carante tapovane // 21.88

eva" santo n+p!( sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

tapovane sam!'ritya sa"carante munivratam // 21.89

eva" vijñ!ya r!jendra yadi sa"bodhim icchasi /

'akty! saha sam!dh!ya sa"carasva kulavratam // 21.90

'akty! vin! na sidhyanti sarv!&y api vrat!ni hi /

sarv!&y api ca yajñ!ni tap!"si vividh!ny api // 21.91

iti sv!min parijñ!ya ya'odhar!m im!" sat#m /

mahi%#" bhadrik!" bh!ry!" prabodhayitum arhati // 21.92

en!" 'akti" sat#" bh!ry!" paribodhya pras!dayan /

sarv! et!' ca te bh!ry! paribodhya pras!dayan // 21.93

yady et! api sarv!s te icchanti caritu" vratam /

et!bhir api 'aktibhi( sa"carasva saha vratam // 21.94

yadi sarv! na v!ñchanti y! y! icchanti te vratam /

t!bhi( saha sam!dh!ya sa"carasva yathepitam // 21.95

t!sv ek!pi vrata" k! cin na v!ñchati tvay! saha /

ek!" ya'odhar!m eva prabodhayitum arhati // 21.96

et!" 'r#mahi%#" dev#" prabodhayan pras!dhayan /
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tadanujñ!" sam!d!ya pravrajasva yathepsitam // 21.97

tath! cet te sad! bhadra" sarvatr!pi bhaved dhruvam /

iti matv! tath! t!vad r!jacary!vrata" cara // 21.98

iti tenodita" 'rutv! bodhisattva( sa sarvavit /

prabodhita iv!lokya chandakam evam abrav#t // 21.99

chandaka yat sah!yo 'si tat tva" yath!tra bh!%ase /

tath! sarva" kari%y!mi ya'odhar!" prabodhaya // 21.100

sarv!s t! api k!nt! me bodhayitv! prayatnata( /

sahas!tra sam!n#ya pramodaya pras!dayan // 21.101

aham api sam!lokya sarv! et!( priy! mama /

bodhayitv! prasann!s t!( kari%y!my anumodit!( // 21.102

ity eva" sv!min!di%*a" 'rutv! sa chandako mud! /

tatheti t!" sam!lokya ya'odhar!" tath!vadat // 21.103

bho devi sv!min!h)t! tat sahas! samutthit! /

purata( samup!s+tya sv!mina" dra%*um arhati // 21.104

ity !h)te 'pi ten!sau ya'odhar! prasuptit! /

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy! hy ati%*hata // 21.105

tata( sa chandako gatv! sv!mino rama&#( priy!( /

sam!hv!tum up!s+tya sarv!s t!( samalokayat // 21.106

k!'cic chayy!san!'#n!( kare nive'ya ga&-akam /

v#&!" vih!ya nidr!d y!( prakupit! iv!sthit!( // 21.107 ≈ L 206.12-13; H ii,60.12

(deletion of 2 p!das)(12)

k!'cin m+da,gam !li,gya bhuj!bhy!" vallabha" yath! /

nidr!bhikr!ntace%*!' ca 'ayit! bh)tale 'par!( // 21.108 ≈ L 206.12; H ii,60.11-12

*par! vik#r&ah!r!,g! vibhra%*aku&-al!nan!( / 

.... (deletion) .... r[a]nat!'ray!( /(13)

k!'cid bhujalat!p!'air upaguhya parasparam // 21.109 ≈ L 206.4-5; H ii,60.3

k!'cit sakh#" yath!li,gya prasupt! pariv!din#m /

k!'cit *pa**!vak+%*!"'! *nim#litad+'o 'par!( /

ardhani['!] ...(traces of deletion)... [tsa]kucit!nan!((14) // 21.110

12. There is a long blank space here in the manuscript A, which appears to be the result of the

deletion of 2 p!das (approximately 16 ak%aras) by the scribe of A.

13. Here in A there is also a blank space of 2 p!da that has been deleted, but only the last 5

letters remain.

14. In A some letters have also been deleted here, with only the first 3 ak%aras and the last 6

tad aha" bodhisa"pr!ptyai pravrajitu" samutsahe /

iti matv! sah!yas tva" bhava me bodhis!dhane // 21.79

kanthaka" tad up!n#ya sahas! sa"prayaccha me /

etatpu&y!nubh!vena tvam api nirmalendriya( /

bhadra'r#sadgu&!dh!ro bodhisattvo bhaver api // 21.80

iti tena su[138b]dh#re&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

chandako ''ruvir)k%!k%a( sampa'yann evam abrav#t // 21.81 　≈ L 213.7-8; H ii,80.7-8

bho sv!min katham ajño 'si yat tva" bh!ry!m im!" sat#m /

mahi%#" rama&#" k!nt!" parityaktu" samicchasi // 21.82

im!' ca sakal!( k!nt!s tava dharm!nuc!rik!( /

pativrat!( subhadr!,g!( katha" tyaktu" samicchasi // 21.83

veda'!str!dhipa( '!st! so 'pi bh!ry!samanvita( /

brahmacary!vrata" dh+tv! pracarate tapo vane // 21.84

'iroja*o mahe'!na( so 'pi 'aktisamanvita( /

yogacary!vrata" dh+tv! sa"carate jagaddhite // 21.85

vi'vambharo harir vi%&u( so 'pi lak%m#samanvita( /

rañjayan sasur!"l lok!n sarv!n p!ti sad! 'ubhe // 21.86

eva" lok!dhip!( sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

svasvakulavrata" dh+tv! sa"carante sad! 'ubhe // 21.87

+%ayo 'pi tath! sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

svasvakulavrata" dh+tv! sa"carante tapovane // 21.88

eva" santo n+p!( sarve svasvabh!ry!samanvit!( /

tapovane sam!'ritya sa"carante munivratam // 21.89

eva" vijñ!ya r!jendra yadi sa"bodhim icchasi /

'akty! saha sam!dh!ya sa"carasva kulavratam // 21.90

'akty! vin! na sidhyanti sarv!&y api vrat!ni hi /

sarv!&y api ca yajñ!ni tap!"si vividh!ny api // 21.91

iti sv!min parijñ!ya ya'odhar!m im!" sat#m /

mahi%#" bhadrik!" bh!ry!" prabodhayitum arhati // 21.92

en!" 'akti" sat#" bh!ry!" paribodhya pras!dayan /

sarv! et!' ca te bh!ry! paribodhya pras!dayan // 21.93

yady et! api sarv!s te icchanti caritu" vratam /

et!bhir api 'aktibhi( sa"carasva saha vratam // 21.94

yadi sarv! na v!ñchanti y! y! icchanti te vratam /

t!bhi( saha sam!dh!ya sa"carasva yathepitam // 21.95

t!sv ek!pi vrata" k! cin na v!ñchati tvay! saha /

ek!" ya'odhar!m eva prabodhayitum arhati // 21.96

et!" 'r#mahi%#" dev#" prabodhayan pras!dhayan /
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k!'cit prak#r&ake'!' ca vik#r&akusumasraja( /

jaghanamuktavastr!' ca vibhra%*abh)%a&!'ray!( // 21.111 ≈ L 206.4; H ii,60.2-3

apar! hr#viyukt!' ca k%ipt!,ghrihastavigrah!( /

anim#litakund!bhani ....(deletion)....(15) // 21.112 ≈ L 206.9; H ii,60.8

viv+t!syapu*!( k![139b]'cin madagh)r&italocan!( /

k!'cid viv+ttasarv!,g!( sravall!l!kul!nan!( // 21.113 ≈ L 206.5-7; H ii,60.4-5

k!'cit pragh+%*adant!' ca pral!panirgat!nan!( /

sa"prak!'itaguhy!' ca k!'cid gat!susa"nibh!( // 21.114 ≈ L 206.8; H ii,60.6-7

eva" t!( sakal! r!m! ni'ce%*!( parimohit!( /

vik+t! bh#%a&!k!r! m+t!( pret!laye yath! // 21.115 ≈ L 206.15-16; H ii,60.15-16

*sa t!( sarv! m+t!k!r! abh#k%ya bhinnam!nasa( /

puna( pa'yan mahacchabdair !h)ya muhur !carat // 21.116

!hute 'pi mahacchabdair chandakena muhur muhu( /

ek!pi tadrava" 'rutv! naiva j!gartim !yayau // 21.117

eva" sarv! vice%*!s t! d+%*v! sa chandaka( puna( /

v#k%ya 'a,k!vi%a&&!tm! manasaiva" vyacintayat // 21.118

yad im!( sakal! r!m! nidr!kr!nt!bhimohit!( /

eva" may! sam!h)te 'py ek!pi na samutthit! // 21.119

n)na" dev!nubh!vena sarv! et! pramohit!( /

prasv!panamah!nidr! ni'ce%*! abhi'erate // 21.120

iti ni'citya sa"vigna' chandaka( sa vi%!dita( /

sv!mina" samup!s+tya s!ñjalir evam abrav#t // 21.121

n)na" dev!nubh!vena sarv! et! pramohit!( /

k%a&!d dhi pratibudhyerann anusm+tya tava priy!( // 21.122

yadait!( supriy!( k!nt!s tava bh!ry! vinidrit!( /

tad! sarv!( samutth!ya pr!gaccheyur ih!dhun! // 21.123

sarv! api sam!lokya sud+'!bhivinodayan /

bodhayitv! 'ubhe dharme pr!c!raya niyojayan // 21.124

tatas t!bhi( sah!rakto y!vad yuv! pramodita( /

kulacary!vrata" dh+tv! sa"carasva g+he sukhe // 21.125 ≈ L 212.5-7; H ii,76.19-21

#d+cchr#sukhasa"pattir durlabh! tribhave%v api /

sarvair lok!dhipai' c!pi sa"pr!ptum abhiv!ñchyate // 21.126

ak%aras remaining.　Here in A, 5 or 6 ak%aras following ardhani('!?) are also erased, leaving the

space blank.

15. A has a blank space in p!da d by deletion by the scribe.
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tva" tv #d+cchr#sukh!pann!( sampatt#s tava daivata( /

*sambh)t!s t+&avat tyaktv! pravrajitu" samicchasi // 21.127

sarve santa( pum!"so hi mahacchr#sukhal!las!( /

van!'rame sam!'ritya pracaranti tapovratam // 21.128 ≈ L 211.11-13; H ii,76.1-3

tva" tu pr!pt!" 'riya" hitv! tapa' caritum icchasi /

etanma[140a]hattar# lak%m# kutra sampatsyate tvay! // 21.129 ≈ L 211.14-15; H ii,76.4-5

r!jya" te p+thiv# sarv! sarve n+p!' ca sevak!( /

saptaratn!ni te santi sampada( 'r#bhar!dhik!( // 21.130 ≈ L 211.15-16; H ii,76.5-6

h! y!( *striya( sahasr!s te sarv!( 'r#ratisa"nibh!( /

catura'#tisahasr!' ca d!syas te 'ara&!'rit!( // 21.131 ≈ L 212.3-5; H ii,76.16-19

pr!s!danilay! r!m! vaijyayantasamuttam!( /

sarv!&y api ca bhojy!ni santi te suras!ni ca // 21.132

sarv!&y api suvastr!&i divy!la"kara&!ny api /

dravy!ni santi sarv!&i ki" n!sti te mah#pate( // 21.133

#d+'#r api sampatt#s tyaktv! vrajitum icchasi /

kim anyat tapas!labdhum icchasi s!mprata" puna( // 21.134

yadi gantu" sam#cch! te sa"caritu" vane vratam /

yad! v+ddh!s tad!'ritya vane vrata" caremahi // 21.135

y!vad yuv! mah!r!ja t!vad r!jye sam!'rita( /

yath!k!ma" sukha" bhuktv! k!nt!bhi( saha sa"raman // 21.136

d!na" dattv! praj! rak%a kulavrata" sam!cara /

eva" cen na( sad! bhadra" sarvatr!pi bhaved dhruvam // 21.137

iti tena sum!nena chandakena niv!ditam /

'rutv! sarv!rthasiddho 'sau punar evam abh!%ata // 21.138

chandak!nekakaly!&ik!m! bhukt! may! pur! /

kle'adu(kh!kar! du%*! jar! rog!ntadu(khad!( // 21.139

k!mahetor asa"khyey!s t!-anabandhan!day!( /

hastap!d!diched!didu(kh! bhukt! may! pur! // 21.140

k!m!rthe 'ha" pur!rakta( kle'avy!kulam!nasa( /

agamy!ni ca karm!&i k+tv!cara" pram!data( // 21.141

da'ap!p!bhisa"rakto bhuktv! k!ma" sad!caran /

etatp!p!bhilipt!tm! kle'avy!kulitendriya( // 21.142

bh)yo 'bhik!masa"rakta( saddharm!&y api nindayan /

d!ru&ap!pakarm!&i prak+tv! pr!caran bhave // 21.143

etatp!pair mah!t#vradu(kh!gnid!hitendriya( /

narake%v api sarvatra patito du(khabhuktav!n // 21.144

n!n!du(kh!gnisa"tapto 'tyasahyavedan!hata( /

anut!p!bhitapt!tm! tasthau vihatam!nasa( // 21.145

k!'cit prak#r&ake'!' ca vik#r&akusumasraja( /

jaghanamuktavastr!' ca vibhra%*abh)%a&!'ray!( // 21.111 ≈ L 206.4; H ii,60.2-3

apar! hr#viyukt!' ca k%ipt!,ghrihastavigrah!( /

anim#litakund!bhani ....(deletion)....(15) // 21.112 ≈ L 206.9; H ii,60.8

viv+t!syapu*!( k![139b]'cin madagh)r&italocan!( /

k!'cid viv+ttasarv!,g!( sravall!l!kul!nan!( // 21.113 ≈ L 206.5-7; H ii,60.4-5

k!'cit pragh+%*adant!' ca pral!panirgat!nan!( /

sa"prak!'itaguhy!' ca k!'cid gat!susa"nibh!( // 21.114 ≈ L 206.8; H ii,60.6-7

eva" t!( sakal! r!m! ni'ce%*!( parimohit!( /

vik+t! bh#%a&!k!r! m+t!( pret!laye yath! // 21.115 ≈ L 206.15-16; H ii,60.15-16

*sa t!( sarv! m+t!k!r! abh#k%ya bhinnam!nasa( /

puna( pa'yan mahacchabdair !h)ya muhur !carat // 21.116

!hute 'pi mahacchabdair chandakena muhur muhu( /

ek!pi tadrava" 'rutv! naiva j!gartim !yayau // 21.117

eva" sarv! vice%*!s t! d+%*v! sa chandaka( puna( /

v#k%ya 'a,k!vi%a&&!tm! manasaiva" vyacintayat // 21.118

yad im!( sakal! r!m! nidr!kr!nt!bhimohit!( /

eva" may! sam!h)te 'py ek!pi na samutthit! // 21.119

n)na" dev!nubh!vena sarv! et! pramohit!( /

prasv!panamah!nidr! ni'ce%*! abhi'erate // 21.120

iti ni'citya sa"vigna' chandaka( sa vi%!dita( /

sv!mina" samup!s+tya s!ñjalir evam abrav#t // 21.121

n)na" dev!nubh!vena sarv! et! pramohit!( /

k%a&!d dhi pratibudhyerann anusm+tya tava priy!( // 21.122

yadait!( supriy!( k!nt!s tava bh!ry! vinidrit!( /

tad! sarv!( samutth!ya pr!gaccheyur ih!dhun! // 21.123

sarv! api sam!lokya sud+'!bhivinodayan /

bodhayitv! 'ubhe dharme pr!c!raya niyojayan // 21.124

tatas t!bhi( sah!rakto y!vad yuv! pramodita( /

kulacary!vrata" dh+tv! sa"carasva g+he sukhe // 21.125 ≈ L 212.5-7; H ii,76.19-21

#d+cchr#sukhasa"pattir durlabh! tribhave%v api /

sarvair lok!dhipai' c!pi sa"pr!ptum abhiv!ñchyate // 21.126

ak%aras remaining.　Here in A, 5 or 6 ak%aras following ardhani('!?) are also erased, leaving the

space blank.

15. A has a blank space in p!da d by deletion by the scribe.
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tad! dhairya" sam!lambya sa"buddha" [140b] du(khip!lakam /

anusm+tv! sam!dh!ya pr!nama" s!ñjalir muhu( // 21.146

tato 'sau trijagann!tho d+%*v! m!" karu&!d+'! /

pu&yakarai( samuddh+tya sa"prai%ayaj jin!layam // 21.147

tatr!ha" samup!'ritya triratna'ara&a" gata( /

'uddha'#lavrata" dh+tv! pr!cara" sarvad! 'ubham // 21.148

etatpu&yavi'uddh!tm! 'rutv! dharma" sam!hita( /

sa,gh!n!" samupasthity! d!na" dattv! mud!bhajam // 21.149

tatas tatpu&yalipt!tm! pari'uddhatrima&-ala( /

bodhicitta" sam!s!dya bodhicary!" sam!caram // 21.150

etatpu&y!bhi'uddh!tm! sur!layagata( sad! /

divya'r#sukhasampatt#r bhuktv!cara" sad! 'ubhe // 21.151

tath!pi t+ptita" naiva mano me bodhisa"ratam /

tata' cyutv! hita" kartu" martyaloke sam!caram // 21.152

tatra 're%*hikule janma sam!s!dya sam+ddhim!n /

d!na" sad!rthibhya( [*dattv!] pr!cara" sarvad! 'ubhe // 21.153　≈ L 215.6-11; H ii,86(vs.)46ab

etatpu&yavip!kena punar gatv! sur!laye /

apsarobhi( sah!rakto bhuktv! k!ma" sad!ramam // 21.154 　≈ L 215.12-15; H ii,86(vs.)46c

tatr!pi tu%ita" naiva" mano me bodhil!lasam /

tata' cyutv! punar martye hita" kartu" mud!caram // 21.155 ≈ L 215.16-22; H ii,86-88(vss.)46d-47a

tatra vai'yakule janma labdhv! 'r#sampad!nvita( /

dattv! d!na" sukha" bhuktv! k!nt!bhi( saha pr!rama" // 21.156

eva" r!jakule janma labdhv! mahatsam+ddhim!n /

r!m!bhi( saha sa"rakto bhuktv!rama" tath! sukham // 21.157

tath! dvijakule c!pi labdhv! janma sam+ddhim!n /

vrata" dh+tv! sad! k!ma" bhuktv! bh!ry!nvito 'ramam // 21.158

sarvaj!tikule c!pi labdhv! janma sahasra'a( /

dattv! d!na" rati" bhuktv! k!nt!bhi( saha pr!ramam // 21.159

cakravartikule c!pi labdhv! janma sahasra'a( /

rama&#ratisa"rakto d!na" dattv!rama" sukham // 21.160

tath!pi t+ptita" naiva mano me bodhil!lasam /

saddharmagu&asambhogam eva bhoktum abh#psate // 21.161

sarvatr!py aham !s!dya janm!nekasahasra'a( /

pramad!bhi( sah!sakto d!na" dattv!rama" sukham // 21.162

sarvalok!dhip!n!" ca kulajanm!ny aneka[141a]'a( /

labdhv! 'r#sukhasampatt#r bhuj!no 'ha" mud!ramam // 21.163

aneka'a( surendro 'pi bh)tv!psaroga&ai( saha /

divya'r#sukhasampatt#r bhuktv! reme yath!sukham // 21.164
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tath! y!m!dhipo bh)tv! bahudh! tu%it!dhipa( /

nirm!&aratir!j!pi va'avart#'varo 'pi ca // 21.165

divya'r#sukhasa"patt#r bhuktv! reme yathecchay! /

tatr!pi sukhita" naiva mano me bodhil!lasam // 21.166

r)padh!tu%u sarvatra j!to 'ha" '!ntam!nasa( /

dhy!nasukh!ni bhuñj!na( sa"reme 'neka'o mud! // 21.167

!r)py!dhipati' c!pi bh)tv! m!he'var#'riyam /

aneka'a( prabhuktv!pi sa"tu%*a" naiva me mana( // 21.168

brahm!dayo 'pi k!m!rthe br!hma&! munayo 'pi ca /

yatayo yogina' c!pi paribhra%*! nip!tit!( // 21.169

vi'vambharo hari' c!pi k!m!rthe kle'it!'aya( /

r!m! h+tv! chalen!pi hatv! '!tr)n nip!tita( // 21.170

'iv!pi hi mah!rudra( k!m!rthe kle'it!'aya( /

nirdayo vairi&o hatv!carad unmattitendriya( // 21.171

eva" lok!dhip!( sarve k!makle'apramattit!( /

kuladharmaparibhra%*! narake%u nip!tit!( // 21.172

eva" sarve grah!' c!pi k!makle'!bhim!nina( /

lajj!dharmaparibhra%*!( pracaranti vil!pit!( // 21.173

tath! t!r!' ca siddh!' ca s!dhy! vidy!dhar! api /

gandharv!( kinnar! yak%! guhyak! r!k%as! api // 21.174

kumbh!&-! garu-! n!g! daity! dev!' ca m!nav!( /

k!mahetor bhav!rakt!( kle'avy!kulam!nas!( // 21.175

kul!c!ra" parityajya nirlajj!mattam!nas!( /

viruddh! vigraha" k+tv! nip!tit! aneka'a( // 21.176

r!j!na( k%atriy!' c!pi k!makle'!bhim!nit!( /

viruddh! vigraha" k+tv! m+t! y!t! yam!layam // 21.177

mantri&o 'pi tath!m!ty! yoddh+sainy!' ca sevak!( /

k!m!rthe sv!mina( k!rye yuddha" k+tv! nip!tit!( // 21.178

tath! vai'y!' ca k!m!rthe dravy!til!las!'ay!( /

div!ni'!pari'r!nt! prakurvate dhan!rjanam // 21.179

va&ija( s!rthav!h!' ca k!m!rthe dravyas!dhane /

mahodadhi" samutt#rya du(kha" bhuktv! [141b] bhramanty api // 21.180

'ilpino 'pi tath! sarve k!m!rthe dravyal!las!( /

div!ni'am avi'r!nta" karmadu(kh!ni bhuñjate // 21.181

d!s!' ca d!sik!' c!pi k!m!rthe dravyal!las!( /

div!ni'am avi'r!nta" nighnit!( karma kurvate // 21.182

bh!rav!h!' ca k!m!rthe bh!r!kr!nt!'ray!( sad! /

avi'r!nta" mahadbh!ra" pravahanta' calanti vai // 21.183

tad! dhairya" sam!lambya sa"buddha" [140b] du(khip!lakam /

anusm+tv! sam!dh!ya pr!nama" s!ñjalir muhu( // 21.146

tato 'sau trijagann!tho d+%*v! m!" karu&!d+'! /

pu&yakarai( samuddh+tya sa"prai%ayaj jin!layam // 21.147

tatr!ha" samup!'ritya triratna'ara&a" gata( /

'uddha'#lavrata" dh+tv! pr!cara" sarvad! 'ubham // 21.148

etatpu&yavi'uddh!tm! 'rutv! dharma" sam!hita( /

sa,gh!n!" samupasthity! d!na" dattv! mud!bhajam // 21.149

tatas tatpu&yalipt!tm! pari'uddhatrima&-ala( /

bodhicitta" sam!s!dya bodhicary!" sam!caram // 21.150

etatpu&y!bhi'uddh!tm! sur!layagata( sad! /

divya'r#sukhasampatt#r bhuktv!cara" sad! 'ubhe // 21.151

tath!pi t+ptita" naiva mano me bodhisa"ratam /

tata' cyutv! hita" kartu" martyaloke sam!caram // 21.152

tatra 're%*hikule janma sam!s!dya sam+ddhim!n /

d!na" sad!rthibhya( [*dattv!] pr!cara" sarvad! 'ubhe // 21.153　≈ L 215.6-11; H ii,86(vs.)46ab

etatpu&yavip!kena punar gatv! sur!laye /

apsarobhi( sah!rakto bhuktv! k!ma" sad!ramam // 21.154 　≈ L 215.12-15; H ii,86(vs.)46c

tatr!pi tu%ita" naiva" mano me bodhil!lasam /

tata' cyutv! punar martye hita" kartu" mud!caram // 21.155 ≈ L 215.16-22; H ii,86-88(vss.)46d-47a

tatra vai'yakule janma labdhv! 'r#sampad!nvita( /

dattv! d!na" sukha" bhuktv! k!nt!bhi( saha pr!rama" // 21.156

eva" r!jakule janma labdhv! mahatsam+ddhim!n /

r!m!bhi( saha sa"rakto bhuktv!rama" tath! sukham // 21.157

tath! dvijakule c!pi labdhv! janma sam+ddhim!n /

vrata" dh+tv! sad! k!ma" bhuktv! bh!ry!nvito 'ramam // 21.158

sarvaj!tikule c!pi labdhv! janma sahasra'a( /

dattv! d!na" rati" bhuktv! k!nt!bhi( saha pr!ramam // 21.159

cakravartikule c!pi labdhv! janma sahasra'a( /

rama&#ratisa"rakto d!na" dattv!rama" sukham // 21.160

tath!pi t+ptita" naiva mano me bodhil!lasam /

saddharmagu&asambhogam eva bhoktum abh#psate // 21.161

sarvatr!py aham !s!dya janm!nekasahasra'a( /

pramad!bhi( sah!sakto d!na" dattv!rama" sukham // 21.162

sarvalok!dhip!n!" ca kulajanm!ny aneka[141a]'a( /

labdhv! 'r#sukhasampatt#r bhuj!no 'ha" mud!ramam // 21.163

aneka'a( surendro 'pi bh)tv!psaroga&ai( saha /

divya'r#sukhasampatt#r bhuktv! reme yath!sukham // 21.164
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k+%ikarmakar!' c!pi k!m!rthe satatodyat!( /

'#talat!tapokr!ntadeh! du(kh!ni bhuñjate // 21.184

eva" sarve mah!nto 'pi k!m!rthe pramad!va'e /

sthitv! tu%*akul!c!r!' ca nandad!savat sad! // 21.185

pa'ava( pak%i&a' c!pi k+mik#*!dipr!&ina( /

k!m!rthe nighnit!( sarve m+g! y!t!' ca n!rake // 21.186

sarvatraidh!tuk!s#n!( k!makle'!gnit!pit!( /

kul!c!ravrata" tyaktv! caranti durite%v api // 21.187

eva" k!mo jagaddu%*a( saty!c!ravrat!ntaka( /

du(khahetu( p!pabhart! sarvasattv!'ubh!rthabh+t // 21.188

iti matv! mah!vijñair yatibhir brahmac!ribhi( /

garhito nindito du%*a*'arya iva vivarjita( // 21.189

bodhim!rge prati%*h!pya sarv!n sattv!n prabodhayan /

ko hi k!magu&!rakta( pramad!'ara&e sthita( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sam!dh!ya 'ubhe caret // 21.190

bodhicary!vrat# k!ma" tyaktv! brahmavih!radh+k /

sarvasattvahita" k+tv! sam!hita( sam!caret // 21.191

tata( sa sy!n mah!bhijño bodhisattva( sudh#r yati( /

arhan m!raga&!ñ jitv! sambodhi" samav!pnuy!t // 21.192

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prac!rayan /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuy!t // 21.193

eva" sarve 'pi sa"buddh!s tyaktv! k!m!'raya" g+ham /

pravrajitv! vane taptv! pari'uddhatrima&-al!( // 21.194

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"pr!pya bodhim uttam!m /

traidh!tuke%u loke%u dattv! saddharmade'an!m // 21.195

jagad dharmamaya" k+tv! sa"y!t!( parinirv+tim /

aham api tath! sarva" bhadra" kartu" samutsuka( [142a] // 21.196

r!jya" k!m!'raya" tyaktv! pravrajitv! van!'rame /

sudu%kara" tapas taptv! m!rasa"gh!n vinirjayan // 21.197

sa"bodhijñ!nam !s!dhya sa"buddhapadam !pnuv!n /

tridh!tuke%u loke%u saddharma" sa"prak!'ayan // 21.198

bodhim!rge prati%*h!pya sarv!n sattv!n prabodhayan /

sarva" dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe /

iti matv!'vam !n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.199

ity eva" sv!min!di%*a" sam!kar&ya sa chandaka( /

bodhisattva" tam !lokya punar evam abh!%ata // 21.200

sv!min satya" sam!di%*a" bhavat! bodhiv!ñchin! /

tath!pi '+&u r!jendra hit!rtha" te mayoditam // 21.201
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yadi k!masukhe v!ñch! bhavato na hi vidyate /

saddharma eva v!ñch!pi tat karotu mayoditam // 21.202

y!vad yuv! mah!r!ja divy!tisundaro yuv! /

t!vad r!jy!'rame sthitv! bodhicary!vrata" caran // 21.203

sarvalokahita" k+tv! p!laya putravat praj!( /

dattv! d!na" sukha" bhuktv! sa"carasva yathecchay! // 21.204

pit! bhavati v+ddhas ta !tmajo 'pi na vidyate /

sahodaro 'pi te bhr!t! ka'cin naiva hi vidyate // 21.205

iyadr!jyasam+ddh!s te 'akrarddhipratispardhin#( /

pitur ante 'tra ko r!j! sa"p!layed im!( praj!( // 21.206

iti bhav!n yuv! y!vat t!vad r!jy!'rame sthita( /

dattv!rthibhyo yath!k!ma" praj!rak%!vrata" cara // 21.207

yad! v+ddho bhav!n sv!min pravrajitv! van!'rame /

municary!vrata" dh+tv! sa"c!rasva sam!hita( // 21.208

eva" cet te sad! bhadra" sarvatr!pi bhaved dhruvam /

y!vad bhave sukha" bhuktv! pr!nte y!y!( sunirv+tim // 21.209

ity !khy!ta" sudh#re&a chandakena ni'amya sa( /

bodhisattvo mah!sattva( punar evam abh!%ata // 21.210

s!dho yadi na vidyante bhay!ny a%*au g+h!'rame /

sthitv! yath! tvay!khy!ta" tath! caritum utsahe // 21.211 ≈ S ii,146.7-17; M ii,186.12-187.3

yad aha" sarvad! prau-ho naiva" sy!" j#r&itendriya( /

sv!rogya" me sad! dehe n!kramed ruk kad!cana // 21.212

m+tyur na sa"bhavej j#va" sad! ne%*aviyogat! /

sarv! im! ra[142b]m! k!nt! bh!ry! me na jar!kramet // 21.213

#d+g m!he'var# sampan na *vina'yet kad!cana /

sarve%!m api sattv!n!" kle'!gnipra'amo bhavet // 21.214

ih!pi bodhim !s!dya yadi nirv+tim !pnuy!m /

n!ha" r!jya" parityajya pravrajeya van!'rame // 21.215

sad! r!jy!'rame sthitv! dattv!rthibhyo yathepsitam /

kulacary!vrata" dh+tv! sa"caritu" samutsahe // 21.216

ity a%*au yo 'tra 'aknoti sa"prad!tu" van!'rame /

tasy!ha" 'ara&e sthitv! sad! sevitum utsahe // 21.217

ity eva" sv!min!khy!ta" 'rutv! sa chandako 'rudat /

sv!mina" ta" sam!lokya punar evam abh!%ata // 21.218

ko hi na jaras!kr!nta( ka' ca rogair na p#-yate /

ka' ca na m+tyun! grasta( kasya ne%*aviyogat! // 21.219

ko hi na yuvatir j#r&! kasya sampat sthir! sad! /

kasya kle'o 'bhi'!nto 'pi ko bodhim !ptav!n g+he // 21.220

k+%ikarmakar!' c!pi k!m!rthe satatodyat!( /

'#talat!tapokr!ntadeh! du(kh!ni bhuñjate // 21.184

eva" sarve mah!nto 'pi k!m!rthe pramad!va'e /

sthitv! tu%*akul!c!r!' ca nandad!savat sad! // 21.185

pa'ava( pak%i&a' c!pi k+mik#*!dipr!&ina( /

k!m!rthe nighnit!( sarve m+g! y!t!' ca n!rake // 21.186

sarvatraidh!tuk!s#n!( k!makle'!gnit!pit!( /

kul!c!ravrata" tyaktv! caranti durite%v api // 21.187

eva" k!mo jagaddu%*a( saty!c!ravrat!ntaka( /

du(khahetu( p!pabhart! sarvasattv!'ubh!rthabh+t // 21.188

iti matv! mah!vijñair yatibhir brahmac!ribhi( /

garhito nindito du%*a*'arya iva vivarjita( // 21.189

bodhim!rge prati%*h!pya sarv!n sattv!n prabodhayan /

ko hi k!magu&!rakta( pramad!'ara&e sthita( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sam!dh!ya 'ubhe caret // 21.190

bodhicary!vrat# k!ma" tyaktv! brahmavih!radh+k /

sarvasattvahita" k+tv! sam!hita( sam!caret // 21.191

tata( sa sy!n mah!bhijño bodhisattva( sudh#r yati( /

arhan m!raga&!ñ jitv! sambodhi" samav!pnuy!t // 21.192

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prac!rayan /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuy!t // 21.193

eva" sarve 'pi sa"buddh!s tyaktv! k!m!'raya" g+ham /

pravrajitv! vane taptv! pari'uddhatrima&-al!( // 21.194

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"pr!pya bodhim uttam!m /

traidh!tuke%u loke%u dattv! saddharmade'an!m // 21.195

jagad dharmamaya" k+tv! sa"y!t!( parinirv+tim /

aham api tath! sarva" bhadra" kartu" samutsuka( [142a] // 21.196

r!jya" k!m!'raya" tyaktv! pravrajitv! van!'rame /

sudu%kara" tapas taptv! m!rasa"gh!n vinirjayan // 21.197

sa"bodhijñ!nam !s!dhya sa"buddhapadam !pnuv!n /

tridh!tuke%u loke%u saddharma" sa"prak!'ayan // 21.198

bodhim!rge prati%*h!pya sarv!n sattv!n prabodhayan /

sarva" dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe /

iti matv!'vam !n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.199

ity eva" sv!min!di%*a" sam!kar&ya sa chandaka( /

bodhisattva" tam !lokya punar evam abh!%ata // 21.200

sv!min satya" sam!di%*a" bhavat! bodhiv!ñchin! /

tath!pi '+&u r!jendra hit!rtha" te mayoditam // 21.201
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sarve brahm!dayo dev!( sarve lok!dhip! api /

j#r&it!,g! ruj!kr!nt!( k!le 'pi m+tyun! drut!( // 21.221

sarve 'pi pr!&ino jñ!tibandhu'ok!gnit!pit!( /

sarve%!m api sampattir ghan! iva k%a&asthir!( // 21.222

sarve 'pi kle'ino matt!( kulacary!bhim!nina( /

yatibhir yogibhi' c!pi bodhi" pr!ptu" na 'akyate // 21.223

iti matv! yuv! y!vad r!jy!'rame sam!'rayan /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"carasva yath!sukham // 21.224

yad! v+ddhas tad! tyaktv! r!jy!'rama" van!'rame /

pravrajya sa"vara" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 21.225

eva" cet te sad! bhadra" mah!nanda" bhaved dhruvam /

bodhi" c!pi sam!s!dya sunirv+ti" sam!pnuy!( // 21.226

iti taduktam !kar&ya bodhisattvo mah!mati( /

chandaka" ta" sam!lokya punar eva" sam!di'at // 21.227

chandak!sau mah!raudro m+tyu( kasya va'e bhavet /

akasm!t sahas!ghr!ya grasate hi sur!n api // 21.228

tath! so 'timah!kr)ro hy akasm!t sahas!gata( /

pr!ghr!ya m!" graset *tv!pi *sarv! *r!m! i[143a]m! api // 21.229

tad!ha" ki" kari%y!mi tva" c!pi ki" kari%yasi /

im!' ca sajan! r!m!( ki" kari%yanti me tad! // 21.230

sarv!( 'okamah!du(khavahniprad!hit!'ray!( /

stambhit! iva *haste%u tva" c!ha" ca tath! khalu // 21.231

iti matv!ham !lokya r!jy!'rame sam!'rita( /

kulacary!vrata" dh+tv! caritu" na samutsahe // 21.232

ki" tu sarva" jagalloka" kle'!gniparid!hitam /

du(khodadhinimajjanta" bhramanta" bhavak!nane // 21.233

avidy!ndha" janurvy!dhijar!m+tyubhay!nvitam /

k%utt+%&!*gni%u sa"tapta" du%*!riparive%*itam // 21.234

a'ara&am an!'v!stam an!tham apar!ya&am /

apari&!yaka" n#ca" saddharmagu&avarjitam // 21.235

du(khit!"s t!n aha" d+%*v! k!ru&yadayit!'aya( /

bodhayitu" prayatnena sa"bodhi" pr!ptum utsahe // 21.236

etaddhetor may! d!na" ki" na datta" yathepsitam /

su'#lasa"vara" dh+tv! ki" na sa"carita" vratam // 21.237

!bhedite svadehe 'pi kutra na prak+t! k%am! /

sattvahit!rthadharme%u ki" na v#rye&a s!dhitam // 21.238

dhy!tv! sa"bodhicittena sarve kle'!' ca nirjit!( /

prajñ! sa"bodhisampacchr#r api sa"s!dhit! may! // 21.239
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tad id!n#" jagalloka" bodhayitv! prayatnata( /

bodhim!rge prati%*h!pya sa"c!rayitum utsahe // 21.240

iti r!jy!'rama" tyaktv! pravrajitv! jin!'rame /

bodhicary!vrata" dh+tv! jitv! sarv!"' ca t#rthik!n // 21.241

sarv!n m!raga&!"' c!pi nirjitya nirmalendriya( /

arhan sambodhim !s!dya sambuddhapadam !ptav!n // 21.242

traidh!tuke%u loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 21.243

tad etatsamaya" pr!pta" yan me sa"bh!vita" sad! /

tad aha" s!mprata" n)na" pravraj!mi jagaddhite // 21.244

yadi te 'sti mayi sneha( saddharma" v! yad#cchasi /

kanthak!'vam up!n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.245

ity eva" [143b] pragu&!di%*a" ni'amya chandako rudan /

s!ñjalis ta" prabhu" natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 21.246

yadi te ni'caya( sv!min pravrajitu" jagaddhite /

pr!ta( pitur mukha" d+%tv! pr!py!nujñ!" pramodita( // 21.247

m!tu' c!pi mukha" d+%*v! bh!ry! y!' ca pras!dayan /

svastyayanavidhi" dh+tv! mahots!hair mud! vraja // 21.248

ity ukta" chandakenaitad bodhisattvo ni'amya sa( /

sah!ya" chandaka" ta" ca sampa'yann evam !di'at // 21.249

katham eva" vrajey!ha" yad d+%*v! m!" pit! prabhu( /

sabala( sahas! dh+tv! niv!rayet prayatnata( // 21.250

m!t! s! gautam# c!pi bh!ry! ya'odhar!pi ca /

m!" d+%*v! sahas!li,gya v!rayet!" prayatnata( // 21.251

eva" sarv! im! bh!ry! sa"prasthita" vilokya m!m /

snehar!g!gnidagdh!,g! gaccheyur v! yam!layam // 21.252

eva" sarve 'pi lok!' ca ni%kramanta" vilokya m!m /

sahas!v+tya m!rge 'pi kuryur vighn!ni sarvata( // 21.253

tad! katha" vrajey!ha" pravrajitu" jagaddhite /

r!j!disarvaloko 'pi niv!rayet prayatnata( // 21.254

iti matv! ni'#the 'ha" sarvaloke 'tinidrite /

svayam ev!'vam !ruhya gantum icch!mi s!mpratam // 21.255

yadi te 'sti mayi sneha( sarv!rthabodhis!dhini /

tad a'va" samup!n#ya sahas! sa"pradehi me // 21.256

yadi c!tra tvay!n#ta" sahas!ha" svaya" gata( /

kanthaka" ta" sam!ruhya n)na" vrajema s!mpratam // 21.257

ity ukta" bodhisattvena 'rutve'varo 'mbar!'rita( /

bodhisattva" tam !lokya pra'a"sann evam !di'at // 21.258

sarve brahm!dayo dev!( sarve lok!dhip! api /

j#r&it!,g! ruj!kr!nt!( k!le 'pi m+tyun! drut!( // 21.221

sarve 'pi pr!&ino jñ!tibandhu'ok!gnit!pit!( /

sarve%!m api sampattir ghan! iva k%a&asthir!( // 21.222

sarve 'pi kle'ino matt!( kulacary!bhim!nina( /

yatibhir yogibhi' c!pi bodhi" pr!ptu" na 'akyate // 21.223

iti matv! yuv! y!vad r!jy!'rame sam!'rayan /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"carasva yath!sukham // 21.224

yad! v+ddhas tad! tyaktv! r!jy!'rama" van!'rame /

pravrajya sa"vara" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 21.225

eva" cet te sad! bhadra" mah!nanda" bhaved dhruvam /

bodhi" c!pi sam!s!dya sunirv+ti" sam!pnuy!( // 21.226

iti taduktam !kar&ya bodhisattvo mah!mati( /

chandaka" ta" sam!lokya punar eva" sam!di'at // 21.227

chandak!sau mah!raudro m+tyu( kasya va'e bhavet /

akasm!t sahas!ghr!ya grasate hi sur!n api // 21.228

tath! so 'timah!kr)ro hy akasm!t sahas!gata( /

pr!ghr!ya m!" graset *tv!pi *sarv! *r!m! i[143a]m! api // 21.229

tad!ha" ki" kari%y!mi tva" c!pi ki" kari%yasi /

im!' ca sajan! r!m!( ki" kari%yanti me tad! // 21.230

sarv!( 'okamah!du(khavahniprad!hit!'ray!( /

stambhit! iva *haste%u tva" c!ha" ca tath! khalu // 21.231

iti matv!ham !lokya r!jy!'rame sam!'rita( /

kulacary!vrata" dh+tv! caritu" na samutsahe // 21.232

ki" tu sarva" jagalloka" kle'!gniparid!hitam /

du(khodadhinimajjanta" bhramanta" bhavak!nane // 21.233

avidy!ndha" janurvy!dhijar!m+tyubhay!nvitam /

k%utt+%&!*gni%u sa"tapta" du%*!riparive%*itam // 21.234

a'ara&am an!'v!stam an!tham apar!ya&am /

apari&!yaka" n#ca" saddharmagu&avarjitam // 21.235

du(khit!"s t!n aha" d+%*v! k!ru&yadayit!'aya( /

bodhayitu" prayatnena sa"bodhi" pr!ptum utsahe // 21.236

etaddhetor may! d!na" ki" na datta" yathepsitam /

su'#lasa"vara" dh+tv! ki" na sa"carita" vratam // 21.237

!bhedite svadehe 'pi kutra na prak+t! k%am! /

sattvahit!rthadharme%u ki" na v#rye&a s!dhitam // 21.238

dhy!tv! sa"bodhicittena sarve kle'!' ca nirjit!( /

prajñ! sa"bodhisampacchr#r api sa"s!dhit! may! // 21.239
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dhanyo 'si tva" mah!sattva yath! tva" sa"prabh!%ase /

tath! satya" bhaven n)na" tad id!n#" vini%krama // 21.259

mahe'varo 'pi tac chrutv! gaga&astha( pramodita( /

bodhisattva" tam !mantrya sampa'yann evam !di'at // 21.260

ni%kramasva mah!sattva s!"prata" m! vilambath!( /

sarvasattvahit!rth!ya dharm!m+ta" pravar%aya // 21.261

tath! brahm!pi tac chrutv! [144a] gagane samup!'rita( /

bodhisattva" tam !mantrya sampa'yann evam !di'at // 21.262

abhini%krama sarvajña sa"sidhyet te sam#hitam / 

tad id!n#" sam!gaccha bodhiv+k%a" sam!'raya // 21.263

yadi ca ni%kramas tva" hi cakravartinar!dhipa( /

sarvadharm!dhipo r!j! mah#'varo bhaver api // 21.264

tath! 'uddh!dhiv!s!' ca devaputr! ni'amya tat /

bodhisattva" tam !mantrya sam!lokyaivam !di'at // 21.265

k!le tva" tu%it!c cyutv! m!tur garbha" sam!vi'a( /

k!le j!to 'si sarvajña tath! k!le 'bhini%krama // 21.266

bhavaddharm!m+ta" p!tum abhik!,k%anti s!mar!( /

sarve lok! yath! megha" durbhik%e parit!pit!( // 21.267

tad atra sahas! gatv! drumar!jam up!'rayan /

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"pr!pya bodhim uttam!m // 21.268

saddharma" samup!di'ya traidh!tubhuvane%v api /

sad! dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuhi // 21.269

tad!k!'agat! dev!s tan ni'amy!bhinandit!( /

pu%pav+%*#( samuts+jya pra&at! evam abruvan // 21.270

jaya te sidhyate k!rya" yath! tvay! sam#hitam /

sarvath! tat sam!lokya pravrajyasva jagaddhite // 21.271

na te 'bhirajyate citta" vi%aye%v api sarvad! /

sarvasattvahita" kartum saddharmam eva v!ñchati // 21.272

yadarthe bodhisa"bh!ram abhip)rya yath!kramam /

tat sarvam iha te sidhyet tat sahas!bhini%krama // 21.273

ity ebhir amarai( khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

t!n sarv!n kh!'rit!n dev!n v#k%ya sa"har%it!'aya( // 21.274

ni%kramyasamaya" c!pi parijñ!tv! samutsuka( /

chandaka" ta" sah!ya" ca sam!mantry!bhibodhayat // 21.275 ≈ L 217.10; H ii,92.12-13

dar'aya"s t!n sur!n sarv!n gaga&asamup!'rit!n /

suprasannamukh!mbhoja( sampa'yann evam abrav#t // 21.276

pa'ya chandaka dev!n me sa"codayitum !gat!n /

tan m! khedaya me citta" chandaka s!mprata" puna( // 21.277 ≈ L 217.10-11; H ii,92.13
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dehi me sahas!'va" tva" yadi saddharmam icchasi /

yady atra ku[144b]ru%e vighna" tva" p!pair abhilipsyate // 21.278 ≈ L 217.11; H ii,92.13-14

yady atra sahas!n#ya d#yate me tura"gama( /

bhadra'r#sadgu&!dh!ra" saddharma" samav!pnuy!( // 21.279

iti taduktam !kar&ya '!ntamati( sur!tmaja( /

lalitavy)h!bhidha' c!pi viditv! tasya ni'cayam // 21.280

bh)ya( prasv!pana" k+tv! sarve%!" purav!sin!m /

antardh!pya jan!l!pa" cakratur nirjane yath! // 21.281 　　≈ L 217.12-15; H ii,92.15-18

nai%kramyasamaya" matv! bodhisattvasya s!nug!( /

sarvalok!dhip!s tatra nagare samup!caran // 21.282

divyap)jopac!r!&i dh+tv! svasvadig!gat!( /

ni%kramanta" mah!sattva" p)jayitum up!caran // 21.283

tatra sarve 'pi te lokap!l!( svasvajanai( saha /

svasvadikkam up!'ritya tasthu( s!ñjalayo nat!( // 21.284

gandharv!( ko*is!hasr!( sa,g#tisamprav!danai( /

mahots!ha" prakurvanta( pr!cy!" di'i sam!'rayan // 21.285 　　≈ L 217.16-19; H ii,92.19-94.2

kumbh!&-!( ko*ilak%!' ca dh+tv! sarvama&israja( /

divy!mbup)r&akumbh!' ca dak%i&!" di'am !'rayan // 21.286 　　≈ L 217.20-218.3; H ii,94.3-7

n!gako*isahasr!&i dh+tv! n!n!ma&israja( /

sugandhipu%pavar%!&i k+tv!'raya"' ca pa'cim!m // 21.287 　　≈ L 218.4-8; H ii,94.8-13

yak%ako*isahasr!&i jyot#rasama&israja( /

dh+tv! sarv!stra'astr!"' ca kauber#" di'am !'rayan // 21.288 　　≈ L 218.9-14; H ii,94.14-20

'akro 'pi trida'ai( sarvai( p)j!,gabh)%a&!ny api /

chattradhvajapat!k!' ca g+h#tv!ntaram !'rayat // 21.289 　　≈ L 218.15-18; H ii,94.21-96.4

y!m!' ca tu%it!' c!pi nirm!&aratayo 'pi ca /

va'avart#'var!' c!pi sarve dev!( sam!gat!( // 21.290 　　≈ L 219.7-8; H ii,98(vs.)54

tath! brahm!daya( sarva +%ayo brahmac!ri&a( /

niry!ta" ta" mah!sattva" p)jayitu" samutsuk!( // 21.291

divyap)jopac!r!&i g+h#tv! sahas!gat!( /

antar#k%a" sam!'ritya tasthu( sa"nanditendriy!( // 21.292

vajrap!&y!dayo v#r! yogino guhyak! api /

'iddh!( s!dhy! grah!s t!r! vidy!dhar!' ca kinnar!( // 21.293

garu-! r!k%as! daity!s tath![145a]nye 'pi maharddhik!( /

tasya ni%kramato m!rge p)jayitum up!'rayan // 21.294

tad! pu%y!bhidh! t!r! bh)tv! 'r#sannibh!k+ti( /

bodhisattvasya purata upasthitvaivam abrav#t // 21.295 　　≈ L 219.19-20; H ii,100(vs.)60

sarv!rthasiddha sarv!rth!( sidhyante tava s!mpratam /

pu%yark%o 'pi puras te 'tra tad gantu" samayo 'dhun! // 21.296 　　≈ L 219.21; H ii,100(vs.)61ab

dhanyo 'si tva" mah!sattva yath! tva" sa"prabh!%ase /

tath! satya" bhaven n)na" tad id!n#" vini%krama // 21.259

mahe'varo 'pi tac chrutv! gaga&astha( pramodita( /

bodhisattva" tam !mantrya sampa'yann evam !di'at // 21.260

ni%kramasva mah!sattva s!"prata" m! vilambath!( /

sarvasattvahit!rth!ya dharm!m+ta" pravar%aya // 21.261

tath! brahm!pi tac chrutv! [144a] gagane samup!'rita( /

bodhisattva" tam !mantrya sampa'yann evam !di'at // 21.262

abhini%krama sarvajña sa"sidhyet te sam#hitam / 

tad id!n#" sam!gaccha bodhiv+k%a" sam!'raya // 21.263

yadi ca ni%kramas tva" hi cakravartinar!dhipa( /

sarvadharm!dhipo r!j! mah#'varo bhaver api // 21.264

tath! 'uddh!dhiv!s!' ca devaputr! ni'amya tat /

bodhisattva" tam !mantrya sam!lokyaivam !di'at // 21.265

k!le tva" tu%it!c cyutv! m!tur garbha" sam!vi'a( /

k!le j!to 'si sarvajña tath! k!le 'bhini%krama // 21.266

bhavaddharm!m+ta" p!tum abhik!,k%anti s!mar!( /

sarve lok! yath! megha" durbhik%e parit!pit!( // 21.267

tad atra sahas! gatv! drumar!jam up!'rayan /

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"pr!pya bodhim uttam!m // 21.268

saddharma" samup!di'ya traidh!tubhuvane%v api /

sad! dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuhi // 21.269

tad!k!'agat! dev!s tan ni'amy!bhinandit!( /

pu%pav+%*#( samuts+jya pra&at! evam abruvan // 21.270

jaya te sidhyate k!rya" yath! tvay! sam#hitam /

sarvath! tat sam!lokya pravrajyasva jagaddhite // 21.271

na te 'bhirajyate citta" vi%aye%v api sarvad! /

sarvasattvahita" kartum saddharmam eva v!ñchati // 21.272

yadarthe bodhisa"bh!ram abhip)rya yath!kramam /

tat sarvam iha te sidhyet tat sahas!bhini%krama // 21.273

ity ebhir amarai( khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

t!n sarv!n kh!'rit!n dev!n v#k%ya sa"har%it!'aya( // 21.274

ni%kramyasamaya" c!pi parijñ!tv! samutsuka( /

chandaka" ta" sah!ya" ca sam!mantry!bhibodhayat // 21.275 ≈ L 217.10; H ii,92.12-13

dar'aya"s t!n sur!n sarv!n gaga&asamup!'rit!n /

suprasannamukh!mbhoja( sampa'yann evam abrav#t // 21.276

pa'ya chandaka dev!n me sa"codayitum !gat!n /

tan m! khedaya me citta" chandaka s!mprata" puna( // 21.277 ≈ L 217.10-11; H ii,92.13
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aham api tvay! s!rdha" pr!caritu" samutsahe /

yath! sad! pratijñ!ta" tath! sa"pratip)ryat!m // 21.297 　　≈ L 219.22; H ii,100(vs.)61cd

du(khair hata" jagat sarva" t!ray!'u bhavodadhim /

nai%kramyasamaya" pa'ya s!mprata" samupasthitam // 21.298 　   ≈ L 220.1-2; H ii,100(vs.)62

tr!yastri"'!( sur!( sarve lokap!l!' ca s!nug!( /

sarve grah!( sat!r!' ca sarve v#r!' ca guhyak!( // 21.299

gandharv!( kinnar! yak%!( sarve vidy!dhar! api /

kumbh!&-! r!k%as! n!g! garu-! d!nav! api // 21.300

brahm!dimunaya' c!pi mah!vijñ! maharddhik!( /

sarvatra samup!gatya gagane samup!'rit!( // 21.301 　　≈ L 220.3-4; H ii,102(vs.)63

sarvalok!( prasupt!s te ye pure 'tra niv!sit!( /

hasty!div!han!' c!pi sarve 'pi pa'upak%i&a( // 21.302 　　≈ L 220.5-8; H ii,102(vs.)64

r!j! r!jakum!r!' ca sarve '!ky!' ca mantri&a( /

am!ty!( sainyabh+ty!' ca sarve paur!' ca sevak!( // 21.303 　　≈ L 220.9-12; H ii,102(vs.)65

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy!( pramohit!( /

eko 'py atra na j!garti sarve m+t! iv!sthit!( // 21.304

tad asau samaya( pr!pto ya( sad!py abhiv!ñchyate /

tad id!n#" sam!lokya pravraja trijagaddhite // 21.305

iti taduktam !kar&ya bodhisattvo 'bhibodhita( /

chandaka" samup!mantrya sa"pa'yann evam !di'at // 21.306 　≈ L 220.13-14; H ii,104(vs.)66ab

chandakeda" sam!khy!ta" devais tam !'ruta" tvay! /

tad a'va" sahas!n#ya dehi me bodhis!dhane // 21.307 　≈ L 220.15; H ii,104(vs.)66c

m! k+th! atra me vighna" yadi saddharmam icchasi /

yan me suh+t sah!yo 'si tat kuru%va hitodyamam // 21.308 　≈ L 220.16; H ii,104(vs.)66d

ity eva" prabhu&!di%*a" 'rutv! sa chandako rudan /

bodhisattva" sam!lokya ni('vasyaiva[145b]m abh!%ata // 21.309　≈ L 220.17; H ii,104(vs.)67a

samayajño bhav!n sv!mi tad ak!le kuha vraje( /

dv!r! hi pithit!( sarv!s tat katha" ni%krame( kuta( // 21.310 　≈ L 220.18-20; H ii,104(vs.)67bcd

iti tenodite 'akro dv!r!( sarv! d+-h!rgal!( /

kap!*!( sahasodgh!*ya vimukt!( samadar'ayat // 21.311 　≈ L 220.21; H ii,104(vs.)68a

t! d+%*v! chandako du(khagaladb!%p!vil!nana( /

id!n#" kim aha" kury!m ity uktv! nyapatad bhuvi // 21.312 　≈ L 220.22; H ii,104(vs.)68b

tata( svaya" samutth!ya sa"pa'yann ambare sur!n /

vismayavy!kulasv!nto vilal!paivam unmukha( // 21.313

h! dhig m!" ki"sah!yo 'smi kuha dh!v!mi s!mpratam /

sv!min! yat sam!di%*a" sa"dh!ritu" na 'akyate // 21.314 　≈ L 221.1-2; H ii,106(vs.)68cd

s! catura,gin# sen! ki" kury!d balavaty api /

r!j! ca mantri&o 'm!ty! naiva budhyanti ke cana // 21.315 　≈ L 221.3-4; H ii,106(vs.)69ab
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sarve '!kyaga&!' c!pi sarv!( striyo 'pi s!tmaj!( /

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy!( prasuptit!( // 21.316 　≈ L 221.5; H ii,106(vs.)69c

n)na" gacchaty aya" sv!m# sidhyate 'sya sam#hitam /

tr!yastri"'!( sur!( sarve p)j!rtha" samup!gat!( // 21.317 　≈ L 221.6; H ii,106(vs.)69d

tac chrutv! te sur!( sarve brahma'akr!dayo 'pi ca /

chandaka" ta" sam!lokya sam!mantryaivam abruvan // 21.318　≈ L 221.7; H ii,106(vs.)70a

chandaka m! k+th! vighna" sahas!'va" samarpaya /

n)nam e%a mah!sattva( pravrajet trijagaddhite // 21.319 　≈ L 221.8; H ii,106(vs.)70b

pa'ya chandaka divy!bh! gagane sa"pras!rit! /

bodhisattv! asa"khyey! asya p)j!rtham !gat!( // 21.320 　≈ L 221.11-12; H ii,106(vs.)71ab

pa'yendra" sabala" dv!re sa"sthitam apsaronvitam /

tr!yastri"'!s ca sarve 'sya p)j!rtha" khe sam!gat!( // 21.321 　≈ L 221.13; H ii,108(vs.)71c

sarve lok!dhip!' c!pi sasainyabalav!han!( /

daity!' ca r!k%as!' c!sya p)j!rtha" gagane sthit!( // 21.322 　≈ L 221.14; H ii,108(vs.)71d

brahm!dimunaya' c!pi yatayo 'pi maharddhik!( /

yogino 'py asya bhadr!rtham antar#k%asam!'rit!( // 21.323

gandharv!( kinnar! yak%! vidy!dhar!' ca guhyak!( /

kumbh!&-! garu-! n!g!( p)j!rthe 'sya kha !'rit!( // 21.324

eva" sarve 'pi sa"buddh! da'adik%u sam!'rit!( /

bodhisattv!' ca bhadr!rtha" pa'ya[146a]nti sud+'! mud! // 21.325

tan m! khedaya bh)yas tva" bodhisattvam ima" gurum /

sahas!'vam up!n#ya dattv!smai dharmam !pnuhi // 21.326 　≈ L 221.8; H ii,106(vs.)70b

ity !di%*a" surai( 'rutv! chandaka( sa prabodhita( /

tatheti sa"prati'rutya kanthak!ntikam !carat // 21.327

tatra sa chandako d+%*v! tam a'va" kanthaka" rudan /

ni('vasy!bhimukha" pa'ya"' cir!d evam abh!%ata // 21.328 　≈ L 221.15; H ii,108(vs.)72a

kanthaka tva" vij!n#hi yad aya" trijagaddhite /

sv!m# r!jya" parityajya pravrajitum abh#psati // 21.329 　≈ L 221.16; H ii,108(vs.)72b

tad ehi sahas! v!hya sv!mina" trijagadgurum /

sarvadevaga&ai( s!rdha" caran nayer van!'rame // 21.330 　≈ L 221.18; H ii,108(vs.)72d

ity uktv! chandako dh+tv! tam a'va" kanthaka" rudan /

antike samup!sth!pya sv!mina evam abrav#t // 21.331

sv!minn e%a suj!to ''va !gacchati pras#datu /

gacchatu trijagadbhadre sa"sidhyatu sam#hitam // 21.332 　≈ L 221.19-20; H ii,108(vs.)73ab

sarve vighnakar! du%*! vilaya" y!ntu sarvata( /

jaya'r#r bhadra'iddhi' ca bhavat!" bhavato 'nuge // 21.333 　≈ L 221.21-22; H ii,108(vs.)73cd

iti tenodite ''vena kanthakena sucetas! /

parimukta" mah!r!va" r!j!dilokabodhane // 21.334

aham api tvay! s!rdha" pr!caritu" samutsahe /

yath! sad! pratijñ!ta" tath! sa"pratip)ryat!m // 21.297 　　≈ L 219.22; H ii,100(vs.)61cd

du(khair hata" jagat sarva" t!ray!'u bhavodadhim /

nai%kramyasamaya" pa'ya s!mprata" samupasthitam // 21.298 　   ≈ L 220.1-2; H ii,100(vs.)62

tr!yastri"'!( sur!( sarve lokap!l!' ca s!nug!( /

sarve grah!( sat!r!' ca sarve v#r!' ca guhyak!( // 21.299

gandharv!( kinnar! yak%!( sarve vidy!dhar! api /

kumbh!&-! r!k%as! n!g! garu-! d!nav! api // 21.300

brahm!dimunaya' c!pi mah!vijñ! maharddhik!( /

sarvatra samup!gatya gagane samup!'rit!( // 21.301 　　≈ L 220.3-4; H ii,102(vs.)63

sarvalok!( prasupt!s te ye pure 'tra niv!sit!( /

hasty!div!han!' c!pi sarve 'pi pa'upak%i&a( // 21.302 　　≈ L 220.5-8; H ii,102(vs.)64

r!j! r!jakum!r!' ca sarve '!ky!' ca mantri&a( /

am!ty!( sainyabh+ty!' ca sarve paur!' ca sevak!( // 21.303 　　≈ L 220.9-12; H ii,102(vs.)65

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy!( pramohit!( /

eko 'py atra na j!garti sarve m+t! iv!sthit!( // 21.304

tad asau samaya( pr!pto ya( sad!py abhiv!ñchyate /

tad id!n#" sam!lokya pravraja trijagaddhite // 21.305

iti taduktam !kar&ya bodhisattvo 'bhibodhita( /

chandaka" samup!mantrya sa"pa'yann evam !di'at // 21.306 　≈ L 220.13-14; H ii,104(vs.)66ab

chandakeda" sam!khy!ta" devais tam !'ruta" tvay! /

tad a'va" sahas!n#ya dehi me bodhis!dhane // 21.307 　≈ L 220.15; H ii,104(vs.)66c

m! k+th! atra me vighna" yadi saddharmam icchasi /

yan me suh+t sah!yo 'si tat kuru%va hitodyamam // 21.308 　≈ L 220.16; H ii,104(vs.)66d

ity eva" prabhu&!di%*a" 'rutv! sa chandako rudan /

bodhisattva" sam!lokya ni('vasyaiva[145b]m abh!%ata // 21.309　≈ L 220.17; H ii,104(vs.)67a

samayajño bhav!n sv!mi tad ak!le kuha vraje( /

dv!r! hi pithit!( sarv!s tat katha" ni%krame( kuta( // 21.310 　≈ L 220.18-20; H ii,104(vs.)67bcd

iti tenodite 'akro dv!r!( sarv! d+-h!rgal!( /

kap!*!( sahasodgh!*ya vimukt!( samadar'ayat // 21.311 　≈ L 220.21; H ii,104(vs.)68a

t! d+%*v! chandako du(khagaladb!%p!vil!nana( /

id!n#" kim aha" kury!m ity uktv! nyapatad bhuvi // 21.312 　≈ L 220.22; H ii,104(vs.)68b

tata( svaya" samutth!ya sa"pa'yann ambare sur!n /

vismayavy!kulasv!nto vilal!paivam unmukha( // 21.313

h! dhig m!" ki"sah!yo 'smi kuha dh!v!mi s!mpratam /

sv!min! yat sam!di%*a" sa"dh!ritu" na 'akyate // 21.314 　≈ L 221.1-2; H ii,106(vs.)68cd

s! catura,gin# sen! ki" kury!d balavaty api /

r!j! ca mantri&o 'm!ty! naiva budhyanti ke cana // 21.315 　≈ L 221.3-4; H ii,106(vs.)69ab
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tanmahoccai( svare&!pi naiva ka'cit prabodhita( /

tad! so ''va( sam!lokya sv!mina" samup!carat // 21.335

tam a'va" samup!y!ta" bodhisattva( sam#k%ya sa( /

samutth!ya sam!rodhu" sa"pa'yan samup!carat // 21.336

tad! s!bdhinag! bh)mi( sarv! prak%ubhit!calat /

pu%pav+%ti" pramuñcanta( sarve dev! nanandire // 21.337 　≈ L 222.1; H ii,108(vs.)74a

tad! sarv!rthasiddhas tam a'va" p)r&endusa"nibham /

sam!ruhya mud! sv!nta(pur!t sa"prasthito 'carat // 21.338 　≈ L 222.2; H ii,110(vs.)74b

tatra caturmah!r!j! kanthakasya catu(pada( /

g+h#tv! ta" mah!sattva" pr!c!rayat svamandir!t // 21.339 　≈ L 222.3; H ii,110(vs.)74c

tata( samprasann!tm!bhini%kramya svamandir!t /

pura" pradak%i&#k+tya pr!car!d gopur!d bahi( // 21.340

tatra ta" samup!y!ta" d+%*v! 'akro 'bhimodita( /

abhyarcya purato m!rga" sa"dar'ayan mud!carat // 21.341 　≈ L 222.4; H ii,110(vs.)74d

brahm!pi ta" sam!y![146b]ta" sam#k%ya sa"pramodita( /

bhadr!'#stutibhi( stutv! purata( pr!carat pathi // 21.342

ni%kramanta" tam !lokya devat! nagar!'ray! /

sahas!nuprasa"s+tya vilapanty evam abrav#t // 21.343 　≈ L 222.9-10; H ii,110(vs.)76

bho narendra mah!sattva bhadra'r#sadgu&!spadam /

cakravartikula" tyaktv! ni'#the vrajase kuha // 21.344

tvayeda" nagara" ramya" rahita" n!bhi'obhate /

katham atr!ham !'ritya careya" s!mprata" sukham // 21.345 　≈ L 222.11-12; H ii,110(vs.)77

n!nta(pure sadots!ha" sa"g#tima,gal!ravam /

'ro%y!mi pak%i&!" c!pi sa"r!v!&i kad!cana // 21.346 　≈ L 222.13-14; H ii,112(vs.)78

bhavato dar'ana" bh)yo durlabha" pr!psyate kuha /

#d+k sampatsukha" bhuktv! kim anyat sukham !psyasi // 21.347   ≈ L 222.15-16; H ii,112(vs.)79

tr!yastri"'!( sur!' c!pi sam!gatyeha sarvad! /

bhavato dharmam !kar&ya mud!bhyarcy!cara"s tvayi // 21.348

tvay!tra nagare tyakte ko deva( samup!caret /

sarvair lok!dhipai' c!pi n!tra sa"drak%yate tath! // 21.349 　≈ L 222.17; H ii,112(vs.)80b

sarvabh)p!dhir!jendrava"'o vicchidyate 'dhun! /

sarve%!m api '!ky!n!m abhim!no vina'yate // 21.350 　≈ L 222.21; H ii,112(vs.)82

yat ta" sam#k%ya bh)m#ndra' cakravart# n+po bhavet /

ity !khy!ta" nimittajñair bhavati tan m+%! vaca( // 21.351 　≈ L 222.19-20; H ii,112(vs.)81

aham api tvay! s!rdha" sam!y!tu" samutsahe /

tan m!" d+%*v! k+p!d+%*y! tatr!bhinandum arhasi // 21.352 　≈ L 223.1-2; H ii,114(vs.)83

ida" divyapur!k!ra" tyaktv! gantu" kuhecchasi /

divya'r#'obhita" ramya" pa'yeya" nagarottamam // 21.353
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pr!tar d+%*v! mah!r!ja" janaka" m!tara" tath! /

ya'odhar!" sat#" c!pi sam!lokya sam!cara // 21.354

et!( striyo 'pi te bh!ry!( satyadharm!nuc!rik!( /

katha" tyakt! niruts!h# pravrajitu" tvam icchasi // 21.355

yadi gantu" samicch! te bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

d+%*v! sarv!( subhadr!,g! bodhayitv! sam!cara // 21.356

eva" me vacana" k+tv! gacchasi cej jagaddhite /

pitror api ca bh!ry!&!" mah!nandasukha" bhavet // 21.357

tav!pi ca mah!nandasukha" 'r#ma,galottamam /

k!ryasi[147a]ddhir bhaven n)na" trilokahitas!dhane // 21.358

iti taduktam !kar&ya bodhisattvo mah!mati( /

devat!" t!" pur!dh#n!" sa"pa'yann evam !di'at // 21.359 　≈ L 223.3; H ii,114(vs.)84ab

n!tr!ha" devate t!vad dra%*um api samutsahe /

y!van na pr!pyate bodhis trailokyabhadras!dhan# // 21.360 　≈ L 223.4; H ii,114(vs.)84cd

yad! sa"pr!pyate bodhis tad!ha" pr!carann iha /

saddharm!m+tavar%!&i kartu" sam!vrajeya hi // 21.361 　≈ L 223.5-6; H ii,114(vs.)85

gaccha tva" devate lok!n sa"p!lya pura !'raye /

sa"buddhapadam !s!dya sam!y!sy!my aha" dhruvam // 21.362

ity eva" bodhisattvena sam!di%*a" ni'amya s! /

devat! ta" mah!sattva" sam!lokyaivam abrav#t // 21.363

tad atra ki" vadey!ha" gaccha te bhavat!" 'ubham /

tav!jñ!" 'iras!v!hya gami%y!mi svam !layam // 21.364

iti nivedya s! dev# bodhisattva" mahe'varam /

sam#k%ya s!ñjalir natv! 'anai( sv!layam !vi'at // 21.365

tato 'sau trijagadbhart! bodhisattva( prabh!" s+jan /

ni%kramya pura !k!'e mahots!hai( sam!carat // 21.366 ≈ L 223.7-8; H ii,116(vs.)86ab

tatrair!vata'u&-!y!" k)*!g!re%u sa"sthit!( /

sa"g#tin+tyasa"c!ra" k+tv!psaroga&! mud! // 21.367

bodhisattva" sam!y!ta" d+%*v! sa"har%it!'ay!( /

pr!bhyarcya tu%*uvur eva" natv! s!ñjalayo mud! // 21.368 ≈ L 223.8-10; H ii,116(vs.)86bcd

e%a 'r#sadgu&!dh!ro bodhisattvo jagaddhite /

sa"bodhipra&idh!nena dattv! d!na" yathepsitam // 21.369 ≈ L 223.11-12; H ii,116(vs.)87ab

eva" '#lak%am!v#ryadhy!nap!ramit!kram!t /

su'#lapari'uddh!tm! caturbrahmavih!rika( // 21.370 ≈ L 223.13-14; H ii,116(vs.)87cd

jitendriya( sam!c!ra' caritv! po%adha" vratam /

'!nticary!vi'uddh!tm! sarvasattvahit!'aya( // 21.371 ≈ L 223.15-16; H ii,116(vs.)88ab

svapar!tmasam!c!ro ni(krodho nirmalendriya( /

mah!v#ryavrata" dh+tv! sarvasattvahit!rthabh+t // 21.372 ≈ L 223.17-18; H ii,116(vs.)88cd

tanmahoccai( svare&!pi naiva ka'cit prabodhita( /

tad! so ''va( sam!lokya sv!mina" samup!carat // 21.335

tam a'va" samup!y!ta" bodhisattva( sam#k%ya sa( /

samutth!ya sam!rodhu" sa"pa'yan samup!carat // 21.336

tad! s!bdhinag! bh)mi( sarv! prak%ubhit!calat /

pu%pav+%ti" pramuñcanta( sarve dev! nanandire // 21.337 　≈ L 222.1; H ii,108(vs.)74a

tad! sarv!rthasiddhas tam a'va" p)r&endusa"nibham /

sam!ruhya mud! sv!nta(pur!t sa"prasthito 'carat // 21.338 　≈ L 222.2; H ii,110(vs.)74b

tatra caturmah!r!j! kanthakasya catu(pada( /

g+h#tv! ta" mah!sattva" pr!c!rayat svamandir!t // 21.339 　≈ L 222.3; H ii,110(vs.)74c

tata( samprasann!tm!bhini%kramya svamandir!t /

pura" pradak%i&#k+tya pr!car!d gopur!d bahi( // 21.340

tatra ta" samup!y!ta" d+%*v! 'akro 'bhimodita( /

abhyarcya purato m!rga" sa"dar'ayan mud!carat // 21.341 　≈ L 222.4; H ii,110(vs.)74d

brahm!pi ta" sam!y![146b]ta" sam#k%ya sa"pramodita( /

bhadr!'#stutibhi( stutv! purata( pr!carat pathi // 21.342

ni%kramanta" tam !lokya devat! nagar!'ray! /

sahas!nuprasa"s+tya vilapanty evam abrav#t // 21.343 　≈ L 222.9-10; H ii,110(vs.)76

bho narendra mah!sattva bhadra'r#sadgu&!spadam /

cakravartikula" tyaktv! ni'#the vrajase kuha // 21.344

tvayeda" nagara" ramya" rahita" n!bhi'obhate /

katham atr!ham !'ritya careya" s!mprata" sukham // 21.345 　≈ L 222.11-12; H ii,110(vs.)77

n!nta(pure sadots!ha" sa"g#tima,gal!ravam /

'ro%y!mi pak%i&!" c!pi sa"r!v!&i kad!cana // 21.346 　≈ L 222.13-14; H ii,112(vs.)78

bhavato dar'ana" bh)yo durlabha" pr!psyate kuha /

#d+k sampatsukha" bhuktv! kim anyat sukham !psyasi // 21.347   ≈ L 222.15-16; H ii,112(vs.)79

tr!yastri"'!( sur!' c!pi sam!gatyeha sarvad! /

bhavato dharmam !kar&ya mud!bhyarcy!cara"s tvayi // 21.348

tvay!tra nagare tyakte ko deva( samup!caret /

sarvair lok!dhipai' c!pi n!tra sa"drak%yate tath! // 21.349 　≈ L 222.17; H ii,112(vs.)80b

sarvabh)p!dhir!jendrava"'o vicchidyate 'dhun! /

sarve%!m api '!ky!n!m abhim!no vina'yate // 21.350 　≈ L 222.21; H ii,112(vs.)82

yat ta" sam#k%ya bh)m#ndra' cakravart# n+po bhavet /

ity !khy!ta" nimittajñair bhavati tan m+%! vaca( // 21.351 　≈ L 222.19-20; H ii,112(vs.)81

aham api tvay! s!rdha" sam!y!tu" samutsahe /

tan m!" d+%*v! k+p!d+%*y! tatr!bhinandum arhasi // 21.352 　≈ L 223.1-2; H ii,114(vs.)83

ida" divyapur!k!ra" tyaktv! gantu" kuhecchasi /

divya'r#'obhita" ramya" pa'yeya" nagarottamam // 21.353

- 67 -



avikhinn!'ayo du%*!ñ jitv! saddharmas!dhaka( /

kle'!r#n durjay!ñ jitv! pari'uddhatrima&-ala( // 21.373 ≈ L 223.19-20; H ii,116(vs.)89ab

dhy!tv! sa"bodhicittena sam!dhisukham !ptav!n /

asa,gacitta !tmajña( prajñ!bdhip!ram !gata( // 21.374 ≈ L 223.21-22; H ii,116(vs.)89cd

sarvajña[147b]jñ!nasadratnabhadra'r#sadgu&arddhim!n /

sarvasa"bodhan!bhijña( sarvop!yavicak%a&a( // 21.375

sarvasattvahit!dh!nabodhipra&ihit!'aya( /

du%*am!r!bhisa"h!ramah!balasam+ddhim!n // 21.376

saddharmajñ!nasadratna'r#matk!ntivirocana( /

sarvalok!dhir!jendra( sarvasattva'iv!rthabh+t // 21.377

da'abh)m#'varo n!tha( sarvavidy!gu&!dhipa( /

n)nam e%a mah!sattvo bodhisattvo maharddhika( // 21.378

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sarv!n +%#n vinirjayan /

tapas! du%kare&!pi jitv! sarv!"s tapasvina( // 21.379

ni(kle'o 'rhan vi'uddh!tm! bodhicary!*bhip)raka( /

jitv! m!raga&!n du%*!n sa"bodhi" samav!pnuy!t // 21.380

tato 'ya" sugato buddha( sarvajño 'rhan vin!yaka( /

sarvavidy!dhipa( '!st! dharmar!jo mun#'vara( /

mah!bhijño jagann!thas tath!gato bhaved api // 21.381

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

svadehasuk+t!bh!bhi( 'odhayitv! samantata( // 21.382

sarv!n sattv!n samuddh+tya bodhayitv! prayatnata( /

bodhim!rge prati%*h!pya pr!c!rayet sad! 'ubham // 21.383

eva" bhadramaya" k+tv! sarvatra bhuvane%v api /

sam!pya saugata" k!rya" tato nirv+tim !pnuy!t // 21.384

ten!ya" trijagann!tha( 'ara&yo bhayan!'aka( /

d#po 'vidy!tamovy!ptagat#n!m api sadgati( // 21.385 ≈ L 224.5; H ii,118(vs.)91a

layano vairibhir du%*air upadrute nir!'rame /

rogin!" vaidyar!jo 'ya" dv#pa( sarvasukh!'raya( // 21.386 ≈ L 224.6; H ii,118(vs.)91b

r!jñ!" dharm!dhipo r!j! sahasr!k%o mahendravat /

sarva'!str!dhipa( '!st! brahmeva brahmac!ri&!m // 21.387 ≈ L 224.7-8; H ii,118(vs.)91cd

pr!jña( ')ro mah!dh#ra( sarvav!dipramardaka( /

du%*at#rthikasa"hart! m+t!n!m api ke'ar# // 21.388 ≈ L 224.9-11; H ii,118(vs.)92abc

suprasann!'rayo d!ntacitto dh#ro gajendravat /

sarvasa,gh!dhipr!dh!nyo goga&!n!" yathar%abha( // 21.389 ≈ L 224.11-12; H ii,118(vs.)92cd

kle'!gnit!padagdh!n!" pr!hl!dak+c chuddh!"'uvat /

k!mamohatamohant! sahasrara'mibh!svara( // 21.390 ≈ L 224.13-14; H ii,118(vs.)93ab

m!y!dharmarajo'lipta( pa,kai( padmam iv!mbujam /
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aprakampyo yath! merur a'o%ya( [148a] s!garo yath! // 21.391 ≈ L 224.15-16; H ii,118(vs.)93cd

sarvasattvopaj#vyo 'ya" vasu"dhar! mah# yath! /

tath!ya" sarvasattv!n!" sanmitra( satsukh!rthabh+t // 21.392 ≈ L 224.16; H ii,118(vs.)93d

e%a ratn!karo 'k%obhyo dharma'r#sadgu&!rthabh+t /

vi'uddha'#lasaurabhyaprav!hako 'nilo yath! // 21.393 ≈ L 224.17; H ii,118(vs.)93e

kle'am!r!n dahed e%a *skandham!r!n vigh!tayet /

mardayed devam!r!"' ca m+tyum!r!"' ca nirjayet // 21.394 ≈ L 224.18-19; H ii,118(vs.)94ab

e%a 'r#m!n mah!s!rthav!ho dharm!rthasa"bhara( /

kupathaprasthit!n!" hi sanm!rgade'ako bhavet // 21.395 ≈ L 224.20-21; H ii,118(vs.)94cd

!'u ni(kle'a'uddh!tm! brahmac!r# mun#'vara( /

sarvajño 'rhan mah!buddho jino vin!yako bhavet // 21.396 ≈ L 225.1-2; H ii,120(vs.)95ab

s!"prata" sarvaloke%u sarve m!r! vi%!dit!( /

sa"tr!sakampit!tm!nas ti%*heyu( pari'a,kit!( // 21.397

saddharm!m+tavar%!&i pravar%ayan samantata( /

jagat sarva" susa"tu%*a" n)nam e%o 'bhinandayet // 21.398

n)na" sarvatra loke%u bhadra'r#sadgu&!nvitam /

jagad dharmamaya" sarvam id!n#" sy!t sad! dhruvam // 21.399

eva" stutv! jagann!tha" yat pu&ya" no 'tra vidyate /

etatpu&yavip!kena vaya" sarve vikalpak!( // 21.400 ≈ L 225.3-4; H ii,120(vs.)95cd

'uddha'#lasam!c!r! ni(kle'! vimalendriy!( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"caranto jagaddhite // 21.401

asya trailokan!thasya 'ara&e samupasthit!( /

sa"bodhijñ!nam !s!dhya bhavema 'r#gu&!kar!( // 21.402

eva" stutv! mah!sattva" sarv!s t! apsaroga&!( /

divyap)jopac!rais ta" samabhyarcya pra&amya ca // 21.403

sa"g#tin+tyasa"c!rai( prakurvantyo mahotsavam /

sam!lokya muhur natv! ta" mud! pr!caran puna( // 21.404

eva" brahm!marendr!ditr!yatri"'!( sur! api /

sarvalok!dhip!' c!pi tam abhyarcya mud!caran // 21.405

gandharv! api sarve ta" samabhyarcya pramodit!( /

sa"g#tin+tyaprots!ha" prakurvantyo mud!caran // 21.406

kinnar! api sarve ta" samabhyarcya pramodit!( /

t)ryasa"g#tisa"c!ra" prakurvanta( puro 'caran // 21.407

yak%! api ca sarve ta" samabhyarcya pramodit!( /

a%*asugandhisaurabhya" dh)payanto 'caran pura( // 21.408

kumbh![148b]&-! api sarve ta" samabhyarcya prahar%it!( /

tr!sayanta( puro du%*!n sa"niv!rya mud!caran // 21.409

vidy!dhar!' ca sarve ta" pra&atv! pr!bhinandit!( /

avikhinn!'ayo du%*!ñ jitv! saddharmas!dhaka( /

kle'!r#n durjay!ñ jitv! pari'uddhatrima&-ala( // 21.373 ≈ L 223.19-20; H ii,116(vs.)89ab

dhy!tv! sa"bodhicittena sam!dhisukham !ptav!n /

asa,gacitta !tmajña( prajñ!bdhip!ram !gata( // 21.374 ≈ L 223.21-22; H ii,116(vs.)89cd

sarvajña[147b]jñ!nasadratnabhadra'r#sadgu&arddhim!n /

sarvasa"bodhan!bhijña( sarvop!yavicak%a&a( // 21.375

sarvasattvahit!dh!nabodhipra&ihit!'aya( /

du%*am!r!bhisa"h!ramah!balasam+ddhim!n // 21.376

saddharmajñ!nasadratna'r#matk!ntivirocana( /

sarvalok!dhir!jendra( sarvasattva'iv!rthabh+t // 21.377

da'abh)m#'varo n!tha( sarvavidy!gu&!dhipa( /

n)nam e%a mah!sattvo bodhisattvo maharddhika( // 21.378

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sarv!n +%#n vinirjayan /

tapas! du%kare&!pi jitv! sarv!"s tapasvina( // 21.379

ni(kle'o 'rhan vi'uddh!tm! bodhicary!*bhip)raka( /

jitv! m!raga&!n du%*!n sa"bodhi" samav!pnuy!t // 21.380

tato 'ya" sugato buddha( sarvajño 'rhan vin!yaka( /

sarvavidy!dhipa( '!st! dharmar!jo mun#'vara( /

mah!bhijño jagann!thas tath!gato bhaved api // 21.381

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

svadehasuk+t!bh!bhi( 'odhayitv! samantata( // 21.382

sarv!n sattv!n samuddh+tya bodhayitv! prayatnata( /

bodhim!rge prati%*h!pya pr!c!rayet sad! 'ubham // 21.383

eva" bhadramaya" k+tv! sarvatra bhuvane%v api /

sam!pya saugata" k!rya" tato nirv+tim !pnuy!t // 21.384

ten!ya" trijagann!tha( 'ara&yo bhayan!'aka( /

d#po 'vidy!tamovy!ptagat#n!m api sadgati( // 21.385 ≈ L 224.5; H ii,118(vs.)91a

layano vairibhir du%*air upadrute nir!'rame /

rogin!" vaidyar!jo 'ya" dv#pa( sarvasukh!'raya( // 21.386 ≈ L 224.6; H ii,118(vs.)91b

r!jñ!" dharm!dhipo r!j! sahasr!k%o mahendravat /

sarva'!str!dhipa( '!st! brahmeva brahmac!ri&!m // 21.387 ≈ L 224.7-8; H ii,118(vs.)91cd

pr!jña( ')ro mah!dh#ra( sarvav!dipramardaka( /

du%*at#rthikasa"hart! m+t!n!m api ke'ar# // 21.388 ≈ L 224.9-11; H ii,118(vs.)92abc

suprasann!'rayo d!ntacitto dh#ro gajendravat /

sarvasa,gh!dhipr!dh!nyo goga&!n!" yathar%abha( // 21.389 ≈ L 224.11-12; H ii,118(vs.)92cd

kle'!gnit!padagdh!n!" pr!hl!dak+c chuddh!"'uvat /

k!mamohatamohant! sahasrara'mibh!svara( // 21.390 ≈ L 224.13-14; H ii,118(vs.)93ab

m!y!dharmarajo'lipta( pa,kai( padmam iv!mbujam /
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sugandhipu%pam!l!bhi( samabhyarcya puro 'caran // 21.410

grah! api ca sarve ta" samabhyarcya sat!rak!( /

pariv+tya sam!lokya pr!sarann abhinandit!( // 21.411

garu-! api sarve ta" samabhyarcya pramodit!( /

divyasugandhivar%anta( pr!caran sarvata( pathi // 21.412

n!gendr! api sarve ta" samabhyarcy!bhinandit!( /

sapu%p!m+tavar%anta( pr!caran pathi sarvata( // 21.413

r!k%as! api ta" d+%*v! p+%*hata( samup!s+t!( /

sam!ramy!yane du%*!n tr!sayanto mud!caran // 21.414

d!nav! api ta" d+%*v! pra&atv! d)rato mud! /

mahots!h!bhinandina( sam!saran samantata( // 21.415

bh)tapretapi'!c!' ca ta" d+%*v! d)rato 'mbare /

sa"tr!sakampit!tm!na( pra&atvaiva par!yayu( // 21.416

t#rthik! apy abhijñ!' ca viv!dabhaya'a,kit!( /

pravrajanta" sam!lokya tasthu( sarve vi%!dit!( // 21.417

+%ayo 'pi mah!bhijñ!( pravrajanta" vilokya tam /

pra&amanto 'ñjali" dh+tv! tasthu( sarve pramodit!( // 21.418

yatayo yogina' c!pi sarve 'pi brahmac!ri&a( /

ni%kramanta" tam !lokya tasthur natv! pramodit!( // 21.419

bodhisattv! mah!sattv! api sarve sam#k%ya tam /

s!ñjalaya( sam!namya tasthu( samabhinandit!( // 21.420

sarve tath!gat!' c!pi ni%kramanta" sam#k%ya tam /

sud+'! pr!bhipa'yantas tasthu( samanumodit!( // 21.421

eva" 'r#m!n mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

ni%kramya svapur!d r!trau mahots!hair mud!caran // 21.422

p)jyam!no 'marai( sarvai( sarvair lok!dhipair api /

st)yam!no 'psarobhi' ca prabh!sayan mud!sarat // 21.423

tatprabh!bhiparisp+%*!( sarvalok!( pracitrit!( /

mah!sukhasam!pann! babh)vur vimalendriy!( // 21.424

eva" samabhini%kr!nto [149a] bodhisattvo maharddhim!n /

krame&a pr!carañ ch!ky!n kro-y!n mall!n api kram!t /

mainey!n anuvainey!n atikramya yayau vanam // 21.425 　　≈ L 225.5-7; H ii,120.5-7

tata' caran sa sarvajño dv!da'ayojan!n tata( /

va'i%*hasya mune( pr!tar !'ram!ntikam !ptav!n // 21.426　≈ S ii,164.18,189.10; M ii,206.16,235.14

suptavi'vastahari&a" svasthasthitaviha"gamam / 

vi'r!nta iva yad d+%*v! k+t!rtha iva c!bhavat // 21.427 　 　　= Bc 6.2

tatra sa kanthak!d a'v!d avat#rya mah#tale /

sthitv! sarv!n surendr!d#"l lokap!l!n vyasarjayat // 21.428 ≈ L 225.7-9; H ii,120.7-9
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tatra brahm!marendr!ditr!yastri"'!( sur!s tath! /

sarvalok!dhip!' c!pi sarv!psaroga&ai( saha // 21.429

'r#ghana" ta" mah!sattva" sam!loky!bhinandit!( /

k+t!ñjalipu*! natv! s!d!ram evam abravan // 21.430

pravrajasva mah!sattva sidhyatu te sam#hitam /

jitv! m!raga&!n !'u sa"bodhi" samav!pnuhi /

'r#mat!" bhajana" k+tv! mok%a" y!sy!mahe vayam // 21.431

iti te brahma'akr!ditr!yastri"'!( pramodit!( /

tasya p)j!" puna( k+tv! natv!mbar!laya" yayu( // 21.432

sarve lok!dhip!' c!pi svasvasainyaga&ai( saha /

natv! jay!'isa" dattv! svasvak%etre mud!caran // 21.433

evam anye 'pi lok!' ca yak%agandharvakinnar!( /

guhyak! garu-! n!g! d!nav!' ca maharddhik!( // 21.434

vidy!dhar! grah!s t!r! sarve 'pi sa"pramodit!( /

bodhisattva" tam !natv! svasv!laya" mud!caran // 21.435

avat#rya ca paspar'a nist#r&am iti v!jinam /

chandaka" c!brav#t pr#ta( sn!payann iva cak%u%! // 21.436 　 = Bc 6.4

ima" t!rk%yopamajava" tura"gam anugacchat! /

dar'it! saumya madbhaktir vikrama' c!yam !tmana( // 21.437 　 = Bc 6.5

sarvath!smy anyak!ryo 'pi g+h#to bhavat! h+di / 

bhart+sneha' ca yasy!yam #d+'a( sakta eva ca // 21.438 　 = Bc 6.6

asnigdho 'pi samartho 'sti ni(s!martho 'pi bhaktim!n /

bhaktim!"' caiva 'akta' ca durlabhas tvadvidho bhuvi // 21.439 = Bc 6.7

tat pr#to 'smi tav!nena mah!bh!gena karma&! /

d"#yate mayi bh!vo 'ya" phalebhyo 'pi par!,mukhe // 21.440 　 = Bc 6.8

ko janasya phalasthasya na sy!d abhimukho jana( /

jan#bhavati bh)yi%*ha" svajano 'pi viparyaye // 21.441　 = Bc 6.9

/ kul!rtha" dh!ryate putra( po%!rtha" sevyate pit! /

!#ay!#li$yati jagan n!sti ni%k!ra&! svat! // 21.442 　 = Bc 6.10

kim uktv! bahu sa"k%ep!t k+ta" me [149b] sumahat priyam /

nivartasv!'vam !d!ya sa"pr!pto 'sm#psita" vanam // 21.443 　 = Bc 6.11

ity uktv! sa mah!b!hur anusa"'acik#r%ay! /

bh)%a&!ny avamucy!smai sa"taptamanase dadau // 21.444 　 = Bc 6.12

muku*!d d#pakarm!&a" ma&im !d!ya bh!svaram /

bruvan v!kyam ida" tasthau s!ditya iva ma&-ala% // 21.445 　 = Bc 6.13

anena ma&in! chanda pra&amya bahu'o n+pa( /

vijñapyo 'muktavi'rambha" sa"t!paviniv+ttaye // 21.446 　 = Bc 6.14

jar!mara&an!'!rtha" pravi%*o 'smi tapovanam /

sugandhipu%pam!l!bhi( samabhyarcya puro 'caran // 21.410

grah! api ca sarve ta" samabhyarcya sat!rak!( /

pariv+tya sam!lokya pr!sarann abhinandit!( // 21.411

garu-! api sarve ta" samabhyarcya pramodit!( /

divyasugandhivar%anta( pr!caran sarvata( pathi // 21.412

n!gendr! api sarve ta" samabhyarcy!bhinandit!( /

sapu%p!m+tavar%anta( pr!caran pathi sarvata( // 21.413

r!k%as! api ta" d+%*v! p+%*hata( samup!s+t!( /

sam!ramy!yane du%*!n tr!sayanto mud!caran // 21.414

d!nav! api ta" d+%*v! pra&atv! d)rato mud! /

mahots!h!bhinandina( sam!saran samantata( // 21.415

bh)tapretapi'!c!' ca ta" d+%*v! d)rato 'mbare /

sa"tr!sakampit!tm!na( pra&atvaiva par!yayu( // 21.416

t#rthik! apy abhijñ!' ca viv!dabhaya'a,kit!( /

pravrajanta" sam!lokya tasthu( sarve vi%!dit!( // 21.417

+%ayo 'pi mah!bhijñ!( pravrajanta" vilokya tam /

pra&amanto 'ñjali" dh+tv! tasthu( sarve pramodit!( // 21.418

yatayo yogina' c!pi sarve 'pi brahmac!ri&a( /

ni%kramanta" tam !lokya tasthur natv! pramodit!( // 21.419

bodhisattv! mah!sattv! api sarve sam#k%ya tam /

s!ñjalaya( sam!namya tasthu( samabhinandit!( // 21.420

sarve tath!gat!' c!pi ni%kramanta" sam#k%ya tam /

sud+'! pr!bhipa'yantas tasthu( samanumodit!( // 21.421

eva" 'r#m!n mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

ni%kramya svapur!d r!trau mahots!hair mud!caran // 21.422

p)jyam!no 'marai( sarvai( sarvair lok!dhipair api /

st)yam!no 'psarobhi' ca prabh!sayan mud!sarat // 21.423

tatprabh!bhiparisp+%*!( sarvalok!( pracitrit!( /

mah!sukhasam!pann! babh)vur vimalendriy!( // 21.424

eva" samabhini%kr!nto [149a] bodhisattvo maharddhim!n /

krame&a pr!carañ ch!ky!n kro-y!n mall!n api kram!t /

mainey!n anuvainey!n atikramya yayau vanam // 21.425 　　≈ L 225.5-7; H ii,120.5-7

tata' caran sa sarvajño dv!da'ayojan!n tata( /

va'i%*hasya mune( pr!tar !'ram!ntikam !ptav!n // 21.426　≈ S ii,164.18,189.10; M ii,206.16,235.14

suptavi'vastahari&a" svasthasthitaviha"gamam / 

vi'r!nta iva yad d+%*v! k+t!rtha iva c!bhavat // 21.427 　 　　= Bc 6.2

tatra sa kanthak!d a'v!d avat#rya mah#tale /

sthitv! sarv!n surendr!d#"l lokap!l!n vyasarjayat // 21.428 ≈ L 225.7-9; H ii,120.7-9
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na khalu svargatar%e&a n!snehena na manyun! // 21.447 　 = Bc 6.15

tad evam abhini%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

bh)tv!pi hi cira" 'le%a( k!lena na bhavi%yati // 21.448 　 = Bc 6.16

dhruvo yasm!c ca vi'le%as tasm!n mok%!ya me mati( /

viprayoga( katha" na sy!d bh)yo 'pi svajan!dibhi% // 21.449 　 = Bc 6.17

'okaty!g!ya ni%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

'okahetu%u k!me%u sakt!( 'ocy!s tu r!gi&a( // 21.450　 = Bc 6.18

aya" ca kila p)rve%!m asm!ka" ni'caya( sthira( /

iti d!y!dabh)tena na 'ocyo 'smi path! vrajan // 21.451 　 = Bc 6.19

bhavanti hy arthad!y!d!( puru%asya viparyaye /

p+thivy!" dharmad!y!d! durlabh!s tu na santi v! // 21.452 　 = Bc 6.20

yad api sy!d asamaye y!to vanam as!v iti /

ak!lo n!sti dharmasya j#vite cañcale sati // 21.453 　 = Bc 6.21

tasm!d adyaiva me 'reya' cetavyam iti ni'caya( /

j#vite ko hi vi'rambho m+tyau pratyarthini sthite // 21.454 　 = Bc 6.22

evam!di tvay! saumya vijñapyo me pit! n"pa% /

prayateth!s tath! caiva yath! m!" na smared api // 21.455 　 = Bc 6.23

api nairgu&yam asm!ka" v!cya" narapatau tvay! /

nairgu&y!t tyajyate sneha( snehaty!g!n na 'ocyate // 21.456 　 = Bc 6.24

iti v!kyam ida" 'rutv! chanda( sa"t!paviklava( /

b!%pagrathitay! v!c! pratyuv!ca k+t!ñjali( // 21.457 　 = Bc 6.25

anena tava bh!vena b!ndhav!y!sad!yin! /

bharta( s#dati me ceto nad#pa,ka iva dvipa( // 21.458 　 = Bc 6.26

kasya notp!dayed b!%pa" ni'cayas te 'yam #d+'a( /

ayomaye 'pi h+daye ki" puna( snehaviklave // 21.459 　 = Bc 6.27

vim!na'ayan!rha" hi saukum!ryam ida" kva ca /

kharadarbh!,kuravat# tapovanamah# kva ca // 21.460 　 = Bc 6.28

'rutv! tu vyavas!ya" te yad a'vo 'ya" may!h+ta( /

bal!tk!re&a tan n!tha daivenaiv!smi k!rita( // 21.461 　 = Bc 6.29

katha" hy !tmava'o j!nan vyavas!yam ima" tava /

up![150a]nayeya" turaga" 'oka" kapilav!stuna( // 21.462 　 = Bc 6.30

tan n!rhasi mah!sattva vih!tu" putral!lasam /

snigdha" v+ddha" ca r!j!na" saddharmam iva n!stika( // 21.463 = Bc 6.31

sa"vardhanapari'r!nt!" dvit#y!" t!" ca m!taram /

deva n!rhasi vismartu" k+taghna iva satkriy!m // 21.464 　 = Bc 6.32

garbhavat&' gu&avat#" kula'l!ghy!" pativrat!m /

dev#m arhasi na tyaktu" kl#ba( pr!pt!m iva 'riyam // 21.465 　 = Bc 6.33

putra" y!'odhar!garbhe ya'odharmabh+t!" vara% / 
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b!lam arhasi na tyaktu" vyasan#vottama" ya'a( // 21.466 　 = Bc 6.34

atha bandhu" ca r!jya" ca tyaktum eva k+t! mati( /

m!" n!rhasi vibho tyaktu" tvatp!dau hi gatir mama // 21.467 　 = Bc 6.35

n!smi y!tu" pura" 'akto dahyam!nena cetas! /

tv!m ara&ye parityajya vivikte ca mah!bhaye // 21.468 　 = Bc 6.36

ki" hi vak%yati m!" r!j! tvad+te nagara" gatam /

vak%y!my ucitadar'itv!t ki" tav!nta(pur!&i v! // 21.469 　 = Bc 6.37

yad apy !tth!pi nairgu&ya" v!cya" narapat!v iti /

ki" tad vak%y!my abh)ta" te nirdo%asya muner iva // 21.470 　 = Bc 6.38

h+dayena salajjena jihvay! sajjam!nay! /

aha" yady api v! br)y!" kas ta' 'raddh!tum arhati // 21.471 　 = Bc 6.39

yo hi candramasas taik%&ya" kathayec chraddadh#ta v! /

sa do%!"s tava do%ajña kathayec chraddadh#ta v! // 21.472 　 = Bc 6.40

s!nukro'asya satata" nitya" karu&avedina( /

snigdhaty!go na sad+'o nivartasva pras#da me // 21.473 　 = Bc 6.41

iti 'ok!bhibh)tasya ni#amya tasya bh!%itam /

svastha( paramay! dh+ty! jag!da vadat!" vara( // 21.474 　 = Bc 6.42

madviyoga" prati cchanda sa"t!pas tyajyat!m ayam /

n!n!bh!vo hi niyata" p+thagj!ti%u dehi%u // 21.475 　 = Bc 6.43

svajana" yady api sneh!n na tyajeya" mumuk$ay! /

m+tyur anyonyam ava'!n asm!n sa"ty!jayi%yati // 21.476 　 = Bc 6.44

mahaty! t+%&ay! du(khair garbhe&!smi yay! dh+ta( /

tasy! ni%phalayatn!y!( kv!ha" m!tu( kva s! mama // 21.477 　 = Bc 6.45

v!sav+k%e sam!gamya vigacchanti yath!&-aj!( /

niyata" viprayog!ntas tath! bh)tasam!gama( // 21.478 　 = Bc 6.46

sametya ca yath! bh)yo vyapay!nti bal!hak!( /

sa"yogo viprayoga' ca tath! me pr!&in!" mata( // 21.479 　 = Bc 6.47

yasm!d y!ti [150b] ca loko 'ya" vipralabhya parasparam /

mamatva" na k%ama" tasm!t svapnabh)te sam!game // 21.480 = Bc 6.48

sahajena viyujyante par&ar!ge&a p!dap!( /

anyen!nyasya vi'le%a( ki" punar na bhavi%yati // 21.481 　 = Bc 6.49

tad eva" sati sa"t!pa" m! k!r%#( saumya gamyat!m /

lambate yadi tu sneho gatv!pi punar !vraja // 21.482 　 = Bc 6.50

br)y!c c!sm!sv an!k$epa' jana" kapilavastuni /

tyajyat!" tadgata( sneha( 'r)yat!" c!sya ni'caya( // 21.483 　 = Bc 6.51

k%ipram e%yati v! k+tv! jar!m+tyuk%aya" kila /

ak+t!rtho nir!rambo nidhana" y!syat#ti v! // 21.484 　 = Bc 6.52

iti bhartur vaca( 'rutv! kanthakas turagottama( /

na khalu svargatar%e&a n!snehena na manyun! // 21.447 　 = Bc 6.15

tad evam abhini%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

bh)tv!pi hi cira" 'le%a( k!lena na bhavi%yati // 21.448 　 = Bc 6.16

dhruvo yasm!c ca vi'le%as tasm!n mok%!ya me mati( /

viprayoga( katha" na sy!d bh)yo 'pi svajan!dibhi% // 21.449 　 = Bc 6.17

'okaty!g!ya ni%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

'okahetu%u k!me%u sakt!( 'ocy!s tu r!gi&a( // 21.450　 = Bc 6.18

aya" ca kila p)rve%!m asm!ka" ni'caya( sthira( /

iti d!y!dabh)tena na 'ocyo 'smi path! vrajan // 21.451 　 = Bc 6.19

bhavanti hy arthad!y!d!( puru%asya viparyaye /

p+thivy!" dharmad!y!d! durlabh!s tu na santi v! // 21.452 　 = Bc 6.20

yad api sy!d asamaye y!to vanam as!v iti /

ak!lo n!sti dharmasya j#vite cañcale sati // 21.453 　 = Bc 6.21

tasm!d adyaiva me 'reya' cetavyam iti ni'caya( /

j#vite ko hi vi'rambho m+tyau pratyarthini sthite // 21.454 　 = Bc 6.22

evam!di tvay! saumya vijñapyo me pit! n"pa% /

prayateth!s tath! caiva yath! m!" na smared api // 21.455 　 = Bc 6.23

api nairgu&yam asm!ka" v!cya" narapatau tvay! /

nairgu&y!t tyajyate sneha( snehaty!g!n na 'ocyate // 21.456 　 = Bc 6.24

iti v!kyam ida" 'rutv! chanda( sa"t!paviklava( /

b!%pagrathitay! v!c! pratyuv!ca k+t!ñjali( // 21.457 　 = Bc 6.25

anena tava bh!vena b!ndhav!y!sad!yin! /

bharta( s#dati me ceto nad#pa,ka iva dvipa( // 21.458 　 = Bc 6.26

kasya notp!dayed b!%pa" ni'cayas te 'yam #d+'a( /

ayomaye 'pi h+daye ki" puna( snehaviklave // 21.459 　 = Bc 6.27

vim!na'ayan!rha" hi saukum!ryam ida" kva ca /

kharadarbh!,kuravat# tapovanamah# kva ca // 21.460 　 = Bc 6.28

'rutv! tu vyavas!ya" te yad a'vo 'ya" may!h+ta( /

bal!tk!re&a tan n!tha daivenaiv!smi k!rita( // 21.461 　 = Bc 6.29

katha" hy !tmava'o j!nan vyavas!yam ima" tava /

up![150a]nayeya" turaga" 'oka" kapilav!stuna( // 21.462 　 = Bc 6.30

tan n!rhasi mah!sattva vih!tu" putral!lasam /

snigdha" v+ddha" ca r!j!na" saddharmam iva n!stika( // 21.463 = Bc 6.31

sa"vardhanapari'r!nt!" dvit#y!" t!" ca m!taram /

deva n!rhasi vismartu" k+taghna iva satkriy!m // 21.464 　 = Bc 6.32

garbhavat&' gu&avat#" kula'l!ghy!" pativrat!m /

dev#m arhasi na tyaktu" kl#ba( pr!pt!m iva 'riyam // 21.465 　 = Bc 6.33

putra" y!'odhar!garbhe ya'odharmabh+t!" vara% / 
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pr!lihaj jihvay! p!dau b!%pam u%&a" vyamuñcata // 21.485 　 = Bc 6.53

j!lin! svastik!,kena cakramadhyena p!&in! /

!mar#ya sa mah!sattvas tam a#vam abhyabh!$ata // 21.486 　 = Bc 6.54

muñca kanthaka m! b!%pa" dar'iteya" sada'vat! /

m+%yat!" saphala( '#ghra" 'ramas te 'ya" bhavi%yati // 21.487 = Bc 6.55

ma&itsaru" chandakahastasa"stha" 

　　tata( sa dh#ro ni'ita" g+h#tv! /

ko'!d asi" k!ñcanabhakticitra" 

　　bil!d iv!'#vi%am udbabarha // 21.488 　 = Bc 6.56

ni%k!sya ta" cotpalapattran#la" 

　　chitv! svaya' m(rdhajam !tmana% /

vik#ryam!&!"'ukam antar#k%e  

　　prodak$ipad dha'sam iv!mbur!#au // 21.489　 = Bc 6.57

p)j!bhil!%e&a ca b!hum!ny!d 

　　divaukasas ta" jag+hu( praviddham /

yath!vad ena" divi devasa,gh!  

　　divyair vidh!nair abhip(jya cakru( // 21.490 　 = Bc 6.58

tatra nidh!ya t!" c)-!" garbhe caitya" mahattaram /

mahots!hai( prati%*h!pya samabhyarcya sad! bhajan // 21.491

maha' c!pi prati%*h!pya pr!c!rayan mahotsavam /

ady!pi svargaloke tacc)-!maha( pravartate // 21.492

muktv! tv ala"k!rakalatravatt!"  

　　'r#viprav!sa" 'irasa' ca k+tv! /

d+%*v!"'uka" k!ñcanaha"sacihna"

　　vanya" sa dh#ro 'bhicak!,k%a v!sa( // 21.493 　 = Bc 6.59

tato m+gavy!dhavapur divauk!  

　　bh!va" viditv!sya vi'uddhabh!va( /

k!%!yavastro 'bhiyayau sam#pa"  

　　ta" '!kyar!japrabhavo 'bhyuv!ca // 21.494 　 = Bc 6.60

'iva" ca k!%!yam +%idhvajas te  

　　na yujyate hi"sram ida" dhanu' ca /

tat saumya yady asti na saktir atra  

　　mahya" prayacchedam ida" g+h!&a // 21.495 　 = Bc 6.61

vy!dho 'brav#t k!mada k!mam !r!d 

　　anena vi'v!sya m+g!n nihatya / 

arthas tu 'akropama yady anena hanta  

　　prat#cch!naya 'uklam etat // 21.496 　 = Bc 6.62

pare&a har%e&a tata( sa vanya"  
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　　jagr!ha v!so '"'ukam utsasarja /

vy!dhas tu divya" va[151a]pur eva bibhrat 

　　tac chuklam !d!ya diva" jag!ma // 21.497 　 = Bc 6.63

tata( kum!ra' ca sa c!'vagopas  

　　tasmi"s tath! y!ti visismiy!te /

!ra&yake v!sasi caiva bh)yas  

　　tasminn ak!r%*!" bahum!nam !'u // 21.498 　 = Bc 6.64

tatra sa devaputras tadvastra" 'uddh!laye mud! /

dar'aya"s tat prav+tt!nta" pr!khy!y!nandayat sur!n // 21.499 　≈ L 226.10-13; H ii,122.13-16

tatra nidh!ya tad vastra" garbhe caitya" mahattaram /

nidh!ya sa"prati%*h!pya mahots!hai( sad! bhajan // 21.500

'uddh!v!sikaloke%u *hy ady!pi sa"prati%*hita( /

vastramaho mah!caityo devair bhakty! prap)jita( // 21.501

tatra vimucya sa pr!jño bh)%a&!ni haya" ca tam /

upasth!pya sam!mantrya chandakam evam abrav#t // 21.502 　≈ L 225.11-12; H ii,120.12-13

chandakem!ni sarv!&i bh)%a&!ni haya" ca me /

g+h#tv! sahas! gaccha pure tatra svam !layam // 21.503

ity eva" sv!min!di%*a" 'rutv! sa chandako rudan /

sv!mino 'sya pad!mbhoje nipatitvaivam abrav#t // 21.504

h! sv!min katham eko 'ha" gaccheya" bhavat! vin! /

n)na" sa n+pat# r!j! baddhv! m!" t!-ayed ru%! // 21.505

katham et!ni sarv!&i bh)%a&!ni haya" ca te /

g+h#tv!ha" gami%y!mi tvacchokavy!kule pure // 21.506

ko m!" tatra sam!'v!sya sa"rak%et karu&!nvita( /

sarve 'pi m!" paritr!sya hanyeyur v! dvi%o yath! // 21.507

kasy!ha" purato gatv! d!sy!m#ma" hayottama" /

sarv!&#m!ni sadratnamay!ny !bhara&!ni ca // 21.508

katha" te janakasy!pi krodh!gnidahit!nanam /

gautamy! api m!tu' ca pa'yeya" bhavat! vin! // 21.509

gop!y! api bh!ry!y!( 'ok!gnidahita" mukham /

pa'yeya" katham eko 'ha" bhavanta" sv!mina" vin! // 21.510

any!s!m api bh!ry!n!" sarv!s!" vadan!ni ca /

pa'yeya" katham eko 'ha" sv!min! bhavat! vin! // 21.511

mantri&!m api sarve%!m am!ty!n!" mukh!ny api /

katha" pa'yeyam eko 'ha" bhavat! sv!min! vin! // 21.512

tad aha" bhavat! s!rdha" caritu" vratam utsahe /

bhavato y! gatir n!tha t!m eva pr!ptum utsahe // 21.513

pr!lihaj jihvay! p!dau b!%pam u%&a" vyamuñcata // 21.485 　 = Bc 6.53

j!lin! svastik!,kena cakramadhyena p!&in! /

!mar#ya sa mah!sattvas tam a#vam abhyabh!$ata // 21.486 　 = Bc 6.54

muñca kanthaka m! b!%pa" dar'iteya" sada'vat! /

m+%yat!" saphala( '#ghra" 'ramas te 'ya" bhavi%yati // 21.487 = Bc 6.55

ma&itsaru" chandakahastasa"stha" 

　　tata( sa dh#ro ni'ita" g+h#tv! /

ko'!d asi" k!ñcanabhakticitra" 

　　bil!d iv!'#vi%am udbabarha // 21.488 　 = Bc 6.56

ni%k!sya ta" cotpalapattran#la" 

　　chitv! svaya' m(rdhajam !tmana% /

vik#ryam!&!"'ukam antar#k%e  

　　prodak$ipad dha'sam iv!mbur!#au // 21.489　 = Bc 6.57

p)j!bhil!%e&a ca b!hum!ny!d 

　　divaukasas ta" jag+hu( praviddham /

yath!vad ena" divi devasa,gh!  

　　divyair vidh!nair abhip(jya cakru( // 21.490 　 = Bc 6.58

tatra nidh!ya t!" c)-!" garbhe caitya" mahattaram /

mahots!hai( prati%*h!pya samabhyarcya sad! bhajan // 21.491

maha' c!pi prati%*h!pya pr!c!rayan mahotsavam /

ady!pi svargaloke tacc)-!maha( pravartate // 21.492

muktv! tv ala"k!rakalatravatt!"  

　　'r#viprav!sa" 'irasa' ca k+tv! /

d+%*v!"'uka" k!ñcanaha"sacihna"

　　vanya" sa dh#ro 'bhicak!,k%a v!sa( // 21.493 　 = Bc 6.59

tato m+gavy!dhavapur divauk!  

　　bh!va" viditv!sya vi'uddhabh!va( /

k!%!yavastro 'bhiyayau sam#pa"  

　　ta" '!kyar!japrabhavo 'bhyuv!ca // 21.494 　 = Bc 6.60

'iva" ca k!%!yam +%idhvajas te  

　　na yujyate hi"sram ida" dhanu' ca /

tat saumya yady asti na saktir atra  

　　mahya" prayacchedam ida" g+h!&a // 21.495 　 = Bc 6.61

vy!dho 'brav#t k!mada k!mam !r!d 

　　anena vi'v!sya m+g!n nihatya / 

arthas tu 'akropama yady anena hanta  

　　prat#cch!naya 'uklam etat // 21.496 　 = Bc 6.62

pare&a har%e&a tata( sa vanya"  
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naivaiko 'ha" pure tatra nivartitu" samutsahe /

api martu" samicch!mi [151b] hy ava'ya" mara&a" *bhavet // 21.514

iti tenodita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya tam /

chandaka" n+pate( kop!t tr!sita" c!brav#t puna( // 21.515

m! *bhai%#r n+pate( kop!d dar'an!t te pras!dit!( /

pit! me sahas!mantrya tv!" p+cchet kau'ala" mud! // 21.516

m!t! praj!pat# c!pi bh!ry! ya'odhar!pi ca /

am!ty! mantri&a' c!pi sarv!( k!nt!s tath!par!( // 21.517

tath! paur!' ca sarve 'pi dar'an!t te pras!dit!( /

sahas! samup!mantrya p+ccheyu( kau'ala" mama // 21.518

tatra tva" kau'ala" te%!" sarve%!" purato 'di'an /

sarvam etatprav+tt!nta" vistare&a nivedaya // 21.519

y!van n!ham ih!y!tas t!van me mahi%# sat# /

ya'odhar!niv!ry! hi macchok!j j#vita" tyajeta // 21.520

rak%a&#y! prayatnena p!lan#y! hi garbhi&# /

eva" sarv! api r!m! m!t!pi ca praj!pat# // 21.521

macchok!nalatapt!,g!s tyajeyur j#vita" mudh! /

sarv!"l lok!ñ ca macchok!n niv!rayan sad!vatu // 21.522

arthino 'pi sad! p!ly! dattv! dravya" yathepsitam /

sarv!ny api ca r!jy!ni dharme&a pratip!laya // 21.523

aha" sa"bodhim !s!dya saugata" padam !ptav!n /

n)na" tatr!gami%y!mi dharm!m+ta" pravar%itum // 21.524

iti may! sam!khy!ta" r!jño me pitur agrata( /

m!tur ya'odhar!y!' ca sam!khy!ya nivedaya // 21.525

ity eva" sa mah!sattva' chandaka" sa"vinodayan /

sarv!&y !bhara&!ny a'va" dattv! tato vyasarjayat // 21.526

sarv!&y !bhara&!ny a'vam !d!ya chandako rudan /

sv!mina( p!dayor natv! cir!c chanais tato 'carat // 21.527

tato ''va( kanthaka' c!pi bodhisattva" sam#k%ya tam /

natv! rudan vi%a&&!tm! 'anais tato nyavartata // 21.528

chanda" tata( s!'rumukha" vis+jya 

　　k!%!ya*sa"bh+d *dh+tik#rtibh+t sa( /

yen!'ramas tena yayau mah!tm!

　　sa"dhy!bhrasa"v#ta iv!drir!ja( // 21.529 　 = Bc 6.65

tatas tath! bhartari r!jyanisp+he 

　　tapovana" y!ti vivar&av!sasi /

bhujau samutk%ipya tata( sa v!jibh+d

　　bh+'a" vicukro'a pap!ta ca k%itau // 21.530 　 = Bc 6.66
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vilokya bh)ya' ca ruroda sasvara"

　　haya" bhuj!bhy!m upaguhya kanthakam /

tato nir!'o vilapan muhur muhur 

　　yayau 'ar#re&a pura" na cetas! // 21.531 = Bc 6.67

kvacit pradadhyau vilal!pa ca kvacit  

　　kvacit pracaskh!la pap!ta ca kvacit /

ato vrajan bhaktiva'ena du(khita' 

　　cac!ra bahv#r ava#a% pathi kriy!( // 21.532 　= Bc 6.68

ta" yati" samup!y!ta" sam#k%ya vanadevat! /

p)j!,gai( sahas!bhyarcya pra&amyaivam abh!%ata // 21.533

sidhyatu te mah!sattva sam#hita" jagaddhite /

!'u m!r!n vinirjitv! sambodhi" samav!pnuhi // 21.534

iti bhadr!'i%a" tasmai dattv! s! vanadevat! /

s!ñjali( pra&ati" k+tv! sv!'raya" prayayau mud! // 21.535

tata( sa bodhisattvo 'pi k!%!yac#var!v+ta( /

brahmac!r# yati( 'r#m!n sam!hitas tato 'carat // 21.536

iti '!stu( pur!v+tta" kathita" s!mprata" may! /

tvam api ca mah!r!ja 'rutvaitad anumodat!m // 21.537

'rutveda" ye 'numodanti pravrajy!vratac!ra&am /

te 'pi sarve mah!sattv! bhaveyu( 'r#gu&!'ray!( // 21.538

iti '!str!rhat!di%*a" 'rutv!'okamah#pati( {or: 'rutv!nando yatir mud!} /

tatheti prativijñapya pr!bhyanandat sap!r%ada( // 21.539

// iti pur!bhini%krama&aparivarto n!maikavi"'atitamo 'dhy!ya( //

　Apparatus criticus of the chapter 21

1a °!'oka( sa bh)pendra(] A(post corr. marg.) B D: °!nanda" sa sadvijña( A(ante corr.).

3a ity *a'okodita"] ex coni: ity !nandodita" A B: iti n+podita" D.

3c a'oka"] D: !nanda" A B.

3 note] It appears that the word "!nanda" in A was later rewritten to "a'oka" by someone. In A

this story was originally written in the A'oka/Upagupta setting, then someone changed it to the

Buddha/.nanda setting, and then someone changed it back to the A'oka/Upagupta setting.

4a '+&u r!jan] A(ante corr.) B D: '+&v !nanda A(post corr.).

15d *pr!s!de] ex coni: pr!s!do A.

19d °bhinandit!(] corr.: °bhinandita( A.

27b ni(sp+ha(] corr.: nisp+ha( A.

29d !caran] corr.: !cara" A.

naivaiko 'ha" pure tatra nivartitu" samutsahe /

api martu" samicch!mi [151b] hy ava'ya" mara&a" *bhavet // 21.514

iti tenodita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya tam /

chandaka" n+pate( kop!t tr!sita" c!brav#t puna( // 21.515

m! *bhai%#r n+pate( kop!d dar'an!t te pras!dit!( /

pit! me sahas!mantrya tv!" p+cchet kau'ala" mud! // 21.516

m!t! praj!pat# c!pi bh!ry! ya'odhar!pi ca /

am!ty! mantri&a' c!pi sarv!( k!nt!s tath!par!( // 21.517

tath! paur!' ca sarve 'pi dar'an!t te pras!dit!( /

sahas! samup!mantrya p+ccheyu( kau'ala" mama // 21.518

tatra tva" kau'ala" te%!" sarve%!" purato 'di'an /

sarvam etatprav+tt!nta" vistare&a nivedaya // 21.519

y!van n!ham ih!y!tas t!van me mahi%# sat# /

ya'odhar!niv!ry! hi macchok!j j#vita" tyajeta // 21.520

rak%a&#y! prayatnena p!lan#y! hi garbhi&# /

eva" sarv! api r!m! m!t!pi ca praj!pat# // 21.521

macchok!nalatapt!,g!s tyajeyur j#vita" mudh! /

sarv!"l lok!ñ ca macchok!n niv!rayan sad!vatu // 21.522

arthino 'pi sad! p!ly! dattv! dravya" yathepsitam /

sarv!ny api ca r!jy!ni dharme&a pratip!laya // 21.523

aha" sa"bodhim !s!dya saugata" padam !ptav!n /

n)na" tatr!gami%y!mi dharm!m+ta" pravar%itum // 21.524

iti may! sam!khy!ta" r!jño me pitur agrata( /

m!tur ya'odhar!y!' ca sam!khy!ya nivedaya // 21.525

ity eva" sa mah!sattva' chandaka" sa"vinodayan /

sarv!&y !bhara&!ny a'va" dattv! tato vyasarjayat // 21.526

sarv!&y !bhara&!ny a'vam !d!ya chandako rudan /

sv!mina( p!dayor natv! cir!c chanais tato 'carat // 21.527

tato ''va( kanthaka' c!pi bodhisattva" sam#k%ya tam /

natv! rudan vi%a&&!tm! 'anais tato nyavartata // 21.528

chanda" tata( s!'rumukha" vis+jya 

　　k!%!ya*sa"bh+d *dh+tik#rtibh+t sa( /

yen!'ramas tena yayau mah!tm!

　　sa"dhy!bhrasa"v#ta iv!drir!ja( // 21.529 　 = Bc 6.65

tatas tath! bhartari r!jyanisp+he 

　　tapovana" y!ti vivar&av!sasi /

bhujau samutk%ipya tata( sa v!jibh+d

　　bh+'a" vicukro'a pap!ta ca k%itau // 21.530 　 = Bc 6.66
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48b sukhepsava(] A: sukhepsava D: sukhapsava B.

49a *j#r&!mbar!(] ex coni: jin!"bar!( A2 B D.

49b t+&apar&ajal!'ina(] A2 D: t+&apar&ajal!ni'a( B.

55a caranti] corr.: calanti A. 

61b saciv! ye] A(post corr. marg.): saciv!( A(ante corr.)

62bc c!nye sarve] A(post corr. marg.): c! sarve A (ante corr.).

63d pratilabhy!(] B D: pratilabhy! A.

64c sabh!rya(] A B: svabh!rya( D.

82c rama&#"] corr.: rami&!" A: rama&!" D.

100d prabodhaya] A B: prabodhaye D.

103d tath!vadat] corr.: tath!vada[.](?) A: tath! vada B D.

110d *nim#litad+'o] ex coni: nim#lit!d+'o A.

116a *sa t!( sarv!] ex coni: t!( sarv! A.

127b sampatt#s] corr. sampattis A.

127c *sambh)t!s t+&avat] ex coni: *sambh)t!" t+&avat A.

130a sarv!] corr.: sarv!( A.

131a h! y!( *striya( sahasr!s] ex coni: h! y!( [....] sahasr!s A. 

139a kaly!&ik!m!°] corr.: kaly!nik!m! A.

149d mud!bhajam] corr.: mud! bhajan A. 

171cd hatv!carad unma°] corr.: hatv!carata unma° A.

172a sarve] corr.: sarv!( A.

189cd du%*a*'arya iva] ex coni: du%*asaryya iva A D. 

206b °spardhin#(] corr.: °spardhin# A.

209b bhaved dhruvam] corr.: bhave sukha" A: bhave dhrava" B D.

210b ni'amya] corr.: ni'asya A: nisa"pa D.

214b *vina'yet] ex coni: vina'ye A.

219c grasta(] corr.: grasta A: graste D.

223a kle'ino matt!(] A: kle'anomatt!( D.

228b va'e bhavet] A: va'e bhava D.

229cd graset *tv!pi *sarv! *r!m!] ex coni: gras te + + + + v!' m! api B: gras te 'pi lok! sarv!'

m! api D. This part of A from the word "graset" to "im! api" is so badly stained that it is illegi-

ble. B and D, which are derived from A, also inherit that damage of A.

231c stambhit! iva *haste%u] ex coni: stambhit! iva ha%*e[m]u A: dev!suranar!' c!pi D.

234c k%utt+%&!*gni%u sa"°] ex coni: k%utt+%&!gnisa"° A. (metre!)

254a tvay!n#ta"] corr.: tvay!n#ta( A. 

265a tath!] A E: tad! D. 

272a 'bhirajyate] A: abhirak%yate E.
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310a dv!r! hi] A E. (Is it the plural form of the feminine noun dv!r! (cf. 311b dv!r!()? Or read

*dv!ro hi?

324d kha !'rit!(] E: kha !'rite A.

347d !psyasi] A D: !payasi E.

349c sarvair] A: sarva D E.

350d vina'yate] A: 'bhina'yate D: bhina'yate E.

352d tatr!bhinandum] A: tatr!bhinetum D: tatr!bhiretum B. 

354ab mah!r!ja" janaka"] A: mah!r!jajanaka" D E.

364b bhavat!" 'ubham] corr.: bhavat!ñ chuba" A E: bhavat! chuba" D.

380b bodhicary!*bhip)raka(] ex coni: bodhicary!bhip)raye A D: bodhicary!bhip)rayet E.

385c 'vidy!tamovy!pta°] A: vidy!tamovy!pte E: vidy!tamodhv!nte D.

390d sahasrara'mibh!svara(] D: sahasrara'miprabh!svara( A E.

394b *skandha°] ex coni: skanda° A D: ska"da° E.

421c sud+'! pr!bhipa'yantas] D E: sud+'!{{sama}}bhipa'yantas A.

427 note] The exact same strophe is found in TJAM 22.352.

429c sarvalok!dhip!' c!pi] D E: san!r!ya&abh)te'!( A2.

436 note] a largely identical strophe is found in TJAM 22.354.

437 note] ≒ TJAM 22.355 (largely identical)

438d sakta eva] sic A2. (Cf. Bc 6.6 'aktir eva; TJAM 22.356 'akta eva)

438 note] = TJAM 22.356 (the same strophe)

439b ni(s!martho] sic A2. (Cf. Bc 6.7 ni(s!marthyo)

439 note] = TJAM 22.357 (the same strophe)

440c d+'yate] sic A2. (Cf. Bc 6.8 yasya te)

440d par!,mukhe] sic A2. (Cf. Bc 6.8 par!,mukha(; Cowell par!,mukhe)

440 note] = TJAM 22.358 (the same strophe)

441 note] = TJAM 22.359 (the same strophe)

442c !'ay!'li%yati] sic A2. (Cf. Bc 6.10 !'ay!c chli%yati; Cowell !'ay!'li%yati)

442 note] = TJAM 22.360 (the same strophe)

443b sumahat] corr.: svamahat A2. (Cf. Bc 6.11 sumahat)

443d vanam] A2. (Cf. Bc 6.11 padam; Cowell vanam)

443 note] = TJAM 22.361 (the same strophe)

444 note] = TJAM 22.362 (the same strophe)

445d ma&-ala(] A2. (Cf. Bc 6.13 and TJAM 22.363 mandara()

445 note] = TJAM 22.363 (the same strophe)

446c 'mukta°] corr.: 'mukti° A2. (Cf. Bc 6.14 vijñ!pyo 'mukta°)

446 note] = TJAM 22.364 (the same strophe)

447a jar!°] A2. (Cf. Bc 6.15 janma°; Cowell jar!°)

447 note] = TJAM 22.365 (the same strophe)

48b sukhepsava(] A: sukhepsava D: sukhapsava B.

49a *j#r&!mbar!(] ex coni: jin!"bar!( A2 B D.

49b t+&apar&ajal!'ina(] A2 D: t+&apar&ajal!ni'a( B.

55a caranti] corr.: calanti A. 

61b saciv! ye] A(post corr. marg.): saciv!( A(ante corr.)

62bc c!nye sarve] A(post corr. marg.): c! sarve A (ante corr.).

63d pratilabhy!(] B D: pratilabhy! A.

64c sabh!rya(] A B: svabh!rya( D.

82c rama&#"] corr.: rami&!" A: rama&!" D.

100d prabodhaya] A B: prabodhaye D.

103d tath!vadat] corr.: tath!vada[.](?) A: tath! vada B D.

110d *nim#litad+'o] ex coni: nim#lit!d+'o A.

116a *sa t!( sarv!] ex coni: t!( sarv! A.

127b sampatt#s] corr. sampattis A.

127c *sambh)t!s t+&avat] ex coni: *sambh)t!" t+&avat A.

130a sarv!] corr.: sarv!( A.

131a h! y!( *striya( sahasr!s] ex coni: h! y!( [....] sahasr!s A. 

139a kaly!&ik!m!°] corr.: kaly!nik!m! A.

149d mud!bhajam] corr.: mud! bhajan A. 

171cd hatv!carad unma°] corr.: hatv!carata unma° A.

172a sarve] corr.: sarv!( A.

189cd du%*a*'arya iva] ex coni: du%*asaryya iva A D. 

206b °spardhin#(] corr.: °spardhin# A.

209b bhaved dhruvam] corr.: bhave sukha" A: bhave dhrava" B D.

210b ni'amya] corr.: ni'asya A: nisa"pa D.

214b *vina'yet] ex coni: vina'ye A.

219c grasta(] corr.: grasta A: graste D.

223a kle'ino matt!(] A: kle'anomatt!( D.

228b va'e bhavet] A: va'e bhava D.

229cd graset *tv!pi *sarv! *r!m!] ex coni: gras te + + + + v!' m! api B: gras te 'pi lok! sarv!'

m! api D. This part of A from the word "graset" to "im! api" is so badly stained that it is illegi-

ble. B and D, which are derived from A, also inherit that damage of A.

231c stambhit! iva *haste%u] ex coni: stambhit! iva ha%*e[m]u A: dev!suranar!' c!pi D.

234c k%utt+%&!*gni%u sa"°] ex coni: k%utt+%&!gnisa"° A. (metre!)

254a tvay!n#ta"] corr.: tvay!n#ta( A. 

265a tath!] A E: tad! D. 

272a 'bhirajyate] A: abhirak%yate E.
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448 note] = TJAM 22.366 (the same strophe)

449d °jan!dibhi(] A2. (Cf. Bc 6.17 °jan!d iti; Cowell °jan!dibhi()

449 note] = TJAM 22.367 (the same strophe)

450 note] = TJAM 22.368 (the same strophe)

451c d!y!da°] A2. (Cf. Bc 6.19 d!y!dya°; Cowell d!y!da°)

451 note] = TJAM 22.369 (the same strophe)

452 note] = TJAM 22.370 (the same strophe)

453 note] = TJAM 22.371 (the same strophe)

454 note] = TJAM 22.372 (the same strophe)

455b vijñapyo me pit! n+pa(] A2. (Cf. Bc 6.23 vijñ!pyo vasudh!dhipa()

455 note] = TJAM 22.373 (the same strophe)

456a nairgu&yam] corr.: nirgu&yam A2.

456 note] = TJAM 22.374 (the same strophe)

457 note] = TJAM 22.375 (largely identical)

458d nad#pa,ka iva] corr.: nad#pa"ke iva A2.

458 note] = TJAM 22.376 (the same strophe)

459 note] = TJAM 22.377 (the same strophe)

460 note] = TJAM 22.378 (the same strophe)

461 note] = TJAM 22.379 (the same strophe)

462b ima"] corr. (cf. Bc 6.30 and TJAM 22.380): ida" A2.

462 note] = TJAM 22.380 (the same strophe)

463a mah!sattva] A2. (Cf. Bc 6.31 mah!b!ho)

463 note] = TJAM 22.381 (the same strophe)

464c deva] A2. (Cf. Bc 6.32 dev#"; Cowell deva)

464 note] = TJAM 22.382 (the same strophe)

465a garbhavat#"] A2. (Cf. Bc 6.33 b!laputr!")

465 note] = TJAM 22.383 (the same strophe)

466a y!'odhar!garbhe] corr.: y!'odhar!garbha" A2. (Cf. Bc 6.34 y!'odhara" 'l!ghya")

466b vara(] A2. (Cf. Bc 6.34 varam; Cowell vara()

466 note] = TJAM 22.384 (the same strophe)

467 note] = TJAM 21.385 (the same strophe)

468d vivikte ca mah!bhaye] A2. (Cf. Bc 6.34 sumantra iva r!ghavam)

468 note] ≒ TJAM 21.386 (largely identical)

469 note] = TJAM 22.387 (the same strophe)

470 note] = TJAM 22.388 (the same strophe)

471d ta" 'raddh!tum] sic A2. (Cf. Bc 6.39 tac chraddh!tum)

471 note] = TJAM 22.389 (the same strophe)

472a taik%&ya"] corr. (cf. TJAM 22.390  = Bc 6.40 taik%&ya"): taik%&a" A2. 
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472 note] = TJAM 22.390 (the same strophe)

473 note] = TJAM 22.391 (the same strophe)

474b ni'amya tasya] A2. (Cf. Bc 6.42 'rutv! chandasya)

474 note] ≒ TJAM 22.392 (almost identical)

475 note] = TJAM 22.393 (the same strophe)

476b tyajeya" mumuk%ay!] A2. (Cf. Bc 6.44 tyajeyam aha" svayam; Cowell tyajeya"

mumuk%ay!)

476 note] = TJAM 22.394 (the same strophe)

477 note] = TJAM 22.395 (the same strophe)

478 note] = TJAM 22.396 (the same strophe)

479 note] = TJAM 22.397 (the same strophe)

480b parasparam] sic A2: para"param Bc. 6.48

480 note] = TJAM 22.398 (the same strophe)

481 note] = TJAM 22.399 (the same strophe)

482a eva"] corr. (cf. TJAM 22.400 = Bc 6.50 eva"): eva A2. 

482 note] = TJAM 22.400 (the same strophe)

483a br)y!c c!sm!sv an!k%epa"] A2. (Cf. Bc 6.51 br)y!' c!smatk+t!pek%a")

483b °vastuni] A2. (Cf. Bc 6.51 °v!stuni; Cowell °vastuni)

483 note] = TJAM 22.401 (the same strophe)

484b jar!m+tyu°] A2. (Cf. Bc 6.52 janmam+tyu°)

484c nir!rambo] A2. (Cf. Bc 6.52 nir!rambho; Cowell nir!lambo; TJAM 22.402 nir!rambho)

484 note] = TJAM 22.402 (the same strophe)

485a bhartur] A2. (Cf. Bc 6.53 tasya)

485c pr!lihaj jihvay!] A2. (Cf. Bc 6.53 jihvay! lilihe)

485d vyamuñcata] A2. (Cf. Bc 6.53 mumoca ca)

485 note] = TJAM 22.403 (the same strophe)

486cd !mar'ya sa mah!sattvas tam a'vam abhyabh!%ata] A2. (Cf. Bc 6.54 !mamar'a kum!ras

ta" babh!%e ca vayasyavat)

486 note] = TJAM 22.404 (the same strophe)

487 note] = TJAM 22.405 (the same strophe)

488 note] ≒ TJAM 22.406 (almost identical)

489b chitv! svaya" m)rdhajam !tmana(] A2. (Cf. Bc 6.57 ciccheda citra" muku*a" sake'am)

489d prodak%ipad dha"sam iv!mbur!'au] A2. (Cf. Bc 6.57 cik%epa caina" saras#va ha"sam)

489 note] = TJAM 22.407 (the same strophe)

490d vidh!nair abhip)jya cakru(] A2. (Cf. Bc 6.58 vi'e%air mahay!" ca cakru()

490 note] ≒ TJAM 22.408 (almost identical)

493a °kalatravatt!"] corr.: °kalatravats!"] A2. (Cf. Bc 6.59 °kalatravatt!")

495a °dhvajas] corr.: °dhvaja" A2. (Cf. Bc 6.61 °dhvajas)

448 note] = TJAM 22.366 (the same strophe)

449d °jan!dibhi(] A2. (Cf. Bc 6.17 °jan!d iti; Cowell °jan!dibhi()

449 note] = TJAM 22.367 (the same strophe)

450 note] = TJAM 22.368 (the same strophe)

451c d!y!da°] A2. (Cf. Bc 6.19 d!y!dya°; Cowell d!y!da°)

451 note] = TJAM 22.369 (the same strophe)

452 note] = TJAM 22.370 (the same strophe)

453 note] = TJAM 22.371 (the same strophe)

454 note] = TJAM 22.372 (the same strophe)

455b vijñapyo me pit! n+pa(] A2. (Cf. Bc 6.23 vijñ!pyo vasudh!dhipa()

455 note] = TJAM 22.373 (the same strophe)

456a nairgu&yam] corr.: nirgu&yam A2.

456 note] = TJAM 22.374 (the same strophe)

457 note] = TJAM 22.375 (largely identical)

458d nad#pa,ka iva] corr.: nad#pa"ke iva A2.

458 note] = TJAM 22.376 (the same strophe)

459 note] = TJAM 22.377 (the same strophe)

460 note] = TJAM 22.378 (the same strophe)

461 note] = TJAM 22.379 (the same strophe)

462b ima"] corr. (cf. Bc 6.30 and TJAM 22.380): ida" A2.

462 note] = TJAM 22.380 (the same strophe)

463a mah!sattva] A2. (Cf. Bc 6.31 mah!b!ho)

463 note] = TJAM 22.381 (the same strophe)

464c deva] A2. (Cf. Bc 6.32 dev#"; Cowell deva)

464 note] = TJAM 22.382 (the same strophe)

465a garbhavat#"] A2. (Cf. Bc 6.33 b!laputr!")

465 note] = TJAM 22.383 (the same strophe)

466a y!'odhar!garbhe] corr.: y!'odhar!garbha" A2. (Cf. Bc 6.34 y!'odhara" 'l!ghya")

466b vara(] A2. (Cf. Bc 6.34 varam; Cowell vara()

466 note] = TJAM 22.384 (the same strophe)

467 note] = TJAM 21.385 (the same strophe)

468d vivikte ca mah!bhaye] A2. (Cf. Bc 6.34 sumantra iva r!ghavam)

468 note] ≒ TJAM 21.386 (largely identical)

469 note] = TJAM 22.387 (the same strophe)

470 note] = TJAM 22.388 (the same strophe)

471d ta" 'raddh!tum] sic A2. (Cf. Bc 6.39 tac chraddh!tum)

471 note] = TJAM 22.389 (the same strophe)

472a taik%&ya"] corr. (cf. TJAM 22.390  = Bc 6.40 taik%&ya"): taik%&a" A2. 
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495 note] ≒ TJAM 22.411 (almost identical)

496b nihatya] A2. (Cf. Bc 6.62 nihanmi; Cowell nihatya)

498d ak!r%*!"] corr.: ak!%*!" A2. (Cf. Bc 6.64 ak!r%*!")

498 note] cf. TJAM 22.414 (somewhat similar strophe)

501ab °loke%u *hy ady!pi] ex coni: °loke%u ady!pi A2. 

507c paritr!sya] corr.: paritrassya A: paribhratsya D.

514d mara&a" *bhavet] ex coni: mara&a" bhave D: mara&e bhave A2 E.

516a *bhai%#r n+pate(] ex coni (or: bh#( *sy! n+pate(?): bh#%*! n+pate( D E: bh#%*h!( n+pate( A.

519d vistare&a nivedaya] D E: vaidyair atro%adha" yath! A2.

529b °*sa"bh+d *dh+ti°] ex coni: °sambidv+ta° (or: °sambiddh+ta°) A2. (Cf. Bc 6.65 °sa"bh+d

dh+ti°; Cowell °sa"vidv+ta°)

529d iv!drir!ja(] A2. (Cf. Bc 6.65 ivo-ur!ja(; Cowell iv!drir!ja()

532d ava'a(] A2. (Cf. Bc 6.68 avasa; Cowell ava'a()

533b vanadevat!] A2 E: vadane devat!( B.

533c °bhyarcya] E B: °bhyarcya( A2.

533d pra&amyaivam] A2 B: pra&atvaivam E || abh!%ata] A2 E: abh!%ate B.

534a sidhyatu] A2 D E: sidhya"tu B.

534b sam#hita"] A2 D E: sam#hita B || jagaddhite] B D E: jagaddhita" A2.

535ab tasmai datv! s!] B D E: datv! s! tasmai A2.

535c s!ñjali(] A2 B E: s!ñjali D.

536d tato 'carat] ≒ tato carat D E: tato caran A2.

537ab iti '!stu( pur!v+tta" kathita" s!mprata"] E: iti mama pur!v+tta" s!mprata" kathita"

A2 D.

537c mah!r!ja] E: mah!satva A2 D.

538b °c!ra&a"] A2 E: °c!ri&a" D.

538d 'r#gu&!'ray!(] D E: 'r#gu&!'raye A2.

539b 'rutv!'okamah#pati(] E: 'rutv!nando yatir mud! D A2.

539d tatheti prativijñapya] E A2: tathety abhyanumoditv! D. 

(Colophon:)　 iti pur!°] ex coni: iti 'r#lalitavistare pur!° A2 D || n!maikavi"'atitamo] A2: n!-

monavi"'atitamo D.

『都城から出離する』という第21章

　さて王中の王であるかのアショーカ王は｛或いは：よき賢者アーナンダは｝喜びながら
合掌し、かの世尊・阿羅漢に拝礼して、次のように言った。 (21.1)
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　「大徳よ、かの大士はどのように都城から出てゆかれたのでしょうか。あなた様は
どうか私たちにそれを語り、よく理解を得させてください。」 (21.2)

　アショーカ王が｛或いは：アーナンダが｝こう語ったのを聞いて、阿羅漢たる行者、偉
大な聖者である彼は、そのアショーカ王｛或いは：アーナンダ｝と会衆を見つめて次の
ように説いた。 (21.3)

　王よ｛或いは：アーナンダよ｝、専心して聴聞しなさい。かのお方がいかにして都城か
ら出られたか、あなた方すべてによく理解を得させるため、その通りに語ろう。 (21.4)

　––––その時、悟りへと心を定めたかの光輝ある大士（菩薩、釈尊）は、出離する時を
見計らいながら、寝椅子に身を置いていた。 (21.5)

　そのように留まっている彼を見て、空にいた神々は心配し、ダルマチャーリン（法行
天子）に呼びかけて、次のように言った。 (21.6)

　「友よ、この菩薩は寝椅子にいて、憂悩することもなく眺め、まるで女に執着してい
る者のように坐っている。 (21.7)

　この方は海のように深い。誰が彼の心を知り得よう。執着のない彼の心が、まさか
快楽の対象に執著しているのではないだろうか。 (21.8)

　神々によって勧発されていないため、この方は栄光と安楽に執著し、かつて前世で自
ら誓ったことを忘失しているのではないだろうか。」 (21.9)

　それを聞いて、天子ダルマチャーリンは彼らを見渡し、天子たちに次のように言っ
た。 (21.10)

　「彼の心をどう思っているのか。かつて菩提行の誓戒を行いつつある時の、布施に
おける無執着性を、あなた方は見てきたではないか」 (21.11)

　どうしてここで最後の輪廻的生存たる生にあるかの菩薩に、輪廻的生存への執着な
どあり得ようか。 (21.12)

　間違いなく、かの大士・菩薩は世の生類の益のために自らの誓願を憶念し、今や出
離することだろう。」 (21.13)

　そう彼が語るのを聞くと、そのすべての神々は喜び、出離しようとする大士を見るた
めに近くに集まり来た。 (21.14)

　その時、かの菩薩サルヴァールタシッダは立ち上がり、奥殿から出て高楼へと回り
歩いた。 (21.15)

　そこにやってくると彼は東を向いて合掌し、すべての諸仏を憶念しつつ礼拝し、空を
見上げた。 (21.16)

　彼はそこで虚空に帝釈天が控えているのを見た。供養の品々を持った神々の集団を
伴っていた。 (21.17)

　またそれぞれの軍勢を率いた四護世王もおり、また緊那羅たち、羅刹たち、シッダ
たち、サーディヤたち、ヴィディヤーダラたちもいた。 (21.18)

495 note] ≒ TJAM 22.411 (almost identical)

496b nihatya] A2. (Cf. Bc 6.62 nihanmi; Cowell nihatya)

498d ak!r%*!"] corr.: ak!%*!" A2. (Cf. Bc 6.64 ak!r%*!")

498 note] cf. TJAM 22.414 (somewhat similar strophe)

501ab °loke%u *hy ady!pi] ex coni: °loke%u ady!pi A2. 

507c paritr!sya] corr.: paritrassya A: paribhratsya D.

514d mara&a" *bhavet] ex coni: mara&a" bhave D: mara&e bhave A2 E.

516a *bhai%#r n+pate(] ex coni (or: bh#( *sy! n+pate(?): bh#%*! n+pate( D E: bh#%*h!( n+pate( A.

519d vistare&a nivedaya] D E: vaidyair atro%adha" yath! A2.

529b °*sa"bh+d *dh+ti°] ex coni: °sambidv+ta° (or: °sambiddh+ta°) A2. (Cf. Bc 6.65 °sa"bh+d

dh+ti°; Cowell °sa"vidv+ta°)

529d iv!drir!ja(] A2. (Cf. Bc 6.65 ivo-ur!ja(; Cowell iv!drir!ja()

532d ava'a(] A2. (Cf. Bc 6.68 avasa; Cowell ava'a()

533b vanadevat!] A2 E: vadane devat!( B.

533c °bhyarcya] E B: °bhyarcya( A2.

533d pra&amyaivam] A2 B: pra&atvaivam E || abh!%ata] A2 E: abh!%ate B.

534a sidhyatu] A2 D E: sidhya"tu B.

534b sam#hita"] A2 D E: sam#hita B || jagaddhite] B D E: jagaddhita" A2.

535ab tasmai datv! s!] B D E: datv! s! tasmai A2.

535c s!ñjali(] A2 B E: s!ñjali D.

536d tato 'carat] ≒ tato carat D E: tato caran A2.

537ab iti '!stu( pur!v+tta" kathita" s!mprata"] E: iti mama pur!v+tta" s!mprata" kathita"

A2 D.

537c mah!r!ja] E: mah!satva A2 D.

538b °c!ra&a"] A2 E: °c!ri&a" D.

538d 'r#gu&!'ray!(] D E: 'r#gu&!'raye A2.

539b 'rutv!'okamah#pati(] E: 'rutv!nando yatir mud! D A2.

539d tatheti prativijñapya] E A2: tathety abhyanumoditv! D. 

(Colophon:)　 iti pur!°] ex coni: iti 'r#lalitavistare pur!° A2 D || n!maikavi"'atitamo] A2: n!-

monavi"'atitamo D.

『都城から出離する』という第21章

　さて王中の王であるかのアショーカ王は｛或いは：よき賢者アーナンダは｝喜びながら
合掌し、かの世尊・阿羅漢に拝礼して、次のように言った。 (21.1)
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　すべての星々や惑星、金翅鳥たち、龍王たち、そして驚き喜んでいる天女や神々の娘
たちもいた。 (21.19)

　深夜になり、プシャ星宿が出たのを見て、菩薩はチャンダカを呼んで、次のように命
じた。 (21.20)

　「チャンダカ、お前は私の親友です。ゆえに、この有益な言葉を聞きなさい。親友と
して、あらゆる務めにおいて主人に益をなすべきです。 (21.21)

　昔私が世の生類の益のために誓った悟りへの誓願、それをすべて今、満たそうと私
は欲する。 (21.22)

　もしお前が私に愛情をもち、また正法を望むなら、馬のカンタカをすぐに連れてき
て、私に与えなさい」 (21.23)

　このように思慮深い彼によって語られた言葉を聞くと、チャンダカは顔を顔をいちめ
ん涙で濡らして、彼を見つめながら次のように言った。 (21.24)

「わが君、主よ、真夜中にどこへ行こうとなさるのですか。もしあなた様が私に愛情を
おもちなら、その本当のことをお教えください」 (21.25)

そう彼が言ったのを聞いて、善心を持つかの菩薩は、親友であり家来であるチャンダカ
を見つめ、次のように教示した。 (21.26)

　「友よ、いっしんにお聞きなさい。私が何を目的として、王権を望まず、一切の所有
物を捨て、出家せんと欲しているのかを。 (21.27)

　私は悟りの弘誓を堅持し、菩提行の誓願を実行しながら、自分自身と所有物を与え
て『布施』の波羅蜜を達成した。 (21.28)

　それから『戒』により自身を清め、悟りに心を定め置いて、福田（功徳を生じる対
象）や聖地、あらゆる場所で誓願を実行し、 (21.29)

　その後、『忍辱』の誓願を持し、すべての生き物たちの益を願い、四梵住（慈悲喜
捨）の行を持して、常にいっしんに行って、 (21.30)

　その後、『精進』の大勇猛心を堅持し、正法を熱望し、すべての生き物たちの益とな
る事を行いながら、常に浄行を修してきた。 (21.31)

　その後、『禅定』によって心を清め、煩悩のない清らかな感官をもち、仏たちを念
じ、世の生類の幸福を深く思いながら、精神の集中を持続し、 (21.32)

　その後、私は『智慧』という偉大な宝・吉祥なる光輝ある善き徳性を得たる大士、
生類の守護者、善逝の息子（菩薩）となった。 (21.33)

　それ故、私のすべての誓願が世の生類の益のために成就されねばならない。あらゆる
手段（方便）を用いて、すべての衆生を覚醒させて、 (21.34)

　悟りへの道に彼らをしっかり安住させ、常に善行を歩ませよう。ゆえに、私は魔
（マーラ）の群を打ち破り、無上正等覚を得ようと欲する。 (21.35)
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　このことが私の果たすべき仕事であるとあなたは理解して、喜びの心を抱いて、カン
タカを速やかに連れてきて私に与えなさい」 (21.36)

　勝れた知性ある菩薩がこのように命じるのを聞いて、従者のチャンダカは懊悩する心
で、次のように答えた。 (21.37)

　高貴なるわが主よ、あなた様が生まれたばかりの時、賢い占相師たちがあなた様を
見て予言したことを聞いております。 (21.38)

　『この赤ん坊は、あらゆる相好を具えている大士である。七宝を有する転輪聖王に
もなりえよう。 (21.39)

　少年になった時も、偉大な通慧者として、あらゆる学問の徳目の王、論争に勝利する
賢者として、あらゆる者に益と利をもたらすだろう。 (21.40)

　その後青年になると、輪廻的生存の中にいるすべての衆生が煩悩や驕慢をもち、堕落
しているのを観て、憐れみの心に打たれるだろう。 (21.41)

　そして王位での生活を捨て、森の隠遁所に身を置き、なし難い苦行により、すべての
修行者たちを凌駕するだろう。 (21.42)

　そしてすべてのマーラ（魔）の群を打ち破り、浄い三輪（身・口・意）を有する阿羅
漢として正覚を成し遂げ、仏の位を得ることだろう。 (21.43)

　その後、諸世界、あらゆる場所において正法を説き明かし、世の生類を幸せな存在
に変えて、涅槃を得るだろう』と。 (21.44)

　このように、勝れた智慧の占相師たちが語ったあなた様に関する言葉は、真実であ
り、外れることはないかもしれません。 (21.45)

　しかしながら、主よ、あなた様はまだ、瑞々しい若者なのです。今は王位での生活に
留まり、民衆を守るという誓いを果たしつつ、 (21.46)

　ここで絶えずすべての衆生に広く普く善行をなし、欲するがままに幸せを享受し、イ
ンドラ神のように楽しみなさい。 (21.47)

　ほかの多くの善き人たちは、［来世の］王としての栄光と幸福を欲するため、様々な
誓願や、様々な苦行を持して、 (21.48)

　ぼろぼろの衣をまとい、草や葉や水を食べて、やせ衰え、清らかな戒をもち、専心し
て若いのに遊歴しています」 (21.49)

　あなた様はその運命によって王としての大きな栄光と幸せを得たのです。それとは別
の、何か大きな幸せを得るために苦行の誓戒を行うというのですか。 (21.50)

　あなた様のこの都城は楽しく、まるでインドラ神の都のようです。王国は繁栄して食
物が豊かであり、快く、めでたさに満ちています。 (21.51)

　ここには多くの快い園林があります。至る所、果実や花などをつけた木々に美しく彩
られています。 (21.52)

　すべての星々や惑星、金翅鳥たち、龍王たち、そして驚き喜んでいる天女や神々の娘
たちもいた。 (21.19)

　深夜になり、プシャ星宿が出たのを見て、菩薩はチャンダカを呼んで、次のように命
じた。 (21.20)

　「チャンダカ、お前は私の親友です。ゆえに、この有益な言葉を聞きなさい。親友と
して、あらゆる務めにおいて主人に益をなすべきです。 (21.21)

　昔私が世の生類の益のために誓った悟りへの誓願、それをすべて今、満たそうと私
は欲する。 (21.22)

　もしお前が私に愛情をもち、また正法を望むなら、馬のカンタカをすぐに連れてき
て、私に与えなさい」 (21.23)

　このように思慮深い彼によって語られた言葉を聞くと、チャンダカは顔を顔をいちめ
ん涙で濡らして、彼を見つめながら次のように言った。 (21.24)

「わが君、主よ、真夜中にどこへ行こうとなさるのですか。もしあなた様が私に愛情を
おもちなら、その本当のことをお教えください」 (21.25)

そう彼が言ったのを聞いて、善心を持つかの菩薩は、親友であり家来であるチャンダカ
を見つめ、次のように教示した。 (21.26)

　「友よ、いっしんにお聞きなさい。私が何を目的として、王権を望まず、一切の所有
物を捨て、出家せんと欲しているのかを。 (21.27)

　私は悟りの弘誓を堅持し、菩提行の誓願を実行しながら、自分自身と所有物を与え
て『布施』の波羅蜜を達成した。 (21.28)

　それから『戒』により自身を清め、悟りに心を定め置いて、福田（功徳を生じる対
象）や聖地、あらゆる場所で誓願を実行し、 (21.29)

　その後、『忍辱』の誓願を持し、すべての生き物たちの益を願い、四梵住（慈悲喜
捨）の行を持して、常にいっしんに行って、 (21.30)

　その後、『精進』の大勇猛心を堅持し、正法を熱望し、すべての生き物たちの益とな
る事を行いながら、常に浄行を修してきた。 (21.31)

　その後、『禅定』によって心を清め、煩悩のない清らかな感官をもち、仏たちを念
じ、世の生類の幸福を深く思いながら、精神の集中を持続し、 (21.32)

　その後、私は『智慧』という偉大な宝・吉祥なる光輝ある善き徳性を得たる大士、
生類の守護者、善逝の息子（菩薩）となった。 (21.33)

　それ故、私のすべての誓願が世の生類の益のために成就されねばならない。あらゆる
手段（方便）を用いて、すべての衆生を覚醒させて、 (21.34)

　悟りへの道に彼らをしっかり安住させ、常に善行を歩ませよう。ゆえに、私は魔
（マーラ）の群を打ち破り、無上正等覚を得ようと欲する。 (21.35)
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　多くの池もあり、それらは蓮や睡蓮などで彩られ、八功徳水に満ちていて、心を喜ば
せます。 (21.53)

　宮殿や邸宅は快く、天界のヴァイジャヤンタ宮殿のように快適で、どこでも安楽に過
ごせ、あらゆる装飾で美しく飾られています。 (21.54)

　あなた様のこれらの妻たちは世俗法（世俗の義務）をなし、如法に行動し、吉祥なる
光輝ある善き徳性を具え、清らかな感官の身体を持っています。 (21.55)

　あなた様がもつ富の豊かさは増大し、あらゆる物資に満ち、あらゆる美味の食に溢
れ、それはクベーラ神が有するが如く、甚だ大きなものです。 (21.56)

　あなた様にはあらゆる乗り物もあり、種々の二輪戦車があり、日傘や旗や幢幡など
で美しく飾られています。 (21.57)

　あなた様が有する数えきれないほど沢山の兵士や指揮官たちは勇敢であり、あらゆ
る刀剣の武器に精通し、主人への忠義を愛する者たちです。 (21.58)

　あのすべての諸王も、あなた様の親友であり協力者であり、奉仕の義務で固く繋がっ
ており、誠実な愛情の心を持っています。 (21.59)

　あなた様に敵は一人もおらず、皆がとても親しい友人です。男女の召使いたちも家来
たちも、皆あなた様を喜ばせようとしています。 (21.60)

　すべての王の顧問官、大臣、輔佐、助力の人たち、そして都民や［地方の］民は、あ
なた様の命令を頭に戴いています。 (21.61)

　親族や他の縁者たちも皆、あなた様にとって、とても親しい人たちです。物乞いの人
たちも皆あなた様の親しい友であり、応援してくれる者たちです。 (21.62)

　主よ、あなたのこれらの豊かな富は、神々でさえ得がたいものです。どうしてこれら
を捨てることができましょうか。またどこでこれらが再び得られるでしょうか。
(21.63)

　ですから、あなた様が若いうちは王位での生活に留まり、妻とともに自らの家系の
主たる神を敬い、崇め、礼拝しなさい。 (21.64)

　物乞いたちには好きなだけ施しを与えつつ、自らも欲するものを楽しみながら、愛す
る女たちと共に愛欲に染まり、好きなだけ享楽し、快楽を味わいなさい。 (21.65)

　あなた様が年老いて体が衰え、感官の対象への欲望が失われた時、王位での生活を
捨てて、林棲の生活期に落ち着けばよいのです。 (21.66)

　その時に聖者の行（牟尼行）の誓戒を堅持して、三昧に心を置き、禅定の快さを味わ
いながら、集中して行をなされませ」 (21.67)

　このようにその忠実な従者チャンダカに告げられて、菩薩は少しの間、観察しながら
瞑想すると、 (21.68)

　主人への奉仕を愛するチャンダカに視線を向け、見つめて、丁重に次のように教示し
た。 (21.69)
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「友よ、私の利益を願う従者であるお前が語ったことはもっともだ。しかし、私の意
見を聞きなさい。私はそれを述べよう。 (21.70)

　現象世界の諸行（森羅万象）は無常であり、不変でなく、確固としたものでなく、永
続せず、実体がなく、変わる性質のものである。 (21.71)

　それは山の急流の水のように激しくたちまち移り変わり、また草葉の上の露の滴り
のように脆くて、長くは留まらない。 (21.72)

　それは空っぽで、空疎で、一瞬で壊れ、芭蕉の木の幹のように脆く、焼いていない器
に似てたちまち壊れ、しっかりしたものではない。 (21.73)

　秋の雲に似て、また稲妻のように一瞬しか留まらず、魔術や蜃気楼や夢の現れのよう
に、一瞬だけ現れ出る。 (21.74)

　このように見る時、私の心は諸行（森羅万象）の中に享楽を欲しない。欲望の居場所
である享楽は、煩悩の苦しみの根源、恐怖の源泉だ。(21.75)

　欲望は、宝石をもつ黒蛇（毒蛇）のように、闘諍を生じ、危険をもたらす。海の水の
ように満たされることがなく、塩水のように渇きを増させるものだ。(21.76)

　それは蜜を塗った刀の刃の如く、また錆びや汚れの如くある。このように黒い姿を
もつ欲望というものは、糞便の入った壺のように汚らしい。 (21.77)

　清らかな心を持つ有徳の者たち、賢者たちは、それを非難し、遠ざけてきた。この
ようにそれを認識して、私の心は快楽の享受を望まないのだ。 (21.78)

　それ故、私は悟りを得るために出家することを熱望している。このように考えて、私
の悟りの達成を助ける者となりなさい。 (21.79)

　だからカンタカをすぐに連れてきて、私に与えなさい。この功徳の力によって、お前
も感官が清らかになり、吉祥なる光輝ある善き徳性の器たる者となり、菩薩ともなり
得るだろう」 (21.80)

　その決意を固めた者が語った言葉を聞いて、チャンダカは涙で汚れた目で彼を見つ
め、次のように言った。 (21.81)

　「ああ主よ、どうしてこれほど世間知らずなのですか。この貞淑な妻、やさしく美し
い王妃様を捨てようと願われるとは。 (21.82)

　これらすべてのあなた様の妻たち、妻としての法に忠実で、夫に対する貞節のある、
とても美しい肢体の女性たちを、どうして捨てようとなさるのですか。 (21.83)

　ヴェーダ聖典と学問論書の王たるかの師（梵天）であっても、妻を伴いながら、梵行
の誓戒を守り、森で苦行を修めています。 (21.84)

　頭に螺髻を持つかの大自在天（シヴァ）も、シャクティを伴い、ヨーガ行の誓戒を守
り、世の生類の益のために活動しています。 (21.85)

　一切を維持するかのハリ・ヴィシュヌも、ラクシュミーを伴い、常に浄行において
神々を含む諸世界の者すべてを喜ばせながら、守っています。 (21.86)

　多くの池もあり、それらは蓮や睡蓮などで彩られ、八功徳水に満ちていて、心を喜ば
せます。 (21.53)

　宮殿や邸宅は快く、天界のヴァイジャヤンタ宮殿のように快適で、どこでも安楽に過
ごせ、あらゆる装飾で美しく飾られています。 (21.54)

　あなた様のこれらの妻たちは世俗法（世俗の義務）をなし、如法に行動し、吉祥なる
光輝ある善き徳性を具え、清らかな感官の身体を持っています。 (21.55)

　あなた様がもつ富の豊かさは増大し、あらゆる物資に満ち、あらゆる美味の食に溢
れ、それはクベーラ神が有するが如く、甚だ大きなものです。 (21.56)

　あなた様にはあらゆる乗り物もあり、種々の二輪戦車があり、日傘や旗や幢幡など
で美しく飾られています。 (21.57)

　あなた様が有する数えきれないほど沢山の兵士や指揮官たちは勇敢であり、あらゆ
る刀剣の武器に精通し、主人への忠義を愛する者たちです。 (21.58)

　あのすべての諸王も、あなた様の親友であり協力者であり、奉仕の義務で固く繋がっ
ており、誠実な愛情の心を持っています。 (21.59)

　あなた様に敵は一人もおらず、皆がとても親しい友人です。男女の召使いたちも家来
たちも、皆あなた様を喜ばせようとしています。 (21.60)

　すべての王の顧問官、大臣、輔佐、助力の人たち、そして都民や［地方の］民は、あ
なた様の命令を頭に戴いています。 (21.61)

　親族や他の縁者たちも皆、あなた様にとって、とても親しい人たちです。物乞いの人
たちも皆あなた様の親しい友であり、応援してくれる者たちです。 (21.62)

　主よ、あなたのこれらの豊かな富は、神々でさえ得がたいものです。どうしてこれら
を捨てることができましょうか。またどこでこれらが再び得られるでしょうか。
(21.63)

　ですから、あなた様が若いうちは王位での生活に留まり、妻とともに自らの家系の
主たる神を敬い、崇め、礼拝しなさい。 (21.64)

　物乞いたちには好きなだけ施しを与えつつ、自らも欲するものを楽しみながら、愛す
る女たちと共に愛欲に染まり、好きなだけ享楽し、快楽を味わいなさい。 (21.65)

　あなた様が年老いて体が衰え、感官の対象への欲望が失われた時、王位での生活を
捨てて、林棲の生活期に落ち着けばよいのです。 (21.66)

　その時に聖者の行（牟尼行）の誓戒を堅持して、三昧に心を置き、禅定の快さを味わ
いながら、集中して行をなされませ」 (21.67)

　このようにその忠実な従者チャンダカに告げられて、菩薩は少しの間、観察しながら
瞑想すると、 (21.68)

　主人への奉仕を愛するチャンダカに視線を向け、見つめて、丁重に次のように教示し
た。 (21.69)
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　このように、護世王の神たちも皆、それぞれの妻を伴いながら、それぞれの伝統的
な家族の誓戒を守りつつ、常に浄行において活動しています。 (21.87)

　すべての仙人たちも同様に、それぞれの妻を伴い、それぞれの伝統的な家族の誓戒を
守りつつ、苦行森で活動しています。 (21.88)

　同様に、聖者たる王たちもすべてそれぞれの妻を伴い、苦行森に身を置くと、牟尼の
誓戒を行っています。 (21.89)

　このように認識して、王中の王たるお方よ、もしあなた様が悟りを欲するのであれ
ば、シャクティ（神秘な女性力をもつ配偶者）と共に、いっしんに伝統的な家族の誓戒を
行じて下さい。 (21.90)

　なぜなら、シャクティなしには、すべての誓戒も、すべての供犠も、さまざまな苦行
も、成就することがないからです。 (21.91)

　このように認識されて、わが主よ、あの貞淑なるお方、正妃にして善良な女性であ
る、妻たるヤショーダラー様を眠りから目覚めさせて下さい。 (21.92)

　あのシャクティたる、貞淑な妻たるお方を、よく納得させ、喜ばせてあげて下さい。
そしてあれらのあなた様のすべての妻たちをも、覚醒させ、喜ばせて下さい。 (21.93)

　あの女性たちの全員、彼女たちも誓戒を行うことをもし望むなら、あなたはそれら
のシャクティたちと共に誓戒を行って下さい。 (21.94)

　たとえ全員が望まなくとも、もしあなた様の誓戒を欲する女性たちがいるなら、望
むように彼女らと一緒に、専心して行って下さい。 (21.95)

　あの女性たちの中に、あなた様と共に誓戒をなすことを欲する人がもし一人もいな
いのなら、ただ一人、ヤショーダラー様だけは覚醒させてあげて下さい。 (21.96)

　あの尊い正妃であるお妃様を目覚めさせ、心の準備をさせ、彼女の許しを受け取って
から、あなた様は望みのまま、出家なさって下さい。 (21.97)

　もしそうなされば、あなた様には常にあらゆるところで、めでたい幸せがきっとお
ありになるでしょう。このようにお考えになり、さしあたっては王としての務めという
誓戒を行って下さい。」 (21.98)

　以上の彼（チャンダカ）によって語られた言葉を聞くと、一切知である菩薩は、納得
させられたかのように見つめて、チャンダカにこう言った。 (21.99)

　「チャンダカよ、あなたは私の助力者だ。それ故、あなたがここで言う通りの、その
すべてを私は行おう。ヤショーダラーを眠りから目覚めさせなさい。 (21.100)

　私の愛する女たちをも皆、努力して目覚めさせ、速やかにここへ連れてきて、満悦し
た気持ちにさせつつ、喜ばせてあげなさい。 (21.101)

　私もまた、これらのわが愛する女たちをすべて見ながら、覚醒させ、彼女たちが朗
らかな心で同意するようにしよう。」 (21.102)
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　このように主が命じたのを聞いて、チャンダカは嬉しく「承知いたしました」と答
え、ヤショーダラーを見つめて、彼女にこう告げた。 (21.103)

　「ああ、お妃様、旦那様がお呼びになっていますよ。ですからすぐ起きて、旦那様の
前に出てゆき、お会いになって下さい。」 (21.104)

　彼によってそのように呼ばれても、ヤショーダラーは深く眠り、眠りの深い昏睡に諸
感覚を圧倒されたまま横たわっていた。 (21.105)

　その後チャンダカは行って、呼び集めるため主の美しい可愛い女たちに近づいて、彼
女たちすべてを見つめた。 (21.106)

　その時或る女たちは寝椅子に坐り、頬に手を当て、眠りの故に琵琶を放り出し、ま
るで激怒している女のような有り様であった。 (21.107)

　或る女たちはムリダンガ太鼓を愛人のように両腕で抱きしめ、眠りに体の所作を支
配されて、地面の上に横たわっていた。 (21.108)

　他の女たちは真珠の首飾りが散乱した肢体を示し、耳飾りが顔から落ちており、［欠
損］……体を屈めており、或る女たちは蔓草のような腕という縄をもってお互いに巻き
つきあい、 (21.109)

　或る女たちは女友達を抱くかのように七弦琴を抱いて眠り、或る女たちは肩から絹
紐ずり落ち、別の女たちは目を閉じて、真夜中に……顔を歪めていた。 (21.110)

　或る女たちはひどく乱れた髪で、散り乱れた花輪をつけ、衣が腰から脱げ落ちて、体
から装身具が外れていた。 (21.111)

　他の女たちは恥じらいも無く、手足を投げ出した体をみせ、［また別の女たちは］
目を開いたまま白いジャスミンのような［白目をみせ］……、 (21.112)

　或る女たちは口の穴を開けたままで、酔ったかのように目をうつろに転じ、或る女
たちは四肢を露出し、だらだらと垂らした涎だらけの顔になっていた。 (21.113)

　或る女たちはぎりぎり歯噛みしており、また口からうわ言を発し、あるいは隠部をさ
らけ出し、或る女たちは死人のようになっていた。 (21.114)

　それらすべての美女たちはこのように身動きせず、意識を失い、まるで餓鬼たちの住
処（墓場、尸林）にある死体のように、変わり果てた恐ろしい姿であった。 (21.115)

　彼はそれらの女たちがすべてが死体のような姿であるのを眺め、張り裂けそうな心で
再び見つめつつ、大きな声で何度も呼びかけた。 (21.116)

　しかしチャンダカから何度も繰り返し大声で呼ばれても、その声を聞いて目覚める女
は一人もいなかった。 (21.117)

　こうしてその女たちが皆、身動きせずに［昏睡して］いるのを見て、チャンダカは再
び見渡しながら、大きな不安に悩みつつ、心の中でこう考えた。 (21.118)

　「これらすべての美女たちは眠りに支配されて意識を失っている。私がこのように呼
んでも、一人として起き上がらない。 (21.119)

　このように、護世王の神たちも皆、それぞれの妻を伴いながら、それぞれの伝統的
な家族の誓戒を守りつつ、常に浄行において活動しています。 (21.87)

　すべての仙人たちも同様に、それぞれの妻を伴い、それぞれの伝統的な家族の誓戒を
守りつつ、苦行森で活動しています。 (21.88)

　同様に、聖者たる王たちもすべてそれぞれの妻を伴い、苦行森に身を置くと、牟尼の
誓戒を行っています。 (21.89)

　このように認識して、王中の王たるお方よ、もしあなた様が悟りを欲するのであれ
ば、シャクティ（神秘な女性力をもつ配偶者）と共に、いっしんに伝統的な家族の誓戒を
行じて下さい。 (21.90)

　なぜなら、シャクティなしには、すべての誓戒も、すべての供犠も、さまざまな苦行
も、成就することがないからです。 (21.91)

　このように認識されて、わが主よ、あの貞淑なるお方、正妃にして善良な女性であ
る、妻たるヤショーダラー様を眠りから目覚めさせて下さい。 (21.92)

　あのシャクティたる、貞淑な妻たるお方を、よく納得させ、喜ばせてあげて下さい。
そしてあれらのあなた様のすべての妻たちをも、覚醒させ、喜ばせて下さい。 (21.93)

　あの女性たちの全員、彼女たちも誓戒を行うことをもし望むなら、あなたはそれら
のシャクティたちと共に誓戒を行って下さい。 (21.94)

　たとえ全員が望まなくとも、もしあなた様の誓戒を欲する女性たちがいるなら、望
むように彼女らと一緒に、専心して行って下さい。 (21.95)

　あの女性たちの中に、あなた様と共に誓戒をなすことを欲する人がもし一人もいな
いのなら、ただ一人、ヤショーダラー様だけは覚醒させてあげて下さい。 (21.96)

　あの尊い正妃であるお妃様を目覚めさせ、心の準備をさせ、彼女の許しを受け取って
から、あなた様は望みのまま、出家なさって下さい。 (21.97)

　もしそうなされば、あなた様には常にあらゆるところで、めでたい幸せがきっとお
ありになるでしょう。このようにお考えになり、さしあたっては王としての務めという
誓戒を行って下さい。」 (21.98)

　以上の彼（チャンダカ）によって語られた言葉を聞くと、一切知である菩薩は、納得
させられたかのように見つめて、チャンダカにこう言った。 (21.99)

　「チャンダカよ、あなたは私の助力者だ。それ故、あなたがここで言う通りの、その
すべてを私は行おう。ヤショーダラーを眠りから目覚めさせなさい。 (21.100)

　私の愛する女たちをも皆、努力して目覚めさせ、速やかにここへ連れてきて、満悦し
た気持ちにさせつつ、喜ばせてあげなさい。 (21.101)

　私もまた、これらのわが愛する女たちをすべて見ながら、覚醒させ、彼女たちが朗
らかな心で同意するようにしよう。」 (21.102)
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　きっと神々の威神力によって、これらすべての女たちは迷乱させられ、深く眠らせる
大きな眠りの中で身動きせずに横たわっているのだ。」 (21.120)

　このように確信し、ひどく動揺し憂悩したチャンダカは、主（菩薩）のそばに寄って
合掌してこう言った。 (21.121)

「神々の威神力によって、きっとすべてのこの女たちは意識の迷乱状態に陥っているの
です。［ただし］瞬時に、あなた様の愛しい女たちは、正しい意識を保って覚醒するか
もしれません。 (21.122)

　あなた様のとても愛しい美しい妻たちが眠りから醒めた時、すべての女たちは起き上
がると、今ここに来ることでしょう。 (21.123)

　すべての女たちを見つめ、美しい眼差しで不安を消してあげて、教え諭しながら、清
浄なる法（ダルマ）の中に導き入れ、よく行なわせて下さい。 (21.124)

　今後［あなた様が］若いうちは、彼女たちと共に愛に耽り、喜び、家の伝統的な行
為の誓戒を保って、家の中で幸せに暮らして下さい。 (21.125)

　このような栄光と幸せの達成は、三界においてさえ得がたいものです。また護世王の
神たちも皆、これを得ることを切望しています。 (21.126)

　それなのにあなた様は、運命のおかげで手に入れたこのような栄光と幸福の成就
を、まるで草きれのように捨てて、出家しようと望んでいるのです。 (21.127)

　すべての善き人々は、大きな栄光と幸福を願う故、森の隠遁地に身を寄せて苦行の誓
戒を行っているのです。 (21.128)

　しかしあなた様は、得ている栄光を捨てて苦行を行おうとしています。これほど大き
な栄華を、どこであなた様は手に入れようというのでしょうか。 (21.129)

　あなた様の王国は大地すべてであり、あらゆる王たちはあなた様の従者です。あなた
様には七宝があり、富財は『美と繁栄の女神（シュリー）という荷をもつ者』（王）を
超えています。 (21.130)

　ああ、あなた様には数千の女たちがおり、彼女たちすべてがまるで女神シュリーや女
神ラティのようです。八万四千の侍女たちはあなた様を寄る辺として頼っています。
(21.131)

　宮殿を住処とする美女たちは、まるでインドラ神の宮殿（ヴァイジャヤンタ）にいる
最高女のようです。あなた様のすべての食べ物も、とても美味です。 (21.132)

　美しい衣服のすべても、神々しい装身具、すべての財もあなた様のものです。大地の
主たるあなた様に何が無いというのでしょう。 (21.133)

　このような栄耀をさえ捨てて、去ろうと望むのですか。今さら、苦行によって他に何
を得ようと望むのですか。 (21.134)

　もし森へ去って誓戒を行ぜんという望みがおありにあるなら、年老いた時に私たちは
森に身を寄せて誓戒を行いましょう。 (21.135)
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　偉大な王様、若いうちは王国に留まり、欲するがままに幸せを享受し、愛する女た
ちと共にお楽しみ下さい。 (21.136)

　施しを与え、民を守り、家系の誓戒を行って下さい。そうすれば、私たちにはきっ
と常にあらゆる所でめでたい幸せが生じるでしょう。」 (21.137)

　このようにチャンダカが敬意をもって語ったのを聞いて、再びかのサルヴァールタ
シッダは次のように語った。 (21.138)

「チャンダカよ、かつて無数の幸福な欲望を私は享受してきた。しかしそれらは煩悩と
苦しみの源であって、悪いものであり、老いと病と死の苦しみを与えるものだ。
(21.139)

　欲望を原因とした、数え切れないほどの打擲や拘束などの、また手や足の切断などの
苦しみをかつて私は味わった。 (21.140)

　かつて私は欲望の対象に執着し、煩悩に心を乱され、なすべきではない行為をして、
放逸に振る舞っていた。 (21.141)

　十悪に愛着し、いつも欲望を楽しんで行為し、その罪悪に汚された自己は煩悩によっ
て諸感官を乱されていた。 (21.142)

　さらに一層、欲望に執着して正法をも誹謗しながら、恐ろしい罪深い行為をなして
は、輪廻的生存の中を徘徊しつつ、 (21.143)

　その罪悪によって、大きく激烈な苦しみの炎に諸感官を焼かれ、諸地獄でもあらゆる
場所に堕ちて、苦を味わった。 (21.144)

　様々な苦しみの火に焼かれ、とても耐え難い痛みに包まれ、後悔に心を焦がし、打
ち砕かれた心でずっといた。 (21.145)

　その時、私は確固たる心を抱いて、苦しむ者たちの守護者である仏陀を憶念し、
いっしんに合掌して何度も礼拝した。 (21.146)

　すると、その三界の主は慈悲の眼差しで私を見て、功徳の光線をもって私を引き上
げ、仏の住まいへと送った。 (21.147)

　そこに着くと、私は三宝（仏・法・僧）に帰依をなし、清浄な戒における誓戒を堅持
し、常に浄行をなした。 (21.148)

　その功徳によって自心を清め、心集中して法を聴聞し、諸サンガ（僧団）に仕えるた
めに布施をなし、喜び信奉した。 (21.149)

　その後、その功徳が自心に付着した者、浄らかな三輪（施者・受者・施物）をもつ者
となり、菩提心を得て、菩提行を私は行った。 (21.150)

　その功徳により自心を浄め、常に天界の住まいにいて、輝かしい栄光と幸せの達成
を味わいながら、常に浄行を私は行った。 (21.151)

　それでもなお正覚（菩提）を愛する私の心は満足しなかった。それ故、そこ（天界）
から死没すると、益をなすために人間界に私はやってきた。 (21.152)

　きっと神々の威神力によって、これらすべての女たちは迷乱させられ、深く眠らせる
大きな眠りの中で身動きせずに横たわっているのだ。」 (21.120)

　このように確信し、ひどく動揺し憂悩したチャンダカは、主（菩薩）のそばに寄って
合掌してこう言った。 (21.121)

「神々の威神力によって、きっとすべてのこの女たちは意識の迷乱状態に陥っているの
です。［ただし］瞬時に、あなた様の愛しい女たちは、正しい意識を保って覚醒するか
もしれません。 (21.122)

　あなた様のとても愛しい美しい妻たちが眠りから醒めた時、すべての女たちは起き上
がると、今ここに来ることでしょう。 (21.123)

　すべての女たちを見つめ、美しい眼差しで不安を消してあげて、教え諭しながら、清
浄なる法（ダルマ）の中に導き入れ、よく行なわせて下さい。 (21.124)

　今後［あなた様が］若いうちは、彼女たちと共に愛に耽り、喜び、家の伝統的な行
為の誓戒を保って、家の中で幸せに暮らして下さい。 (21.125)

　このような栄光と幸せの達成は、三界においてさえ得がたいものです。また護世王の
神たちも皆、これを得ることを切望しています。 (21.126)

　それなのにあなた様は、運命のおかげで手に入れたこのような栄光と幸福の成就
を、まるで草きれのように捨てて、出家しようと望んでいるのです。 (21.127)

　すべての善き人々は、大きな栄光と幸福を願う故、森の隠遁地に身を寄せて苦行の誓
戒を行っているのです。 (21.128)

　しかしあなた様は、得ている栄光を捨てて苦行を行おうとしています。これほど大き
な栄華を、どこであなた様は手に入れようというのでしょうか。 (21.129)

　あなた様の王国は大地すべてであり、あらゆる王たちはあなた様の従者です。あなた
様には七宝があり、富財は『美と繁栄の女神（シュリー）という荷をもつ者』（王）を
超えています。 (21.130)

　ああ、あなた様には数千の女たちがおり、彼女たちすべてがまるで女神シュリーや女
神ラティのようです。八万四千の侍女たちはあなた様を寄る辺として頼っています。
(21.131)

　宮殿を住処とする美女たちは、まるでインドラ神の宮殿（ヴァイジャヤンタ）にいる
最高女のようです。あなた様のすべての食べ物も、とても美味です。 (21.132)

　美しい衣服のすべても、神々しい装身具、すべての財もあなた様のものです。大地の
主たるあなた様に何が無いというのでしょう。 (21.133)

　このような栄耀をさえ捨てて、去ろうと望むのですか。今さら、苦行によって他に何
を得ようと望むのですか。 (21.134)

　もし森へ去って誓戒を行ぜんという望みがおありにあるなら、年老いた時に私たちは
森に身を寄せて誓戒を行いましょう。 (21.135)
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　其処で長者の家に誕生するを得て、豊かな富を有し、常に乞い求める者たちに施し
を与え、常に浄行を行った。 (21.153)

　その功徳の果報として、再び天界の住まいへ行き、天女たちと愛に染まり、欲望を享
受して私は常に楽しんだ。 (21.154)

　其処でも、正覚を熱望している私の心は満足しなかった。それ故、死没して、再び益
をなすために私は人間界に喜んでやってきた。 (21.155)

　其処でヴァイシャ（庶民）の家に誕生するを得て、栄光と富財を具えもち、施しを与
えつつ快楽を享受し、愛する女たちと共に楽しんだ。 (21.156)

　また同様に、王家に誕生するを得て、大きな富楽を有し、美女たちと愛に染まり、
そのように快楽を享受して私は楽しんだ。 (21.157)

　また同様に、婆羅門の家に誕生するを得て、富楽を有し、常に誓戒を保ちながら、
妻を有して愛欲を味わい、私は楽しんだ。 (21.158)

　また私はあらゆるジャーティ（カースト的職業集団）の家においても数千回の誕生を得
て、施しを与えつつ、愛欲を享受し、愛する女たちと共に楽しんだ。 (21.159)

　転輪王の家にも数千回の誕生を得て、美女との愛欲の行為に執着し、施しを与えつ
つ、私は快楽を楽しんだ。 (21.160)

　それでもなお、正覚を熱望する私の心は満足せず、正法の功徳の享楽こそを享受した
いと望んでいる。 (21.161)

　私はあらゆる所に至り、数千回の誕生を得て、美女たちと愛に染まり、施しを与えつ
つ、快楽を楽しんだ。 (21.162)

　私は何度も繰り返し、あらゆる護世王の神たち（四天王）の家に誕生を得て、栄光と
幸せの達成を味わいながら、喜び楽しんだ。 (21.163)

　また何度も繰り返し神々の王（インドラ）にもなり、天女たちの群と共に、輝かしい
栄光と幸せの達成を味わいながら、私は心ゆくまで快楽を楽しんだ。 (21.164)

　同じ様に、私は数多く、夜摩天（ヤーマの神々）の王となり、兜率天（トゥシタの
神々）の王となり、化楽天（ニルマーナラティの神々）の王、また他化自在天（ヴァシャ
ヴァルティンの神々）の王ともなって、 (21.165)

　輝かしい栄光と幸せの達成を享受して、欲するがままに私は楽しんだ。しかしそこで
もまた、正覚を熱望する私の心は満足を感じなかった。 (21.166)

　私は何度も繰り返し色界の天界においてあらゆる所に生まれ、寂静の心で禅定の快
さを享受しながら、喜び楽しんだ。 (21.167)

　また何度も繰り返し無色界の神の王となり、大自在天としての栄光を享受しても、私
の心は満足しなかった。 (21.168)

　梵天たちも、バラモンたちも、牟尼たちも、出家行者たちも、ヨーガ行者たちも、
欲望のために、罪を犯した者、転落した者となる。 (21.169)
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　神ヴィシュヌ・ハリも、欲望のために悩苦した心で、女たちを策略によって奪い、敵
たちを殺して、転落した者となった。 (21.170)

　神シヴァ・マハールドラでさえ、欲望のために悩苦した心で、情け容赦なく敵を殺
し、感官を狂酔させた者として振る舞った。 (21.171)

　同じ様に、護世王の神たちも皆、欲望・煩悩に酔いしれ、家の伝統法を失って堕落
し、諸地獄へと転落した。 (21.172)

　同じ様に、すべての惑星（グラハ）たちもまた、欲望・煩悩によって驕り高ぶり、羞
恥の法を失って堕落して、悲嘆して歩む。 (21.173)

　同様に、星々も、シッダ（成就者）たちも、サードゥヤ神たちも、ヴィディヤーダラ
たちも、ガンダルヴァたちも、キンナラたちも、薬叉たちも、グヒヤカたちも、羅刹た
ちも、 (21.174)

　クンバーンダたちも、ガルダ鳥たちも、ナーガ（龍）たちも、ダイティヤ（アスラ）
たちも、神々も人間も、欲望を原因として輪廻的生存に執着し、煩悩に心乱されて、
(21.175)

　家の伝統法の行いを捨て、羞恥なく狂酔した心で、敵対し、争いを行い、何度も繰
り返し転落した。 (21.176)

　王たち、クシャトリヤ（武士階級）たちも、欲望・煩悩に驕り高ぶり、敵対し、争い
を行い、死んで閻魔の住まいへと行った。 (21.177)

　同様に、王の顧問官・大臣たちも、兵士・軍兵たちも、従者たちも、欲望のために
主君の任務において戦いを行い、転落した。 (21.178)

　同様に、ヴァイシャ（庶民）たちも、欲望のために財物を過度に欲しがり、昼も夜も
疲れ果てながら富の獲得をしている。 (21.179)

　商人たちや隊商主たちも、欲望のために財物を得ようと、大海を越え、苦しみを味
わいながら遊歴している。 (21.180)

　職人たちもまた皆、欲望のために財物を欲しがり、昼も夜も休むことなく、労働の
苦しみを味わっている。 (21.181)

　奴婢たちも、欲望のために財物を欲しがり、昼も夜も休むことなく、うち叩かれ、
仕事をしている。 (21.182)

　また荷運び人たちも、欲望のために、常に重荷に体を押しひしがれ、休むことなく
大きな荷を運びながら歩いている。 (21.183)

　また農夫たちも、欲望のために、常に労苦して暑さ・寒さに体を苛まれ、苦しみを
味わっている。 (21.184)

　このように偉大な者たちも皆、欲望のために、女たちの支配下に留まり、家の伝統
法に満足し、まるで喜ぶ奴隷のように過ごしている。 (21.185)

　其処で長者の家に誕生するを得て、豊かな富を有し、常に乞い求める者たちに施し
を与え、常に浄行を行った。 (21.153)

　その功徳の果報として、再び天界の住まいへ行き、天女たちと愛に染まり、欲望を享
受して私は常に楽しんだ。 (21.154)

　其処でも、正覚を熱望している私の心は満足しなかった。それ故、死没して、再び益
をなすために私は人間界に喜んでやってきた。 (21.155)

　其処でヴァイシャ（庶民）の家に誕生するを得て、栄光と富財を具えもち、施しを与
えつつ快楽を享受し、愛する女たちと共に楽しんだ。 (21.156)

　また同様に、王家に誕生するを得て、大きな富楽を有し、美女たちと愛に染まり、
そのように快楽を享受して私は楽しんだ。 (21.157)

　また同様に、婆羅門の家に誕生するを得て、富楽を有し、常に誓戒を保ちながら、
妻を有して愛欲を味わい、私は楽しんだ。 (21.158)

　また私はあらゆるジャーティ（カースト的職業集団）の家においても数千回の誕生を得
て、施しを与えつつ、愛欲を享受し、愛する女たちと共に楽しんだ。 (21.159)

　転輪王の家にも数千回の誕生を得て、美女との愛欲の行為に執着し、施しを与えつ
つ、私は快楽を楽しんだ。 (21.160)

　それでもなお、正覚を熱望する私の心は満足せず、正法の功徳の享楽こそを享受した
いと望んでいる。 (21.161)

　私はあらゆる所に至り、数千回の誕生を得て、美女たちと愛に染まり、施しを与えつ
つ、快楽を楽しんだ。 (21.162)

　私は何度も繰り返し、あらゆる護世王の神たち（四天王）の家に誕生を得て、栄光と
幸せの達成を味わいながら、喜び楽しんだ。 (21.163)

　また何度も繰り返し神々の王（インドラ）にもなり、天女たちの群と共に、輝かしい
栄光と幸せの達成を味わいながら、私は心ゆくまで快楽を楽しんだ。 (21.164)

　同じ様に、私は数多く、夜摩天（ヤーマの神々）の王となり、兜率天（トゥシタの
神々）の王となり、化楽天（ニルマーナラティの神々）の王、また他化自在天（ヴァシャ
ヴァルティンの神々）の王ともなって、 (21.165)

　輝かしい栄光と幸せの達成を享受して、欲するがままに私は楽しんだ。しかしそこで
もまた、正覚を熱望する私の心は満足を感じなかった。 (21.166)

　私は何度も繰り返し色界の天界においてあらゆる所に生まれ、寂静の心で禅定の快
さを享受しながら、喜び楽しんだ。 (21.167)

　また何度も繰り返し無色界の神の王となり、大自在天としての栄光を享受しても、私
の心は満足しなかった。 (21.168)

　梵天たちも、バラモンたちも、牟尼たちも、出家行者たちも、ヨーガ行者たちも、
欲望のために、罪を犯した者、転落した者となる。 (21.169)
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　獣も鳥も、様々な昆虫などの生き物たちも、欲望のために殺され、すべての野獣たち
は地獄に堕ちる。 (21.186)

　三界に住む者たちは皆、欲望・煩悩の火に焼かれ、家の伝統法の誓戒すら捨てて、
悪行においても働いている。 (21.187)

　このように、欲望は生類の過悪であって、正真の伝統法の誓戒を終わらせ、苦の原因
となり、悪を養い、一切衆生に悪事をもたらすものである。 (21.188)

　このように考えられて、欲望は偉大な認識をもつ出家行者たちや梵行者たちによって
咎められ、非難され、悪しき矢の如く避けられている。 (21.189)

　あらゆる衆生を正覚（菩提）への道に導いて安住させ、覚醒させつつあるならば、
いったい誰が欲望の格別な性質に執着し、美女たちを寄る辺として留まるだろうか。
菩提行の誓戒を守り、いっしんに浄行をなすべきだ。 (21.190)

　菩提行の誓戒をもつ者は、欲望を捨てて四無量心（梵住）を保ち、一切衆生に益をな
しつつ、心集中して行をなすべきだ。 (21.191)

　そうすれば後に、その人は大きな神通力を持つ菩薩、勝れた知性の出家行者、阿羅
漢となり、悪魔の軍勢を打ち破り、正覚を得るだろう。 (21.192)

　その後、一切世界において正法を広め、世の生類を善法から成る者に変え、すばら
しい涅槃を得るだろう。 (21.193)

　このようにしてすべての仏たちも、欲望の拠り所である家を捨てて出家し、森で苦行
を行い、浄らかな三輪を有する者となり、 (21.194)

　悪魔の軍勢すべてを打ち破り、無上の正覚を得て、三界から成る世界において法の教
えを与え、 (21.195)

　世の生類を善法から成る者に変え、完全なる涅槃へと赴いたのだ。私もまた同様
に、一切［の生類］を幸せな存在に変えることを切望している。 (21.196)

　私は欲望の拠り所である王位を捨てて、森の隠棲処で出家し、極めて困難な苦行を
行い、悪魔の群を打ち破り、 (21.197)

　正覚の智慧に達し、仏の位を得て、三界から成る世界において正法を明らかにし、
(21.198)

　あらゆる衆生を正覚（菩提）への道に導いて安住させ、一切衆生を目覚めさせ、すべ
てを善法から成るものに変え、涅槃を得ることを熱望しているのだ。こう考えて、あな
たは馬を速やかに引いてきて、私に与えなさい。」 (21.199)

　このようにかの主が命じたのを聞いて、かのチャンダカは菩薩を見つめ、再びこのよ
うに語った。 (21.200)

「わが主よ、正覚を望むあなた様がお語りになられたことは真実です。それでも、大王
様、あなた様の利益のために私が語ることをお聞きください。 (21.201)
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　もし欲望の快楽への欲求があなた様に全くなく、正法への望みだけがあるのであっ
ても、私の言う通りになさって下さい。 (21.202)

　大王様、あなた様が若くて、神々しい非常に美しい若者であるうちは、王位での生
活に留まって、菩提行の誓戒を行いつつ、 (21.203)

　すべての生類に益をなし、民を自分の息子のようにお守り下さい。施しを与えて快楽
を享受し、欲するがままに行動なさって下さい。 (21.204)

　父王は老いておられます。あなた様には息子もなく、ご兄弟もあなた様には一人もお
りません。 (21.205)

　まるでインドラ神の［天界の］繁栄に匹敵する、これほどのあなた様の国での繁栄
をもつこれらの人民を、父君の死後、誰がここで王となって守るのでしょうか。
(21.206)

　ですから、あなた様が若いうちは、王位での生活に留まり、乞い求める者たちに望
みのままに布施をなしつつ、人民を保護するという誓戒を行って下さい。 (21.207)

　わが主よ、あなた様が年老いた時、森の隠棲処へと出家し、牟尼（聖者）の行の誓戒
を守って、いっしんに行をなさって下さい。 (21.208)

　もしそうなされば、あなた様には常にあらゆるところで、めでたい幸せがきっとお
ありになるでしょう。生きている間に快楽を味わい、生の終わりに、よき涅槃に赴かれ
て下さい。」 (21.209)

　賢いチャンダカがそう語った言葉を聞くと、菩薩・大士は、再びこのように語った。
(21.210)

　　「よき友よ、家庭生活の人生期についてもし八つの懸念がなかったなら、あなた
が語った通りに家に留まって、そう行動することを私は願うだろう。 (21.211)

　(1)私が常に若々しく、諸感官が衰えることがないなら。(2)私の体がいつも健康であ
り、病が決して襲わないなら。 (21.212)

　(3)死が現れず、命があるなら。(4)ずっと愛する者との離別がないなら。(5)これらす
べての愛らしく美しいわが妻たちを、老いが襲わないなら。 (21.213)

　(6)このような大自在天の世界のような繁栄が決して滅び去ることがないなら。(7)あ
らゆる生類がもつ煩悩の火が鎮まるなら。 (21.214)

　(8)もしここ（家）にいても正覚を得て、涅槃を得られるなら、私は王位を捨てて森
の隠棲処へ出家することはない。 (21.215)

　ずっと常に王位での生活に留まり、乞い求める者たちに望みのままに与え、家の伝
統の行為の誓戒を守って活動することを私は望むだろう。 (21.216)

　以上の八つをこの世界で与えることができる者が、もし森の隠棲処にいるならば、
私はその者に帰依し、常に仕えることを欲する。」 (21.217)

　獣も鳥も、様々な昆虫などの生き物たちも、欲望のために殺され、すべての野獣たち
は地獄に堕ちる。 (21.186)

　三界に住む者たちは皆、欲望・煩悩の火に焼かれ、家の伝統法の誓戒すら捨てて、
悪行においても働いている。 (21.187)

　このように、欲望は生類の過悪であって、正真の伝統法の誓戒を終わらせ、苦の原因
となり、悪を養い、一切衆生に悪事をもたらすものである。 (21.188)

　このように考えられて、欲望は偉大な認識をもつ出家行者たちや梵行者たちによって
咎められ、非難され、悪しき矢の如く避けられている。 (21.189)

　あらゆる衆生を正覚（菩提）への道に導いて安住させ、覚醒させつつあるならば、
いったい誰が欲望の格別な性質に執着し、美女たちを寄る辺として留まるだろうか。
菩提行の誓戒を守り、いっしんに浄行をなすべきだ。 (21.190)

　菩提行の誓戒をもつ者は、欲望を捨てて四無量心（梵住）を保ち、一切衆生に益をな
しつつ、心集中して行をなすべきだ。 (21.191)

　そうすれば後に、その人は大きな神通力を持つ菩薩、勝れた知性の出家行者、阿羅
漢となり、悪魔の軍勢を打ち破り、正覚を得るだろう。 (21.192)

　その後、一切世界において正法を広め、世の生類を善法から成る者に変え、すばら
しい涅槃を得るだろう。 (21.193)

　このようにしてすべての仏たちも、欲望の拠り所である家を捨てて出家し、森で苦行
を行い、浄らかな三輪を有する者となり、 (21.194)

　悪魔の軍勢すべてを打ち破り、無上の正覚を得て、三界から成る世界において法の教
えを与え、 (21.195)

　世の生類を善法から成る者に変え、完全なる涅槃へと赴いたのだ。私もまた同様
に、一切［の生類］を幸せな存在に変えることを切望している。 (21.196)

　私は欲望の拠り所である王位を捨てて、森の隠棲処で出家し、極めて困難な苦行を
行い、悪魔の群を打ち破り、 (21.197)

　正覚の智慧に達し、仏の位を得て、三界から成る世界において正法を明らかにし、
(21.198)

　あらゆる衆生を正覚（菩提）への道に導いて安住させ、一切衆生を目覚めさせ、すべ
てを善法から成るものに変え、涅槃を得ることを熱望しているのだ。こう考えて、あな
たは馬を速やかに引いてきて、私に与えなさい。」 (21.199)

　このようにかの主が命じたのを聞いて、かのチャンダカは菩薩を見つめ、再びこのよ
うに語った。 (21.200)

「わが主よ、正覚を望むあなた様がお語りになられたことは真実です。それでも、大王
様、あなた様の利益のために私が語ることをお聞きください。 (21.201)
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　このように主によって語られたのを聞き、そのチャンダカは泣いた。そして彼の主を
見つめ、再びこのように語った。 (21.218)

　「(1)老いに襲われない者が誰かいるでしょうか。(2)病に苦しめられない者が誰かい
るでしょうか。(3)死に呑み込まれない者が誰かいるでしょうか。(4)愛する人との離別
がない者が誰かいるでしょうか。 (21.219)

　(5)若さが衰えない者が誰かいるでしょうか。(6)繁栄がずっと続く者が誰かいるで
しょうか。(7)煩悩が鎮まった者が誰かいるでしょうか。(8)家にいて正覚を得た者が誰
かいるでしょうか。 (21.220)

　梵天をはじめとするあらゆる神々も、すべての護世王の神たちも、老いに体が衰え、
病に侵され、時が来れば死に襲われます。 (21.221)

　どんな生き物であっても親族や友人たちの悲しみの火に焼かれます。すべての者の成
功繁栄は雲の如く、わずかな間しか留まりません。 (21.222)

　誰もが煩悩をもち、慢心あり、家の伝統の行為により尊ばれています。出家行者や
ヨーガ行者たちは、正覚を得ることは出来ません。 (21.223)

　このように考えて、若いうちは王位での生活にとどまり、菩提行の誓戒を守りなが
ら、好きなように行動しなさい。 (21.224)

　年老いた時に、王位での生活を捨てて、森の隠棲処で出家して禁戒を守り、専念して
行をしなさい。 (21.225)

　そうすれば常にあなた様に幸いがあり、きっと大きな喜びがあるでしょう。正覚に
も達し、よき涅槃を得られるでしょう。」 (21.226)

　このように彼が語ったのを聞いて、偉大な知性をもつ菩薩はそのチャンダカを見つ
め、再びこのように教示した。 (21.227)

「チャンダカよ、あの恐ろしい死は、誰の支配下にあるというのか。死は不意に嗅ぎつ
けて（最後のキスをして）、忽ちのうちに神々さえも飲み込んでしまう。 (21.228)

　そのようにあの極めて残酷な死は、不意に、突然やってきて、私を飲み込み、そして
あなたを、そしてこれらすべての女たちをも飲み込むだろう。 (21.229)

　その時、私は何ができよう。あなたも何ができよう。これらのわが親族や愛する女
たちは、その時私のために何ができようか。 (21.230)

　［看取る］女たちは誰もが悲しみの大きな苦しみの炎に身を焼かれ、まるで沢山の
手の中で抑えつけられているかのようになる。あなたも私も実に同様なのだ。 (21.231)

　このように考え、観るので、私は王位での生活に留まって家系の世襲の仕事を守りな
がら行動することを望まないのだ。 (21.232)

　だが煩悩の火に焼かれ、苦しみの海に沈み、輪廻的生存の森の中を彷徨っているこ
の世界のすべての生類、 (21.233)

- 96 -



　無明に盲目となり、誕生・病・老い・死という危難をそなえ、飢えと渇きの火に焼
かれ、悪しき敵たちに囲まれている［彼ら］、 (21.234)

　依処なく、慰めもなく、庇護者なく、最後の避難所もなく、導いてくれる者もな
く、卑しく、正法の徳性を欠いている［彼ら］、 (21.235)

　その苦しんでいる彼らを見て、憐憫と同情の心を抱く私は、悟らせるために、努力し
て正覚を得ることを欲するのだ。 (21.236)

　その目的のため、私はこれまで望む通りに布施を与えなかっただろうか。善き禁戒
を守って、誓戒を実施しなかっただろうか。 (21.237)

　わが身が引き裂かれても、私は忍辱をどこで行わなかっただろうか。世の生類を益
するための諸法において、精進を成し遂げなかっただろうか。 (21.238)

　菩提心に基づき禅定をなして、あらゆる煩悩が打ち破られた。悟りの成就という光輝
ある智慧を、私は成し遂げた。 (21.239)

　それ故、今や私は、世のすべての生類を努力して覚醒させ、悟りの道へとしっかり導
き、歩ませようと欲する。 (21.240)

　それ故、私は王位での生活を捨て、仏の隠棲処において出家し、菩提行の誓戒を守
り、すべての外道たちに勝利し、 (21.241)

　あらゆる悪魔の軍勢を打ち破り、浄らかな感官を保ち、阿羅漢として悟りを得て、仏
の位に達し、 (21.242)

　三界の世において正法を明らかにし、生類を善法から成る者に変え、涅槃を得るこ
とを私は欲する。 (21.243)

　私がいつも想い描いてきたまさにその時が到来した。だから私は今まさに世の生類
の益のために出家する。 (21.244)

　もしあなたが私に愛情をもつなら、あるいは、もし正法を望むなら、馬のカンタカ
を速やかに連れてきて私に与えなさい。」 (21.245)

　このように語る率直な教令を聞くと、チャンダカは泣きながら、合掌して彼の主に拝
礼し、見つめながらこう言った。 (21.246)

　「わが主よ、もしあなた様が世の生類の益のために出家する決意をお持ちならば、
あすの朝、父王のご尊顔を拝して許可を得て、心悦び、 (21.247)

　また母君のご尊顔をも拝し、妻たちをなだめて、幸運を祈る儀式を執り行った後、
心悦びつつ大きな熱意をもって旅立って下さい。」 (21.248)

　チャンダカがこのように語ったのを聞くと、菩薩は助力者たるそのチャンダカを見つ
め、このように教示した。 (21.249)

　「どうしてそのように去ることができようか。主君である父が私を見れば、兵衆と一
緒にすぐさま私を確保し、努力して引き止めることだろう。 (21.250)

　このように主によって語られたのを聞き、そのチャンダカは泣いた。そして彼の主を
見つめ、再びこのように語った。 (21.218)

　「(1)老いに襲われない者が誰かいるでしょうか。(2)病に苦しめられない者が誰かい
るでしょうか。(3)死に呑み込まれない者が誰かいるでしょうか。(4)愛する人との離別
がない者が誰かいるでしょうか。 (21.219)

　(5)若さが衰えない者が誰かいるでしょうか。(6)繁栄がずっと続く者が誰かいるで
しょうか。(7)煩悩が鎮まった者が誰かいるでしょうか。(8)家にいて正覚を得た者が誰
かいるでしょうか。 (21.220)

　梵天をはじめとするあらゆる神々も、すべての護世王の神たちも、老いに体が衰え、
病に侵され、時が来れば死に襲われます。 (21.221)

　どんな生き物であっても親族や友人たちの悲しみの火に焼かれます。すべての者の成
功繁栄は雲の如く、わずかな間しか留まりません。 (21.222)

　誰もが煩悩をもち、慢心あり、家の伝統の行為により尊ばれています。出家行者や
ヨーガ行者たちは、正覚を得ることは出来ません。 (21.223)

　このように考えて、若いうちは王位での生活にとどまり、菩提行の誓戒を守りなが
ら、好きなように行動しなさい。 (21.224)

　年老いた時に、王位での生活を捨てて、森の隠棲処で出家して禁戒を守り、専念して
行をしなさい。 (21.225)

　そうすれば常にあなた様に幸いがあり、きっと大きな喜びがあるでしょう。正覚に
も達し、よき涅槃を得られるでしょう。」 (21.226)

　このように彼が語ったのを聞いて、偉大な知性をもつ菩薩はそのチャンダカを見つ
め、再びこのように教示した。 (21.227)

「チャンダカよ、あの恐ろしい死は、誰の支配下にあるというのか。死は不意に嗅ぎつ
けて（最後のキスをして）、忽ちのうちに神々さえも飲み込んでしまう。 (21.228)

　そのようにあの極めて残酷な死は、不意に、突然やってきて、私を飲み込み、そして
あなたを、そしてこれらすべての女たちをも飲み込むだろう。 (21.229)

　その時、私は何ができよう。あなたも何ができよう。これらのわが親族や愛する女
たちは、その時私のために何ができようか。 (21.230)

　［看取る］女たちは誰もが悲しみの大きな苦しみの炎に身を焼かれ、まるで沢山の
手の中で抑えつけられているかのようになる。あなたも私も実に同様なのだ。 (21.231)

　このように考え、観るので、私は王位での生活に留まって家系の世襲の仕事を守りな
がら行動することを望まないのだ。 (21.232)

　だが煩悩の火に焼かれ、苦しみの海に沈み、輪廻的生存の森の中を彷徨っているこ
の世界のすべての生類、 (21.233)
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　あのわが母ガウタミーも、妻ヤショーダラーも、私を見れば突然抱きしめ、懸命に
引き止めるだろう。 (21.251)

　同じ様にこれらすべての妻たちも、私が旅立つのを見れば、愛情と愛欲の炎に身を焼
かれ、またヤマの住処（冥府）に赴くことだろう。 (21.252)

　同様にすべての民衆も、私が出て行くのを見れば、突然道を塞いで囲み、あらゆるこ
とで邪魔をするだろう。 (21.253)

　そうなったら、世の生類の益のために出家して旅立つことを、どうして敢行できよう
か。王をはじめとするすべての人々が全力で妨げることだろう。 (21.254)

　このように考えるので、私は今、すべての人々が深く眠っている真夜中に、自ら馬に
乗って去ることを欲する。 (21.255)

　もしあなたに、あらゆる目的と菩提を成し遂げる者である私に愛情があるなら、あ
の馬を連れてきて、速やかに私に与えなさい。 (21.256)

　もしあなたがここに連れてきてくれれば、私は自発的に去った者として、直ちにかの
カンタカに跨り、今こそきっと出発する。」 (21.257)

　菩薩がこのように語ったのを聞いて、空にいた神の王は、その菩薩を見つめ、称賛し
ながらこう教示した。 (21.258)

　「大士よ、あなたは幸あるお方だ。あなたがお語りになったことがきっとその通り
に真実になるよう、今こそ出離しなさい。」 (21.259)

　大自在天もそれを聞き、空中にあって喜び、その菩薩に呼びかけ、見つめながらこう
教示した。 (21.260)

　「出離しなさい、大士よ、今です。遅滞してはいけない。あらゆる生類に益をなすた
めに、法という不死の甘露を雨降らせて下さい。」 (21.261)

　同様に梵天もそれを聞き、空中にいて、その菩薩に呼びかけ、見つめながらこう教示
した。 (21.262)

　「出離しなさい、一切知よ。あなたの望みは成就するだろう。それ故、今、行きな
さい。菩提樹に行って坐りなさい。 (21.263)

　もしあなたが出離するならば、転輪の人王、一切法王、大地の支配者たる王となる
だろう。」 (21.264)

　同様に、浄居天の天使たちもそれを聞くと、その菩薩に呼びかけ、見つめてこのよう
に教示した。 (21.265)

　「あなたは時に適って兜率天から死没し、母の胎内に入りました。あなたは時に適っ
て誕生しました。同じ様に、一切知よ、時に適って出離しなさい。 (21.266)

　あなたの法の甘露を飲むことを、神々を含むあらゆる衆生が、あたかも飢饉に苦し
む者たちが雨雲を待つように、切望しています。 (21.267)
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　それ故、速やかにここを去り、樹木の王（菩提樹）のもとに行って、すべての魔の軍
勢を打ち破り、最高の悟りを得て、 (21.268)

　三界からなる世界において正法を教え、常に［衆生を］善法から成る者に変え、よ
き涅槃を達成しなさい。」 (21.269)

　そのとき虚空にいた神々は、それを聞いて歓喜し、花の雨を降らせ、拝礼してこのよ
うに語った。 (21.270)

　「勝利あれ！あなたが願う通りに、あなたのなすべき事が成就しますように！しっか
りその事を見据えて、世の生類の益のために出家しなさい。 (21.271)

　あなたの心は常に決して五欲の対象に染まりません。すべての衆生に益をなすため、
正法だけを欲しています。 (21.272)

　その目的のため、菩提の資糧を次第に満たしてきて、ここであなたのそのすべてが成
就することでしょう。それ故、速やかに出離しなさい。」 (21.273)

　以上のそれらの神々によって語られたことを聞いて、菩薩は、空中にいるそれらすべ
ての神々を眺め、歓喜に心を躍らせた。 (21.274)

　出離の時をはっきり知り、意欲して、彼は助力者であるかのチャンダカに呼びかけ、
理解せしめた。 (21.275)

　空中にいるそれらすべての神々を指し示すと、とても清らかな睡蓮のような顔で、彼
を見つめて、こう言った。 (21.276)

　「見よ、チャンダカ。私を促すために神々がやって来ている。だからチャンダカよ、
今さら再び私の心を悩ませるな。 (21.277)

　もしあなたが正法を欲するなら、速やかに私に馬を与えなさい。もしあなたがここ
で妨害をするなら、あなたは罪悪に汚れることになる。 (21.278)

　もしここで速やかに連れてきて、私に馬を与えるなら、幸せと栄光とよき徳性の礎と
なる正法をあなたは得るだろう。」 (21.279)

　こう彼が言った言葉を聞いて、神の子シャーンタマテイ、ならびにラリタビューハと
いう名の神の子も、彼の決意を知ると、 (21.280)

　さらに都に住むすべての人々を眠りにつかせ、人々の話し声を消し去り、無人の如き
状態にした。 (21.281)

　菩薩の出離の時を思い、護世王の神たち（四天王）が皆、従者たちを連れて、その都
に集まってきた。 (21.282)

　彼らは天界の供養の贈物を携え、それぞれの方角からやってきて、出離しようとする
大士を供養するために近づいた。 (21.283)

　その場で護世王の神たちすべてがそれぞれの家来たちと共に、それぞれの方角に位置
しつつ、合掌し拝礼して立った。 (21.284)

　あのわが母ガウタミーも、妻ヤショーダラーも、私を見れば突然抱きしめ、懸命に
引き止めるだろう。 (21.251)

　同じ様にこれらすべての妻たちも、私が旅立つのを見れば、愛情と愛欲の炎に身を焼
かれ、またヤマの住処（冥府）に赴くことだろう。 (21.252)

　同様にすべての民衆も、私が出て行くのを見れば、突然道を塞いで囲み、あらゆるこ
とで邪魔をするだろう。 (21.253)

　そうなったら、世の生類の益のために出家して旅立つことを、どうして敢行できよう
か。王をはじめとするすべての人々が全力で妨げることだろう。 (21.254)

　このように考えるので、私は今、すべての人々が深く眠っている真夜中に、自ら馬に
乗って去ることを欲する。 (21.255)

　もしあなたに、あらゆる目的と菩提を成し遂げる者である私に愛情があるなら、あ
の馬を連れてきて、速やかに私に与えなさい。 (21.256)

　もしあなたがここに連れてきてくれれば、私は自発的に去った者として、直ちにかの
カンタカに跨り、今こそきっと出発する。」 (21.257)

　菩薩がこのように語ったのを聞いて、空にいた神の王は、その菩薩を見つめ、称賛し
ながらこう教示した。 (21.258)

　「大士よ、あなたは幸あるお方だ。あなたがお語りになったことがきっとその通り
に真実になるよう、今こそ出離しなさい。」 (21.259)

　大自在天もそれを聞き、空中にあって喜び、その菩薩に呼びかけ、見つめながらこう
教示した。 (21.260)

　「出離しなさい、大士よ、今です。遅滞してはいけない。あらゆる生類に益をなすた
めに、法という不死の甘露を雨降らせて下さい。」 (21.261)

　同様に梵天もそれを聞き、空中にいて、その菩薩に呼びかけ、見つめながらこう教示
した。 (21.262)

　「出離しなさい、一切知よ。あなたの望みは成就するだろう。それ故、今、行きな
さい。菩提樹に行って坐りなさい。 (21.263)

　もしあなたが出離するならば、転輪の人王、一切法王、大地の支配者たる王となる
だろう。」 (21.264)

　同様に、浄居天の天使たちもそれを聞くと、その菩薩に呼びかけ、見つめてこのよう
に教示した。 (21.265)

　「あなたは時に適って兜率天から死没し、母の胎内に入りました。あなたは時に適っ
て誕生しました。同じ様に、一切知よ、時に適って出離しなさい。 (21.266)

　あなたの法の甘露を飲むことを、神々を含むあらゆる衆生が、あたかも飢饉に苦し
む者たちが雨雲を待つように、切望しています。 (21.267)
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　幾千コーティの数のガンダルヴァたちは、歌詠や伎楽の演奏とともに大歓声をなし
て、東の方角に位置した。 (21.285)

　数十万コーティの数のクンバーンダたちは、あらゆる宝石の花鎖を携え、天の水に満
ちた水瓶を持ち、南の方角に位置した。 (21.286)

　数千コーティの数の龍（ナーガ）たちは、様々な宝石の花鎖を携え、香ばしい花の雨
を降らせ、西の方角に位置した。 (21.287)

　数千コーティの薬叉たちは、『光の露』の宝石の花鎖とあらゆる刀剣類を携え、北
の方角に位置した。 (21.288)

　インドラ（帝釈天）もまた、供養の品や装身具、また天蓋・旗幟・幢幡を携えたすべ
ての三十三天の神々と共に、中間に位置した。 (21.289)

　ヤーマ天、トゥシタ天、化楽天、他化自在天のあらゆる神々も集まり来た。 (21.290)

　同様に、ブラフマー（梵天）をはじめとするすべての神々、仙人、梵行者たちも、出
離をなすかの大士を供養しようと欲し、 (21.291)

　天界の供養の贈物を携え、速やかにやってきて、空中に位置し、諸感官に歓びを漲ら
せて立った。 (21.292)

　金剛手をはじめとする勇ましい者たち、ヨーガ行者たち、グヒヤカたち、シッダた
ち、サードゥヤたち、諸惑星、星々、ヴィディヤーダラたち、キンナラたち、 (21.293)

　ガルダたち、羅刹たち、ダイティヤ（阿修羅）たち、また他の大神通力の者たちも、
彼の出離する道において供養をなすために位置した。 (21.294)

　そのとき、プシヤという名の星宿が、シュリー（女神）に似た姿となり、菩薩の前に
経ってこう言った。 (21.295)

　「サルヴァールタシッダよ、今やあなたのすべての目的が成就します。星宿プシヤも
あなたの前におります。それ故、今が出立すべき時です。 (21.296)

　私もまたあなたと共に活動することを欲します。常に誓っていた通りに、実現されま
すように。 (21.297)

　苦しみに打ちのめされているすべての生類を、速やかに輪廻的生存の海からお救い下
さい。今や出離の時が到来したと、見て下さい。 (21.298)

　三十三天の神々も、また家来を伴った護世王の神々も、すべての星々を伴った惑星た
ちも、すべての勇ましいグヒヤカたちも、 (21.299)

　ガンダルヴァたち、キンナラたち、薬叉たち、すべてのヴィディヤーダラたちも、ク
ンバーンダたち、羅刹たち、龍たち、ガルダたち、ダーナヴァ（阿修羅）たちも、
(21.300)

　梵天をはじめとする聖者たちも、偉大な智者たちも、大神通力を持つ者たちも、あ
らゆる場所から集まって、空中にいます。 (21.301)
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　この都に住むすべての人は深く眠っています。象などの乗り物獣も、すべての獣や鳥
たちも、 (21.302)

　国王、王家の青年たち、あらゆる釈迦族の人たち、大臣たち、長官たち、軍の兵士
たち、すべての都民も、召使たちも、 (31.303)

　皆眠らされて、大きな眠りに諸感官が支配されて意識が迷乱した状態にいます。目覚
めている者はここに一人もいません。皆、死人のように横たわっています。 (21.304)

　ですから、ずっと願われていた、その時が到来したのです。それ故、今、見逃さず
に、三界の生類の益のために出家しなさい。」 (21.305)

　このようにその［星宿の］語った言葉を聞き、気づきを得た菩薩は、チャンダカに呼
びかけ、見つめながらこう命じた。 (21.306)

　「チャンダカよ、神々が語ったその言葉をあなたは聞いた。だから、速やかに馬を連
れてきて、悟りの達成のために私に与えなさい。 (21.307)

　もしあなたが正法を欲するなら、ここで私の妨げをしてはならない。あなたは私の
親友であり、助力者なのだから、益するための努力をしなさい。」 (21.308)

　このように主が命じるのを聞き、かのチャンダカは泣きながら菩薩を見つめ、溜息を
つき、こう語った。 (21.309)

　「わが主よ、あなた様は適時を知る者です。しかしこのような不適当な時に、どこへ
行くというのですか。すべての門は閉じられています。どこから、どうやって出発する
というのですか。」 (21.310)

　彼がそう言ったとき、インドラ神は強固な閂がかけられたすべての門と扉をただちに
開け、開け放たれた様子を示した。 (21.311)

　それらを見て、チャンダカは苦悩のあまり、溢れた涙で顔じゅうを汚して、「今、私
は何をすればよいのか」と言って地面に倒れ伏した。 (21.312)

　その後自ら起き上がると、空にいる神々を眺め、驚嘆のあまり心を乱し、仰向いた
まま、このように嘆いた。 (21.313)

　「ああ、私の情けなさよ！私はいかなる助力者たりえようか。今、どこへ走ってゆけ
ばよいのか。主がお命じになったことを、引き止めることができない。 (21.314)

　あの四種の軍が強力であっても、何ができるだろう。王様も、王の顧問官や大臣た
ちも、誰も目覚めはしない。 (21.315)

　すべての釈迦族の男たちの集まりも、すべての女と子供たちも眠らされて、大きな眠
りに諸感官が支配され、深く眠っている。 (21.316)

　きっとこの主人は去って行かれる。この方の望みは成就する。三十三天の神々も
皆、その供養のために集まっているのだ。」 (21.317)

　それを聞いて、そのすべての神々、梵天やインドラをはじめとする者たちはかのチャ
ンダカを見つめ、呼びかけてこう言った。 (21.318)

　幾千コーティの数のガンダルヴァたちは、歌詠や伎楽の演奏とともに大歓声をなし
て、東の方角に位置した。 (21.285)

　数十万コーティの数のクンバーンダたちは、あらゆる宝石の花鎖を携え、天の水に満
ちた水瓶を持ち、南の方角に位置した。 (21.286)

　数千コーティの数の龍（ナーガ）たちは、様々な宝石の花鎖を携え、香ばしい花の雨
を降らせ、西の方角に位置した。 (21.287)

　数千コーティの薬叉たちは、『光の露』の宝石の花鎖とあらゆる刀剣類を携え、北
の方角に位置した。 (21.288)

　インドラ（帝釈天）もまた、供養の品や装身具、また天蓋・旗幟・幢幡を携えたすべ
ての三十三天の神々と共に、中間に位置した。 (21.289)

　ヤーマ天、トゥシタ天、化楽天、他化自在天のあらゆる神々も集まり来た。 (21.290)

　同様に、ブラフマー（梵天）をはじめとするすべての神々、仙人、梵行者たちも、出
離をなすかの大士を供養しようと欲し、 (21.291)

　天界の供養の贈物を携え、速やかにやってきて、空中に位置し、諸感官に歓びを漲ら
せて立った。 (21.292)

　金剛手をはじめとする勇ましい者たち、ヨーガ行者たち、グヒヤカたち、シッダた
ち、サードゥヤたち、諸惑星、星々、ヴィディヤーダラたち、キンナラたち、 (21.293)

　ガルダたち、羅刹たち、ダイティヤ（阿修羅）たち、また他の大神通力の者たちも、
彼の出離する道において供養をなすために位置した。 (21.294)

　そのとき、プシヤという名の星宿が、シュリー（女神）に似た姿となり、菩薩の前に
経ってこう言った。 (21.295)

　「サルヴァールタシッダよ、今やあなたのすべての目的が成就します。星宿プシヤも
あなたの前におります。それ故、今が出立すべき時です。 (21.296)

　私もまたあなたと共に活動することを欲します。常に誓っていた通りに、実現されま
すように。 (21.297)

　苦しみに打ちのめされているすべての生類を、速やかに輪廻的生存の海からお救い下
さい。今や出離の時が到来したと、見て下さい。 (21.298)

　三十三天の神々も、また家来を伴った護世王の神々も、すべての星々を伴った惑星た
ちも、すべての勇ましいグヒヤカたちも、 (21.299)

　ガンダルヴァたち、キンナラたち、薬叉たち、すべてのヴィディヤーダラたちも、ク
ンバーンダたち、羅刹たち、龍たち、ガルダたち、ダーナヴァ（阿修羅）たちも、
(21.300)

　梵天をはじめとする聖者たちも、偉大な智者たちも、大神通力を持つ者たちも、あ
らゆる場所から集まって、空中にいます。 (21.301)
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　「チャンダカよ、妨げをしてはならぬ。速やかに馬を与えよ。確かに、この大士は三
界の生類の益のために出家されるであろう。 (21.319)

　見よ、チャンダカ、空に神々しい輝きが広がっている。数え切れないほどの菩薩たち
が、彼の供養のためにやって来ているのだ。 (21.320)

　軍勢を連れ、天女たちを伴い、門の上にいるインドラを見よ。三十三天の神々も
皆、彼を供養するために空に集まっている。 (21.321)

　軍勢と乗物獣を伴ったすべての護世王の神たち、またダイティヤ（阿修羅）も羅刹た
ちも、彼への供養のために空の上にいる。 (21.322)

　ブラフマー神（梵天）をはじめとする聖者たちも、大神通力をもつ出家行者たちも、
ヨーガ行者たちも、彼の幸いを祈るため、空の上にいる。 (21.323)

　ガンダルヴァたち、キンナラたち、薬叉たち、ヴィディヤーダラたち、グヒヤカた
ち、クンバーンダたち、ガルダたち、龍たちも、彼の供養のために空の上にいる。
(21.324)

　同様に、十の方角に位置するあらゆる仏たち、菩薩たちも、彼の幸いを祈るため、
喜心をもってやさしい眼差しで見守っている。 (21.325)

　それ故、導師たるこの菩薩をこれ以上悩ませてはならぬ。速やかに馬を連れてきて
この方に与え、汝も法を得よ。」 (21.326)

　神々がこのように命じたのを聞くと、チャンダカは気づきを得て、「わかりました」
と同意し、カンタカのそばへと歩み寄った。 (21.327)

　其処でチャンダカは、その馬カンタカを見て、泣きながら溜息をつき、馬と向かい
合って見つめて、ついにようやく次のように語りかけた。 (21.328)

　「カンタカよ、お前は知りなさい。この三界の生類の益のため、わが主が王位を捨
てて出家しようと望んでいる。 (21.329)

　それ故、さあ来なさい。速やかに三界の生類の師であるわが主をお運びしなさい。
すべての神々の群と一緒に歩いて、森の隠棲処へお連れしなさい。」 (21.330)

　このように言って、チャンダカは泣きながらその馬カンタカを掴み、主のそばに立た
せると、こう言った。 (21.331)

　「わが主よ、血統よきこの馬が参りました。どうかお乗りください。お発ちなさ
い。三界の生類の幸せへの希望を成就なさいますように。 (21.332)

　障礙をなすあらゆる悪しき者たちが、一切の場所で消えますように。勝利の栄光
と、幸いの成就が、あなた様の後に続きますように。」 (21.333)

　そう彼が語ったとき、利口な馬カンタカが、王をはじめとする人々を目覚めさせるた
め、大きないななきを発した。 (21.334)

　その大きな音声によっても、誰も目覚めることはなかった。その時その馬はよく眺め
て、主のそばに寄った。 (21.335)
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　その馬がそばに来たのを見て、菩薩は立ち上がり、乗るために見つめながら歩み
寄った。 (21.336)

　その時海と山を伴って大地がくまなく震動した。すべての神々は花の雨を降らせなが
ら喜んだ。 (21.337)

　その時サルヴァールタシッダは、満月の［光輝く］姿に似たその馬の上に嬉しく乗
り、自らの後宮から出発して進んだ。 (21.338)

　その場で四天王たちがカンタカの四足を持ちあげながら、その大士を彼自身の宮殿
から進ませていった。 (21.339)

　そして明るく澄み切った心の彼は自分の宮殿から出離して、都城を右繞すると、城門
の外へと進んだ。 (21.340)

　そこへやってきた彼を見て喜んだインドラ神は、彼に敬意を示すと、前方の道を指し
示しながら、嬉しく進んだ。 (21.341)

　ブラフマー（梵天）もまた、彼がやってきたのを見て喜び、めでたい祝福と称賛の言
葉で彼を称えると、道を先導して進んだ。 (21.342)

　出離しゆく彼を見て、都に棲む精霊の神（都の氏神）が速やかに後を追い、泣き嘆き
ながらこのように言った。 (21.343)

　「おお、人王よ、大士よ、幸と栄耀とよき徳質の依所たる方よ。転輪王の家系を捨
てて、真夜中にどこへ行くのですか。 (21.344)

　あなたがいなくては、この美しい都は輝きを失います。今や私はどうしてこの地にい
て快適に活動することができましょう。 (21.345)

　後宮において、常に喜ばしく活気ある演奏のめでたい音曲を聞くことは、もうありま
せん。鳥たちの囀りを聴くことも、もう決してないでしょう。 (21.346)

　あなたに再びお目にかかることは困難になり、どこでそれを得られるというので
しょうか。このような繁栄と幸せを享受した後に、それ以外のいかなる幸福が得られ
るでしょうか。 (21.347)

　また三十三天の神々もかつていつもこの地に集まり、あなたの法を聞いて、あなた
を恭敬し、嬉しく行動していました。 (21.348)

　あなたがこの都をお捨てになれば、どの神がやって来るでしょう。すべての護世神た
ちもまた同様に、この地を眺めることはないでしょう。 (21.349)

　すべての王たちの頂点に立つ、王中の王の家系が、今や途絶えようとしています。す
べての釈迦族の人々の誇りも、滅びてしまいます。 (21.350)

　『彼［の相］を観れば、彼は地上を支配する転輪王となられる』と、占相師たちに
よって告げられたその言葉も、偽りとなります。 (21.351)

　私もまたあなたと一緒に行くことを欲するのです。それ故憫れみの眼差しをもって私
をご覧になって、その点で承諾なさって下さい。(21.352)

　「チャンダカよ、妨げをしてはならぬ。速やかに馬を与えよ。確かに、この大士は三
界の生類の益のために出家されるであろう。 (21.319)

　見よ、チャンダカ、空に神々しい輝きが広がっている。数え切れないほどの菩薩たち
が、彼の供養のためにやって来ているのだ。 (21.320)

　軍勢を連れ、天女たちを伴い、門の上にいるインドラを見よ。三十三天の神々も
皆、彼を供養するために空に集まっている。 (21.321)

　軍勢と乗物獣を伴ったすべての護世王の神たち、またダイティヤ（阿修羅）も羅刹た
ちも、彼への供養のために空の上にいる。 (21.322)

　ブラフマー神（梵天）をはじめとする聖者たちも、大神通力をもつ出家行者たちも、
ヨーガ行者たちも、彼の幸いを祈るため、空の上にいる。 (21.323)

　ガンダルヴァたち、キンナラたち、薬叉たち、ヴィディヤーダラたち、グヒヤカた
ち、クンバーンダたち、ガルダたち、龍たちも、彼の供養のために空の上にいる。
(21.324)

　同様に、十の方角に位置するあらゆる仏たち、菩薩たちも、彼の幸いを祈るため、
喜心をもってやさしい眼差しで見守っている。 (21.325)

　それ故、導師たるこの菩薩をこれ以上悩ませてはならぬ。速やかに馬を連れてきて
この方に与え、汝も法を得よ。」 (21.326)

　神々がこのように命じたのを聞くと、チャンダカは気づきを得て、「わかりました」
と同意し、カンタカのそばへと歩み寄った。 (21.327)

　其処でチャンダカは、その馬カンタカを見て、泣きながら溜息をつき、馬と向かい
合って見つめて、ついにようやく次のように語りかけた。 (21.328)

　「カンタカよ、お前は知りなさい。この三界の生類の益のため、わが主が王位を捨
てて出家しようと望んでいる。 (21.329)

　それ故、さあ来なさい。速やかに三界の生類の師であるわが主をお運びしなさい。
すべての神々の群と一緒に歩いて、森の隠棲処へお連れしなさい。」 (21.330)

　このように言って、チャンダカは泣きながらその馬カンタカを掴み、主のそばに立た
せると、こう言った。 (21.331)

　「わが主よ、血統よきこの馬が参りました。どうかお乗りください。お発ちなさ
い。三界の生類の幸せへの希望を成就なさいますように。 (21.332)

　障礙をなすあらゆる悪しき者たちが、一切の場所で消えますように。勝利の栄光
と、幸いの成就が、あなた様の後に続きますように。」 (21.333)

　そう彼が語ったとき、利口な馬カンタカが、王をはじめとする人々を目覚めさせるた
め、大きないななきを発した。 (21.334)

　その大きな音声によっても、誰も目覚めることはなかった。その時その馬はよく眺め
て、主のそばに寄った。 (21.335)
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　この天上の都のような姿を捨てて、あなたはどこへ行こうと望まれるのですか。神々
しい栄光に飾られたこの美しい最高の都をご覧なさい。 (21.353)

　どうか明朝、父の大王を訪ね、また母を、そして貞淑なヤショーダラーを見て、行動
なさって下さい。 (21.354)

　これらのあなたの妻である女たちも、夫を真実の法として従う者たちです。どうして
気落ちした彼女たちを見捨てて、あなたは出家しようと望むのでしょうか。 (21.355)

　あなたがもし世の生類を益するため正覚（菩提）を達成せんとして立ち去ろうと願わ
れるのでしたら、これら全身が美しい女たちすべてをご覧になり、目覚めさせてから
行動なさって下さい。 (21.356)

　このような私の言葉をお聞き入れになった後、世の生類の利益のためにあなたが去
られるならば、両親や妻たちに大きな歓びと安らぎがあることでしょう。 (21.357)

　あなたにも大きな歓びと安らぎ、最高の誉れと吉祥の幸運があることでしょう。三
界の益を成し遂げる目的がきっと成就します。」 (21.358)

　その神によって語られた言葉を聞き、大きな思慮をもつ菩薩は、都を司るその精霊を
見つめ、このように教示した。 (21.359)

　「精霊よ、三界への恵みを成し遂げる菩提が得られないうちは、私はここで［彼ら
と］会うことも欲しない。 (21.360)

　菩提が得られた時、その時私は遊歴しながら、正法という不死の甘露の雨を降らせ
るため、ここにやって来ます。 (21.361)

　精霊よ、あなたは戻りなさい。都に留まって人々を守りなさい。仏の位に到達して、
私は必ず帰って来ます。」 (21.362)

　このように菩薩が教示した言葉を聞いて、その女神はその大士を見つめ、次のように
答えた。 (21.363)

　「それではもうここで私は何を語りましょう。どうか行かれて下さい。あなたに浄福
がありますように。あなたのお命じを頭頂に戴いて、私は自分の住まいへと戻りま
す。」 (21.364)

　このように申し上げて、その神は菩薩・大自在者を見つめ、合掌して拝礼し、静かに
自分の住処へと入った。 (21.365)

　その後、三界の生類の保護者たる菩薩は光を放ちながら、都城を出離して、大きな意
気込みをもって空中を進んだ。 (21.366)

　其処では、［神象の］アイラーヴァタの鼻の上の重閣に立った天女の群が嬉しく歌舞
音曲をなし、 (21.367)

　菩薩がやってきたのを見て、歓喜に心を躍らせ、恭敬し、合掌しながら嬉しく拝礼
し、次のように称えた。 (21.368)
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　「この方は、光輝ある善き徳性の蔵である菩薩である。生類の益のため菩提の誓願
によって、望みのままに施しを与え、 (21.369)

　かくして持戒・忍辱・精進・禅定の波羅蜜の順序に従って、すぐれた律に自己を清
め、四無量心（四梵住）を具え、 (21.370)

　諸感官を制御して行動し、布薩の誓戒をなし、寂静の行によって自心を清め、すべて
の衆生の益を心にかけ、 (21.371)

　自他を平等として行動し、怒りなく、諸感官を清め、偉大な精進の誓戒を堅持し、す
べての衆生を益するという目的を叶え、 (21.372)

　疲倦なき心を持ち、邪悪な者たちに勝って正法を成し遂げ、打ち勝ちがたい煩悩とい
う敵を打ち破り、三輪（身口意）を清め、 (21.373)

　菩提心をもって禅定をなし、三昧の安楽を得、無執着の心をもち、自己を知り、智慧
の海の彼岸に到達し、 (21.374)

　一切知者たる智慧という真正の宝石、めでたい幸せと光輝と善い徳性と神通力を具
え、すべてを理解せしめる通力をもち、すべての方便に巧みであり、(21.375)

　すべての衆生に益を与えることを菩提の誓願とする心をもち、邪悪なマーラ（魔）を
打ち滅ぼす偉大な力を十分に得て、 (21.376)

　正法の智慧という真正の宝石、めでたい幸せと美に輝き、一切世界の王中の王、す
べての衆生に幸福という目的を叶える者、 (21.377)

　十地の自在主、守護者、すべての学問の諸徳性の王として、きっとこの大士、大神通
力をもつ菩薩は、 (21.378)

　出家の禁戒を堅持し、あらゆる仙人たちを凌駕し、達成困難な苦行によってもすべて
の苦行者たちを凌駕し、 (21.379)

　無煩悩の阿羅漢として、浄らかなる自心を有し、菩提行を全く満たし、悪しきマー
ラ（魔）の群を打ち破って、菩提を得るでしょう。 (21.380)

　その後、この方は善逝、仏、一切知、阿羅漢、導師、一切の学問の王、師、法王、
牟尼たちの王、大通慧者、生類の庇護主、如来となるでしょう。 (21.381)

　その後、一切世界に正法を明らかにし、自らの体で作った光の輝きによって普く至る
所を浄化し、 (21.382)

　すべての衆生を救い出し、努力して目覚めさせ、菩提への道の上にしっかり立たせ、
常に善行を行わせるでしょう。 (21.383)

　このように、どんな所にいても世の生類を幸せな存在に変えてから、仏としての務め
を終え、その後涅槃を得るでしょう。 (21.384)

　それ故、この方は三界の生類の庇護主、依るべき者、恐怖を消滅させる者、無明の
闇に覆われた者たちのための灯火、善き者たちの道であり、 (21.385)

　この天上の都のような姿を捨てて、あなたはどこへ行こうと望まれるのですか。神々
しい栄光に飾られたこの美しい最高の都をご覧なさい。 (21.353)

　どうか明朝、父の大王を訪ね、また母を、そして貞淑なヤショーダラーを見て、行動
なさって下さい。 (21.354)

　これらのあなたの妻である女たちも、夫を真実の法として従う者たちです。どうして
気落ちした彼女たちを見捨てて、あなたは出家しようと望むのでしょうか。 (21.355)

　あなたがもし世の生類を益するため正覚（菩提）を達成せんとして立ち去ろうと願わ
れるのでしたら、これら全身が美しい女たちすべてをご覧になり、目覚めさせてから
行動なさって下さい。 (21.356)

　このような私の言葉をお聞き入れになった後、世の生類の利益のためにあなたが去
られるならば、両親や妻たちに大きな歓びと安らぎがあることでしょう。 (21.357)

　あなたにも大きな歓びと安らぎ、最高の誉れと吉祥の幸運があることでしょう。三
界の益を成し遂げる目的がきっと成就します。」 (21.358)

　その神によって語られた言葉を聞き、大きな思慮をもつ菩薩は、都を司るその精霊を
見つめ、このように教示した。 (21.359)

　「精霊よ、三界への恵みを成し遂げる菩提が得られないうちは、私はここで［彼ら
と］会うことも欲しない。 (21.360)

　菩提が得られた時、その時私は遊歴しながら、正法という不死の甘露の雨を降らせ
るため、ここにやって来ます。 (21.361)

　精霊よ、あなたは戻りなさい。都に留まって人々を守りなさい。仏の位に到達して、
私は必ず帰って来ます。」 (21.362)

　このように菩薩が教示した言葉を聞いて、その女神はその大士を見つめ、次のように
答えた。 (21.363)

　「それではもうここで私は何を語りましょう。どうか行かれて下さい。あなたに浄福
がありますように。あなたのお命じを頭頂に戴いて、私は自分の住まいへと戻りま
す。」 (21.364)

　このように申し上げて、その神は菩薩・大自在者を見つめ、合掌して拝礼し、静かに
自分の住処へと入った。 (21.365)

　その後、三界の生類の保護者たる菩薩は光を放ちながら、都城を出離して、大きな意
気込みをもって空中を進んだ。 (21.366)

　其処では、［神象の］アイラーヴァタの鼻の上の重閣に立った天女の群が嬉しく歌舞
音曲をなし、 (21.367)

　菩薩がやってきたのを見て、歓喜に心を躍らせ、恭敬し、合掌しながら嬉しく拝礼
し、次のように称えた。 (21.368)
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　邪な敵に襲われ拠り所のない者たちにとっての保護所、病める者たちにとっての良医
の王、洪水時の島であるこの方は、すべての人の幸せの拠り所であり、 (21.386)

　王たちの中の法王、インドラのような千眼をもつ王であり、一切の学問の王、梵行
者たちにとってのブラフマー神の如き師であり、 (21.387)

　智慧あり、英雄、大勇猛の者であり、すべての異論者たちの粉砕者、悪しき外道師た
ちの調伏者、死ぬ者たちにとってのライオン、 (21.388)

　澄んだ優しい心情をもち、自心をよく統制し、象王のように泰然自若として、極めて
清らかな拠り所となっていた。雌牛の群の中の雄牛の如く、あらゆる集団において上首
として卓越し、 (21.389)

　清らかな月光のように煩悩の熱火に焼かれた者たちに清涼を与え、千の光線をもって
輝く太陽のように愛欲と迷妄という闇を滅ぼし、 (21.390)

　泥に染まらぬ蓮華のように、マーヤー（現象世界の幻惑）の法の塵穢に染まらず、
［智慧が］須弥山のように揺るぎなく、大海のように枯渇することがなく、 (21.391)

　この方は母神たる大地のように、その恵みの上に一切衆生が依って生きるべきお方で
あり、また同様に、この方は一切衆生に真の幸せを与えるという目的を叶える善友で
あり、 (21.392)

　この方は法の光輝と善き徳性という目的を叶える不動の宝蔵であり、風のように清
らかな戒の芳香を運びくる者であり、 (21.393)

　この方は煩悩魔を焼き尽くし、五蘊魔を打ち破り、天魔たちを粉砕し、死魔たちに
打ち勝つでしょう。 (21.394)

　この方は法という財を集めて運ぶ栄光ある偉大な隊商の長であり、また悪道に足を
踏み入れた者たちに真正の道を教示する者となるでしょう。 (21.395)

　［この方は］速やかに、無煩悩の清浄な心を持つ者、梵行をなす牟尼の王、一切
知、阿羅漢、偉大な仏（マハーブッダ）、勝者、導師となるでしょう。 (21.396)

　今や一切世界において、すべてのマーラ（魔）たちは意気消沈し、恐れに慄く心をも
ち、深い懸念を抱いて立ちつくしています。 (21.397)

　この方は必ず、あらゆる所に正法という不死の甘露の雨を降らせ、すべての生類を全
く満足させ、喜ばせることでしょう。 (21.398)

　今からきっとあらゆる世界において、生類が皆、めでたい幸せと光輝と善き徳性を
具えた、善法から成る者となって、いつまでもあり続けることでしょう。 (21.399)

　このように生類の守護主（菩薩）を称えることによって私たちが有する功徳 –––その
功徳の異熟によって、私たち皆、未決定の者は、 (21.400)

　清らかな戒を行じ、煩悩なく、無穢の感官をもち、菩提行の誓戒を堅持し、生類の
益のために活動して、 (21.401)
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　この三界の守護主の庇護下にあって、菩提の知に達して、光輝ある善き徳性の蔵を有
する者に、私たちがなりますように！」 (21.402)

　このようにすべての天女の群は大士（菩薩）を讃嘆し、天の供養の作法をもって彼を
恭敬供養し、拝礼し、 (21.403)

　また歌舞音曲を演じることで大祝祭をなしつつ、繰り返し彼を見つめ拝礼すると、
嬉しく再び進んでいった。 (21.404)

　同様にブラフマー、インドラをはじめとする三十三天の神々、そしてすべての護世王
の神たちも彼を恭敬供養して、嬉しく進んだ。 (21.405)

　ガンダルヴァたちも皆歓喜し、彼を恭敬供養し、歌舞音曲に励みながら、嬉しく進ん
だ。 (21.406)

　キンナラたちも皆歓喜し、彼を恭敬供養し、トゥーリヤ楽器で合唱・合奏を演じつ
つ、先頭を進んだ。 (21.407)

　薬叉たちも皆歓喜し、彼を恭敬供養し、八種の芳香を薫じながら、先頭を進んだ。
(21.408)

　クンバーンダたちも皆、ぞくぞくした歓喜を味わい、彼を恭敬供養して、邪悪な者た
ちを威嚇して遠ざけながら、嬉しく進んだ。 (21.409)

　ヴィディヤーダラたちも皆大喜びして彼を恭敬供養し、香り豊かな花輪をもって恭敬
供養し、先頭を進んだ。 (21.410)

　星々を伴って惑星（九曜星）たちも皆、彼を供養し、周囲を回って彼を見つめ、歓喜
して進んだ。 (21.411)

　ガルダたちも皆歓喜して彼を礼拝供養し、道の至る所で天の芳香油を降らせながら、
進んだ。 (21.412)

　龍王たちも皆歓喜して彼を礼拝供養し、道の至る所で花と甘露の雨を降らせなが
ら、進んだ。 (21.413)

　羅刹たちも彼を見て、後ろから付き従い、道に潜む邪悪な者たちを脅かしながら、
嬉しく進んだ。 (21.414)

　ダーナヴァ（阿修羅）たちも彼を見ると、遠くから嬉しく拝礼して、大変な熱意で歓
んで、あらゆる方角から集まり来た。 (21.415)

　ブータ（魔物）やプレータ（餓鬼）やピシャーチャ（食肉鬼）たちは、空中で遠くか
ら彼を見て、恐怖に身を震わせ、拝むや否や逃げ去った。 (21.416)

　神通力（通知）をもつ外道師たちも、論戦の恐怖に怯え、出家していく彼を見て、皆
が意気消沈して立っていた。 (21.417)

　大神通力をもつ仙人たちは出家していく彼を見て、拝礼しながら手を合わせ、皆が歓
喜して立っていた。 (21.418)

　邪な敵に襲われ拠り所のない者たちにとっての保護所、病める者たちにとっての良医
の王、洪水時の島であるこの方は、すべての人の幸せの拠り所であり、 (21.386)

　王たちの中の法王、インドラのような千眼をもつ王であり、一切の学問の王、梵行
者たちにとってのブラフマー神の如き師であり、 (21.387)

　智慧あり、英雄、大勇猛の者であり、すべての異論者たちの粉砕者、悪しき外道師た
ちの調伏者、死ぬ者たちにとってのライオン、 (21.388)

　澄んだ優しい心情をもち、自心をよく統制し、象王のように泰然自若として、極めて
清らかな拠り所となっていた。雌牛の群の中の雄牛の如く、あらゆる集団において上首
として卓越し、 (21.389)

　清らかな月光のように煩悩の熱火に焼かれた者たちに清涼を与え、千の光線をもって
輝く太陽のように愛欲と迷妄という闇を滅ぼし、 (21.390)

　泥に染まらぬ蓮華のように、マーヤー（現象世界の幻惑）の法の塵穢に染まらず、
［智慧が］須弥山のように揺るぎなく、大海のように枯渇することがなく、 (21.391)

　この方は母神たる大地のように、その恵みの上に一切衆生が依って生きるべきお方で
あり、また同様に、この方は一切衆生に真の幸せを与えるという目的を叶える善友で
あり、 (21.392)

　この方は法の光輝と善き徳性という目的を叶える不動の宝蔵であり、風のように清
らかな戒の芳香を運びくる者であり、 (21.393)

　この方は煩悩魔を焼き尽くし、五蘊魔を打ち破り、天魔たちを粉砕し、死魔たちに
打ち勝つでしょう。 (21.394)

　この方は法という財を集めて運ぶ栄光ある偉大な隊商の長であり、また悪道に足を
踏み入れた者たちに真正の道を教示する者となるでしょう。 (21.395)

　［この方は］速やかに、無煩悩の清浄な心を持つ者、梵行をなす牟尼の王、一切
知、阿羅漢、偉大な仏（マハーブッダ）、勝者、導師となるでしょう。 (21.396)

　今や一切世界において、すべてのマーラ（魔）たちは意気消沈し、恐れに慄く心をも
ち、深い懸念を抱いて立ちつくしています。 (21.397)

　この方は必ず、あらゆる所に正法という不死の甘露の雨を降らせ、すべての生類を全
く満足させ、喜ばせることでしょう。 (21.398)

　今からきっとあらゆる世界において、生類が皆、めでたい幸せと光輝と善き徳性を
具えた、善法から成る者となって、いつまでもあり続けることでしょう。 (21.399)

　このように生類の守護主（菩薩）を称えることによって私たちが有する功徳 –––その
功徳の異熟によって、私たち皆、未決定の者は、 (21.400)

　清らかな戒を行じ、煩悩なく、無穢の感官をもち、菩提行の誓戒を堅持し、生類の
益のために活動して、 (21.401)
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　出家行者たち、ヨーガ行者たち、梵行者たちも皆、彼が出離してゆくのを見て、拝礼
し歓喜して立っていた。 (21.419)

　菩薩たち・大士たちも皆、彼を見て手を合わせ、深く拝礼し歓喜して立っていた。
(21.420)

　あらゆる如来たちもまた、彼が出離しゆくのを見て、美しい眼差しで見つめ、随喜し
て立っていた。 (21.421)

　このようにして光輝あるかの菩薩・大士は、生類の益のために夜中に自分の城を出離
すると、大いなる熱意をもって喜んで進みゆき、 (21.422)

　すべての神々やすべての護世王たちから供養され、天女たちから賛美されながら、明
るく光り輝き、心悦びつつ［馬で］走っていった。 (21.423)

　その照らす光に触れられたあらゆる生き物たちは、色鮮やかに彩られ、大きな幸福
感に満たされ、諸根（感覚器官）は清らかになった。 (21.424)

　このように大神通力をもつ菩薩は、順次に進んで、シャーキヤ（釈迦）族、クロー
ディヤ族、マッラ族の地を次々と越え、マイネーヤ族のアヌヴァイネーヤ村をも通り過
ぎて、森へと至った。 (21.425)

　その後かの一切知は十二ヨージャナ（由旬）を進み、さらに夜明け頃にヴァシシュタ
仙人の庵の近くに到着した。 (21.426)

　　Buddhacarita 6.2 の逐語的借用　　　  (21.427)

　其処で彼は馬カンタカから地面に降り、そこに立つと、インドラをはじめとする
神々、護世神たちを去らせた。 (21.428)

　その場でブラフマー（梵天）やインドラ（帝釈天）をはじめとする三十三天の神々、
そしてすべての護世神たち、随伴するすべての天女の群も、 (21.429)

　光輝の塊であるその大士を仰ぎ見て歓喜し、両手を合わせて拝礼すると、うやうや
しく次のように言った。 (21.430)

　「出家なさって下さい、大士よ。どうかあなたの志が成就しますように。速やかに
マーラ（魔）の群に打ち勝ち、菩提を得て下さい。われらは光輝あるあなたを奉侍する
ことで、解脱に至ることが出来ます。」 (21.431)

　こう述べてから、ブラフマー神とインドラをはじめとする三十三天の神々は喜びつ
つ再び彼を恭敬供養し拝礼して、天空の住処へと去っていった。 (21.432)

　すべての護世王の神たちも、各自の軍勢とともに拝礼し、勝利の祝福の言葉を与える
と、喜心をもってそれぞれ自分の領域へと帰っていった。 (21.433)

　同様に、他の生き物たち、薬叉やガンダルヴァやキンナラ、またグヒヤカやガルダや
龍、そして大神通力のダーナヴァ（阿修羅）、 (21.434)
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　ヴィディヤーダラ、また惑星や星々も、皆大いに歓喜し、かの菩薩に拝礼すると、そ
れぞれの住処へ嬉しく帰っていった。 (21.435)

　　Buddhacarita 6.4  の逐語的借用　　　  (21.436)

　　Buddhacarita 6.5  の逐語的借用　　　  (21.437)

　　Buddhacarita 6.6  の逐語的借用　　　  (21.438)

　　Buddhacarita 6.7  の逐語的借用　　　  (21.439)

　　Buddhacarita 6.8  の逐語的借用　　　  (21.440)

　　Buddhacarita 6.9  の逐語的借用　　　  (21.441)

　　Buddhacarita 6.10 の逐語的借用　　　  (21.442)

　　Buddhacarita 6.11 の逐語的借用　　　  (21.443)

　　Buddhacarita 6.12 の逐語的借用　　　  (21.444)

　　Buddhacarita 6.13 の逐語的借用　　　  (21.445)

　　Buddhacarita 6.14 の逐語的借用　　　  (21.446)

　　Buddhacarita 6.15 の逐語的借用　　　  (21.447)

　　Buddhacarita 6.16 の逐語的借用　　　  (21.448)

　　Buddhacarita 6.17 の逐語的借用　　　  (21.449)

　　Buddhacarita 6.18 の逐語的借用　　　  (21.450)

　　Buddhacarita 6.19 の逐語的借用　　　  (21.451)

　　Buddhacarita 6.20 の逐語的借用　　　  (21.452)

　　Buddhacarita 6.21 の逐語的借用　　　  (21.453)

　　Buddhacarita 6.22 の逐語的借用　　　  (21.454)

　　Buddhacarita 6.23 の逐語的借用　　　  (21.455)

　　Buddhacarita 6.24 の逐語的借用　　　  (21.456)

　　Buddhacarita 6.25 の逐語的借用　　　  (21.457)

　　Buddhacarita 6.26 の逐語的借用　　　  (21.458)

　　Buddhacarita 6.27 の逐語的借用　　　  (21.459)

　　Buddhacarita 6.28 の逐語的借用　　　  (21.460)

　　Buddhacarita 6.29 の逐語的借用　　　  (21.461)

　　Buddhacarita 6.30 の逐語的借用　　　  (21.462)

　　Buddhacarita 6.31 の逐語的借用　　　  (21.463)

　　Buddhacarita 6.32 の逐語的借用　　　  (21.464)

　　Buddhacarita 6.33 の逐語的借用　　　  (21.465)

　　Buddhacarita 6.34 の逐語的借用　　　  (21.466)

　　Buddhacarita 6.35 の逐語的借用　　　  (21.467)

　出家行者たち、ヨーガ行者たち、梵行者たちも皆、彼が出離してゆくのを見て、拝礼
し歓喜して立っていた。 (21.419)

　菩薩たち・大士たちも皆、彼を見て手を合わせ、深く拝礼し歓喜して立っていた。
(21.420)

　あらゆる如来たちもまた、彼が出離しゆくのを見て、美しい眼差しで見つめ、随喜し
て立っていた。 (21.421)

　このようにして光輝あるかの菩薩・大士は、生類の益のために夜中に自分の城を出離
すると、大いなる熱意をもって喜んで進みゆき、 (21.422)

　すべての神々やすべての護世王たちから供養され、天女たちから賛美されながら、明
るく光り輝き、心悦びつつ［馬で］走っていった。 (21.423)

　その照らす光に触れられたあらゆる生き物たちは、色鮮やかに彩られ、大きな幸福
感に満たされ、諸根（感覚器官）は清らかになった。 (21.424)

　このように大神通力をもつ菩薩は、順次に進んで、シャーキヤ（釈迦）族、クロー
ディヤ族、マッラ族の地を次々と越え、マイネーヤ族のアヌヴァイネーヤ村をも通り過
ぎて、森へと至った。 (21.425)

　その後かの一切知は十二ヨージャナ（由旬）を進み、さらに夜明け頃にヴァシシュタ
仙人の庵の近くに到着した。 (21.426)

　　Buddhacarita 6.2 の逐語的借用　　　  (21.427)

　其処で彼は馬カンタカから地面に降り、そこに立つと、インドラをはじめとする
神々、護世神たちを去らせた。 (21.428)

　その場でブラフマー（梵天）やインドラ（帝釈天）をはじめとする三十三天の神々、
そしてすべての護世神たち、随伴するすべての天女の群も、 (21.429)

　光輝の塊であるその大士を仰ぎ見て歓喜し、両手を合わせて拝礼すると、うやうや
しく次のように言った。 (21.430)

　「出家なさって下さい、大士よ。どうかあなたの志が成就しますように。速やかに
マーラ（魔）の群に打ち勝ち、菩提を得て下さい。われらは光輝あるあなたを奉侍する
ことで、解脱に至ることが出来ます。」 (21.431)

　こう述べてから、ブラフマー神とインドラをはじめとする三十三天の神々は喜びつ
つ再び彼を恭敬供養し拝礼して、天空の住処へと去っていった。 (21.432)

　すべての護世王の神たちも、各自の軍勢とともに拝礼し、勝利の祝福の言葉を与える
と、喜心をもってそれぞれ自分の領域へと帰っていった。 (21.433)

　同様に、他の生き物たち、薬叉やガンダルヴァやキンナラ、またグヒヤカやガルダや
龍、そして大神通力のダーナヴァ（阿修羅）、 (21.434)
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　　Buddhacarita 6.36 の逐語的借用　　　  (21.468)

　　Buddhacarita 6.37 の逐語的借用　　　  (21.469)

　　Buddhacarita 6.38 の逐語的借用　　　  (21.470)

　　Buddhacarita 6.39 の逐語的借用　　　  (21.471)

　　Buddhacarita 6.40 の逐語的借用　　　  (21.472)

　　Buddhacarita 6.41 の逐語的借用　　　  (21.473)

　　Buddhacarita 6.42 の逐語的借用　　　  (21.474)

　　Buddhacarita 6.43 の逐語的借用　　　  (21.475)

　　Buddhacarita 6.44 の逐語的借用　　　  (21.476)

　　Buddhacarita 6.45 の逐語的借用　　　  (21.477)

　　Buddhacarita 6.46 の逐語的借用　　　  (21.478)

　　Buddhacarita 6.47 の逐語的借用　　　  (21.479)

　　Buddhacarita 6.48 の逐語的借用　　　  (21.480)

　　Buddhacarita 6.49 の逐語的借用　　　  (21.481)

　　Buddhacarita 6.50 の逐語的借用　　　  (21.482)

　　Buddhacarita 6.51 の逐語的借用　　　  (21.483)

　　Buddhacarita 6.52 の逐語的借用　　　  (21.484)

　　Buddhacarita 6.53 の逐語的借用　　　  (21.485)

　　Buddhacarita 6.54 の逐語的借用　　　  (21.486)

　　Buddhacarita 6.55 の逐語的借用　　　  (21.487)

　　Buddhacarita 6.56 の逐語的借用　　　  (21.488)

　　Buddhacarita 6.57 の逐語的借用　　　  (21.489)

　　Buddhacarita 6.58 の逐語的借用　　　  (21.490)

　その世界でその髻を内奥の小部屋に安置し、巨大なチャイティヤ（塔廟）を大きな歓
びをもって建立すると、常に供養し崇め、 (21.491)

　祭日を設立し、盛大な祝祭を行った。今日でも天界ではその『髻の祭り』が行われ
ている。 (21.492)

　　Buddhacarita 6.59 の逐語的借用　　　  (21.493)

　　Buddhacarita 6.60 の逐語的借用　　　  (21.494)

　　Buddhacarita 6.61 の逐語的借用　　　  (21.495)

　　Buddhacarita 6.62 の逐語的借用　　　  (21.496)

　　Buddhacarita 6.63 の逐語的借用　　　  (21.497)

　　Buddhacarita 6.64 の逐語的借用　　　  (21.498)
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　その天子は浄居天でその衣を見せ、嬉しくその経緯を語って神々を喜ばせた。
(21.499)

　その世界で、彼らはその衣を内奥の小部屋に安置し、巨大な仏塔を建立すると、大
きな歓びをもって常に供養した。 (21.500)

　浄居天の世界では、今日でも『衣の祭日』が置かれ、大きなチャイティヤが神々によ
り篤い信心をもって供養されている。 (21.501)

　さてかの智者（菩薩）はその地で装身具を外し、その馬を横に立たせ、チャンダカを
呼び寄せて、こう語った。 (21.502)

　「チャンダカよ、これらすべての装身具と私の馬を連れて、速やかにあの都城の自身
の住まいに帰りなさい。」 (21.503)

　このように主人が命じるのを聞いて、チャンダカは泣きながら、主人の足元にひれ伏
すと、こう言った。 (21.504)

　「ああ、ご主人様、あなた様を欠いて、どうして私一人が帰れましょうか。きっとあ
の王様は、怒りのあまり私を捕縛し、打ちすえるでしょう。 (21.505)

　これらすべての装身具を持ち、あなたの馬を連れて、あなた様のことで悲しみに満ち
ている都城に、どうして私が帰れましょう。 (21.506)

　いったい誰があそこで私を慰めたり、憐憫をもって保護してくれるでしょう。誰もが
私を脅して、仇敵のように殺そうとするでしょう。 (21.507)

　いったい私は誰の前に進み出て、この名馬とこれらすべての宝石で出来た装身具をお
渡しすればよいのでしょう。 (21.508)

　あなた様がいないのに、どうして見ることができましょうか、あなた様の父君の怒
りの炎に燃えるお顔を、また母君のガウタミー様のお顔を。 (21.509)

　またゴーパー奥様の悲しみの火に燃えるお顔を、主人であるあなた様がいないで、ど
うして私一人で見ることができましょう。 (21.510)

　またほかの御夫人がたのお顔を、主人であるあなたなしで、どうして私一人で見るこ
とができましょうか。 (21.511)

　また、すべての王の顧問官や大臣たちの顔を、主人であるあなたなしで、どうして私
一人で見ることができましょうか。 (21.512)

　ですから、私はあなた様と一緒に誓戒の修行をすることを望みます。わが主よ、あな
た様の行かれる道こそを、私も得たいのです。 (21.513)

　私一人があの都城に戻ることなど到底できません。私はいっそ死にたいです。［どっ
ちみち］死は避けられないでしょうから。」 (21.514)

　彼のこの言葉を聞いて、菩薩は彼を見つめ、王の憤怒を恐れているチャンダカに再び
語りかけた。 (21.515)

　　Buddhacarita 6.36 の逐語的借用　　　  (21.468)

　　Buddhacarita 6.37 の逐語的借用　　　  (21.469)

　　Buddhacarita 6.38 の逐語的借用　　　  (21.470)

　　Buddhacarita 6.39 の逐語的借用　　　  (21.471)

　　Buddhacarita 6.40 の逐語的借用　　　  (21.472)

　　Buddhacarita 6.41 の逐語的借用　　　  (21.473)

　　Buddhacarita 6.42 の逐語的借用　　　  (21.474)

　　Buddhacarita 6.43 の逐語的借用　　　  (21.475)

　　Buddhacarita 6.44 の逐語的借用　　　  (21.476)

　　Buddhacarita 6.45 の逐語的借用　　　  (21.477)

　　Buddhacarita 6.46 の逐語的借用　　　  (21.478)

　　Buddhacarita 6.47 の逐語的借用　　　  (21.479)

　　Buddhacarita 6.48 の逐語的借用　　　  (21.480)

　　Buddhacarita 6.49 の逐語的借用　　　  (21.481)

　　Buddhacarita 6.50 の逐語的借用　　　  (21.482)

　　Buddhacarita 6.51 の逐語的借用　　　  (21.483)

　　Buddhacarita 6.52 の逐語的借用　　　  (21.484)

　　Buddhacarita 6.53 の逐語的借用　　　  (21.485)

　　Buddhacarita 6.54 の逐語的借用　　　  (21.486)

　　Buddhacarita 6.55 の逐語的借用　　　  (21.487)

　　Buddhacarita 6.56 の逐語的借用　　　  (21.488)

　　Buddhacarita 6.57 の逐語的借用　　　  (21.489)

　　Buddhacarita 6.58 の逐語的借用　　　  (21.490)

　その世界でその髻を内奥の小部屋に安置し、巨大なチャイティヤ（塔廟）を大きな歓
びをもって建立すると、常に供養し崇め、 (21.491)

　祭日を設立し、盛大な祝祭を行った。今日でも天界ではその『髻の祭り』が行われ
ている。 (21.492)

　　Buddhacarita 6.59 の逐語的借用　　　  (21.493)

　　Buddhacarita 6.60 の逐語的借用　　　  (21.494)

　　Buddhacarita 6.61 の逐語的借用　　　  (21.495)

　　Buddhacarita 6.62 の逐語的借用　　　  (21.496)

　　Buddhacarita 6.63 の逐語的借用　　　  (21.497)

　　Buddhacarita 6.64 の逐語的借用　　　  (21.498)
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「王の怒りを恐れてはならない。彼らはお前の姿を見れば、澄んだ明るい気持ちにな
るだろう。わが父はすぐにお前を呼び寄せて、嬉しく私の無事を尋ねるだろう。」
(21.516)

「わが母プラジャーパティーや妻ヤショーダラー、また王の顧問官や大臣たちも、また
他のすべての愛すべき女たちも、 (21.517)

　また都民たちも、皆お前の姿を見れば澄んだ明るい気持ちになって、すぐにお前を呼
び寄せ、私の無事を尋ねるだろう。 (21.518)

　そこでお前は彼らすべての人の前で私の無事を教えて、この一部始終を詳しく報告し
てあげなさい。 (21.519)

　ただ、私があそこに戻らない限り、貞淑な妃ヤショーダラーは私への悲しみを抑え
きれずに命を捨ててしまうかもしれない。 (21.520)

　身重の彼女を懸命に保護し、守ってあげなさい。同様に、すべての女性たちと母プラ
ジャーパティーも、 (21.521)

　私への悲しみの火に身を焼き、虚しく命を捨ててしまうかもしれない。すべての者た
ちを私に対する悲しみから守ってやり、常に防いでやりなさい。 (21.522)

　乞い求める者たちには常に望み通りの財物を与え、保護しなさい。またすべての国の
領土を法に従って守りなさい。 (21.523)

　私は菩提を得て、仏の位に達したら、法という不死の甘露の雨を降らせるため、
きっとあの地へ戻って来よう。 (21.524)

　私がこのように言ったことを、私の父王、そして母とヤショーダラーの前で述べて、
報告しなさい。」 (21.525)

　そう言い、このようにかの大士はチャンダカの苦悩を和らげてやりながら、すべての
装身具と馬を与えると、そこから去らせた。 (21.526)

　全部の装身具と馬を受け取って、チャンダカは泣きながら主人の両足を拝むと、ゆっ
くり悄然としてその場を離れていった。 (21.527)

　すると馬カンタカもその菩薩を見つめ、頭を下げ、泣き声を発しながら落胆した心で
とぼとぼと、その場から元の方へ戻っていった。 (21.528)

　　Buddhacarita 6.65 の逐語的借用　　　  (21.529)

　　Buddhacarita 6.66 の逐語的借用　　　  (21.530)

　　Buddhacarita 6.67 の逐語的借用　　　  (21.531)

　　Buddhacarita 6.68 の逐語的借用　　　  (21.532)

　或る森の精霊はその出家行者（菩薩）がやってくるのを眺めると、すぐに供養の様々
な仕方で敬意を示し、拝礼して次のように言った。 (21.533)
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　「大士よ、生類の益のためのあなたの志が成就しますように。速やかにマーラ（魔）
たちを打ち破り、菩提を獲得されますように。」 (21.534)

　このように彼に吉祥の祝福を与えて、その森の女神は合掌し、拝礼して、嬉しく自ら
の住処へと戻っていった。 (21.535)

　その後、袈裟衣を身に纏った菩薩は、梵行をなす輝かしい出家行者として、心集中し
てそこから歩いていった。 (21.536)

　–––以上、師の過去の出来事を、今私は語りました。大王よ、あなたもこれを聞いて
あなたも随喜を得ますように。 (21.537)

　これを聞いて、出家誓戒の行について随喜する者たちは皆が大士（菩薩）となり、輝
かしい徳性の依処となることでしょう。」 (21.538)

　このように阿羅漢たる師が説かれたことを聴聞して、大地の支配主アショーカは｛ま
たは：出家者アーナンダは喜心をもって｝、「わかりました」と答え、聴聞した衆ととも
に歓喜した。 (21.539)

　都城から出離する［という名の］品、第21章［終わる］。

第21章の章末にある B D E 写本による別ヴァージョンのテクスト
　21章528偈の後に、３写本 B D Eには、A2写本（A写本における筆写人 Zによる差し替

え葉）の529偈から532偈までの４偈（Buddhacarita 6.65～6.68 からの借用偈）の代わり
に、次の28箇の偈（[*1]～[*28]）がある。それを以下に示す。

An alternative text at the end of Chapter 21 from B, D, and E
　[After the verse 21.528, the manuscripts B D E have the following 28 verses instead of 21.529

to 532 of A2 manuscript.]

tata( sa bodhisattvo 'pi c)-!" chittv!sin! svayam /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sam!carat tato mud! // [*1]

tacc)-!" *khe sam!lokya 'akro devai( sah!gata( /

!d!ya sahas! svarge mahots!hair mud!nayat // [*2]

tatra nidh!ya t!" c)-!" garbhe caitya" mahattaram /

mahots!hai( prati%*h!pya samabhyarcya sad! bhajan // [*3] = TJAM 21.491

maha' c!pi prati%*h!pya pr!c!rayan mahotsavam /

ady!pi svargaloke tacc)-!maha( pravartate // [*4] = TJAM 21.492

tata( sa mu&-ito bhik%ur bodhisattva( 'ubhendriya( /

「王の怒りを恐れてはならない。彼らはお前の姿を見れば、澄んだ明るい気持ちにな
るだろう。わが父はすぐにお前を呼び寄せて、嬉しく私の無事を尋ねるだろう。」
(21.516)

「わが母プラジャーパティーや妻ヤショーダラー、また王の顧問官や大臣たちも、また
他のすべての愛すべき女たちも、 (21.517)

　また都民たちも、皆お前の姿を見れば澄んだ明るい気持ちになって、すぐにお前を呼
び寄せ、私の無事を尋ねるだろう。 (21.518)

　そこでお前は彼らすべての人の前で私の無事を教えて、この一部始終を詳しく報告し
てあげなさい。 (21.519)

　ただ、私があそこに戻らない限り、貞淑な妃ヤショーダラーは私への悲しみを抑え
きれずに命を捨ててしまうかもしれない。 (21.520)

　身重の彼女を懸命に保護し、守ってあげなさい。同様に、すべての女性たちと母プラ
ジャーパティーも、 (21.521)

　私への悲しみの火に身を焼き、虚しく命を捨ててしまうかもしれない。すべての者た
ちを私に対する悲しみから守ってやり、常に防いでやりなさい。 (21.522)

　乞い求める者たちには常に望み通りの財物を与え、保護しなさい。またすべての国の
領土を法に従って守りなさい。 (21.523)

　私は菩提を得て、仏の位に達したら、法という不死の甘露の雨を降らせるため、
きっとあの地へ戻って来よう。 (21.524)

　私がこのように言ったことを、私の父王、そして母とヤショーダラーの前で述べて、
報告しなさい。」 (21.525)

　そう言い、このようにかの大士はチャンダカの苦悩を和らげてやりながら、すべての
装身具と馬を与えると、そこから去らせた。 (21.526)

　全部の装身具と馬を受け取って、チャンダカは泣きながら主人の両足を拝むと、ゆっ
くり悄然としてその場を離れていった。 (21.527)

　すると馬カンタカもその菩薩を見つめ、頭を下げ、泣き声を発しながら落胆した心で
とぼとぼと、その場から元の方へ戻っていった。 (21.528)

　　Buddhacarita 6.65 の逐語的借用　　　  (21.529)

　　Buddhacarita 6.66 の逐語的借用　　　  (21.530)

　　Buddhacarita 6.67 の逐語的借用　　　  (21.531)

　　Buddhacarita 6.68 の逐語的借用　　　  (21.532)

　或る森の精霊はその出家行者（菩薩）がやってくるのを眺めると、すぐに供養の様々
な仕方で敬意を示し、拝礼して次のように言った。 (21.533)
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k!%!yac#var!k!,k%# sa"pa'yan pr!carat tata( // [*5]

'uddh!v!sikadevas ta" sam#k%ya brahmac!ri&am /

lubdhakar)padh+k tatra pr!yayau c#var!v+ta( // [*6]

ta" d+%*v! samup!y!ta" bodhisattvo 'bhinandita( /

sahas! samup!s+tya lubdhakam evam abrav#t // [*7]

s!dho k!%!yavastra" me pra'obhana" prayaccha tat /

ida" me k!'ika" vastra" d!sy!mi te pra'obhanam // [*8]

iti tatpr!rthita" 'rutv! lubdhaka( samup!saran /

svaraktac#vara" tasmai yataye *pradadhe mud! // [*9]

!d!ya bodhisattvas tat k!%!yac#vara" mud! /

svavastra" k!'ika" tasmai lubdhak!ya dadau mud! // [*10]

tatpradatta" sam!d!y!sau vastra" k!'ika" mud! /

lubdhaka( sahas!k!'!c chuddh!v!s!laya" yayau // [*11]

etat sarva" dadar'!sau chandako d)rata( sthita( /

tata( sa vismito natv! rudañ chanair nyavartata // [*12]

tatra sa devaputras tadvastra" 'uddh!laye mud! /

dar'aya"s tatprav+tt!nta" pr!khy!y!nandayat sur!n // [*13] = TJAM 21.499

tatra nidh!ya tadvastra" garbhe caitya" mahattara" /

vidh!ya sa"prati%*h!pya mahots!hai( sad! bhajan // [*14] = TJAM 21.500

tatcaityasumaha' c!pi prati%*h!pya pramodit!( /

sarve 'uddh!lay! dev! mahots!hai( sad!bhajan // [*15]

bodhisattva" tam !lokya pravrajita" jagaddhite /

sarve 'bhinandit! dev!s tadaiva" samud!haran // [*16]

adya sarv!rthasiddho 'sau bodhisattvo jagaddhite /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sa"carati sam!hita( // [*17]

tapas! du%kare&!ya" jitv! sarv!"s tapasvina( /

ni(kle'o vimal!tm!*rhan brahmac!r# yatir bhavet // [*18] 　　≈ TJAM 21.379cd, 380ab

tato bodhidrum!s#na( sam!dhini'calendriya( / 

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"bodhi" samav!pnuy!t // [*19] 　　≈ TJAM 21.380cd

tata( k!'#pure gatv! dharmacakra" pravartayan /

sa dev!suram!nu%y!n bodhim!rge vinodayet // [*20]

tath! sarvatra loke%u dharm!m+ta" pravar%ayan /

bhadra'r#sadgu&!pann!n sarv!"l lok!n kari%yati // [*21]

tatsaddharm!m+ta" p#tv! sarve lok!( prabodhit!( /

bodhicary!vrata" dh+tv! pracareyu( sad! 'ubhe // [*22]
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tata( sarve 'pi lok!s te caturbrahmavih!ri&a( /

bodhisattv! mah!sattv! cari%yanti jagaddhite // [*23]

tata( sa"bodhisa"bh!ram p)rayitv! yath!kramam /

da'abh)m#'var! n!th! bhavi%yanti jin!tmaj!( // [*24]

etatpu&y!nubh!vena sarvatra bhuvane%v api /

dharma'r#ma,galots!ha" bhaved dhi s!"prata" sad! // [*25]

etacchabda" sam!kar&ya tr!yatri"'atsur! mud! /

sarve 'py eva mahodgho%a" sarvatra pr!pya *s!rayan // [*26]

krame&aitac chubhodgho%am akani%*habhuva" tata( /

sarvatr!pi sam!'ritya sarv!n dev!n vyanodayat // [*27]

tatra sarv!rthasiddho 'sau k!%!yac#var!v+ta( / 

+%#&!" dar'ana" kartu" tato 'carat prabh!sayan // [*28]

　Apparatus criticus

*1a sa bodhi°] E: sambodhi° B D. 

*2a: tacc)-!" *khe] ex coni: tacc)-! kha B D E.

*2b sah!gata(] corr.: sah!gato: B sah!gat!( D E.

*2d: mud!nayat] E: mud!rayat B D. 

*3a: nidh!ya] A2 (cf. TJAM 21.491a): vidh!ya B D E.

*3b garbhe] A2 (cf. TJAM 21.491b): garbha  B D E. 

*3d: bhajan] A2 (cf. TJAM 21.491d) E: jagat D: bhajagat B.

*8c k!'ika"] B E: kau'ika" D.

*9b lubdhaka( B E: lubdhaka" D || samup!saran] B E: samup!sarat D.

*9c svarakta°] D E: svarakti° B.

*9d yataye] corr.: yatayo D: yatayau B E || *pradadhe] ex coni: prataye B D E.

*10a tat] D E: tata B.

*10c k!'ika" B E: kau'ika" D.

*11a sam!d!y!sau] D E: sam!d!ya sau B.

*11b k!'ika"] B E: kau'ika" D.

*12a dadar'!sau] D E: dadar'! B.

*12c tata( sa vismito] E: tata( sarvasmito D: tatsarva" vismito B.

*12d rudañ chanair] ruda" chanair B: ruda"c chanai D; ruda"' chanair E.

*13b tadvastra"] D E: tavastra B 

*13d °!nandayat] B D: °!nandaya E.

*14b garbhe caitya" mahattara"] A2: garbhacaitya" mahattara" B D E.

k!%!yac#var!k!,k%# sa"pa'yan pr!carat tata( // [*5]

'uddh!v!sikadevas ta" sam#k%ya brahmac!ri&am /

lubdhakar)padh+k tatra pr!yayau c#var!v+ta( // [*6]

ta" d+%*v! samup!y!ta" bodhisattvo 'bhinandita( /

sahas! samup!s+tya lubdhakam evam abrav#t // [*7]

s!dho k!%!yavastra" me pra'obhana" prayaccha tat /

ida" me k!'ika" vastra" d!sy!mi te pra'obhanam // [*8]

iti tatpr!rthita" 'rutv! lubdhaka( samup!saran /

svaraktac#vara" tasmai yataye *pradadhe mud! // [*9]

!d!ya bodhisattvas tat k!%!yac#vara" mud! /

svavastra" k!'ika" tasmai lubdhak!ya dadau mud! // [*10]

tatpradatta" sam!d!y!sau vastra" k!'ika" mud! /

lubdhaka( sahas!k!'!c chuddh!v!s!laya" yayau // [*11]

etat sarva" dadar'!sau chandako d)rata( sthita( /

tata( sa vismito natv! rudañ chanair nyavartata // [*12]

tatra sa devaputras tadvastra" 'uddh!laye mud! /

dar'aya"s tatprav+tt!nta" pr!khy!y!nandayat sur!n // [*13] = TJAM 21.499

tatra nidh!ya tadvastra" garbhe caitya" mahattara" /

vidh!ya sa"prati%*h!pya mahots!hai( sad! bhajan // [*14] = TJAM 21.500

tatcaityasumaha' c!pi prati%*h!pya pramodit!( /

sarve 'uddh!lay! dev! mahots!hai( sad!bhajan // [*15]

bodhisattva" tam !lokya pravrajita" jagaddhite /

sarve 'bhinandit! dev!s tadaiva" samud!haran // [*16]

adya sarv!rthasiddho 'sau bodhisattvo jagaddhite /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sa"carati sam!hita( // [*17]

tapas! du%kare&!ya" jitv! sarv!"s tapasvina( /

ni(kle'o vimal!tm!*rhan brahmac!r# yatir bhavet // [*18] 　　≈ TJAM 21.379cd, 380ab

tato bodhidrum!s#na( sam!dhini'calendriya( / 

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"bodhi" samav!pnuy!t // [*19] 　　≈ TJAM 21.380cd

tata( k!'#pure gatv! dharmacakra" pravartayan /

sa dev!suram!nu%y!n bodhim!rge vinodayet // [*20]

tath! sarvatra loke%u dharm!m+ta" pravar%ayan /

bhadra'r#sadgu&!pann!n sarv!"l lok!n kari%yati // [*21]

tatsaddharm!m+ta" p#tv! sarve lok!( prabodhit!( /

bodhicary!vrata" dh+tv! pracareyu( sad! 'ubhe // [*22]
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*15a taccaityasumaha'] B E: tai' caityasumaha' D.

*15b prati%*h!pya] D E prati%*h! B.

*16b pravrajita"] E: pravrajitu" B D.

*16d tadaiva"] D E: tadeva" B || samud!haran] E: samud!haret B D.

*17c pravrajy!sa"vara"] B: pravrajyasa"vara" E: pravajyasa"vara" D.

*17d sa"carati] corr.: sa"cara" ta" B D E.

*18c vimal!tm!*rhan] ex coni: vimal!tm!ha" B D E

*19b ni'calendriya(] B E: ni'carendriya( D. 

*24a sa"bodhi] E: sa bodhi B D.

*24c °#'var! n!th!] E: °#'varo n!tho B D.

*25a etatpu&y!nubh!vena] D E: etattatpu&y!nubh!vena B. 

*26c eva mahodgho%a"] B E: eva" mahotgho%a" D.

*26d s!rayan] ex coni: s!rayat B D E.

*27a chubhodgho%am] E: chubh!gho%am B: chubhotgho%am D.

*27d dev!n] B E: dev! D.

*28a °siddho 'sau] B: °siddh!khya( E: °siddh!rthi D.

Note *28] The verses *1 to *28 are the common text of manuscripts B, D, and E, which differ

significantly from A2. From the verse following *28 onwards, the text of B E become the same

as A2's text from verse 533 onwards. However, in D, *28 cd and 533 are missing.

第21章の章末の別伝承テクスト

　以下、上に示した B, D, E 写本による第21章の最後の箇所のテクスト異本の和訳。
　TJAM第21章529～532偈の4つの偈（これは Buddhacarita 6.65～6.68からの逐語的な借用

にすぎない）の箇所に、B, D, E写本においては次の28箇の偈（[*1]～[*28]）が書かれて
いる。28箇の偈のうち、[*3]と [*4]と [*15]の三つの偈は TJAM 21.491, 492, 500偈と同
一であるが、それ以外は内容が異なる。このような梵文テクストの差し替えが確認で
きるわけであるが、A写本の第21章529～532偈は A写本の最初の筆写人 Xが書いたも
のではなく新しい時代の筆写人 Zによって追加された新しい葉（A2）に含まれている
テクストなので、その4つの偈とB, D, E写本の28箇の偈のどちらが古いのかは判断が難
しい。しかし私はこの28箇のテクストは捨てないほうがよいと思う。以下に示すの
は、その28箇の偈の和訳である。

　その後かの菩薩は自ら刀で髻を切ると、出家の誓戒を守りながら、その後、嬉しく
歩みを進めていった。 ([*1])
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　空中に投げられたその髻を見て、神々を伴ったインドラ（帝釈天）がそれを受け取
り、速やかに天界へと、大きな興奮を伴って嬉しく運んだ。 ([*2])

　その天界で、彼はその髻を内奥の小部屋に安置し、巨大なチャイティヤ（塔廟）を大
きな歓びをもって建立し、常に供養し崇め、 ([*3]) (= 21.491)

　祭日を設立し、盛大な祝祭を行った。今日でも天界ではその『髻の祭り』が行われ
ている。 ([*4]) (= 21.492)

　その後、剃髪して清らかな感官をもつ比丘となったかの菩薩は、袈裟衣を手に入れた
いと思い、あたりを見ながら歩みを進めた。 ([*5])

　浄居天の神はその梵行者を観察して、猟師の姿をとると、袈裟を身に纏ってそこに来
た。 ([*6])

　その彼がやってきたのを見て菩薩は歓喜し、さっそく猟師に歩み寄って、このように
話した。 ([*7])

　「善き人よ、私にその立派な袈裟衣を下さいませんか。代わりに、私のこの立派な
カーシー産の衣をあなたにあげましょう」 ([*8])

　そう彼が求めるのを聞いて、猟師は近づき、自分の赤色の衣をその出家行者に喜心
をもって与えた。 ([*9])

　菩薩はその袈裟衣を嬉しく受け取り、自らのカーシー産の衣をその猟師に喜心をもっ
て与えた。 ([*10])

　与えられたそのカーシー産の衣を嬉しく受け取ると、その猟師はすぐに空に昇って浄
居天の住まいへと去って行った。 ([*11])

　かのチャンダカは遠くに立っていて、この一部始終をすべて見ていた。彼は驚愕し、
拝礼すると、泣きながらゆっくり引き返していった。 ([*12])

　その天子は、その浄居天の住まいで嬉しくその衣を示し、そのいきさつを語って神々
を喜ばせた。 ([*13])

　その世界で、彼らはその衣を内奥の小部屋に安置し、巨大な仏塔を建立すると、大
きな歓びをもって常に供養した。 (= 21.500) [*14]

　そのチャイティヤの祭日を定めて、すべての浄居天の神々は歓び、大きな熱意をもっ
て常に供養した。 ([*15])

　生類の益のためにその菩薩が出家したのを見て、すべての歓喜した神々は次のように
言葉を発した。 ([*16])

　「今日、かのサルヴァールタシッダ菩薩は、生類の益のため、出家の誓戒を守り、
心集中して歩んでおられる。 ([*17])

　この方は、なし難い苦行であらゆる苦行者を凌駕し、煩悩のない清浄な心の阿羅
漢、梵行者たる出家行者となるであろう。 ([*18])

*15a taccaityasumaha'] B E: tai' caityasumaha' D.

*15b prati%*h!pya] D E prati%*h! B.

*16b pravrajita"] E: pravrajitu" B D.

*16d tadaiva"] D E: tadeva" B || samud!haran] E: samud!haret B D.

*17c pravrajy!sa"vara"] B: pravrajyasa"vara" E: pravajyasa"vara" D.

*17d sa"carati] corr.: sa"cara" ta" B D E.

*18c vimal!tm!*rhan] ex coni: vimal!tm!ha" B D E

*19b ni'calendriya(] B E: ni'carendriya( D. 

*24a sa"bodhi] E: sa bodhi B D.

*24c °#'var! n!th!] E: °#'varo n!tho B D.

*25a etatpu&y!nubh!vena] D E: etattatpu&y!nubh!vena B. 

*26c eva mahodgho%a"] B E: eva" mahotgho%a" D.

*26d s!rayan] ex coni: s!rayat B D E.

*27a chubhodgho%am] E: chubh!gho%am B: chubhotgho%am D.

*27d dev!n] B E: dev! D.

*28a °siddho 'sau] B: °siddh!khya( E: °siddh!rthi D.

Note *28] The verses *1 to *28 are the common text of manuscripts B, D, and E, which differ

significantly from A2. From the verse following *28 onwards, the text of B E become the same

as A2's text from verse 533 onwards. However, in D, *28 cd and 533 are missing.

第21章の章末の別伝承テクスト

　以下、上に示した B, D, E 写本による第21章の最後の箇所のテクスト異本の和訳。
　TJAM第21章529～532偈の4つの偈（これは Buddhacarita 6.65～6.68からの逐語的な借用

にすぎない）の箇所に、B, D, E写本においては次の28箇の偈（[*1]～[*28]）が書かれて
いる。28箇の偈のうち、[*3]と [*4]と [*15]の三つの偈は TJAM 21.491, 492, 500偈と同
一であるが、それ以外は内容が異なる。このような梵文テクストの差し替えが確認で
きるわけであるが、A写本の第21章529～532偈は A写本の最初の筆写人 Xが書いたも
のではなく新しい時代の筆写人 Zによって追加された新しい葉（A2）に含まれている
テクストなので、その4つの偈とB, D, E写本の28箇の偈のどちらが古いのかは判断が難
しい。しかし私はこの28箇のテクストは捨てないほうがよいと思う。以下に示すの
は、その28箇の偈の和訳である。

　その後かの菩薩は自ら刀で髻を切ると、出家の誓戒を守りながら、その後、嬉しく
歩みを進めていった。 ([*1])
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　そして菩提樹の下に坐り、三昧の中で諸感官の活動を鎮め、マーラ（魔）のすべての
群を打ち破って、完全な悟りを得るであろう。 ([*19])

　それからカーシーの都（ヴァーラーナシー）へ行き、法輪を転じながら、神や阿修羅
や人間たちを悟りの道へと導くであろう」。 ([*20])

　そのようにして、一切世界に法という不死の甘露を雨降らせ、全ての生き物たちを、
幸せと輝きとよき徳質をそなえた者へと変えるであろう。 ([*21])

　その正法という不死の甘露を飲んで、全ての生き物たちは覚醒し、菩薩行の誓戒を
守って、常に善き道を歩むであろう。 ([*22])

　それからすべての生き物たちは四梵住（四無量心）に住して、菩薩・大士として、生
類の益のために活動するであろう。 ([*23])

　そして完全な悟りのための資糧を順次満たして、十地の支配者、庇護主、仏の後継ぎ
たちとなるであろう。 ([*24])

　この［言葉の］功徳の威力によって、今まさにあらゆる世界において、法の輝きと吉
祥の道への意欲が常に現れんことを！」。 ([*25])

　この声を聞いて、三十三天の神々は皆嬉しく大音声をあげて、あらゆる所へそれを広
めた。 ([*26])

　その清らかな音声は順次に［天界を昇り］、色究竟天に至り、あらゆる所に響き
渡って、全ての神々を悦ばせた。 ([*27])

　［一方］地上で、袈裟衣をまとったかのサルヴァールタシッダは、仙人たちに会うた
めに、光り輝きながらそこから歩みを進めていった。 ([*28])

　３．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第22章の校訂

A 152a1(16) ; B (totally missing) ; D 184a1

[152a] ath!*'oko *mah#pati( {or: ath!nando mah!sattva(} s!ñjali( samup!'rita( /

bhagavanta" tam arhanta" punar natvaivam abrav#t // 22.1

bhagavan sa mah!sattvas tata( kutra sam!carat /

pravrajita( sa ek!k# kutr!'rame sam!'rayat // 22.2

tasmiñ c!nta(pura" tyaktv! ni%kr!nte nagar!d bahi( /

16. In Chapter 22, only the first leaf (152a-152b) is a new leaf of A2, while the following 13 leaves

(153a-165b) belong to A. The new leaf of A2 corresponds to 'lokas 1-68 of Chapter 22.
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*ken!sau prathama" *jñ!to ni%kr!nto nagar!d iti // 22.3

kad! s! 'ayan!s#n! ya'odhar!bhibodhit! /

bhart!ra" tam *apa'yant# katha" *vaidhuryam !yayau // 22.4

r!j! 'uddhodana' c!pi jñ!tv!tmaja" vinirgatam /

katha" 'ok!gnisa"tapt! vimohit!'ayo 'bhavat // 22.5

m!t!pi gautam# 'rutv! nandanam abhinirgatam /

katha" ca snehadu(kh!gnisa"tapt! vyalapad bh+'am // 22.6

*any! api priy!( k!nt! ni%kr!nta" sv!mina" priyam /

'rutv!'ok!gnisa"tapt! vilepire katha" bh+'am // 22.7

etat sarva" sam!khy!ya bhadanto 'tra mah!mate /

asm!kam api tacchoka" j!tam iva vinodaya // 22.8

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

a'oka" *tatsabh!" c!pi sampa'yann evam !di'at // 22.9

'+nv a'oka sam!dh!ya yath! me guru&oditam /

tath!ha" te pravak%y!mi 'rutv!'oka vinodaya // 22.10

tadyath!sau mah!sattvo ni%kr!nto nagar!d bahi( /

'akraprabh!vato dv!r!( pithit!' ca babh)vire /

pr!gdv!ra ev!pithita( sind)rakusum!rcita( // 22.11

tad! s! 'ayan!s#n! ya'odhar!bhibodhit! /

sahasotth!ya *n!pa'yad bhart!ra" ta" samantata( /

apa'yant# nij!g!re bahir dra%*um up!carata // 22.12

viv+ta" dv!ram !lokya n)nam e%o 'bhinirgata( /

iti ni'citya s! mugdh! nipap!ta ya'odhar! // 22.13

tata' cir!t samutth!ya samabh#k%ya samantata( /

h! sv!min *kva *pray!si tvam eh#ti vyalapad bh+'am // 22.14

tadvil!parava" 'rutv! sarv!( k!nt!( prabodhit!( /

sahasotth!ya gop!y! !laye samup!caran // 22.15

tatra prabhum apa'yantya( sarvatr!pi pramohit!( /

nyapatan bh)tale sarv!' chinnam)l! iva drum!( // 22.16

tata' ce*#prayatnais t!' cir!t sa"pr!ptacetan!( /

bhart!ran tam anusm+tv! bhr!nt! iva vi[152b]lepire // 22.17

h! sv!min kva pray!si tva" tyaktv!*sm!ñ *chara&asthit!n /

samehi no mukha" n!tha *dar'aya priyat!" smaran // 22.18

k!' cit ke'!n pratik%ipya bhuj!bhy!" vyalapan bh+'am /

k!' cid vaktra" sam!ch!dya v!sas! pr!rudan bh+'am // 22.19 　≈ L 227.14; H ii,124.20;126.2 (!)

bhuj!bhy!" sva'ira( k!' cit t!-ayantyo vilepire /

p!&ibhy!" h+daya" k!' cit par!haty!rudan bh+'am // 22.20 　≈ L 227.12-13; H ii,124.17-19

k!'cid *)r) bhuj!bhy!" praspho*ayantyo vilepire /

　そして菩提樹の下に坐り、三昧の中で諸感官の活動を鎮め、マーラ（魔）のすべての
群を打ち破って、完全な悟りを得るであろう。 ([*19])

　それからカーシーの都（ヴァーラーナシー）へ行き、法輪を転じながら、神や阿修羅
や人間たちを悟りの道へと導くであろう」。 ([*20])

　そのようにして、一切世界に法という不死の甘露を雨降らせ、全ての生き物たちを、
幸せと輝きとよき徳質をそなえた者へと変えるであろう。 ([*21])

　その正法という不死の甘露を飲んで、全ての生き物たちは覚醒し、菩薩行の誓戒を
守って、常に善き道を歩むであろう。 ([*22])

　それからすべての生き物たちは四梵住（四無量心）に住して、菩薩・大士として、生
類の益のために活動するであろう。 ([*23])

　そして完全な悟りのための資糧を順次満たして、十地の支配者、庇護主、仏の後継ぎ
たちとなるであろう。 ([*24])

　この［言葉の］功徳の威力によって、今まさにあらゆる世界において、法の輝きと吉
祥の道への意欲が常に現れんことを！」。 ([*25])

　この声を聞いて、三十三天の神々は皆嬉しく大音声をあげて、あらゆる所へそれを広
めた。 ([*26])

　その清らかな音声は順次に［天界を昇り］、色究竟天に至り、あらゆる所に響き
渡って、全ての神々を悦ばせた。 ([*27])

　［一方］地上で、袈裟衣をまとったかのサルヴァールタシッダは、仙人たちに会うた
めに、光り輝きながらそこから歩みを進めていった。 ([*28])

　３．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第22章の校訂

A 152a1(16) ; B (totally missing) ; D 184a1

[152a] ath!*'oko *mah#pati( {or: ath!nando mah!sattva(} s!ñjali( samup!'rita( /

bhagavanta" tam arhanta" punar natvaivam abrav#t // 22.1

bhagavan sa mah!sattvas tata( kutra sam!carat /

pravrajita( sa ek!k# kutr!'rame sam!'rayat // 22.2

tasmiñ c!nta(pura" tyaktv! ni%kr!nte nagar!d bahi( /

16. In Chapter 22, only the first leaf (152a-152b) is a new leaf of A2, while the following 13 leaves

(153a-165b) belong to A. The new leaf of A2 corresponds to 'lokas 1-68 of Chapter 22.
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k!'cid *b!h) svahast!bhy!" t!-ayantyo 'rudan bh+'am // 22.21　≈ L 227.11-12; H ii,124.17-18

p!"'ubhi( sva'ira( k!'cid avak#ry!hat!'ay!( /

k!'cid vik%iptake'!' ca *viluñcantya' ca m)rdhaj!n // 22.22 　≈ L 227.13-14; H ii,124.19-20

k!'cid utk%iptap!d!' ca k!'cid utk%ipta*b!hava( /

k!'cit samutthit! uccair utkro'antyo vilepire // 22.23 　≈ L 227.14-15; H ii,124.20-126.1

k!'cid rudatpradh!vantyo vi%adigdh! m+t! iva /

k!'cit kampitasarv!,g! k!'cid d+%*!( parasparam // 22.24 　≈ L 227.15; H ii,126.1-2

k!'cin nipatit! bh)my!" v!tabhagn! iv!,ghrip!( /

parivartya ras!y!ñ ca j!lotk%ipt! jha%! yath! // 22.25 　≈ L 227.17-19; H ii,126.4-6

k!'cid )rdhvamukh! k!'cid adhomukh! par!,mukh!( /

k!'cit s!c#mukh! k!'cid viv+tt!k%yo vilepire // 22.26 　≈ L 227.10; H ii,124.16-17

eva" n!n!vidh!k!rai( sarv! utk%iptam!nas!( /

sv!minam eva sa"sm+tv! n!ma procc!rya cukru'u( // 22.27

tadvil!parava" 'rutv! praj!pat# prabodhit! /

utth!ya sahas! ce*#" sam!mantryaivam abrav#t // 22.28

ki" bho vil!panirgho%am anta(pure pravartate /

tac chrutv!bhisam!lokya sahas! tvam ih!sara // 22.29

iti *bhartry! praj!paty! sam!di%*a" ni'amya s! /

ce*# tatheti vijñapya sahas!nta(pure 'carat // 22.30

tatra s! samup!s+tya vilapant#" ya'odhar!m /

sam#k%ya pra&ati" k+tv! papracchaiva" pura(sthit! // 22.31

bhadre ya'odhare m!ta( kimarthe 'tra prarodi%i /

gautamy! pre%it! m!tr! tat pra%*u" ta ih!gat! // 22.32

ity ukte 'pi tay! ce*y! prarudant# ya'odhar! /

ce*ik!" t!" vilokyaiva kiñ cin na pratyabh!%ata // 22.33

tatr!ny! ce*ik! tasy! gop!y!( samupasthit!( /

ce*ik!" t!" praj!paty!( sam!lokyaivam abruvan // 22.34

bhadrike 'sy!( prabhur bha[*152a]rt! n!nta(pure pravidyate /

ni%kr!nto v! kuh!s#no naiv!bhid+'yate 'dhun! // 22.35

it#ya" sv!min# bhartur adar'an!t samantata( /

abhini%kr!nta'a"ky!rt! vilapant# praroditi // 22.36

tadvil!parava" 'rutv! sarv! im!( prabodhit!( /

bhartur ni%kr!nta'a"k!rt! rudanti s!"prata" bh+'am // 22.37

iti taduktam !kar&ya s! ce*# sahas!gat! /

gautamy!( p)rato gatv! rudanty evam abh!%ata // 22.38

sv!mini nandanas te 'sau n!nta(pure 'dhun! khalu /

bhartur adar'an!d gop! vilapant# praroditi // 22.39

tadvil!parava" 'rutv! sarv!( k!nt!( prabodhit!( /
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bhartur adar'an!d eva" prarudanti vidh#rit!( // 22.40

iti ce*y! tay!khy!ta" ni'amya s! praj!pat# /

h! heti vilapanty eva nipap!ta mah#tale // 22.41

tata' ce*#prayatn!t *s! cir!d *!ptasvacetan! /

h! pr!&a kva pray!tas tvam eh#ti vyalapad bh+'am // 22.42

h! j#vavallabho me 'si naiv!sti nandano 'para( /

tat sm+tv! m!" jar!kr!nt!" m!tara" sahas!vraja // 22.43

h! putra katham ekas tva" tyaktv! m!" j#r&itendriy!" /

nirdayo vrajase kutra dehi me mukhadar'anam // 22.44

h! deva katham atr!ha" vir!ga*dar'an! k%a&am /

ti%*heya" me mano n)na" samicchen mara&a" dhruvam // 22.45

h! pr!&a katham et!s te bh!ry!( k!nt! ramopam!( /

ni(sp+hat+&avat tyaktv! vrajase kutra s!mpratam // 22.46

etadr!jyamah!lak%m#sampattisukhasa"pada( /

tyaktv!nyat ki" sukha" pa'yan vrajase kutra sanmate // 22.47

he mahendr!dhika'r#m!n ko 'tra *r!jye 'dhun! bhavet /

ko 'tra sa"p!layel lok!n sa"pa'yan k+pay! sad! // 22.48

r!j! te janako v+ddho r!jya'r#sukhani(sp+'a( /

tvadviyogamah!'okavahnidagdho hy as)n tyajet // 22.49

ya'odhar! 'pi te bh!ry! j#vet katha" tvay! vin! /

n)na" te sm+tim !d!ya tyaktv!tm!na" yame vrajet // 22.50

et!s te pramad!( k!nt! yath!k!m!nuc!rik!( /

sneha[*152b]du(kh!gnisa"tapt! j#veyur na tvay! vin! // 22.51

am!ty! mantri&o bh+ty! sapaur! anuj#vina( /

katha" bhadre careyur hi vin! tvaddharma'!sanam // 22.52

ko 'tra sa"to%ayed dravya" dattv!rthino yathepsitam /

n)na" sarve 'pi bhagn!'! y!yus te k+pa&! yame // 22.53

n)na" sarve 'pi te vair!' careyur abhinandit!( /

s!"prata" suh+da( sarve bhaveyur nihatotsav!( // 22.54

h! daiva katham eva" tannaimittajñavaco m+%! /

yat samr!*sa"pada" tyaktv! yatir bhavitum icchasi // 22.55

h! sarve svakule'!n! nirday! yat svabhaktikam /

apatha" ta" mah#n!tham upek%anto 'bhyavanti na( // 22.56

h! daiva ki" may! p!pa" prak+ta" kutra janmani /

yad eva" putra'ok!gnidagdh! y!sye yam!layam // 22.57

kasy!ha" 'ara&a" y!sye ko m!" rak%et prabodhayan /

tam eva" nandana" sm+tv! mara&a" pr!ptum utsahe // 22.58

ity asau gautam# m!t! vilapant# cira" bh+'am /

k!'cid *b!h) svahast!bhy!" t!-ayantyo 'rudan bh+'am // 22.21　≈ L 227.11-12; H ii,124.17-18

p!"'ubhi( sva'ira( k!'cid avak#ry!hat!'ay!( /

k!'cid vik%iptake'!' ca *viluñcantya' ca m)rdhaj!n // 22.22 　≈ L 227.13-14; H ii,124.19-20

k!'cid utk%iptap!d!' ca k!'cid utk%ipta*b!hava( /

k!'cit samutthit! uccair utkro'antyo vilepire // 22.23 　≈ L 227.14-15; H ii,124.20-126.1

k!'cid rudatpradh!vantyo vi%adigdh! m+t! iva /

k!'cit kampitasarv!,g! k!'cid d+%*!( parasparam // 22.24 　≈ L 227.15; H ii,126.1-2

k!'cin nipatit! bh)my!" v!tabhagn! iv!,ghrip!( /

parivartya ras!y!ñ ca j!lotk%ipt! jha%! yath! // 22.25 　≈ L 227.17-19; H ii,126.4-6

k!'cid )rdhvamukh! k!'cid adhomukh! par!,mukh!( /

k!'cit s!c#mukh! k!'cid viv+tt!k%yo vilepire // 22.26 　≈ L 227.10; H ii,124.16-17

eva" n!n!vidh!k!rai( sarv! utk%iptam!nas!( /

sv!minam eva sa"sm+tv! n!ma procc!rya cukru'u( // 22.27

tadvil!parava" 'rutv! praj!pat# prabodhit! /

utth!ya sahas! ce*#" sam!mantryaivam abrav#t // 22.28

ki" bho vil!panirgho%am anta(pure pravartate /

tac chrutv!bhisam!lokya sahas! tvam ih!sara // 22.29

iti *bhartry! praj!paty! sam!di%*a" ni'amya s! /

ce*# tatheti vijñapya sahas!nta(pure 'carat // 22.30

tatra s! samup!s+tya vilapant#" ya'odhar!m /

sam#k%ya pra&ati" k+tv! papracchaiva" pura(sthit! // 22.31

bhadre ya'odhare m!ta( kimarthe 'tra prarodi%i /

gautamy! pre%it! m!tr! tat pra%*u" ta ih!gat! // 22.32

ity ukte 'pi tay! ce*y! prarudant# ya'odhar! /

ce*ik!" t!" vilokyaiva kiñ cin na pratyabh!%ata // 22.33

tatr!ny! ce*ik! tasy! gop!y!( samupasthit!( /

ce*ik!" t!" praj!paty!( sam!lokyaivam abruvan // 22.34

bhadrike 'sy!( prabhur bha[*152a]rt! n!nta(pure pravidyate /

ni%kr!nto v! kuh!s#no naiv!bhid+'yate 'dhun! // 22.35

it#ya" sv!min# bhartur adar'an!t samantata( /

abhini%kr!nta'a"ky!rt! vilapant# praroditi // 22.36

tadvil!parava" 'rutv! sarv! im!( prabodhit!( /

bhartur ni%kr!nta'a"k!rt! rudanti s!"prata" bh+'am // 22.37

iti taduktam !kar&ya s! ce*# sahas!gat! /

gautamy!( p)rato gatv! rudanty evam abh!%ata // 22.38

sv!mini nandanas te 'sau n!nta(pure 'dhun! khalu /

bhartur adar'an!d gop! vilapant# praroditi // 22.39

tadvil!parava" 'rutv! sarv!( k!nt!( prabodhit!( /
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putraviyogadu(kh!gnisa"tapt! nyapatad bhuvi // 22.59

t!" bhuvi patita" d+%*v! sarv!' ce*ya( samutthit!( /

sametya sahas!li,gya pravilepur mahatsvaram // 22.60

tadvil!parava" 'rutv! 'uddhodana( prabodhita( /

utth!ya sahas!mantrya janam eva" sam!di'at // 22.61

anta(pure mahotp!ta" vil!pa'abdam utthitam /

tad gaccha sahas! 'rutv! sam#k%y!'u sam!vraja // 22.62

ity !di%*a" narendre&a 'rutv! janas tatheti sa( /

sahas!nta(pure gatv! ce*ik!" paryap+cchata // 22.63

bho bhaginya( kim arthe 'tra sarv! y)ya" vidh#rit!( /

vilapantyo mahacchabdai ruditha tat pravak%yat!m // 22.64

tena p+%*e janeneti t!' ce*ya( samup!'rit!( /

ta" jana" sahas!mantrya 'anair eva" vaco 's+jan // 22.65

s!dho sarv!rthasiddho 'tra yuvar!jo na vidyate /

ni%kr!nto v! kuh!s#no m+gyam!no na d+'yate // 22.66　
iti ce*yudita" 'rutv! sa jana( sahas! tata( /

narendrasya puro gatv! rudann eva" nyavedayat // 22.67

deva sarv!rthasiddho 'sau yuvar!jo na vidyate /

sarvatr!nta(pure tatra m+gyam!no na d+'yate // 22.68

iti tenodita" 'rutv! [153a] r!j! 'uddhodano rudan /

sahas!nta(pure gatv! gautam#m evam abrav#t // 22.69

kad! sy!d abhiniry!ta( katha" tvay! na d+'yate /

et!s!" katham ek! 'pi na pa'yate tad adbhutam // 22.70

ity ukta" sv!min! 'rutv! praj!pat# samutthit! /

sv!mip!d!mbuja" natv! nipap!ta mah#tale // 22.71

d+%*v! t!" patit!" bh)my!" sahas! sa prabhur n+pa( /

svaya" dh+tv! samutth!pya sam!'v!syaivam abrav#t // 22.72

m! 'uco dhairyam !lambya ti%*ha ki" te vi%!dat! /

sarvatra m!rgayitv!ha" dar'ayi%y!mi ta" dhruvam // 22.73

ity etat sv!min!di%*a" 'rutv! s! gautam# bh+'am /

ruditv! prabhum !lokya pra&atvaivam abrav#t // 22.74

h! sv!min sahas!n#ya dar'aya nandana" mama /

k%ipra" putre&a bh)m#ndra sama,gin#" kuru%va m!m // 22.75

!tmaja" te mah!r!ja nagare 'tra pure%v api /

gr!me%u pavanody!ne m!rgay!'u samantatah // 22.76

y!van na d+'yate putras t!van na bhok%yate may! /

naiva y!sy!mi y!na" ca 'ayy!" na 'ayan!sane // 22.77

yadi na d!syate putradar'ana" me n+p!dhipa /
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tam eva nandana" sm+tv! n)na" martu" samutsahe // 22.78

iti pr#tir day! sneho mayi te 'sti yadi prabho /

sv!tmapr!&asama" putra" m!rgay!'u samantata( // 22.79

iti bh!ryodita" 'rutv! r!j! 'uddhodano rudan /

sahas! mantri&o 'm!ty!n sam!mantryaivam !di'at // 22.80

'+&udhva" mantri&o 'm!ty!( putro me 'tra na vidyate /

puradv!r!&i sarv!&i d+%*v! pithayata drutam // 22.81

tata( sarvatra gehe%u kr#-ody!navane%v api /

ma*he%v api ca sarvatra sattre%u ma&-ape%v api // 22.82

dev!laye%u sarvatra v+k%e%u pavane%u ca /

')ny!laye%u sarvatra m!rgayadhva" samantata( // 22.83

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! sarve 'pi mantri&a(/

am!ty!( sajan! bh+ty!s tathety uktv! tato 'caran // 22.84

tath! te sahas! gatv! sarv!&i gopur!&y api /

pithit!ny eva sa"v#k%ya samanve%u( samantata( // 22.85

kr#-ody!navan!r!me v+k%e%u ma&-ape%v api /

dev!laye%u [153b] sattre%u ma*ha')ny!laye%v api // 22.86

sarve%v api ca de'e%u m+gay!&!( samantata( /

apa'yantas tata( sarve praty!gat! n+p!ntike // 22.87

sarve te samup!s+tya 'uddhodanasya bh)pate( /

p!d!bje pra&ati" k+tv! sam#k%yaiva" nyavedayan // 22.88

deva sarvatra de'e%u n!tra pa'y!mahe pure /

ni%kr!nto hi mah!sattvo bhavet sa bhavad!tmaja( // 22.89

iti tadgadita" 'rutv! r!j! 'uddhodano rudan /

s!dina( sahas!mantrya sa"pa'yann evam !di'at // 22.90

bhavanta( s!dina( sarve gacchata sahas! pura( /

bahi( sarvatra de'e%u m!rgayata mam!tmajam // 22.91

sarvatr!pi sam!lokya g+h#tv!nayata drutam /

y!van na d+'yate t!van m!tra sarve nivartata // 22.92

ity !di%*a" mah#ndre&a 'rutv! sarve tatheti te /

javino ''v!n sam!ruhya sahas! niryayu( pur!t // 22.93

pur!t te nirgata( sarve sam!lokya samantata( /

m+gay!&!( sam#k%anto naiv!pa'yan kuh!pi tam // 22.94

tata( sarve 'pi te khinn!( praty!gat!( samantata( /

n+pate( pura !'ritya pra&atvaiva" nyavedayan // 22.95

r!jan sarvatra de'e%u m+gay!&o nirantaram /

naiv!bhid+'yate 'sm!bhi( kutr!pi bhavad!tmaja( // 22.96

iti taduktam !kar&ya 'uddhodano n+po rudan /

putraviyogadu(kh!gnisa"tapt! nyapatad bhuvi // 22.59

t!" bhuvi patita" d+%*v! sarv!' ce*ya( samutthit!( /

sametya sahas!li,gya pravilepur mahatsvaram // 22.60

tadvil!parava" 'rutv! 'uddhodana( prabodhita( /

utth!ya sahas!mantrya janam eva" sam!di'at // 22.61

anta(pure mahotp!ta" vil!pa'abdam utthitam /

tad gaccha sahas! 'rutv! sam#k%y!'u sam!vraja // 22.62

ity !di%*a" narendre&a 'rutv! janas tatheti sa( /

sahas!nta(pure gatv! ce*ik!" paryap+cchata // 22.63

bho bhaginya( kim arthe 'tra sarv! y)ya" vidh#rit!( /

vilapantyo mahacchabdai ruditha tat pravak%yat!m // 22.64

tena p+%*e janeneti t!' ce*ya( samup!'rit!( /

ta" jana" sahas!mantrya 'anair eva" vaco 's+jan // 22.65

s!dho sarv!rthasiddho 'tra yuvar!jo na vidyate /

ni%kr!nto v! kuh!s#no m+gyam!no na d+'yate // 22.66　
iti ce*yudita" 'rutv! sa jana( sahas! tata( /

narendrasya puro gatv! rudann eva" nyavedayat // 22.67

deva sarv!rthasiddho 'sau yuvar!jo na vidyate /

sarvatr!nta(pure tatra m+gyam!no na d+'yate // 22.68

iti tenodita" 'rutv! [153a] r!j! 'uddhodano rudan /

sahas!nta(pure gatv! gautam#m evam abrav#t // 22.69

kad! sy!d abhiniry!ta( katha" tvay! na d+'yate /

et!s!" katham ek! 'pi na pa'yate tad adbhutam // 22.70

ity ukta" sv!min! 'rutv! praj!pat# samutthit! /

sv!mip!d!mbuja" natv! nipap!ta mah#tale // 22.71

d+%*v! t!" patit!" bh)my!" sahas! sa prabhur n+pa( /

svaya" dh+tv! samutth!pya sam!'v!syaivam abrav#t // 22.72

m! 'uco dhairyam !lambya ti%*ha ki" te vi%!dat! /

sarvatra m!rgayitv!ha" dar'ayi%y!mi ta" dhruvam // 22.73

ity etat sv!min!di%*a" 'rutv! s! gautam# bh+'am /

ruditv! prabhum !lokya pra&atvaivam abrav#t // 22.74

h! sv!min sahas!n#ya dar'aya nandana" mama /

k%ipra" putre&a bh)m#ndra sama,gin#" kuru%va m!m // 22.75

!tmaja" te mah!r!ja nagare 'tra pure%v api /

gr!me%u pavanody!ne m!rgay!'u samantatah // 22.76

y!van na d+'yate putras t!van na bhok%yate may! /

naiva y!sy!mi y!na" ca 'ayy!" na 'ayan!sane // 22.77

yadi na d!syate putradar'ana" me n+p!dhipa /
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bh)yas t!n samup!mantrya sarv!n eva" sam!di'at // 22.97

p)rvadv!re&a niry!y!d ity !di%*a" vicak%a&ai( /

tat sarve ma,galadv!r!n nirgatya vrajata drutam // 22.98

dv!re 'pi sahas! gatv! sam!d+%*v! jan!n api /

samantata( sam!lokya m!rgayata nirantaram // 22.99

y!van na d+'yate kv!pi t!van m!bhinivartata /

yatr!sau ti%*hate tatra sarve 'pi carata drutam // 22.100

tatra ta" samup!s+tya bodhayitv! prayatnata( /

balair api sam!g+hya sarvath!nayata drutam // 22.101

ity !di%*a" narendre&a 'rutv! sarve 'pi te jan!( /

tatheti prativijñapya sahas! sa"prasthit!s tata( // 22.102

svasvam a'va" sam!ruhya ma,galadv!rato drutam /

nirga[154a]t! divyapu%p!&i k#r&!ni dad+'u( pathi // 22.103

t!ni pu%p!&i te d+%*v! sarve te vismay!nvit!( /

yath!nen!bhini%kr!nto n)nam iti vyacintayan // 22.104

tata( sarve 'pi te 'm!ty! anena nirgata( khalu /

iti sa"bh!%ya v#k%anta( sa"cody!'v!n adh!vayan // 22.105

tatas te d)rato gatv! chandaka" samup!gatam /

d+%*v! sarve samety!'u papracchur evam !dar!t // 22.106

chandaka kuta !y!si n+p!tmajo gata( kuha /

satyam etat prav+tt!nta" samup!khy!tum arhasi // 22.107

iti tai( pr!rthita" 'rutv! chandakas tatpura( sthita( /

galada'ruvir)k%!k%as t!n pa'yann evam abrav#t // 22.108

bhadanta( 'r)yat!" v!kyasam!sato mayocyate /

devair vinodyam!no 'sau ni'#the nirgato 'mbar!t // 22.109

pr!ta( pr!pto va'i%*asya mahar%er !'ram!ntike /

tatra devai( parityakta( ke'!ñ chittv!sin! svayam // 22.110

tato lubdhakadattena k!%!yav!sas!v+ta( /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! yatir arhañ jitendriya( // 22.111

+%#&!" dar'ana" kartu" pravrajati tapovane /

mayaitad d+'yate n)na" tato nivartito 'smy aham // 22.112

im!ny !bhara&!ny a'vam ima" dattv!tmana( svayam /

pit+bhir bodhane bhartr! pre%ito 'ham ih!vraje // 22.113

iti tenodita" 'rutv! sarve te chandaka" puna( /

sarv!&y !bhara&!ny a'va" sam!lokyaivam abruvan // 22.114

chandaka manyase yatra pravrajate tato hi sa( /

nivartayitum asm!bhi( 'akyate ki" balair api // 22.115

iti tai( kathita" 'rutv! chandaka evam abrav#t /
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ken!pi 'akyate n!sau bodhayitu" d+-h!'aya( // 22.116

eva" hi gadita" tena sudh#re&!nivartin! /

n!tr!ham !gami%y!mi y!vad bodhim an!ptav!n // 22.117

yad! tu pr!pyate bodhis tadeha prathama" may! /

svajñ!tibandhumitr!&!" saddharmam upadek%yate // 22.118

iti tena sudh#re&a d+-hav#rye&a bh!%itam /

yath!khy!ta" tath! satyam eva sy!n n!nyath! khalu // 22.119

iti teno[154b]dita" 'rutv! sarve te vihatotsuk!( /

chandakam a'var!ja" ca pa'yanta evam abruvan // 22.120

chandak!'va" g+h#tvema" sarv!&y !bhara&!ny api /

'anai( pa'c!t sam!y!hi vaya" gacch!mahe drutam // 22.121

ity uktv! te samety!'u sarve sa"prasthit!s tata( /

sahas!'v!n sam!ruhya nagara" praty!yayur drutam // 22.122

tatra sarve 'pi te r!jña( 'uddhodanasya bh)pate( /

upetya p!dayor natv! purata( samup!'rayan // 22.123

tatra te sarvav+tt!nta" chandakena yathoditam /

tath!khy!ya narendra" ta" sam!'v!sya vyanodayan // 22.124

tatprav+tt!ntam !kar&ya praj!pat# ya'odhar! /

sarv! r!m!' ca ce*yo 'pi pravilepur bh+'a" puna( // 22.125

tac chrutv! paurik!( sarve sastr#d!rakad!rik!( /

h! sv!min kva pray!to 'sm!"s tyaktveti pravilepire // 22.126

tasminn avasare tatra g+h#tv!'va" sa chandaka( /

praty!gato vi%a&&!tm! tadudy!na up!vi'at // 22.127

chandaka" s!'vam !y!tam sam#k%yody!nap!laka( /

sahas! n+pater agre pra&atvaiva" nyavedayat // 22.128

chandako 'sau mah!r!ja g+h#tv!'vam ih!gata( /

udy!ne samup!vi'ya ti%*hate bh#tam!nasa( // 22.129

iti taduktam !kar&ya 'uddhodano nar!dhipa( /

sahas! janam !h)ya punar eva" sam!di'at // 22.130

gaccha tva" sahasody!ne chandaka" s!'vam !gatam /

sam!h)ya mam!gre 'tra prabodhayan sam!naya // 22.131

iti r!jñ! sam!di%*a" ni'amyody!nap!laka( /

tatheti prativijñapya sahasody!nam !vi'at // 22.132

tatra sa sahasopetya chandaka" sa"prabodhayan /

s!'va" pr!h)ya r!jño 'gre s!dara" samup!nayat // 22.133

tatra sa chandaka( s!'vo narendrasya purogata( /

p!dayo( prarudan natv! vi%a&&!tm! sam!'rayat // 22.134

tata( sa n+patir d+%*v! chandaka" sahaya" rudan /

bh)yas t!n samup!mantrya sarv!n eva" sam!di'at // 22.97

p)rvadv!re&a niry!y!d ity !di%*a" vicak%a&ai( /

tat sarve ma,galadv!r!n nirgatya vrajata drutam // 22.98

dv!re 'pi sahas! gatv! sam!d+%*v! jan!n api /

samantata( sam!lokya m!rgayata nirantaram // 22.99

y!van na d+'yate kv!pi t!van m!bhinivartata /

yatr!sau ti%*hate tatra sarve 'pi carata drutam // 22.100

tatra ta" samup!s+tya bodhayitv! prayatnata( /

balair api sam!g+hya sarvath!nayata drutam // 22.101

ity !di%*a" narendre&a 'rutv! sarve 'pi te jan!( /

tatheti prativijñapya sahas! sa"prasthit!s tata( // 22.102

svasvam a'va" sam!ruhya ma,galadv!rato drutam /

nirga[154a]t! divyapu%p!&i k#r&!ni dad+'u( pathi // 22.103

t!ni pu%p!&i te d+%*v! sarve te vismay!nvit!( /

yath!nen!bhini%kr!nto n)nam iti vyacintayan // 22.104

tata( sarve 'pi te 'm!ty! anena nirgata( khalu /

iti sa"bh!%ya v#k%anta( sa"cody!'v!n adh!vayan // 22.105

tatas te d)rato gatv! chandaka" samup!gatam /

d+%*v! sarve samety!'u papracchur evam !dar!t // 22.106

chandaka kuta !y!si n+p!tmajo gata( kuha /

satyam etat prav+tt!nta" samup!khy!tum arhasi // 22.107

iti tai( pr!rthita" 'rutv! chandakas tatpura( sthita( /

galada'ruvir)k%!k%as t!n pa'yann evam abrav#t // 22.108

bhadanta( 'r)yat!" v!kyasam!sato mayocyate /

devair vinodyam!no 'sau ni'#the nirgato 'mbar!t // 22.109

pr!ta( pr!pto va'i%*asya mahar%er !'ram!ntike /

tatra devai( parityakta( ke'!ñ chittv!sin! svayam // 22.110

tato lubdhakadattena k!%!yav!sas!v+ta( /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! yatir arhañ jitendriya( // 22.111

+%#&!" dar'ana" kartu" pravrajati tapovane /

mayaitad d+'yate n)na" tato nivartito 'smy aham // 22.112

im!ny !bhara&!ny a'vam ima" dattv!tmana( svayam /

pit+bhir bodhane bhartr! pre%ito 'ham ih!vraje // 22.113

iti tenodita" 'rutv! sarve te chandaka" puna( /

sarv!&y !bhara&!ny a'va" sam!lokyaivam abruvan // 22.114

chandaka manyase yatra pravrajate tato hi sa( /

nivartayitum asm!bhi( 'akyate ki" balair api // 22.115

iti tai( kathita" 'rutv! chandaka evam abrav#t /
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!tmajasya prav+tt!nta" papracchaiva" sam!dar!t // 22.135

chandaka satyam !cak%a yad asau me priy!tmaja( /

kad! katha" vini%kr!nto vrajate s!mprata" kuha // 22.136

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! sa chandako rudan /

ta" na[155a]rendra" pra&atv! 'dhomukha evam abh!%ata // 22.137

k%amasva me mah!r!ja vidyate n!par!dhat! /

'+&usvaitat prav+tt!nta" vistare&a mayoditam // 22.138

ni'#the sa mah!sattva( svayam !h)ya m!" pura( /

chandaka sahas! me ''va" deh#ti samay!cata // 22.139

tath!'va" y!cita" 'rutv! pra&atv!ha" k+t!ñjali( /

mah!tm!na" tam !lokya paryap+ccha" sam!dar!t // 22.140

sv!minn a'va" ni'#the 'tra y!cane ki" prayojanam /

prasupt!( sakal! lok! bhav!n gantu" kuhecchasi // 22.141

iti matkathita" 'rutv! bodhayitv! bhavatsuta( /

s!dara" m!m up!mantrya sa"pa'yann evam !di'at // 22.142

chandak!ha" samicch!mi bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

tad a'va" sahas! dehi mahya" dharma" yad#cchasi // 22.143

iti tatpra&aya" 'rutv! bh)yo 'ham evam abruvam /

yady evam icchate gantu" pr!tar y!tu bhav!n iti // 22.144

k+tv! sa"dar'ana" pitro( pr!py!nujñ!" guror api /

ya'odhar!" sat#" bh!ry!" samutth!py!bhibodhayan // 22.145

sarv!' c!pi priy! r!m! bhavaddharm!nuc!rik!( /

sarv!s t! api sa"pa'yan bodhayitv!bhigacchatu // 22.146

iti mayodita" 'rutv! bodhisattvo 'vadat puna( /

eva" na 'aknuy!" gantu" pit! hi m!" niv!rayet // 22.147

praj!pat# svas! m!tur bh!ry! ya'odhar!pi me /

snehadu(kh!gnisa"tapt! tyajeyur v! svaj#vitam // 22.148

am!ty! mantri&o bh+ty!( sarve sainy!dhip! api /

dh+tv! niv!rayeyur m!" pariv+tya samantata( // 22.149

tad!ha" katham ekas t!n bah)n jitv! vrajeya hi /

tan me ''va" sahas! dehi m!tra vighna" sakhe kuru // 22.150

ity eva" sv!min!di%*e 'akro lok!dhip! api /

gaga&asth!( sur!( sarve m!" sam#k%yaivam !di'an // 22.151

chandaka m! k+th! vighna" yadi saddharmam icchasi /

sahas!'vam up!n#ya dehy asmai trijagaddhite // 22.152

ity eva" bahudh! devai( paribodhy!bhicodita( /

rudann a'vam up!n#ya tasya mah!tmano 'dad!m // 22.153

tatr!'vo 'pi parijñ!ya sv!mina' citsam#hitam /
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sarvajanaprabodh!rtha" uccai( 'abda" vyamuñcata [155b] // 22.154

taduccair hresitonn!dair ek!pi n!bhibodhit! /

tad! dv!ra( surendre&a vivarit!( samantata( // 22.155

tad d+%*v! sa mah!sattva' codyam!no 'marair muhu( /

sahas!'va" sam!ruhya svamandir!d viniryayau // 22.156

tatra sarv!ñ jan!n paur!n sainy!"s t!"' ca prasuptit!n /

pa'yan sa"c!rayann a'va" gopur!n niryayau drutam // 22.157

tatra sametya catv!ro lok!dhip!( pramodit!( /

a'va" pado g+h#tv!'u pr!carayan vih!yasi // 22.158

aham api tath!k!'e p+%*hato ''va" vilokayan /

sarvadevaga&ai( s!rdha" pr!cara" vismay!nvita( // 22.159

tatra ta" samup!y!ta" bodhisattva" sam#k%ya te /

sarvadev!( samabhyarcya natv! tu%*! mud!caran // 22.160

air!vatasya 'u&-!y!" k)*!g!re%u modit!( /

sa"g#tin+tyakurvantya( pr!carann apsaroga&!( // 22.161

tad! vidy!dharair mukt! pu%pav+%tir vih!yas! /

divyasaugandhisa"mukt! nyapatat tasya m)rdhani // 22.162

gandharv!( sarvav!dy!ni prav!danta( purogat!( /

kinnar!s t)ryasa"g#tair modayanta( puro 'caran // 22.163

grah!' ca t!rak!( sarv!( pariv+tya mud!caran /

siddhas!dhyaga&!' c!pi sa"stuvanto 'vrajan pura( // 22.164

brahma'akr!daya( sarve lok!dhip!( pramodit!( /

tr!yastri"'!( sur!( sarve sa"stuvanta( pur!saran // 22.165

guhyak! r!k%as!' c!pi kumbh!&-!' ca maharddhik!( /

yak%!' ca sarvato du%*!n v!rayanto mud!caran // 22.166

garu-an!gadaityendr! rocayanto ma&iprabhai( /

sugandhiv!ri var%anta( sapu%pa" pr!caran pathi // 22.167

supu%parasav!hanta( sudh#ragatayo 'nil!( /

su'#tal!( sukhaspar'!( pr!sevya p+%*hato 'nug!( // 22.168 

+%ibhir yatibhi' c!pi yogibhi' ca maharddhibhi( /

st)yam!no mud!k!'!t pr!carat sa prabh!sayan // 22.169

eva" sa"bodhisattva( sa devair lok!dhipair mud! /

sevyam!no mahots!hai( pr!,mukha( sahas!carat // 22.170

pr!tar +%er va'i%*hasya sa"pr!pta !'ramantike /

tatra lok!dhip!( sarve sadev!s ta" mah#tale // 22.171

avat![156a]rya hay!t tatra sarve te samupasthit!( /

mahots!hai( samabhyarcya pra&atvaiva" babh!%ire // 22.172

siddhyatu te mah!sattva sam#hita" jagaddhite /

!tmajasya prav+tt!nta" papracchaiva" sam!dar!t // 22.135

chandaka satyam !cak%a yad asau me priy!tmaja( /

kad! katha" vini%kr!nto vrajate s!mprata" kuha // 22.136

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! sa chandako rudan /

ta" na[155a]rendra" pra&atv! 'dhomukha evam abh!%ata // 22.137

k%amasva me mah!r!ja vidyate n!par!dhat! /

'+&usvaitat prav+tt!nta" vistare&a mayoditam // 22.138

ni'#the sa mah!sattva( svayam !h)ya m!" pura( /

chandaka sahas! me ''va" deh#ti samay!cata // 22.139

tath!'va" y!cita" 'rutv! pra&atv!ha" k+t!ñjali( /

mah!tm!na" tam !lokya paryap+ccha" sam!dar!t // 22.140

sv!minn a'va" ni'#the 'tra y!cane ki" prayojanam /

prasupt!( sakal! lok! bhav!n gantu" kuhecchasi // 22.141

iti matkathita" 'rutv! bodhayitv! bhavatsuta( /

s!dara" m!m up!mantrya sa"pa'yann evam !di'at // 22.142

chandak!ha" samicch!mi bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

tad a'va" sahas! dehi mahya" dharma" yad#cchasi // 22.143

iti tatpra&aya" 'rutv! bh)yo 'ham evam abruvam /

yady evam icchate gantu" pr!tar y!tu bhav!n iti // 22.144

k+tv! sa"dar'ana" pitro( pr!py!nujñ!" guror api /

ya'odhar!" sat#" bh!ry!" samutth!py!bhibodhayan // 22.145

sarv!' c!pi priy! r!m! bhavaddharm!nuc!rik!( /

sarv!s t! api sa"pa'yan bodhayitv!bhigacchatu // 22.146

iti mayodita" 'rutv! bodhisattvo 'vadat puna( /

eva" na 'aknuy!" gantu" pit! hi m!" niv!rayet // 22.147

praj!pat# svas! m!tur bh!ry! ya'odhar!pi me /

snehadu(kh!gnisa"tapt! tyajeyur v! svaj#vitam // 22.148

am!ty! mantri&o bh+ty!( sarve sainy!dhip! api /

dh+tv! niv!rayeyur m!" pariv+tya samantata( // 22.149

tad!ha" katham ekas t!n bah)n jitv! vrajeya hi /

tan me ''va" sahas! dehi m!tra vighna" sakhe kuru // 22.150

ity eva" sv!min!di%*e 'akro lok!dhip! api /

gaga&asth!( sur!( sarve m!" sam#k%yaivam !di'an // 22.151

chandaka m! k+th! vighna" yadi saddharmam icchasi /

sahas!'vam up!n#ya dehy asmai trijagaddhite // 22.152

ity eva" bahudh! devai( paribodhy!bhicodita( /

rudann a'vam up!n#ya tasya mah!tmano 'dad!m // 22.153

tatr!'vo 'pi parijñ!ya sv!mina' citsam#hitam /
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gacchatu sahas! bodhi" s!dhayatu sam!hita( // 22.173

iti siddh!'i%a" dattv! brahma'akr!dayo 'mar!( /

sarve lok!dhip!' c!pi svasv!'i%am ud!caran // 22.174

tr!yastri"'!' ca sarve 'pi sarv!psar!ga&! api /

grah!s t!r!ga&!' c!pi sarve vidy!dhar! api // 22.175

gandharv! kinnar! yak%! guhyak! r!k%as! api /

kumbh!&-! garu-! n!g! daityendr!' ca maharddhik!( // 22.176

+%ayo yataya' c!pi yogino brahmac!ri&a( /

pratyekasugat!' c!pi bodhisattv! jin!tmaj!( // 22.177

eva" sarve mah!vijñ!( samabhyarcya tam #'varam /

natv! siddh!'i%a" dattv! tasmai svasv!spada" yayu( // 22.178

tata( sa pr!carat ki"cid d)re 'ra&ye sam!'rita( /

m!" pa'yan samup!mantrya purata evam !di'at // 22.179

chandak!'va" g+h#tvaiva" sarv!&y !bhara&!ny api /

sahas! tva" sam!dh!ya nivartasva pure 'dhun! // 22.180

tatra svanagare gatv! janakasya puro mama /

im!ny !bhara&!ny a'va" samarpyaiva" nivedaya // 22.181

!tmajas te 'bhini%kr!nto bodhipr!ptyai jagaddhite /

tad atra m! k+th!( 'oka" sukha" bhuktv! sam!cara // 22.182

sad! te kau'ala" p+%*v! k+tv! ca pra&ati" smaran /

gacch!mi trijagadbhadra" kartu" sambodhipr!ptaye // 22.183

tad atra m! k+th!( 'oka" sa"sidhyen me sam!hitam /

sad! sarvatra loke%u ma,gala" kartum utsahe // 22.184

iti m!raga&!ñ jitv! sa"pr!pya bodhim uttam!m /

pitro( sa"dar'ana" kartum !gami%y!my aha" dhruvam // 22.185

ya'odhar! niv!ry! hi macchok!j j#vita" tyajet /

y!van n!ham ih!y!tas t!van me mahi%# sat# /

rak%a&#y! prayatnena p!lan#y! hi garbhi&# // 22.186 

m!t! praj!pat# c!pi niv!ry! mama 'okata( /

adh#rit! tyajet pr!&a" rak%a&#y! prayatnata( // 22.187

sarv! api ca r!m! me niv!ry!( 'okadu(khata( /

gaccheyur mara&a" mugdh! rak%itavy!( prayatnata( // 22.188

sarve lok!' ca macchokadu(kh!gniparit!pit!( /

tyajeyu[156b]r j#vita" kecit tat t!n niv!rya rak%atu // 22.189

arthino 'pi sad! p!ly! dattv! dravya" yathepsitam /

sarv!&y api ca r!jy!ni dharman#ty!nu'!stv api // 22.190

iti may! sam!khy!ta" pitur m!tur pura( svayam /

gop!y!' c!pi sarv!s!" purata( sa"nivedaya // 22.191
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ity !di'ya vimucy!,g!t sarv!&y !bhara&!ny api /

a'va" samarpya me haste sahas! m!" vyasarjayat // 22.192

tatra ruda"' cire&!sya sarv!&y !bhara&!&y aham /

natv! p!d!v ima" c!'va" dh+tv! 'anais tato 'caram // 22.193

so 'pi sa"prasthitas tasm!d ara&ye samup!vi'at /

devat! samup!y!ta" sam#k%ya ta" mud!carat // 22.194

tad d+%*v!ha" ruda"s tasm!t ki"cid d)re vane sthita( /

muhus ta" p+%*hata( pa'ya"s tatraiva samup!'rayam // 22.195

tatr!sau nirjane 'ra&ye c)-!" chittv!sin! svayam /

p+thivy!" t!" sam!d!ya pr!k%ipat sahas!mbare // 22.196

tatprak%ipt!" sam!lokya gagane t!" sur! mud! /

pra&atv! sahas!d!ya tato 'caran vih!yasi // 22.197

tadaiko lubdhakas tatra k!%!yac#var!v+ta( /

tasyaiva samup!gatya sa"mukha( samup!'rayan // 22.198

ta" d+%*v! sa"mukh!s#na" k!%!yac#var!v+tam /

sahas! samup!s+tya c#vara" tam ay!cata // 22.199

taddatta" sa sam!d!ya k!%!yac#vara" mud! /

sa tasmai k!'ika" vastra" vimucy!,g!d ayacchata // 22.200

tat pradatta" svaka" vastra" k!'ika" lubdhako mud! /

pra&atv! sahas!d!ya tato 'carad vih!yasi // 22.201

tata( sa bodhisattvas tatk!%!yac#var!v+ta( /

+%#&!" dar'ana" kartu" sa"bh!sayan mud!carat // 22.202

etat sarva" sam!lokya vismito 'ha" tata' cir!t /

sa"prasthito ''va" sam!d!ya 'anair ih!sare prabho // 22.203

tad atra m! k+th!( 'oka" dhairyam !lambya ti%*hatu /

sa"bodhi" sa sam!s!dya n)nam iha sam!saret // 22.204

im!ny !bhara&!ny a'va" sam!d!ya pras#datu /

m!tra vi%#dat!" r!jan sa"sidhyet tatsam#hitam // 22.205

ity etat sarvav+tt!nta" chandakena niveditam /

ni'amya sa pi[157a]t! r!j! t)%&#bh)tv!bhyati%*hata /

t!ni c!bhara&!ny a'va" d+%*vaiva na sam!dade // 22.206

tata( sa chandako natv! p!dayor n+pates tata( //

sarv!&y !bhara&!ny a'va" g+h#tv!nta(pure 'carat / 207

tatra ta" chandaka" d+%*v! g+h#tv! ''va" sam!gatam /

*ce*y ek! sahas! gatv! pr!haiva t!" ya'odhar!m // 22.208

pras#da chandako devi g+h#tv!'vam ih!gata( /

n)na" bhart!pi te sv!m# sam!gata ih!dhun! // 22.209

iti tay! sam!khy!ta" ni'amya s! ya'odhar! /

gacchatu sahas! bodhi" s!dhayatu sam!hita( // 22.173

iti siddh!'i%a" dattv! brahma'akr!dayo 'mar!( /

sarve lok!dhip!' c!pi svasv!'i%am ud!caran // 22.174

tr!yastri"'!' ca sarve 'pi sarv!psar!ga&! api /

grah!s t!r!ga&!' c!pi sarve vidy!dhar! api // 22.175

gandharv! kinnar! yak%! guhyak! r!k%as! api /

kumbh!&-! garu-! n!g! daityendr!' ca maharddhik!( // 22.176

+%ayo yataya' c!pi yogino brahmac!ri&a( /

pratyekasugat!' c!pi bodhisattv! jin!tmaj!( // 22.177

eva" sarve mah!vijñ!( samabhyarcya tam #'varam /

natv! siddh!'i%a" dattv! tasmai svasv!spada" yayu( // 22.178

tata( sa pr!carat ki"cid d)re 'ra&ye sam!'rita( /

m!" pa'yan samup!mantrya purata evam !di'at // 22.179

chandak!'va" g+h#tvaiva" sarv!&y !bhara&!ny api /

sahas! tva" sam!dh!ya nivartasva pure 'dhun! // 22.180

tatra svanagare gatv! janakasya puro mama /

im!ny !bhara&!ny a'va" samarpyaiva" nivedaya // 22.181

!tmajas te 'bhini%kr!nto bodhipr!ptyai jagaddhite /

tad atra m! k+th!( 'oka" sukha" bhuktv! sam!cara // 22.182

sad! te kau'ala" p+%*v! k+tv! ca pra&ati" smaran /

gacch!mi trijagadbhadra" kartu" sambodhipr!ptaye // 22.183

tad atra m! k+th!( 'oka" sa"sidhyen me sam!hitam /

sad! sarvatra loke%u ma,gala" kartum utsahe // 22.184

iti m!raga&!ñ jitv! sa"pr!pya bodhim uttam!m /

pitro( sa"dar'ana" kartum !gami%y!my aha" dhruvam // 22.185

ya'odhar! niv!ry! hi macchok!j j#vita" tyajet /

y!van n!ham ih!y!tas t!van me mahi%# sat# /

rak%a&#y! prayatnena p!lan#y! hi garbhi&# // 22.186 

m!t! praj!pat# c!pi niv!ry! mama 'okata( /

adh#rit! tyajet pr!&a" rak%a&#y! prayatnata( // 22.187

sarv! api ca r!m! me niv!ry!( 'okadu(khata( /

gaccheyur mara&a" mugdh! rak%itavy!( prayatnata( // 22.188

sarve lok!' ca macchokadu(kh!gniparit!pit!( /

tyajeyu[156b]r j#vita" kecit tat t!n niv!rya rak%atu // 22.189

arthino 'pi sad! p!ly! dattv! dravya" yathepsitam /

sarv!&y api ca r!jy!ni dharman#ty!nu'!stv api // 22.190

iti may! sam!khy!ta" pitur m!tur pura( svayam /

gop!y!' c!pi sarv!s!" purata( sa"nivedaya // 22.191
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aprat#t! sam!lokya t!" ce*#m evam abrav#t // 22.210

yad asau vigatakle'o d+-hapratijña !tmavit /

tat sa"bodhim an!s!dya naiv!gacched ih!dhun! // 22.211

iti tay! sam!khy!ta" 'rutv! s! ce*ik! tata( /

gat! ta" chandaka" d+%*v! sahasaivam ap+cchata // 22.212

kutra sa chandaka sv!m# tvam eva katham !gata( /

satyam eva sam!khy!ya gop!" dev#" prabodhaya // 22.213

iti ce*y! tay!khy!ta" ta" 'rutv! sa chandako rudan /

vi%a&&!tm! vibhinn!syo ya'odhar!laye 'carat // 22.214

tatra 'ayy!san!s#n!" ya'odhar!" sam#k%ya s! /

chandako d)rato natv! pa'yann ek!ntam !'rayat // 22.215

tatraik!ntasam!s#na" chandaka" ta" sam#k%ya s! /

ya'odhar! prabhu" sm+tv! vilal!pa bh+'a" ciram // 22.216

tato dhairya" sam!lambya vini'vasya cire&a tam /

chandaka" tam up!mantrya pa'yantyaivam abh!%ata // 22.217

h! chandaka suj!to 'si mama bhartu( suh+t sakh! /

kva tvay! sa mama sv!m# n#to katha" kuto 'carat // 22.218 　≈ S ii,189.4-6; M ii,235.8-11

h! ni(k!ru&yacitto 'si ki" may! prak+ta" tvayi /

yan m!m abodhayitvaiva" prabhur me hriyate tvay! // 22.219

gaccham!na( prabhu' c!pi m!" prasupt!m abodhayan /

katham uts+jya niry!to r)%it!tmeva nirdaya( // 22.220 　≈ L 235.9-10; H ii,146(vs.)131

iya" k!nt!rati" tyaktv! kena ni%kr!mita( pur!t /

yatra so 'nugata( sv!m# dhany! tadvanadevat! // 22.221 　≈ L 235.11-12; H ii,146(vs.)132

chandakaitatmahadv#rya" sa"dar'ita" mayi tvay! /

h+dayena sah!k%i&# proddh+tya mad dh+te mama // 22.222 　≈ L 235.13-14; H ii,146(vs.)133

h! divy!tisundara( k!nta( [157b] sarvalokamanohara( /

subhadralak%a&!dy!,go bhadra'r#sadgu&!'raya( // 22.223

sarvavidy!dhipa( '!st! sarvasattvahit!rthabh+t /

sarvadev!surair lokai( p)jito vanditastuta( // 22.224

r!jya'r#rama&#s tyaktv! pravrajase vane kuha /

et!( sarv! anusm+tv! sahas! vraja nij!laye // 22.225

h! dhig sa"s!rasa"c!ra" vidyunmeghana*opamam /

riktam an!tmaka" ')nyam iti tena sadocyate // 22.226

atra janmajar!vy!dhimara&amakar!laye /

bhavodadhau nimagn!n!" samuddhart! sukho 'pi ka( // 22.227

m!y!mayam ida" sarva" bhavasa"parivartanam /

matv! ko hi mah!sattva( samicchec caritu" bhave // 22.228

dharma eva triloke%u n!tho bhart! suh+t sakh! /
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ity !khy!ta" sat! tena sv!min! me pura( sad! // 22.229

tad dharm!&!" var!" bodhi" sampr!ptu" sa samicchati /

tad abhiv!ñchita" sarva" sa"sidhyat!" jagaddhite // 22.230

sa"bodhi" sa sam!s!dya sahas!tra sam!yatu /

tatsaddharm!m+ta" p#tv! y!sy!mahe sunirv+tim // 22.231 　≈ L 235.19-20; H ii,148(vs.)136

iti tay! sam!khy!ta" 'rutv! sa chandako rudan /

sv!mina( sarvav+tt!nta" vistare&a nyavedayat // 22.232

tata( samarpya gop!yai sarv!&y !bhara&!ni sa( /

chandaka( pra&ati" k+tv! gautamy! nilaye 'carat // 22.233

tatra ta" samup!y!ta" d+%tv! s! gautam# mud! /

sahas! samup!mantrya 'uddh!sane nyave'ayat // 22.234

tatra sa samup!s+tya pra&atv! t!" praj!pat#m /

!sane samup!vi'ya sarvav+tta" nyavedayat // 22.235

sarvam etat prav+tt!nta" nandanasya ni'amya s! /

ni('vasy!bhigaladb!%p! tasthau tadgatam!nas! // 236

tath! sa chandaka( sarv! r!m! natv! sam#k%ya t!( /

sarvam etat prav+tt!nta" nivedya paryabodhayat // 22.237

tath! sa sarvalok!n!" purata( samup!s+ta( /

sarvam etat prav+tt!nta" vistare&a nyavedayat // 22.238

tac chrutv! paurik!( sarve saddharma'rava&otsuk!( /

!'u sa"bodhim !s!dya sam!y!tv iti pr!vadan // 22.239

tatra s! mahi%# gop! sarv!&y !bhara&!ny api /

sam#k%ya svayam !d!ya pra&atvaiv!bhyam)rchata // 22.240

t!" m)rchit!" sam!lokya sarv!s t!( [158a] paric!rik!( /

sahas!li,gya '#t!mbu p!yayitv! nyabodhayan // 22.241

pa'yant# s! tato gop! sarv!&y !bhara&!ni ca /

sv!mina" samanusm+tv! vilal!pa vidh#rit! // 22.242

t!" rudant#" sam#k%yantya( sarv! r!m! vidh#rit!( /

bhart!ra" tam anusm+tv! pravilepur bh+'a" ciram // 22.243

tadvil!parava" 'rutv! praj!pat# samutthit! /

sahas!nta(pure gatv! dadar'a t!" ya'odhar!m // 22.244

t!" rudant#" sam!lokya rudant# s!pi gautam# /

sahas!li,gya pa'yant# sam!'v!syaivam abrav#t // 22.245

ya'odhare sam!dh!ya ti%*ha m!tra vi%#da tat /

yad asau bodhim !s!dya prathamam !cared iha // 22.246

tad! tasya mun#ndrasya sametya 'ara&a" vayam /

sad! dharm!m+ta" p#tv! mah!nanda" labhemahi // 22.247

iti matv! sad! bhadre sa"carasva sam!hit! /

aprat#t! sam!lokya t!" ce*#m evam abrav#t // 22.210

yad asau vigatakle'o d+-hapratijña !tmavit /

tat sa"bodhim an!s!dya naiv!gacched ih!dhun! // 22.211

iti tay! sam!khy!ta" 'rutv! s! ce*ik! tata( /

gat! ta" chandaka" d+%*v! sahasaivam ap+cchata // 22.212

kutra sa chandaka sv!m# tvam eva katham !gata( /

satyam eva sam!khy!ya gop!" dev#" prabodhaya // 22.213

iti ce*y! tay!khy!ta" ta" 'rutv! sa chandako rudan /

vi%a&&!tm! vibhinn!syo ya'odhar!laye 'carat // 22.214

tatra 'ayy!san!s#n!" ya'odhar!" sam#k%ya s! /

chandako d)rato natv! pa'yann ek!ntam !'rayat // 22.215

tatraik!ntasam!s#na" chandaka" ta" sam#k%ya s! /

ya'odhar! prabhu" sm+tv! vilal!pa bh+'a" ciram // 22.216

tato dhairya" sam!lambya vini'vasya cire&a tam /

chandaka" tam up!mantrya pa'yantyaivam abh!%ata // 22.217

h! chandaka suj!to 'si mama bhartu( suh+t sakh! /

kva tvay! sa mama sv!m# n#to katha" kuto 'carat // 22.218 　≈ S ii,189.4-6; M ii,235.8-11

h! ni(k!ru&yacitto 'si ki" may! prak+ta" tvayi /

yan m!m abodhayitvaiva" prabhur me hriyate tvay! // 22.219

gaccham!na( prabhu' c!pi m!" prasupt!m abodhayan /

katham uts+jya niry!to r)%it!tmeva nirdaya( // 22.220 　≈ L 235.9-10; H ii,146(vs.)131

iya" k!nt!rati" tyaktv! kena ni%kr!mita( pur!t /

yatra so 'nugata( sv!m# dhany! tadvanadevat! // 22.221 　≈ L 235.11-12; H ii,146(vs.)132

chandakaitatmahadv#rya" sa"dar'ita" mayi tvay! /

h+dayena sah!k%i&# proddh+tya mad dh+te mama // 22.222 　≈ L 235.13-14; H ii,146(vs.)133

h! divy!tisundara( k!nta( [157b] sarvalokamanohara( /

subhadralak%a&!dy!,go bhadra'r#sadgu&!'raya( // 22.223

sarvavidy!dhipa( '!st! sarvasattvahit!rthabh+t /

sarvadev!surair lokai( p)jito vanditastuta( // 22.224

r!jya'r#rama&#s tyaktv! pravrajase vane kuha /

et!( sarv! anusm+tv! sahas! vraja nij!laye // 22.225

h! dhig sa"s!rasa"c!ra" vidyunmeghana*opamam /

riktam an!tmaka" ')nyam iti tena sadocyate // 22.226

atra janmajar!vy!dhimara&amakar!laye /

bhavodadhau nimagn!n!" samuddhart! sukho 'pi ka( // 22.227

m!y!mayam ida" sarva" bhavasa"parivartanam /

matv! ko hi mah!sattva( samicchec caritu" bhave // 22.228

dharma eva triloke%u n!tho bhart! suh+t sakh! /
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ava'ya" bh!vino bh!v! bhavanty eva bhave dhruvam // 22.248

iti m!trodita" 'rutv! ya'odhar! samutthit! /

tasy!( p!d!mbuje natv! vilapantyaivam abrav#t // 22.249

h! m!tar nandana" tatra sahas!n#ya dar'aya /

y!vad asau mama sv!m# n!y!ta( sukhat! kuha // 22.250

t!vad bhuñje na bhogy!ni pra&#tasuras!ny aham /

suras!m+tap!n!ni na pibeya" kad!cana // 22.251

na k!ya" ma&-ayey!ha" vicitravastrabh)%a&ai( /

sugandhitailac)r&ai' ca pras!dhayeya n!'rayam // 22.252

kha*v!t)l!sanen!ha" na 'ay#ya kad!cana /

sa"g#tin+tyasa"c!ra" dar'ayeya" kad!pi na // 22.253

naiva sa"dh!rayeya" ca vicitrakusumasraja( /

bhart!ram eva sa"sm+tv! dhy!tv! careya sarvad! // 22.254

yad!sau bodhim !s!dya sam!y!to nij!'rame /

tad!sya vratam !s!dya sa"pray!y!" sunirv+tim // 22.255

iti m!tu( puras tasy! vilapitv! ya'odhar! /

sarv!&y !bhara&!ny agre sa"sth!py!bhidadau svayam // 22.256

tata( prabh+ti s! gop! 'vetavastr! vima&-an! /

patim evam anusm+tv! vidhaveva sad!carat // 22.257

t!ni s! gautam# d+%*v! sarv!&y !bhara&!ny a[158b]pi /

sam#k%ya svayam !d!ya rudant# sv!laye 'carat // 22.258 　≈ L 229.12-14; H ii,130.5-7

tatra s! bhadrika" n!ma kum!ra" '!kyanandanam /

samup!mantrya tai( sarvair bh)%a&ai( samabh)%ayat // 22.259

sa '!kyanandanas t!ni bh)%a&!ni jagatprabho( /

iti k!ye svake dhartum an#psur na sam!dade // 22.260

tata( s! gautam# t!ni sarv!&y !bhara&!ni ca /

aniruddhakum!r!ya sa"kalpya sama-haukayat // 22.261

so 'niruddha( kum!ro 'pi t!ni v#k%ya jagatprabho( /

katha" dhartu" pra'aknuy!m iti naiva sam!dade // 22.262

tato 'nyasmai kum!r!ya t!ni dadau praj!pat# /

so 'pi d+%*v! na 'aknuy!" dhartum iti na praik%ata // 22.263

eva" sarvakum!rebhyo dadau t!ni praj!pat# /

sarve 'pi te kum!r!' ca dhartu" naiva prasehire // 22.264 　≈ L 229.14-18; H ii,130.7-11

tata( s! gautam# t!ni sarv!&i bh)%a&!ny api /

sam#k%ya svayam !d!ya rudanty eva" vyacintayat // 22.265

y!vad im!ni sarv!&i bh)%a&!ni g+he 'tra me /

t!vad d+%*v! muhu( 'oka( pravardhito na '!myate // 22.266

it#m!ni sam!d!ya bh)%a&!ni sarasy aham /
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prak%ipy!mbunidhisth!ne sth!payeya" suguptike // 22.267

iti ni'citya s! t!ni sarv!&y !bhara&!ny api /

pu%kari&y!" jale g!-he prak%ipya sa"nyadh!payat // 22.268 　≈ L 229.18-19; H ii,130.11-13

ady!py !bhara&a'r#matpu%kari&#ti vi'rut! /

ata( prabh+ti s! sarvamah!t#rtho 'bhyar!jata // 22.269

tata( s! gautam# 'rutv! chandakasa"prabh!%itam /

nandanasya prav+tt!nta" bh)ya( 'oka" vyanodayat // 22.270

tato ya'odhar! bhart+sneha'ok!vil!'ay! /

sa"v#k%ya kanthaka" chanda" s!'runetraivam abrav#t // 22.271

prasupt!" ni'i m!" tyaktv! chandaka kva gata( pati( /

up!gate tvayi s!'ve 'tra mano me 'pi nidahyate // 22.272 　 ≈ Bc 8.32

an!ry!snigdhadu(karma k+tv! kim iha rodi%i /

b!%pa" niyaccha sa"tu%*am!naso bhava s!"pratam // 22.273 ≈ Bc 8.33

tvay! me 'tra sah!yena s!dhun! hitak!ri&! /

saha sa me patir y!ta( kva gato hy aniv+ttaye // 22.274 ≈ Bc 8.34

ramasva s!"prata" di%*y! sa"carasva yath!sukham /

prak+ta" yad dhi[159a]ta" k!rya" tacchrama( saphalas tava // 22.275 ≈ Bc 8.33d

vara" pr!jño ripur nṝ&!" naiva mitra" dur!'aya( /

yat tvay! suh+d!jñena k+to 'smatkulaviplava( // 22.276 ≈ Bc 8.35

im! nirbh)%a&!( 'ocy!( s!'ruraktavilocan!( /

patyau sthite 'pi ni('obh! vidhav! iva hi striya( // 22.277 ≈ Bc 8.36

vim!napa,ktaya' cem!( prasaktad#rghani(svar!( /

sah!varodhanais tena rudant#va bh+'a" vin! // 22.278 ≈ Bc 8.37

e%o 'pi kanthako dh)rto janasy!sya hy anarthak+t /

jah!ra mama sarvasva ni'i supte jane 'rivat // 22.279 ≈ Bc 8.38

so-hum i%uprah!r!"s tva" samartha( ki" puna( ka'!( /

ka'!p!tabhay!d dh+tv! kva gato me 'riya" *samam // 22.280 ≈ Bc 8.39

kim adya he%ase 'n!rya nagara" p)rayann iva /

yad! me nirgate pr!&e tad! m)ko 'bhava( katham // 22.281 ≈ Bc 8.40

ahe%i%yo mah!n!da" yadi jana" prabodhayan /

khurair v! pr!llikhan bh)my!" pr!kari%yo yadi dhvanim // 22.282 ≈ Bc 8.41ab

hanusvana" mah!n!da" v! janayi%ya uttama" /

abhavi%yan na me du(kham #d+'a" pr!&ah!ra&am // 22.283 ≈ Bc 8.41cd

ity !khy!ta" tay! devy! 'rutv! sa chandako 'rudan /

ya'odhar!" mah!dev#" s!ñjalir evam abrav#t // 22.284 ≈ Bc 8.42

m! vigarha mah!devi kanthaka" sv!misevakam /

mayi ca ro%at!" kartu" n!rhasi nau hy ad)%a&am // 22.285 ≈ Bc 8.43

asau devi mah!sattvo devavad gaga&e gata( /

ava'ya" bh!vino bh!v! bhavanty eva bhave dhruvam // 22.248

iti m!trodita" 'rutv! ya'odhar! samutthit! /

tasy!( p!d!mbuje natv! vilapantyaivam abrav#t // 22.249

h! m!tar nandana" tatra sahas!n#ya dar'aya /

y!vad asau mama sv!m# n!y!ta( sukhat! kuha // 22.250

t!vad bhuñje na bhogy!ni pra&#tasuras!ny aham /

suras!m+tap!n!ni na pibeya" kad!cana // 22.251

na k!ya" ma&-ayey!ha" vicitravastrabh)%a&ai( /

sugandhitailac)r&ai' ca pras!dhayeya n!'rayam // 22.252

kha*v!t)l!sanen!ha" na 'ay#ya kad!cana /

sa"g#tin+tyasa"c!ra" dar'ayeya" kad!pi na // 22.253

naiva sa"dh!rayeya" ca vicitrakusumasraja( /

bhart!ram eva sa"sm+tv! dhy!tv! careya sarvad! // 22.254

yad!sau bodhim !s!dya sam!y!to nij!'rame /

tad!sya vratam !s!dya sa"pray!y!" sunirv+tim // 22.255

iti m!tu( puras tasy! vilapitv! ya'odhar! /

sarv!&y !bhara&!ny agre sa"sth!py!bhidadau svayam // 22.256

tata( prabh+ti s! gop! 'vetavastr! vima&-an! /

patim evam anusm+tv! vidhaveva sad!carat // 22.257

t!ni s! gautam# d+%*v! sarv!&y !bhara&!ny a[158b]pi /

sam#k%ya svayam !d!ya rudant# sv!laye 'carat // 22.258 　≈ L 229.12-14; H ii,130.5-7

tatra s! bhadrika" n!ma kum!ra" '!kyanandanam /

samup!mantrya tai( sarvair bh)%a&ai( samabh)%ayat // 22.259

sa '!kyanandanas t!ni bh)%a&!ni jagatprabho( /

iti k!ye svake dhartum an#psur na sam!dade // 22.260

tata( s! gautam# t!ni sarv!&y !bhara&!ni ca /

aniruddhakum!r!ya sa"kalpya sama-haukayat // 22.261

so 'niruddha( kum!ro 'pi t!ni v#k%ya jagatprabho( /

katha" dhartu" pra'aknuy!m iti naiva sam!dade // 22.262

tato 'nyasmai kum!r!ya t!ni dadau praj!pat# /

so 'pi d+%*v! na 'aknuy!" dhartum iti na praik%ata // 22.263

eva" sarvakum!rebhyo dadau t!ni praj!pat# /

sarve 'pi te kum!r!' ca dhartu" naiva prasehire // 22.264 　≈ L 229.14-18; H ii,130.7-11

tata( s! gautam# t!ni sarv!&i bh)%a&!ny api /

sam#k%ya svayam !d!ya rudanty eva" vyacintayat // 22.265

y!vad im!ni sarv!&i bh)%a&!ni g+he 'tra me /

t!vad d+%*v! muhu( 'oka( pravardhito na '!myate // 22.266

it#m!ni sam!d!ya bh)%a&!ni sarasy aham /
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aha" j!nan n+p!jñ!" hi bal!t k+ta( surair api // 22.286 ≈ Bc 8.44ab

devai( sa"coditas t)r&am imam a'va" up!nayam /

anvagaccha" tath!k!'e 'py adhvani vigata'rama( // 22.287 ≈ Bc 8.44cd

vrajann aya" hayendro 'pi khur!grair n!sp+'an mah#" /

n!he%ata tath! ki"cid dhanusvana" na v!karot // 22.288 ≈ Bc 8.45

yad! sa nirgato geh!t dv!ram ap!v+ta" svayam /

nistamodiksam!loka" tad daivavidhi manyat!m // 22.289 ≈ Bc 8.46

yaj jano 'tra pure r!jña( '!sanastha( sahasra'a( /

n!buddhyata tadaiko 'pi tad daivavidhir e%a hi // 22.290 ≈ Bc 8.47

yac c!pi c#vara" tasmai *pravrajy!vrata*sa"bh+ta" /

sa"pradatta" mud! devais tad daivavidhi manyat!" // 22.291 ≈ Bc 8.48

tad !v!" do%at! n!tra vidyate m! vigarhaya /

daivavidhir aya" n)nam iti matv! pras#dat!m // 22.292 ≈ Bc 8.49ab

[159b] na mama k!mak!ro 'ya" na c!sya v!jino 'pi hi /

daivai( k+t!nuy!tro 'sau mahots!hair gato 'mbar!t // 22.293 ≈ Bc 8.43cd

iti tasya pray!&a" t! ni'amya bahudh!dbhutam /

sarv!( striyo 'pi ni('ok! iva vismayam !yayu( // 22.294 ≈ Bc 8.50ab

pravrajan!dbhut! sarv! striya( k!nt! mad!nvit!( /

ratism+tir!g!rt! manojvara" pralebhire // 22.295 ≈ Bc 8.50cd

vi%!dap!riplavalocan! tata( 

　　prana%*apot! kurar#va du(khit! /

vih!ya dhairya" virur!va gautam#

　　tat!ma caiv!'rumukh# jag!da ca // 22.296 = Bc 8.51

mahormimanto m+davo 'sit!( 'ubh!( 

　　p+thakp+thagm)laruh!( samudgat!( /

praverit!s te bhuvi tasya m)rdhaj! 

　　narendramaul#parive%*anak%am!( // 22.297 = Bc 8.52

pralambab!hur m+gar!javikramo  

　　mahar%abh!k%a( kanakojjvaladyuti( / 

vi'!lavak%! ghanadundubhisvanas  

　　tath!vidho 'py !'ramav!sam arhati // 22.298 = Bc 8.53

abh!gin# n)nam iya" vasu"dhar!  

　　tam !ryakarm!&am anuttama" patim /

y!tas tato 'sau gu&av!n hi t!d+'o 

　　n+pa( praj!bh!gyagu&ai( pras)yate // 22.299 = Bc 8.54

suj!taj!l!vatat!,gul# m+d)  

　　nig)-hagulphau bisapu%pakomalau /

van!ntabh)mi" ka*hin!" katha" nu tau  

- 134 -



　　sacakramadhyau cara&au gami%yata( // 22.300 = Bc 8.55

vim!nap+%*he 'ayan!sanocita"  

　　mah!rhavastr!gurucandan!rcitam / 

katha" nu '#to%&ajal!game%u tac  

　　char#ram ojasvi vane bhavi%yati // 22.301 = Bc 8.56

kulena sattvena balena varcas!  

　　'rutena lak%my! vayas! ca garvita( / 

prad!tum ev!bhyudito na y!citu" 

　　katha" sa bhik%!" parata' cari%yati // 22.302 = Bc 8.57

'ucau 'ayitv! 'ayane hira&maye  

　　prabodhyam!no ni'i t)ryani%svanai( / 

katha" bata svapsyati so 'dya me vrat# 

　　pa*aikade'!ntarite mah#tale // 22.303 = Bc 8.58

ima" pral!pa" karu&a" ni'amya t! 

　　bhujai( pari%vajya paraspara" striya( / 

vilocanebhya( salil!ni tatyajur 

　　madh)ni pu%pebhya iverit! la[160a]t!( // 22.304 = Bc 8.59

tato dhar!y!m apatad ya'odhar! 

　　vicakrav!keva rath!,gas!hvay! /

'anai' ca tat tad vilal!pa viklav!

　　muhur muhur gargadaruddhay! gir! // 22.305 = Bc 8.60

sa m!m an!th!" sahadharmac!ri&#m

　　ap!sya dharma" yadi kartum icchati /

kuto 'sya dharma( sahadharmac!ri&#" 

　　vin! tapo ya( paribhoktum icchati // 22.306 = Bc 8.61

'+&oti n)na" sa na p)rvap!rthiv!n

　　mah!sudar'aprabh+t#n pit!mah!n /

van!ni patn#sahit!n upeyu%as

　　tath! sa dharma" mad+te cik#r%ati // 22.307 = Bc 8.62

makhe%u v! vedavidh!nasa"sk+tau 

　　na da"pat# pa'yati d#k%it!v ubhau /

sama" bubhuk%) parito 'pi tatphala" 

　　tato 'sya j!to mayi dharmamatsara( // 22.308 = Bc 8.63

dhruva" sa j!nan mama dharmavallabho 

　　mana( priye 'py !kalaha" muhur mitha( /

sukha" vibh#r m!m apah!ya ro%a&!" 

　　mahendraloke 'psaraso jigh+k%ati // 22.309 = Bc 8.64

iya" tu cint! mama k#d+'a" nu t! 

aha" j!nan n+p!jñ!" hi bal!t k+ta( surair api // 22.286 ≈ Bc 8.44ab

devai( sa"coditas t)r&am imam a'va" up!nayam /

anvagaccha" tath!k!'e 'py adhvani vigata'rama( // 22.287 ≈ Bc 8.44cd

vrajann aya" hayendro 'pi khur!grair n!sp+'an mah#" /

n!he%ata tath! ki"cid dhanusvana" na v!karot // 22.288 ≈ Bc 8.45

yad! sa nirgato geh!t dv!ram ap!v+ta" svayam /

nistamodiksam!loka" tad daivavidhi manyat!m // 22.289 ≈ Bc 8.46

yaj jano 'tra pure r!jña( '!sanastha( sahasra'a( /

n!buddhyata tadaiko 'pi tad daivavidhir e%a hi // 22.290 ≈ Bc 8.47

yac c!pi c#vara" tasmai *pravrajy!vrata*sa"bh+ta" /

sa"pradatta" mud! devais tad daivavidhi manyat!" // 22.291 ≈ Bc 8.48

tad !v!" do%at! n!tra vidyate m! vigarhaya /

daivavidhir aya" n)nam iti matv! pras#dat!m // 22.292 ≈ Bc 8.49ab

[159b] na mama k!mak!ro 'ya" na c!sya v!jino 'pi hi /

daivai( k+t!nuy!tro 'sau mahots!hair gato 'mbar!t // 22.293 ≈ Bc 8.43cd

iti tasya pray!&a" t! ni'amya bahudh!dbhutam /

sarv!( striyo 'pi ni('ok! iva vismayam !yayu( // 22.294 ≈ Bc 8.50ab

pravrajan!dbhut! sarv! striya( k!nt! mad!nvit!( /

ratism+tir!g!rt! manojvara" pralebhire // 22.295 ≈ Bc 8.50cd

vi%!dap!riplavalocan! tata( 

　　prana%*apot! kurar#va du(khit! /

vih!ya dhairya" virur!va gautam#

　　tat!ma caiv!'rumukh# jag!da ca // 22.296 = Bc 8.51

mahormimanto m+davo 'sit!( 'ubh!( 

　　p+thakp+thagm)laruh!( samudgat!( /

praverit!s te bhuvi tasya m)rdhaj! 

　　narendramaul#parive%*anak%am!( // 22.297 = Bc 8.52

pralambab!hur m+gar!javikramo  

　　mahar%abh!k%a( kanakojjvaladyuti( / 

vi'!lavak%! ghanadundubhisvanas  

　　tath!vidho 'py !'ramav!sam arhati // 22.298 = Bc 8.53

abh!gin# n)nam iya" vasu"dhar!  

　　tam !ryakarm!&am anuttama" patim /

y!tas tato 'sau gu&av!n hi t!d+'o 

　　n+pa( praj!bh!gyagu&ai( pras)yate // 22.299 = Bc 8.54

suj!taj!l!vatat!,gul# m+d)  

　　nig)-hagulphau bisapu%pakomalau /

van!ntabh)mi" ka*hin!" katha" nu tau  
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　　vapurgu&a" bibhrati tatra yo%ita( /

vane yadartha" sa tap!"si tapyate 

　　'riya" ca hitv! mama bhaktim eva ca // 22.310 = Bc 8.65

na khalv iya" svargasukh!ya me sp+h!

　　na taj janasy!tmavato 'pi durlabham /

sa tu priyo m!m iha v! paratra v! 

　　katha" na jahy!d iti me manoratha( // 22.311 = Bc 8.66

abh!gin# yady aham !yatek%a&a" 

　　'ucismita" bhartur ud#k%itu" mukham /

na mandabh!gyo 'rhati d!rako 'py aya" 

　　kad!cid a,ke parivartitu" pitu( // 22.312 = Bc 8.67

aho n+'a"sa" sukum!ravarcasa( 

　　sud!ru&a" tasya manasvino mana( /

kalapral!pa" dvi%ato 'pi har%a&a" 

　　'i'u" suta" yas tyajat#d+'a" bata // 22.313 = Bc 8.68

mam!pi k!ma" h+daya" sud!ru&a" 

　　'il!maya" v!py ayaso 'pi v! k+tam /

an!thavac chr#rahite sukhocite 

　　vana" gate bhartari yan na d#ryate // 22.314 = Bc 8.69

it#ha dev# pati'okam)rchit! 

　　ruroda dadhyau vilal!pa c!sak+t /

svabh!vadh#r!pi hi s! sat# 'uc! 

　　dh+ti" na sasm!ra cak!ra no hriyam // 22.315 = Bc 8.70

tatas tath! 'okavil!paviklav!" 

　　ya'odhar!" prek%ya vasu"dhar!gat!m /

mah!ravindair iva v+%*i[160b]t!-itair

　　mukhai( sab!%pair vanit! vicukru'u( // 22.316 = Bc 8.71

sam!ptaj!pya( k+tahomama,galo 

　　n+pas tu dev!yatan!d viniryayau /

janasya ten!rtarave&a c!hata'

　　cac!la vajradhvanineva v!ra&a( // 22.317 = Bc 8.72

ni'!mya ca chandakakanthak!v ubhau 

　　sutasya sa"'rutya ca ni'caya" sthiram /

pap!ta 'ok!bhihato mah#pati( 

　　'ac#pater v+tta ivotsave dhvaja( // 22.318 = Bc 8.73

tato muh)rta" suta'okamohito 

　　janena tuly!bhijanena dh!rita( /

nir#k%ya d+%*y! jalap)r&ay! haya" 
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　　mah#talastho vilal!pa p!rthiva( // 22.319 = Bc 8.74

bah)ni k+tv! samare priy!&i me 

　　mahat tvay! kanthaka vipriya" k+tam /

gu&apriyo yena batai$a me priya( 

　　priyo 'pi sann apriyavatpraverita( // 22.320 = Bc 8.75

tad adya m!" v! naya tatra yatra sa 

　　vraja druta" v! punar enam !naya /

+te hi tasm!n mama n!sti j#vita" 

　　vig!-harogasya sadau%adh!d iva // 22.321 = Bc 8.76

suvar&ani%*h#vini m+tyun! h+te 

　　sudu%kara" yan na mam!ra sa"jaya( /

aha" punar dharmaratau sute gate 

　　mumuk%ur !tm!nam an!tmav!n iva // 22.322 = Bc 8.77

vibhor da'ak%atrak+ta( praj!pate( 

　　par!parajñasya vivasvad!tmana( /

priye&a putre&a sat! vin!k+ta" 

　　katha" na muhyed dhi mano manor api // 22.323 = Bc 8.78

ajasya r!jñas tanay!ya dh#mate 

　　nar!dhip!yendrasakh!ya me sp+h! /

gate vana" yas tanaye diva" gato 

　　na moghab!%pa( k+pa&a" jij#va ha // 22.324 = Bc 8.79

pracak%va me bhadra tad!'ram!jira" 

　　h+tas tvay! yatra sa me jal!ñjali( /

ime par#psanti hi tat pip!savo 

　　mam!sava( pretagati" yiy!sava( // 22.325 = Bc 8.80

iti tanayaviyogaj!tadu(kha( 

　　k%itisad+'a" sahaja" vih!ya dhairyam /

da'aratha iva r!ma'okava'yo 

　　bahu vilal!pa n+po visa"jñakalpa( // 22.326 = Bc 8.81

'rutavinayagu&!nvitas tatas ta" 

　　matisaciva( pravay! purohita' ca /

avadh"tam idam )catur yath!van

　　na ca paritaptamukhau na c!py a'okau // 22.327 = Bc 8.82

tyaja naravara 'okam ehi dhairya" 

　　kudh+tir iv!rha[161a]si dh#ra n!'ru moktum /

srajam iva m+dit!m ap!sya lak%m#" 

　　bhuvi bahavo hi n+p! van!ny abh&yu% // 22.328 = Bc 8.83

api ca niyata e%a tasya bh!va( 

　　vapurgu&a" bibhrati tatra yo%ita( /

vane yadartha" sa tap!"si tapyate 

　　'riya" ca hitv! mama bhaktim eva ca // 22.310 = Bc 8.65

na khalv iya" svargasukh!ya me sp+h!

　　na taj janasy!tmavato 'pi durlabham /

sa tu priyo m!m iha v! paratra v! 

　　katha" na jahy!d iti me manoratha( // 22.311 = Bc 8.66

abh!gin# yady aham !yatek%a&a" 

　　'ucismita" bhartur ud#k%itu" mukham /

na mandabh!gyo 'rhati d!rako 'py aya" 

　　kad!cid a,ke parivartitu" pitu( // 22.312 = Bc 8.67

aho n+'a"sa" sukum!ravarcasa( 

　　sud!ru&a" tasya manasvino mana( /

kalapral!pa" dvi%ato 'pi har%a&a" 

　　'i'u" suta" yas tyajat#d+'a" bata // 22.313 = Bc 8.68

mam!pi k!ma" h+daya" sud!ru&a" 

　　'il!maya" v!py ayaso 'pi v! k+tam /

an!thavac chr#rahite sukhocite 

　　vana" gate bhartari yan na d#ryate // 22.314 = Bc 8.69

it#ha dev# pati'okam)rchit! 

　　ruroda dadhyau vilal!pa c!sak+t /

svabh!vadh#r!pi hi s! sat# 'uc! 

　　dh+ti" na sasm!ra cak!ra no hriyam // 22.315 = Bc 8.70

tatas tath! 'okavil!paviklav!" 

　　ya'odhar!" prek%ya vasu"dhar!gat!m /

mah!ravindair iva v+%*i[160b]t!-itair

　　mukhai( sab!%pair vanit! vicukru'u( // 22.316 = Bc 8.71

sam!ptaj!pya( k+tahomama,galo 

　　n+pas tu dev!yatan!d viniryayau /

janasya ten!rtarave&a c!hata'

　　cac!la vajradhvanineva v!ra&a( // 22.317 = Bc 8.72

ni'!mya ca chandakakanthak!v ubhau 

　　sutasya sa"'rutya ca ni'caya" sthiram /

pap!ta 'ok!bhihato mah#pati( 

　　'ac#pater v+tta ivotsave dhvaja( // 22.318 = Bc 8.73

tato muh)rta" suta'okamohito 

　　janena tuly!bhijanena dh!rita( /

nir#k%ya d+%*y! jalap)r&ay! haya" 
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　　smara vacana" tad +%e( pur!sitasya /

na hi sa divi na cakravartir!jye 

　　k%a&am api v!sayitu" sukhena 'akya( // 22.329 = Bc 8.84

yadi tu n+vara k!rya eva yatnas

　　tvaritam ud!hara y!vad atra y!va( /

bahuvidham iha yuddham astu t!vat

　　tava tanayasya vidhe' ca tasya tasya // 22.330 = Bc 8.85

narapatir api tau 'a'!sa tasm!d 

　　drutam ita eva yuv!m abhipray!tam /

na hi mama h+daya" pray!ti '!nti" 

　　vana'akuner iva putral!lasasya // 22.331 = Bc 8.86

paramam iti narendra'!san!t tau 

　　yayatur am!tyapurohitau vana" tat /

k+tam iti savadh)jana( sad!ro 

　　n+patir api pracak!ra #oka#!ntim // 22.332 = Bc 8.87

tata( 'uddhodano r!j! bh)yo 'py !mantrya chandakam /

!tmajasya prav+tt!nta" sa"pra%*um evam !di'at // 22.333

chandaka mama putrasya tvam eva hi suh+t sakh! /

tan me satya" sam!khy!ya mana( samabhibodhaya // 22.334

katham asau mah!sattvo puradv!r!d dhi nirgata( /

ni'#te ''va" sam!ruhya tamovy!pte kuh!carat // 22.335

id!n#" sa yatir bh)tv! katham eko vane gata( /

kasyar%er !'rame v+k%am)le v! samup!'rita( // 22.336

iti satya" sam!khy!hi yadi me pr#tim icchasi /

suh+d bh+tyo hi satyena vipriya" v!pi pr!vadet // 22.337

ity !di%*a" narendre&a ni'amya chandako rudan /

sv!mina" n+pati" natv! s!ñjalir evam abrav#t // 22.338

ni'#te 'sau bhavatputra( svayam !gatya me pura( /

bahudh! pra&aya" k+tv! samay!cata m!" hayam // 22.339

tasya matv! *manov+tti" p+%*v!ham a'vak!ra&am /

bahu'o y!cyam!no 'pi naivam ad!" haya" cir!t // 22.340

tad! khasthair surai( sarvair bahudh!ha" pracodita( /

*rudann a'vam up!h+tya pr!d!" tasmai mah!tmane // 22.341

ahe%ata haya( proccai( khurair bh)mi" vid!rayat /

aham api mahotkro'ai( sarv!( str#( parya[161b]bodhayam //342

tath!pi t!( striya( sarv! ya'odhar!dayo 'pi hi /

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy! na codit!( // 22.343

'akre&a sahas! dv!ram udgh!*ita" samantata( /
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tad d+%*v! sa mah!sattvo hayam !ruhya niryayau // 22.344

taddhayacara&!n dh+tv! caturlok!dhip! api /

mahots!hair surai( s!rdha" prac!rayad vih!yasi // 22.345

aham api tath! tasya hayara'mi" sam!dadhan /

pr!cara" gaga&e bh)my!m iva devai( samanvita( // 22.346

tatra so 'bhyarcita( sarvair devai( sah!psaroga&ai( /

sa"g#tit)ryasa"v!dyai( saha sa"m!nito 'carat // 22.347

tatra devaga&!t s+%*! pu%pav+%*i( prac!rit! /

sugandhiv!ri megh!' ca pr!var%anta su'#talam // 22.348

eva" n!n!vidhots!hai( samanvita( prabh!sayan /

vih!yas!vrajan pr!tar mah!ra&ye sam!ptav!n // 22.349

tatra 'akr!dayo dev!( sarve lok!dhip! api /

pra&atv! ta" mah!sattva" tata( svasv!spada" yayu( // 22.350

tata' caran muh)rt!t sa samudite div!kare /

sam#pe bh!rgavasyar%er !'rama" samapa'yata // 22.351 ≈ Bc 6.1

suptavi'vastahari&a" svasthasthitaviha,gamam /

vi'r!nta iva yad d+%*v! k+t!rtha iva c!bhavat // 22.352 = Bc 6.2

sa vismayaniv+ttyartha" tapa(p)j!rtham eva ca /

sv!" c!nuvartit!" rak%ann a'vap+%*h!d av!tarat // 22.353 = Bc 6.3

avat#rya ca paspar'a nist#r&am iti v!jinam /

tato m!" c!vad!t pr#ta( sn!payann iva cak%u%! // 22.354 = Bc 6.4

ima" t!rk%yamah!vega" tura,gam anugacchat! /

dar'it! saumya madbhaktir vikrama' c!yam !tmana( // 22.355 = Bc 6.5

sarvath!smy anyak!ryo 'pi g+h#to bhavat! h+di /

bhart+sneha' ca yasy!yam #d+'a( 'akta eva ca // 22.356 = Bc 6.6

asnigdho 'pi samartho 'sti ni(s!marthyo 'pi bhaktim!n /

bhaktim!"' caiva 'akta' ca durlabhas tvadvidho bhuvi // 22.357 = Bc 6.7

tat pr#to 'smi tav!nena mah!bh!gena karma&! /

d+'yate mayi bh!vo 'ya" phalebhyo 'pi par!,mukhe // 22.358 = Bc 6.8

ko janasya phalasthasya na sy!d iha mukho jana( /

jan#bhavati bh)yi%*ha" svajano [162a] 'pi viparyaye // 22.359 = Bc 6.9

kul!rtha" dh!ryate putra( po%!rtha" sevyate pit! /

!'ay!'li%yate jagann!sti ni%k!ra&! svat! // 22.360 = Bc 6.10

kim uktv! bahu sa"k%ep!t k+ta" me svamahat priyam /

nivartasv!'vam !d!ya sa"pr!pto 'sm#psita" vanam // 22.361 = Bc 6.11

ity uktv! sa mah!b!hur anu'a"sacik#r%ay! /

bh)%a&!ny avamucy!d!n mahya" sa"taptacetase // 22.362 = Bc 6.12

muku*odd#pakarm!&a" ma&im !d!ya bh!svaram /

　　smara vacana" tad +%e( pur!sitasya /

na hi sa divi na cakravartir!jye 

　　k%a&am api v!sayitu" sukhena 'akya( // 22.329 = Bc 8.84

yadi tu n+vara k!rya eva yatnas

　　tvaritam ud!hara y!vad atra y!va( /

bahuvidham iha yuddham astu t!vat

　　tava tanayasya vidhe' ca tasya tasya // 22.330 = Bc 8.85

narapatir api tau 'a'!sa tasm!d 

　　drutam ita eva yuv!m abhipray!tam /

na hi mama h+daya" pray!ti '!nti" 

　　vana'akuner iva putral!lasasya // 22.331 = Bc 8.86

paramam iti narendra'!san!t tau 

　　yayatur am!tyapurohitau vana" tat /

k+tam iti savadh)jana( sad!ro 

　　n+patir api pracak!ra #oka#!ntim // 22.332 = Bc 8.87

tata( 'uddhodano r!j! bh)yo 'py !mantrya chandakam /

!tmajasya prav+tt!nta" sa"pra%*um evam !di'at // 22.333

chandaka mama putrasya tvam eva hi suh+t sakh! /

tan me satya" sam!khy!ya mana( samabhibodhaya // 22.334

katham asau mah!sattvo puradv!r!d dhi nirgata( /

ni'#te ''va" sam!ruhya tamovy!pte kuh!carat // 22.335

id!n#" sa yatir bh)tv! katham eko vane gata( /

kasyar%er !'rame v+k%am)le v! samup!'rita( // 22.336

iti satya" sam!khy!hi yadi me pr#tim icchasi /

suh+d bh+tyo hi satyena vipriya" v!pi pr!vadet // 22.337

ity !di%*a" narendre&a ni'amya chandako rudan /

sv!mina" n+pati" natv! s!ñjalir evam abrav#t // 22.338

ni'#te 'sau bhavatputra( svayam !gatya me pura( /

bahudh! pra&aya" k+tv! samay!cata m!" hayam // 22.339

tasya matv! *manov+tti" p+%*v!ham a'vak!ra&am /

bahu'o y!cyam!no 'pi naivam ad!" haya" cir!t // 22.340

tad! khasthair surai( sarvair bahudh!ha" pracodita( /

*rudann a'vam up!h+tya pr!d!" tasmai mah!tmane // 22.341

ahe%ata haya( proccai( khurair bh)mi" vid!rayat /

aham api mahotkro'ai( sarv!( str#( parya[161b]bodhayam //342

tath!pi t!( striya( sarv! ya'odhar!dayo 'pi hi /

prasv!panamah!nidr!kr!ntendriy! na codit!( // 22.343

'akre&a sahas! dv!ram udgh!*ita" samantata( /
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bruvan v!kyam ida" tasthau s!ditya iva mandara( // 22.363 = Bc 6.13

anena ma&in! chanda pra&amya bahu'o n+pa( /

vijñapyo 'muktavi'rambha" sa"t!paviniv+ttaye // 22.364 = Bc 6.14

jar!mara&an!'!rtha" pravi%*o 'smi tapovanam /

na khalu svargatar%e&a n!snehena na manyun! // 22.365 = Bc 6.15

tad evam abhini%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

bh)tv!pi hi cira" 'le%a( k!lena na bhavi%yati // 22.366 = Bc 6.16

dhruvo yasm!c ca vi'le%as tasm!n mok%!ya me mati( /

viprayoga( katha" na sy!d bh)yo 'pi svajan!dibhi( // 22.367 = Bc 6.17

'okaty!g!ya ni%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

'okahetu%u k!me%u sakt!( 'ocy!s tu r!gi&a( // 22.368 = Bc 6.18

aya" ca kila p)rve%!m asm!ka" ni'caya( sthira( /

iti d!y!dabh)tena na 'ocyo 'smi path! vrajan // 22.369 = Bc 6.19

bhavanti hy arthad!y!d!( puru%asya viparyaye /

p+thivy!" dharmad!y!d! durlabh!s tu na santi v! // 22.370 = Bc 6.20

yad api sy!d asamaye y!to vanam as!v iti /

ak!lo n!sti dharmasya j#vite cañcale sati // 22.371 = Bc 6.21

tasm!d adyaiva me 'reya' cetavyam iti ni'caya( /

j#vite ko hi vi'rambho m+tyau pratyarthini sthite // 22.372 = Bc 6.22

evam!di tvay! saumya vijñapyo me pit! n+pa( /

prayateth!s tath! caiva yath! m!" na smared api // 22.373 = Bc 6.23

api nairgu&yam asm!ka" v!cya" narapatau tvay! /

nairgu&y!t tyajyate sneha( snehaty!g!n na 'ocyate // 22.374 = Bc 6.24

iti v!kyam ida" 'rutv! rudan sa"t!paviklava( /

b!%pagrathitay! v!c! pratyavada" k+t!ñjali( // 22.375 = Bc 6.25

anena tava bh!vena b!ndha[162b]v!y!sad!yin! /

bharta( s#dati me ceto nad#pa,ka iva dvipa( // 22.376 = Bc 6.26

kasya notp!dayed b!%pa" ni'cayas te 'yam #d+'a( /

ayomaye 'pi h+daye ki" puna( snehaviklave // 22.377 = Bc 6.27

vim!na'ayan!rha" hi saukum!ryam ida" kva ca /

kharadarbh!,kuravat# tapovanamah# kva ca // 22.378 = Bc 6.28

'rutv! tu vyavas!ya" te yad a'vo 'ya" may!h+ta( /

bal!tk!re&a tan n!tha daivenaiv!smi k!rita( // 22.379 = Bc 6.29

katha" hy !tmava'o j!nan vyavas!yam ima" tava /

up!nayeya" turaga" 'oka" kapilav!stuna( // 22.380 = Bc 6.30

tan n!rhasi mah!sattva vih!tu" putral!lasam /

snigdha" v+ddha" ca r!j!na" saddharmam iva n!stika( // 22.381 = Bc 6.31

sa"vardhanapari'r!nt!" dvit#y!" t!" ca m!taram /

- 140 -



deva n!rhasi vismartu" k+taghna iva satkriy!m // 22.382 = Bc 6.32

garbhavat#" gu&avart#" kula'l!ghy!" pativrat!m /

dev#m arhasi na tyaktu" kl#ba( pr!pt!m iva 'riyam // 22.383 = Bc 6.33

putra" y!'odhar!garbhe ya'odharmabh+t!" vara( /

b!lamarhasi na tyaktu" vyasan#vottama" ya'a( // 22.384 = Bc 6.34

atha bandhu" ca r!jya" ca tyaktum eva k+t! mati( /

m!" n!rhasi vibho tyaktu" tvatp!dau hi gatir mama // 22.385 = Bc 6.35

n!smi y!tu" pura" 'akto dahyam!nena cetas! /

tv!m ara&ye parityajya sumitra iva r!ghavam // 22.386 = Bc 6.36

ki" hi vak%yati m!" r!j! tvad+te nagara" gatam /

vak%y!my ucitadar'itv!t ki" tav!nta(pur!&i v! // 22.387 = Bc 6.37

yad apy !tth!pi nairgu&ya" v!cya" narapat!v iti /

ki" tad vak%y!my abh)ta" te nirdo%asya muner iva // 22.388 = Bc 6.38

h+dayena salajjena jihvay! sajjam!nay! /

aha" yady api v! br)y!" kas ta" 'raddh!tum arhati // 22.389 = Bc 6.39

yo hi candramasas taik%&ya" kathayec chraddadh#ta v! /

sa do%!"s tava do%ajña kathayec chraddadh#ta v! // 22.390 = Bc 6.40

s!nukro'asya satata" nitya" karu&avedina( /

snigdhaty!go na sad+'o nivartasva pras#da me // 22.391 = Bc 6.41

iti 'ok!bhibh)tasya ni'amya mama bh!%itam /

svastha( paramay! dh+ty! jag!da vadat!" vara( // 22.392 = Bc 6.42

madviyoga" prati cchanda sa"t!pas tyajyat!m ayam /

n!n!bh!vo hi niyata" p+thagj!ti%u dehi%u // 22.393 = Bc 6.43

[163a] svajana" yady api sneh!n na tyajeyam mumuk%ay! /

m+tyur anyonyam ava'!n asm!n sa"ty!jayi%yati // 22.394 = Bc 6.44

mahaty! t+%&ay! du(khair garbhe&!smi yay! dh+ta( /

tasy! ni%phalayatn!y!( kv!ha" m!tu( kva s! mama // 22.395 = Bc 6.45

v!sav+k%e sam!gamya vigacchanti yath!&-aj!( /

niyata" viprayog!ntas tath! bh)tasam!gama( // 22.396 = Bc 6.46

sametya ca yath! bh)yo vyapay!nti bal!hak!( /

sa"yogo viprayoga' ca tath! me pr!&in!" mata( // 22.397 = Bc 6.47

yasm!d y!ti ca loko 'ya" vipralabhya parasparam /

mamatva" na k%ama" tasm!t svapnabh)te sam!game // 22.398 = Bc 6.48

sahajena viyujyante par&ar!ge&a p!dap!( /

anyen!nyasya vi'le%a( ki" punar na bhavi%yati // 22.399 = Bc 6.49

tad eva" sati sa"t!pa" m! k!r%#( saumya gamyat!m /

lambate yadi tu sneho gatv!pi punar !vraja // 22.400 = Bc 6.50

br)y!c c!sm!sv an!k%epa" jana" kapilavastuni /

bruvan v!kyam ida" tasthau s!ditya iva mandara( // 22.363 = Bc 6.13

anena ma&in! chanda pra&amya bahu'o n+pa( /

vijñapyo 'muktavi'rambha" sa"t!paviniv+ttaye // 22.364 = Bc 6.14

jar!mara&an!'!rtha" pravi%*o 'smi tapovanam /

na khalu svargatar%e&a n!snehena na manyun! // 22.365 = Bc 6.15

tad evam abhini%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

bh)tv!pi hi cira" 'le%a( k!lena na bhavi%yati // 22.366 = Bc 6.16

dhruvo yasm!c ca vi'le%as tasm!n mok%!ya me mati( /

viprayoga( katha" na sy!d bh)yo 'pi svajan!dibhi( // 22.367 = Bc 6.17

'okaty!g!ya ni%kr!nta" na m!" 'ocitum arhasi /

'okahetu%u k!me%u sakt!( 'ocy!s tu r!gi&a( // 22.368 = Bc 6.18

aya" ca kila p)rve%!m asm!ka" ni'caya( sthira( /

iti d!y!dabh)tena na 'ocyo 'smi path! vrajan // 22.369 = Bc 6.19

bhavanti hy arthad!y!d!( puru%asya viparyaye /

p+thivy!" dharmad!y!d! durlabh!s tu na santi v! // 22.370 = Bc 6.20

yad api sy!d asamaye y!to vanam as!v iti /

ak!lo n!sti dharmasya j#vite cañcale sati // 22.371 = Bc 6.21

tasm!d adyaiva me 'reya' cetavyam iti ni'caya( /

j#vite ko hi vi'rambho m+tyau pratyarthini sthite // 22.372 = Bc 6.22

evam!di tvay! saumya vijñapyo me pit! n+pa( /

prayateth!s tath! caiva yath! m!" na smared api // 22.373 = Bc 6.23

api nairgu&yam asm!ka" v!cya" narapatau tvay! /

nairgu&y!t tyajyate sneha( snehaty!g!n na 'ocyate // 22.374 = Bc 6.24

iti v!kyam ida" 'rutv! rudan sa"t!paviklava( /

b!%pagrathitay! v!c! pratyavada" k+t!ñjali( // 22.375 = Bc 6.25

anena tava bh!vena b!ndha[162b]v!y!sad!yin! /

bharta( s#dati me ceto nad#pa,ka iva dvipa( // 22.376 = Bc 6.26

kasya notp!dayed b!%pa" ni'cayas te 'yam #d+'a( /

ayomaye 'pi h+daye ki" puna( snehaviklave // 22.377 = Bc 6.27

vim!na'ayan!rha" hi saukum!ryam ida" kva ca /

kharadarbh!,kuravat# tapovanamah# kva ca // 22.378 = Bc 6.28

'rutv! tu vyavas!ya" te yad a'vo 'ya" may!h+ta( /

bal!tk!re&a tan n!tha daivenaiv!smi k!rita( // 22.379 = Bc 6.29

katha" hy !tmava'o j!nan vyavas!yam ima" tava /

up!nayeya" turaga" 'oka" kapilav!stuna( // 22.380 = Bc 6.30

tan n!rhasi mah!sattva vih!tu" putral!lasam /

snigdha" v+ddha" ca r!j!na" saddharmam iva n!stika( // 22.381 = Bc 6.31

sa"vardhanapari'r!nt!" dvit#y!" t!" ca m!taram /
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tyajyat!" tadgata( sneha( 'r)yat!" c!sya ni'caya( // 22.401 = Bc 6.51

k%ipram e%yati v! k+tv! jar!m+tyuk%aya" kila /

ak+t!rtho nir!rambho nidhana" y!syat#ti v! // 22.402 = Bc 6.52

iti bhartur vaca( 'rutv! kanthakas turagottama( /

pr!lihad jihvay! p!dau b!%pam u%&a" vyamuñcata // 22.403 = Bc 6.53

j!lin! svastik!,kena cakramadhyena p!&in! /

!mar'ya sa mah!sattvas tam a'vam abhyabh!%ate // 22.404 = Bc 6.54

muñca kanthaka m! b!%pa" dar'iteya" sada'vat! /

m+%yat!" saphala( '#ghra" 'ramas te 'ya" bhavi%yati // 22.405 = Bc 6.55

ma&itsaru" yan mama hastasa"stha" 

　　tata( sa dh#ro ni'ita" g+h#tv! /

ko'!d asi" k!ñcanabhakticitra" 

　　bil!d iv!'#vi%am *udbabarha // 22.406 = Bc 6.56

ni%k!sya ta" cotpalapattran#la" 

　　chittv! svaya" m)rdhajam !tmana( sa( /

vik#ryam!&!"'ukam antar#k%e 

　　prodak%ipad dha"sam iv!mbur!'au // 22.407 = Bc 6.57

p)j!bhil!%e&a ca b!hum!ny!d

　　divaukasas ta" jag+hu( praviddham /

yath!vad ena" divi devasa,gh! 

　　divyair vidh!nair abhip)jayeyu( // 22.408 = Bc 6.58

muktv! tv ala"k!rakalatravatt!" 

　　'r#viprav!sa" 'irasa' ca k+tv! /

d+%*v!"'uka" k![163b]ñcanaha"sacihna" 

　　vanya" sa dh#ro 'bhicak!,k%a v!sa( // 22.409 = Bc 6.59

tato m+gavy!dhavapur divauk! 

　　bh!va" viditv!sya vi'uddhabh!va( /

k!%!yavastro 'bhiyayau sam#pa" 

　　ta" '!kyar!japrabhavo 'bhyuv!ca // 22.410 = Bc 6.60

'iva" ca k!%!yam +%idhvaja" te 

　　na yujyate hi"sram ida" dhanu' ca /

tat saumya yady asti na saktir atra 

　　mahya" prayacchedam ida" g+h!&a // 22.411 = Bc 6.61

vy!dho 'brav#t k!mada k!mam !r!d

　　anena vi'v!sya m+g!n nihanmi /

arthas tu 'akropama yady anena 

　　hanta prat#cch!naya 'uklam etat // 22.412 = Bc 6.62

pare&a har%e&a tata( sa vanya" 
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　　jagr!ha v!so ''ukam utsasarja /

vy!dhas tu divya" vapur eva bibhrat

　　tac chuklam !d!ya diva" jag!ma // 22.413 = Bc 6.63

tata( sa dh#ro 'py aham enam eva 

　　diva" pray!ta" *hy abhiv#k%ya tatra /

sthitau sacitrau vyavalokantau 

　　c!ra&yake v!sasi s!bhil!%au // 22.414 ≈ Bc 6.64

sa m!' tata( s!'rumukha" vis+jya 

　　k!%!yasa'vid dh+tik#rtibh+t sa( /

yen!'ramas tena yayau mah!tm!  

　　sa"dhy!bhrasa"v#ta iv!drir!ja( // 22.415 = Bc 6.65

tatas tath! bhartari r!jyanisp+he 

　　tapovana" y!ti vivar&av!sasi /

bhujau samutk%ipya rudan sa v!jis

　　tato caran tadgatam!naso 'ham // 22.416 = Bc 6.66

vilokya tam eva ruda'# ca sasvara" 

　　haya" bhuj!bhy!m upaguhya ni%sva#an /

tato nir!'o vilapan muhur muhur

　　yay!mi dehena pura" na cetas! // 22.417 = Bc 6.67

ity eva" sa mah!sattvo bahudh! paribodhya m!" /

samarpya me haya" haste sahas! pr!carad vanam // 22.418

atr!par!dhat! r!jan n!sti me tat pras#datu /

yady asti me 'par!dhatva" tath!pi k%ipyat!" prabho // 22.419

ava'ya" bh!vino bh!v! bhavanti jagat!" bhave /

tad aham atra ki" kury!" kury!t ki" v! bhav!n api // 22.420

daiv!dh#na" jagat sarvam iti matv! pras#datu /

n)na" sa bodhim !s!dya bauddhacary!" sam!caran /

saddharma" samup!de%*u" sas!"ghika ih!caret // 22.421

tad! dharm!m+ta" p#tv! bodhicary!vrata" caran /

sarvasattvahita" k+tv! sa"carat!" sad! sukham // 22.422

eta[164a]tpu&yavip!kena pari'uddhendriyo bhav!n /

api sa"bodhim !s!dya sa"buddhapadam !psyati // 22.423

iti tenodita" 'rutv! tatheti paribodhita( /

sa r!j! 'okasa"t!pa" tyakto dharma" sam!yayau // 22.424

tata( sa n+pati( chanda" sam!ch!dya suv!sas! /

pra&#tai( surasair bhojyai( s!m+tai( samato%ayat // 22.425 　≈ S ii,189.17; M ii,236.1-2

saurasyam api tadbhojya" bhuktv!pi n!bhinandita( /

chandakas ta" prabhu" sm+tv! vidh#rit!'ayo 'carat // 22.426

tyajyat!" tadgata( sneha( 'r)yat!" c!sya ni'caya( // 22.401 = Bc 6.51

k%ipram e%yati v! k+tv! jar!m+tyuk%aya" kila /

ak+t!rtho nir!rambho nidhana" y!syat#ti v! // 22.402 = Bc 6.52

iti bhartur vaca( 'rutv! kanthakas turagottama( /

pr!lihad jihvay! p!dau b!%pam u%&a" vyamuñcata // 22.403 = Bc 6.53

j!lin! svastik!,kena cakramadhyena p!&in! /

!mar'ya sa mah!sattvas tam a'vam abhyabh!%ate // 22.404 = Bc 6.54

muñca kanthaka m! b!%pa" dar'iteya" sada'vat! /

m+%yat!" saphala( '#ghra" 'ramas te 'ya" bhavi%yati // 22.405 = Bc 6.55

ma&itsaru" yan mama hastasa"stha" 

　　tata( sa dh#ro ni'ita" g+h#tv! /

ko'!d asi" k!ñcanabhakticitra" 

　　bil!d iv!'#vi%am *udbabarha // 22.406 = Bc 6.56

ni%k!sya ta" cotpalapattran#la" 

　　chittv! svaya" m)rdhajam !tmana( sa( /

vik#ryam!&!"'ukam antar#k%e 

　　prodak%ipad dha"sam iv!mbur!'au // 22.407 = Bc 6.57

p)j!bhil!%e&a ca b!hum!ny!d

　　divaukasas ta" jag+hu( praviddham /

yath!vad ena" divi devasa,gh! 

　　divyair vidh!nair abhip)jayeyu( // 22.408 = Bc 6.58

muktv! tv ala"k!rakalatravatt!" 

　　'r#viprav!sa" 'irasa' ca k+tv! /

d+%*v!"'uka" k![163b]ñcanaha"sacihna" 

　　vanya" sa dh#ro 'bhicak!,k%a v!sa( // 22.409 = Bc 6.59

tato m+gavy!dhavapur divauk! 

　　bh!va" viditv!sya vi'uddhabh!va( /

k!%!yavastro 'bhiyayau sam#pa" 

　　ta" '!kyar!japrabhavo 'bhyuv!ca // 22.410 = Bc 6.60

'iva" ca k!%!yam +%idhvaja" te 

　　na yujyate hi"sram ida" dhanu' ca /

tat saumya yady asti na saktir atra 

　　mahya" prayacchedam ida" g+h!&a // 22.411 = Bc 6.61

vy!dho 'brav#t k!mada k!mam !r!d

　　anena vi'v!sya m+g!n nihanmi /

arthas tu 'akropama yady anena 

　　hanta prat#cch!naya 'uklam etat // 22.412 = Bc 6.62

pare&a har%e&a tata( sa vanya" 
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tath!'va" kanthaka" c!pi sam#k%ya sa nar!dhipa( /

bhoj!rha" saurasa" bhojya" bhojayitum up!carat // 22.427 　≈ S ii,189.18-190.1; M ii,236.2-4

tadbhojya" kanthako v#k%ya bhoktu" naiv!bhyav!ñchata /

sv!minam eva ta" sm+tv! dhy!tv! tasthau yatir yath! // 22.428

tath!nye mantri&o 'm!ty! api tasya hayasya ca /

sarvapaurasya bhogy!ni purata( sama-haukayan // 22.429

t!ny api so 'sva !lokya naivam bhoktu" samaicchata /

tam eva sv!mina" sm+tv! tasthau s!'ruvilocana( // 22.430

tath!ny!( purik!( sarv!( striyo 'pi ta" hayottamam /

sud)%yakomalair vastrai( sam!cch!dy!bhyamodayan // 22.431 　≈ S ii,190.1-5; M ii,236.4-8

k!'cit tasy!nane ''r)&i pr!m!rjayan suvastrakai( /

k!'cid gr#v!n 'ira( k!'cit k!'cit skandham am!rjayan // 22.432

k!'cid b!h) tath! p+%*ha" sa"dhi" v! tath! par! /

k!'cic ca v!ladhi" tasya hayendrasy!bhyam!rjayan // 22.433

pad!ny api tath! k!'cit tasya *sa*!m amardayan /

k!'cid r!j!rhabhogy!ni pra&#tasuras!ny api // 22.434

sugandhipu%papattr!&i phal!ni vividh!ni ca /

m)la'!kadalaskhandhab#j!disuras!ni ca // 22.435 　≈ S ii,190.5-8; M ii,236.8-11

k!'cit *p!trodak!nekaprak!rasuras!ni ca / 

vividh!ny api p!n!ni k!'cit pañc!m+t!ni ca // 22.436

eva" sarv!( striyas tasya kanthakasya pura( sthit!( /

sarv!&y et!ni bhogy!ni purata( sama-haukayan // 22.437

tata( sarv!( striyas t!' ca kanthaka" ta" hayottamam /

sam#k%ya purata( sthit!( s!daram evam abruvan // 22.438

kanthakem!ni bhogy!ni p!n![164b]ni suras!ni ca /

yathepsita" sam!h+tya sukha" ti%*ha vi%#da m! // 22.439

eva" t!bhir api str#bhi( sarv!bhi( *samud#rita( /

kanthakas t!ni bhogy!ni bhoktu" naiva samaicchata // 22.440

dra%*u" naiva samutsehe kutas tadbhogyapr!'anam /

tam eva sv!mina" sm+tv! tasthau dhy!tv! yatir yath! // 22.441

eva" ta" kanthaka" bhogyani(sp+ha" v#k%ya chandaka( /

purata( samup!'ritya s!daram evam abrav#t // 22.442

kanthaka bhu,k%va bhyogy!ni yatre te rocate mana( /

na hi bhogya" vin! dhairya" k!ye v#rya" ca j#vitam // 22.443

tad #psita" sam!h+tya bhogye%u ca yath!cchay! /

dhairyam !lambya ta" n!tham anusmaran sam!cara // 22.444

ity uktv!pi tridh! tena chandakena sa kanthaka( /

tam ev!nusmaran n!tha" tasth!v adhomukho rudan // 22.445
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eva" sa kanthako 'bhuktv! sv!mina" tam anusmaran /

dhy!tv! deha" parityajya sur!laya" sam!yayau // 22.446 　≈ S ii,190.8-9; M ii,236.11-12

tatra sa 'ikha&-isa"jñasya devasya nandano 'bhavat /

divya'r#mahadai'varyagu&abhadrasukh!nvita( // 22.447 　≈ S ii,190.10-12; M ii,236.13-14

tam a'va" nirgatapr!&a" matv! sa chandako rudan /

sahas! n+pater agre pra&atvaiva" nyavedayat // 22.448

deva sa kanthako bhartu( 'okenaiva m+to 'dhun! /

yath!vidhi tad asy!'u sa"sk!rayitum arhati // 22.449

iti nivedita" tena ni'amya sa n+po rudan /

jan!n !'u sam!mantrya sampa'yann evam !di'at // 22.450 　≈ S ii,190.9-10; M ii,236.12-13

bho jan!( sahas!'vasya kanthakasya 'ar#rakam /

samabhyarcya mah!t#rthe sa"nidh!payata drutam // 22.451

ity !di%*a" narendre&a 'rutv! sarve 'pi te jan!( /

tatheti prativijñapya tato ''vanilaye 'caran // 22.452

tatra te ta" sam!lokya samabhyarcya yath!vidhi /

'ibik!y!" sam!ropya sam!v!hy!nayan bahi( // 22.453

tato n#tv! mah!t#rthe nidh!ya taddhay!'rayam /

caityavat sa"prati%*h!pya mahots!hair ap)jayan // 22.454

tac chrutv!nta(pure sarv!( striyas tacchokat!pit!( /

bh)yo bhartu( sm+tisnehadu(kh!tur! vilepire // 22.455

tath! sa chanda[165a]ko 'py a'va" kanthaka" tam anusmaran /

'ayy!sanasam!s#nas tasthau taddhy!nam!nasa( // 22.456

tanni'i devat! tasya chandakasya pura(sthit! /

bhavati kanthako devaputra iti sam!di'at // 22.457

eva" taddevat!di%*a" 'rutv! sa vismay!nvita( /

chandaka( pr!tar utth!ya dhy!tvaiva" samacintayat // 22.458

aho yad devat!di%*a" tat satya" bhavati dhruvam /

iti ni'citya tacchoka" tyaktv! sa chandako mudan // 22.459

tata( sa chandako gatv! sahas! n+pate( pura( /

sarvam etat prav+tt!nta" vistare&a nyavedayat // 22.460

r!j!pi tadvaca( 'rutv! satyam iti vicintayan /

tacchokadu(kham uts+jya mudam !p!bhibodhita( // 22.461

tata( sa chandaka' c!nta(pure gatv! ya'odhar!m /

dev#" natv! pura(sthitv! s!ñjalir evam abrav#t // 22.462

devi 'oka" k+th! m!tra sa"pras#da prabodhit! /

yad devat! samup!s+tya mamaiva" vadate ni'i // 22.463

kanthako 'sau mah!bh!gadevaputro maharddhim!n /

divya'r#mahadai'varyasukha" bhuktv! 'bhimodate // 22.464

tath!'va" kanthaka" c!pi sam#k%ya sa nar!dhipa( /

bhoj!rha" saurasa" bhojya" bhojayitum up!carat // 22.427 　≈ S ii,189.18-190.1; M ii,236.2-4

tadbhojya" kanthako v#k%ya bhoktu" naiv!bhyav!ñchata /

sv!minam eva ta" sm+tv! dhy!tv! tasthau yatir yath! // 22.428

tath!nye mantri&o 'm!ty! api tasya hayasya ca /

sarvapaurasya bhogy!ni purata( sama-haukayan // 22.429

t!ny api so 'sva !lokya naivam bhoktu" samaicchata /

tam eva sv!mina" sm+tv! tasthau s!'ruvilocana( // 22.430

tath!ny!( purik!( sarv!( striyo 'pi ta" hayottamam /

sud)%yakomalair vastrai( sam!cch!dy!bhyamodayan // 22.431 　≈ S ii,190.1-5; M ii,236.4-8

k!'cit tasy!nane ''r)&i pr!m!rjayan suvastrakai( /

k!'cid gr#v!n 'ira( k!'cit k!'cit skandham am!rjayan // 22.432

k!'cid b!h) tath! p+%*ha" sa"dhi" v! tath! par! /

k!'cic ca v!ladhi" tasya hayendrasy!bhyam!rjayan // 22.433

pad!ny api tath! k!'cit tasya *sa*!m amardayan /

k!'cid r!j!rhabhogy!ni pra&#tasuras!ny api // 22.434

sugandhipu%papattr!&i phal!ni vividh!ni ca /

m)la'!kadalaskhandhab#j!disuras!ni ca // 22.435 　≈ S ii,190.5-8; M ii,236.8-11

k!'cit *p!trodak!nekaprak!rasuras!ni ca / 

vividh!ny api p!n!ni k!'cit pañc!m+t!ni ca // 22.436

eva" sarv!( striyas tasya kanthakasya pura( sthit!( /

sarv!&y et!ni bhogy!ni purata( sama-haukayan // 22.437

tata( sarv!( striyas t!' ca kanthaka" ta" hayottamam /

sam#k%ya purata( sthit!( s!daram evam abruvan // 22.438

kanthakem!ni bhogy!ni p!n![164b]ni suras!ni ca /

yathepsita" sam!h+tya sukha" ti%*ha vi%#da m! // 22.439

eva" t!bhir api str#bhi( sarv!bhi( *samud#rita( /

kanthakas t!ni bhogy!ni bhoktu" naiva samaicchata // 22.440

dra%*u" naiva samutsehe kutas tadbhogyapr!'anam /

tam eva sv!mina" sm+tv! tasthau dhy!tv! yatir yath! // 22.441

eva" ta" kanthaka" bhogyani(sp+ha" v#k%ya chandaka( /

purata( samup!'ritya s!daram evam abrav#t // 22.442

kanthaka bhu,k%va bhyogy!ni yatre te rocate mana( /

na hi bhogya" vin! dhairya" k!ye v#rya" ca j#vitam // 22.443

tad #psita" sam!h+tya bhogye%u ca yath!cchay! /

dhairyam !lambya ta" n!tham anusmaran sam!cara // 22.444

ity uktv!pi tridh! tena chandakena sa kanthaka( /

tam ev!nusmaran n!tha" tasth!v adhomukho rudan // 22.445
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devatay! sam!di%*a" satyam iti vicintayan /

bhavaty! api tacchokavinod!rtham ida" vade // 22.465

tac choka" m! k+th! devi pras#da sampramodit! /

drak%ase hy acir!n n)na" bodhipr!ptam ih!gatam // 22.466

ye suk+t!nugant!ra( 'ocitavy! na te bhave /

so 'pi pu&y!bhirakt!tm! tac choka" m! k+th!( puna( // 22.467

m!tur garbhe pravi%*o 'smatsa"j!te 'pi samantata( /

nirutp!ta" 'ubhots!ha" sam!caran nirantaram // 22.468

eva" tasmin mah!bh!ge ni%kr!nte 'pi vih!yasi /

nirutp!ta" 'ubhots!ha" pr!vartata nirantaram // 22.469

s!psarastrida'air sarvai( sarvair lok!dhipair api /

p)jyam!no mahots!hai( st)yam!no 'bhinandita( // 22.470

bh!sayan sa mah!bhijña( kurvan bhadra" samantata( /

sa"bodhipra&idhi" k+tv! pr!caran trijagaddhite // 22.471

n)na" sa bodhim !s!dya sa"buddha( 'r!vak!nvita( /

ih!gatya jagadbhadra" saddharma" samup!di[165b]'et // 22.472

tad! tasya jagadbhartur jagacch!stur jagadguro( /

'ara&e bhajana" k+tv! dharma" 'rutv! mud!cara // 22.473

etatpu&yavip!kena tvam apy eva" sam+ddhim!n /

n)na" sa"bodhim !s!dya sa"buddho 'pi bhavi%yasi // 22.474

ye tasya trijagacch!stur jagadbhadrajagatprabho( /

'ara&e bhajana" k+tv! dharma" 'rutv!'rayanty api // 22.475

te sarve vimal!tm!no pari'uddhatrima&-al!( /

bodhisattv! mah!bhijñ! bhadra'r#sadgu&!'ray!( // 22.477

krame&a bodhisa"bh!ra" p)rayitv! jagaddhite /

arhanto bodhim !s!dya sa"buddhapadam !pnuyu( // 22.477

iti devi parijñ!ya tyaktv! 'oka*vi%!dat!m /

tatsm+tibhajana" k+tv! sa"carasva sam!hit! // 22.478

iti tenodita" 'rutv! ya'odhar! prabodhit! /

sa"sm+tibhajana" k+tv! bhartur eva sam!carat // 22.479

tath!nta(purik!( sarv!( striyo m!t!pi gautam# /

chandakasya vaca( 'rutv! prabodhit! prasedire // 22.480

iti me guru&!di%*a" pur! yath! mayocyate /

tvam apy eva" mah!sattva sa"'r!vaya praj! api // 22.481

etatpu&yavip!kena tvam apy evam vi'uddhadh#( /

bodhisattvo mah!sattvo bhadra'r#sadgu&!'raya( // 22.482

krame&a bodhisa"bh!ra" p)rayitv! carañ chubhe /

arhan sa"bodhim !s!dya sa"buddho 'pi bhavi%yati // 22.483
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iti '!st! sam!di%*a" 'rutv!'oko n+po {or: 'rutv!nando yatir} mud! /

tathety abhyanumoditv! pr!bhyanandat sapar%ada( // 22.484

// iti chandakanivartanasarv!nta(purik!'okavinodanakanthakasvarg!bhirohanaparivarto 

n!ma dv!vi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( //

　Apparatus criticus of the chapter 22

1a ath!*'oko *mah#pati(] ex coni: ath!nando mah!sattva( A2 B.

3c *ken!sau] ex coni: ten!sau A2 D || *jñ!to] ex coni: jñ!n! A2 D.

7a *any! api priy!(] ex coni: anye 'pi priy!( A (metre!).

8b mah!mate] D: mah!mate( A2.

9c a'oka" *tatsabh!ṃ] ex coni: a['o]kaṃ t!tsabh! A2: asm!ka" ta" sabh!" D.

10a '+nv a'oka] corr.: '+&u a'oka A2 D.

11c °prabh!vato] D: °prabh!vat!] A2.

11e pr!gdv!ra ev!pithita(] A2: pr!gdv!ra' caiva pithita( D.

12c *n!pa'yad] ex coni: s!pa'yad A2: s!par!pa D.

12e apa'yant#] D: apa'yant! A2.

14c *kva pray!si] ex coni: k+pay!si A2 D.

15b sarv!(] D: sarv! A2.

16c sarv!'] corr.: sarv!n A2: sarv! D. 

18b tyaktv!*sm!ñ *chara&asthit!n] ex coni: tyaktv!sm! chara&e sthit!n A2: tyaktv!sy! chara&e

sthit!n D.

19c vyalapan] corr.: vyalapad D: vyapacad A2.

21a *)r)] ex coni: uru A2 D.

21c *b!h)] ex coni: b!hu A2 D. 

21d t!-ayantyo] D: t!-ayanty! A2.

22b avak#ry!°] A2: avat#ry!° D.

22d *viluñcantya'] ex coni (cf. LV): vilapantya' A2 D.

23b °*b!hava(] ex coni.: °v!hana( A2 D.

23d utkro'antyo] corr.: utkro'anty! A2 D.

24a k!'cid rudan pradh!vantyo] D: pradh!vantyo rudan k!'cid A2.

24d d+%*!(] corr. d+%*! D: d+%*v! A2.

26d k!'cid *viv+tt!k%yo] ex coni: k!'ci v+ttok%yo A2: k!'cid viv+ttok%o D.

27a n!n!vidh!°] D: t! t! vidh!° A2.

30a *bhartry!] ex coni: bhartt! A2 D.

30d 'carat] D: 'carata A2.

31a samup!s+tya] D: sa"mukh! s+tya A2.

devatay! sam!di%*a" satyam iti vicintayan /

bhavaty! api tacchokavinod!rtham ida" vade // 22.465

tac choka" m! k+th! devi pras#da sampramodit! /

drak%ase hy acir!n n)na" bodhipr!ptam ih!gatam // 22.466

ye suk+t!nugant!ra( 'ocitavy! na te bhave /

so 'pi pu&y!bhirakt!tm! tac choka" m! k+th!( puna( // 22.467

m!tur garbhe pravi%*o 'smatsa"j!te 'pi samantata( /

nirutp!ta" 'ubhots!ha" sam!caran nirantaram // 22.468

eva" tasmin mah!bh!ge ni%kr!nte 'pi vih!yasi /

nirutp!ta" 'ubhots!ha" pr!vartata nirantaram // 22.469

s!psarastrida'air sarvai( sarvair lok!dhipair api /

p)jyam!no mahots!hai( st)yam!no 'bhinandita( // 22.470

bh!sayan sa mah!bhijña( kurvan bhadra" samantata( /

sa"bodhipra&idhi" k+tv! pr!caran trijagaddhite // 22.471

n)na" sa bodhim !s!dya sa"buddha( 'r!vak!nvita( /

ih!gatya jagadbhadra" saddharma" samup!di[165b]'et // 22.472

tad! tasya jagadbhartur jagacch!stur jagadguro( /

'ara&e bhajana" k+tv! dharma" 'rutv! mud!cara // 22.473

etatpu&yavip!kena tvam apy eva" sam+ddhim!n /

n)na" sa"bodhim !s!dya sa"buddho 'pi bhavi%yasi // 22.474

ye tasya trijagacch!stur jagadbhadrajagatprabho( /

'ara&e bhajana" k+tv! dharma" 'rutv!'rayanty api // 22.475

te sarve vimal!tm!no pari'uddhatrima&-al!( /

bodhisattv! mah!bhijñ! bhadra'r#sadgu&!'ray!( // 22.477

krame&a bodhisa"bh!ra" p)rayitv! jagaddhite /

arhanto bodhim !s!dya sa"buddhapadam !pnuyu( // 22.477

iti devi parijñ!ya tyaktv! 'oka*vi%!dat!m /

tatsm+tibhajana" k+tv! sa"carasva sam!hit! // 22.478

iti tenodita" 'rutv! ya'odhar! prabodhit! /

sa"sm+tibhajana" k+tv! bhartur eva sam!carat // 22.479

tath!nta(purik!( sarv!( striyo m!t!pi gautam# /

chandakasya vaca( 'rutv! prabodhit! prasedire // 22.480

iti me guru&!di%*a" pur! yath! mayocyate /

tvam apy eva" mah!sattva sa"'r!vaya praj! api // 22.481

etatpu&yavip!kena tvam apy evam vi'uddhadh#( /

bodhisattvo mah!sattvo bhadra'r#sadgu&!'raya( // 22.482

krame&a bodhisa"bh!ra" p)rayitv! carañ chubhe /

arhan sa"bodhim !s!dya sa"buddho 'pi bhavi%yati // 22.483

- 147 -



31b vilapant#"] corr.: vilapant# A2 D.

31d pura(sthit!] corr.: purasthit! A2 D.

32d ta ih!gat!] corr.: te ih!gat!( D: te ih!rgat! A2.

33b prarudant#] D: pradudant# A2.

33d kiñ cin na] D: kiñ cin na" A2.

35c kuh!s#no] corr.: kuh!s#n! A2 D.

36ab it#ya" sv!min# bhartur adar'an!t] corr.: it#ya" sv!min# bhartta" na dar'an!t D: iti ya"

sv!min# bhartu" na dar'an!t A2.

37c rudanti] D: rudant# A2.

38b sahas!gat!] corr.: sahas!gata( A2 D.

38d rudanty evam] corr.: rudantyaivam A2 D.

39b 'dhun!] D: 'dhuno A2.

41b ni'amya] corr.: nisamya A2 D.

42ab ce*#prayatn!t *s!cir!d *!ptasvacetan!] ce*#prayatn!tm! cira" d!hopacetan#" A2: ce*#pray-

atn!tm! cir!d !sopacetan! D.

42c kva pray!tas] D: ko pray!tas A2.

43c jar!kr!nt!"] corr.: jar!" kr!nt!" A2 D.

45b vir!ga*dar'an! k%a&am] ex coni: vir!gadar'a&ak%a&a" A2: vir!tadar'ana" k%a&a" D.

46b bh!ry!( k!nt! ramopam!(] corr.: bh!ry! k!nt! ramopam!( A2: bh!ry! k!nt! ramoyam!( D.

48b *r!jye 'dhun!] ex coni: r!jo 'dhun! A2 D.

49b r!jya'r#°] corr.: r!jya( 'r#° A2 D.

49d as)n tyajet] corr.: asun tyajet D: as)k tyajet A2.

50c n)na" te] A2: n)na" ta" D.

55c tyaktv!] A2: tpaktk! D.

57c yad eva"] A2: yady eva" D. 

57d y!sye] corr.: yasye A2 D.

58b prabodhayan] corr.: prabodhayat_ A2 D.

60b ce*ya(] corr.: ce*y! A2 D.

64a bhaginya(] A2: bhaginya D.

65b samup!'rit!(] corr.: samup!'rit! A2: samup!'rita( D.

66c ni%kr!nto] A2: ni%kr!nt! D.

67d nyavedayat] corr.: nyavedayan D. –– The text of A2 for the 'lokas 67-68 is clearly damaged,

so I read it using text of D instead of A2.

82a tata( sarvatra] corr.: tatas sarvatra A.

91d m!rgayata] m!garyata A: m!garyyata D || mam!tmaja" A: sam!tmaja" D.

98c tat sarve] A: tat sarva" D.

99b sam!d+%*v!] A: sam!p+%*v! D.

106c samety!'u] A: samaity!'u D.
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114b puna( A: pura( D.

121a g+h#tvema" A: g+h#tveya" D.

127d tadudy!na A: tadudy!ne D.

155d vivarit!(] A: vicerita( D.  Cf. Lalitavistara 15.116a, "'akre&a dv!r! vivarita yantrayukt!(". 

168a °v!hanta(] A (metri causa = °vahanta(): °v!hanta D.

169c mud!k!'!t] A: mud!k!'!n D.

181d samarpyaiva"] A: samarpyaiva D.

196c p+thivy!" t!"] corr.: p+thivy!"s t!n A D.

200c k!'ika"] A: kau'ika" D.

201d tato 'carad] corr.: tato caran A D.

202d sa"bh!sayan] A: sa"bh!%ayan D.

204a m! k+th!(] corr.: m! k+th! A D.

205c vi%#dat!"] corr.: vi%#dat! (or vi%!dat!) A.

205d sa"sidhyet] corr.: sa"sidhye A.

206c °ti%*hata] corr.: °ti%*hata( A D.

206e t!ni c!bhara&!ny] D: t!ny !bhara&!ny A.

208c *ce*y ek!] ex coni: cai*yaik! A: ce*ik! D.

215d !'rayat] A: !'raya( D.

222c sah!k%i&#] A, sah!k%#&i D.

224d vanditastuta(] A: vanditastute( D.

229a dharma eva] A: dharmam eva D.

231a sa"bodhi" sa] A: sa"bodhi" ca B.

251a t!vad] A: y!vad D.

280d *samam] ex coni: mana A(ante corr.): mana( A(post corr.) D.

282c pr!llikhan] corr.: pr!llikhad A D.

289c °diksam!loka"] B: °dik[sam]!loka" A.

291b *pravrajy!vrata*sa"bh+ta"] ex coni: pravrajya vratasa"bh+te A: pravrajya

vratasa"bh+'a" D.

293a k!mak!ro] D: k!ma"k!ro A.

297b °p+thagm)°] A. (Cf. Bc 8.52 p+tha,m); Cowell °p+thagm)°)

299c y!tas] A. (Cf. Bc 8.54 gatas)

302c ev!bhyudito] A. (Cf. Bc 8.57 ev!bhyucito; Cowell ev!bhyudito)

303b °ni(svanai(] A. (Cf. Bc 8.58 °nisvanai()

305d gargada°] sic A. (Cf. Bc 8.60 gadgada°)

307d tath! sa] A. (Cf. Bc 8.62 tath! hi; Cowell tath! sa)

308c parito] A. (Cf. Bc 8.63 parato)

309b priye 'py !kalaha"] A. (Cf. Bc 8.64 priyer%y!kalaha"; Cowell priye 'py !kalaha")

312c d!rako] A. (Cf. Bc 8.67 r!hulo)

31b vilapant#"] corr.: vilapant# A2 D.

31d pura(sthit!] corr.: purasthit! A2 D.

32d ta ih!gat!] corr.: te ih!gat!( D: te ih!rgat! A2.

33b prarudant#] D: pradudant# A2.

33d kiñ cin na] D: kiñ cin na" A2.

35c kuh!s#no] corr.: kuh!s#n! A2 D.

36ab it#ya" sv!min# bhartur adar'an!t] corr.: it#ya" sv!min# bhartta" na dar'an!t D: iti ya"

sv!min# bhartu" na dar'an!t A2.

37c rudanti] D: rudant# A2.

38b sahas!gat!] corr.: sahas!gata( A2 D.

38d rudanty evam] corr.: rudantyaivam A2 D.

39b 'dhun!] D: 'dhuno A2.

41b ni'amya] corr.: nisamya A2 D.

42ab ce*#prayatn!t *s!cir!d *!ptasvacetan!] ce*#prayatn!tm! cira" d!hopacetan#" A2: ce*#pray-

atn!tm! cir!d !sopacetan! D.

42c kva pray!tas] D: ko pray!tas A2.

43c jar!kr!nt!"] corr.: jar!" kr!nt!" A2 D.

45b vir!ga*dar'an! k%a&am] ex coni: vir!gadar'a&ak%a&a" A2: vir!tadar'ana" k%a&a" D.

46b bh!ry!( k!nt! ramopam!(] corr.: bh!ry! k!nt! ramopam!( A2: bh!ry! k!nt! ramoyam!( D.

48b *r!jye 'dhun!] ex coni: r!jo 'dhun! A2 D.

49b r!jya'r#°] corr.: r!jya( 'r#° A2 D.

49d as)n tyajet] corr.: asun tyajet D: as)k tyajet A2.

50c n)na" te] A2: n)na" ta" D.

55c tyaktv!] A2: tpaktk! D.

57c yad eva"] A2: yady eva" D. 

57d y!sye] corr.: yasye A2 D.

58b prabodhayan] corr.: prabodhayat_ A2 D.

60b ce*ya(] corr.: ce*y! A2 D.

64a bhaginya(] A2: bhaginya D.

65b samup!'rit!(] corr.: samup!'rit! A2: samup!'rita( D.

66c ni%kr!nto] A2: ni%kr!nt! D.

67d nyavedayat] corr.: nyavedayan D. –– The text of A2 for the 'lokas 67-68 is clearly damaged,

so I read it using text of D instead of A2.

82a tata( sarvatra] corr.: tatas sarvatra A.

91d m!rgayata] m!garyata A: m!garyyata D || mam!tmaja" A: sam!tmaja" D.

98c tat sarve] A: tat sarva" D.

99b sam!d+%*v!] A: sam!p+%*v! D.

106c samety!'u] A: samaity!'u D.
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320c batai%a] A. (Cf. Bc 8.75 vane sa)

325c hi tat] A. (Cf. Bc 8.80 hi ta"; Cowell hi te)

327c avadh+tam] A. (Cf. Bc 8.82 samadh+tam; Cowell avadh+tam)

328d bahavo hi n+p! van!ny abh#yu(] A. (Cf. Bc 8.83 bahavo n+p! van!ny at#yu(; Cowell bahavo

hi n+p! van!ny abh#yu()

331a api tau] A. (Cf. Bc 8.86 atha tau)

331c pray!ti] corr.: pr!y!nti A (metre!). (Cf. Bc 8.86 pray!ti)

332d 'oka'!ntim] A. (Cf. Bc 8.87 'e%ak!ryam)

340a *manov+tti"] ex coni: man!v+tti" A D.

341c *rudann a'vam] ex coni (cf. 153c): rudada'vam A D.

346b hayara'mi"] corr.: hayara'mi A: haya"rasmi D 

348b °v+%*i( prac!rit!] corr.: °v+%*i( prac!rit!( A: °v+%*iprac!rita( D.

352 note] The exact same strophe is found in TJAM 21.427.

354c tato m!" c!vad!t] A. (Cf. Bc 6.4 chandaka" c!brav#t)

354 note] ≒ TJAM 21.436 (largely identical)

355a t!rk%yamah!vega"] A. (Cf. Bc 6.5 t!rk%yopamajava")

355 note] ≒ TJAM 21.437 (largely identical)

356d 'akta eva] A. (Cf. Bc 6.6 'aktir eva; Cowell 'akta eva)

356 note] = TJAM 21.438 (the same strophe)

357 note] = TJAM 21.439 (the same strophe)

358c d+'yate] A. (Cf. Bc 6.8 yasya te; Cowell d+'yate)

358d par!,mukhe] sic A. (Cf. Bc 6.8 par!,mukha(; Cowell par!,mukhe)

358 note] = TJAM 21.440 (the same strophe)

359b iha mukho] A. (Cf. Bc 6.9 abhimukho)

360c !'ay!'li%yate] A. (Cf. Bc 6.10 !'ay!c chli%yati ; Cowell !'ay!'li%yate)

360 note] = TJAM 21.442 (the same strophe)

361b svamahat] A. (Cf. Bc 6.11 sumahat)

361d vanam] A. (Cf. Bc 6.11 padam; Cowell vanam)

361 note] = TJAM 21.443 (the same strophe)

362b anu'a"sa°] corr.: !n+'a"sa° A. (cf. Bc 6.12 anu'a"sa°; TJAM 21.444 anusa"sa°)

362cd avamucy!d!n mahya" sa"taptacetase] A. (Cf. Bc 6.12 avamucy!smai sa"taptamanase

dadau)

362 note] = TJAM 21.444 (the same strophe)

363a muku*odd#paka°] A. (Cf. Bc 6.13 muku*!d d#paka°; Cowell muku*odd#ptak°)

363 note] = TJAM 21.445 (the same strophe)

364c vijñapyo] A. (Cf. Bc 6.14 vijñ!pyo)

364 note] = TJAM 21.446 (the same strophe)

365a jar!mara&a°] A. (Cf. Bc 6.15 janmamara&a°; Cowell jar!mara&a°)
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365b tapovanam] corr.: tapovane A. (cf. Bc 6.15 and TJAM 21.447 tapovanam)

365 note] = TJAM 21.447 (the same strophe)

366 note] = TJAM 21.448 (the same strophe)

367d svajan!dibhi(] A. (Cf. Bc 6.17 svajan!d iti; Cowell svajan!dibhi()

367 note] = TJAM 21.449 (the same strophe)

368 note] = TJAM 21.450 (the same strophe)

369c d!y!da°] A. (Cf. Bc 6.19 d!y!dya°; Cowell d!y!da°)

369 note] = TJAM 21.451 (the same strophe)

370c d!y!d!] A. (Cf. Bc 6.20 d!y!d!(; Cowell d!y!d!)

370 note] = TJAM 21.452 (the same strophe)

371 note] = TJAM 21.453 (the same strophe)

372 note] = TJAM 21.454 (the same strophe)

373b vijñapyo me pit! n+pa(] A. (Cf. Bc 6.23 vijñ!pyo vasudh!dhipa()

373 note] = TJAM 21.455 (the same strophe)

374 note] = TJAM 21.456 (the same strophe)

375b rudan] A. (Cf. Bc 6.25 chanda()

375d pratyavada"] A. (Cf. Bc 6.25 pratyuv!ca)

375 note] ≒ TJAM 21.457 (largely identical)

376 note] = TJAM 21.458 (the same strophe)

377 note] = TJAM 21.459 (the same strophe)

378 note] = TJAM 21.460 (the same strophe)

379 note] = TJAM 21.461 (the same strophe)

380 note] = TJAM 21.462 (the same strophe)

381a mah!sattva] A. (Cf. Bc 6.31 mah!b!ho)

381 note] = TJAM 21.463 (the same strophe)

382c deva] A. (Cf. Bc 6.32 dev#"; Cowell deva)

382 note] = TJAM 21.464 (the same strophe)

383a garbhavat#"] A. (Cf. Bc 6.33 b!laputr!")

383 note] = TJAM 21.465 (the same strophe)

384a y!'odhar!garbhe] A2. (Cf. Bc 6.34 y!'odhara" 'l!ghya")

384b vara(] sic A2. (Cf. Bc 6.34 varam; Cowell vara()

384 note] = TJAM 21.466 (the same strophe)

385 note] = TJAM 21.467 (the same strophe)

386d sumitra] A. (Cf. Bc 6.34 sumantra; Cowell sumitra)

386 note] ≒ TJAM 21.468 (largely identical)

387 note] = TJAM 21.469 (the same strophe)

388 note] = TJAM 21.470 (the same strophe)

389d ta" 'raddh!tum] sic A. (Cf. Bc 6.39 tac chraddh!tum)

320c batai%a] A. (Cf. Bc 8.75 vane sa)

325c hi tat] A. (Cf. Bc 8.80 hi ta"; Cowell hi te)

327c avadh+tam] A. (Cf. Bc 8.82 samadh+tam; Cowell avadh+tam)

328d bahavo hi n+p! van!ny abh#yu(] A. (Cf. Bc 8.83 bahavo n+p! van!ny at#yu(; Cowell bahavo

hi n+p! van!ny abh#yu()

331a api tau] A. (Cf. Bc 8.86 atha tau)

331c pray!ti] corr.: pr!y!nti A (metre!). (Cf. Bc 8.86 pray!ti)

332d 'oka'!ntim] A. (Cf. Bc 8.87 'e%ak!ryam)

340a *manov+tti"] ex coni: man!v+tti" A D.

341c *rudann a'vam] ex coni (cf. 153c): rudada'vam A D.

346b hayara'mi"] corr.: hayara'mi A: haya"rasmi D 

348b °v+%*i( prac!rit!] corr.: °v+%*i( prac!rit!( A: °v+%*iprac!rita( D.

352 note] The exact same strophe is found in TJAM 21.427.

354c tato m!" c!vad!t] A. (Cf. Bc 6.4 chandaka" c!brav#t)

354 note] ≒ TJAM 21.436 (largely identical)

355a t!rk%yamah!vega"] A. (Cf. Bc 6.5 t!rk%yopamajava")

355 note] ≒ TJAM 21.437 (largely identical)

356d 'akta eva] A. (Cf. Bc 6.6 'aktir eva; Cowell 'akta eva)

356 note] = TJAM 21.438 (the same strophe)

357 note] = TJAM 21.439 (the same strophe)

358c d+'yate] A. (Cf. Bc 6.8 yasya te; Cowell d+'yate)

358d par!,mukhe] sic A. (Cf. Bc 6.8 par!,mukha(; Cowell par!,mukhe)

358 note] = TJAM 21.440 (the same strophe)

359b iha mukho] A. (Cf. Bc 6.9 abhimukho)

360c !'ay!'li%yate] A. (Cf. Bc 6.10 !'ay!c chli%yati ; Cowell !'ay!'li%yate)

360 note] = TJAM 21.442 (the same strophe)

361b svamahat] A. (Cf. Bc 6.11 sumahat)

361d vanam] A. (Cf. Bc 6.11 padam; Cowell vanam)

361 note] = TJAM 21.443 (the same strophe)

362b anu'a"sa°] corr.: !n+'a"sa° A. (cf. Bc 6.12 anu'a"sa°; TJAM 21.444 anusa"sa°)

362cd avamucy!d!n mahya" sa"taptacetase] A. (Cf. Bc 6.12 avamucy!smai sa"taptamanase

dadau)

362 note] = TJAM 21.444 (the same strophe)

363a muku*odd#paka°] A. (Cf. Bc 6.13 muku*!d d#paka°; Cowell muku*odd#ptak°)

363 note] = TJAM 21.445 (the same strophe)

364c vijñapyo] A. (Cf. Bc 6.14 vijñ!pyo)

364 note] = TJAM 21.446 (the same strophe)

365a jar!mara&a°] A. (Cf. Bc 6.15 janmamara&a°; Cowell jar!mara&a°)
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389 note] = TJAM 21.471 (the same strophe)

390 note] = TJAM 21.472 (the same strophe)

391 note] = TJAM 21.473 (the same strophe)

392b ni'amya mama] A. (Cf. Bc 6.42 'rutv! chandasya)

392 note] ≒ TJAM 21.474 (almost identical)

393 note] = TJAM 21.475 (the same strophe)

394b tyajeya" mumuk%ay!] A. (Cf. Bc 6.44 tyajeyam aha" svayam; Cowell tyajeya"

mumuk%ay!)

394 note] = TJAM 21.476 (the same strophe)

395 note] = TJAM 21.477 (the same strophe)

396 note] = TJAM 21.478 (the same strophe)

397 note] = TJAM 21.479 (the same strophe)

398b parasparam] sic A: para"param Bc. 6.48

398 note] = TJAM 21.480 (the same strophe)

399 note] = TJAM 21.481 (the same strophe)

400c yadi tu sneho] corr.: yadi sneho A (metre!).  (cf. Bc 6.50 and TJAM 21.482)

400 note] = TJAM 21.482 (the same strophe)

401a br)y!c c!sm!sv an!k%epa"] A. (Cf. Bc 6.51 br)y!' c!smatk+t!pek%a")

401b °vastuni] A. (Cf. Bc 6.51 °v!stuni; Cowell °vastuni)

401c tyajyat!"] corr. (cf. Bc 6.51): tyajat!" A. 

401 note] = TJAM 21.483 (the same strophe)

402b jar!m+tyu°] A. (Cf. Bc 6.52 janmam+tyu°)

402 note] = TJAM 21.484 (the same strophe)

403a bhartur] A. (Cf. Bc 6.53 tasya)

403c pr!lihaj jihvay!] A. (Cf. Bc 6.53 jihvay! lilihe)

403d vyamuñcata] A. (Cf. Bc 6.53 mumoca ca)

403 note] = TJAM 21.485 (the same strophe)

404cd !mar'ya sa mah!sattvas tam a'vam abhyabh!%ata] A. (Cf. Bc 6.54 !mamar'a kum!ras ta"

babh!%e ca vayasyavat)

404 note] = TJAM 21.486 (the same strophe)

405 note] = TJAM 21.487 (the same strophe)

406a yan mama] A. (Cf. Bc 6.56 chandaka)

406d *udbabarha] ex coni; urddhabarha( A. (Cf. Bc 6.56 udbabarha)

406 note] ≒ TJAM 21.488 (almost identical)

407b chitv! svaya" m)rdhajam !tmana(] A. (Cf. Bc 6.57 ciccheda citra" muku*a" sake'am)

407d prodak%ipad dha"sam iv!mbur!'au] A. (Cf. Bc 6.57 cik%epa caina" saras#va ha"sam)

407 note] = TJAM 21.489 (the same strophe)
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408d vidh!nair abhip)jayeyu(] A. (Cf. Bc 6.58 vi'e%air mahay!" ca cakru(; TJAM 21.490 vid-

h!nair abhip)jya cakru( A2)

408 note] = TJAM 21.490 (almost identical)

409 note] = TJAM 21.493 (the same strophe)

410 note] = TJAM 21.494 (the same strophe)

411a °dhvaja"] sic A. (Cf. Bc 6.61 °dhvajas)

411 note] ≒ TJAM 21.495 (almost identical)

412b nihanmi] A(post corr. marg.): nihatya A(ante corr.). (Cf. Bc 6.62 nihanmi; Cowell nihatya;

TJAM 21.496 nihatya)

412 note] ≒ TJAM 21.496 (almost identical)

413 note] = TJAM 21.497 (the same strophe)

414b pray!ta" *hy abhiv#k%ya] ex coni: pray!tam abhiv#k%ya A D (metre!).

414 note] cf. TJAM 21.498 (somewhat similar strophe)

415a sa m!"] A. (Cf. Bc 6.65 chanda")

415b k!%!yasa"vid] A. (Cf. Bc 6.65 k!%!yasa"bh+d)

415d iv!drir!ja(] A. (Cf. Bc 6.65 ivo-ur!ja(; Cowell iv!drir!ja()

416c rudan sa v!jis] A. (Cf. Bc 6.66 tata( sa v!ji+bh+d)

416d tato caran tadgatam!naso 'ham] A. (Cf. Bc 6.66 bh+'a" vicukro'a pap!ta ca k%itau)

417a tam eva ruda"' ca] A. (Cf. Bc 6.67 bh)ya' ca ruroda)

417b ni(sva'an] A. (Cf. Bc 6.67 kanthakam)

417d yay!mi dehena] A. (Cf. Bc 6.67 yayau 'ar#re&a)

422b caran] D: can_ A.

425b suv!sas!] A: subh!sas! D.

436a *p!trodak!neka] ex coni; p!dak!neka A (metre!).

440b *samud#rita(] corr.: samud#ri A: samud#rito A(marg.).

442b ni(sp+ha"] corr.: nisp+ha" A.

455a °nta(pure] corr.: °ntapure A D.

470c mahots!hai(] corr.: mahots!hai A.

481ab iti me guru&!di%*a" pur! yath! mayocyate] A(marg.): iti me p)rvakarmeda" s!"prata"

[..] mayocyate A: iti me p)rvakarmmedam !vrata" mas mayocyate D.

(Colophon:)　 iti chandaka°] A: iti 'r#lalitavistare chandaka° A(marg.) D || dv!vi"'atitamo] A:

vi"'atitamo D.

　　『チャンダカが帰還してすべての後宮の女たちの悲しみを慰め、カンタカが昇天し
た』という第22章

389 note] = TJAM 21.471 (the same strophe)

390 note] = TJAM 21.472 (the same strophe)

391 note] = TJAM 21.473 (the same strophe)

392b ni'amya mama] A. (Cf. Bc 6.42 'rutv! chandasya)

392 note] ≒ TJAM 21.474 (almost identical)

393 note] = TJAM 21.475 (the same strophe)

394b tyajeya" mumuk%ay!] A. (Cf. Bc 6.44 tyajeyam aha" svayam; Cowell tyajeya"

mumuk%ay!)

394 note] = TJAM 21.476 (the same strophe)

395 note] = TJAM 21.477 (the same strophe)

396 note] = TJAM 21.478 (the same strophe)

397 note] = TJAM 21.479 (the same strophe)

398b parasparam] sic A: para"param Bc. 6.48

398 note] = TJAM 21.480 (the same strophe)

399 note] = TJAM 21.481 (the same strophe)

400c yadi tu sneho] corr.: yadi sneho A (metre!).  (cf. Bc 6.50 and TJAM 21.482)

400 note] = TJAM 21.482 (the same strophe)

401a br)y!c c!sm!sv an!k%epa"] A. (Cf. Bc 6.51 br)y!' c!smatk+t!pek%a")

401b °vastuni] A. (Cf. Bc 6.51 °v!stuni; Cowell °vastuni)

401c tyajyat!"] corr. (cf. Bc 6.51): tyajat!" A. 

401 note] = TJAM 21.483 (the same strophe)

402b jar!m+tyu°] A. (Cf. Bc 6.52 janmam+tyu°)

402 note] = TJAM 21.484 (the same strophe)

403a bhartur] A. (Cf. Bc 6.53 tasya)

403c pr!lihaj jihvay!] A. (Cf. Bc 6.53 jihvay! lilihe)

403d vyamuñcata] A. (Cf. Bc 6.53 mumoca ca)

403 note] = TJAM 21.485 (the same strophe)

404cd !mar'ya sa mah!sattvas tam a'vam abhyabh!%ata] A. (Cf. Bc 6.54 !mamar'a kum!ras ta"

babh!%e ca vayasyavat)

404 note] = TJAM 21.486 (the same strophe)

405 note] = TJAM 21.487 (the same strophe)

406a yan mama] A. (Cf. Bc 6.56 chandaka)

406d *udbabarha] ex coni; urddhabarha( A. (Cf. Bc 6.56 udbabarha)

406 note] ≒ TJAM 21.488 (almost identical)

407b chitv! svaya" m)rdhajam !tmana(] A. (Cf. Bc 6.57 ciccheda citra" muku*a" sake'am)

407d prodak%ipad dha"sam iv!mbur!'au] A. (Cf. Bc 6.57 cik%epa caina" saras#va ha"sam)

407 note] = TJAM 21.489 (the same strophe)
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　さて大地の守護者アショーカは合掌してそばに赴き、かの世尊・阿羅漢に再び拝礼し
て、次のように言った。 (22.1)

　世尊よ、かの大士（菩薩）はその後どこへ行かれたのでしょうか。たった一人で出家
して、どこの隠遁地に身を寄せられたのでしょうか。 (22.2)

　また彼が後宮を捨てて城外へ出離された時、彼が城から出たことを最初に知ったの
は誰でしょうか。 (22.3)

　また寝台に横たわっていたヤショーダラーはいつ目を覚まし、かの夫がいないのを
見て、いかに動揺したのでしょうか。 (22.4)

　また父王シュッドーダナも、息子が去ったことを知り、どのように悲しみの火に焼か
れ、心を乱されたのでしょうか。 (22.5)

　また母君ガウタミーも、息子が去ったことを聞いて、どのように愛情と悲しみの火に
焼かれて激しく嘆いたのでしょうか。 (22.6)

　他の愛された妻たちも、愛する夫が出離したことを聞いて、悲しみの火に焼かれ、ど
のように激しく嘆いたのでしょうか。 (22.7)

　大智の尊き方よ、これらの事のすべてをお語り下さい。私たちにもその悲しみが生
じるように、聞く娯しみをお与え下さい」 (22.8)

　かの王による求めを聞いて、その大智慧の阿羅漢は、アショーカとその集会を見渡し
て、次のように語り出した。 (22.9)

　専心して聞きなさい、アショーカよ。私の師が語った通りに、私はあなたに語ろう。
アショーカよ、これを聞いてしばしの娯しみとしなさい。 (22.10)

　　かくの如くである。かの大士（菩薩）が都城の外へと出離する時、インドラ神の力
によって諸門が閉じられ、東門（吉祥の門）だけがシンドゥーラの花で飾られて開いて
いた。 (22.11)

　その時、寝台にいたヤショーダラーは目を覚まし、急いで起き上がったが、どこに
も夫の姿が見えなかった。自分の部屋にいないので、外を見ようと歩み出た。 (22.12)

　開け放たれた門を彼女は見て、『あの方はきっと出て行かれた』と確信すると、迷
悶した心でかのヤショーダラーは倒れた。 (22.13)

　その後しばらく経って彼女は起き上がり、あたりを見回し、『ああ、わが君、あなた
はどこへ行ったのです。戻ってきて』と言い、激しく泣いた。 (22.14)

　その嘆きの声を聞いて、美しい妻たちは皆目を覚まし、急いで起き上がるとゴー
パー（ヤショーダラー）の部屋に駆けつけた。 (22.15)

　その場に彼女たちの主人（菩薩）の姿がどこにも見当たらなかったので、彼女たちは
皆、惑乱した状態となって、根元から切り倒された木々のように地上に倒れた。 (22.16)

　その後、侍女たちの介抱により彼女らはようやく意識を取り戻し、主人のことを思
い出しては、狂ったように嘆き悲しんだ。 (22.17)

　「ああ、わが主、どこに行ってしまったの、あなただけを依り処としている私たちを
見捨てて。主よ、戻ってきて。可愛がってくれたことを思い出して、お顔を見せて」
(22.18)
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　或る女たちは両腕で髪をかき乱して激しく泣き嘆き、或る女たちは衣で顔を覆いなが
ら激しく泣いた。 (22.19)

　或る女たちは両腕で自らの頭を打ち叩きながら嘆き、或る女たちは両のこぶしで胸
を打ち叩きながら激しく泣いた。 (22.20)

　或る女たちは両腕で自分の両の腿を叩きながら泣き嘆き、或る女たちは自分の掌で
両の上腕を叩きながら激しく泣いた。 (22.21)

　打ちのめされた心の或る女たちは自分の頭の上に砂塵をふりかけ、また髪を振り乱
した或る女たちは、髪の毛をむしり取った。 (22.22)

　或る女たちは足を投げ上げ、或る女たちは腕を差し上げ、或る女たちは立ち上がった
まま大声を張り上げて嘆き悲しんだ。 (22.23)

　或る女たちは泣きながら走り、また［或る女たちは］まるで毒を塗られて死んだよう
になった。或る女たちは全身を震わせ、或る女たちは互いに見つめ合った。 (22.24)

　或る女たちは風に折られた木のように地面に倒れ伏し、［或る女たちは］網から投
げ上げられた魚のように地の上で展転し、 (22.25)

　或る女たちは仰向いた顔で、また或る女たちは顔をうつ向け、或る女たちは顔を背
け、或る女たちは顔を斜めに傾け、或る女たちは目を剥いて、嘆き悲しんだ。 (22.26)

　このように、ひどく心を乱したすべての女たちが様々な姿でひたすら主のことを思い
出し、その名前を呼びつつ泣き叫んだ。 (22.27)

　その泣き嘆く声を耳にして、プラジャーパティーは目を覚まし、急いで起き上がる
と、侍女を呼んでこう言った。 (22.28)

　「これはどうしたことでしょう。後宮内に泣き嘆く声の響きがあります。それを聞い
て、何が起きたかよく見て、急いでここに戻ってきなさい」 (22.29)

　そう女主人プラジャーパティーが命じたのを聞いて、その侍女は『承知いたしまし
た』と答え、急いで後宮へと歩みを進めた。 (22.30)

　其処で彼女は泣き嘆いているヤショーダラーに近づくと、観察して、彼女の前に立っ
て礼拝し、こう尋ねた。 (22.31)

　「お方様、ヤショーダラー奥様、なぜそのように泣いておられるのですか。ガウタ
ミー奥様から私はその理由を尋ねるよう遣わされて、ここに参りました」 (22.32)

　そう、その侍女に言われても、号泣し続けるヤショーダラーは、ただその侍女を見
つめるだけで、何も答えなかった。 (22.33)

　するとゴーパー付きの別の侍女たちがそこに近づいて来て、プラジャーパティーの侍
女にこう言った。 (22.34)

　「姉様、この方の夫君たる旦那様が後宮におられません。出離されたのか、それと
もどこかにおられるのか、今は全く見当たらないのです。 (22.35)

　それで、この奥様はどこを探してもかの旦那様のお姿が見えないため、出離されたの
ではないかと不安に襲われ、このように嘆いて泣いておられるのです。」 (22.36)

　この方の泣き声を聞いて、これらの方々もまた目を覚まし、皆、旦那様が出離され
たという不安に襲われ、今、激しく泣いているのです」 (22.37)

　さて大地の守護者アショーカは合掌してそばに赴き、かの世尊・阿羅漢に再び拝礼し
て、次のように言った。 (22.1)

　世尊よ、かの大士（菩薩）はその後どこへ行かれたのでしょうか。たった一人で出家
して、どこの隠遁地に身を寄せられたのでしょうか。 (22.2)

　また彼が後宮を捨てて城外へ出離された時、彼が城から出たことを最初に知ったの
は誰でしょうか。 (22.3)

　また寝台に横たわっていたヤショーダラーはいつ目を覚まし、かの夫がいないのを
見て、いかに動揺したのでしょうか。 (22.4)

　また父王シュッドーダナも、息子が去ったことを知り、どのように悲しみの火に焼か
れ、心を乱されたのでしょうか。 (22.5)

　また母君ガウタミーも、息子が去ったことを聞いて、どのように愛情と悲しみの火に
焼かれて激しく嘆いたのでしょうか。 (22.6)

　他の愛された妻たちも、愛する夫が出離したことを聞いて、悲しみの火に焼かれ、ど
のように激しく嘆いたのでしょうか。 (22.7)

　大智の尊き方よ、これらの事のすべてをお語り下さい。私たちにもその悲しみが生
じるように、聞く娯しみをお与え下さい」 (22.8)

　かの王による求めを聞いて、その大智慧の阿羅漢は、アショーカとその集会を見渡し
て、次のように語り出した。 (22.9)

　専心して聞きなさい、アショーカよ。私の師が語った通りに、私はあなたに語ろう。
アショーカよ、これを聞いてしばしの娯しみとしなさい。 (22.10)

　　かくの如くである。かの大士（菩薩）が都城の外へと出離する時、インドラ神の力
によって諸門が閉じられ、東門（吉祥の門）だけがシンドゥーラの花で飾られて開いて
いた。 (22.11)

　その時、寝台にいたヤショーダラーは目を覚まし、急いで起き上がったが、どこに
も夫の姿が見えなかった。自分の部屋にいないので、外を見ようと歩み出た。 (22.12)

　開け放たれた門を彼女は見て、『あの方はきっと出て行かれた』と確信すると、迷
悶した心でかのヤショーダラーは倒れた。 (22.13)

　その後しばらく経って彼女は起き上がり、あたりを見回し、『ああ、わが君、あなた
はどこへ行ったのです。戻ってきて』と言い、激しく泣いた。 (22.14)

　その嘆きの声を聞いて、美しい妻たちは皆目を覚まし、急いで起き上がるとゴー
パー（ヤショーダラー）の部屋に駆けつけた。 (22.15)

　その場に彼女たちの主人（菩薩）の姿がどこにも見当たらなかったので、彼女たちは
皆、惑乱した状態となって、根元から切り倒された木々のように地上に倒れた。 (22.16)

　その後、侍女たちの介抱により彼女らはようやく意識を取り戻し、主人のことを思
い出しては、狂ったように嘆き悲しんだ。 (22.17)

　「ああ、わが主、どこに行ってしまったの、あなただけを依り処としている私たちを
見捨てて。主よ、戻ってきて。可愛がってくれたことを思い出して、お顔を見せて」
(22.18)
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　その彼女の言葉を聞くと、急いでその侍女は戻って、ガウタミーの前に進み出て、泣
きながらこう告げた。 (22.38)

　「奥様、あなたのご愛息は、今、後宮におられません。ゴーパー様は彼女の夫の姿が
見えないため、嘆いて泣いております。 (22.39)

　あの方の嘆きの声を聞いて、すべての妃たちも目を覚ましましたが、旦那様の姿が見
えないため、同じように激しく泣き、取り乱しております。」 (22.40)

　その侍女がそう語ったのを聞き、プラジャーパティーは『ああ、なんと』と泣き叫ん
で、嘆きながら、地面に倒れ伏した。 (22.41)

　その後、侍女たちの介抱によって彼女はようやく意識を取り戻すと、『ああ、私の命
よ、どこへ行ったの。戻ってきておくれ』と激しく嘆き悲しんだ。 (22.42)

「ああ、お前は私の命よりも大切な存在。お前のほか息子はいない。そのことを思い
出し、老いに蝕まれたこの母のもとへ、すぐに戻っておくれ。 (22.43)

　ああ、息子よ、どうしてお前は諸感官が衰えた私を捨てて、たった一人無慈悲にどこ
かへ行くのか。お前の顔を見せておくれ。 (22.44)

　ああ、王子よ、どうして私は無情の眼で見られることに一瞬でも堪えられようか、そ
れなら私の心はきっと今すぐにでも死ぬことを望む。 (22.45)

　ああ、我が命よ、女神のように美しいこれらのお前の妻たちを、欲しくない草のよう
に捨てて、今どこへ行くというのか。 (22.46)

　この王国の偉大なる栄耀・繁栄・幸福の完全達成を打ち捨てて、他にどんな幸せを
見ながら、どこへ行こうというのか。善き心の者よ。 (22.47)

　ああ、インドラを凌いで光り輝く者よ、今、誰がこの王国にいるというのか。誰が
常に慈しみを持って人々を見て、保護できるというのか。
　お前の父たる王様は年老いて、王国での栄耀や快楽に関心がなくなった。お前の離
別という大きな悲しみの火に焼かれ、命を捨ててしまわれることだろう。 (22.49)

　お前の妻たるヤショーダラーも、お前なしでどうして生きていけるだろう。お前の思
い出を抱いたまま、命を捨てて冥府に赴くことだろう。 (22.50)

　これらのお前の美しい妻たちも、お前の望みに従ってきた者たちだ。愛の苦しみと
いう火に焼かれ、お前を欠いては生きていけないだろう。 (22.51)

　大臣や顧問官や家来たち、そして都民など、下に生きる者たちは、勝れた人よ、お前
の法による統治なしに、どのようにやってゆけるのか。 (22.52)

　この地で誰が、乞い求める人たちに望み通りの物を与えて満足させるだろうか。あ
の哀れな貧窮者たちはきっと誰もが希望をうち砕かれ、死王の許へ赴くだろう。
(22.53)

　きっとあの敵である者たちは皆、大喜びの振舞いをなし、友人たちは今や誰もが大
きな歓びを失ってしまうことだろう。 (22.54)

　ああ、運命よ、どうしてこのようにあの占相師たちの言葉は嘘となったのか。至高の
王たる栄光を捨てて、お前が出家行者になることを欲するなんて。 (22.55)
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　ああ、われら一族のすべての主たち（先祖の神）は無慈悲だ。自分たちが慕うあの王
子が道ならぬ道に行くのを放置し、我らを守ろうとしないとは。 (22.56)

　ああ、運命よ、私はいつの生においてどんな罪を犯したというのか。このように息子
への悲しみの火に焼かれて、ヤマの住処（冥府）に赴くことになるとは。 (22.57)

　私はこれから誰を依り処とすればよいのか、誰が私を諭し、守ってくれるのか。こう
してあの息子のことだけを思い出しながら、私は死にたい」 (22.58)

　このようにかの母ガウタミーは、長い間激しく嘆いて泣き続け、息子との別離という
悲しみの火に焼かれ、地面に倒れ伏した。 (22.59)

　彼女が地面に倒れたのを見て、すべての侍女たちは立ち上がり、すぐさま彼女を抱き
しめ、大きな声で嘆き悲しんだ。 (22.60)

　その嘆きの声を聞いて、シュッドーダナ王は目を覚まし、急いで起き上がると、部下
を呼んでこう命じた。 (22.61)

「後宮で大きな異変が、嘆きの声が起こっている。それ故すぐに行って、聞き、状況を
見て、すぐ戻ってきなさい。」 (22.62)

　王がそう命じるのを聞くと、その部下は『承知いたしました』と答え、急いで後宮
へ行き、侍女に尋ねた。 (22.63)

　「さあ、ご婦人がた、ここであなた方は皆、なぜひどく取り乱しているのか。あなた
方が大声で嘆いて泣いているそのわけを話しなさい」 (22.64)

　そう、その部下から尋ねられ、侍女たちは彼のそばに近づくと、すぐにその部下に
話しかけ、声を潜めてこう言った。 (22.65)

　「よきお方よ、サルヴァールタシッダ副王様がここにおられません。出離されたの
か、或いはどこかにおられるのか、探しても見つからないのです」 (22.66)

　その侍女の言葉を聞くとすぐにその部下は王の前に行き、泣きつつこう報告した。
(22.67)

　「王よ、あのサルヴァールタシッダ副王様がおられません。後宮の至るところが探
されておりますが、そこに見つかりません」 (22.68)

　その言葉を聞くと、シュッドーダナ王は嘆きながらすぐに後宮へ行き、ガウタミーに
こう尋ねた。 (22.69)

　「いつ出て行ったのか。なぜお前は見ていなかったのか。これほど大勢の者がいな
がら、ただの一人も見ていないとは、信じがたいことだ」 (22.70)

　夫である王がそう言うのを聞いてプラジャーパティーは起き上がり、夫の蓮華の両足
を拝すと、再び地面に倒れた。 (22.71)

　彼女が地面に倒れたのを見て王はすぐに自ら抱きかかえて起こし、慰めてこう言っ
た。 (22.72)

　「悲しんではならぬ。しっかりと心を保ち、落ち着きなさい。なぜそのように絶望す
るのか。私が至る所を捜索させて、必ず彼の姿を示してあげよう」 (22.73)

　王たる夫がそう言ったのを聞いて、かのガウタミーは激しく泣きながら、王を見つ
め、拝してから、こう言った。 (22.74)

　その彼女の言葉を聞くと、急いでその侍女は戻って、ガウタミーの前に進み出て、泣
きながらこう告げた。 (22.38)

　「奥様、あなたのご愛息は、今、後宮におられません。ゴーパー様は彼女の夫の姿が
見えないため、嘆いて泣いております。 (22.39)

　あの方の嘆きの声を聞いて、すべての妃たちも目を覚ましましたが、旦那様の姿が見
えないため、同じように激しく泣き、取り乱しております。」 (22.40)

　その侍女がそう語ったのを聞き、プラジャーパティーは『ああ、なんと』と泣き叫ん
で、嘆きながら、地面に倒れ伏した。 (22.41)

　その後、侍女たちの介抱によって彼女はようやく意識を取り戻すと、『ああ、私の命
よ、どこへ行ったの。戻ってきておくれ』と激しく嘆き悲しんだ。 (22.42)

「ああ、お前は私の命よりも大切な存在。お前のほか息子はいない。そのことを思い
出し、老いに蝕まれたこの母のもとへ、すぐに戻っておくれ。 (22.43)

　ああ、息子よ、どうしてお前は諸感官が衰えた私を捨てて、たった一人無慈悲にどこ
かへ行くのか。お前の顔を見せておくれ。 (22.44)

　ああ、王子よ、どうして私は無情の眼で見られることに一瞬でも堪えられようか、そ
れなら私の心はきっと今すぐにでも死ぬことを望む。 (22.45)

　ああ、我が命よ、女神のように美しいこれらのお前の妻たちを、欲しくない草のよう
に捨てて、今どこへ行くというのか。 (22.46)

　この王国の偉大なる栄耀・繁栄・幸福の完全達成を打ち捨てて、他にどんな幸せを
見ながら、どこへ行こうというのか。善き心の者よ。 (22.47)

　ああ、インドラを凌いで光り輝く者よ、今、誰がこの王国にいるというのか。誰が
常に慈しみを持って人々を見て、保護できるというのか。
　お前の父たる王様は年老いて、王国での栄耀や快楽に関心がなくなった。お前の離
別という大きな悲しみの火に焼かれ、命を捨ててしまわれることだろう。 (22.49)

　お前の妻たるヤショーダラーも、お前なしでどうして生きていけるだろう。お前の思
い出を抱いたまま、命を捨てて冥府に赴くことだろう。 (22.50)

　これらのお前の美しい妻たちも、お前の望みに従ってきた者たちだ。愛の苦しみと
いう火に焼かれ、お前を欠いては生きていけないだろう。 (22.51)

　大臣や顧問官や家来たち、そして都民など、下に生きる者たちは、勝れた人よ、お前
の法による統治なしに、どのようにやってゆけるのか。 (22.52)

　この地で誰が、乞い求める人たちに望み通りの物を与えて満足させるだろうか。あ
の哀れな貧窮者たちはきっと誰もが希望をうち砕かれ、死王の許へ赴くだろう。
(22.53)

　きっとあの敵である者たちは皆、大喜びの振舞いをなし、友人たちは今や誰もが大
きな歓びを失ってしまうことだろう。 (22.54)

　ああ、運命よ、どうしてこのようにあの占相師たちの言葉は嘘となったのか。至高の
王たる栄光を捨てて、お前が出家行者になることを欲するなんて。 (22.55)
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　「ああ、わが主、すぐにあの子を連れてきて、私にお見せ下さい。王よ、どうか早く
息子に会わせて、私を何も欠けるところのない幸せな女にして下さい。 (22.75)

　大王よ、どうかあなたの息子を、この都でも、あちこちの都城でも、村々でも、森
や園林でも、あらゆる所を今すぐ捜索させてください。 (22.76)

　息子が見つからない限り、私は食事を摂りません。乗り物にも、寝台にも、寝椅子
の上にも乗りません。 (22.77)

　もし私が息子を見ることを叶えていただけないのであれば、王よ、私はあの子のこ
とだけを思い出しながら、今死んでしまいたいのです。 (22.78)

　「王よ、もし私に対して情けや同情、愛情があるのなら、どうか私自身の命にも等
しい息子を今すぐ至る所で捜索させて下さい」 (22.79)

　妻のその言葉を聞き、シュッドーダナ王は泣いてすぐに王の顧問官や大臣たちを呼び
寄せ、こう命令した。 (22.80)

　「聞きなさい、顧問官・大臣たちよ。私の息子がここにおらぬ。見て確認し、都城
のすべての門を速やかに閉じよ。 (22.81)

　それからすべての家々、遊楽の園林、森林、また諸宗教の道場や保護所、旅の休息小
屋、 (22.82)

　あらゆる寺院、樹々の下、林の中や空き家に至るまで、くまなく四方八方を捜索せ
よ」 (22.83)

　そう王が命じるのを聞いて、すべての王の顧問官や大臣たち、家来を伴う家臣たち
は『承知いたしました』と言って、そこから動き出した。 (22.84)

　命じられた通りに彼らはすぐに行ってすべての都城の門が閉じられているのを見て確
認した上で、四方八方を捜索し始めた。 (22.85)

　遊楽の園林、森林、庭園、樹々、旅の休息小屋、宗教者の宿泊所や道場、空き家ま
で、 (22.86)

　あらゆる場所をくまなく探したが、どこにも彼を見つけることができず、皆が王の許
へと戻ってきた。 (22.87)

　彼らは皆、シュッドーダナ王の蓮華の両足を拝すると、王を見つめてこう報告した。
(22.88)

　「閣下、あらゆる所を探しましたが、この都城では見つけられませんでした。かの
大士、あなた様の御子息は、すでに出離されたのでしょう」 (22.89)

　この彼らの報告を聞き、王シュッドーダナは嘆きながら、すぐに騎兵たちを呼び寄
せ、彼らを見つめてこう命じた。 (22.90)

　「騎兵たちよ、お前たちは皆、急いで都城より出よ。外のあらゆる場所でわが息子
を捜索せよ。 (22.91)

　あらゆる場所をよく見て探し、彼を捉えて、すぐに連れ戻せ。見つかるまで、誰一人
ここに戻ってきてはならぬ」 (22.92)

　王がそう命じるのを聞いて、彼らは皆『承知いたしました』と言い、俊足の馬に跨っ
て、急いで都城から出て行った。 (22.93)
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　都城の外に出た彼らは、四方を見渡して隈なくよく探したが、どこにも彼を見つけ
ることは出来なかった。 (22.94)

　その後彼らは皆疲れ果ててしまい、あらゆる方角から戻ってきて王の前に進み出て、
拝し、こう報告した。 (22.95)

　「王よ、あらゆる場所を隈なく探しましたが、あなた様の御子息はどこにも見つか
りませんでした」 (22.96)

　その言葉を聞くと、シュッドーダナ王は嘆きながら再び彼らを呼び集め、皆にこう命
じた。 (22.97)

　「『あの方は東門から出たはずだ』と賢者たちが教示した。それ故、皆、急いで吉
祥の門（東門）から出て進め。 (22.98)

　「急いでその門を出て、人々をもよく見て、四方を見渡し、隈なく捜索せよ。
(22.99)

　どこにも見つからぬ間は、戻って来てはならぬ。皆、彼がいる場所へ急いで向かえ。
(22.100)

　其処で彼に近づいてから、懸命に説得し、力ずくで掴まえてでも何としても、速やか
に連れ戻せ」 (22.101)

　王がそのように命じるのを聞いて、それらすべての家来たちは「承知いたしました」
と答え、直ちにそこから出発した。 (22.102)

　彼らはそれぞれの馬に乗り、吉祥の門（東門）から速やかに外に出た。すると道の上
に天上の花々が撒き散らされているのを見た。 (22.103)

　それらの花々を見て、彼らは皆驚きに満たされて、「きっとあの方はここを通って出
離されたのだ」と考えた。 (22.104)

　その後その大臣たちも皆、「あの方は確かにここから出てゆかれたのだ」と話し合
い、よく見回しながら、馬たちを駆り立てて走らせた。 (22.105)

　その後彼らが遠くまで進むと、やって来るチャンダカを発見し、皆がすぐに集まっ
て、丁重に次のように尋ねた。 (22.106)

　「チャンダカ、君は一体どこから来たのか。王子はどこへ行かれたのか。この起こっ
たことの事実を詳しく語ってほしい」 (22.107)

　彼らの求めを聞いて、それらの人たちの前に立っていたチャンダカは、涙で目を潤ま
せながら、彼らを見つめてこう言った。 (22.108)

　「勝れた方々、お聞きください。話すべきことを短くまとめて申し上げますと、あの
方は神々に励まされながら、真夜中に空を通って出て行かれたのです。 (22.109)

　そして夜明け頃にヴァシシュタ大仙の隠棲処の近くに到着されました。其処で神々と
お別れになったあの方は、髪を自ら剣で切り落とされました。 (22.110)

　その後、猟師から与えられた袈裟衣を身に纏い、出家の禁戒を守りながら出家行
者、感官を制御した阿羅漢となったのです。 (22.111)

　仙人たちと会うため、あの方は苦行の森に進んでゆかれました。私は確かにそれを
見届け、その後引き返してきたのです。 (22.112)

　「ああ、わが主、すぐにあの子を連れてきて、私にお見せ下さい。王よ、どうか早く
息子に会わせて、私を何も欠けるところのない幸せな女にして下さい。 (22.75)

　大王よ、どうかあなたの息子を、この都でも、あちこちの都城でも、村々でも、森
や園林でも、あらゆる所を今すぐ捜索させてください。 (22.76)

　息子が見つからない限り、私は食事を摂りません。乗り物にも、寝台にも、寝椅子
の上にも乗りません。 (22.77)

　もし私が息子を見ることを叶えていただけないのであれば、王よ、私はあの子のこ
とだけを思い出しながら、今死んでしまいたいのです。 (22.78)

　「王よ、もし私に対して情けや同情、愛情があるのなら、どうか私自身の命にも等
しい息子を今すぐ至る所で捜索させて下さい」 (22.79)

　妻のその言葉を聞き、シュッドーダナ王は泣いてすぐに王の顧問官や大臣たちを呼び
寄せ、こう命令した。 (22.80)

　「聞きなさい、顧問官・大臣たちよ。私の息子がここにおらぬ。見て確認し、都城
のすべての門を速やかに閉じよ。 (22.81)

　それからすべての家々、遊楽の園林、森林、また諸宗教の道場や保護所、旅の休息小
屋、 (22.82)

　あらゆる寺院、樹々の下、林の中や空き家に至るまで、くまなく四方八方を捜索せ
よ」 (22.83)

　そう王が命じるのを聞いて、すべての王の顧問官や大臣たち、家来を伴う家臣たち
は『承知いたしました』と言って、そこから動き出した。 (22.84)

　命じられた通りに彼らはすぐに行ってすべての都城の門が閉じられているのを見て確
認した上で、四方八方を捜索し始めた。 (22.85)

　遊楽の園林、森林、庭園、樹々、旅の休息小屋、宗教者の宿泊所や道場、空き家ま
で、 (22.86)

　あらゆる場所をくまなく探したが、どこにも彼を見つけることができず、皆が王の許
へと戻ってきた。 (22.87)

　彼らは皆、シュッドーダナ王の蓮華の両足を拝すると、王を見つめてこう報告した。
(22.88)

　「閣下、あらゆる所を探しましたが、この都城では見つけられませんでした。かの
大士、あなた様の御子息は、すでに出離されたのでしょう」 (22.89)

　この彼らの報告を聞き、王シュッドーダナは嘆きながら、すぐに騎兵たちを呼び寄
せ、彼らを見つめてこう命じた。 (22.90)

　「騎兵たちよ、お前たちは皆、急いで都城より出よ。外のあらゆる場所でわが息子
を捜索せよ。 (22.91)

　あらゆる場所をよく見て探し、彼を捉えて、すぐに連れ戻せ。見つかるまで、誰一人
ここに戻ってきてはならぬ」 (22.92)

　王がそう命じるのを聞いて、彼らは皆『承知いたしました』と言い、俊足の馬に跨っ
て、急いで都城から出て行った。 (22.93)
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　これらの装身具とこの馬を、あの方が自ら私に与えられました。ご父母にわかってい
ただくため、わが主によって遣わされて私はここに戻って参りました」 (22.113)

　彼がそのように語ったのを聞き、彼らは皆、装身具のすべてと馬を見てから、再び
チャンダカにこう言った。 (22.114)

　「チャンダカ、あの方が行かれた場所から我々は強引に彼を連れ戻すことができると
思うか」 (22.115)

　彼らが尋ねた言葉を聞くと、チャンダカはこう答えた。「強い意志を持つあの方を説
得できる者は誰もいません。 (22.116)

　心堅固で不退転であるあの方は、このようにおっしゃったのです、『菩提を得るまで
は、私はここへは戻らない。 (22.117)

　しかし菩提が得られたら、ここで最初に私の親族や親しい人々のために私は正法を
説くであろう』と。 (22.118)

　決心がかたくて、堅固な精進力をお持ちになるあの方がこのように言ったからに
は、言った通りに真実となるのであって、決して他のようにはなりはしないでしょう」
(22.119)

　彼がそう語ったのを聞いて、期待が潰えた彼らは皆、チャンダカと馬王を見ながら、
こう言った。 (22.120)

　「チャンダカよ、この馬と全ての装身具を持って、ゆっくり後から来い。我々は急い
で戻ることにする」 (22.121)

　そう言って彼らはすぐに集合し、そこから皆で出発した。速やかに馬に乗って急いで
都へと戻っていった。 (22.122)

　彼らはその都で大地の主たるシュッドーダナ王のもとに近づくと、皆でその両足を拝
して、御前に控えた。 (22.123)

　其処で彼らはチャンダカが語った通りの全ての出来事を報告し、その王を慰め、励ま
そうとした。 (22.124)

　その出来事の話を聞くと、プラジャーパティーやヤショーダラー、全ての妻たちや侍
女たちも、再びまた激しく泣き嘆いた。 (22.125)

　都の人々も皆それを伝え聞くと、妻や息子や娘と共に、「ああ、わが君、我らを捨
ててどこへ行ってしまわれたのか」と言って泣き嘆いた。 (22.126)

　その頃、チャンダカは馬を連れてその地に戻ってきて、憂悩した心でそこの園林に坐
り込んだ。 (22.127)

　チャンダカが馬と一緒に戻って来たのを見て、園林の番人は直ちに王の前で跪拝する
と、このように報告した。 (22.128)

　「大王様、あのチャンダカが馬を連れてここに戻って来ております。園林に坐り込
み、恐怖心を抱いてとどまっております。」 (22.129)

　その言葉を聞くと、人王シュッドーダナは直ちに家来たちを呼び、再びこのように命
じた。 (22.130)
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　「すぐ園林に行き、馬と共に戻って来たチャンダカを呼び出し、説得してこの私の前
に連れてきなさい」 (22.131)

　王がそう命じるのを聞き、園林の番人は「承知いたしました」と答え、直ちに園林
の中に入った。 (22.132)

　そこから彼は急いでチャンダカのもとに行くと、彼を説得して、馬と一緒に王の前に
恭しく連れてきた。 (22.133)

　その場でチャンダカは馬と一緒に王の前に進み、泣きながら王の両足に跪拝すると、
悩苦する心で、控えた。 (22.134)

　するとその王は馬を伴ったチャンダカが泣いているのを見て、丁寧に息子の身に起
こった事をこのように尋ねた。 (22.135)

　「チャンダカよ、事実を語りなさい。わが愛するあの息子は、いつ、どのようにして
出離をなし、今どこに進んでいるのか。」 (22.136)

　王がそう命じるのを聞くと、チャンダカは泣きながら王に深くお辞儀をして、うつむ
きながらこう話した。 (22.137)

　「大王よ、お赦し下さい。私に過失はないのです。私が詳しく語りますこの出来事を
どうかお聞き下さい。 (22.138)

　真夜中に、あの大士は自ら私を前にお呼びになり、『チャンダカよ、直ちに私に馬を
与えよ』と、お頼みになったのです。 (22.139)

　そのように馬をお頼みになったのを聞き、私は礼拝し、合掌して、その気高い方を見
つめ、丁寧にお尋ねいたしました。 (22.140)

　「御主人様、真夜中にここで馬をお求めになるのは何のためでしょうか。全ての人
が眠っていますが、あなた様はどこへ行こうと欲するのですか」と。 (22.141)

　その私の言葉を聞くと、あなた様の御子は私を説得させるように、丁寧に私を呼び
かけ、見つめてこう命じられました。 (22.142)

　「チャンダカ、私は世の生類の益のため、菩提を得んと欲している。もしお前が正法
を願うなら、直ちに私に馬を与えなさい」と。 (22.143)

　その懇望を聞きました私は再びこう言いました。『そのように、もし行きたいと願
われるのでしたら、どうかあなた様は夜が明けてから行かれませ。 (22.144)

　御父母様たちと御目にかかって、尊上のお二人から許しを得て、また貞淑な女性であ
るご伴侶ヤショーダラーを起こして、納得させてから、 (22.145)

　またあなた様［の言葉］を法として従うすべての愛しい美しい妻たち、その全員に
も、見つめて説得してから、どうか行かれますように』と。 (22.146)

　その私の言葉を聞くと、菩薩は再びおっしゃいました。『そのようにしては、行くこ
とができなくなる。父は私を引き止めるだろう。 (22.147)

　［亡き］母の妹であるプラジャーパティーも、妻ヤショーダラーも、愛情ゆえの悲し
みの火に焼かれ、自らの命を捨てるかもしれない。 (22.148)

　大臣たちや顧問官たち、家来たち、全ての軍の指揮官たちも、私を確保し、周りを
取り囲んで引き止めることだろう。 (22.149)

　これらの装身具とこの馬を、あの方が自ら私に与えられました。ご父母にわかってい
ただくため、わが主によって遣わされて私はここに戻って参りました」 (22.113)

　彼がそのように語ったのを聞き、彼らは皆、装身具のすべてと馬を見てから、再び
チャンダカにこう言った。 (22.114)

　「チャンダカ、あの方が行かれた場所から我々は強引に彼を連れ戻すことができると
思うか」 (22.115)

　彼らが尋ねた言葉を聞くと、チャンダカはこう答えた。「強い意志を持つあの方を説
得できる者は誰もいません。 (22.116)

　心堅固で不退転であるあの方は、このようにおっしゃったのです、『菩提を得るまで
は、私はここへは戻らない。 (22.117)

　しかし菩提が得られたら、ここで最初に私の親族や親しい人々のために私は正法を
説くであろう』と。 (22.118)

　決心がかたくて、堅固な精進力をお持ちになるあの方がこのように言ったからに
は、言った通りに真実となるのであって、決して他のようにはなりはしないでしょう」
(22.119)

　彼がそう語ったのを聞いて、期待が潰えた彼らは皆、チャンダカと馬王を見ながら、
こう言った。 (22.120)

　「チャンダカよ、この馬と全ての装身具を持って、ゆっくり後から来い。我々は急い
で戻ることにする」 (22.121)

　そう言って彼らはすぐに集合し、そこから皆で出発した。速やかに馬に乗って急いで
都へと戻っていった。 (22.122)

　彼らはその都で大地の主たるシュッドーダナ王のもとに近づくと、皆でその両足を拝
して、御前に控えた。 (22.123)

　其処で彼らはチャンダカが語った通りの全ての出来事を報告し、その王を慰め、励ま
そうとした。 (22.124)

　その出来事の話を聞くと、プラジャーパティーやヤショーダラー、全ての妻たちや侍
女たちも、再びまた激しく泣き嘆いた。 (22.125)

　都の人々も皆それを伝え聞くと、妻や息子や娘と共に、「ああ、わが君、我らを捨
ててどこへ行ってしまわれたのか」と言って泣き嘆いた。 (22.126)

　その頃、チャンダカは馬を連れてその地に戻ってきて、憂悩した心でそこの園林に坐
り込んだ。 (22.127)

　チャンダカが馬と一緒に戻って来たのを見て、園林の番人は直ちに王の前で跪拝する
と、このように報告した。 (22.128)

　「大王様、あのチャンダカが馬を連れてここに戻って来ております。園林に坐り込
み、恐怖心を抱いてとどまっております。」 (22.129)

　その言葉を聞くと、人王シュッドーダナは直ちに家来たちを呼び、再びこのように命
じた。 (22.130)
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　その時、私一人がどうしてその多数の者たちに打ち勝って、去ってゆくことができよ
うか。だから友よ、直ちに私に馬を与えなさい。ここで邪魔をしてはいけない』と。
(22.150)

　このように主人がお命じになった時、かの世界の王であるインドラ神も、虚空にい
た全ての神々も、私を見ながらこう命じました。 (22.151)

　『チャンダカ、もしお前が正法を欲するなら、邪魔をしてはならぬ。三界の生類の益
のために、直ちに馬を引いてきて、このお方に与えよ』と。 (22.152)

　このように神々によって様々に説得され、促された私は泣きながら馬を連れてきて、
あの気高い方に捧げました。 (22.153)

　するとその場で、馬は主が心で欲していることをよく理解し、全ての人々を目覚めさ
せようとして、高い声でいななきました。 (22.154)

　しかしその高いいななきの声によっても、一人として目覚める者がいませんでした。
その時、神々の王によって［住居の］諸門があらゆる場所で開かれました。 (22.155)

　それを眺めて、かの大士は神々から何度も促されながらすぐ馬に乗ると、ご自分の住
居から出て行かれたのです。 (22.156)

　其処で熟睡している全ての家来たち、都民や兵士たちを見ながら、彼は馬を進め、速
やかに一つの都城の門から出て行かれました。 (22.157)

　其処で集まり来た四人の護世王の神たちが喜びながら空中で足をつかんで、馬を速や
かに進ませました。 (22.158)

　私も同様に虚空にいて馬を背後から見守りながら、あらゆる神の群と一緒に、驚嘆
しながら進みました。 (22.159)

　其処で、やって来た菩薩を見ると、かのすべての神々は敬意を示し、礼拝し、満足し
て、喜心をもって進みました。 (22.160)

　アイラーヴァタ象の鼻の上にある諸々の楼閣にいて喜ぶ天女の群が、歌舞音曲を行い
ながら、進みました。 (22.161)

　またその時ヴィディヤーダラたちが空から降らした花の雨が、天の芳香を放ちなが
ら、あのお方の頭上に降り注ぎました。 (22.162)

　またガンダルヴァたちは、あらゆる楽器を奏でながら前方を進んでゆき、キンナラた
ちも、トゥーリヤ楽器の合奏で楽しませながら、前方を進みました。 (22.163)

　あらゆる惑星たちや星々も、嬉しく周囲を回りながら進み、シッダやサーディヤの群
も、讃嘆しながら前方を行きました。 (22.164)

　ブラフマーやインドラをはじめとする神々、喜ぶすべての護世王の神々、三十三天の
神々も皆、讃嘆しながら前方を進みました。 (22.165)

　グヒヤカや羅刹たち、大神通力を持つクンバーンダ、そして薬叉たちも、あらゆる所
で邪悪な者たちを退けながら、嬉しく進みました。 (22.166)

　ガルダや龍やダイティヤ（阿修羅）の王たちは宝石の輝きで照らしながら、また花々
とともに芳しい水を降らせながら、道を進みました。 (22.167)
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　おごそかに進み行く風たちは、花の液汁を運びながら、とても涼しく、心地よい感
触を与え、奉仕しながら背後から随従しました。 (22.168)

　大きな神通力を持つ仙人や出家行者やヨーギンたちによって讃嘆されながら、あの方
は虚空から光を放ちつつ嬉しく進みました。 (22.169)

　このように、かの菩薩は神々や護世王たちによって大きな意気込みをもって仕えられ
ながら、嬉しく東に向かって速やかに進んだのです。 (22.170)

　明け方に、ヴァシシュタ仙人の隠棲処の近くに到着しました。其処ですべての護世王
たちと神々があの方を地面に、 (22.171)

　馬から降ろしてあげて、其処で、かしずいている彼らが皆大きな熱意をもって敬意を
示し、礼拝し、こう言いました。 (22.172)

　「大士よ、世の生類の益のためのあなた様の願いが成就しますように。速やかに菩
提に至りますように。専念して成し遂げられますように」 (22.173)

　そう、成就のための祝福の言葉を与え、ブラフマーやインドラなどの神々やすべての
護世王たちもそれぞれが自ら祝福の言葉を発しました。 (22.174)

　すべての三十三天の神々、すべてのアプサラスの群も、また惑星たちや星々の群も、
すべてのヴィディヤーダラたちも、 (22.175)

またガンダルヴァやキンナラたち、薬叉やグヒヤカや羅刹たち、またクンバーンダやガ
ルダや龍たち、大きな神通力をもつダイティヤの王たちも、(22.176)

また仙人や出家行者たち、ヨーギンや梵行者たちも、また独覚や、仏の息子である菩
薩たちも、 (22.177)

　また同様にあらゆる偉大なる賢者たちも、かの自在者（菩薩）に敬意を示し、礼拝し
て、成就の祝福の言葉を与えると、それぞれの住処へと帰って行きました。 (22.178)

　その後あの方は少し遠くにある森に歩いていって、お坐りになりました。私を見つめ
ながら呼びよせると、私の前でこう命じられました。 (22.179)

　「チャンダカ、直ちに馬を引き、すべての装身具も持って、お前は今すぐ都城へ戻り
なさい。 (22.180)

　あの自分の都に行ったら、私の父の前でこれらの装身具と馬を渡して、このように伝
えなさい。 (22.181)

　『あなたの息子は生類の益のため菩提を得るべく出離しました。それ故、ここで悲
しむことなく、幸せを享受しつつお過ごし下さい。 (22.182)

　私は常にあなたの安穏を心中に問いつつ跪拝をなし、思い出しながら、三界の生類
に恵みを与えるために、菩提の獲得のために、進んでゆきます。 (22.183)

　ですからここで悲しまないで下さい。私の願いは成就するでしょう。私は常にどんな
世界においても幸せをもたらすことに努めます。 (22.184)

　そしてマーラ（魔）の群に打ち勝ち、最高の悟りを得て、私はきっとあなた方両親と
再会するために戻ってきます。 (22.185)

　その時、私一人がどうしてその多数の者たちに打ち勝って、去ってゆくことができよ
うか。だから友よ、直ちに私に馬を与えなさい。ここで邪魔をしてはいけない』と。
(22.150)

　このように主人がお命じになった時、かの世界の王であるインドラ神も、虚空にい
た全ての神々も、私を見ながらこう命じました。 (22.151)

　『チャンダカ、もしお前が正法を欲するなら、邪魔をしてはならぬ。三界の生類の益
のために、直ちに馬を引いてきて、このお方に与えよ』と。 (22.152)

　このように神々によって様々に説得され、促された私は泣きながら馬を連れてきて、
あの気高い方に捧げました。 (22.153)

　するとその場で、馬は主が心で欲していることをよく理解し、全ての人々を目覚めさ
せようとして、高い声でいななきました。 (22.154)

　しかしその高いいななきの声によっても、一人として目覚める者がいませんでした。
その時、神々の王によって［住居の］諸門があらゆる場所で開かれました。 (22.155)

　それを眺めて、かの大士は神々から何度も促されながらすぐ馬に乗ると、ご自分の住
居から出て行かれたのです。 (22.156)

　其処で熟睡している全ての家来たち、都民や兵士たちを見ながら、彼は馬を進め、速
やかに一つの都城の門から出て行かれました。 (22.157)

　其処で集まり来た四人の護世王の神たちが喜びながら空中で足をつかんで、馬を速や
かに進ませました。 (22.158)

　私も同様に虚空にいて馬を背後から見守りながら、あらゆる神の群と一緒に、驚嘆
しながら進みました。 (22.159)

　其処で、やって来た菩薩を見ると、かのすべての神々は敬意を示し、礼拝し、満足し
て、喜心をもって進みました。 (22.160)

　アイラーヴァタ象の鼻の上にある諸々の楼閣にいて喜ぶ天女の群が、歌舞音曲を行い
ながら、進みました。 (22.161)

　またその時ヴィディヤーダラたちが空から降らした花の雨が、天の芳香を放ちなが
ら、あのお方の頭上に降り注ぎました。 (22.162)

　またガンダルヴァたちは、あらゆる楽器を奏でながら前方を進んでゆき、キンナラた
ちも、トゥーリヤ楽器の合奏で楽しませながら、前方を進みました。 (22.163)

　あらゆる惑星たちや星々も、嬉しく周囲を回りながら進み、シッダやサーディヤの群
も、讃嘆しながら前方を行きました。 (22.164)

　ブラフマーやインドラをはじめとする神々、喜ぶすべての護世王の神々、三十三天の
神々も皆、讃嘆しながら前方を進みました。 (22.165)

　グヒヤカや羅刹たち、大神通力を持つクンバーンダ、そして薬叉たちも、あらゆる所
で邪悪な者たちを退けながら、嬉しく進みました。 (22.166)

　ガルダや龍やダイティヤ（阿修羅）の王たちは宝石の輝きで照らしながら、また花々
とともに芳しい水を降らせながら、道を進みました。 (22.167)
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　ヤショーダラーは私への悲しみのあまり命を捨ててしまうかもしれないので、それ
を引き止めて下さい。貞淑な私の妃である彼女は、私がここへ戻ってくるまで全力で守
られ、身重の体は保護されねばなりません。 (22.186)

　わが母プラジャーパティーも、私への悲しみにより、心の堅固さを失って命を捨てて
しまうかもしれないので、それを防止し、よくよく守ってあげて下さい。 (22.187)

　わが愛するすべての妻たちも、悲しみと苦しみから途方にくれ、死を選んでしまうか
もしれないので、それを引き止めて、しっかり守ってあげて下さい。 (22.188)

　また、私への悲しみの火に焼かれて苦しむ他のすべての者たちも、誰か命を捨てる者
がいるかもしれないので、防止して、彼らを守って下さい。 (22.189)

　また乞い求める者たちも、いつも守られるべきです。どうか望む通りの財を与えて下
さい。そしてどの国々も正法の政治によって統治なさって下さい。 (22.190)

　このように私が今語ったことをあなたは自ら父母の前で報告し、またゴーパーやすべ
ての女たちの前で報告しなさい』と、 (22.191)

　このようにお命じになると、体から全部の装身具を外し、馬も私の手に託して、直ち
に私を去らせたのです。 (22.192)

　その地で私はずっと泣きながら、あの方の両足に跪拝し、すべての装身具を持ち、こ
の馬を連れて、そこからゆっくりと歩いてゆきました。 (22.193)

　あの方もまたそこから歩き出して、森の中にお坐りになりました。あの方がやってき
たのを見て、一人の［森の］精霊が喜んで歩み出てきました。 (22.194)

　それを目撃して、私は泣きつつそこから少し離れた森にいて、何度もあの方を背後か
ら眺めていたのですが、その場所に近づきました。 (22.195)

その人里離れた森の中で、あの方は自ら剣で髻を切り、それを地上から拾い上げ、直ち
に空へと投げられました。 (22.196)

　ひとけのないその森の中であの方は自ら剣で髻を切って、それを地面から拾い上げる
と、すぐさま空にお投げになられました。 (22.196)

　空に投げられたそれを見て、神々はすぐさまそれを受け取ると、嬉しくお辞儀して天
空に去って行きました。 (22.197)

　その時、その所に袈裟衣を身に纏った一人の猟師がおり、近づいて来ると、あの方
と向かい合い、そばに控えましたが、 (22.198)

　袈裟衣を纏って真向かいにしゃがんだその彼を見ると、あの方は直ちに近づき、そ
の衣を求められました。 (22.199)

　あの方（菩薩）は彼から与えられたその袈裟衣を嬉しく受け取ると、カーシー産の衣
服を体から脱いで、彼にお与えになりました。 (22.200)

　彼のご自身のカーシー産の衣服が与えられて、猟師は嬉しくすぐさま深くお辞儀して
受けとり、その後、空へと去って行きました。 (22.201)

　その後、かの菩薩はその袈裟衣を身に纏うと、仙人たちに会いに、輝きながら嬉し
く進んでゆかれました。 (22.202)
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　これらすべてを私は驚愕して見届けまして、王様、その後しばらく経って馬を連れて
そこから出発し、ぐずぐずしながらも、ここへ戻ってまいりました。 (22.203)

　そこで、どうかお悲しみにならず、この地に泰然自若としてお暮らしになって下さ
い。あの方は菩提に達して、きっとここへ戻ってこられることでしょう。 (22.204)

　どうかこれらの装身具と馬をお受け取りになって、安らかなお心をお持ちになってく
ださい。王よ、ここで気落ちなさらないで下さい。あの方の願いは成就することで
しょう。」 (22.205)

　こうチャンダカが報告したそのすべての出来事を聞くと、かの父王はずっと黙ったま
まであった。そしてそれらの装身具や馬を見ても、受け取ろうとはしなかった。
(22.206)

　その後そのチャンダカは王の両足に跪拝し、すべての装身具と馬を掴むと、後宮の中
に歩いていった。 (22.207)

　其処で、馬を引いてやってきたチャンダカを見て、一人の侍女が早速ヤショーダラー
のもとに赴き、こう告げた。 (22.208)

　「お妃様、どうかご安心下さい。チャンダカが馬を連れてこちらに参りました。きっ
とあなた様の夫であるご主人様も今ここに戻られたのでしょう」 (22.209)

　彼女がそう告げたのを聞いて、かのヤショーダラーは理解できない様子でその侍女
を見て、こう言った。 (22.210)

　「あの方は煩悩を離れ、誓いも固く、慎重なお心のお方です。ですから菩提に達せず
して、今ここへ戻ってくるはずがありません」 (22.211)

　彼女がそう言ったのを聞くと、その侍女はそこから立ち去って、チャンダカを見て直
ちにこう尋ねた。 (22.212)

　「チャンダカ、ご主人様はどこにいるの。なぜお前だけが来たの。まさに本当の事を
語って、お妃のゴーパー様を納得させなさい」 (22.213)

　そうその侍女が言ったのを聞くと、そのチャンダカは泣きつつ、懊悩の心で苦しげな
表情を見せつつ、ヤショーダラーの部屋に入っていった。 (22.214)

　そこで寝椅子に坐っているヤショーダラーを見て、チャンダカは遠くからお辞儀を
し、彼女を見つめながら部屋の片隅に控えた。 (22.215)

　其処で片隅に坐っているチャンダカを眺めると、ヤショーダラーは主人を思い出して
長い間激しく泣いた。 (22.216)

　その後彼女は気丈さを取り戻すと、長くため息をついて、チャンダカを呼んで、彼を
見つめながらこう言った。 (22.217)

　「ああ、チャンダカ、お前は良家の出で、わが夫の親友たる朋友です。お前は私の主
をどこへ連れていって、彼はどのように、どこに進んでいったのですか。 (22.218)

　ああ、お前はなんと無慈悲な心の持ち主でしょう。いったい私がお前に何をしたと
いうのですか。お前が私を起こしもせず、このようにわが主を連れ去ってしまうとは。
(22.219)

　ヤショーダラーは私への悲しみのあまり命を捨ててしまうかもしれないので、それ
を引き止めて下さい。貞淑な私の妃である彼女は、私がここへ戻ってくるまで全力で守
られ、身重の体は保護されねばなりません。 (22.186)

　わが母プラジャーパティーも、私への悲しみにより、心の堅固さを失って命を捨てて
しまうかもしれないので、それを防止し、よくよく守ってあげて下さい。 (22.187)

　わが愛するすべての妻たちも、悲しみと苦しみから途方にくれ、死を選んでしまうか
もしれないので、それを引き止めて、しっかり守ってあげて下さい。 (22.188)

　また、私への悲しみの火に焼かれて苦しむ他のすべての者たちも、誰か命を捨てる者
がいるかもしれないので、防止して、彼らを守って下さい。 (22.189)

　また乞い求める者たちも、いつも守られるべきです。どうか望む通りの財を与えて下
さい。そしてどの国々も正法の政治によって統治なさって下さい。 (22.190)

　このように私が今語ったことをあなたは自ら父母の前で報告し、またゴーパーやすべ
ての女たちの前で報告しなさい』と、 (22.191)

　このようにお命じになると、体から全部の装身具を外し、馬も私の手に託して、直ち
に私を去らせたのです。 (22.192)

　その地で私はずっと泣きながら、あの方の両足に跪拝し、すべての装身具を持ち、こ
の馬を連れて、そこからゆっくりと歩いてゆきました。 (22.193)

　あの方もまたそこから歩き出して、森の中にお坐りになりました。あの方がやってき
たのを見て、一人の［森の］精霊が喜んで歩み出てきました。 (22.194)

　それを目撃して、私は泣きつつそこから少し離れた森にいて、何度もあの方を背後か
ら眺めていたのですが、その場所に近づきました。 (22.195)

その人里離れた森の中で、あの方は自ら剣で髻を切り、それを地上から拾い上げ、直ち
に空へと投げられました。 (22.196)

　ひとけのないその森の中であの方は自ら剣で髻を切って、それを地面から拾い上げる
と、すぐさま空にお投げになられました。 (22.196)

　空に投げられたそれを見て、神々はすぐさまそれを受け取ると、嬉しくお辞儀して天
空に去って行きました。 (22.197)

　その時、その所に袈裟衣を身に纏った一人の猟師がおり、近づいて来ると、あの方
と向かい合い、そばに控えましたが、 (22.198)

　袈裟衣を纏って真向かいにしゃがんだその彼を見ると、あの方は直ちに近づき、そ
の衣を求められました。 (22.199)

　あの方（菩薩）は彼から与えられたその袈裟衣を嬉しく受け取ると、カーシー産の衣
服を体から脱いで、彼にお与えになりました。 (22.200)

　彼のご自身のカーシー産の衣服が与えられて、猟師は嬉しくすぐさま深くお辞儀して
受けとり、その後、空へと去って行きました。 (22.201)

　その後、かの菩薩はその袈裟衣を身に纏うと、仙人たちに会いに、輝きながら嬉し
く進んでゆかれました。 (22.202)
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　どうしてわが主は、行こうとする時、眠っている私を起こさずに、捨てて出てゆかれ
たのでしょう、まるで怒っているかのように、無慈悲に。 (22.220)

　この美しい人たちとの快楽を捨てさせ、いったい誰が都から彼を脱出させたのです
か。あの主が随行されて行った、その場所にいる森の女神は幸せでしょうね。 (22.221)

　チャンダカ、お前は私にこの大層勇敢な努力を見せつけてくれました。私の心臓と共
に、両眼までもえぐり取って、私から奪って。 (22.222)

　ああ、神々しく、この上なくハンサムで美しく、あらゆる人の心を惹きつけ、めでた
い特徴などを全身に具え、幸と栄耀とよき徳質の依処たるお方、(22.223)

　あらゆる学問の王であり、導師であり、あらゆる衆生の益という目的を担い、すべて
の神やアスラや人から供養され、賞讃・讃嘆される方である、 (22.224)

　あなた様は王国の繁栄と美女たちを捨てて、森のどこへ出家されるのですか。どう
か、これらすべてのものを思い出し、すぐに自分の住まいにお戻り下さい。 (22.225)

　ああ、なんと惨めなことだ。–––輪廻というものの転変変移は、稲妻や雲や芝居のよ
うに空虚で、無我で、空であると、あの方は常に語っておられた。 (22.226)

　この、生・老・病・死という海獣が住む場所である輪廻的生存の海に沈んでいる者
たちを引き上げてくれる安らかな者、それはどなた？ (22.227)

　この輪廻的生存の変転は、全てがマーヤー（幻影）のようなものだと考えるなら、い
かなる大士がこの輪廻的生存の中で彷徨いたいと願うだろうか。 (22.228)

　あのわが主が『法こそ、三界における守護者、主人、親友、仲間である』と、いつ
も私の前でお語りになっていた。 (22.229)

　それ故、諸々の法の最高のもの、菩提（正覚）を得ることをあの方は切望されている
のだ。その望みの全てが、生類の益のために成就されますように。 (22.230)

　あの方が菩提に達したら、直ちにここへ来られますように。その正法という不死の甘
露を飲んで、私たちは真の安らかな至福を得られるでしょう」 (22.231)

　彼女がそう語ったのを聞き、チャンダカは泣きながら、主人に起こったすべての出来
事を詳しく報告した。 (22.232)

　そしてゴーパーにすべての装身具を渡すと、チャンダカは礼拝して、ガウタミー（王
妃プラジャーパティー）の住まいへと歩いていった。 (22.233)

　彼がそこへやって来たのを見ると、ガウタミーは喜び、直ちに呼んで、清い座席に坐
らせた。 (22.234)

　其処に近づくと、彼はそのプラジャーパティーに跪拝してから、座に坐り、すべての
出来事を報告した。 (22.235)

　息子に起こったそのすべての出来事を聞き、彼女はため息をつき、涙を流しながら
ずっと彼のことだけを心に思っていた。 (22.236)

　同様にチャンダカは［後宮の］そのすべての妻たちに拝礼すると、見つめながら、そ
の起こったすべての出来事を報告して、彼女たちを納得させた。 (22.237)

　また同様に、彼はあらゆる人々の前に進み出ると、起こったそのすべての出来事を詳
しく報告した。 (22.237)
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　それを聞くと、都民たちは皆、正法を聞くことを欲する者として「速やかに正覚を得
られて、戻ってこられますように」と口々に語った。 (22.239)

　さてかの妃ゴーパーは、その部屋ですべてのその装身具を見つめながら自ら手に取
り、拝すると気を失って倒れた。 (22.240)

　彼女が気を失ったのを見て、その侍女たちは皆で直ちに抱きかかえ、冷たい水を飲
ませて正気に戻した。 (22.241)

　するとゴーパーはそのすべての装身具を見つめながら主人を思い出し、取り乱して泣
き悲しんだ。 (22.242)

　彼女が泣いているのを見て、他のすべての妻たちも心を乱し、主人を思い出して、長
い間激しく泣き嘆いた。 (22.243)

　その泣き嘆く声を聞くとプラジャーパティーは立ち上がり、すぐ後宮へ赴いて、かの
ヤショーダラーを見た。 (22.244)

　彼女がひどく泣きじゃくっているのを見て、ガウタミーもまた泣きながら直ちに抱擁
し、見つめ、慰めてこう言った。 (22.245)

　「ヤショーダラー、心をしっかり保ったまま暮らしなさい。ここで気落ちしてはなら
ない。あの方が菩提を得たら、真っ先にここへ戻ってこられることでしょう。 (22.246)

　その時、私たちはその牟尼たちの王（仏陀）に帰依して、絶えず法という不死の甘露
を飲み、大いなる歓喜を得るのです。 (22.247)

　美しい人よ、いつもそう考え、心をしっかり定めてお過ごしなさい。人の運命として
起こるべきことは、この輪廻的生存において、必ず起こるものなのだから」 (22.248)

　義母がそう語るのを聞くと、ヤショーダラーは立ち上がり、彼女の蓮のような両足
に跪拝し、呻き泣いてこう言った。 (22.250)

　その時が来るまで、私はもう美味しい上等の食事は食べません。美味しい甘露のよう
な飲み物も決して飲みません。 (22.251)

　色とりどりの衣服や装飾品で身を飾ることもいたしません。香油やおしろいで体に
化粧を施すこともいたしません。 (22.252)

　ベッドや綿の座布団の上に横になることも決してしません。合奏や舞踏が演じられ
るのを見ることも決してしません。 (22.253)

　色鮮やかな花鎖の冠をつけることもいたしません。ただ夫だけを思い出し、思いに
耽って常に過ごします。 (22.254)

　あの方が菩提を得て、自分のすまいに戻られたら、その時あの方から誓行を得て、
私も真の安らかな至福（涅槃）へと至りましょう」 (22.255)

　このように母の前で泣きじゃくり、ヤショーダラーは全部の装身具をその前に置い
て、自ら与えた。 (22.256)

　その時以来、ゴーパーはいつも装身具をつけず、白い衣のみを着て、夫を思い出しな
がら、未亡人のように生きるようになった。 (22.257)

　さてガウタミーはそれらすべての装身具を見て自らの手で受け取ると、嘆き泣きなが
ら自分の住まいに向かった。 (22.258)

　どうしてわが主は、行こうとする時、眠っている私を起こさずに、捨てて出てゆかれ
たのでしょう、まるで怒っているかのように、無慈悲に。 (22.220)

　この美しい人たちとの快楽を捨てさせ、いったい誰が都から彼を脱出させたのです
か。あの主が随行されて行った、その場所にいる森の女神は幸せでしょうね。 (22.221)

　チャンダカ、お前は私にこの大層勇敢な努力を見せつけてくれました。私の心臓と共
に、両眼までもえぐり取って、私から奪って。 (22.222)

　ああ、神々しく、この上なくハンサムで美しく、あらゆる人の心を惹きつけ、めでた
い特徴などを全身に具え、幸と栄耀とよき徳質の依処たるお方、(22.223)

　あらゆる学問の王であり、導師であり、あらゆる衆生の益という目的を担い、すべて
の神やアスラや人から供養され、賞讃・讃嘆される方である、 (22.224)

　あなた様は王国の繁栄と美女たちを捨てて、森のどこへ出家されるのですか。どう
か、これらすべてのものを思い出し、すぐに自分の住まいにお戻り下さい。 (22.225)

　ああ、なんと惨めなことだ。–––輪廻というものの転変変移は、稲妻や雲や芝居のよ
うに空虚で、無我で、空であると、あの方は常に語っておられた。 (22.226)

　この、生・老・病・死という海獣が住む場所である輪廻的生存の海に沈んでいる者
たちを引き上げてくれる安らかな者、それはどなた？ (22.227)

　この輪廻的生存の変転は、全てがマーヤー（幻影）のようなものだと考えるなら、い
かなる大士がこの輪廻的生存の中で彷徨いたいと願うだろうか。 (22.228)

　あのわが主が『法こそ、三界における守護者、主人、親友、仲間である』と、いつ
も私の前でお語りになっていた。 (22.229)

　それ故、諸々の法の最高のもの、菩提（正覚）を得ることをあの方は切望されている
のだ。その望みの全てが、生類の益のために成就されますように。 (22.230)

　あの方が菩提に達したら、直ちにここへ来られますように。その正法という不死の甘
露を飲んで、私たちは真の安らかな至福を得られるでしょう」 (22.231)

　彼女がそう語ったのを聞き、チャンダカは泣きながら、主人に起こったすべての出来
事を詳しく報告した。 (22.232)

　そしてゴーパーにすべての装身具を渡すと、チャンダカは礼拝して、ガウタミー（王
妃プラジャーパティー）の住まいへと歩いていった。 (22.233)

　彼がそこへやって来たのを見ると、ガウタミーは喜び、直ちに呼んで、清い座席に坐
らせた。 (22.234)

　其処に近づくと、彼はそのプラジャーパティーに跪拝してから、座に坐り、すべての
出来事を報告した。 (22.235)

　息子に起こったそのすべての出来事を聞き、彼女はため息をつき、涙を流しながら
ずっと彼のことだけを心に思っていた。 (22.236)

　同様にチャンダカは［後宮の］そのすべての妻たちに拝礼すると、見つめながら、そ
の起こったすべての出来事を報告して、彼女たちを納得させた。 (22.237)

　また同様に、彼はあらゆる人々の前に進み出ると、起こったそのすべての出来事を詳
しく報告した。 (22.237)
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　其処で彼女は、バドリカという名の釈迦族の王族青年を呼び寄せると、その全部
の［手渡された］装身具で彼を飾ろうとした。 (22.259)

　しかしその釈迦族の青年は「それらは『世の生類の主』の装身具である」と思って、
自分の体につけることを望まず、受け取らなかった。 (22.260)

　そこでガウタミーはそれらすべての装身具を王族青年アニルッダに与えようと決め
て、それを贈った。 (22.261)

　そのアニルッダ青年もまた、『世の生類の主』のものであるそれらを見て、「どうし
て自分が着用に耐えられよう」と思い、決して受け取らなかった。 (22.262)

　そこでプラジャーパティーは、それらを別の王族青年に与えたが、その者もまた見る
と「私には着用出来ない」と考え、忍受しようとしなかった。 (22.263)

　同じようにして、プラジャーパティーはすべての青年貴族たちにそれらを与えようと
してみたが、どの青年たちも身につけることに耐えられなかった。 (22.264)

　そこでガウタミーはそれらの装身具すべてを自ら受け取って眺めて、嘆きながらこう
考えた。 (22.265)

　「これらすべての装身具がこの私の家にある限り、それを見るたびますます悲しみが
増して、鎮まることがない。 (22.266)

　だから私はこれらの装身具を取って池の中に投げ入れ、水中の伏蔵たる隠された場
所にとどめ置こう」 (22.267)

　こう決心すると、彼女はそれらの装身具すべてを蓮池の深い水の中に投げ入れて、沈
め置いた。 (22.268)

　今日でもその池は「装身具の聖なる蓮池」としてよく知られている。それ以来、それ
は「全く偉大な聖地」として輝いた。 (22.269)

　その後そのガウタミーは、チャンダカが語った、息子に起こった出来事を聞いて、更
に自心の悲しみを慰めた。 (22.270)

　しかしその後ヤショーダラーは、夫への愛情による悲しみのあまり心を濁らせ、目
に涙を浮かべてカンタカ（馬）とチャンダカを見つめながら、こう言った。 (22.271)

　「チャンダカ、私の夫は夜中に眠っている私を捨てて、どこに立ち去ったのでしょ
う。お前が馬と共にここに戻ってきて、私の心は焼き尽くされてしまっています。
(22.272)

　下劣で無情な、ひどい行いをしておきながら、あなたはなぜここで泣いているので
す。涙を止めて、今や満足した心でいなさい。 (22.273)

　此処で正直で役立つ私の助力者であったお前と一緒に、私の夫は去ってしまった。も
う戻ってこないように、どこへと立ち去ったのか。 (22.274)

　今は楽しみなさい、運よくうまくいったので、存分に気持ちよく過ごすがよい。有益
な仕事が遂げられ、お前の苦労は報われたのです。 (22.275)

　人にとって、賢い敵の方が愚かな考えをもつ友よりもましです。無知な親友であるお
前によって私たちの一族に災禍がもたらされたのですから。 (22.276)

- 168 -



　装飾品を外し、涙で目を赤くしている哀れなこれらの女たちは、夫がどこかにいる
としても、まるで輝きを失った暗い未亡人たちのようではないか。 (22.277)

　あの方を失って、これらの立ち並ぶ諸宮殿も、まるでいつまでも続く長い長いため息
を漏らしながら、後宮の女たちと共に激しく泣いているかのようです。 (22.278)

　またこの馬カンタカも邪悪で、ここの人々にとって害をもたらす者です。人々が夜に
眠っている間に、仇敵のように私の宝物を奪い取っていったのです。 (22.279)

　お前は矢に打たれても我慢できる馬というのに、ただの鞭が我慢できなかったはず
がありません。鞭が振り下ろされることを恐れて、わたしの栄光を伴って、どこへ去っ
たのですか。 (22.280)

　卑しい馬よ、なぜ今日になって都中に声を響かせるかのようにいなないているのです
か。私の命たる人が出て行ったとき、なぜお前は黙ったままだったですか。 (22.281)

　もし人々を目覚めさせようとするなら、大きないななき声があげられたはずです。あ
るいは蹄で地面を叩き掻いて、音を立てられたはずです。 (22.282)

　あるいは顎を鳴らして、高い音を立てられたはずです。そうすれば、私の命を奪うほ
どのこんな苦しみは起きずにすんだのに。」 (22.283)

　妃がそう言ったのを聞いて、チャンダカはむせび泣きつつ、ヤショーダラー大妃に合
掌し、こう言った。 (22.284)

　「大妃様、主人に仕えるカンタカをどうかお叱りにならないで下さい。また私に対し
ても、お怒りになられないで下さい。私と馬に落ち度はないのです。 (22.285)

　お妃様、かの大士は神の如くに虚空を行かれたのです。私は王様の命令を知っており
ましたが、神々によって無理矢理従わされ、 (22.286)

　神々からひどく促されて、急いで私はこの馬を連れてゆきました。虚空の道にあって
も、疲労なく、あの方の後ろに従ってゆきました。 (22.287)

　この馬王も進みゆく時、蹄の先で地面に触れることがありませんでした。いななき
もせず、また少しも顎の音を立てませんでした。 (22.288)

　あの方が家から出られる時、一つの門が自ずから開きました、闇なき方角への眺め
をもつ門が。それを運命の定めとお考えください。 (22.289)

　この都城にいる何千もの王の命令に従う人々が、その時一人として目覚めなかった
ことを考えると、それもこの運命の定めなのでしょう。 (22.290)

　またあの方に与えられた袈裟衣は、出家の戒行の準備のため神々が嬉しく授けたも
のです。それも運命の定めとお考えください。 (22.291)

　ですから、私と馬に落ち度はなく、お責めにならないで下さい。これはきっと運命
の定めであると考えて、お心をお鎮め下さい。 (22.292)

　これは私がした勝手な行為ではなく、この馬の勝手な行為でもありません。神々に
よってお供をされて、あの方は大変な意欲をもって虚空から去って行かれたのです。」
(22.293)

　このように多くの不思議な出来事と共にあの夫が旅立ったことを聞くと、すべての女
たちも悲しみを忘れたかのように、驚きに包まれた。 (22.294)

　其処で彼女は、バドリカという名の釈迦族の王族青年を呼び寄せると、その全部
の［手渡された］装身具で彼を飾ろうとした。 (22.259)

　しかしその釈迦族の青年は「それらは『世の生類の主』の装身具である」と思って、
自分の体につけることを望まず、受け取らなかった。 (22.260)

　そこでガウタミーはそれらすべての装身具を王族青年アニルッダに与えようと決め
て、それを贈った。 (22.261)

　そのアニルッダ青年もまた、『世の生類の主』のものであるそれらを見て、「どうし
て自分が着用に耐えられよう」と思い、決して受け取らなかった。 (22.262)

　そこでプラジャーパティーは、それらを別の王族青年に与えたが、その者もまた見る
と「私には着用出来ない」と考え、忍受しようとしなかった。 (22.263)

　同じようにして、プラジャーパティーはすべての青年貴族たちにそれらを与えようと
してみたが、どの青年たちも身につけることに耐えられなかった。 (22.264)

　そこでガウタミーはそれらの装身具すべてを自ら受け取って眺めて、嘆きながらこう
考えた。 (22.265)

　「これらすべての装身具がこの私の家にある限り、それを見るたびますます悲しみが
増して、鎮まることがない。 (22.266)

　だから私はこれらの装身具を取って池の中に投げ入れ、水中の伏蔵たる隠された場
所にとどめ置こう」 (22.267)

　こう決心すると、彼女はそれらの装身具すべてを蓮池の深い水の中に投げ入れて、沈
め置いた。 (22.268)

　今日でもその池は「装身具の聖なる蓮池」としてよく知られている。それ以来、それ
は「全く偉大な聖地」として輝いた。 (22.269)

　その後そのガウタミーは、チャンダカが語った、息子に起こった出来事を聞いて、更
に自心の悲しみを慰めた。 (22.270)

　しかしその後ヤショーダラーは、夫への愛情による悲しみのあまり心を濁らせ、目
に涙を浮かべてカンタカ（馬）とチャンダカを見つめながら、こう言った。 (22.271)

　「チャンダカ、私の夫は夜中に眠っている私を捨てて、どこに立ち去ったのでしょ
う。お前が馬と共にここに戻ってきて、私の心は焼き尽くされてしまっています。
(22.272)

　下劣で無情な、ひどい行いをしておきながら、あなたはなぜここで泣いているので
す。涙を止めて、今や満足した心でいなさい。 (22.273)

　此処で正直で役立つ私の助力者であったお前と一緒に、私の夫は去ってしまった。も
う戻ってこないように、どこへと立ち去ったのか。 (22.274)

　今は楽しみなさい、運よくうまくいったので、存分に気持ちよく過ごすがよい。有益
な仕事が遂げられ、お前の苦労は報われたのです。 (22.275)

　人にとって、賢い敵の方が愚かな考えをもつ友よりもましです。無知な親友であるお
前によって私たちの一族に災禍がもたらされたのですから。 (22.276)
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　出家の希有事を知ったあらゆる美女たちは情欲をもち、性愛の記憶と欲情に苦しめ
られて、心に熱悩を得た。 (22.295)

　　Buddhacarita 8.51 の逐語的借用　　　  (22.296)

　　Buddhacarita 8.52 の逐語的借用　　　  (22.297)

　　Buddhacarita 8.53 の逐語的借用　　　  (22.298)

　　Buddhacarita 8.54 の逐語的借用　　　  (22.299)

　　Buddhacarita 8.55 の逐語的借用　　　  (22.300)

　　Buddhacarita 8.56 の逐語的借用　　　  (22.301)

　　Buddhacarita 8.57 の逐語的借用　　　  (22.302)

　　Buddhacarita 8.58 の逐語的借用　　　  (22.303)

　　Buddhacarita 8.59 の逐語的借用　　　  (22.304)

　　Buddhacarita 8.60 の逐語的借用　　　  (22.305)

　　Buddhacarita 8.61 の逐語的借用　　　  (22.306)

　　Buddhacarita 8.62 の逐語的借用　　　  (22.307)

　　Buddhacarita 8.63 の逐語的借用　　　  (22.308)

　　Buddhacarita 8.64 の逐語的借用　　　  (22.309)

　　Buddhacarita 8.65 の逐語的借用　　　  (22.310)

　　Buddhacarita 8.66 の逐語的借用　　　  (22.311)

　　Buddhacarita 8.67 の逐語的借用　　　  (22.312)

　　Buddhacarita 8.68 の逐語的借用　　　  (22.313)

　　Buddhacarita 8.69 の逐語的借用　　　  (22.314)

　　Buddhacarita 8.70 の逐語的借用　　　  (22.315)

　　Buddhacarita 8.71 の逐語的借用　　　  (22.316)

　　Buddhacarita 8.72 の逐語的借用　　　  (22.317)

　　Buddhacarita 8.73 の逐語的借用　　　  (22.318)

　　Buddhacarita 8.74 の逐語的借用　　　  (22.319)

　　Buddhacarita 8.75 の逐語的借用　　　  (22.320)

　　Buddhacarita 8.76 の逐語的借用　　　  (22.321)

　　Buddhacarita 8.77 の逐語的借用　　　  (22.322)

　　Buddhacarita 8.78 の逐語的借用　　　  (22.323)

　　Buddhacarita 8.79 の逐語的借用　　　  (22.324)

　　Buddhacarita 8.80 の逐語的借用　　　  (22.325)

　　Buddhacarita 8.81 の逐語的借用　　　  (22.326)

　　Buddhacarita 8.82 の逐語的借用　　　  (22.327)

　　Buddhacarita 8.83 の逐語的借用　　　  (22.328)

　　Buddhacarita 8.84 の逐語的借用　　　  (22.329)

　　Buddhacarita 8.85 の逐語的借用　　　  (22.330)
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　　Buddhacarita 8.86 の逐語的借用　　　  (22.331)

　　Buddhacarita 8.87 の逐語的借用　　　  (22.332)

　その後シュッドーダナ王は再びチャンダカを呼び寄せると、息子の［都城からの出離
の］出来事を尋ねるため、このように命じた。 (22.333)

　「チャンダカ、お前こそ私の息子の親友、なじみの友だ。だから、私に真実を語っ
て、この心を納得させてくれ。 (22.334)

　どうやってあの大士は都城の門から出て行ったのか。真夜中に馬に乗って、闇に覆わ
れた中をどこへと進んだのか。 (22.335)

　今彼は出家行者となり、どのように一人で森に去ったのか。どの仙人の隠棲処に身を
寄せ、または樹の根元にいるのか。 (22.336)

　それらについて真実を語ってくれ、もし私の歓びを欲するなら。親友や部下は、たと
え不快なことでも、真実であれば伝えるべきだ。」 (22.337)

　王がそう命じるのを聞いて、チャンダカは泣きながら、主人である王にお辞儀する
と、合掌してこう言った。 (22.338)

　「真夜中に、あなた様の御子は自ら私の前にやってこられて、何度も懇望されて、私
に馬を求められました。 (22.339)

　あの方の心で起こっていることを思いながら、馬が必要な理由をお尋ねして、私は何
度求められても長い間、馬を与えませんでした。 (22.340)

　その時、空にいたすべての神々から色々と促されたので、私は泣きながら馬を連れて
きて、あの大士にお与えしました。 (22.341)

　馬は高い声でいななき、蹄で地面を掻き裂きました。私もまた大声を張り上げて、
すべての女たちを目覚めさせようとしました。 (22.342)

　しかしそれによっても、ヤショーダラー様をはじめとする女性たちは皆、昏睡させる
大きな眠りに感覚を奪われて、起きることはありませんでした。 (22.343)

　インドラ神によってすぐさま一つの門が完全に大きく開かれました。あの大士はそれ
をご覧になり、馬に乗って出離されました。 (22.344)

　四護世王（四天王）も、大きな意気込みをもつ神々と一緒に、あの方の馬の足を持っ
て、空中を歩ませました。 (22.345)

　私もまたその状態で、その馬の手綱を握ったまま、まるで地上にいるかのように、
神々と一緒に空を歩みました。 (22.346)

　その空の上で、あの方は天女の群を含むあらゆる神々から尊重され、合唱やトゥー
リヤ楽器の演奏を伴い、敬意を払われてお進みになられました。 (22.347)

　其処では神々の群から放たれた花の雨が降り注ぎ、雲が芳香ある雨水をとても涼しく
降らせました。 (22.348)

　このように様々なかたちで興奮に包まれ、輝きを放ちながら、あの方は空の上を通
り、明け方には大きな森に到着されました。 (22.349)

　出家の希有事を知ったあらゆる美女たちは情欲をもち、性愛の記憶と欲情に苦しめ
られて、心に熱悩を得た。 (22.295)

　　Buddhacarita 8.51 の逐語的借用　　　  (22.296)

　　Buddhacarita 8.52 の逐語的借用　　　  (22.297)

　　Buddhacarita 8.53 の逐語的借用　　　  (22.298)

　　Buddhacarita 8.54 の逐語的借用　　　  (22.299)

　　Buddhacarita 8.55 の逐語的借用　　　  (22.300)

　　Buddhacarita 8.56 の逐語的借用　　　  (22.301)

　　Buddhacarita 8.57 の逐語的借用　　　  (22.302)

　　Buddhacarita 8.58 の逐語的借用　　　  (22.303)

　　Buddhacarita 8.59 の逐語的借用　　　  (22.304)

　　Buddhacarita 8.60 の逐語的借用　　　  (22.305)

　　Buddhacarita 8.61 の逐語的借用　　　  (22.306)

　　Buddhacarita 8.62 の逐語的借用　　　  (22.307)

　　Buddhacarita 8.63 の逐語的借用　　　  (22.308)

　　Buddhacarita 8.64 の逐語的借用　　　  (22.309)

　　Buddhacarita 8.65 の逐語的借用　　　  (22.310)

　　Buddhacarita 8.66 の逐語的借用　　　  (22.311)

　　Buddhacarita 8.67 の逐語的借用　　　  (22.312)

　　Buddhacarita 8.68 の逐語的借用　　　  (22.313)

　　Buddhacarita 8.69 の逐語的借用　　　  (22.314)

　　Buddhacarita 8.70 の逐語的借用　　　  (22.315)

　　Buddhacarita 8.71 の逐語的借用　　　  (22.316)

　　Buddhacarita 8.72 の逐語的借用　　　  (22.317)

　　Buddhacarita 8.73 の逐語的借用　　　  (22.318)

　　Buddhacarita 8.74 の逐語的借用　　　  (22.319)

　　Buddhacarita 8.75 の逐語的借用　　　  (22.320)

　　Buddhacarita 8.76 の逐語的借用　　　  (22.321)

　　Buddhacarita 8.77 の逐語的借用　　　  (22.322)

　　Buddhacarita 8.78 の逐語的借用　　　  (22.323)

　　Buddhacarita 8.79 の逐語的借用　　　  (22.324)

　　Buddhacarita 8.80 の逐語的借用　　　  (22.325)

　　Buddhacarita 8.81 の逐語的借用　　　  (22.326)

　　Buddhacarita 8.82 の逐語的借用　　　  (22.327)

　　Buddhacarita 8.83 の逐語的借用　　　  (22.328)

　　Buddhacarita 8.84 の逐語的借用　　　  (22.329)

　　Buddhacarita 8.85 の逐語的借用　　　  (22.330)
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　その場所で、インドラなどの神々や護世王の神たちのすべては、あの大士に跪拝する
と、それぞれの住処へ去って行きました。 (22.350)

　その後太陽が昇る中、あの方はしばらく歩まれて、近隣にバールガヴァ仙人の隠棲処
を見つけられました。 (22.351)

　　Buddhacarita 6.2  の逐語的借用　　　  (22.352)

　　Buddhacarita 6.3  の逐語的借用　　　  (22.353)

　　Buddhacarita 6.4  の逐語的借用　　　  (22.354)

　　Buddhacarita 6.5  の逐語的借用　　　  (22.355)

　　Buddhacarita 6.6  の逐語的借用　　　  (22.356)

　　Buddhacarita 6.7  の逐語的借用　　　  (22.357)

　　Buddhacarita 6.8  の逐語的借用　　　  (22.358)

　　Buddhacarita 6.9  の逐語的借用　　　  (22.359)

　　Buddhacarita 6.10 の逐語的借用　　　  (22.360)

　　Buddhacarita 6.11 の逐語的借用　　　  (22.361)

　　Buddhacarita 6.12 の逐語的借用　　　  (22.362)

　　Buddhacarita 6.13 の逐語的借用　　　  (22.363)

　　Buddhacarita 6.14 の逐語的借用　　　  (22.364)

　　Buddhacarita 6.15 の逐語的借用　　　  (22.365)

　　Buddhacarita 6.16 の逐語的借用　　　  (22.366)

　　Buddhacarita 6.17 の逐語的借用　　　  (22.367)

　　Buddhacarita 6.18 の逐語的借用　　　  (22.368)

　　Buddhacarita 6.19 の逐語的借用　　　  (22.369)

　　Buddhacarita 6.20 の逐語的借用　　　  (22.370)

　　Buddhacarita 6.21 の逐語的借用　　　  (22.371)

　　Buddhacarita 6.22 の逐語的借用　　　  (22.372)

　　Buddhacarita 6.23 の逐語的借用　　　  (22.373)

　　Buddhacarita 6.24 の逐語的借用　　　  (22.374)

　　Buddhacarita 6.25 の逐語的借用　　　  (22.375)

　　Buddhacarita 6.26 の逐語的借用　　　  (22.376)

　　Buddhacarita 6.27 の逐語的借用　　　  (22.377)

　　Buddhacarita 6.28 の逐語的借用　　　  (22.378)

　　Buddhacarita 6.29 の逐語的借用　　　  (22.379)

　　Buddhacarita 6.30 の逐語的借用　　　  (22.380)

　　Buddhacarita 6.31 の逐語的借用　　　  (22.381)

　　Buddhacarita 6.32 の逐語的借用　　　  (22.382)

　　Buddhacarita 6.33 の逐語的借用　　　  (22.383)

　　Buddhacarita 6.34 の逐語的借用　　　  (22.384)
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　　Buddhacarita 6.35 の逐語的借用　　　  (22.385)

　　Buddhacarita 6.36 の逐語的借用　　　  (22.386)

　　Buddhacarita 6.37 の逐語的借用　　　  (22.387)

　　Buddhacarita 6.38 の逐語的借用　　　  (22.388)

　　Buddhacarita 6.39 の逐語的借用　　　  (22.389)

　　Buddhacarita 6.40 の逐語的借用　　　  (22.390)

　　Buddhacarita 6.41 の逐語的借用　　　  (22.391)

　　Buddhacarita 6.42 の逐語的借用　　　  (22.392)

　　Buddhacarita 6.43 の逐語的借用　　　  (22.393)

　　Buddhacarita 6.44 の逐語的借用　　　  (22.394)

　　Buddhacarita 6.45 の逐語的借用　　　  (22.395)

　　Buddhacarita 6.46 の逐語的借用　　　  (22.396)

　　Buddhacarita 6.47 の逐語的借用　　　  (22.397)

　　Buddhacarita 6.48 の逐語的借用　　　  (22.398)

　　Buddhacarita 6.49 の逐語的借用　　　  (22.399)

　　Buddhacarita 6.50 の逐語的借用　　　  (22.400)

　　Buddhacarita 6.51 の逐語的借用　　　  (22.401)

　　Buddhacarita 6.52 の逐語的借用　　　  (22.402)

　　Buddhacarita 6.53 の逐語的借用　　　  (22.403)

　　Buddhacarita 6.54 の逐語的借用　　　  (22.404)

　　Buddhacarita 6.55 の逐語的借用　　　  (22.405)

　　Buddhacarita 6.56 の逐語的借用　　　  (22.406)

　　Buddhacarita 6.57 の逐語的借用　　　  (22.407)

　　Buddhacarita 6.58 の逐語的借用　　　  (22.408)

　　Buddhacarita 6.59 の逐語的借用　　　  (22.409)

　　Buddhacarita 6.60 の逐語的借用　　　  (22.410)

　　Buddhacarita 6.61 の逐語的借用　　　  (22.411)

　　Buddhacarita 6.62 の逐語的借用　　　  (22.412)

　　Buddhacarita 6.63 の逐語的借用　　　  (22.413)

　その後、かの豪胆な方（菩薩）と私は、彼（猟師）が天界へと去ったのを見て、二人
は驚き眺めながら立っていました、［彼が与えた］その森に住むための衣（袈裟衣）に
喜心を抱いて。(22.414)

　　Buddhacarita 6.65 の逐語的借用　　　  (22.415)

　　Buddhacarita 6.66 の逐語的借用　　　  (22.416)

　　Buddhacarita 6.67 の逐語的借用　　　  (22.417)

　その場所で、インドラなどの神々や護世王の神たちのすべては、あの大士に跪拝する
と、それぞれの住処へ去って行きました。 (22.350)

　その後太陽が昇る中、あの方はしばらく歩まれて、近隣にバールガヴァ仙人の隠棲処
を見つけられました。 (22.351)

　　Buddhacarita 6.2  の逐語的借用　　　  (22.352)

　　Buddhacarita 6.3  の逐語的借用　　　  (22.353)

　　Buddhacarita 6.4  の逐語的借用　　　  (22.354)

　　Buddhacarita 6.5  の逐語的借用　　　  (22.355)

　　Buddhacarita 6.6  の逐語的借用　　　  (22.356)

　　Buddhacarita 6.7  の逐語的借用　　　  (22.357)

　　Buddhacarita 6.8  の逐語的借用　　　  (22.358)

　　Buddhacarita 6.9  の逐語的借用　　　  (22.359)

　　Buddhacarita 6.10 の逐語的借用　　　  (22.360)

　　Buddhacarita 6.11 の逐語的借用　　　  (22.361)

　　Buddhacarita 6.12 の逐語的借用　　　  (22.362)

　　Buddhacarita 6.13 の逐語的借用　　　  (22.363)

　　Buddhacarita 6.14 の逐語的借用　　　  (22.364)

　　Buddhacarita 6.15 の逐語的借用　　　  (22.365)

　　Buddhacarita 6.16 の逐語的借用　　　  (22.366)

　　Buddhacarita 6.17 の逐語的借用　　　  (22.367)

　　Buddhacarita 6.18 の逐語的借用　　　  (22.368)

　　Buddhacarita 6.19 の逐語的借用　　　  (22.369)

　　Buddhacarita 6.20 の逐語的借用　　　  (22.370)

　　Buddhacarita 6.21 の逐語的借用　　　  (22.371)

　　Buddhacarita 6.22 の逐語的借用　　　  (22.372)

　　Buddhacarita 6.23 の逐語的借用　　　  (22.373)

　　Buddhacarita 6.24 の逐語的借用　　　  (22.374)

　　Buddhacarita 6.25 の逐語的借用　　　  (22.375)

　　Buddhacarita 6.26 の逐語的借用　　　  (22.376)

　　Buddhacarita 6.27 の逐語的借用　　　  (22.377)

　　Buddhacarita 6.28 の逐語的借用　　　  (22.378)

　　Buddhacarita 6.29 の逐語的借用　　　  (22.379)

　　Buddhacarita 6.30 の逐語的借用　　　  (22.380)

　　Buddhacarita 6.31 の逐語的借用　　　  (22.381)

　　Buddhacarita 6.32 の逐語的借用　　　  (22.382)

　　Buddhacarita 6.33 の逐語的借用　　　  (22.383)

　　Buddhacarita 6.34 の逐語的借用　　　  (22.384)
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　こうしてかの大士は幾度も私を教え諭し、馬を私の手に預けると、さっさと森の中に
歩いてゆかれました。(22.418)

　王様、ここに私が犯した罪はありませんので、私をお赦し下さい。しかしそれでも、
もし私に咎むべき罪があるのでしたら、わが主よ、私を罰して下さい。(22.419)

　生類にとって、運命として起こるべきことは、この輪廻的生存において必ず起こるも
のなのです。それ故、そこで私に何がなせるものでしょうか。またあなた様も何をなせ
るでしょうか。(22.420)

　『あらゆる生類は運命に従う』とお考えになって、寛容であられて下さい。必ずあの
方は菩提を得て、仏としての行いをなしながら、正法を教えるために弟子の集団（僧
伽）と共にここへ戻ってこられるでしょう。(22.421)

　その時、あなた様は法という不死の甘露を飲み、菩提行の誓戒をなしつつ、あらゆ
る衆生に益を施し、いつまでも幸せにお過ごし下さい。(22.422)

　その功徳の異熟により諸感官を清められたあなた様は、いつか菩提を得て、仏の位
に達することでしょう。」(22.423)

　そう、彼の言ったことを聞いて、「その通りだ」と十分納得したかの王は、悲しみの
熱苦を捨てて、法に専心した。(22.424)

　その後、王はチャンダカに良い服を着せてやり、上等で美味な、まるで甘露のような
食事で満足させた。(22.425)

　その食事は美味であったが、しかしチャンダカは食べても歓喜することなく、あの主
人を思い出しては意気阻喪して暮らした。(22.426)

　かの王は同様に、馬のカンタカを見て、味わうに価する美味の食べ物を給するよ
う、指示した。(22.427)

　カンタカはその食べ物を見ても、食べようとしなかった。ただかの主人のことだけ
を思い出し、深く思いに耽って、まるで出家行者のように過ごした。(22.428)

　ほかの人々、王の顧問官や大臣たち、あらゆる都民たちも、その馬のために食べら
れるものをその前に持参した。(22.429)

　馬はそれらを見ても、決して食べようとしなかった。ただかの主人だけを思い出
し、目に涙を浮かべて過ごした。(22.430)

　そこで都のほかの女たちは皆、その名馬を最上等の綿布の柔らかな衣で覆ってあげ
て、喜ばせようとした。(22.431)

　ある女たちはその顔の涙を上等な布で拭ってあげた。ある女たちはその首を、ある女
たちは頭を、ある女たちは肩を拭い清めてあげた。(22.432)

　ある女たちは前足や背中、あるいは関節を、またある女たちはその馬王の尾を拭い
清めた。(22.433)

　またある女たちは後足を、ある女たちはそのたてがみを拭い清めた。ある女たちは
王に供するに価するほどの上等で美味な食事、(22.434)

　香りがよい花や花弁、様々な果物、食用の根、野菜、葉や茎や種など美味なるもの
を、(22.435)
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　ある女たちは器に入れた水、様々な種類のおいしい飲み物、また五種の甘露（乳・醗
酵乳・バター・蜜・砂糖）を持ってきた。(22.436)

　このようにして、すべての女たちがカンタカの前に立って、そのすべての食べられる
ものを彼の前に差し出した。(22.437)

　そしてそれらの女たちは皆、目の前に立っているその名馬カンタカを見つめながら、
恭しくこう言った。(22.438)

　「カンタカ、これらのおいしい食べ物や飲み物を欲するままに取って、安らかに過ご
しなさい。気落ちしないで。」(22.439)

　このようにあらゆる女たちから語りかけられても、カンタカはそれらの食べ物を決し
て食べようとしなかった。(22.440)

　馬はそれらを見ようとさえしなかった。まして食することなど、ありえようか。かの
主人のことばかりを思い出し、深く思いに耽って、まるで出家行者のように過ごした。
(22.441)

　このように食事を欲することがないそのカンタカを見て、チャンダカは彼の前に歩み
寄って、敬意を込めてこう言った。(22.442)

　「カンタカ、お前の心が欲する好きなものを食べなさい。食事なしには、剛勇心
も、体の強健さも、命も保てない。(22.443)

　だから、何でも好きな食べ物を取り、心の気丈さを保ち、あの主人を思い出しなが
ら暮らしなさい。」(22.444)

　かのチャンダカが三度このように言っても、カンタカはあの主人ばかりを思い出しな
がら、下を向いて、泣きながら立っていた。(22.445)

　このようにカンタカは食事を摂らず、かの主人のことばかりを思い出し、思いに耽
り、ついに身体を捨てて［転生し］神々の住まい（天界）に来た。(22.446)

　其処で彼はシカンディンという名で神の子となり、天の栄光と大きな支配力、徳性と
めでたい幸せと快楽に満たされた。(22.447)

　チャンダカはその馬が命終したのに気づくと、泣きながらすぐ王の前で跪拝して次の
ように報告した。(22.448)

　「閣下、あのカンタカは主人への悲しみから今、亡くなりました。すぐにしかるべ
き儀礼による葬儀をあの馬のために行って下さい。」(22.449)

　そう彼が報告するのを聞き、王は泣きながら、すぐに家臣たちを呼び集め、彼らに
向かって次のように命じた。(22.450)

「おお家臣たち、すぐ馬のカンタカのなきがらを恭敬供養し、大聖地に速やかに埋葬
せよ。」(22.451)

　王が命じられたことを聞き、すべての家臣たちは「承知いたしました」と答え、馬小
屋へと向かった。(22.452)

　其処で彼らは馬を眺めると、しかるべき儀礼をもって恭敬供養した後、上輿に乗せ
て、外へと運び出した。(22.453)

　こうしてかの大士は幾度も私を教え諭し、馬を私の手に預けると、さっさと森の中に
歩いてゆかれました。(22.418)

　王様、ここに私が犯した罪はありませんので、私をお赦し下さい。しかしそれでも、
もし私に咎むべき罪があるのでしたら、わが主よ、私を罰して下さい。(22.419)

　生類にとって、運命として起こるべきことは、この輪廻的生存において必ず起こるも
のなのです。それ故、そこで私に何がなせるものでしょうか。またあなた様も何をなせ
るでしょうか。(22.420)

　『あらゆる生類は運命に従う』とお考えになって、寛容であられて下さい。必ずあの
方は菩提を得て、仏としての行いをなしながら、正法を教えるために弟子の集団（僧
伽）と共にここへ戻ってこられるでしょう。(22.421)

　その時、あなた様は法という不死の甘露を飲み、菩提行の誓戒をなしつつ、あらゆ
る衆生に益を施し、いつまでも幸せにお過ごし下さい。(22.422)

　その功徳の異熟により諸感官を清められたあなた様は、いつか菩提を得て、仏の位
に達することでしょう。」(22.423)

　そう、彼の言ったことを聞いて、「その通りだ」と十分納得したかの王は、悲しみの
熱苦を捨てて、法に専心した。(22.424)

　その後、王はチャンダカに良い服を着せてやり、上等で美味な、まるで甘露のような
食事で満足させた。(22.425)

　その食事は美味であったが、しかしチャンダカは食べても歓喜することなく、あの主
人を思い出しては意気阻喪して暮らした。(22.426)

　かの王は同様に、馬のカンタカを見て、味わうに価する美味の食べ物を給するよ
う、指示した。(22.427)

　カンタカはその食べ物を見ても、食べようとしなかった。ただかの主人のことだけ
を思い出し、深く思いに耽って、まるで出家行者のように過ごした。(22.428)

　ほかの人々、王の顧問官や大臣たち、あらゆる都民たちも、その馬のために食べら
れるものをその前に持参した。(22.429)

　馬はそれらを見ても、決して食べようとしなかった。ただかの主人だけを思い出
し、目に涙を浮かべて過ごした。(22.430)

　そこで都のほかの女たちは皆、その名馬を最上等の綿布の柔らかな衣で覆ってあげ
て、喜ばせようとした。(22.431)

　ある女たちはその顔の涙を上等な布で拭ってあげた。ある女たちはその首を、ある女
たちは頭を、ある女たちは肩を拭い清めてあげた。(22.432)

　ある女たちは前足や背中、あるいは関節を、またある女たちはその馬王の尾を拭い
清めた。(22.433)

　またある女たちは後足を、ある女たちはそのたてがみを拭い清めた。ある女たちは
王に供するに価するほどの上等で美味な食事、(22.434)

　香りがよい花や花弁、様々な果物、食用の根、野菜、葉や茎や種など美味なるもの
を、(22.435)
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　その後大きな聖地へと運んで、その馬の遺骸を安置し、塔廟の如くに建立して、大変
な熱心さをもって祀り供養した。(22.454)

　それを聞いて、後宮の女たちは皆その馬への悲しみに心が焼かれ、再び主人を思い
出しては愛情の苦しみに悩んで泣き嘆いた。(22.455)

　同じ様に、かのチャンダカも馬のカンタカの思い出に耽り、寝椅子に坐ったまま、彼
を深く思う心を抱いて過ごした。(22.456)

　するとその夜、神霊がチャンダカの前に現れ、「カンタカは［天界で］神の子となっ
ている」と告げた。(22.457)

　このようにその神霊が告げたことを聞いてチャンダカは驚き、翌朝起きると、沈思し
てこのように考えた。(22.458)

　「ああ、神霊がお告げになったこと、それは疑いなく本当のことであろう」––そう
確信すると、チャンダカはかの馬を悲しむのをやめ、悦びながら、(22.459)

　そこからすぐにチャンダカは王の前に行って、その出来事をすべて詳細に報告した。
(22.460)

　その言葉を聞き、王は「本当のことだ」と考え、認識を得て、そのことを悲しむ苦
しみを捨て、喜びを得た。(22.461)

　その後チャンダカは後宮へ行って、ヤショーダラー妃にお辞儀して前に立ち、合掌し
てこのように述べた。(22.462)

　「お妃様、もう悲しまないで下さい。どうか気づきを得て、安らかなお心になって下
さい。真夜中に、神霊が来て、私にこう語ったのです、(22.463)

　『あのカンタカは、大神通力をもつ、大きな天恵をもつ天子となり、天の栄光と大き
な自在力と快楽を享受して喜んでいる』と。(22.464)

　私はこの神霊によって告げられたことを本当のことと考えて、あなた様の馬への悲し
みを消散するため、これをご報告しました。(22.465)

　お妃様、どうかお悲しみにならないで下さい。安らかな心を得て、お歓び下さい。
あなた様はきっと遠からずして、菩提を得てここへ帰ってきたあの方とお会いになるで
しょう。(22.466)

　善行という道に従いゆく者は皆、この輪廻的生存の中でも悲しむべきではありませ
ん。あの方もまた、福徳を愛するお心の持ち主です。ですから、もう悲しまないでくだ
さい。(22.467)

　御母（マーヤー）の胎内に入られたお方（菩薩）が私たちのためにお生まれになった
時も、彼は災いのない、清らかな歓びの高揚を絶え間なく作りました。(22.468)

　同様に、あの大きな天運をお持ちの方（菩薩）が空から出離された時も、災いのな
い、清らかな歓びの高揚が絶え間なく起こりました。(22.469)

　あの方はあらゆる天女や三十三天の神々、あらゆる護世王たちによって、大きな歓喜
をもって尊崇され、讃えられ、喜ばれました。(22.470)

　大通智者たるあの方は、輝きながら、いたるところに幸いをもたらし、菩提の誓願
をなして、三界の生類の益のために活動しながら、(22.471)
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　必ずや菩提を得て、あの方は弟子たちを伴ったみ仏として、ここに戻って来られ、生
類にとって善き正法をお教えになられるでしょう。(22.472)

　その時にあなた様は、生類の主・生類の教師・生類の尊師であるあの方を帰依処と
して尊崇し、法を聴聞して、嬉しくお暮らしなさいませ。(22.473)

　その功徳の異熟によって、あなた様も同じ様に豊かな成功を得て、きっと菩提に達
し、仏となられることでしょう。(22.474)

　また、三界の生類の師であり、生類の賢聖・生類の主であるあの方を帰依処として、
尊崇し、法を聴聞して、頼っているところの者たち、(22.475)

　彼らは皆、汚れのない心を持ち、清浄なる三輪（身口意）をもち、大通智ある菩薩と
なり、めでたい幸せと光輝と善き徳性の依拠となります。(22.476)

　彼らは生類の益のためにやがて段階的に菩提の資糧を満たし、阿羅漢として菩提を得
て、仏の位に到達することでしょう。(22.477)

　お妃様、このようによく知って、悲しみと落胆を捨て、あの方の記憶を尊びながら、
思いを定めてお過ごし下さい。」(22.478)

　このように彼が語ったことを聞いて、ヤショーダラーはよく覚知を得て、夫の記憶を
尊びながら暮らした。(22.479)

　同じ様に、後宮のすべての女たち、そして母であるガウタミーも、チャンダカの言葉
を聞いて納得し、静かに澄んだ気持ちになった。(22.480)

　–––以上、私の師がお説きになったとおりに私は語りました。大士よ、あなたもこの
ように、民にもお聞かせなさい。(22.481)

　そのことの功徳の異熟によって、あなたもこのように清らかな智慧を持ち、菩薩、大
士として、めでたい幸せと光輝と善き徳性の依拠となるでしょう。(22.482)

　あなたはやがて段階的に、菩提の資糧を満たしつつ善行を積み、阿羅漢として菩提を
得て、仏にもなられるでしょう。(22.483)

　このように師が教示されたのを聞き、アショーカ王は｛或いは：阿難は｝「わかりま
した」と随喜して、集まりの聞き手たちと共に喜んで信受しました。(22.484)

　チャンダカが帰還してすべての後宮の女たちの悲しみを慰め、カンタカが昇天し
た［という名の］品、第22章［終わる］。

　４．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第23章の校訂

A 152a1 ; B 247a (the beginning part of this chapter is missing) ; D 210a1

ath!'oko {or: ath!nando} mah!sattva( s!ñjali( samup!'rita( /

　その後大きな聖地へと運んで、その馬の遺骸を安置し、塔廟の如くに建立して、大変
な熱心さをもって祀り供養した。(22.454)

　それを聞いて、後宮の女たちは皆その馬への悲しみに心が焼かれ、再び主人を思い
出しては愛情の苦しみに悩んで泣き嘆いた。(22.455)

　同じ様に、かのチャンダカも馬のカンタカの思い出に耽り、寝椅子に坐ったまま、彼
を深く思う心を抱いて過ごした。(22.456)

　するとその夜、神霊がチャンダカの前に現れ、「カンタカは［天界で］神の子となっ
ている」と告げた。(22.457)

　このようにその神霊が告げたことを聞いてチャンダカは驚き、翌朝起きると、沈思し
てこのように考えた。(22.458)

　「ああ、神霊がお告げになったこと、それは疑いなく本当のことであろう」––そう
確信すると、チャンダカはかの馬を悲しむのをやめ、悦びながら、(22.459)

　そこからすぐにチャンダカは王の前に行って、その出来事をすべて詳細に報告した。
(22.460)

　その言葉を聞き、王は「本当のことだ」と考え、認識を得て、そのことを悲しむ苦
しみを捨て、喜びを得た。(22.461)

　その後チャンダカは後宮へ行って、ヤショーダラー妃にお辞儀して前に立ち、合掌し
てこのように述べた。(22.462)

　「お妃様、もう悲しまないで下さい。どうか気づきを得て、安らかなお心になって下
さい。真夜中に、神霊が来て、私にこう語ったのです、(22.463)

　『あのカンタカは、大神通力をもつ、大きな天恵をもつ天子となり、天の栄光と大き
な自在力と快楽を享受して喜んでいる』と。(22.464)

　私はこの神霊によって告げられたことを本当のことと考えて、あなた様の馬への悲し
みを消散するため、これをご報告しました。(22.465)

　お妃様、どうかお悲しみにならないで下さい。安らかな心を得て、お歓び下さい。
あなた様はきっと遠からずして、菩提を得てここへ帰ってきたあの方とお会いになるで
しょう。(22.466)

　善行という道に従いゆく者は皆、この輪廻的生存の中でも悲しむべきではありませ
ん。あの方もまた、福徳を愛するお心の持ち主です。ですから、もう悲しまないでくだ
さい。(22.467)

　御母（マーヤー）の胎内に入られたお方（菩薩）が私たちのためにお生まれになった
時も、彼は災いのない、清らかな歓びの高揚を絶え間なく作りました。(22.468)

　同様に、あの大きな天運をお持ちの方（菩薩）が空から出離された時も、災いのな
い、清らかな歓びの高揚が絶え間なく起こりました。(22.469)

　あの方はあらゆる天女や三十三天の神々、あらゆる護世王たちによって、大きな歓喜
をもって尊崇され、讃えられ、喜ばれました。(22.470)

　大通智者たるあの方は、輝きながら、いたるところに幸いをもたらし、菩提の誓願
をなして、三界の生類の益のために活動しながら、(22.471)
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bhagavanta" guru" natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 23.1

bhadanto 'sau mah!sattva pravrajitv! svaya" tata( /

vane kutr!'rame gatv! sa"pracere tapovratam // 23.2

iti tasya jagacch!stu( sa"bodhijñ!nas!dhanam /

tapovrata" sam!di'ya sarv!n na( paribodhaya // 23.3

iti sa"pr!rthite tena so 'rhan yatir mah!mati( /

upaguptas {or: '!kyasi"has} *tad!'oka" {or: tam !nanda"} sa"pa'yann evam !di'at // 23.4

s!dhu '+&u mah!sattva yath! me guruta( 'rutam {or: may! pur!k+tam} /

tath! 'han te pravak%y!mi sarvalok!bhibodha[166a]ne // 23.5

tata( sarv!rthasiddho 'sau bodhisattva( prabh!sayan /

sa"prasthito va'i%*hasya mahar%er !'rama" yayau // 23.6

tatra sa samup!vi%*o yatir api pra'obhita( /

+%#&!m api sarve%!" jah!ra locan!ni vai // 23.7　 ≈ Bc 7.2

k+%ikarmakar!( sarve ta" yati" samup!gatam /

d+%*v!tivismitasv!nt! sam#k%anto 'bhitasthire // 23.8　 ≈ Bc 7.3

phalam)lasamitpu%papavitrav!hak! van!t /

pr!gat!s tam up!y!ta" sam#k%ya vismaya" yayu( // 23.9　 ≈ Bc 7.4

may)r! api ta" d+%*v! kek! mumucur unmad!( /

m+g! api tam !lokya tasthur abhimukh! mud! /

g!vo 'pi ta" sam!lokya prasusruvu( paya( svayam // 23.10 ≈ Bc 7.5; 7.6

vas)n!m a%*amo 'ya" hi sy!d *a'vino 'paro hy ayam /

uccerur iti *tacce%*asa"dar'an!t *tapasvina( // 23.11　 ≈ Bc 7.7

eva" vism!payan sarv!n sa pravi%*as tapovanam /

k+tsna" *sa"dyotay!m !sa div!kara ivodita( // 23.12　 ≈ Bc 7.8

tatra tair +%ibhir viprai( sam!mantrya samarcita( /

te%!" dharmabh+t!" v+tti" dra%*um !s#t samutsuka( // 23.13　 ≈ Bc 7.9

tata( pu&y!rthibhir lokai( *sam!k#r&itam !'ramam /

so 'nucaran mah!sattvo dra%*u" tapovi%e%at!m // 23.14　 ≈ Bc 7.10

tatra tapasvin!" d+%*v! n!n!vidhatapovratam /

d+%*v! tattva" vijijñ!su( *ka"cid evam ap+cchata // 23.15　 ≈ Bc 7.11

e%!" saumya na j!ne 'ha" tapovidhi" phal!ni ca /

etatsarva" prav+tt!nta" bhav!n me vaktum arhati // 23.16　 ≈ Bc 7.12

tac chrutv! sa dvija're%*has tasmai saddharmav!ñchine /

krame&a kathay!m !sa tapovidhi" phal!ni ca // 23.17　 ≈ Bc 7.13

agr!myam anna" salile prar)-ha" 

　　par&!ni toya" phalam)lam eva /

yath!game v+ttir iya" mun#n!" 

　　bhinn!s tu te te tapas!" vikalp!( // 23.18 = Bc 7.14
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uñchena j#vanti khag! iv!nye  

　　t+&!ni kecin m+gavac caranti /

kecid bhuja"gai( saha vartayanti  

　　valm#kabh)t! iva m!rutena // 23.19 = Bc 7.15

asmatprayatn!rjitav+tta[166b]yo 'nye  

　　kecit svadant!pahat!nnabhak%!( /

k+tv! par!rtha" 'rapa&a" tath!nye  

　　kurvanti k!rya" yadi 'e%am asti // 23.20 = Bc 7.16

kecij jalaklinnaja*!kal!p! 

　　dvip!vaka" juhvati mantrap)rvam /

m#nai( sama" kecid apo vig!hya  

　　vasanti k)rmollikhitai( 'ar#rai( // 23.21 = Bc 7.17

eva"vidhai( k!lacitais tapobhi( 

　　pare diva" y!nty apare n+lokam /

du(khena m!rge&a sukha" k$ipanti 

　　dukha' hi dharmasya vadanti m)lam // 23.22 = Bc 7.18

ity evam!di dvipadendravatsa( 

　　'rutv! vacas tasya tapodhanasya /

ad+%*atattvo 'pi na sa"tuto%a 

　　'anair ida" c!tmagata" jag!da // 23.23 = Bc 7.19

du(kh!tmaka" naikavidha" tapa' ca 

　　svargapradh!na" tapasa( phala" ca /

lok!' ca sarve pari&!mavanta( 

　　svalpe 'rama( khalv ayam !'ram!&!m // 23.24 = Bc 7.20

#riya' ca bandh)n vi%ay!"' ca hitv! 

　　ye svargahetor niyama" caranti /

ye vipramukt!( khalu gantuk!m! 

　　mahattara" bandhanam eva bh)ya( // 23.25 = Bc 7.21

k!yaklamair ya' ca tapovidh!nai% 

　　prav+ttim ak!,k%ati k!maheto( /

sa"s!rado%!n aparik%am!&o 

　　du(khena so 'nvicchati du(kham eva // 23.26 = Bc 7.22

tr!sa' ca nitya" mara&!t praj!n!" 

　　yatnena cecchanti puna(pras)tim /

saty!" prav+ttau niyata' ca m+tyus

　　tatraiva magn! yata eva s&t!% // 23.27 = Bc 7.23

ih!rtham eke pravi'anti kheda" 

bhagavanta" guru" natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 23.1

bhadanto 'sau mah!sattva pravrajitv! svaya" tata( /

vane kutr!'rame gatv! sa"pracere tapovratam // 23.2

iti tasya jagacch!stu( sa"bodhijñ!nas!dhanam /

tapovrata" sam!di'ya sarv!n na( paribodhaya // 23.3

iti sa"pr!rthite tena so 'rhan yatir mah!mati( /

upaguptas {or: '!kyasi"has} *tad!'oka" {or: tam !nanda"} sa"pa'yann evam !di'at // 23.4

s!dhu '+&u mah!sattva yath! me guruta( 'rutam {or: may! pur!k+tam} /

tath! 'han te pravak%y!mi sarvalok!bhibodha[166a]ne // 23.5

tata( sarv!rthasiddho 'sau bodhisattva( prabh!sayan /

sa"prasthito va'i%*hasya mahar%er !'rama" yayau // 23.6

tatra sa samup!vi%*o yatir api pra'obhita( /

+%#&!m api sarve%!" jah!ra locan!ni vai // 23.7　 ≈ Bc 7.2

k+%ikarmakar!( sarve ta" yati" samup!gatam /

d+%*v!tivismitasv!nt! sam#k%anto 'bhitasthire // 23.8　 ≈ Bc 7.3

phalam)lasamitpu%papavitrav!hak! van!t /

pr!gat!s tam up!y!ta" sam#k%ya vismaya" yayu( // 23.9　 ≈ Bc 7.4

may)r! api ta" d+%*v! kek! mumucur unmad!( /

m+g! api tam !lokya tasthur abhimukh! mud! /

g!vo 'pi ta" sam!lokya prasusruvu( paya( svayam // 23.10 ≈ Bc 7.5; 7.6

vas)n!m a%*amo 'ya" hi sy!d *a'vino 'paro hy ayam /

uccerur iti *tacce%*asa"dar'an!t *tapasvina( // 23.11　 ≈ Bc 7.7

eva" vism!payan sarv!n sa pravi%*as tapovanam /

k+tsna" *sa"dyotay!m !sa div!kara ivodita( // 23.12　 ≈ Bc 7.8

tatra tair +%ibhir viprai( sam!mantrya samarcita( /

te%!" dharmabh+t!" v+tti" dra%*um !s#t samutsuka( // 23.13　 ≈ Bc 7.9

tata( pu&y!rthibhir lokai( *sam!k#r&itam !'ramam /

so 'nucaran mah!sattvo dra%*u" tapovi%e%at!m // 23.14　 ≈ Bc 7.10

tatra tapasvin!" d+%*v! n!n!vidhatapovratam /

d+%*v! tattva" vijijñ!su( *ka"cid evam ap+cchata // 23.15　 ≈ Bc 7.11

e%!" saumya na j!ne 'ha" tapovidhi" phal!ni ca /

etatsarva" prav+tt!nta" bhav!n me vaktum arhati // 23.16　 ≈ Bc 7.12

tac chrutv! sa dvija're%*has tasmai saddharmav!ñchine /

krame&a kathay!m !sa tapovidhi" phal!ni ca // 23.17　 ≈ Bc 7.13

agr!myam anna" salile prar)-ha" 

　　par&!ni toya" phalam)lam eva /

yath!game v+ttir iya" mun#n!" 

　　bhinn!s tu te te tapas!" vikalp!( // 23.18 = Bc 7.14
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　　svarg!rtham anye 'ramam !pnuvanti /

sukh!rtham !'!k+pa&o 'k+t!rtha( 

　　pataty anarthe khalu j#valoka( // 23.28 = Bc 7.24

na khalv aya" garhita eva yatno 

　　yo h#nam uts+jya vi'e%ag!m# /

pr!jñai( sam!nena pari'rame&a 

　　k!rya" tu tad yatra punar na k!ryam // 23.29 = Bc 7.25

'ar#rap#-! tu yad#ha dharma( 

　　sukha" 'ar#rasya bhavaty adharma( /

dharme&a c!pnoti sukha" tad asm!t 

　　tasm!d adharma" phalat#ha dharma( // 23.30 = Bc 7.26

yata( 'ar#ra" manaso va'ena 

　　pravartate v!pi nivartate v! /

yukto dama' cetasa eva tasm!c

　　citt!d +te k!%*hasama" 'ar#ram // 23.31 = Bc 7.27

!h!ra'uddhy! yadi pu&yam i%*a" 

　　tasm!n m+g!&!m api pu&yam asti /

ye c!pi b!hy!( puru%!( phalebhyo 

　　bh!gy!par!dhena par!,mukh!rth!( // 23.32 = Bc 7.28

du(khe 'bhisa"dhis tv atha pu&yahetu( 

　　sukhe 'pi k!ryo nanu so 'bhisa"dhi( /

atha pram!&a" na sukhe 'bhisa"dhir

　　du(khe pram!&a" nanu n!bhisa"dhi( // 23.33 = Bc 7.29

tathaiveha karmavi'uddhiheto( 

　　sp+'anty a[167a]pas t#rtham iti prav+tt!( /

tatr!pi to%o h+di kevalo 'ya" 

　　na p!vayi%yanti hi p!pam !pa( // 23.34 = Bc 7.30

sp+%*a" hi yad yad gu&avadbhir ambhas

　　tat tat p+thivy!" yadi t#rtham i%*am /

tasm!d gu&!n eva paraimi t#rtham

　　!pas tu ni(sa"'ayam !pa eva // 23.35 = Bc 7.31

iti sma tat tad bahuyuktiyukta" 

　　jag!da c!sta" ca yayau vivasv!n /

tato havirdh)mavivar&av+k%a" 

　　tapa(pra'!nta" sa vana" vive'a // 23.36 = Bc 7.32

abhyuddh+taprajvalit!gnihotra" 

　　k+t!bhi%ekar%ijan!bhik#r&am /

j!pyasvan!k)jitadevako%*ha" 
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　　dharmasya karm!ntam iva prav+ttam // 23.37 = Bc 7.33

k!'cin ni'!s tatra ni'!kar!bha( 

　　par#k%am!&a' ca tap!"sy uv!sa /

sarva" parik%epya tapa' ca matv! 

　　tasm!t tapa(k%etratal!j jag!ma // 23.38 = Bc 7.34

anvavrajann !'rami&as tatas ta" 

　　tadr)pam!h!tmyagatair manobhi( /

de'!d an!ryair abhibh)yam!n!n

　　mahar%ayo dharmam iv!pay!ntam // 23.39 = Bc 7.35

tato ja*!valkalac#rakhel!"s

　　tapodhan!"' caiva sa t!n dadar'a /

tap!"si cai%!m anurudhyam!nas 

　　tasthau 'ive 'r#mati m!rgav"k$e // 23.40 = Bc 7.36

athopas+ty!'ramav!sinas ta" 

　　manu%yavarya" pariv!rya tasthu( /

v+ddha' ca te%!" bahum!nap)rva" 

　　kalena s!mn! giram ity uv!ca // 23.41 = Bc 7.37

tvayy !gate p)r&a iv!'ramo 'bh)t

　　sa"padyate ')nya eva pray!te /

tasm!d ima" n!rhasi t!ta h!tu" 

　　jij#vi%or deham ive%*am !yu( // 23.42 = Bc 7.38

brahmar%ir!jar%isurar%iju%*a( 

　　pu&ya( sam#pe himav!n hi 'aila( /

tap!"si t!ny eva tapodhan!n!" 

　　yatsa"nikar%!d bahul#bhavanti // 23.43 = Bc 7.39

t#rth!ni pu&y!ny abhitas tathaiva 

　　sop!nabh)t!ni nabhastalasya /

ju%*!ni dharm!tmabhir !tmavadbhir

　　devar%ibhi' caiva n"par$ibhi# ca // 23.44 = Bc 7.40

ita' ca bh)ya( k%amam uttaraiva 

　　dik sevitu" dharmavi'e%aheto( /

na tu k%ama" dak%i&ato budhena 

　　pada" bhaved ekam api pray!tum // 23.45 = Bc 7.41

tapovane 'sminn atha ni%kriyo v! 

　　sa"k#r&adharm!patito ''ucirv! /

d+%*as tvay! yena na te vivats! 

　　tad br)hi y!vad rucito 'stu v!sa( // 23.46 = Bc 7.42

ime hi v!ñchanti tapa(sah!ya" 

　　svarg!rtham anye 'ramam !pnuvanti /

sukh!rtham !'!k+pa&o 'k+t!rtha( 

　　pataty anarthe khalu j#valoka( // 23.28 = Bc 7.24

na khalv aya" garhita eva yatno 

　　yo h#nam uts+jya vi'e%ag!m# /

pr!jñai( sam!nena pari'rame&a 

　　k!rya" tu tad yatra punar na k!ryam // 23.29 = Bc 7.25

'ar#rap#-! tu yad#ha dharma( 

　　sukha" 'ar#rasya bhavaty adharma( /

dharme&a c!pnoti sukha" tad asm!t 

　　tasm!d adharma" phalat#ha dharma( // 23.30 = Bc 7.26

yata( 'ar#ra" manaso va'ena 

　　pravartate v!pi nivartate v! /

yukto dama' cetasa eva tasm!c

　　citt!d +te k!%*hasama" 'ar#ram // 23.31 = Bc 7.27

!h!ra'uddhy! yadi pu&yam i%*a" 

　　tasm!n m+g!&!m api pu&yam asti /

ye c!pi b!hy!( puru%!( phalebhyo 

　　bh!gy!par!dhena par!,mukh!rth!( // 23.32 = Bc 7.28

du(khe 'bhisa"dhis tv atha pu&yahetu( 

　　sukhe 'pi k!ryo nanu so 'bhisa"dhi( /

atha pram!&a" na sukhe 'bhisa"dhir

　　du(khe pram!&a" nanu n!bhisa"dhi( // 23.33 = Bc 7.29

tathaiveha karmavi'uddhiheto( 

　　sp+'anty a[167a]pas t#rtham iti prav+tt!( /

tatr!pi to%o h+di kevalo 'ya" 

　　na p!vayi%yanti hi p!pam !pa( // 23.34 = Bc 7.30

sp+%*a" hi yad yad gu&avadbhir ambhas

　　tat tat p+thivy!" yadi t#rtham i%*am /

tasm!d gu&!n eva paraimi t#rtham

　　!pas tu ni(sa"'ayam !pa eva // 23.35 = Bc 7.31

iti sma tat tad bahuyuktiyukta" 

　　jag!da c!sta" ca yayau vivasv!n /

tato havirdh)mavivar&av+k%a" 

　　tapa(pra'!nta" sa vana" vive'a // 23.36 = Bc 7.32

abhyuddh+taprajvalit!gnihotra" 

　　k+t!bhi%ekar%ijan!bhik#r&am /

j!pyasvan!k)jitadevako%*ha" 
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　　taponidh!napratima" bhavantam /

v!sas tvay! [167b] h#ndrasamena s!rdha"

　　b+haspater abhyuday!vaha( sy!t // 23.47 = Bc 7.43

ity evam ukte sa tapasvimadhye 

　　tapasvimukhyena man#%imukhya( /

bhavapra&!'!ya k+tapratijña( 

　　sva" bh!vam antargatam !cacak%e // 23.48 = Bc 7.44

+jv!tman!" dharmabh+t!" mun#n!m

　　i%*!tithitv!t svajanopam!n!m /

eva"vidhair m!" prati bh!vaj!tai( 

　　pr#ti( par!tmajanita' ca m!rga% // 23.49 = Bc 7.45

snigdh!bhir !bhir h+daya"gam!bhi( 

　　sam!sata( sn!ta iv!smi v!gbhi( /

rati' ca me dharmanavagrahasya 

　　vispandit! sa"prati bh)ya eva // 23.50 = Bc 7.46

eva" prav+tt!n bhavata( 'ara&y!n

　　at#va sa"dar'itapak%ap!t!n /

y!sy!mi hitveti mam!pi du(kha" 

　　yathaiva bandh)"s tyajatas tathaiva // 23.51 = Bc 7.47

svarg!ya yu%m!kam aya" tu dharmo 

　　mam!bhil!%as tv apunarbhav!ya /

asmin vane yena na me vivats! 

　　bhinna( prav+tty! hi niv+ttidharma( // 23.52 = Bc 7.48

tan n!ratir me na par!pac!ro 

　　van!d ito yena parivraj!mi /

dharme sthit!( p)rvayug!nur)pe 

　　sarve bhavanto hi mahar%ikalp!( // 23.53 = Bc 7.49

tato vaca( s)n+tam arthavac ca 

　　su'lak%&am ojasvi ca garvita" ca /

'rutv! sudh&rasya tapasvinas te 

　　vi'e%ayukta" bahum!nam #yu( // 23.54 = Bc 7.50

ka'cid dvijas tatra tu bhasma'!y# 

　　pr!"'u( 'ikh# d!ravac#rav!s!( /

!pi,gal!k%as tanud#rghagho&a( 

　　ku&-aikahasto giram ity uv!ca // 23.55 = Bc 7.51

dh#mann ud!ra( khalu ni'cayas te 

　　yas tva" yuv! janmani d+%*ado%a( /

svarg!pavargau hi vic!rya samyag
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　　yasy!pavarge matir asti so 'sti // 23.56 = Bc 7.52

yajñais tapobhir niyamai' ca tais tai( 

　　svarga" yiy!santi hi r!gavanta( /

r!ge&a s!rdha" ripu&eva yuddhv! 

　　mok%a" par#psanti tu sattvavanta( // 23.57 = Bc 7.53

tad buddhir e%! yadi ni'cit! te 

　　t)r&a" bhav!n gacchatu vindhyako%*ham /

asau munis tatra vasaty ar!-o 

　　yo nai%*hike 'reyasi labdhacak%u( // 23.58 = Bc 7.54

tasm!d bhav!ñ chro%yati tattvam!rga"

　　saty!" rucau sa"pratipatsyate ca /

yath! tu pa'y!mi matis tavai$! 

　　tasy!pi y!syaty avadh)ya buddhim // 23.59 = Bc 7.55

spa%*occagho&a" vipul!yat!k%a"

　　t![168a]mr!dharau%*ha" sitat#k%&ada"%*ram /

ida" hi vaktu" tanuraktajihva" 

　　jñey!r&ava" p!syati k+tsnam eva // 23.60 = Bc 7.56

gambh#rat! y! bhavatas tv ag!dh! 

　　y! d#ptat! y!ni ca lak%a&!ni /

!c!ryaka" pr!psyasi tat p+thivy!" 

　　yan nar%ibhi( p)rvayuge 'py av!ptam // 23.61 = Bc 7.57

paramam iti tato n+p!tmajas

　　tam +%ijana" pratinandya niryayau /

vidhivad anuvidh!ya te 'pi ta" 

　　pravivi'ur !'rami&as tapovanam // 23.62 = Bc 7.58

tatas ta" nirgata" matv! va'i%*ho munibuddhim!n /

upetya samup!mantrya sa"pa'yan paryap+cchata // 23.63　　　≈ S ii,195.12-16; M ii,243.13-17

bhadrasudh!"'usa"k!'a kas tva" devo 'si v! nara( /

yuv!tra ki"nimitta" v! tapovane sam!gata( // 23.64

iti ten!r%i&! p+%*e bodhisattva( sam#k%ya tam /

va'i%*ha" munim !tmajña" sampa'yann idam abrav#t // 23.65　≈ S ii,197.10-18; M ii,245.16-24

ik%v!kukulasa"j!ta'uddhodano n+p!tmaja( /

tasy!tmajo 'ham uts+jya r!jyam iha sam!care // 23.66

jagat kle'!nalair dagdha" d+%*v!ha" ni(sp+ho bhave /

tat tyaktv! vi%ay!n sarv!n mok%!rtham abhini%krame // 23.67

yatra na sp+'yate kle'ijanmavy!dhijar!dibhi( /

sad!bhadrasukhots!ha" tatpada" pr!ptum !care // 23.68

iti tenodita" 'rutv! va'i%*ho vismay!nvita( /

　　taponidh!napratima" bhavantam /

v!sas tvay! [167b] h#ndrasamena s!rdha"

　　b+haspater abhyuday!vaha( sy!t // 23.47 = Bc 7.43

ity evam ukte sa tapasvimadhye 

　　tapasvimukhyena man#%imukhya( /

bhavapra&!'!ya k+tapratijña( 

　　sva" bh!vam antargatam !cacak%e // 23.48 = Bc 7.44

+jv!tman!" dharmabh+t!" mun#n!m

　　i%*!tithitv!t svajanopam!n!m /

eva"vidhair m!" prati bh!vaj!tai( 

　　pr#ti( par!tmajanita' ca m!rga% // 23.49 = Bc 7.45

snigdh!bhir !bhir h+daya"gam!bhi( 

　　sam!sata( sn!ta iv!smi v!gbhi( /

rati' ca me dharmanavagrahasya 

　　vispandit! sa"prati bh)ya eva // 23.50 = Bc 7.46

eva" prav+tt!n bhavata( 'ara&y!n

　　at#va sa"dar'itapak%ap!t!n /

y!sy!mi hitveti mam!pi du(kha" 

　　yathaiva bandh)"s tyajatas tathaiva // 23.51 = Bc 7.47

svarg!ya yu%m!kam aya" tu dharmo 

　　mam!bhil!%as tv apunarbhav!ya /

asmin vane yena na me vivats! 

　　bhinna( prav+tty! hi niv+ttidharma( // 23.52 = Bc 7.48

tan n!ratir me na par!pac!ro 

　　van!d ito yena parivraj!mi /

dharme sthit!( p)rvayug!nur)pe 

　　sarve bhavanto hi mahar%ikalp!( // 23.53 = Bc 7.49

tato vaca( s)n+tam arthavac ca 

　　su'lak%&am ojasvi ca garvita" ca /

'rutv! sudh&rasya tapasvinas te 

　　vi'e%ayukta" bahum!nam #yu( // 23.54 = Bc 7.50

ka'cid dvijas tatra tu bhasma'!y# 

　　pr!"'u( 'ikh# d!ravac#rav!s!( /

!pi,gal!k%as tanud#rghagho&a( 

　　ku&-aikahasto giram ity uv!ca // 23.55 = Bc 7.51

dh#mann ud!ra( khalu ni'cayas te 

　　yas tva" yuv! janmani d+%*ado%a( /

svarg!pavargau hi vic!rya samyag
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bh)yo 'pi ta" mah!sattva" sa"pa'yann evam abrav#t // 23.69

s!dho bhavati r!jendra( 'uddhodana( pit! tava /

tat katha" tva" samuts+jya r!jyam iha sam!gata( // 23.70

y!vad yuv! n+po bh)tv! lok!n dharme&a p!layan /

svapar!tmahita" k+tv! sukhe car!dhun! vraja // 23.71

yad! hi tva" jar!kr!nta'ar#ro viratas tad! /

sar!jy!n vi%ay!n sarv!"s tyaktveha samup!cara // 23.72

'uddha'#la( sam!dh!ya tapovrata" yathepsitam /

dh+tv! dhy!nasukha" bhuktv! sa"carasva sad! sukham // 23.73

etatpu&yavip!kena pari'uddhatrima&-ala( /

ni(kle'a( pari'uddh!tm! brahmalokam av!psyasi // 23.74

iti ten!r%i&!khy!ta" ni'amya sa mah!mati( /

bodhisattvo va'i%*ha" punar eva" samabrav#t // 23.75

mahar%e brahmaloke 'pi n!ha" gantu" samutsahe /

a[168b]pi tu sadvrata" dh+tv! jitv! m!raga&!n api /　
sa"bodhijñ!nam !s!dya saddharma" sa"prak!'ayan // 23.76

lokadh!tu%u sarve%u dharm!m+ta" pravar%ayan /

jagad dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 23.77

etaddhetor mahar%e 'ha" tyaktv! sarv!n parigrah!n /

bodhicary!vrata" dh+tv! bodhi" pr!ptum ih!care // 23.78

yadi tvayi mahar%e 'sti sa"bodhijñ!nam uttamam /

samup!di'ya me dehi yena kury!" jagaddhitam // 23.79

iti tenodita" 'rutv! va'i%*ho munisattama( /

bodhisattva" tam !lokya vismita evam abrav#t // 23.80

s!dho na vidyate 'sm!su bodhicary!vrata" kvacit /

tad anyatsa"vara" sarva" d!sy!mi te yad icchasi // 23.81
iti tenar%i&!khy!ta" ni'amya sa mah!mati( /

bodhisattvo mah!sattvo dhy!tvaiva" samacintayat // 23.82

yadi na vidyate hy atra bodhicary!vrata" kvacit /

kim evai%!" tapa(pu&ya" yena na sy!j jagaddhitam // 23.83

tad atr!ham u%itv! ki" yatra bodhir na vidyate /

bodhyarthe r!jyam uts+jya pravraj!mi jagaddhite // 23.84

iti dhy!tv! mah!sattvo bodhisattva( sa sanmati( /

va'i%*ha" munir!ja" ta" sam!mantryaitam abrav#t // 23.85

mahar%e 'ha" gami%y!mi bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

bhav!n api jagadbhadra" k+tv!caratu sarvad! // 23.86

ity ukte bodhisattvena va'i%*ho munisattama( /

tatheti ta" pra&atv! sa sv!'rama" samup!'rayat // 23.87

- 184 -



gacch!'u sidhyat!" v!ñch! bhadra" bh)y!t sad! tava /

sarvatra jayasiddhi' ca bhavatu ca sam#hitam // 23.88

iti bhadr!'isa" dattv! tasmai sa"bodhis!dhine /

va'i%*ha( suprasann!tm! sv!'rama" samup!vi'at // 23.89

tata( sa bodhisattvo 'pi sa"prasthita( prabh!sayan /

sarv!"s tapasvino dra%*um anyatra samup!carat // 23.90

tam !y!ta" sam!lokya 'akty!khy! br!hma&# mud! /

sahas! samup!gatya sampa'yanty evam abrav#t // 23.91 　≈ L 238.5-6; H ii,158.10-11

sv!gata" te mah!bh!ga samehi tva" mam!laye /

adya r!trau vu%itv!tra pr!tar gaccha yathepsite // 23.92

iti tayodi[169a]ta" 'rutv! bodhisattvas tatheti sa( /

prabodhitas tay! s!rdha" tatr!'ramam up!vi'at // 23.93

tatra s! br!hma&# 'akti( par&!ku*y!" t+&!sane /

bodhisattva" sam!mantrya sam!dara" nyave'ayat // 23.94

tatr!sanasam!s#na" d+%*v! s! br!hma&# mud! /

sapañc!m+tabhak%ena samabhyarcy!bhyato%ayat // 23.95

tato r!trau sa 'uddh!tm! t+&a'ayy!sam!'rita( /

p)rvabuddh!n anusm+tv! tasthau dhy!nasam!hita( // 23.96

tata( pr!ta( samutth!ya bodhisattva( prabh!sayan /

anyatr!'rami&!" dra%*u" tapovidhi" mud! carat // 23.97

d+%*v! ta" samup!y!ta" padm!khy! br!hma&# mud! /

sahas! samup!s+tya sampa'yanty evam abrav#t // 23.98 　≈ L 238.7-8; H ii,158.12-13

sv!gata" te mah!bh!ga samehi tva" mam!'rame /

adya r!tr!v u%itv!tra pratar gaccha yathepsite // 23.99

iti tayodita" 'rutv! bodhisattvas tatheti sa( /

prabodhita( prasann!tm! tad!'ramam up!carat // 23.100

tatra s! br!hma&# padm! bodhisattva" sam!dar!t /

par&aku*y!" sam!mantrya t+&!sane nyave'ayat // 23.101

tam !sanasam!s#na" d+%*v! s! br!hma&# mud!/

sapañc!m+tabhak%ena surasen!bhyato%ayat // 23.102

tata( s! br!hma&# d+%tv! ta" bhogy!bhiprato%itam /

purata( samup!'ritya papracchaiva" sam!dar!t // 23.103

s!dho kasya bhav!n putra( kasya hetor ih!gata( /

etat satya" sam!khy!ya m!" bodhayitum arhati // 23.104

tayeti pr!rthita" 'rutv! bodhisattva( sa sanmati( /

t!" padm!" br!hma&#" pa'yan bodhayitu" sam!di'at // 23.105

ya( '!kyakulasa"bh)ta( 'uddhodano n+p!dhipa( /

tasy!tmajo 'ham uts+jya r!jya" sarv!n parigrah!n // 23.106

bh)yo 'pi ta" mah!sattva" sa"pa'yann evam abrav#t // 23.69

s!dho bhavati r!jendra( 'uddhodana( pit! tava /

tat katha" tva" samuts+jya r!jyam iha sam!gata( // 23.70

y!vad yuv! n+po bh)tv! lok!n dharme&a p!layan /

svapar!tmahita" k+tv! sukhe car!dhun! vraja // 23.71

yad! hi tva" jar!kr!nta'ar#ro viratas tad! /

sar!jy!n vi%ay!n sarv!"s tyaktveha samup!cara // 23.72

'uddha'#la( sam!dh!ya tapovrata" yathepsitam /

dh+tv! dhy!nasukha" bhuktv! sa"carasva sad! sukham // 23.73

etatpu&yavip!kena pari'uddhatrima&-ala( /

ni(kle'a( pari'uddh!tm! brahmalokam av!psyasi // 23.74

iti ten!r%i&!khy!ta" ni'amya sa mah!mati( /

bodhisattvo va'i%*ha" punar eva" samabrav#t // 23.75

mahar%e brahmaloke 'pi n!ha" gantu" samutsahe /

a[168b]pi tu sadvrata" dh+tv! jitv! m!raga&!n api /　
sa"bodhijñ!nam !s!dya saddharma" sa"prak!'ayan // 23.76

lokadh!tu%u sarve%u dharm!m+ta" pravar%ayan /

jagad dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 23.77

etaddhetor mahar%e 'ha" tyaktv! sarv!n parigrah!n /

bodhicary!vrata" dh+tv! bodhi" pr!ptum ih!care // 23.78

yadi tvayi mahar%e 'sti sa"bodhijñ!nam uttamam /

samup!di'ya me dehi yena kury!" jagaddhitam // 23.79

iti tenodita" 'rutv! va'i%*ho munisattama( /

bodhisattva" tam !lokya vismita evam abrav#t // 23.80

s!dho na vidyate 'sm!su bodhicary!vrata" kvacit /

tad anyatsa"vara" sarva" d!sy!mi te yad icchasi // 23.81
iti tenar%i&!khy!ta" ni'amya sa mah!mati( /

bodhisattvo mah!sattvo dhy!tvaiva" samacintayat // 23.82

yadi na vidyate hy atra bodhicary!vrata" kvacit /

kim evai%!" tapa(pu&ya" yena na sy!j jagaddhitam // 23.83

tad atr!ham u%itv! ki" yatra bodhir na vidyate /

bodhyarthe r!jyam uts+jya pravraj!mi jagaddhite // 23.84

iti dhy!tv! mah!sattvo bodhisattva( sa sanmati( /

va'i%*ha" munir!ja" ta" sam!mantryaitam abrav#t // 23.85

mahar%e 'ha" gami%y!mi bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

bhav!n api jagadbhadra" k+tv!caratu sarvad! // 23.86

ity ukte bodhisattvena va'i%*ho munisattama( /

tatheti ta" pra&atv! sa sv!'rama" samup!'rayat // 23.87
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sarvasattvahita" kartu" sambodhijñ!nal!lasa( /

+%#&!" sa"vara" dra%*um iha sam!care mud! // 23.107

iti tena sam!khy!ta" 'rutv! s! br!hma&# tata( /

bodhisattva" sam!lokya vismitaivam abh!%ata // 23.108

yuv! bhav!n mah!bh!ga sa"s!rabhogyani(sp+ha( /

katha" r!jya" samuts+jya sam!y!si tapovane // 23.109

sarve r!jy!bhil!%e&a pracaranti tapova[169b]ne /

tva" tu r!jya" samuts+jya tapo' caritum icchasi // 23.110

kecit santo n+p! v+ddh!( sa"s!rabhogyani(sp+h!( /

sv!tm!jam abhi%iñcy!pi prati%*h!pya n+p!sane // 23.111

r!jy!'rama" parityajya caturvarg!bhik!,k%i&a( /

van!'rame sam!'ritya sa"carante tapovratam // 23.112

iti matv! yuv! y!vat t!vad r!jy!'ram!'rita( /

mahi%y! saha sa"rakta( kulacary!vrata" cara // 23.113

yad! jar!par#t!,gas tad!tmaja" n+p!sane /

prati%*h!pya sam!s+tya van!'rame vrata" cara // 23.114

eva" cet te sad! bhadra" sarvatr!pi bhaved dhruvam /

iha dharmasukha" bhuktv! paratra svargati" vraje( // 23.115

iti matv! pun! r!jy!'rame sthitv! kulavratam /

pit+bhy!" bh!ryay! s!rdha" sa"carasva praj! avan // 23.116

iti tay! sam!khy!ta" 'rutv! sa bhavani(sp+ha( /

bodhisattva( sam!lokya t!" padm!m evam abrav#t // 23.117

n!ha" m!ta( samicch!mi svargadivyasukh!ny api /

api tu bodhim !s!dya kartum eva jagaddhitam // 23.118

etaddhetor aha" tyaktv! mahadr!jyasukh!ny api /

mun#n!" vratavai'e%ya" dra%*um iha sam!care // 23.119

ki" c!pi sarvajant)n!" m+tyu( sarvatra sa"mukha( /

tad aha" v#k%ya sa"vigno nirv+ti" pr!ptum utsahe // 23.120
iti tenodita" 'rutv! padm! s! s!'rulocan! /

bodhisattva" tam !lokya punar apy evam abrav#t // 23.121
s!dho jagaddhit!rthena yadi sambodhim icchasi /

siddhyatu te manov!ñch! bhavatu ca sad! 'ivam // 23.122

tatra bauddh!'rame gatv! triratna'ara&a" gata( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 23.123

yad! sa"bodhim !s!dya sambuddhapadam !ptav!n /

tad!tr!pi sam!gatya dharmam !de%*um arhasi // 23.124

iti tayodita" 'rutv! bodhisattvas tatheti sa( /

prati'rutya tato 'nyatra gantu" sa"har%ito 'carat // 23.125
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tato 'nyatr!'ram!v!s# mahar%# raivat!bhidha( /

d)ratas tam up!y!ta" sam#kyaiva" vyacintayat // 23.126 　≈ L 238.9-10; H ii,158.14-15

ko 'yam iha sam!y!ta( prabh!sayan surendravat /

s)ryo v!tha sudh!"'ur v! brahm! v! 'a"karo 'tha v! // 23.127

vi%&ur v!gnir yamo v!ya" nair+tir varu&o 'pi v! /

v!yur v! [170a] yak%ar!j! v! bh)te'o v!tha kinnara( // 23.128

gandharv! v!tha guhyendra( siddho 'tha v! maharddhika( /

s!dhyo 'tha v! vasur v!pi vidy!dharo 'tha d!nava( /

n!gendro v! supar&o v! tadanyo v! maharddhika( // 23.129

ko 'ya" prabh!sayann atra mam!'rame sam!gata( /

iti vitarkam!no 'sau sa"pa'yan raivato 'carat // 23.130

tatra ta" samup!y!ta" bodhisattva" sa raivata( /

muni( sametya sampa'yan mud!mantryaivam abrav#t // 23.131

kasm!d iha tvam !y!si yuv! divy!tisundara( /

vi%ay!n parigrah!"' ca tyaktv! pravrajase katham // 23.132

m!t! k! te pit! ka' ca bh!ry!pi k! nu vidyate /

kasya ca vi%aye de'a etat satya" sam!di'a // 23.133

iti tenarsi&!di%*a" bodhisattvo ni'amya sa( /

raivata" ta" mah!bhijña" sampa'yann evam abrav#t // 23.134

ya( 'r#m!n bh)pat# r!j! 'uddhodana( sa me pit! /

m!t! m!y!bhidh! dev# bh!ry! ya'odhar!bhidh! // 23.135

pura" bh)tilak!k!ra" bhadra'r#sadgu&!'rayam /

tasm!d aha" pravrajy!tra tapo dra%*u" mud!care // 23.136

jagat kle'!gnisa"tapta" d+%*v! sa"s!rani(sp+ha( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sarvasattvahit!rthabh+t // 23.137

jitv! m!raga&!n sarv!n sa"pr!pya bodhim uttam!m /

jagad dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 23.138

etadarthe 'ham uts+jya vi%ay!n saparigrah!n /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! bodhi" pr!ptum ih!vraje // 23.139

iti tenodita" 'rutv! raivato munir !tmavit /

bodhisattva" mah!sattva" ta" pa'yann evam abrav#t // 23.140

s!dho bhadrasam#cch! te tath!pi me vaca( '+&u /

yad dhit!rtha" pravak%y!mi tat tva" sa"dh!tum arhasi // 23.141

yas tva" mah#pate( putro yuv! divy!tisundara( /

samr!&m!he'var#sampatsukha" tyaktv! pravrajase // 23.142

katha" m!ra" vinirjitya ni(kle'o bodhim !psyasi /

katha" bodhim an!s!dya sa"buddhapadam !psyasi // 23.143

bauddhapadam an!s!dya katha" kury!j jagaddhitam /

sarvasattvahita" kartu" sambodhijñ!nal!lasa( /

+%#&!" sa"vara" dra%*um iha sam!care mud! // 23.107

iti tena sam!khy!ta" 'rutv! s! br!hma&# tata( /

bodhisattva" sam!lokya vismitaivam abh!%ata // 23.108

yuv! bhav!n mah!bh!ga sa"s!rabhogyani(sp+ha( /

katha" r!jya" samuts+jya sam!y!si tapovane // 23.109

sarve r!jy!bhil!%e&a pracaranti tapova[169b]ne /

tva" tu r!jya" samuts+jya tapo' caritum icchasi // 23.110

kecit santo n+p! v+ddh!( sa"s!rabhogyani(sp+h!( /

sv!tm!jam abhi%iñcy!pi prati%*h!pya n+p!sane // 23.111

r!jy!'rama" parityajya caturvarg!bhik!,k%i&a( /

van!'rame sam!'ritya sa"carante tapovratam // 23.112

iti matv! yuv! y!vat t!vad r!jy!'ram!'rita( /

mahi%y! saha sa"rakta( kulacary!vrata" cara // 23.113

yad! jar!par#t!,gas tad!tmaja" n+p!sane /

prati%*h!pya sam!s+tya van!'rame vrata" cara // 23.114

eva" cet te sad! bhadra" sarvatr!pi bhaved dhruvam /

iha dharmasukha" bhuktv! paratra svargati" vraje( // 23.115

iti matv! pun! r!jy!'rame sthitv! kulavratam /

pit+bhy!" bh!ryay! s!rdha" sa"carasva praj! avan // 23.116

iti tay! sam!khy!ta" 'rutv! sa bhavani(sp+ha( /

bodhisattva( sam!lokya t!" padm!m evam abrav#t // 23.117

n!ha" m!ta( samicch!mi svargadivyasukh!ny api /

api tu bodhim !s!dya kartum eva jagaddhitam // 23.118

etaddhetor aha" tyaktv! mahadr!jyasukh!ny api /

mun#n!" vratavai'e%ya" dra%*um iha sam!care // 23.119

ki" c!pi sarvajant)n!" m+tyu( sarvatra sa"mukha( /

tad aha" v#k%ya sa"vigno nirv+ti" pr!ptum utsahe // 23.120
iti tenodita" 'rutv! padm! s! s!'rulocan! /

bodhisattva" tam !lokya punar apy evam abrav#t // 23.121
s!dho jagaddhit!rthena yadi sambodhim icchasi /

siddhyatu te manov!ñch! bhavatu ca sad! 'ivam // 23.122

tatra bauddh!'rame gatv! triratna'ara&a" gata( /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 23.123

yad! sa"bodhim !s!dya sambuddhapadam !ptav!n /

tad!tr!pi sam!gatya dharmam !de%*um arhasi // 23.124

iti tayodita" 'rutv! bodhisattvas tatheti sa( /

prati'rutya tato 'nyatra gantu" sa"har%ito 'carat // 23.125
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jagad bhadram ak+tvaiva ki" gatv!pi suniv+tim // 23.144

iti [170b] matv! mah!bh!ga tyaktv! sambodhil!lasam /

sa"s!rasatsukha" bhoktu" sa"carasva tapovratam // 23.145

m!ro hi durjayo jetu" devair api na 'akyate /

tvay! nare&a y)n!tra jetu" katha" sa 'akyate // 23.146

sarve lok!dhip!' c!pi m!rava'asam!sthit!( /

tvam eko hi yuv! martyas tadva'ena care( katham // 23.147

brahm! sarvar%i'!st!pi m!rava'asam!'rita( /

kle'!gniparitapt!tm! carate svecchay!pathe // 23.148

eva" mahar%ayo dh#r! api kle%!gnit!pit!( /

m!rasya va'ag! bhra%*!' caranti bahavo bhave // 23.149

tat katha" tva" yuv! k!nta' cakravartin+p!tmaja( /

sa"s!raratisa"bhoga" tyaktv! tapa( sam!care( // 23.150

n)na" sa madano m!ro d+%*v! tv!" navayauvanam /

d+%tv!'u pu%pab!&ena hatv! k!nt!va'e k%ipet // 23.151

tad! tv!" pramad!( k!nt! va'#k+tya prayatnata( /

k!mabhog!nusa"c!rai ramayeyur yath!sukham // 23.152

tata( k!masukh!sakta( snehap!'!bhibandhita( /

pramad!'ara&e sthitv! pracares tva" yathecchay! // 23.152

tato mad!bhim!n!ndha( kle'!gnit!pit!'aya( /

agamye%v api sa"rakta( pracareth!( pramodita( // 23.153

tata( p!p!nurakt!tm! da'!ku'alasa"rata( /

d!ru&e%v api ni('a,ka( p!take%u mud!care( // 23.154

etatp!p!bhilipt!tm! r!g!gnidahitendriya( /

asahyavedan!kr!ntadeh!tidu(khap#-ita( // 23.155

eva" cir!turas t#vradu(kh!gnidahitendriya( /

k+cchre&a k!yam uts+jya yam!laye vrajer api // 23.156

tatra tva" sahas!dh+tv! yamad)tair bhaya"karai( /

prak%ipto narake 'v#cau bhuñj!na( svak+ta" vase( // 23.157

tata' cir!t samutth!ya sarvatra narake%v api /

bhraman svak+tabhogy!ni bhuñj!no nighnito vase( /

cir!t taddu(khamukt!tm! pari'uddh!'ayo bhave( // 23.158

eva" matv! mah!bh!ga t!vad yuv! n+p!'rame /

sthitv!rthibhyo yath!k!ma" dattv! d!na" vrata" cara // 23.159

'uddha'#la( sam!dh!ya caturbrahmavih!raka( /

dharme&a p!laya"l lok!n kulacary!vrata" cara // 23.160

etatpu&yavi[171a]'uddh!tm! bhuktveha satsukha" sad! /

ante devai( saha svarge ramer divyasukh!nvita( // 23.161
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yadi mok%e 'sti te v!ñch! yad! jar!hatendriya( /

tad! r!jy!'rama" tyaktv! van!'rame sam!'rayan // 23.162

indriy!&i vinirjitya sam!dhinihit!'aya( /

municary!vrata" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 23.163

etatpu&y!bhi'uddh!tm! ni(kle'o nirmalendriya( /

sad! dhy!nasukha" bhuktv! pr!nte brahm!laya" vraje( // 23.164

eva" matv! yuv! y!vat t!vat kulavrata" cara /

v+ddho munivrata" dh+tv! sa"carasva tapovane // 23.165

eva" cet te sad! bhadrasukha" bhavet samantata( /

pr!nte nirv+tim !s!dya sv!ya"bhuva" pada" vraje( // 23.166

iti ten!r%i&!khy!ta" 'rutv! sa bodhim!nasa( /

bodhisattvo mah!sattvas tam +%im evam abrav#t // 23.167

mahar%e 'ha" virakt!tm! sa"s!raratini(sp+ha( /

tasm!n m!r!'raya" tyaktv! bodhicary!vrata" care // 23.168

tat sarvabh)pat#'!nacakravartin+pa'riyam /

api tyaktv! jagad bhadra" kartu" bauddhavrata" care // 23.169

n!ham icch!mi svarge ca devendra'r#sukh!ny api /

brahmaloke 'pi necch!mi sv!yambhuva" mahatsukham // 23.170

m!rair na 'akyate jetu" bodhisattvo jitendriya( /

m!r!ñ jitv! caraty eva bodhisattvo jagaddhite // 23.171

tath!ha" bodhisa"bh!ra" p)rayitv! yath!kramam /

bodhisattvo jagad bhadra" kartum icch!mi s!mpratam // 23.172

tena sambodhim !s!dya saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad dharmamayam k+tv! gantum icch!mi nirv+tim // 23.173

etadarthe 'ham uts+jya cakravartin+pa'riyam /

bodhi" pr!ptyai bhavaddharma" sam#k%itum ih!vraje // 23.174

iti tena sam!khy!ta" 'rutv! sa raivato muni( /

vismitas ta" mah!sattva" sampa'yann evam abrav#t // 23.175

dhanyo 'si tva" mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

m!r!ñ jitv!pi sambodhi" sa"pr!ptu" yat samicchasi // 23.176

gaccha bhadra sam!dh!ya bauddhacary!vrata" cara /

bhavatu te sad! bhadra" sa"sidhyatu sam#hitam // 23.177

iti bhadr!'i%a" dattv! tam abhyarcy!rhabho[171b]janai( /

to%ayitv! prasann!tm! raivata( sv!'rama" yayau // 23.178

tata( sa bodhisattvo 'pi kurvan bhadra" samantata( /

sam!carat tath!nyatra p)r&endur iva bh!sayan // 23.179 　≈ L 238.10-11; H ii,158.15-16

tatra ta" samup!y!ta" dattrimada&-ik!tmaja( / 

r!jyak!khyo muni're%*ho durata( samalokayat // 23.180

jagad bhadram ak+tvaiva ki" gatv!pi suniv+tim // 23.144

iti [170b] matv! mah!bh!ga tyaktv! sambodhil!lasam /

sa"s!rasatsukha" bhoktu" sa"carasva tapovratam // 23.145

m!ro hi durjayo jetu" devair api na 'akyate /

tvay! nare&a y)n!tra jetu" katha" sa 'akyate // 23.146

sarve lok!dhip!' c!pi m!rava'asam!sthit!( /

tvam eko hi yuv! martyas tadva'ena care( katham // 23.147

brahm! sarvar%i'!st!pi m!rava'asam!'rita( /

kle'!gniparitapt!tm! carate svecchay!pathe // 23.148

eva" mahar%ayo dh#r! api kle%!gnit!pit!( /

m!rasya va'ag! bhra%*!' caranti bahavo bhave // 23.149

tat katha" tva" yuv! k!nta' cakravartin+p!tmaja( /

sa"s!raratisa"bhoga" tyaktv! tapa( sam!care( // 23.150

n)na" sa madano m!ro d+%*v! tv!" navayauvanam /

d+%tv!'u pu%pab!&ena hatv! k!nt!va'e k%ipet // 23.151

tad! tv!" pramad!( k!nt! va'#k+tya prayatnata( /

k!mabhog!nusa"c!rai ramayeyur yath!sukham // 23.152

tata( k!masukh!sakta( snehap!'!bhibandhita( /

pramad!'ara&e sthitv! pracares tva" yathecchay! // 23.152

tato mad!bhim!n!ndha( kle'!gnit!pit!'aya( /

agamye%v api sa"rakta( pracareth!( pramodita( // 23.153

tata( p!p!nurakt!tm! da'!ku'alasa"rata( /

d!ru&e%v api ni('a,ka( p!take%u mud!care( // 23.154

etatp!p!bhilipt!tm! r!g!gnidahitendriya( /

asahyavedan!kr!ntadeh!tidu(khap#-ita( // 23.155

eva" cir!turas t#vradu(kh!gnidahitendriya( /

k+cchre&a k!yam uts+jya yam!laye vrajer api // 23.156

tatra tva" sahas!dh+tv! yamad)tair bhaya"karai( /

prak%ipto narake 'v#cau bhuñj!na( svak+ta" vase( // 23.157

tata' cir!t samutth!ya sarvatra narake%v api /

bhraman svak+tabhogy!ni bhuñj!no nighnito vase( /

cir!t taddu(khamukt!tm! pari'uddh!'ayo bhave( // 23.158

eva" matv! mah!bh!ga t!vad yuv! n+p!'rame /

sthitv!rthibhyo yath!k!ma" dattv! d!na" vrata" cara // 23.159

'uddha'#la( sam!dh!ya caturbrahmavih!raka( /

dharme&a p!laya"l lok!n kulacary!vrata" cara // 23.160

etatpu&yavi[171a]'uddh!tm! bhuktveha satsukha" sad! /

ante devai( saha svarge ramer divyasukh!nvita( // 23.161
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d+%*v! ta" samup!y!ta" r!jyaka +sir utthita( /

sahas! samup!s+tya sa"pa'yann evam abrav#t // 23.181

sv!gato 'si mah!bh!ga kas tva" kuta ih!gata( /

yuv!tisundara( k!nta( katha" pravrajase vane // 23.182

iti ten!r%i&! p+%*e bodhisattva( sam#k%ya tam /

r!jyaka" samup!s+tya sa"pa'yann evam abrav#t // 23.183

mahar%e 'ha" suto rajña( 'uddhodhanasya bh)pate( /

jagat kle'!gnisa"tapta" d+%*v! sa"s!rani(sp+ha( // 23.184

taddu(kh!bhi'am#kartu" tyaktv! r!jya" parigrah!n /

pravrajitv! svaya" bodhicary!vrata" sam!care // 23.185

sambodhijñ!nam !s!dya jitv! m!r!n sudurjay!n /

jagad dharmamaya" k+tv! pr!ptum icche sunirv+tim // 23.186

ity arhan bhavat!m atra tapovidhi" sam#k%itum /

saddharm!&!" vi'e%a" ca samadhigantum !vraje // 23.187

taduktam iti sa 'rutv! dhanyo 'si tva" mah!mati /

ity uktv!tra sam!mantrya sv!'rame 'nayad !drita( // 23.188

tatr!sane prati%*h!pya tam abhyarcya sa modita( /

supra&#tena bhogyena s!dara" samato%ayat // 23.189

tato r!trau sam!'ritya par&aku*y!" t+&!sane /

dhy!tv! buddh!n anusm+tya tasthau sa"bodhim!nasa( // 23.190

tata( pr!ta( samutth!ya bodhisattva( prasannadh#( /

ta" mahar%i" sam!mantrya tato 'carat prabh!sayan // 23.191

ta" caranta" mah!sattva" bodhisattva" sam#k%ya sa( /

tadgu&!raktacitta' ca samupetyaivam abrav#t // 23.192

aham api tvay! s!rdham caritu" vratam utsahe /

tan m!" tva" saugate dharme sa"c!rayitum arhasi // 23.193

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvo ni'amya sa( /

r!jyaka" ta" sam!lokya vihasann evam abrav#t // 23.194

ma[172a]har%e yadi te v!ñch! vrate 'sti bodhis!dhane /

sa"bodhipra&idh!nena d!navrate sam!cara // 23.195

tata( sudh#r vi'uddh!tm! '#lacary!vrata" cara /

tato jagat sama" matv! k%!nticary!vrata" cara // 23.196

tato jagaddhit!dh!na" v#ryacary!vrata" cara /

tata( kle'!n vinirjitya dhy!nacary!vrata" cara // 23.197

tata( saddharma'!str!bdhau prajñ!ratna" samarjaya /

tena sattvahit!rthena sa"bodhipr!ptum utsaha // 23.198

tato m!raga&!ñ jitv! sa"pr!pya bodhim uttam!m /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuy!( // 23.199
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iti matv! mahar%e tva" sambodhis!dhana" vratam /

yad#cchasi sam!dh!ya sattvahitavrata" cara // 23.200

triratna'ara&a" k+tv! nitya" bhaja sad! smara /

etatpu&y!nubh!vena bodhicitta" sam!pnuy!( // 23.201

tata( sudh#r vi'uddh!tm! bodhisattvo jagaddhite /

bodhicary!vrata" dh+tv! sam!caret sad! bhave // 23.202

iti tena sam!di%*a" 'rutv! sa +%ir !tmavit /

du%kara" bodhisa"pr!pyai vratam iti vyacintayat // 23.203

tata( sa +%ir !lokya bodhisattva" pra&amya sa( /

s!ñjali( suprasann!tm! sampa'yann evam abrav#t // 23.204

sanmate 'ha" na 'aknomi caritu" bodhis!dhanam /

bodhicary!vrata" hy asm!t tat k%amasva pras#da me // 23.205

sidhyatu te mah!sattva vrata" sambodhis!dhanam /

gaccha tvam !'u sambodhi" s!dhaya trijagaddhite // 23.206

sambodhijñ!nam !s!dya saddharma" sa"prak!'aye( /

ih!pi samup!gatya samup!de%*um arhasi // 23.207

iti tenodita" 'rutv! bodhisattvas tatheti sa( /

t)%&#bh!vena sa"'rutya tato 'carat prabh!sayan // 23.208

tato 'nye%!m +%#&!" ca dra%*u" n!n!vidhivratam /

bodhisattvo 'carat tatra sarve%v apy !'rame%u sa( // 23.209

eva" ta" samup!y!ta" d+%*v! sarve mahar%aya( /

sametya sahas!mantrya sa"p)jya samato%ayan // 23.210

tata( sarvatra sa"pa'yan bodhisattvas tapovratam /

bodhicary!vrata" kv!pi na dadar'a samantata( // 23.211

tata( so 'paritu%*!tm! bodhisattvo 'bhini%kraman /

bodhi[172b]v+k%a" sam!lokya sam!'ritu" mud!carat // 23.212

tatra sa samup!'ritya sambodhinihit!'aya( /

sarv!n buddh!n anusm+tya dhy!tv! tasthau sam!hita( // 23.213

tatra dhy!tv! sam!s#na" ta" p)r&endum ivojjvalam /

d+%*v! sarve 'dhvag! natv! d)rato 'pi mud!caran // 23.214

iti me *p)rva'ruta" ta" s!"prata" gadita" may! /

{or: iti me p)rvav+tt!nta" s!"prata" gadita" may! /}

tvam apy etan mah!vijña 'rutv!numodito bhava // 23.215

'rutveda" ye 'numodanti te sarve nirmalendriy!( /

bhadra'r#sadgu&!pann! bhaveyu( sugat!tmaj!( // 23.216

iti ten!rhat!di%*a" 'rutv!*'oko *bh)po {or: 'rutv!nando yatir} mud! / 

tatheti prativijñapya pr!tyanandat sa satyaka( // 23.217

d+%*v! ta" samup!y!ta" r!jyaka +sir utthita( /

sahas! samup!s+tya sa"pa'yann evam abrav#t // 23.181

sv!gato 'si mah!bh!ga kas tva" kuta ih!gata( /

yuv!tisundara( k!nta( katha" pravrajase vane // 23.182

iti ten!r%i&! p+%*e bodhisattva( sam#k%ya tam /

r!jyaka" samup!s+tya sa"pa'yann evam abrav#t // 23.183

mahar%e 'ha" suto rajña( 'uddhodhanasya bh)pate( /

jagat kle'!gnisa"tapta" d+%*v! sa"s!rani(sp+ha( // 23.184

taddu(kh!bhi'am#kartu" tyaktv! r!jya" parigrah!n /

pravrajitv! svaya" bodhicary!vrata" sam!care // 23.185

sambodhijñ!nam !s!dya jitv! m!r!n sudurjay!n /

jagad dharmamaya" k+tv! pr!ptum icche sunirv+tim // 23.186

ity arhan bhavat!m atra tapovidhi" sam#k%itum /

saddharm!&!" vi'e%a" ca samadhigantum !vraje // 23.187

taduktam iti sa 'rutv! dhanyo 'si tva" mah!mati /

ity uktv!tra sam!mantrya sv!'rame 'nayad !drita( // 23.188

tatr!sane prati%*h!pya tam abhyarcya sa modita( /

supra&#tena bhogyena s!dara" samato%ayat // 23.189

tato r!trau sam!'ritya par&aku*y!" t+&!sane /

dhy!tv! buddh!n anusm+tya tasthau sa"bodhim!nasa( // 23.190

tata( pr!ta( samutth!ya bodhisattva( prasannadh#( /

ta" mahar%i" sam!mantrya tato 'carat prabh!sayan // 23.191

ta" caranta" mah!sattva" bodhisattva" sam#k%ya sa( /

tadgu&!raktacitta' ca samupetyaivam abrav#t // 23.192

aham api tvay! s!rdham caritu" vratam utsahe /

tan m!" tva" saugate dharme sa"c!rayitum arhasi // 23.193

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvo ni'amya sa( /

r!jyaka" ta" sam!lokya vihasann evam abrav#t // 23.194

ma[172a]har%e yadi te v!ñch! vrate 'sti bodhis!dhane /

sa"bodhipra&idh!nena d!navrate sam!cara // 23.195

tata( sudh#r vi'uddh!tm! '#lacary!vrata" cara /

tato jagat sama" matv! k%!nticary!vrata" cara // 23.196

tato jagaddhit!dh!na" v#ryacary!vrata" cara /

tata( kle'!n vinirjitya dhy!nacary!vrata" cara // 23.197

tata( saddharma'!str!bdhau prajñ!ratna" samarjaya /

tena sattvahit!rthena sa"bodhipr!ptum utsaha // 23.198

tato m!raga&!ñ jitv! sa"pr!pya bodhim uttam!m /

jagad dharmamaya" k+tv! sunirv+ti" sam!pnuy!( // 23.199
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// iti mahar%itapovratasa"dar'anaparivarto n!ma trayovi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( //

　Apparatus criticus of the chapter 23

1a ath!'oko] A(post corr. int. lin.): ath!nando A(ante corr.) D.

4c upaguptas] A(post corr. marg.): '!kyasi"has A(ante corr.) D || *tad!'oka"] ex coni: tam

a'oka" A(post corr. int. lin.): tam !nanda" A2(ante corr.) D.

5b me guruta(] A(post corr. marg.): may! pur!k+tam A(ante corr.) D.

7a samup!vi%*o] corr.: samup!vi%*a A2 D.

7 note] From strophe 7 to strophe 34, A is replaced by A2, which is written on new papers. It

means that the most reliable A cannot be used here.

9d yayu(] A2: yayau D.

10b unmad!(] corr.: unmad! A2: unmud!( D.

11b *a'vino 'paro] ex coni: a'vin!paro A2 D. 

11c *tacce%*a°] ex coni: *t!ce%*a° A2: v!ce%*a° D.

11d *tapasvina(] ex coni: tapasvin!" A2: tapasvin#" D.

12c *sa"dyotay!m] ex coni (cf. Bc 7.8): sa"p!tay!m A2: sa"gh!tay!m D.

14d *sam!k#r&itam !'ramam] ex coni: sam!k#r&a"s tav!'rama" A2: sam!k#r&atav!'rama" D. 

15a *tapasvino] corr.: tapasvin!" A2: tapa'vin!" D.

15c vijijñ!su(] A2: vijijñ!su D.

15d *ka"cid] ex coni: kecid A2 D.

16b °vidhi"] D: °vidhi A2.

17d v!ñchine] A2: v!ñchime D.

18a salile] corr.: salila" A2 D. (Cf. Bc 7.14 salile)

19d iva m!rutena] A2 D. (Cf. Bc 7.15 vanam!rutena)

20a asmatpra°] sic A2 D. (Cf. Bc 7.16 a'mapra°)

20a °v+ttayo 'nye] corr.: °v+ttam!nye A2 D. (Cf. Bc 7.16 °v+ttayo 'nye)

20b °pahat!nna] corr.: °pahat!nta° A2 D. (Cf. Bc 7.16 °pahat!nna°)

20c 'rapa&a"] corr.: 'rava&a" A2 D. (Cf. Bc 7.16 'rapa&a")

20d 'e%am asti] corr. 'e%ayasti A2 D. (Cf. Bc 7.16 'e%am asti)

21a jalaklinnaja*!°] D: jalatkintata*!° A2. (Cf. Bc 7.17 jalaklinnaja*!°)

21b dvip!vaka"] D A2. (Cf. Bc 7.17 dvi( p!vaka")

21b juhvati] D: jahvati A2. (Cf. Bc 7.17 juhvati)

21d k)rmollikhitai(] corr.: k)rmolikhitai( D: k)rmo%*ikhite A2. (Cf. Bc 7.17 k)rmollikhitai()

22b pare diva" y!nty apare] D. (Cf. Bc 7.18 parair diva" y!nty aparair)

22c k%ipanti] D: k%iya"ti A2. (Cf. Bc 7.18 hy upaiti)

22d dukha"] D A2.  (Cf. Bc 7.18 sukha")
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22 note] A2 contains so many errors that from this strophe onwards I should present only the

readings of D. It would be useless to list all the different incorrect readings of A2.

23a dvipadendra°] corr.: dviparendra D. (Cf. Bc 7.19 dvipadendra°)

23b vacas] corr.: caras D. (Cf. Bc 7.19 vacas)

23c °tattvo 'pi] corr.: °tatp!pi D. (Cf. Bc 7.19 °tattvo 'pi)

23d jag!da] D. (Cf. Bc 7.19 babh!%e; Cowell jag!da)

24d svalpe 'rama(] corr.: svalpa'rama D. (Cf. Bc 7.20 svalpe 'rama()

25a 'riya"] D. (Cf. Bc 7.21 priy!"'; Cowell 'riya")

25a vi%ay!"'] corr.: vi%ay!' D.  (Cf. Bc 7.21 vi%ay!"')

25c ye vipramukt!(] D. (Cf. Bc 7.21 te viprayukt!()

26a tapovidh!nai(] D. (Cf. Bc 7.22 tapo'bhidh!nai()

26c apar#k%am!&o] corr.: aparik%am!&! D.  (Cf. Bc 7.22 apar#k%am!&o)

26d so 'nvicchati] corr.: s!nvicchati D.  (Cf. Bc 7.22 so 'nvicchati)

27a tr!sa'] corr.: tr!'a' D.  (Cf. Bc 7.23 tr!sa')

27b puna(pra°] corr.: pura(pra° D.  (Cf. Bc 7.23 puna(pra°)

27c saty!"] corr.: saty! D.  (Cf. Bc 7.23 satya")

27d s#t!(] D.  (Cf. Bc 7.23 bh#t!()

28b anye] corr.: anya D.  (Cf. Bc 7.24 anye)

28c !'!k+pa&o] corr.: !&!k+pa&o D.  (Cf. Bc 7.24 !'!k+pa&o)

30a dharma(] corr.: dharma D.  (Cf. Bc 7.26 dharma()

30c sukha" tad asm!t] D.  (Cf. Bc 7.26 sukha" paratra)

31b v!pi nivartate v!] D.  (Cf. Bc 7.27 c!pi nivartate ca; Cowell v!pi nivartate v!)

32b b!hy!( puru%!(] corr.: b!hy! puru%! D.  (Cf. Bc 7.28 b!hy!( puru%!()

33d du(khe] corr.: du(kha D.  (Cf. Bc 7.29 du(khe)

34d tathaiveha] D.  (Cf. Bc 7.30 tathaiva ye)

34 note] From p!da b of this verse we can again use the reliable A manuscript. Therefore from

this verse onwards I read only A.

36c havirdh)°] corr.: havidh)°] A.  (Cf. Bc 7.32 havirdh)°)

37b jan!bhik#r&am] A.  (Cf. Bc 7.33 °jan!vak#r&am)

39d °y!ntam] corr.: °y!ta" A.  (Cf. Bc 7.35 °y!ntam)

40d m!rgav+k%e] A.  (Cf. Bc 7.40 v+k%am)le; Cowell m!rgav+k%e)

41d giram] corr.: girim A.  (Cf. Bc 7.37 giram)

44b sop!na°] corr.: saup!na° A.  (Cf. Bc 7.40 sop!na°)

44d n+par%ibhi'] A.  (Cf. Bc 7.40 maha+%ibhi')

45b dik sevitu"] corr.: dik sa"sevitu" A.  (Cf. Bc 7.41 dik sevitu")

49d par!tmajanita' ca m!rga(] A. (Cf. Bc 7.45 par! me janita' ca m!na(; Cowell par!tmajanita'

ca m!rga()

50d vispandit!] corr.: vi%pandit! A. 

// iti mahar%itapovratasa"dar'anaparivarto n!ma trayovi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( //

　Apparatus criticus of the chapter 23

1a ath!'oko] A(post corr. int. lin.): ath!nando A(ante corr.) D.

4c upaguptas] A(post corr. marg.): '!kyasi"has A(ante corr.) D || *tad!'oka"] ex coni: tam

a'oka" A(post corr. int. lin.): tam !nanda" A2(ante corr.) D.

5b me guruta(] A(post corr. marg.): may! pur!k+tam A(ante corr.) D.

7a samup!vi%*o] corr.: samup!vi%*a A2 D.

7 note] From strophe 7 to strophe 34, A is replaced by A2, which is written on new papers. It

means that the most reliable A cannot be used here.

9d yayu(] A2: yayau D.

10b unmad!(] corr.: unmad! A2: unmud!( D.

11b *a'vino 'paro] ex coni: a'vin!paro A2 D. 

11c *tacce%*a°] ex coni: *t!ce%*a° A2: v!ce%*a° D.

11d *tapasvina(] ex coni: tapasvin!" A2: tapasvin#" D.

12c *sa"dyotay!m] ex coni (cf. Bc 7.8): sa"p!tay!m A2: sa"gh!tay!m D.

14d *sam!k#r&itam !'ramam] ex coni: sam!k#r&a"s tav!'rama" A2: sam!k#r&atav!'rama" D. 

15a *tapasvino] corr.: tapasvin!" A2: tapa'vin!" D.

15c vijijñ!su(] A2: vijijñ!su D.

15d *ka"cid] ex coni: kecid A2 D.

16b °vidhi"] D: °vidhi A2.

17d v!ñchine] A2: v!ñchime D.

18a salile] corr.: salila" A2 D. (Cf. Bc 7.14 salile)

19d iva m!rutena] A2 D. (Cf. Bc 7.15 vanam!rutena)

20a asmatpra°] sic A2 D. (Cf. Bc 7.16 a'mapra°)

20a °v+ttayo 'nye] corr.: °v+ttam!nye A2 D. (Cf. Bc 7.16 °v+ttayo 'nye)

20b °pahat!nna] corr.: °pahat!nta° A2 D. (Cf. Bc 7.16 °pahat!nna°)

20c 'rapa&a"] corr.: 'rava&a" A2 D. (Cf. Bc 7.16 'rapa&a")

20d 'e%am asti] corr. 'e%ayasti A2 D. (Cf. Bc 7.16 'e%am asti)

21a jalaklinnaja*!°] D: jalatkintata*!° A2. (Cf. Bc 7.17 jalaklinnaja*!°)

21b dvip!vaka"] D A2. (Cf. Bc 7.17 dvi( p!vaka")

21b juhvati] D: jahvati A2. (Cf. Bc 7.17 juhvati)

21d k)rmollikhitai(] corr.: k)rmolikhitai( D: k)rmo%*ikhite A2. (Cf. Bc 7.17 k)rmollikhitai()

22b pare diva" y!nty apare] D. (Cf. Bc 7.18 parair diva" y!nty aparair)

22c k%ipanti] D: k%iya"ti A2. (Cf. Bc 7.18 hy upaiti)

22d dukha"] D A2.  (Cf. Bc 7.18 sukha")
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54c sudh#rasya] A.  (Cf. Bc 7.50 kum!rasya)

57b yiy!santi] corr.: yiy!syanti A.  (Cf. Bc 7.53 yiy!santi)

59c tavai%!] A.  (Cf. Bc 7.55 tathai%!; Cowell tavai%!)

60b °da"%*ram] corr.: °dra%*ra" A D.

63b munibuddhim!n] A: muniv+ddhim!n D.

66d sam!care] A: sam!cara D.

67b ni(sp+ho] corr.: nisp+ho A.

75d eva" samabrav#t] A(post corr. marg.) D: evam abrav#t A(ante corr.).

87c ta" pra&atv! sa] A(post corr. marg.) B D: suprasann!tm! A(ante corr.).

88d sam#hitam] A: sam#hite B D.

98b padm!khy!] A: padam!khy! B: tam!"khy! D. 

98c samup!s+tya] A B: samup!sritya D.

98d sampa'yanty] A: sampa'yann B D.

100d up!carat] A B: up!vi'at D.

108b tata(] corr.: tata" A: yata" B D.

109b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

114c sam!s+tya] A B: sam!'ritya D.

114d van!'rame vrata" cara] A: van!'ramacara B: van!'rame sam!cara D.

116b kulavratam] A: kule vrata" D.

117b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

118a m!ta(] A: bhoga" D.

124c sam!gatya] A: sam!gamya B D.

130d raivato carat] A: naivat!carat B: naivam !carat D.

133c de'a etat] A: de'e etan B: de'e etat D.

134b ni'amya] A D: mi'amya B.

137b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

141a °sam#cch!] A: °sam#k%! B D.

142c samr!&m!he°] corr. (or samr!-m!he°): samr!gm!he° A B D.

148d svecchay!pathe] ≒ svecchay! 'pathe A B D.

154c ni('a,ka(] A: ni('aka( B: ni(kle'a( D.

155d °deh!ti°] A: tehoti° B: sahoti° D. 

158d bhuñj!no] corr.: bhu"j!n! B: bhuj!n! A D.

170d devendra'r#sukh!ny] A: devendradevalokasukh!ny B D. 

180b *dattrima°] ex coni: dat+ma° A: d+%*v! sa D: - (missing letters) B.

184d °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

185a °du(kh!bhi'am#kartu"] A: °du(kh! hi sam!kartu" B: °du(kh! hi sam#kartu" D.

187a arhan] corr.: arha" A.

201d sam!pnuy!(] A: sam!pnuy!t B D.
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207c ih!pi] A: ihopi B D.

215ab *p)rva'ruta" ta" s!"prata" gadita" may!] ex coni: iti me [p)rvav+tt!nta" s!"prata"

gadita" may!] A; iti me p)rvav+tt!nta" tadyath! s!"prata" yay! B D. –– In A, letters of p)r-

vav+tt!nta" s!"prata" gadita" may! are newly overwritten letters by the hand of a person other

than the original scribe of A. 

217b 'rutv!*'oko *bh)po] ex coni: 'rutv!nando yatir A B: 'rutv!nunandati D.

(Colophon:)　 iti mahar%i°] A: iti 'r#lalitavistare mahar%i° A(marg.) B D || trayovi"'atitamo] A:

trayavi"'atitamo B: caikavi"'atitamo D.

『大仙たちの苦行の誓戒を観る』という第23章

　大士アショーカは｛或いは：阿難は｝、合掌してそばに赴き、世尊・尊師に拝礼し
て、見つめながらこのように言った。 (23.1)

　「尊師よ、かの大士（釈尊）は自ら出家した後、森のどこの隠棲処へ行き、どのよう
な苦行誓戒を行じられたのでしょうか。 (23.2)

　かの生類の師がかつてなされた、悟りの智慧の成就法としての苦行誓戒についてお示
しになり、私たちすべてによく理解させて下さい。」 (23.3)

　彼にそう請われて、大慧者たる阿羅漢、出家行者ウパグプタは｛或いは：釈尊は｝、
かのアショーカを｛或いは：阿難を｝見つめてこのように説いた。 (23.4)

　「よろしい、大士よ、よく聞きなさい。私が師から聞いた通りに｛或いは：私がかつ
てなした行為をその通りに｝、あらゆる人によく理解させるために、あなたに語りましょ
う。––––  (23.5)

　その後、かの菩薩、サルヴァールタシッダは輝きながら出発し、大仙人ヴァシシュタ
の隠棲処に至った。 (23.6)

　其処で彼が坐っている姿は、出家行者としても美しく立派に見え、すべての仙人たち
の目を奪った。 (23.7)

　農作業をしていた者たちは皆、そのやってきた出家行者を見て、内心非常に大きな驚
きをもち、彼を見つめて立ち尽くした。 (23.8)

　また果物や根、薪や花、浄化のクシャ草を運んで森から戻ってきた者たちも、やって
きた彼を見て驚きに包まれた。 (23.9)

　孔雀たちも彼を見て、興奮してケーカーと声を発し、鹿たちも彼を見つめて、顔を向
けたまま嬉しげに立っていた。牝牛たちも彼を眺めて、自発的に乳を流した。 (23.10)

　苦行者たちは彼の所作を眺めると、「この者は、ヴァス神群の第八神か、アシュヴィ
ン双神の片方か」と、そう［驚きの］声を発した。 (23.11)

　このようにしてすべての人を驚かせながら苦行林に入った彼は、まるで昇った太陽の
ように、その所のすべてを照らした。 (23.12)

54c sudh#rasya] A.  (Cf. Bc 7.50 kum!rasya)

57b yiy!santi] corr.: yiy!syanti A.  (Cf. Bc 7.53 yiy!santi)

59c tavai%!] A.  (Cf. Bc 7.55 tathai%!; Cowell tavai%!)

60b °da"%*ram] corr.: °dra%*ra" A D.

63b munibuddhim!n] A: muniv+ddhim!n D.

66d sam!care] A: sam!cara D.

67b ni(sp+ho] corr.: nisp+ho A.

75d eva" samabrav#t] A(post corr. marg.) D: evam abrav#t A(ante corr.).

87c ta" pra&atv! sa] A(post corr. marg.) B D: suprasann!tm! A(ante corr.).

88d sam#hitam] A: sam#hite B D.

98b padm!khy!] A: padam!khy! B: tam!"khy! D. 

98c samup!s+tya] A B: samup!sritya D.

98d sampa'yanty] A: sampa'yann B D.

100d up!carat] A B: up!vi'at D.

108b tata(] corr.: tata" A: yata" B D.

109b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

114c sam!s+tya] A B: sam!'ritya D.

114d van!'rame vrata" cara] A: van!'ramacara B: van!'rame sam!cara D.

116b kulavratam] A: kule vrata" D.

117b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

118a m!ta(] A: bhoga" D.

124c sam!gatya] A: sam!gamya B D.

130d raivato carat] A: naivat!carat B: naivam !carat D.

133c de'a etat] A: de'e etan B: de'e etat D.

134b ni'amya] A D: mi'amya B.

137b °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

141a °sam#cch!] A: °sam#k%! B D.

142c samr!&m!he°] corr. (or samr!-m!he°): samr!gm!he° A B D.

148d svecchay!pathe] ≒ svecchay! 'pathe A B D.

154c ni('a,ka(] A: ni('aka( B: ni(kle'a( D.

155d °deh!ti°] A: tehoti° B: sahoti° D. 

158d bhuñj!no] corr.: bhu"j!n! B: bhuj!n! A D.

170d devendra'r#sukh!ny] A: devendradevalokasukh!ny B D. 

180b *dattrima°] ex coni: dat+ma° A: d+%*v! sa D: - (missing letters) B.

184d °ni(sp+ha(] corr.: °nisp+ha( A.

185a °du(kh!bhi'am#kartu"] A: °du(kh! hi sam!kartu" B: °du(kh! hi sam#kartu" D.

187a arhan] corr.: arha" A.

201d sam!pnuy!(] A: sam!pnuy!t B D.
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　其処で彼ら仙人（リシ）たちや婆羅門たちに招かれ、敬意を示された彼は、法を保持
している者たちの活動を見たいと欲した。 (23.13)

　その後かの大士は功徳を求める人々であふれている隠棲処（アーシュラマ）を歩き
回って、苦行の種々性を観察した。 (23.13)

　その場で苦行者たちの様々な形の苦行誓戒を見ながら、真実を見て知りたいと思っ
た彼は、ある人にこのように尋ねた。 (23.15)

　「親しき友よ、私はこれらの苦行法と、その果報を知りません。それらの内容すべ
てを、私に語っていただけませんか。」 (23.16)

　それを聞くと、最高のバラモンたる彼は、正法を求める彼に対して、順々に苦行のし
かたと果報を語った。 (23.17)

　　Buddhacarita 7.14 の逐語的借用　　　  (23.18)

　　Buddhacarita 7.15 の逐語的借用　　　  (23.19)

　　Buddhacarita 7.16 の逐語的借用　　　  (23.20)

　　Buddhacarita 7.17 の逐語的借用　　　  (23.21)

　　Buddhacarita 7.18 の逐語的借用　　　  (23.22)

　　Buddhacarita 7.19 の逐語的借用　　　  (23.23)

　　Buddhacarita 7.20 の逐語的借用　　　  (23.24)

　　Buddhacarita 7.21 の逐語的借用　　　  (23.25)

　　Buddhacarita 7.22 の逐語的借用　　　  (23.26)

　　Buddhacarita 7.23 の逐語的借用　　　  (23.27)

　　Buddhacarita 7.24 の逐語的借用　　　  (23.28)

　　Buddhacarita 7.25 の逐語的借用　　　  (23.29)

　　Buddhacarita 7.26 の逐語的借用　　　  (23.30)

　　Buddhacarita 7.27 の逐語的借用　　　  (23.31)

　　Buddhacarita 7.28 の逐語的借用　　　  (23.32)

　　Buddhacarita 7.29 の逐語的借用　　　  (23.33)

　　Buddhacarita 7.30 の逐語的借用　　　  (23.34)

　　Buddhacarita 7.31 の逐語的借用　　　  (23.35)

　　Buddhacarita 7.32 の逐語的借用　　　  (23.36)

　　Buddhacarita 7.33 の逐語的借用　　　  (23.37)

　　Buddhacarita 7.34 の逐語的借用　　　  (23.38)

　　Buddhacarita 7.35 の逐語的借用　　　  (23.39)

　　Buddhacarita 7.36 の逐語的借用　　　  (23.40)

　　Buddhacarita 7.37 の逐語的借用　　　  (23.41)

　　Buddhacarita 7.38 の逐語的借用　　　  (23.42)

　　Buddhacarita 7.39 の逐語的借用　　　  (23.43)

　　Buddhacarita 7.40 の逐語的借用　　　  (23.44)
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　　Buddhacarita 7.41 の逐語的借用　　　  (23.45)

　　Buddhacarita 7.42 の逐語的借用　　　  (23.46)

　　Buddhacarita 7.43 の逐語的借用　　　  (23.47)

　　Buddhacarita 7.44 の逐語的借用　　　  (23.48)

　　Buddhacarita 7.45 の逐語的借用　　　  (23.49)

　　Buddhacarita 7.46 の逐語的借用　　　  (23.50)

　　Buddhacarita 7.47 の逐語的借用　　　  (23.51)

　　Buddhacarita 7.48 の逐語的借用　　　  (23.52)

　　Buddhacarita 7.49 の逐語的借用　　　  (23.53)

　　Buddhacarita 7.50 の逐語的借用　　　  (23.54)

　　Buddhacarita 7.51 の逐語的借用　　　  (23.55)

　　Buddhacarita 7.52 の逐語的借用　　　  (23.56)

　　Buddhacarita 7.53 の逐語的借用　　　  (23.57)

　　Buddhacarita 7.54 の逐語的借用　　　  (23.58)

　　Buddhacarita 7.55 の逐語的借用　　　  (23.59)

　　Buddhacarita 7.56 の逐語的借用　　　  (23.60)

　　Buddhacarita 7.57 の逐語的借用　　　  (23.61)

　　Buddhacarita 7.58 の逐語的借用　　　  (23.62)

　その後聖者の智を有するヴァシシュタ仙は、［苦行林を］立ち去った彼に近づく
と、呼び招いて、見つめながら尋ねた。 (23.63)

　「めでたい月のような［輝かしい］姿をしたあなたは、神ですか、それとも人間で
しょうか。いかなるわけでお若いあなたはこの苦行林にやって来られたのですか。」
(23.64)

　そう、その仙人に尋ねられると、菩薩は彼を見つめ、自己知を有する牟尼ヴァシ
シュタをまっすぐ見て、こう言いました。 (23.65)

　「王の息子としてイクシュヴァークの家系に生まれたシュッドーダナがおりますが、
その王の息子である私は、王権を捨てて、ここに参りました。 (23.66)

　生類が煩悩の火によって焼かれているのを見て、私は輪廻的生存を厭うに至りまし
た。それ故、五官の快楽の対象をすべて捨てて、解脱のために［世俗を］出離しまし
た。 (23.67)

　苦ある誕生・病・老いなどによって冒されず、常に幸せと安楽と活力のある、その境
地を求めてやって来ました。」(23.68)

　彼が言ったことを聞いて、ヴァシシュタは驚き、再びその大士を見つめてこう言いま
した。 (23.69)

　「善き人よ、王中の王であるシュッドーダナがあなたの父であるのに、なぜあなたは
王国を捨てて、ここへ来られたのですか。 (23.70)

　其処で彼ら仙人（リシ）たちや婆羅門たちに招かれ、敬意を示された彼は、法を保持
している者たちの活動を見たいと欲した。 (23.13)

　その後かの大士は功徳を求める人々であふれている隠棲処（アーシュラマ）を歩き
回って、苦行の種々性を観察した。 (23.13)

　その場で苦行者たちの様々な形の苦行誓戒を見ながら、真実を見て知りたいと思っ
た彼は、ある人にこのように尋ねた。 (23.15)

　「親しき友よ、私はこれらの苦行法と、その果報を知りません。それらの内容すべ
てを、私に語っていただけませんか。」 (23.16)

　それを聞くと、最高のバラモンたる彼は、正法を求める彼に対して、順々に苦行のし
かたと果報を語った。 (23.17)

　　Buddhacarita 7.14 の逐語的借用　　　  (23.18)

　　Buddhacarita 7.15 の逐語的借用　　　  (23.19)

　　Buddhacarita 7.16 の逐語的借用　　　  (23.20)

　　Buddhacarita 7.17 の逐語的借用　　　  (23.21)

　　Buddhacarita 7.18 の逐語的借用　　　  (23.22)

　　Buddhacarita 7.19 の逐語的借用　　　  (23.23)

　　Buddhacarita 7.20 の逐語的借用　　　  (23.24)

　　Buddhacarita 7.21 の逐語的借用　　　  (23.25)

　　Buddhacarita 7.22 の逐語的借用　　　  (23.26)

　　Buddhacarita 7.23 の逐語的借用　　　  (23.27)

　　Buddhacarita 7.24 の逐語的借用　　　  (23.28)

　　Buddhacarita 7.25 の逐語的借用　　　  (23.29)

　　Buddhacarita 7.26 の逐語的借用　　　  (23.30)

　　Buddhacarita 7.27 の逐語的借用　　　  (23.31)

　　Buddhacarita 7.28 の逐語的借用　　　  (23.32)

　　Buddhacarita 7.29 の逐語的借用　　　  (23.33)

　　Buddhacarita 7.30 の逐語的借用　　　  (23.34)

　　Buddhacarita 7.31 の逐語的借用　　　  (23.35)

　　Buddhacarita 7.32 の逐語的借用　　　  (23.36)

　　Buddhacarita 7.33 の逐語的借用　　　  (23.37)

　　Buddhacarita 7.34 の逐語的借用　　　  (23.38)

　　Buddhacarita 7.35 の逐語的借用　　　  (23.39)

　　Buddhacarita 7.36 の逐語的借用　　　  (23.40)

　　Buddhacarita 7.37 の逐語的借用　　　  (23.41)

　　Buddhacarita 7.38 の逐語的借用　　　  (23.42)

　　Buddhacarita 7.39 の逐語的借用　　　  (23.43)

　　Buddhacarita 7.40 の逐語的借用　　　  (23.44)
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　若い間はあなたは王となって正法によって民を守り、自と他に益をなし、安楽に暮ら
しなさい。今は帰りなさい。 (23.71)

　老いに冒され、あなたの身体が力を失った時、王位や身体的快楽の対象すべてを捨
てて、ここへ来なさい。 (23.72)

　専心して清浄な戒を守り、随意に苦行誓戒を守り、禅定の安楽を味わい、常に快適
に過ごしなさい。 (23.73)

　その功徳の異熟によって、清浄な三輪（身口意）をもち、煩悩なく、清らかな心のあ
なたは、ブラフマー神たちの世界（梵天界）に到達するでしょう。」 (23.74)

　そう、その仙人が述べたことを聞くと、かの大慧者たる菩薩は、再びヴァシシュタ
に次のように言いました。 (23.75)

　「大仙よ、私はブラフマー神たちの世界であっても行くことを望みません。むしろ、
正しい誓戒を堅持し、マーラ（魔）の群に打ち勝ち、菩提の智慧を得て、正法を明らか
に示し、 (23.76)

　一切世界の上に法という甘露を雨降らせ、世の生類を善法から成る者に変えてから、
涅槃を得たいと願っています。 (23.77)

　それ故に、大仙よ、私はあらゆる所有物を捨て、菩提行の誓戒を堅持し、菩提を得
るために、ここに来たのです。 (23.78)

　大仙よ、もしあなたに最高の悟りの智慧があるのでしたら、それを私に教示して、与
えて下さい。それによって私は世の生類に益したいのです。」 (23.79)

　そう彼が語ったことを聞くと、牟尼の最高者であるヴァシシュタは菩薩をみつめ、
驚愕してこのように言った。 (23.80)

　「善き人よ、われわれの中には菩提行の誓戒はどこにも存在しないのです。それ故、
もしあなたが望むなら、他のすべての禁戒を与えましょう。」 (23.81)

　そう、その仙人が言ったことを聞き、大慧者たる菩薩・大士は深思して、次のように
考えた。 (23.82)

　「もしここに菩提行の誓戒がどこにも無いなら、世の生類の益にならない彼らの苦
行の功徳に何の意味があるのだろうか。 (23.83)

　菩提が存在しない場所であるこの地に留まって、私は何をなすというのか。菩提のた
めに王国を捨て、世の生類の益のために私は出家したのだ。」 (23.84)

　このように深思すると、善慧者たる大士・菩薩は、その牟尼の王ヴァシシュタに別
れを告げ、こう言いました。 (23.85)

　「大仙よ、世の生類の益のために菩提を得るべく、私は旅立ちます。あなたもまた、
常に生類に恵みをなしつつ、お過ごし下さい。」 (23.86)

　菩薩がそう言うと、牟尼の最高者であるヴァシシュタは、「そうしなさい」と答えて
彼に拝礼し、自分の隠棲処に戻りゆき、 (23.87)

　「すぐに行きなさい。あなたの望みが成就しますように。常にあなたに幸いがあり
ますように。至る所で勝利と達成があり、望みが叶いますように。」 (23.88)
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　そう言って、ヴァシシュタはとても澄んだ心で、菩提を達成しようとする彼のために
吉祥の祝福を与えると、自分の隠棲処の中に入った。 (23.89)

　その後、かの菩薩は輝きを放ちながら出発し、ほかのあらゆる苦行者たちを見るた
め、別の土地に近づいていった。 (23.90)

　シャクティという名のバラモン女は、彼がやってくるのを眺め、すぐに嬉しく歩み
寄って、彼を見つめながら、こう言った。 (23.91)

　「あなたはようこそいらっしゃいました、大きな天恵の方よ。私の家にいらして下さ
い。今夜はここに泊まって、明日の朝、随意に旅立たれて下さい。」 (23.92)

　彼女が言ったことを聞くと、かの菩薩は「そうしましょう」と答え、納得して彼女と
共にその隠棲処に入りました。 (23.93)

　その木葉で作った菴で、そのバラモン女シャクティは丁重に菩薩を招いて草の座に坐
らせました。 (23.94)

　そこに彼が坐ったのを見て、そのバラモン女は嬉しく五種の甘露（乳・醗酵乳・バ
ター・蜜・砂糖）を含む食べ物をもってねんごろにもてなし、満足させました。 (23.95)

　その後夜になると、清らかな心を持つ彼は草の寝床に身を置き、過去の諸仏を憶念
しながら、禅定に集中して過ごしました。 (23.96)

　そして明け方に立ち上がり、菩薩は輝きを放ちながら、ほかの場所に隠棲処をもつ行
者たちの苦行の法式を見るため、嬉しく歩いてゆきました。 (23.97)

　彼がやってくるのを嬉しく眺めて、パドマーという名のバラモン女はすぐに歩み寄
り、彼を見つめてこう言いました。 (23.98)

　「ようこそいらっしゃいました、大きな天恵の方。私の庵にいらして下さい。今夜は
ここに泊まって、明日の朝、随意に旅立たれて下さい。」 (23.99)

　彼女の言葉を聞くと、かの菩薩は「そうしましょう」と答え、納得し、明るく澄み
切った心でその時、隠棲処に向かいました。 (23.100)

　その木葉で作った菴で、そのバラモン女パドマーは丁重に菩薩を招くと、草の座に
坐らせました。 (23.101)

　そこに彼が坐ったのを嬉しく見て、そのバラモン女は五種の甘露を含む美味の食べ
物をもって彼を満足させました。 (23.102)

　その後、彼が食事で十分に満足したのを見て、そのバラモン女は彼の前に進み出
て、丁重にこのように尋ねました。 (23.103)

　「善き人よ、あなたは誰の息子なのでしょうか。また、いかなる目的でここへいら
したのですか。その本当のことを語って、私にわからせて下さい。」 (23.104)

　彼女にそう請われて、善慧者たる菩薩は、そのバラモン女パドマーを見つめ、理解さ
せるために教えました。 (23.105)

　「釈迦族に生まれた人としてシュッドーダナ王がいますが、その彼の息子が私です。
私は王国とすべての所有物を捨て、 (23.106)

　すべての衆生に益するため、菩提の智慧を欲している私は、仙人たちの禁戒を見るた
めに、嬉しくここに歩いて参りました。」 (23.107)

　若い間はあなたは王となって正法によって民を守り、自と他に益をなし、安楽に暮ら
しなさい。今は帰りなさい。 (23.71)

　老いに冒され、あなたの身体が力を失った時、王位や身体的快楽の対象すべてを捨
てて、ここへ来なさい。 (23.72)

　専心して清浄な戒を守り、随意に苦行誓戒を守り、禅定の安楽を味わい、常に快適
に過ごしなさい。 (23.73)

　その功徳の異熟によって、清浄な三輪（身口意）をもち、煩悩なく、清らかな心のあ
なたは、ブラフマー神たちの世界（梵天界）に到達するでしょう。」 (23.74)

　そう、その仙人が述べたことを聞くと、かの大慧者たる菩薩は、再びヴァシシュタ
に次のように言いました。 (23.75)

　「大仙よ、私はブラフマー神たちの世界であっても行くことを望みません。むしろ、
正しい誓戒を堅持し、マーラ（魔）の群に打ち勝ち、菩提の智慧を得て、正法を明らか
に示し、 (23.76)

　一切世界の上に法という甘露を雨降らせ、世の生類を善法から成る者に変えてから、
涅槃を得たいと願っています。 (23.77)

　それ故に、大仙よ、私はあらゆる所有物を捨て、菩提行の誓戒を堅持し、菩提を得
るために、ここに来たのです。 (23.78)

　大仙よ、もしあなたに最高の悟りの智慧があるのでしたら、それを私に教示して、与
えて下さい。それによって私は世の生類に益したいのです。」 (23.79)

　そう彼が語ったことを聞くと、牟尼の最高者であるヴァシシュタは菩薩をみつめ、
驚愕してこのように言った。 (23.80)

　「善き人よ、われわれの中には菩提行の誓戒はどこにも存在しないのです。それ故、
もしあなたが望むなら、他のすべての禁戒を与えましょう。」 (23.81)

　そう、その仙人が言ったことを聞き、大慧者たる菩薩・大士は深思して、次のように
考えた。 (23.82)

　「もしここに菩提行の誓戒がどこにも無いなら、世の生類の益にならない彼らの苦
行の功徳に何の意味があるのだろうか。 (23.83)

　菩提が存在しない場所であるこの地に留まって、私は何をなすというのか。菩提のた
めに王国を捨て、世の生類の益のために私は出家したのだ。」 (23.84)

　このように深思すると、善慧者たる大士・菩薩は、その牟尼の王ヴァシシュタに別
れを告げ、こう言いました。 (23.85)

　「大仙よ、世の生類の益のために菩提を得るべく、私は旅立ちます。あなたもまた、
常に生類に恵みをなしつつ、お過ごし下さい。」 (23.86)

　菩薩がそう言うと、牟尼の最高者であるヴァシシュタは、「そうしなさい」と答えて
彼に拝礼し、自分の隠棲処に戻りゆき、 (23.87)

　「すぐに行きなさい。あなたの望みが成就しますように。常にあなたに幸いがあり
ますように。至る所で勝利と達成があり、望みが叶いますように。」 (23.88)
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　そう彼が語ったのを聞くと、そのバラモン女は菩薩を見つめ、驚愕して次のように言
いました。 (23.108)

　「大きな天恵の人よ、あなたは若いのに、輪廻界での享楽を欲しないのですね。ど
うして王位を捨てて、この苦行林にやってこられたのですか。 (23.109)

　［行者たちは］誰もが王位を欲して、苦行林で修行しているのです。しかしあなたは
王位を捨てて苦行をしようとしている。 (23.110)

　或る有徳の老王たちは、年老いて、輪廻界で享楽する欲望をなくし、自分の息子に
即位の儀礼を行って、王位に就かせた後で、 (23.111)

　王位での生活を捨てて、人生の四目的（法・愛・財・解脱）を求める彼らは、林棲期
に入り、苦行誓戒を行います。 (23.112)

　そのことをお考えになって、若いうちは王位での生活に留まり、妃と愛し合って、家
系の世襲の仕事の誓戒を果たしなさい。 (23.113)

　体が老いに充ちたとき、息子を王位に就かせ、森林の住期に入って誓戒を行じなさ
い。 (23.114)

　こうすれば、あなたにはきっと常にあらゆる場所で、めでたい幸せがあるでしょう。
この世で正法の安楽を享受し、来世では天界へ行くことでしょう。 (23.115)

　そのことをお考えになって、王位での生活に再び留まり、人民を護りながら、両親や
妻と一緒にあなたの一族の誓戒を果たしなさい。」 (23.116)

　彼女が述べたことを聞き、輪廻的生存を欲しない菩薩は、そのパドマーを見つめな
がら、こう言いました。 (23.117)

　「母御よ、私は天界の神の幸せさえも望んではいません。むしろ菩提を得て、世の生
類に益をもたらしたいのです。 (23.118)

　その目的のため、私は大きな王権の幸せも捨てて、仙人たちの卓越した誓戒の行を
見るために、ここに来たのです。 (23.119)

　さらにまた、すべての生き物にとって死は常に目の前にあります。そのことを見ると
私は戦慄し、涅槃を得たいと望むのです。」 (23.120)

　彼が語ったことを聞いて、パドマーは目に涙を浮かべ、その菩薩を見つめて再びこう
言いました。 (23.121)

　「善き人よ、もし世の生類の益のために悟りを望むなら、あなたの心の願いが成就
しますように。常に至福に恵まれますように。 (23.122)

　仏教徒のアーシュラマ（住処）のあるあの地に行き、三宝に帰依し、菩提行の誓戒を
堅持し、心を集中させて行をなしなさい。 (23.123)

　菩提に達して仏の位を得た時には、どうかここにも来られて、法をお説き下さい。」
(23.124)

　彼女が語ったことを聞き、菩薩は「そういたします」と約束し、満足した彼は別の
場所へ行くために出発した。 (23.125)

　その後、別の土地で隠棲処に住むライヴァタという大仙人が、遠くから彼がやってく
るのを見て、このように考えた。 (23.126)
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　「こちらにやってくる、インドラ神のように光り輝いているあの者は何者だろう。太
陽神か、あるいは月神か。ブラフマー神か、あるいはシヴァ神か。 (23.127)

　ヴィシュヌ神か、火神か、ヤマ（閻魔）か。あるいは羅刹ナイルリタか、ヴァルナ神
か。あるいは風神か、薬叉の王（クベーラ）か。あるいはブータの王か、キンナラか。
(23.128)

　あるいはガンダルヴァか、グヒヤカの王か。あるいはシッダか、大神通の者か。ある
いはサーディヤか、ヴァス神か。あるいはヴィディヤーダラか、ダーナヴァ（阿修羅）
か。あるいは龍王か、ガルダか、あるいはそれ以外の大神通力をもつ者か。 (23.129)

　一体、この地で光り輝きながら私の隠棲処にやってくるこの者は誰なのか。」–––こ
うあれこれ考えながら、ライヴァタは見つめて、歩き出した。 (23.130)

　そこにやってきたその菩薩に、そのライヴァタ仙人は歩み寄って見つめ、嬉しく招い
て、こう語った。 (23.131)

　「なぜ、神々しくとても美しい若者であるあなたが、ここへいらしたのですか。あな
たはどうして五官の快楽の対象や所有物を捨てて、出家したのですか。 (23.132)

　あなたの母君はどなたで、父君はどなたですか。また妻としておられるのはどなたで
すか。誰の国と領地におられるのですか。その本当のことを教えてください。」
(23.133)

　その仙人がそう尋ねるのを聞いて、菩薩はその大通慧者ライヴァタを見つめてこう言
いました。 (23.134)

　「栄光ある国土の主、シュッドーダナ王が私の父です。王妃たる母はマーヤーという
名、妻はヤショーダラーという名です。 (23.135)

　その都は大地［という女神］の額飾のごとき様相を示し、めでたい幸せと光輝と善
き徳性の依拠する地です。そこから私は出家し、ここでの苦行を見るために嬉しく歩い
て来ました。 (23.136)

　生類が煩悩の火に焼かれているのを見て、輪廻界を欲せず、菩提行の誓戒を堅持し
て、一切衆生への益という目的を担い、 (23.137)

　すべての魔の群を打ち破り、至高の悟りを得て、生類を善法から成る者に変えてか
ら、涅槃に到りたいと欲しています。 (23.138)

　その目的のため、私は五官の快楽の対象とすべての所有物を捨て、出家の禁戒を持
し、菩提を得るためにここにやって来ました。」 (23.139)

　そう彼が語ったことを聞いて、自己知をもつ牟尼ライヴァタは、菩薩・大士を見つめ
てこのように言いました。 (23.140)

　「善き人よ、あなたの願いは立派なものです。しかし、私の言葉を聞きなさい。あな
たの益のために語ることを、あなたは心にしっかり置くべきです。 (23.141)

　王の息子であり、神々しいとても美しい若者であるあなたは、大王・大権力者の富
財と安楽を捨てて、出家されたのですね。 (23.142)

　そう彼が語ったのを聞くと、そのバラモン女は菩薩を見つめ、驚愕して次のように言
いました。 (23.108)

　「大きな天恵の人よ、あなたは若いのに、輪廻界での享楽を欲しないのですね。ど
うして王位を捨てて、この苦行林にやってこられたのですか。 (23.109)

　［行者たちは］誰もが王位を欲して、苦行林で修行しているのです。しかしあなたは
王位を捨てて苦行をしようとしている。 (23.110)

　或る有徳の老王たちは、年老いて、輪廻界で享楽する欲望をなくし、自分の息子に
即位の儀礼を行って、王位に就かせた後で、 (23.111)

　王位での生活を捨てて、人生の四目的（法・愛・財・解脱）を求める彼らは、林棲期
に入り、苦行誓戒を行います。 (23.112)

　そのことをお考えになって、若いうちは王位での生活に留まり、妃と愛し合って、家
系の世襲の仕事の誓戒を果たしなさい。 (23.113)

　体が老いに充ちたとき、息子を王位に就かせ、森林の住期に入って誓戒を行じなさ
い。 (23.114)

　こうすれば、あなたにはきっと常にあらゆる場所で、めでたい幸せがあるでしょう。
この世で正法の安楽を享受し、来世では天界へ行くことでしょう。 (23.115)

　そのことをお考えになって、王位での生活に再び留まり、人民を護りながら、両親や
妻と一緒にあなたの一族の誓戒を果たしなさい。」 (23.116)

　彼女が述べたことを聞き、輪廻的生存を欲しない菩薩は、そのパドマーを見つめな
がら、こう言いました。 (23.117)

　「母御よ、私は天界の神の幸せさえも望んではいません。むしろ菩提を得て、世の生
類に益をもたらしたいのです。 (23.118)

　その目的のため、私は大きな王権の幸せも捨てて、仙人たちの卓越した誓戒の行を
見るために、ここに来たのです。 (23.119)

　さらにまた、すべての生き物にとって死は常に目の前にあります。そのことを見ると
私は戦慄し、涅槃を得たいと望むのです。」 (23.120)

　彼が語ったことを聞いて、パドマーは目に涙を浮かべ、その菩薩を見つめて再びこう
言いました。 (23.121)

　「善き人よ、もし世の生類の益のために悟りを望むなら、あなたの心の願いが成就
しますように。常に至福に恵まれますように。 (23.122)

　仏教徒のアーシュラマ（住処）のあるあの地に行き、三宝に帰依し、菩提行の誓戒を
堅持し、心を集中させて行をなしなさい。 (23.123)

　菩提に達して仏の位を得た時には、どうかここにも来られて、法をお説き下さい。」
(23.124)

　彼女が語ったことを聞き、菩薩は「そういたします」と約束し、満足した彼は別の
場所へ行くために出発した。 (23.125)

　その後、別の土地で隠棲処に住むライヴァタという大仙人が、遠くから彼がやってく
るのを見て、このように考えた。 (23.126)
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　しかしあなたはいかにしてマーラ（魔）を打ち破り、煩悩を離れ、悟りを得られます
か。悟りに達することが出来なければ、あなたはどうして仏の位を得るでしょうか。
(23.143)

　仏の位を得られないなら、どうやって世の生類に益することが出来るでしょうか。生
類を幸せに出来ないなら、善き涅槃へ至ろうと、それが何になるでしょう。 (23.144)

　そのように考えて、大きな天恵の人よ、菩提への熱望を捨て、輪廻にある幸福を享受
する目的のために、苦行誓戒を行じなさい。 (23.145)

　マーラは打ち勝つのが難しく、神々でさえ勝つことが出来ません。人間であり若者
であるあなたが、どうして彼に勝つことが出来ましょうか。 (23.146)

　あらゆる護世王の神たちですらもマーラの支配力の下にあります。一人の若い人間で
あるあなたが、どうやって彼の支配下にあって行動できるでしょうか。 (23.147)

　すべての仙人たちの師であるブラフマー神も、マーラの支配力の下にいて、煩悩の火
に焼かれた心を持ち、おのが願望に従い、正道に反する道を歩んでいます。 (23.148)

　同じ様に、心堅固な大仙人たちでさえ、煩悩の火に焼かれ、マーラの支配下に陥って
堕落し、多くが輪廻的生存の中を彷徨っています。 (23.149)

　それ故、若くて美しい、転輪王の息子であるあなたが、どうして輪廻界の悦楽を味
わうことを捨てて、苦行をなしうるでしょうか。 (23.150)

　きっとあの愛欲の神（マーラ）は、青春の盛りのあなたを見て、すぐに花の矢で射
て、愛する女の支配下へと投げ入れるでしょう。 (23.151)

　その時、美しい艶やかな女たちが懸命にあなたを支配下に置き、欲望の享楽を共に
なすことにより、あなたを望むとおりに楽しませるでしょう。 (23.152)

　その後、愛欲の快楽に耽り、愛情の縄に縛られ、女たちを生きる依り処として、あな
たは欲するがままに生きることでしょう。 (23.153)

　その後、傲慢と自惚れによって盲目となり、心は煩悩の火に焼かれ、禁じられた人た
ちのもとでも欲望を娯しみ、歓んで過ごすでしょう。 (23.154)

　そのことの罪に心が汚され、愛欲の火で焼かれた感官をもち、耐え難い痛みに襲わ
れた身体の激しい苦しみに悩まされ、 (23.155)

　そのようにして長い間患い、激しい苦痛の炎で諸根を焼かれて、やっとのことで肉体
を捨て、ヤマの住まい（冥府）へ行くことでしょう。 (23.156)

　其処であなたは、恐ろしいヤマの使卒たちに捕らえられ、阿鼻地獄に投げ込まれ、
自分が作った業を味わいながら住むことになります。 (23.157)

　久しい時が経って、そこから脱しても、別のあらゆる諸地獄の中を彷徨いながら、自
らの行為の報いを享受しながら打ち叩かれて、住むことになります。そして久しい時の
後に、あなたはその苦しみから心が解き放たれ、清浄な心をもつでしょう。 (23.158)

　このように考える時、大きな天恵の人よ、若いうちは王である生活期にとどまり、
乞い求める者たちには望みに従って施しを与え、誓戒を行いなさい。 (23.159)

　専心して清らかな戒をもち、四梵住（慈悲喜捨）を修し、正法によって民を統治し、
家系の世襲の仕事の誓戒を実行しなさい。 (23.160)
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　この功徳によって清められた心をもつあなたは、この世でいつも正しい快楽を享受
し、生が終わってからは神々とともに天界で天上の快楽を享けて楽しみなさい。
(23.161)

　そしてもし、あなたに解脱への望みがあるなら、老衰によって諸感官が害された時
に、王位での生活を捨てて、林住での生活期に入り、 (23.162)

　諸感官を統御し、三昧に心を置き、牟尼の行の誓戒を堅持して、心を集中させて過ご
しなさい。 (23.163)

　その功徳によって清められた心をもつあなたは、煩悩を離れ、無垢の感官をもち、常
に瞑想の安楽を享受して、生が終わってから梵天の神々の住まい（梵天界）へ赴くこと
でしょう。 (23.164)

　このように考えて、あなたは若いうちは一族の誓戒を行い、年老いてからは牟尼の誓
戒を堅持し、苦行林で過ごしなさい。 (23.165)

　そうするなら、あなたにはいつも、至る所でめでたい幸せの安楽があることでしょ
う。生の最後には涅槃を得て、スヴァヤンブー神（「自己発生者」たる大梵天）の位に達
するでしょう。」 (23.166)

　このようにその仙人が説いたことを聞くと、悟りを求める心を持つ菩薩・大士は、
その仙人にこう言いました。 (23.167)

　「大仙人よ、私の心は欲望を離れ、輪廻界の快楽を望みません。それ故、マーラの
居場所（快楽）を捨てて、菩提行の誓戒を行じています。」 (23.168)

　私は、あらゆる王中の王である転輪王の栄光も捨てて、世の生類を幸せにするため
に諸仏の誓戒を行じています。 (23.169)

　私は天界における神々の王（インドラ）の安楽すら望みません。また梵天たちの世界
におけるスヴァヤンブー（大梵天）の大きな安楽をも望みません。 (23.170)

　感官を制御した菩薩を、マーラ（魔）たちが打ち負かすことは出来ません。菩薩は
マーラたちに打ち勝ち、世の生類の益のために行動します。 (23.171)

　こうして私は悟りに必要な資糧を順次に満たしてきて、今や、菩薩として世の生類を
幸せにすることを欲します。 (23.172)

　それ故、菩提を得て正法を宣揚し、世の生類を善法から成る者に変えた後、涅槃に
入ることを私は望んでいます。 (23.173)

　この目的のため、私は転輪王の栄光を捨て、菩提を得るため、あなた方の教法を見
ようとしてここへやって来たのです。」 (23.174)

　そう彼が語ったのを聞いて、かの牟尼ライヴァタは驚愕し、その大士を見つめてこの
ように言った。 (23.175)

　「常に恵みあるお方だ、大士・菩薩であるあなたは。世の生類の益のため、マーラ
たちに打ち勝ってまでも、あなたは菩提を得ようとを望んでおられる。 (23.176)

　幸ある人よ、さあ行きなさい。専心して諸仏の行の誓戒を行いなさい。あなたに常
に幸いあらんことを。望みが成就しますように。」 (23.177)

　しかしあなたはいかにしてマーラ（魔）を打ち破り、煩悩を離れ、悟りを得られます
か。悟りに達することが出来なければ、あなたはどうして仏の位を得るでしょうか。
(23.143)

　仏の位を得られないなら、どうやって世の生類に益することが出来るでしょうか。生
類を幸せに出来ないなら、善き涅槃へ至ろうと、それが何になるでしょう。 (23.144)

　そのように考えて、大きな天恵の人よ、菩提への熱望を捨て、輪廻にある幸福を享受
する目的のために、苦行誓戒を行じなさい。 (23.145)

　マーラは打ち勝つのが難しく、神々でさえ勝つことが出来ません。人間であり若者
であるあなたが、どうして彼に勝つことが出来ましょうか。 (23.146)

　あらゆる護世王の神たちですらもマーラの支配力の下にあります。一人の若い人間で
あるあなたが、どうやって彼の支配下にあって行動できるでしょうか。 (23.147)

　すべての仙人たちの師であるブラフマー神も、マーラの支配力の下にいて、煩悩の火
に焼かれた心を持ち、おのが願望に従い、正道に反する道を歩んでいます。 (23.148)

　同じ様に、心堅固な大仙人たちでさえ、煩悩の火に焼かれ、マーラの支配下に陥って
堕落し、多くが輪廻的生存の中を彷徨っています。 (23.149)

　それ故、若くて美しい、転輪王の息子であるあなたが、どうして輪廻界の悦楽を味
わうことを捨てて、苦行をなしうるでしょうか。 (23.150)

　きっとあの愛欲の神（マーラ）は、青春の盛りのあなたを見て、すぐに花の矢で射
て、愛する女の支配下へと投げ入れるでしょう。 (23.151)

　その時、美しい艶やかな女たちが懸命にあなたを支配下に置き、欲望の享楽を共に
なすことにより、あなたを望むとおりに楽しませるでしょう。 (23.152)

　その後、愛欲の快楽に耽り、愛情の縄に縛られ、女たちを生きる依り処として、あな
たは欲するがままに生きることでしょう。 (23.153)

　その後、傲慢と自惚れによって盲目となり、心は煩悩の火に焼かれ、禁じられた人た
ちのもとでも欲望を娯しみ、歓んで過ごすでしょう。 (23.154)

　そのことの罪に心が汚され、愛欲の火で焼かれた感官をもち、耐え難い痛みに襲わ
れた身体の激しい苦しみに悩まされ、 (23.155)

　そのようにして長い間患い、激しい苦痛の炎で諸根を焼かれて、やっとのことで肉体
を捨て、ヤマの住まい（冥府）へ行くことでしょう。 (23.156)

　其処であなたは、恐ろしいヤマの使卒たちに捕らえられ、阿鼻地獄に投げ込まれ、
自分が作った業を味わいながら住むことになります。 (23.157)

　久しい時が経って、そこから脱しても、別のあらゆる諸地獄の中を彷徨いながら、自
らの行為の報いを享受しながら打ち叩かれて、住むことになります。そして久しい時の
後に、あなたはその苦しみから心が解き放たれ、清浄な心をもつでしょう。 (23.158)

　このように考える時、大きな天恵の人よ、若いうちは王である生活期にとどまり、
乞い求める者たちには望みに従って施しを与え、誓戒を行いなさい。 (23.159)

　専心して清らかな戒をもち、四梵住（慈悲喜捨）を修し、正法によって民を統治し、
家系の世襲の仕事の誓戒を実行しなさい。 (23.160)
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　このようにめでたい祝福を与え、またふさわしい食事をもって彼を供養して満足させ
ると、ライヴァタは明るく澄み切った心で自らの隠棲処へ帰っていった。 (23.178)

　その後、その菩薩もまた、至る所でめでたい幸をもたらし、満月の如くに輝き照ら
しながら、ほかの場所へと進んでいった。 (23.179)

　ダットリマ・ダンディカの息子たるラージュヤカという最高の牟尼が、その土地に
やってきた彼を、遠くから見つめた。 (23.180)

　彼が近づいてくるのを見て、ラージュヤカ仙は立ち上がり、すぐに歩み寄ると、彼を
見つめてこのように言った。 (23.181)

　「ようこそいらっしゃった、大きな天恵の人よ。あなたはどなたですか。どこから
ここにいらしたのですか。神々しいとても美しい若者であるあなたはどうして森へと
出家したのですか。」 (23.182)

　このようにその仙人に尋ねられ、菩薩は彼を見つめ、ラージュヤカに近づいて、正視
しつつこのように述べた。 (23.183)

　「大仙よ、私はシュッドーダナ王の息子です。世の生類が煩悩の火に焼かれているの
を見て、輪廻を厭うに至りました。 (23.184)

　彼らの苦しみを鎮めるために、私は王権も所有物も捨てて自ら出家し、菩提行の誓
戒を行じています。 (23.185)

　私は菩提の智慧を得て、打ち負かし難いマーラたちに打ち勝ち、世の生類を善法か
ら成る者にした後、涅槃を得たいと望んでいます。 (23.186)

　こう思って、阿羅漢よ、あなた方のここでの苦行のしかたを見るため、また正法の秀
でた性質を理解するため、私はやってきました。」 (23.187)

　彼の言葉を聞いて、その仙人は「あなたは常に恵みあるお方だ、大慧者よ」と言っ
て、彼を招いて、恭しく自らの隠棲処へと導いた。 (23.188)

　其処で座に坐らせて、その仙人は嬉しく彼を供養し、丁重に最上等の食事をもって満
足させた。 (23.189)

　その後、夜のあいだ菩薩は草庵において草の座で禅定しつつ、諸仏を憶念し、悟りに
心を向けて過ごした。 (23.190)

　そして明け方に立ち上がると、明るく澄み切った思考を持つ菩薩は、その大仙に別
れを告げ、そこから輝きながら、歩いていった。 (23.191)

　歩いてゆくその大士・菩薩を見て、その徳性に愛著の心を生じたその仙人は、近づい
ていって、このように言った。 (23.192)

　「私もあなたと一緒に［菩薩行の］誓戒を行じることを望みます。それ故、あなたは
諸仏の法（善逝の教法）に私をお導き下さい。」 (23.193)

　彼がそのように求めるのを聞くと、菩薩はそのラージュヤカを見つめ、微笑んでこの
ように言った。 (23.194)

　「大仙よ、もしあなたが菩提達成のための誓戒をもたんと欲するなら、菩提への弘
誓によってまず布施の誓戒を実行しなさい。 (23.195)
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　その後、立派な知性と清らかな心をもつあなたは、持戒の行の誓戒を実行しなさ
い。その後、どの生類も平等とみなしつつ、忍辱の行の誓戒を実行しなさい。 (23.196)

　それから、世の生類に益をもたらす、精進の行の誓戒を実行しなさい。その後、諸煩
悩を克服して、禅定の行の誓戒を実行しなさい。 (23.197)

　それから、正法を知る学問書の海において智慧という宝を蓄えなさい。それ（智慧）
を用いて、衆生を益するという目的のために悟りを得ようと意欲しなさい。 (23.198)

　その後、マーラの軍勢に打ち勝ち、最高の悟りを得れば、世の生類を善法から成る
者に変えた後、あなたは涅槃に至ることでしょう。 (23.199)

　大仙よ、このように考えて、菩提を達成する誓戒をもしあなたが望むのでしたら、専
心して衆生を益する誓戒を実行しなさい。 (23.200)

　三宝（仏法僧）をおのが帰依処となし、いつも尊崇供養をなし、絶えず念じなさい。
その功徳の力によって、菩提心が得られるでしょう。 (23.201)

　その後、善慧者で清らかな心をもつ菩薩として、世の生類の益のため、菩提行の誓戒
を堅持し、絶えずこの輪廻的生存の中で行動するのです。」 (23.202)

　彼がそう教えたのを聞くと、自己知をもつその仙人は、「菩提を得るための誓願
は［私に］なし難い行だ」と考えた。 (23.203)

　そこでその仙人は、菩薩を見つめて礼拝し合掌して、澄み切った心で正視し、このよ
うに言った。 (23.204)

　「気高い心の方よ、私には菩提を達成するための菩薩行の誓願をなすことは出来ま
せん。それ故、その事をご宥恕くださり、私に寛容であられて下さい。 (23.205)

　大士よ、菩提を達成せんとするあなたの誓願が成就しますように。どうかあなたは速
やかに菩提へと到って下さい。三界の生類の益のために、成し遂げて下さい。 (23.206)

　どうか菩提の智慧を得て、正法をご顕示下さい。この地にも戻って来られて、教示し
て下さいませ。」 (23.207)

　こう彼が述べたことを聞いて、かの菩薩は「わかりました」と沈黙をもって同意を示
し、聞きとどけると、そこから輝きながら歩み去った。 (23.208)

　その後、ほかの仙人たちの様々な行のやり方や誓戒を見るため、菩薩はその地にあ
るすべての隠棲処を巡り歩いた。 (23.209)

　同様に、やってきた彼を見ると、すべての大仙たちは、すぐに集まって挨拶し、供養
してもてなし、満足させた。 (23.210)

　その後、菩薩は至る所で苦行誓戒を見学したが、どこにも菩提行の誓戒を見出すこ
とはなかった。 (23.211)

　その後、菩薩は不満足な心でそこを出てゆきながら、一本の菩提樹を見つけて、そ
こに身を寄せてとどまろうと、嬉しく歩み寄った。 (23.212)

　其処で彼は、正しい悟りに心を定めて、すべての仏を念じ、瞑想して、心を統一して
ずっと留まった。 (23.213)

　その場所で瞑想しながら坐っている彼の満月の様に輝く姿を見て、すべての旅人たち
は遠くからでも拝礼して、嬉しく通り過ぎた。 (23.214)

　このようにめでたい祝福を与え、またふさわしい食事をもって彼を供養して満足させ
ると、ライヴァタは明るく澄み切った心で自らの隠棲処へ帰っていった。 (23.178)

　その後、その菩薩もまた、至る所でめでたい幸をもたらし、満月の如くに輝き照ら
しながら、ほかの場所へと進んでいった。 (23.179)

　ダットリマ・ダンディカの息子たるラージュヤカという最高の牟尼が、その土地に
やってきた彼を、遠くから見つめた。 (23.180)

　彼が近づいてくるのを見て、ラージュヤカ仙は立ち上がり、すぐに歩み寄ると、彼を
見つめてこのように言った。 (23.181)

　「ようこそいらっしゃった、大きな天恵の人よ。あなたはどなたですか。どこから
ここにいらしたのですか。神々しいとても美しい若者であるあなたはどうして森へと
出家したのですか。」 (23.182)

　このようにその仙人に尋ねられ、菩薩は彼を見つめ、ラージュヤカに近づいて、正視
しつつこのように述べた。 (23.183)

　「大仙よ、私はシュッドーダナ王の息子です。世の生類が煩悩の火に焼かれているの
を見て、輪廻を厭うに至りました。 (23.184)

　彼らの苦しみを鎮めるために、私は王権も所有物も捨てて自ら出家し、菩提行の誓
戒を行じています。 (23.185)

　私は菩提の智慧を得て、打ち負かし難いマーラたちに打ち勝ち、世の生類を善法か
ら成る者にした後、涅槃を得たいと望んでいます。 (23.186)

　こう思って、阿羅漢よ、あなた方のここでの苦行のしかたを見るため、また正法の秀
でた性質を理解するため、私はやってきました。」 (23.187)

　彼の言葉を聞いて、その仙人は「あなたは常に恵みあるお方だ、大慧者よ」と言っ
て、彼を招いて、恭しく自らの隠棲処へと導いた。 (23.188)

　其処で座に坐らせて、その仙人は嬉しく彼を供養し、丁重に最上等の食事をもって満
足させた。 (23.189)

　その後、夜のあいだ菩薩は草庵において草の座で禅定しつつ、諸仏を憶念し、悟りに
心を向けて過ごした。 (23.190)

　そして明け方に立ち上がると、明るく澄み切った思考を持つ菩薩は、その大仙に別
れを告げ、そこから輝きながら、歩いていった。 (23.191)

　歩いてゆくその大士・菩薩を見て、その徳性に愛著の心を生じたその仙人は、近づい
ていって、このように言った。 (23.192)

　「私もあなたと一緒に［菩薩行の］誓戒を行じることを望みます。それ故、あなたは
諸仏の法（善逝の教法）に私をお導き下さい。」 (23.193)

　彼がそのように求めるのを聞くと、菩薩はそのラージュヤカを見つめ、微笑んでこの
ように言った。 (23.194)

　「大仙よ、もしあなたが菩提達成のための誓戒をもたんと欲するなら、菩提への弘
誓によってまず布施の誓戒を実行しなさい。 (23.195)
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　–––以上、私が過去に聞いたことを、今私は語りました。｛或いは：以上、私の過去の
出来事を、今私は語りました。｝大王よ、あなたもこれを聞いてあなたも随喜を得なさ
い。(23.215)

　これを聴聞して随喜する者たちは皆、感官が清らかになり、めでたい幸せと光輝と
善き徳性を具えた仏子となるであろう。 (23.216)

　以上の、阿羅漢が説いたことを聞き、アショーカ王｛或いは：比丘アーナンダ｝はとし
て、「わかりました」と嬉しく答えて、実直な彼は大いに喜んだ。 (23.217)

　大仙たちの苦行の誓戒を観る［という名の］品、第23章［終わる］。

　５．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第24章の校訂

A 172b3 ; B 255b5 ; D 221a1

ath!'oko mah#p!lo {or: mah!sattvo} bh)ya *up!'rito mud! /

bhagavanta" yati" natv! s!ñjalir evam abrav#t // 24.1

bhadant!sau mah!sattvas tata( kutra sam!carat /

tad bhav!n na( sam!khy!ya sa"bodhayitum arhati // 24.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

tam a'oka" sabh!" c!pi sampa'yann evam !di'at // 24.3

'+&v a'oka tad! r!j! kapil!khye pure muhu( /

'okap!vakadagdh!,go vilal!pa gatasm+ti( // 24.4 　 ≈ Bc 8.81

ity evam asti bh)m#ndra( kum!radar'anotsuka( /

purohitam am!tya" ca babh!%e 'nve%yat!m iti // 24.5 　 ≈ Bc 8.86

tad!nu'!sana" dh+tv! r!jño mantripurohitau /

gacchantau bh!rgavasyar%er !'rama" samupeyatu( // 24.6 　 ≈ Bc 8.87,9.1,9.2

tatra tau samup!y!tau sam#k%ya bh!rgavo mud! /

sahas! samup!mantrya t+&!sane nyave'ayat // 24.7 　 ≈ Bc 9.3

tatra t!v !san!s#nau bh!rgavo vanyav+ttibhi( /

phalam)l!dibhir bhogyai( pratip)jy!bhyamodayat // 24.8

tatas tau bh!rgava" natv! mantripurohit!v api /

purata( samup!'ritya pa'yant!v evam )catu( // 24.9 　 ≈ Bc 9.3

mahar%e nandana( k!nta( 'uddhodanasya bh)pate( /

jar!m+tyubhayatrasta( sa"s!rarati*ni(sp+ha( /

vi%ay!n parigrah!n r!jya" tyaktv!'rame ih!gata( // 24.10 　 ≈ Bc 9.5

kutr!sau bhagavan y!ti ti%*hat#ha ca v! kuha /
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imam anve%itu" hy !v!m sahaseha sam!gatau // 24.11　 ≈ Bc 9.5

tad bhav!n samup!h)ya tam !tmaja" mah#pate( /

sahas! purato 'sm!ka" sa"dar'ayitum arhati // 24.12

iti sa"pr!rthita" t!bhy!" 'rutv! [173a] sa bh!rgavo muni( /

mantripurohitau tau sa"pa'yann evam abh!%ata // 24.13

!y!to 'tra mah!tm! sa divy!tisundaro yuv! /

pravrajya sa"vara" dh+tv! sa"carate sam!hita( // 24.14 　 ≈ Bc 9.6

ekar!trim u%itv!tra d+%*v!sm!ka" tapovratam /

asa"tu%*!'ayo y!tas tato 'mutra tapovane // 24.15 　 ≈ Bc 9.6

iti tenar%i&!khy!ta" 'rutv! mantripurohitau /

ubhau ta" bh!rgava" natv! ni'ceratus tato drutam // 24.16 　 ≈ Bc 9.7

tatra tau pathik!n m!rge d+%*v!mantrya sametya t!n /

yu%m!bhir d+'yate bhik%ur yuveti paryap+cchat!m // 24.17

tac chrutv! te 'dhvag!( sarve sametya samup!'rit!( /

tau mantribhr!hma&au d+%*v! pra&atvaivam abhyabruvan // 24.18

d+%*o 'sm!bhir yuv! k!nto bhik%ur eko 'tisundara( /

amusminn !'rame bodhiv+k%am)lasam!'rita( // 24.19

iti tai( kathita" 'rutv! tau mantribr!hma&au mud! /

sahas! tatr!bhigacchantau d)ratas tam apa'yat!m // 24.20 　 ≈ Bc 9.8

tau ta" d+%*v!bhibh!santa" sa"p)r&endum ivotkare /

sahas! sa"har%itau tatra bodhiv+k%e 'bhijagmatu( // 24.21 　 ≈ Bc 9.9

tatra tau samup!y!tau d+%*v! sa yati( sanmati( /

*!ha hy atra *sam!y!tau sameta" s!dhu ti%*hatam // 24.22 　 ≈ Bc 9.10

kaccid v!" kau'ala" *k!ye n+pasy!pi pitur mama /

m!tur ya'odhar!y!' ca sarvatr!pi subhadrat! // 24.23

iti tena sudh#re&a p+%*e mantripurohitau /

ubh!v api tam !lokya pra&atvaivam abh!%at!m // 24.24

kaccit te kau'ala" k!ye kau'ala" nau bhavaty api /

m!tus te mahi%y!' ca pit) r!jño 'pi sarvata( // 24.25

iti nivedya kau'alya" sarve%!m api t!v ubhau /

mantripurohitau tasya samup!'ritya tasthatu( // 24.26

tatas ta" v+k%am)lastha" saumyendriya" prabh!svaram /

mantripurohit!v eva" sa"pa'yantau babh!%atu( // 24.27 　 ≈ Bc 9.11

s!dho !v!" yadarthe 'tra sam!y!tau nigadya te /

tac chrutv!numodan!" k+tv! pras#datu bhav!n api // 24.28 　 ≈ Bc 9.12

yat pit! bhavato r!j! tvacchok!gniprat!pita( /

muhur vimohit!tm! 'sau bh)mitale nip!tita( // 24.29 　 ≈ Bc 9.13

tata' cir!t samutth!ya [173b] tava gu&am anusmaran /

　–––以上、私が過去に聞いたことを、今私は語りました。｛或いは：以上、私の過去の
出来事を、今私は語りました。｝大王よ、あなたもこれを聞いてあなたも随喜を得なさ
い。(23.215)

　これを聴聞して随喜する者たちは皆、感官が清らかになり、めでたい幸せと光輝と
善き徳性を具えた仏子となるであろう。 (23.216)

　以上の、阿羅漢が説いたことを聞き、アショーカ王｛或いは：比丘アーナンダ｝はとし
て、「わかりました」と嬉しく答えて、実直な彼は大いに喜んだ。 (23.217)

　大仙たちの苦行の誓戒を観る［という名の］品、第23章［終わる］。

　５．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第24章の校訂

A 172b3 ; B 255b5 ; D 221a1

ath!'oko mah#p!lo {or: mah!sattvo} bh)ya *up!'rito mud! /

bhagavanta" yati" natv! s!ñjalir evam abrav#t // 24.1

bhadant!sau mah!sattvas tata( kutra sam!carat /

tad bhav!n na( sam!khy!ya sa"bodhayitum arhati // 24.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

tam a'oka" sabh!" c!pi sampa'yann evam !di'at // 24.3

'+&v a'oka tad! r!j! kapil!khye pure muhu( /

'okap!vakadagdh!,go vilal!pa gatasm+ti( // 24.4 　 ≈ Bc 8.81

ity evam asti bh)m#ndra( kum!radar'anotsuka( /

purohitam am!tya" ca babh!%e 'nve%yat!m iti // 24.5 　 ≈ Bc 8.86

tad!nu'!sana" dh+tv! r!jño mantripurohitau /

gacchantau bh!rgavasyar%er !'rama" samupeyatu( // 24.6 　 ≈ Bc 8.87,9.1,9.2

tatra tau samup!y!tau sam#k%ya bh!rgavo mud! /

sahas! samup!mantrya t+&!sane nyave'ayat // 24.7 　 ≈ Bc 9.3

tatra t!v !san!s#nau bh!rgavo vanyav+ttibhi( /

phalam)l!dibhir bhogyai( pratip)jy!bhyamodayat // 24.8

tatas tau bh!rgava" natv! mantripurohit!v api /

purata( samup!'ritya pa'yant!v evam )catu( // 24.9 　 ≈ Bc 9.3

mahar%e nandana( k!nta( 'uddhodanasya bh)pate( /

jar!m+tyubhayatrasta( sa"s!rarati*ni(sp+ha( /

vi%ay!n parigrah!n r!jya" tyaktv!'rame ih!gata( // 24.10 　 ≈ Bc 9.5

kutr!sau bhagavan y!ti ti%*hat#ha ca v! kuha /
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galada'rvabhilipt!syas tv!" praty evam abh!%ata // 24.30 　 ≈ Bc 9.13

j!n!mi te mati" dharmasattvahit!rthas!dhane /

tvayy ak!le vane y!te dahye ''ok!gnin! tv aham // 24.31 　 ≈ Bc 9.14

tad ehi s!mprata" gehe kuru dharma" kulocitam /

tyaja buddhim im!" vatsa hy ak!le ki" vrata" vane // 24.32 　 ≈ Bc 9.15

katha" sth!tu" saher durge jantudu%*!srap!'raye /

'#tav!t!tap!s!ravidyutsamp!tabh#%a&e // 24.33 　 ≈ Bc 9.16

tat t!vad yauvan!d *bhu,k%va cakravartin+pa'riyam /

yadi day!matis te 'sti v+ddho vane vrata" cara // 24.34 　 ≈ Bc 9.17

vana eva na siddho hi dharmo gehe 'pi siddhyate /

svabh!va'uddhata( siddhyed vrata" ki" li,ge vane 'pi kim // 24.35 ≈ Bc 9.18

pari'uddhasvabh!vais tu r!jyadharm!'ritair api /

g+hasthair api sa"pr!pto mok%adharma( subuddhibhi( // 24.36 ≈ Bc 9.19

aneke 'pi mah#p!l! r!jyadharmavrata"car!( /

satyadharmasam!c!r! g+hasth! api nirv+t!( // 24.37 　 ≈ Bc 9.20

tyam apy eva" sam!'ritya r!jyadharme sam!hita( /

n+pa*'r#%u sukha" bhuktv! pr!nte y!hi 'iv!" gatim // 24.38 　 ≈ Bc 9.21

icch!mi tv!" mah!sattvam abhi%iñcya n+p!sane /

prati%*h!pya mah#n!tha" k+tv! dhartu" vane vratam // 24.39 　 ≈ Bc 9.22

ity abrav#d bhavanta" sa v!kyena p+thiv#pati( /

tat priy!rtha" pitu( 'rutv! bhav!n vidh!tum arhati // 24.40 　 ≈ Bc 9.23

bhavacchok!gnisa"tapta( pit! sa p+thiv#pati( /

ag!dhe sudh+t!tm!pi du(kh!r&ave nimajjati // 24.41 　 ≈ Bc 9.24

tad bhav!n sahas! gatv! samutt!rya svaya" gurum /

bhadrasth!ne sam!'v!sya sa"sth!payitum arhati // 24.42 　 ≈ Bc 9.24

yath! bh)p!tmajai( sarvai( k+ta" karma pitu( priyam /

bhav!n api tath! kartum arhat#%*a" mah!mate // 24.43

tvacchok!gnitapt!,g#" m!tara" d+ksudh!"'ubhi( /

am+tair api sa"siñcya sa"j#vayitum arhati // 24.44

ya'odhar!" subhadr!,g#" bh!ry!" svadharmac!ri&#m /

sametya dar'anen!pi sambodhayitum arhati // 24.45

tvacchok!nalasa"tapta" sarva" s!nta(pura" janam /

sudh!"'udar'anenaiva prahl!d#kartum a[174a]rhati // 24.46

ity !di'ya narendre&a bhavaty !v!" sam#ritau /

tat pitu( '!sana" dh+tv! dar'ana" d!tum arhati // 24.47

iti t!bhy!" sam!khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

dhy!tv! muh)rtam !lokya tau pa'yann evam abrav#t // 24.48 　 ≈ Bc 9.30

avaimi snehabh!va" hi pitur tasy!tmaje mahat / 
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jar!vy!dhivipadbh#tas tyaktv! care vane vratam // 24.49 　 ≈ Bc 9.31

ko na dra%*u" sam#cheta svajanamitrab!ndhav!n /

sa"s!re 'tra sad! na sy!d yadi priyaviyogat! // 24.50 　 ≈ Bc 9.32

yad! bh)tv!tra sa"yogo viyoga( sy!t k%a&!t bhave /

iti matv! guru" snigdham api tvaktv! vrata" care // 24.51 　 ≈ Bc 9.32

yac ca 'oka" pit) rajño maddhetuka" tad ucyate /

ka( sa"tapyed viyoge 'tra svapn!k!rasam!game // 24.52 　 ≈ Bc 9.33

eva" te ni'caya" praitu buddhir d+%*v! bhave vidhim /

pit! putra( suh+c chatrur ity ajñ!n!bhim)-hat! // 24.53 　 ≈ Bc 9.34

adhvag!n!" yath!k!le viyogo niyato bhave /

sarve%!m api jant)n!" m+tyur abhimukha( sad! // 24.54 　 ≈ Bc 9.35

eva" vijñ!ya sa"s!re daivayog!nuvartini /

viyoge ko bhajec choka" pr!jña( sa"vidvicak%a&a( // 24.55 　 ≈ Bc 9.35

ihaiti svajana" hitv! paratr!pi pralabhya ca /

puna( pray!ti hitv!tra svajana" ca paratra ca // 24.56 　 ≈ Bc 9.36

eva"prav+ttisa"c!re bhave daiv!nuyogata( /

sa"yoge 'pi viyoge ca ko janair anurudhyate // 24.57 　 ≈ Bc 9.36

garbh!t prabh+ti jant)n!" m+tyu( puro 'bhivartate /

tad ak!le 'pi saddharma" s!dhan#ya" bhave narai( // 24.58 　 ≈ Bc 9.37

ak!lo vi%ayapr!ptau tath! k!lo 'rthas!dhane /

jagat kar%et sad! k!la( sarvak!las tu sadvrate // 24.59　 ≈ Bc 9.38

r!jyalak%m#" pradattv! me pit! vrata" yad#cchati /

tad apy ud!ras!d+'ya" pitu( saddharmas!dhane // 24.60 　 ≈ Bc 9.39

api pitr! pradatta" tadr!jya" n!d!tum utsahe /

lobh!d gatv! pun! r!jye bhoktu" na ku'ala" mama // 24.61 　 ≈ Bc 9.39

katha" moh!'raya" r!jya" pratipattu" punar may! /

parap#-! sadodvego yatra mada( kali'rama( // 24.62 　 ≈ Bc 9.40

jamb)nadag+ha" d#pta" savi%a" suras!'anam /

gr!h!kula" saro ramya" r!jya" hi vyasan![174b]'rayam // 24.63 ≈ Bc 9.41

ittha" matv!sukh!dharma" r!jya" p)rve 'pi bh)mip!( /

v+ddhatve sagh+&!s tyaktv! vane gatv!caran vratam // 24.64 　 ≈ Bc 9.42

vane bhuktv! t+&!ny eva vrate kartu( sukha" varam /

na tu r!jye yath!k!ma" bhoktur api sukha" varam // 24.65 　 ≈ Bc 9.43

'l!ghya" hitv! hi r!jy!ni r!jñ!" van!'ram!'rayam /

na tu van!'rama" hitv! r!jy!'ram!'raya" 'ivam // 24.66 　 ≈ Bc 9.44

yo j!ta( sukule dh#m!n pravi%*as tapase vanam /

puna( k!%!yam uts+jya salajja( ko vrajed divam // 24.67 　 ≈ Bc 9.45

lobh!n moh!d bhayen!pi yo v!nta" bhoktum icchati /

galada'rvabhilipt!syas tv!" praty evam abh!%ata // 24.30 　 ≈ Bc 9.13

j!n!mi te mati" dharmasattvahit!rthas!dhane /

tvayy ak!le vane y!te dahye ''ok!gnin! tv aham // 24.31 　 ≈ Bc 9.14

tad ehi s!mprata" gehe kuru dharma" kulocitam /

tyaja buddhim im!" vatsa hy ak!le ki" vrata" vane // 24.32 　 ≈ Bc 9.15

katha" sth!tu" saher durge jantudu%*!srap!'raye /

'#tav!t!tap!s!ravidyutsamp!tabh#%a&e // 24.33 　 ≈ Bc 9.16

tat t!vad yauvan!d *bhu,k%va cakravartin+pa'riyam /

yadi day!matis te 'sti v+ddho vane vrata" cara // 24.34 　 ≈ Bc 9.17

vana eva na siddho hi dharmo gehe 'pi siddhyate /

svabh!va'uddhata( siddhyed vrata" ki" li,ge vane 'pi kim // 24.35 ≈ Bc 9.18

pari'uddhasvabh!vais tu r!jyadharm!'ritair api /

g+hasthair api sa"pr!pto mok%adharma( subuddhibhi( // 24.36 ≈ Bc 9.19

aneke 'pi mah#p!l! r!jyadharmavrata"car!( /

satyadharmasam!c!r! g+hasth! api nirv+t!( // 24.37 　 ≈ Bc 9.20

tyam apy eva" sam!'ritya r!jyadharme sam!hita( /

n+pa*'r#%u sukha" bhuktv! pr!nte y!hi 'iv!" gatim // 24.38 　 ≈ Bc 9.21

icch!mi tv!" mah!sattvam abhi%iñcya n+p!sane /

prati%*h!pya mah#n!tha" k+tv! dhartu" vane vratam // 24.39 　 ≈ Bc 9.22

ity abrav#d bhavanta" sa v!kyena p+thiv#pati( /

tat priy!rtha" pitu( 'rutv! bhav!n vidh!tum arhati // 24.40 　 ≈ Bc 9.23

bhavacchok!gnisa"tapta( pit! sa p+thiv#pati( /

ag!dhe sudh+t!tm!pi du(kh!r&ave nimajjati // 24.41 　 ≈ Bc 9.24

tad bhav!n sahas! gatv! samutt!rya svaya" gurum /

bhadrasth!ne sam!'v!sya sa"sth!payitum arhati // 24.42 　 ≈ Bc 9.24

yath! bh)p!tmajai( sarvai( k+ta" karma pitu( priyam /

bhav!n api tath! kartum arhat#%*a" mah!mate // 24.43

tvacchok!gnitapt!,g#" m!tara" d+ksudh!"'ubhi( /

am+tair api sa"siñcya sa"j#vayitum arhati // 24.44

ya'odhar!" subhadr!,g#" bh!ry!" svadharmac!ri&#m /

sametya dar'anen!pi sambodhayitum arhati // 24.45

tvacchok!nalasa"tapta" sarva" s!nta(pura" janam /

sudh!"'udar'anenaiva prahl!d#kartum a[174a]rhati // 24.46

ity !di'ya narendre&a bhavaty !v!" sam#ritau /

tat pitu( '!sana" dh+tv! dar'ana" d!tum arhati // 24.47

iti t!bhy!" sam!khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

dhy!tv! muh)rtam !lokya tau pa'yann evam abrav#t // 24.48 　 ≈ Bc 9.30

avaimi snehabh!va" hi pitur tasy!tmaje mahat / 
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sa dharm!'rayam uts+jya puna( k!m!'raye ramet // 24.68 　 ≈ Bc 9.46

prad#pt!c chara&!d ya' ca katha"cin nirgato bahi( /

so hi kli%*o vana" tyaktv! moh!d bhoktu" g+he vrajet // 24.69　 ≈ Bc 9.47

n!sti sa"dhir jalasy!gne( satyasyaiva" 'a*hasya ca / 

*'amasy!pi ca da&-asya dharmi&a( p!pin!pi ca // 24.70 　 ≈ Bc 9.48

y! ca 'rutir n+p! mok%ak!m!s tena g+h!'rit!( /

mok%a( 'amapradh!no hi r!jadharmas tu da&-abh+t // 24.71 　 ≈ Bc 9.48

manorati( 'ame yasya tasya r!jye matir na hi /

r!jyadharmamatir yasya tasya 'ame ratir na hi // 24.72　 ≈ Bc 9.49

na 'amataik%&yayo( sa,ga( kvacic ch#to%&ayor iva /

dh)rtasajjanayor naiva sa,go 'gnijalayor iva // 24.73 　 ≈ Bc 9.49

iti santo mah#p!l! r!jya" tyaktv! 'am!rthina( /

van!'rame sam!'ritya pr!caran vratam uttamam // 24.74 　 ≈ Bc 9.50

m!y!p!'am aha" chittv! nirbandho vratam !care /

pun! r!jy!bhidhe c!re prave%*u" na samutsahe // 24.75 　 ≈ Bc 9.51

ity !tmavijñ!nagu&!nur)pa" 

　　muktasp+ha" hetumad )rjita" ca /

'rutv! narendr!tmajam uktavanta" 

　　pratyuttara" mantradharo 'py uv!ca // 24.76 　 = Bc 9.52

yo ni'cayo mantravaras tav!ya" 

　　n!ya" na yukto na tu k!layukta( /

'ok!ya hitv! pitara" vaya(stha" 

　　sy!d dharmak!masya hi te na dharma( // 24.77 　 = Bc 9.53

[175a] n)na" ca buddhis tava n!tis)k%m! 

　　dharm!rthak!me%v avicak%a&! v! /

hetor ad+%tasya phalasya yas tva" 

　　pratyak%am artha" paribh)ya y!si // 24.78 　 = Bc 9.54

punar bhavo 'st#ti ca kecid !hur 

　　nast#ti kecin niyatapratijñ!( /

eva" yad! sa"'ayito 'yam arthas 

　　tasm!t k%ama" bhoktum up!sthit! 'r#( // 24.79 　 = Bc 9.55

bh)ya( prav+ttir yadi k!c#d asti 

　　ra"sy!mahe tatra yathopapattau /

atha prav+tti( parato na k!cit 

　　siddho 'prayatn!j jagato 'sya mok%a( // 24.80 　 = Bc 9.56

ast#ti kecit paralokam !hur 

　　mok%asya yoga" na tu var&ayanti /

agner yath! hy au%&am ap!" dravatva" 
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　　tadvat prav+ttau prak+ti" vadanti // 24.81 　 = Bc 9.57

kecit svabh!v!d iti var&ayanti 

　　'ubh!'ubha" caiva bhav!bhavau ca /

sv!bh!vika" sarvam ida" ca yasm!d 

　　ato 'pi mogho bhavati prayatna( // 24.82 　 = Bc 9.58

yad indriy!&!" niyata( prac!ra( 

　　priy!priyatva" vi%aye%u caiva /

sa"yujyate yaj jaray!rtibhi' ca 

　　kas tatra yatno nanu sa svabh!va( // 24.83 　 = Bc 9.59

adbhir h)t!'a( 'amam abhyupaiti

　　tej!"si c!ya( #amayanti 'o%am /

bhinn!ni bh)t!ni 'ar#rasa"sth!ny 

　　aikya" ca dattv! jagad udvahanti // 24.84 　 = Bc 9.60

yat p!&ip!dodarap+%*ham)rdhn! 

　　nirvartate garbhagatasya bh!va( /

yad !tmanas tasya ca tena yoga( 

　　sv!bh!vika" tat kathayanti tajjñ!( // 24.85 　 = Bc 9.61

ka( ka&*akasya prakaroti taik%&ya" 

　　vicitrabh!va" m+gapak%i&!" v! /

svabh!vata( sarvam ida" prav+tta" 

　　na k!mak!ro 'sti kuta( prayatna( // 24.86 　 = Bc 9.62

sarga" vadant#'varatas tath!nye 

　　tatra prayatne puru%asya ko 'rtha( /

ya eva hetur jagata( prav+ttau 

　　hetur niv+ttau niyata( sa eva // 24.87 　 = Bc 9.63

kecid vadanty !tmanimittam eva 

　　pr!d)rbhava" caiva bhavak%aya" ca /

pr!d)rbhava" tu pravadanty ayatn!d 

　　yatrena mok%!dhigama" bruvanti // 24.88 　 = Bc 9.64

nara( pit/&!m an+&a( praj!bhir 

　　vedair +%#&!" kratubhi( sur!&!m /

utpadyate s!rdham +&ais tribhis tair 

　　yasy!sti mok%a( kila tasya mok%a( // 24.89 　 = Bc 9.65

ity evam etena vidhikrame&a mok%a" 

　　sayatrasya vadanti tajjñ!( /

prayatna[175b]vanto 'pi hi vikrame&a

　　mumuk%ava( khedam av!pnuvanti // 24.90 　 = Bc 9.66

tat saumya mok%e yadi bhaktir n!sti 

sa dharm!'rayam uts+jya puna( k!m!'raye ramet // 24.68 　 ≈ Bc 9.46

prad#pt!c chara&!d ya' ca katha"cin nirgato bahi( /

so hi kli%*o vana" tyaktv! moh!d bhoktu" g+he vrajet // 24.69　 ≈ Bc 9.47

n!sti sa"dhir jalasy!gne( satyasyaiva" 'a*hasya ca / 

*'amasy!pi ca da&-asya dharmi&a( p!pin!pi ca // 24.70 　 ≈ Bc 9.48

y! ca 'rutir n+p! mok%ak!m!s tena g+h!'rit!( /

mok%a( 'amapradh!no hi r!jadharmas tu da&-abh+t // 24.71 　 ≈ Bc 9.48

manorati( 'ame yasya tasya r!jye matir na hi /

r!jyadharmamatir yasya tasya 'ame ratir na hi // 24.72　 ≈ Bc 9.49

na 'amataik%&yayo( sa,ga( kvacic ch#to%&ayor iva /

dh)rtasajjanayor naiva sa,go 'gnijalayor iva // 24.73 　 ≈ Bc 9.49

iti santo mah#p!l! r!jya" tyaktv! 'am!rthina( /

van!'rame sam!'ritya pr!caran vratam uttamam // 24.74 　 ≈ Bc 9.50

m!y!p!'am aha" chittv! nirbandho vratam !care /

pun! r!jy!bhidhe c!re prave%*u" na samutsahe // 24.75 　 ≈ Bc 9.51

ity !tmavijñ!nagu&!nur)pa" 

　　muktasp+ha" hetumad )rjita" ca /

'rutv! narendr!tmajam uktavanta" 

　　pratyuttara" mantradharo 'py uv!ca // 24.76 　 = Bc 9.52

yo ni'cayo mantravaras tav!ya" 

　　n!ya" na yukto na tu k!layukta( /

'ok!ya hitv! pitara" vaya(stha" 

　　sy!d dharmak!masya hi te na dharma( // 24.77 　 = Bc 9.53

[175a] n)na" ca buddhis tava n!tis)k%m! 

　　dharm!rthak!me%v avicak%a&! v! /

hetor ad+%tasya phalasya yas tva" 

　　pratyak%am artha" paribh)ya y!si // 24.78 　 = Bc 9.54

punar bhavo 'st#ti ca kecid !hur 

　　nast#ti kecin niyatapratijñ!( /

eva" yad! sa"'ayito 'yam arthas 

　　tasm!t k%ama" bhoktum up!sthit! 'r#( // 24.79 　 = Bc 9.55

bh)ya( prav+ttir yadi k!c#d asti 

　　ra"sy!mahe tatra yathopapattau /

atha prav+tti( parato na k!cit 

　　siddho 'prayatn!j jagato 'sya mok%a( // 24.80 　 = Bc 9.56

ast#ti kecit paralokam !hur 

　　mok%asya yoga" na tu var&ayanti /

agner yath! hy au%&am ap!" dravatva" 
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　　ny!yena sevasva vidhi" yathokam /

eva" bhavi%yaty upapattir asya 

　　sant!pan!'a' ca nar!dhipasya // 24.91 　 = Bc 9.67

y! ca prav+tt! bhavado%abuddhis 

　　tapovanebhyo bhavana" prave%*um /

tatr!pi cint! tava t!ta m! bh)t 

　　p)rve 'pi jagmu( svag+ha" vanebhya( // 24.92 　 = Bc 9.68

tapovanastho 'pi v+tah praj!bhir 

　　jag!ma r!j! puram ambar#%a( /

tath! mah#" viprak+t!m an!ryais 

　　tapovan!d etya rarak%a r!ma( // 24.93 　 = Bc 9.69

tathaiva s!lv!dhipatir drum!k$o 

　　van!t sas)nur nagara" vive'a /

brahm!r%ibh)ta' ca muner va#i%*(!d 

　　dadhre 'riya" s!"k+tir antideva( // 24.94 　 = Bc 9.70

eva" vidh! dharmaya'a( prad#pt! 

　　van!ni hitv! bhavan!ny abh&yu% /

tasm!n na do%o 'sti g+ha" pray!tu" 

　　tapovan!d dharmanimittam eva // 24.95　 = Bc 9.71

tato vacas tasya ni'amya mantri&a( 

　　priya" hita" caiva n+pasya cak%u%a( /

an)nam avyastam asaktam adruta"

　　dh+tau sthito r!jasuto 'brav#d vaca( // 24.96 　 = Bc 9.72

ih!sti n!st#ti ya e%a sa"'aya( 

　　parasya v!kyair na mam!tra ni'caya( /

avetya tattva" tapas! 'amena v!

　　svaya" grah#%y!mi yad atra ni'citam // 24.97 　 = Bc 9.73

na me k%ama" sa'ga#ata' hi dar'ana" 

　　grah#tum avyaktaparampar!hatam /

buddha% parapratyayato hi ko vrajej 

　　jano 'ndhak!re 'ndha iv!ndhade'ika( // 24.98 　 = Bc 9.74

ad+%*atattvasya sato 'pi ki" tu me 

　　'ubh!')bhe sa"'ayite 'ubhe mati( /

v+th!pi khedo 'pi vara" 'ubh!tmana( 

　　sukha" na tattve 'pi vigarhit!tmana( // 24.99 　 = Bc 9.75

ima" tu d+%*v!gamam avyavasthita" 

　　yad uktam !ptais tad avehi s!dhv iti /

prah#&ado%atvam avehi c!ptat!" 
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　　prah#&ado%o hy an+ta" na vak%yati // 24.100 　 = Bc 9.76

g+haprave'a" prati yac ca me bhav!n

　　uv!ca r!maprabh+t#n nidar'anam /

na te pram!&a" na hi dharma ni'caye%v 

　　ala" pram!&!ya parik%atavrat!( // 24.101 　 = Bc 9.77

tad evam apy eva ravir mah#" pated 

　　api sthiratva" hi[176a]mav!n giris tyajet /

ad+%*atattvo vi%ayonmukhendriya( 

　　'rayeya na tv eva g+h!n p+thagjana( // 24.102 　 = Bc 9.78

aha" vi'eya" jvalita" hut!'ana" 

　　na c!k+t!rtha( pravi'eyam !layam /

iti pratijñ!" sa cak!ra garvito 

　　yathe%*am utth!ya ca nirmamo yayau // 24.103 　 = Bc 9.79

tata( sab!%pau sacivadvij!v ubhau 

　　ni'amya tasya sthiram eva ni'cayam /

vi%a&&avaktr!v anugamya du(khitau 

　　'anair agaty! puram eva jagmatu( // 24.104 　 = Bc 9.80

tatsneh!d atha n+pate' ca bhaktitas tau 

　　s!pek%a" pratiyayatu' ca tasthatu' ca /

durdhar%a" r!vim iva d#ptam !tmabh!s! 

　　ta" dra%*u" na hi pathi 'ekatur na moktum // 24.105 　 = Bc 9.81

tau jñ!tu" paramagater gati" tu tasya 

　　pracchann!"' carapuru%!ñ chuc#n vidh!ya /

r!j!na" priyasutal!lasa" nu gatv! 

　　drak%y!va( katham iti jagmatu( katha"cit // 24.106 　 = Bc 9.82

tatra tau samup!s+tya 'uddhodanasya bh)pate( /

sarvam etat prav+tt!nta" vistara" samacak%at!m // 24.107

ta" ni'amya narendro 'pi h! putreha kad!vrajet /

iti bruvan rudan bh)mau nipap!ta vimohita( // 24.108

tata' cir!t samutth!ya sa"pa'yan mantri&o jan!n /

sahas! samup!mantrya s!daram evam !di'at // 24.109

pratyaha" puru%!"s tatra tasy!tmajasya me sad! /

ku'al!ku'ala" jñ!tu" sa"pre%ayitum arhatha // 24.110

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! te mantri&o jan!( /

puru%!n sahas!mantrya s!daram samup!di'an // 24.111

bho puru%! n+p!de'a" dh+tv! y)ya" sam!hit!( /

yatr!sau bhik%ur !s#na( pray!ta( sa"sthito 'pi v! // 24.112

tatra tatra sam!lokya gatv! tasya mah!mate( /

　　ny!yena sevasva vidhi" yathokam /

eva" bhavi%yaty upapattir asya 

　　sant!pan!'a' ca nar!dhipasya // 24.91 　 = Bc 9.67

y! ca prav+tt! bhavado%abuddhis 

　　tapovanebhyo bhavana" prave%*um /

tatr!pi cint! tava t!ta m! bh)t 

　　p)rve 'pi jagmu( svag+ha" vanebhya( // 24.92 　 = Bc 9.68

tapovanastho 'pi v+tah praj!bhir 

　　jag!ma r!j! puram ambar#%a( /

tath! mah#" viprak+t!m an!ryais 

　　tapovan!d etya rarak%a r!ma( // 24.93 　 = Bc 9.69

tathaiva s!lv!dhipatir drum!k$o 

　　van!t sas)nur nagara" vive'a /

brahm!r%ibh)ta' ca muner va#i%*(!d 

　　dadhre 'riya" s!"k+tir antideva( // 24.94 　 = Bc 9.70

eva" vidh! dharmaya'a( prad#pt! 

　　van!ni hitv! bhavan!ny abh&yu% /

tasm!n na do%o 'sti g+ha" pray!tu" 

　　tapovan!d dharmanimittam eva // 24.95　 = Bc 9.71

tato vacas tasya ni'amya mantri&a( 

　　priya" hita" caiva n+pasya cak%u%a( /

an)nam avyastam asaktam adruta"

　　dh+tau sthito r!jasuto 'brav#d vaca( // 24.96 　 = Bc 9.72

ih!sti n!st#ti ya e%a sa"'aya( 

　　parasya v!kyair na mam!tra ni'caya( /

avetya tattva" tapas! 'amena v!

　　svaya" grah#%y!mi yad atra ni'citam // 24.97 　 = Bc 9.73

na me k%ama" sa'ga#ata' hi dar'ana" 

　　grah#tum avyaktaparampar!hatam /

buddha% parapratyayato hi ko vrajej 

　　jano 'ndhak!re 'ndha iv!ndhade'ika( // 24.98 　 = Bc 9.74

ad+%*atattvasya sato 'pi ki" tu me 

　　'ubh!')bhe sa"'ayite 'ubhe mati( /

v+th!pi khedo 'pi vara" 'ubh!tmana( 

　　sukha" na tattve 'pi vigarhit!tmana( // 24.99 　 = Bc 9.75

ima" tu d+%*v!gamam avyavasthita" 

　　yad uktam !ptais tad avehi s!dhv iti /

prah#&ado%atvam avehi c!ptat!" 
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ku'al!c!rasa"v+tti" d+%*v!y!ta druta" tata( // 24.113

iti mantrijan!di%*a" 'rutv! te puru%! mud! /

tatheti pratibh!%itv! tata( sa"prasthit! yayu( // 24.114

tatas te puru%! yatra bodhisattva( sam!'rita( /

'rutv! tatr!bhigacchanta( sam#k%ya samup!'rayan // 24.115

t!n sarv!n samup!s#n!n bodhisattva( sam#k%ya sa( /

svajan!n puru%!n matv! [176b] papraccha jñ!tikau'alam // 24.116

tac chrutv! puru%!s te 'pi bodhisattva" pra&amya tam /

bhavato 'pi 'iva" kaccid iti papracchur !daram // 24.117

sv!minn eko bhav!n atra vane vrata" katha" caret /

tad vaya" bhavat! s!rdham icch!ma' caritu" vratam // 24.118

yad bhav!n na( prabhu( '!st! sevak! bhavato vayam /

tad asm!n api saddharme sah!y!n kartum arhati // 24.119

iti tai( pr!rthita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya sa( /

t!n bhadrav!ñchino matv! sampa'yann evam !di'at // 24.120

yadi y)ya" may! s!rdha" vrata" caritum icchatha /

s!mpratam atra yusm!bhi' caritu" n!bhi'akyate // 24.121

yad! sa"bodhim !s!dya saddharma" sa"prak!'ayan /

tatra pure sam!gatya dharma" dek%y!mi saugatam // 24.122

tad! y)ya" sam!gatya 'rutv! me dharmam uttamam /

pravrajy!sa"varam dh+tv! sa"caradhva" may! saha // 24.123

id!n#" svapure gatv! sarve y)ya" sam!hit!( /

triratnasmara&a" dh+tv! sa"caradhva" g+he vratam // 24.124

ity eva" samup!di'ya bodhisattva( sa utthita( /

tata( sa"prasthito 'nyatra jag!ma sa"prabh!sayan // 24.125

tam eva" prasthita& d+%*v! sarve te puru%! api /

anugantum abh#cchantas tatraiva tasthur unmukha( // 24.126

bodhisattvo 'pi t!n sarv!n anv!gantu" sam#cchina( /

vijñ!ya sahas!ra&ye pravi%*o 'ntarhito yayau // 24.127

tatas te puru%!( sarve ta" pravi%*a" mah!vane /

sam!lokya vibhagn!'!' cir!t praty!cara"s tata( // 24.128

'anai( praty!gat!( sarve puru%!s te n+p!laye /

upetya p!dayo r!jña( pra&atv! samup!'rayan // 24.129

tatas te puru%!( sarve yathokta" tena bhik%u&! /

tath! sarva" prav+tt!nta" r!jña( puro nyavedayan // 24.130

r!j!pi tat sam!kar&ya tad!gatinir!'ay! /

ni'cala" sucira" dhy!tv! tasthau tadgatam!nasa( // 24.131

tatprav+tt!ntam !kar&ya praj!pat#ya'odhar!( /
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sarv!s t! yo%ita' c!pi ni[177a]r!'it! vilepire // 24.132

eva" sa janako r!j! tasy!tmajasya bhadrat!m /

!jñ!tu" pratyaha" tatra puru%!( pre%it!( sad! // 24.133

puru%! api te gatv! tasy!tmajasya bh)pate( /

upetya kau'ala" d+%*v! praty!gat!( nyavedayan // 24.134

eva" sa janako r!j! sv!tmajasya nirantaram /

kau'alya" pratyaha" 'rutv! tasthau dhairyasam!hita( // 24.135

tath! tatkau'ala" 'rutv! praj!pat# ya'odhar! /

sarv!s t! yo%ita' c!pi dhairyam !lambya tasthire // 24.136

eva" sarve 'pi lok!' ca 'rutv! tat kau'ala" mud! /

saddharma" 'rotum icchanta' cerus tatsiddhil!las!( // 24.137 

tato 'nyatra pray!to sa bodhisattva( prabh!sayan /

tatr!pi sa mah!sattva( sarvair lokai( sam!rcita( // 24.138

yatra yatr!bhiy!to so bodhisattva( prabh!sayan /

tatra tatr!pi satk!rair +%ibhir api p)jita( // 24.139

eva" sarvatra sa"dra%*um +%#&!m !'rame%u sa( /

pracaran sa mah!sattva( sa"stuto 'bh)t surair api // 24.140

eva" sa bodhisattvo 'pi sa"bh!sayan samantata( /

p)jyam!&a( 'ubha" kurvan pracac!ra jagaddhite // 24.141

eva" sarvatra loke%u bodhisattvasya tadya'a( /

pras!rita" sam!kar&ya sarvalok!( prasedire // 24.142

sarvalok!dhip!' c!pi tasya yater mah!mate( /

saudhairyagu&am!h!tmya" d+%*v! pr!bhinanandire // 24.143

tath! sarv! mah# c!pi s!bdhik!nanaparvat! /

taddhairyagu&am !lokya nandit! c!calat tad! // 24.144

megh! api sam!lokya taddairyagu&am uttamam /

sugandhirajit!" pu%pav+%*i" pr!var%ayan mud! // 24.145

v!yavo 'pi sam!lokya tatsaddharma" mahattaram /

sahimamakarandais ta" sa"p)jitu" 'anair vayu( // 24.146

tad! sarv! di'a' c!pi d+%*v! tasya sudh#rat!m /

sud+%*isuprasann!sy!( pr!bhyanandann iva striya( // 24.147

jyot#"%i c!pi sarv!&i d+%*v! tasya sudh#rat!m /

mud!tirucim uts+jya ta" sa"drak%um iv!caran // 24.148

sarvagrah!( sat!r!' ca sam#k%ya tatsudh#rat!m /

sa"rak%itu" tam !tmajña" sa"pa'yanto mud!caran // 24.149

eva" [177b] siddh!' ca s!dhy!' ca rudr! vidy!dhar! api /

vasavo yak%agandharvakumbh!&-akinnar! api // 24.150

guhyak! garu-! n!g! danuj! rak%as! api /

ku'al!c!rasa"v+tti" d+%*v!y!ta druta" tata( // 24.113

iti mantrijan!di%*a" 'rutv! te puru%! mud! /

tatheti pratibh!%itv! tata( sa"prasthit! yayu( // 24.114

tatas te puru%! yatra bodhisattva( sam!'rita( /

'rutv! tatr!bhigacchanta( sam#k%ya samup!'rayan // 24.115

t!n sarv!n samup!s#n!n bodhisattva( sam#k%ya sa( /

svajan!n puru%!n matv! [176b] papraccha jñ!tikau'alam // 24.116

tac chrutv! puru%!s te 'pi bodhisattva" pra&amya tam /

bhavato 'pi 'iva" kaccid iti papracchur !daram // 24.117

sv!minn eko bhav!n atra vane vrata" katha" caret /

tad vaya" bhavat! s!rdham icch!ma' caritu" vratam // 24.118

yad bhav!n na( prabhu( '!st! sevak! bhavato vayam /

tad asm!n api saddharme sah!y!n kartum arhati // 24.119

iti tai( pr!rthita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya sa( /

t!n bhadrav!ñchino matv! sampa'yann evam !di'at // 24.120

yadi y)ya" may! s!rdha" vrata" caritum icchatha /

s!mpratam atra yusm!bhi' caritu" n!bhi'akyate // 24.121

yad! sa"bodhim !s!dya saddharma" sa"prak!'ayan /

tatra pure sam!gatya dharma" dek%y!mi saugatam // 24.122

tad! y)ya" sam!gatya 'rutv! me dharmam uttamam /

pravrajy!sa"varam dh+tv! sa"caradhva" may! saha // 24.123

id!n#" svapure gatv! sarve y)ya" sam!hit!( /

triratnasmara&a" dh+tv! sa"caradhva" g+he vratam // 24.124

ity eva" samup!di'ya bodhisattva( sa utthita( /

tata( sa"prasthito 'nyatra jag!ma sa"prabh!sayan // 24.125

tam eva" prasthita& d+%*v! sarve te puru%! api /

anugantum abh#cchantas tatraiva tasthur unmukha( // 24.126

bodhisattvo 'pi t!n sarv!n anv!gantu" sam#cchina( /

vijñ!ya sahas!ra&ye pravi%*o 'ntarhito yayau // 24.127

tatas te puru%!( sarve ta" pravi%*a" mah!vane /

sam!lokya vibhagn!'!' cir!t praty!cara"s tata( // 24.128

'anai( praty!gat!( sarve puru%!s te n+p!laye /

upetya p!dayo r!jña( pra&atv! samup!'rayan // 24.129

tatas te puru%!( sarve yathokta" tena bhik%u&! /

tath! sarva" prav+tt!nta" r!jña( puro nyavedayan // 24.130

r!j!pi tat sam!kar&ya tad!gatinir!'ay! /

ni'cala" sucira" dhy!tv! tasthau tadgatam!nasa( // 24.131

tatprav+tt!ntam !kar&ya praj!pat#ya'odhar!( /
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taddhairyav#ryam !lokya pra'a'a"su( pra&!mit!( // 24.151

yogina +%aya' c!pi yatayo brahmac!ri&a( /

taddhairyasusthira" v#k%ya vismaya" samup!yayu( // 24.152

arhanto bhik%ava' c!pi pratyekasugat! api /

d+%*v! taccittavaimalya" pr!modya" samup!yayu( // 24.153

bodhisattv! mah!sattv!( sarve 'pi sugat!tmaj!( /

tatsudh#r!nubh!vatva" v#ky!sann abhinandit!( // 24.154

sarve 'pi sugat! buddh! d+%*v! tasya mah!mate( /

caitta" ni(kle'asa"'uddha" sampa'yanta( samabhyavan // 24.155

evam asau mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

bodhicary!vrata" dh+tv! tapo dra%*u" vane 'carat // 24.156

sa"caranta" tam !lokya sarve lok!( pras!dit!( /

satk+tya samabhi%*)ya natv!bhyarcy!bhyanandayan // 24.157

eva" sarv!rthasiddho 'sau brahmac!r# jitendriya( /

bodhicary!vrata" dh+tv! pracac!ra jagaddhite // 24.158

ta" bodhinihit!tm!na" bodhisattva" 'ubhendriyam /

d+%*v! m!raga&!( sarve bhay!nvit! vi%edire // 24.159

tasya pu&yaprabh!sp+%*!( sarve lok!( 'ubh!nvit!( /

saddharma'rava&!rakt! babh)vur bodhim!nas!( // 24.160

iti me *guru&!khy!ta" 'ruta" may! tathocyate /

{or: iti me *guru&!khy!ta" s!"prata" gadita" may! /} 

tac chrutv! mudito n!ma sa"carasva sad! 'ubhe // 24.161

'rutveda" me 'numodanti te sarve vimalendriy!( /

bhadra'r#sadgu&!dh!r! bhaveyur bodhic!ri&a( // 24.162

iti '!str!rhat!di%*a" 'rutv!'oko mah#pati( {or: °!nando mah!mati(} /

tathety abhyanumoditv! pr!bhyanandat prabodhita( // 24.163

// iti bodhisattv!nve%a&!bhibodhanaparivarto n!ma caturvi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( // 

　Apparatus criticus of the chapter 24

1a ath!'oko] A(ante corr.) B D: ath!nando A(post corr.) || mah#p!lo A: mah!satvo B D. 

1b *up!'rito] ex coni: up!'rit! A B D.

2a bhadant!sau] A: bhadantosau B D.

2b sam!carat] A: sam!caran B D.

2c na(] A: ta( B D.

4d vilal!pa] A B: vigal!pa D.

10d *ni(sp+ha(] nisp+ha( A.
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22c *!ha hy atra] ex coni: ! atra A B || *sam!y!tau] ex coni: sam!y!ta( A B.

23a *k!ye] ex coni: k!ya A: k!yai B.

30d tv!"] B: tv! A.

34a *yauvan!d *bhu,k%va] ex coni: yauvan!n bhuk%va A.

37b vrata"car!(] m.c. for vratacar!(.

38c *'r#%u] ex coni: 'r#sut A.

50a sam#cheta] sic A (= samiccheta).

51c vrata" care /] A(post corr. marg.): vrata" / A(ante corr.)

60ab pradattv! me pit!] A(post corr. marg.): pradattv! pit! A(ante corr.).

70c *'amasy!pi] ex coni: '!masy!pi A.

72d ratir] corr.: rati A.

73a °taik%&yayo(] corr.: °taik%&ayo( A.

77a mantravaras] A.  (Cf. Bc 9.53 dharmavidhau; Cowell mantravaras)

77c hitv!] A.  (Cf. Bc 9.53 dattv!; Cowell hitv!)

77c vaya(stha"] corr.: vayastha" A.  (Cf. Bc 9.53 vaya(stha")

79c sa"'ayito] corr.: 'a"'ayito A.  (Cf. Bc 9.55 sa"'ayito)

79d up!sthit!] A.  (Cf. Bc 9.55 upasthit!)

80b ra"sy!mahe] corr.: rasy!mahe A.  (Cf. Bc 9.56 ra"sy!mahe)

81b au%&yam] corr.: o%&yam A.  (Cf. Bc 9.57 au%&yam)

84b 'amayanti] A. (Cf. Bc 9.60 gamayanti)

84d dattv!] ≒ datv! A. (Cf. Bc 9.60 gatv!; Johnston's Ms. datv!; Cowell dattv!)

85a °m)rdhn!] A. (Cf. Bc 9.61 °m)rdhn!"; Cowell °m)rdhn!)

92a bhava°] A.  (Cf. Bc 9.68 tava; Cowell bhava°)

94a drum!k%o] A.  (Cf. Bc 9.70 drum!khyo; Cowell drum!k%o)

94b vive'a] corr.: nive'a A.  (Cf. Bc 9.70 vive'a)

94d dadhre] A (post corr. marg.): vavre A(ante corr.).  (Cf. Bc 9.70 dadhre)

94d s!"k+tir] corr.: s!k+tir A.  (Cf. Bc 9.70 s!"k+tir)

95b abh#yu(] A.  (Cf. Bc 9.71 at#yu(; Cowell abh#yu()

97a n!st#ti] A (post corr. marg.): n!st# A(ante corr.).  (Cf. Bc 9.73 n!st#ti)

97c 'amena v!] A.  (Cf. Bc 9.73 'amena ca; Cowell 'amena v!)

98a sa"ga'ata"] A.  (Cf. Bc 9.74 sa"'ayaja"; Cowell sa"ga'ata")

98b °parampar!°] A.  (Cf. Bc 9.74 °paraspar!°; Cowell °parampar!°)

98d buddha(] A.  (Cf. Bc 9.74 budha(; Cowell buddha()

99c khedo 'pi] A.  (Cf. Bc 9.75 khedo hi; Cowell khedo 'pi)

100b avehi] corr.: avaihi A.  (Cf. Bc 9.76 avehi)

101b r!ma°] A(ante corr.): r!ja° A(post corr. marg.).  (Cf. Bc 9.77 r!ma°)

101c na te] corr.: na te( A.  (Cf. Bc 9.77 na te)

102b himav!n] corr.: himavan A.  (Cf. Bc 9.78 himav!n)

taddhairyav#ryam !lokya pra'a'a"su( pra&!mit!( // 24.151

yogina +%aya' c!pi yatayo brahmac!ri&a( /

taddhairyasusthira" v#k%ya vismaya" samup!yayu( // 24.152

arhanto bhik%ava' c!pi pratyekasugat! api /

d+%*v! taccittavaimalya" pr!modya" samup!yayu( // 24.153

bodhisattv! mah!sattv!( sarve 'pi sugat!tmaj!( /

tatsudh#r!nubh!vatva" v#ky!sann abhinandit!( // 24.154

sarve 'pi sugat! buddh! d+%*v! tasya mah!mate( /

caitta" ni(kle'asa"'uddha" sampa'yanta( samabhyavan // 24.155

evam asau mah!sattvo bodhisattvo jagaddhite /

bodhicary!vrata" dh+tv! tapo dra%*u" vane 'carat // 24.156

sa"caranta" tam !lokya sarve lok!( pras!dit!( /

satk+tya samabhi%*)ya natv!bhyarcy!bhyanandayan // 24.157

eva" sarv!rthasiddho 'sau brahmac!r# jitendriya( /

bodhicary!vrata" dh+tv! pracac!ra jagaddhite // 24.158

ta" bodhinihit!tm!na" bodhisattva" 'ubhendriyam /

d+%*v! m!raga&!( sarve bhay!nvit! vi%edire // 24.159

tasya pu&yaprabh!sp+%*!( sarve lok!( 'ubh!nvit!( /

saddharma'rava&!rakt! babh)vur bodhim!nas!( // 24.160

iti me *guru&!khy!ta" 'ruta" may! tathocyate /

{or: iti me *guru&!khy!ta" s!"prata" gadita" may! /} 

tac chrutv! mudito n!ma sa"carasva sad! 'ubhe // 24.161

'rutveda" me 'numodanti te sarve vimalendriy!( /

bhadra'r#sadgu&!dh!r! bhaveyur bodhic!ri&a( // 24.162

iti '!str!rhat!di%*a" 'rutv!'oko mah#pati( {or: °!nando mah!mati(} /

tathety abhyanumoditv! pr!bhyanandat prabodhita( // 24.163

// iti bodhisattv!nve%a&!bhibodhanaparivarto n!ma caturvi"'atitamo 'dhy!ya( sam!pta( // 

　Apparatus criticus of the chapter 24

1a ath!'oko] A(ante corr.) B D: ath!nando A(post corr.) || mah#p!lo A: mah!satvo B D. 

1b *up!'rito] ex coni: up!'rit! A B D.

2a bhadant!sau] A: bhadantosau B D.

2b sam!carat] A: sam!caran B D.

2c na(] A: ta( B D.

4d vilal!pa] A B: vigal!pa D.

10d *ni(sp+ha(] nisp+ha( A.
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104b ni'amya] corr.: ni'asya A.  (Cf. Bc 9.80 ni'amya)

105c durdhar%a"] corr.: duddhar%a" A.  (Cf. Bc 9.81 durdhar%a")

106a gati" tu tasya] corr. : gati" tasya A.  (Cf. Bc 9.82 gati" tu tasya)

106d drak%y!va(] corr.: drak%y!ma( A.  (Cf. Bc 9.82 drak%y!va()

116a samup!s#n!n] D: sam!s#n!n A.

131c ni'cala"] corr.: ni'cara" A: ni'cira" B.

139d +%ibhir] A: +%#bhir B.

142c pras!rita" sam!ka°] A(post corr. marg.) B D: pras!ritam !ka° A(ante corr.).

157c samabhi%*)ya] corr.: samabhist)ya A.

161a iti me *guru&!khy!ta"] ex coni: iti me p)rvav+tt!nta" A D: iti te p)rvav+tt!nta B. ––– Note.

Letters of p)rvav+tt!nta" of A are overwritten letters. Letters of the original scribe are lost by the overwrit-

ten letters by the second scribe. 

161b 'ruta" may! tathocyate] A: s!"prata" gadita" may! A(marg.) B D.

161c mudito n!ma] A(ante corr.): mudit!nanda A(post corr.) D: mudit!nand! B.

163b °!'oko mah#pati(] A(ante corr.): °!nando mah!mati( A(post corr.) B D.

(Colophon:)　 iti bodhisattv!°] A: iti 'r#lalitavistare bodhisattv!° A(marg.) B D || caturvi"'atita-

mo] A D: dv!vi"'atitamo D.

『菩薩を捜索して説得をなした』という第24章

　さて大地の守護者アショーカ王は、再び嬉しく世尊・出家行者（ウパグプタ）のもと
に赴き、拝礼し合掌して、このように言った。 (24.1)

　「尊師よ、かの大士はその後、どこに行かれたのですか。あなた様はそれを私たち
に説き明かして、よく理解を得させて下さい。」 (24.2)

　彼がそう求めるのを聞き、大慧者であるその阿羅漢は、そのアショーカ王と集会の
人々を見つめて、このように説いた。 (24.3)

　「アショーカよ、聞きなさい。–––その時カピラという名の王都では、王が悲しみの
火に幾度も身を焼かれ、正念を保つ力を失い、悲嘆に暮れた。 (24.4)

　このように王子との再会を切望していた王は、一人の宮廷祭僧と一人の大臣に『捜索
せよ』と命じた。 (24.5)

　王からのその命令を担って、大臣と宮廷祭僧の二人は去ってゆき、バールガヴァ仙の
隠棲処にたどり着いた。 (24.6)

　其処でバールガヴァはやってきた二人を眺めると、嬉しくすぐに招き入れて草の座に
坐らせた。 (24.7)

　バールガヴァは其処で座に坐っている二人に、森での生活を支える果物や根などの食
べ物をもって供養し、喜ばせた。 (24.8)
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　その後、その大臣と宮廷祭僧はバールガヴァ仙に拝礼して、その前に控えると、正視
しつつこのように語った。 (24.9)

　「大仙よ、シュッドーダナ王の美しい息子が、老いと死の恐怖に戦慄し、輪廻界の快
楽を厭い、感官の快の諸対象も私有財産も王位も捨てて、ここの隠棲処へと来られた
と思います。 (24.10)

　尊師よ、彼はどこへ行ったのでしょうか。ここか、或いはどこかの所に居るので
しょうか。彼を探し出すために、私たち二人は急いでここへ来ました。 (24.11)

　そこで、あなたは王様のその御子息を呼び出して、私たちの前にすぐお示し下さいま
せ。」 (24.12)

　二人がそのように懇願するのを聞き、バールガヴァ仙は大臣と宮廷祭僧を見つめて、
このように述べた。 (24.13)

　「その気高い心の、神々しい極めて美しい若者はここに来ました。彼は出家して禁戒
を保ち、専念して行をしています。 (24.14)

　ここに一晩泊まり、私たちの苦行誓戒を見学しましたが、不満足な心を抱いて、そ
の後あちらの苦行林に去っていきました。」 (24.15)

　そうその仙人が答えたのを聞いて、大臣と宮廷祭僧の二人はそのバールガヴァに拝礼
すると、速やかにその地から出ていった。 (24.16)

　その道中、二人は旅人たちを見ると、彼らを招いて近づき、「あなた方は若い比丘
を見かけませんでしたか」と尋ねた。 (24.17)

　それを聞くと、旅人たちは皆集まり、近づいてきて、その大臣とバラモンを見て、お
辞儀してこう答えた。 (24.18)

　「私たちは一人の甚だ美男子である、美しい若い比丘を見ました。あちらの隠棲処
で菩提樹の根元に坐っていました。」 (24.19)

　そう彼らが言ったのを聞いて、大臣とバラモンの二人は、すぐに嬉しくそこへ進んで
ゆくと、遠くに彼（菩薩）の姿を見つけた。 (24.20)

　雲上の満月の如く光り輝いている彼を見て、二人は大いに喜び、急いでその菩提樹へ
と近づいた。 (24.21)

　そこに近づいてきた二人を見て、善慧者たるその出家行者は、「ここにやって来られ
たお二人、いらっしゃい。さあ、お坐りなさい」と言った。 (24.22)

　「あなた方お二人は、お体は健やかであられますか。わが父たる国王、また母とヤ
ショーダラーは全く無事でお過ごしでしょうか。」 (24.23)

　ひどく落ち着いた心のその彼に尋ねられて、大臣と宮廷祭僧の二人は彼を見つめ、お
辞儀してこのように答えた。 (24.24)

　「あなたのお体は健やかでありましょうか。私たち二人は息災であり、あなたの母
君、またお妃様も、父君たる王様も、全くつつがなくあられます。」 (24.25)

　このようにすべての人たちの息災を告げながら、大臣と宮廷祭僧の二人は彼のそばに
控えて立った。 (24.26)

104b ni'amya] corr.: ni'asya A.  (Cf. Bc 9.80 ni'amya)

105c durdhar%a"] corr.: duddhar%a" A.  (Cf. Bc 9.81 durdhar%a")

106a gati" tu tasya] corr. : gati" tasya A.  (Cf. Bc 9.82 gati" tu tasya)

106d drak%y!va(] corr.: drak%y!ma( A.  (Cf. Bc 9.82 drak%y!va()

116a samup!s#n!n] D: sam!s#n!n A.

131c ni'cala"] corr.: ni'cara" A: ni'cira" B.

139d +%ibhir] A: +%#bhir B.

142c pras!rita" sam!ka°] A(post corr. marg.) B D: pras!ritam !ka° A(ante corr.).

157c samabhi%*)ya] corr.: samabhist)ya A.

161a iti me *guru&!khy!ta"] ex coni: iti me p)rvav+tt!nta" A D: iti te p)rvav+tt!nta B. ––– Note.

Letters of p)rvav+tt!nta" of A are overwritten letters. Letters of the original scribe are lost by the overwrit-

ten letters by the second scribe. 

161b 'ruta" may! tathocyate] A: s!"prata" gadita" may! A(marg.) B D.

161c mudito n!ma] A(ante corr.): mudit!nanda A(post corr.) D: mudit!nand! B.

163b °!'oko mah#pati(] A(ante corr.): °!nando mah!mati( A(post corr.) B D.

(Colophon:)　 iti bodhisattv!°] A: iti 'r#lalitavistare bodhisattv!° A(marg.) B D || caturvi"'atita-

mo] A D: dv!vi"'atitamo D.

『菩薩を捜索して説得をなした』という第24章

　さて大地の守護者アショーカ王は、再び嬉しく世尊・出家行者（ウパグプタ）のもと
に赴き、拝礼し合掌して、このように言った。 (24.1)

　「尊師よ、かの大士はその後、どこに行かれたのですか。あなた様はそれを私たち
に説き明かして、よく理解を得させて下さい。」 (24.2)

　彼がそう求めるのを聞き、大慧者であるその阿羅漢は、そのアショーカ王と集会の
人々を見つめて、このように説いた。 (24.3)

　「アショーカよ、聞きなさい。–––その時カピラという名の王都では、王が悲しみの
火に幾度も身を焼かれ、正念を保つ力を失い、悲嘆に暮れた。 (24.4)

　このように王子との再会を切望していた王は、一人の宮廷祭僧と一人の大臣に『捜索
せよ』と命じた。 (24.5)

　王からのその命令を担って、大臣と宮廷祭僧の二人は去ってゆき、バールガヴァ仙の
隠棲処にたどり着いた。 (24.6)

　其処でバールガヴァはやってきた二人を眺めると、嬉しくすぐに招き入れて草の座に
坐らせた。 (24.7)

　バールガヴァは其処で座に坐っている二人に、森での生活を支える果物や根などの食
べ物をもって供養し、喜ばせた。 (24.8)
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　その後、木の根元に坐って感官を安らかに保って輝いている彼に対し、大臣と宮廷祭
僧は正視してこのように語った。 (24.27)

　「高徳のお方よ、私たちが何の目的でここに来たのかをあなたに申し上げますか
ら、どうかあなたもそれを聞いて、聞き入れ、ご寛容であって下さいませ。 (24.28)

　あなたの父君であるあの王様は、あなたへの悲しみの火に焼かれ、幾度も意識を
失って、地面にお倒れになられました。 (24.29)

　その後、ようやくついに起き上がると、あなたの徳性を思い出しては、流れる涙に顔
をお濡らしになり、あなたに向かってこのように呟かれました。 (24.30)

　『真実の法と生類への益という目的を成し遂げようとするお前の思いを私は知ってい
る。だが、まだその時ではないのに、お前が森へ去ったため、私は悲しみの火に焼か
れている。 (24.31)

　だから今すぐ家へ戻ってくれ。わが一族にふさわしい義務を果たしなさい。愛しい子
よ、その思いを捨てなさい。まだその時ではないのに、なぜ森で誓戒を行う必要があ
るのか。 (24.32)

　悪しき生き物や羅刹たちが棲む所である、人が近づき難い場所、冷風・炎熱・ス
コール・落雷が恐怖である場所に留まることに、お前がどうして耐えられよう。
(24.33)

　それ故まずは、若い間は転輪王の栄華を享受しなさい。もしお前が憐れみの心をも
つなら、年老いてから森で誓戒を行じなさい。 (24.34)

　だが森でだけ、法が成就するわけではない。家にあっても成就するのだ。自性清浄心
の故に誓戒が成就するのであって、［宗教者の身の］標識や森に何の意味があろう。
(24.35)

　自性の清浄たることにより、王たる義務に身を置いていても、また在家者であって
も、勝れた知を持つ者たちは解脱の法を得たのだ。 (24.36)

　多くの王たちは、王たる義務の誓戒を実行しつつ、真実の法をも実践し、在家者で
あっても涅槃を得たのだ。 (24.37)

　あなたもまた同様に、専念して王たる義務の法に身を置いて、王の栄光の中で幸せを
享受し、生の最後に、至福の境地へ赴きなさい。 (24.38)

　私は、大士たるお前を王の座に即位させ、王として就任させた後に、［自ら］森で誓
戒を行じることにしたい。』 (24.39)

　–––そう、大地の主である王様はご自身の言葉をもってこのようにあなたにむかって
呟かれました。それ故、その愛情に応えるために、あなたは父君のいうことを聞き入れ
て、実施なさって下さい。 (24.40)

　あなたへの悲しみの火に焼かれているお父上、あの大地の主たるお方は、強固なお
心の持ち主でありながら、底知れぬ苦しみの海に沈んでいます。 (24.41)

　ですから、あなたは自ら速やかに行って、お父上を救ってあげ、安堵させて、幸せな
状態へと安住させて下さい。 (24.42)
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　かつてすべての王子たちが父王の喜ぶ行為をしたように、大慧者たるあなたもまた、
望ましいことをなすべきです。 (24.43)

　またあなたへの悲しみという炎に身を焼かれている御母上に、あなたの視線という
不死の甘露（アムリタ）の如き光線を浴びせてあげて、どうか生き返らせてやって下さ
い。 (24.44)

　あなたご自身の社会的義務を共になすべき伴侶である美しい容姿のヤショーダラー
様にも会い、姿をお見せすることで、彼女をよく納得させるべきです。 (24.45)

　またあなたへの悲しみという炎に身を焼かれている後宮のすべてのひとたちに、不死
の甘露の光線を有する満月の如きあなたの姿をお見せして、清涼を与えるべきです。
(24.46)

　以上、王様から命じられて、私たち二人はあなたのもとに送られました。この父上の
ご教示を尊重して、姿をお見せになるべきです。」 (24.47)

　このように二人が語ったことを聞いて、菩薩はしばらく沈思し、それから二人を見つ
め、このように言った。 (24.48)

　「父が自分の息子に抱く愛という感情を、私はよく理解しています。しかし私は老い
と病と死を恐れる故、［その愛情を］捨てて森で誓戒を行じているのです。 (24.49)

　家族や友人や親戚をもっているなら、会いたいと思わない者がどこにいましょう
か。しかし、この輪廻界においては、愛する者との別れは常に避けられないことなの
です。 (24.50)

　輪廻的生存においては、ここで出会いがあっても、次の瞬間には別れが来ます。その
ように考え、情愛深い父母をも捨てて、私は誓戒を行じているのです。 (24.51)

　父王がもつ悲しみが私のせいであることが［先ほど］言われましたが、この世界で、
夢のような様相をもって出会いがあるなら、誰が別離に苦しまないでしょうか。
(24.52)

　このように輪廻的生存における常則を見て、あなた方の知性は決定的な確信に至る
べきなのです、『父だ、息子だ、親友だ、敵だというのは、無知による迷妄である』
と。 (24.53)

　旅人たちにとって、時が来れば互いに別れてゆくのが決まっているように、輪廻的生
存においてはすべての生き物にとって、死がいつも眼の前に迫り来ています。 (24.54)

　このように認識するなら、運命との連動に従って廻るこの輪廻界において、知という
眼を有するいかなる賢者が、別離において悲しみを味わうでしょうか。 (24.55)

　誰もが今世で親族を捨てて、次世でまた別の親族を得ますが、再びまた、今世でも
他世でも、親族を捨てて去ってゆくことになります。 (24.56)

　運命との連動によってこのように次々に流転してゆく輪廻がある、この輪廻的生存に
おいては、出会いでも別離でも、いったい誰が［特定の］人々に愛着を抱けるでしょう
か。 (24.57)

　その後、木の根元に坐って感官を安らかに保って輝いている彼に対し、大臣と宮廷祭
僧は正視してこのように語った。 (24.27)

　「高徳のお方よ、私たちが何の目的でここに来たのかをあなたに申し上げますか
ら、どうかあなたもそれを聞いて、聞き入れ、ご寛容であって下さいませ。 (24.28)

　あなたの父君であるあの王様は、あなたへの悲しみの火に焼かれ、幾度も意識を
失って、地面にお倒れになられました。 (24.29)

　その後、ようやくついに起き上がると、あなたの徳性を思い出しては、流れる涙に顔
をお濡らしになり、あなたに向かってこのように呟かれました。 (24.30)

　『真実の法と生類への益という目的を成し遂げようとするお前の思いを私は知ってい
る。だが、まだその時ではないのに、お前が森へ去ったため、私は悲しみの火に焼か
れている。 (24.31)

　だから今すぐ家へ戻ってくれ。わが一族にふさわしい義務を果たしなさい。愛しい子
よ、その思いを捨てなさい。まだその時ではないのに、なぜ森で誓戒を行う必要があ
るのか。 (24.32)

　悪しき生き物や羅刹たちが棲む所である、人が近づき難い場所、冷風・炎熱・ス
コール・落雷が恐怖である場所に留まることに、お前がどうして耐えられよう。
(24.33)

　それ故まずは、若い間は転輪王の栄華を享受しなさい。もしお前が憐れみの心をも
つなら、年老いてから森で誓戒を行じなさい。 (24.34)

　だが森でだけ、法が成就するわけではない。家にあっても成就するのだ。自性清浄心
の故に誓戒が成就するのであって、［宗教者の身の］標識や森に何の意味があろう。
(24.35)

　自性の清浄たることにより、王たる義務に身を置いていても、また在家者であって
も、勝れた知を持つ者たちは解脱の法を得たのだ。 (24.36)

　多くの王たちは、王たる義務の誓戒を実行しつつ、真実の法をも実践し、在家者で
あっても涅槃を得たのだ。 (24.37)

　あなたもまた同様に、専念して王たる義務の法に身を置いて、王の栄光の中で幸せを
享受し、生の最後に、至福の境地へ赴きなさい。 (24.38)

　私は、大士たるお前を王の座に即位させ、王として就任させた後に、［自ら］森で誓
戒を行じることにしたい。』 (24.39)

　–––そう、大地の主である王様はご自身の言葉をもってこのようにあなたにむかって
呟かれました。それ故、その愛情に応えるために、あなたは父君のいうことを聞き入れ
て、実施なさって下さい。 (24.40)

　あなたへの悲しみの火に焼かれているお父上、あの大地の主たるお方は、強固なお
心の持ち主でありながら、底知れぬ苦しみの海に沈んでいます。 (24.41)

　ですから、あなたは自ら速やかに行って、お父上を救ってあげ、安堵させて、幸せな
状態へと安住させて下さい。 (24.42)
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　胎児の時から生き物には既に死が目の前に現れています。それゆえ輪廻的生存におい
ては、たとえ『今が時機でない』と言われようとも、誰もが正法の達成をなすべきな
のです。 (24.58)

　官能的快楽を得るには不適切な時があり、財の達成には適切な時があります。しか
し、時という死神はいつでも生類を［死へと］曳いてゆきます。正しい誓戒において
は、何時であろうと［それを始めるべき］適切な時機なのです。 (24.59)

　父が私に王位の栄光を与えてから、［ご自分の引退後の］誓戒を望んでいるならば、
そのことも、正法の達成において、わが父に相応しい気高い行為です。 (24.60)

　しかし、父からその王位を与えられても、私は受け取ることは出来ません。欲深さの
ため再び王国へ戻り、享楽することは、私にとって有益なことではありません。
(24.61)

　迷妄の巣である王位を、どうして私が再び受けることが出来ましょう。そこには他人
を苦しめること、絶えざる心配、驕慢、闘争の労苦があります。 (24.62)

　快い王位とは、災厄の巣であって、燃えている黄金の家、毒入りの美味の食事、鰐に
満ちた蓮池です。 (24.63)

　このように昔の王たちは、王位というものが安楽でもなく正法でもないと考え、年
老いると嫌気がさしてそれを捨て、森に去って誓戒を行じました。 (24.64)

　王位にいて好きなだけ享楽をなす幸せよりも、森にいて草を食べて誓戒を行じてい
る幸せのほうが勝れています。 (24.65)

　王たちが王位を捨てて森の隠棲処に身を置くことは称賛に値しますが、林住の人生
期を捨てて、［再び］王位での人生期に身を置くことは、めでたいことではないので
す。 (24.66)

　高い家柄に生まれ、苦行のために森に入った賢い者が、再び袈裟衣を脱ぎ捨てて、
羞恥を感じているなら、そんな誰が天界に行けるでしょうか。 (24.67)

　強欲や迷妄や恐れから、吐いたものを再び食べようと欲することが出来る人なら、
その人は法という依処を捨てて、再び愛欲の依処で楽しめるでしょう。 (24.68)

　燃え盛る家からどうにかして外に逃げ出した者であるのに、欲に惑う者ならば、林
を捨てて、迷妄から家に戻り行くでしょう。 (24.69)

　火と水の結合が無く、また真実と欺しの結合が無いように、寂静（森の生活）と刑罰
（王の生活）の結合は無く、また正法をもつ者と罪悪をもつ者の結合はありえないので
す。 (24.70)

　言い伝えですが、それによれば、解脱を欲する王たちが家庭に留まっていたとのこと
です。しかし心の寂静を最重要とする解脱と、刑罰を伴う王の義務とは［相容れませ
ん］。 (24.71)

　心の歓びが寂静にある者は、王権に関心を持ちません。王法に関心がある者は、寂
静を楽しみません。 (24.72)

　寂静と［刑罰の］厳しさとは、涼しさと暑さのように、決して交わることはありませ
ん。それは悪人と聖人が、火と水のように交わらないのと同じです。 (24.73)
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　ですから、聖人たる王たちは寂静を求めて王権を捨て、林住の人生期に身を置いて、
至高の誓戒を行じたのです。 (24.74)

　マーヤー（迷妄）の罠を断ち切って、無束縛となった私は誓戒を行います。もう二度
と、王権という名の束縛の中に私は入ろうと願いません。 (24.75)

　　Buddhacarita 9.52 の逐語的借用　　　  (24.76)

　　Buddhacarita 9.53 の逐語的借用　　　  (24.77)

　　Buddhacarita 9.54 の逐語的借用　　　  (24.78)

　　Buddhacarita 9.55 の逐語的借用　　　  (24.79)

　　Buddhacarita 9.56 の逐語的借用　　　  (24.80)

　　Buddhacarita 9.57 の逐語的借用　　　  (24.81)

　　Buddhacarita 9.58 の逐語的借用　　　  (24.82)

　　Buddhacarita 9.59 の逐語的借用　　　  (24.83)

　　Buddhacarita 9.60 の逐語的借用　　　  (24.84)

　　Buddhacarita 9.61 の逐語的借用　　　  (24.85)

　　Buddhacarita 9.62 の逐語的借用　　　  (24.86)

　　Buddhacarita 9.63 の逐語的借用　　　  (24.87)

　　Buddhacarita 9.64 の逐語的借用　　　  (24.88)

　　Buddhacarita 9.65 の逐語的借用　　　  (24.89)

　　Buddhacarita 9.66 の逐語的借用　　　  (24.90)

　　Buddhacarita 9.67 の逐語的借用　　　  (24.91)

　　Buddhacarita 9.68 の逐語的借用　　　  (24.92)

　　Buddhacarita 9.69 の逐語的借用　　　  (24.93)

　　Buddhacarita 9.70 の逐語的借用　　　  (24.94)

　　Buddhacarita 9.71 の逐語的借用　　　  (24.95)

　　Buddhacarita 9.72 の逐語的借用　　　  (24.96)

　　Buddhacarita 9.73 の逐語的借用　　　  (24.97)

　　Buddhacarita 9.74 の逐語的借用　　　  (24.98)

　　Buddhacarita 9.75 の逐語的借用　　　  (24.99)

　　Buddhacarita 9.76 の逐語的借用　　　  (24.100)

　　Buddhacarita 9.77 の逐語的借用　　　  (24.101)

　　Buddhacarita 9.78 の逐語的借用　　　  (24.102)

　　Buddhacarita 9.79 の逐語的借用　　　  (24.103)

　　Buddhacarita 9.80 の逐語的借用　　　  (24.104)

　　Buddhacarita 9.81 の逐語的借用　　　  (24.105)

　　Buddhacarita 9.82 の逐語的借用　　　  (24.106)

　胎児の時から生き物には既に死が目の前に現れています。それゆえ輪廻的生存におい
ては、たとえ『今が時機でない』と言われようとも、誰もが正法の達成をなすべきな
のです。 (24.58)

　官能的快楽を得るには不適切な時があり、財の達成には適切な時があります。しか
し、時という死神はいつでも生類を［死へと］曳いてゆきます。正しい誓戒において
は、何時であろうと［それを始めるべき］適切な時機なのです。 (24.59)

　父が私に王位の栄光を与えてから、［ご自分の引退後の］誓戒を望んでいるならば、
そのことも、正法の達成において、わが父に相応しい気高い行為です。 (24.60)

　しかし、父からその王位を与えられても、私は受け取ることは出来ません。欲深さの
ため再び王国へ戻り、享楽することは、私にとって有益なことではありません。
(24.61)

　迷妄の巣である王位を、どうして私が再び受けることが出来ましょう。そこには他人
を苦しめること、絶えざる心配、驕慢、闘争の労苦があります。 (24.62)

　快い王位とは、災厄の巣であって、燃えている黄金の家、毒入りの美味の食事、鰐に
満ちた蓮池です。 (24.63)

　このように昔の王たちは、王位というものが安楽でもなく正法でもないと考え、年
老いると嫌気がさしてそれを捨て、森に去って誓戒を行じました。 (24.64)

　王位にいて好きなだけ享楽をなす幸せよりも、森にいて草を食べて誓戒を行じてい
る幸せのほうが勝れています。 (24.65)

　王たちが王位を捨てて森の隠棲処に身を置くことは称賛に値しますが、林住の人生
期を捨てて、［再び］王位での人生期に身を置くことは、めでたいことではないので
す。 (24.66)

　高い家柄に生まれ、苦行のために森に入った賢い者が、再び袈裟衣を脱ぎ捨てて、
羞恥を感じているなら、そんな誰が天界に行けるでしょうか。 (24.67)

　強欲や迷妄や恐れから、吐いたものを再び食べようと欲することが出来る人なら、
その人は法という依処を捨てて、再び愛欲の依処で楽しめるでしょう。 (24.68)

　燃え盛る家からどうにかして外に逃げ出した者であるのに、欲に惑う者ならば、林
を捨てて、迷妄から家に戻り行くでしょう。 (24.69)

　火と水の結合が無く、また真実と欺しの結合が無いように、寂静（森の生活）と刑罰
（王の生活）の結合は無く、また正法をもつ者と罪悪をもつ者の結合はありえないので
す。 (24.70)

　言い伝えですが、それによれば、解脱を欲する王たちが家庭に留まっていたとのこと
です。しかし心の寂静を最重要とする解脱と、刑罰を伴う王の義務とは［相容れませ
ん］。 (24.71)

　心の歓びが寂静にある者は、王権に関心を持ちません。王法に関心がある者は、寂
静を楽しみません。 (24.72)

　寂静と［刑罰の］厳しさとは、涼しさと暑さのように、決して交わることはありませ
ん。それは悪人と聖人が、火と水のように交わらないのと同じです。 (24.73)
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　其処で二人はシュッドーダナ王のもとへ行き、そのすべての出来事を詳しく告げた。
(24.107)

　それを聞くと王は、「ああ、息子よ、いつ戻るのか」と呻いて、泣いて地面に倒れ、
意識を失った。 (24.108)

　その後久しく経って王は起き上がり、大臣や家来たちを眺めて、急いで近くに呼び寄
せると、丁重にこのように命じた。 (24.109)

　「あの地でのわが息子の安否を毎日知るために、家来たちを絶えず送ることにしな
さい。」 (24.110)

　王がそう命じたのを聞いて、大臣たちはすぐに家来たちを集めると、丁重にこう命じ
た。 (24.111)

　「家来たちよ。君たちは専心して王の命令を担い、かの比丘が坐している所、行った
所、留まっている所へと、 (24.112)

　あちこちを眺めながら、その場所に行き、かの善慧者（菩薩）のお元気な生活の状況
を見届けて、そこからすぐに戻ってきなさい。」 (24.113)

　そう大臣たちに命じられて、家来たちは「かしこまりました」と嬉しげに答え、其処
から出発した。 (24.114)

　それからその家来たちは、菩薩がいる場所を聞きながらそこに向かって進んで行き、
彼を見つけると、その近くに控えた。 (24.115)

　菩薩は彼ら全員が近くに控えて坐っているのを見て、彼らが同族の家来たちであるこ
とに気づき、親族知人の安否を尋ねた。 (24.116)

　それを聞かれてその家来たちも、その菩薩に拝礼して、「あなた様もお元気であられ
ますか」と恭しく尋ねた。 (24.117)

　「主よ、あなた様お一人で、どうしてこの森で誓戒を行じることが出来ましょうか。
そこで、私たちもあなた様と共に誓戒を行じたいと思います。 (24.118)

　あなた様は私たちの主であり師、この私たちはあなた様に仕える者です。ですから、
私たちも正法における仲間とさせて下さい。」 (24.119)

　こう彼らが求めるのを聞き、菩薩は彼らを見つめ、彼らが善き幸せを望んでいると
思い、見つめながらこのように説示した。 (24.120)

　「もしお前たちが私と一緒に誓戒を行じたいと願うなら、今この地では、お前たち
が行をなすことは出来ないが、 (24.121)

　私が菩提を得て、正法を明らかに説き示しながら、あのわが都城へ行って如来の教え
を説く時、 (24.122)

　その時、お前たちは集まり来て、私の最高の教えを聞き、出家して戒律を持し、私と
一緒に行をしなさい。 (24.123)

　今は自分の都城に戻って、皆、専心して三宝への憶念を保ち、在家での誓戒を行じな
さい。」 (24.124)

　このように教示すると、菩薩は立ち上がり、そこから出発して別の場所へと輝きなが
ら去っていった。 (24.125)
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　彼がこのように旅立つのを見て、家来たちも皆、後を追いたいと欲しつつも、その場
に留まったまま、彼を仰いで見送った。 (24.126)

　菩薩は彼らが皆、後から追ってこようとしているのを認識すると、すぐに深い森の中
に入り、姿を消して去った。 (24.127)

　その後家来たちは皆、彼が大きな森林に入ったのを見て、希望を絶たれ、やがてそ
こから引き返した。 (24.128)

　しずかに悄然として家来たちは皆、王宮へと戻ってきた。王に近づき、その両足に跪
拝して、そばに控えた。 (24.129)

　その後家来たちは皆、かの比丘（菩薩）が話した内容と、すべての出来事を王の前で
報告した。 (24.130)

　王はそれを聞いて、息子の帰還への希望を失い、身動きせずにとても長い間沈思
し、息子を想う心のままずっと過ごした。 (24.131)

　その事の成り行きを聞いて、プラジャーパティーやヤショーダラー、そしてかのすべ
ての女たちも、希望を失い、嘆き悲しんだ。 (24.132)

　このような状況で、父王は彼の息子が安寧かどうかを知るため、毎日その地へと家
来たちを絶えず送った。 (24.133)

　家来たちも、その王の息子のもとへ行っては、その無事な様子を見て戻ってきて、報
告した。 (24.134)

　このように父であるかの王は、自分の息子の安否を絶えず毎日聞きながら、気丈な態
度で心を落ち着けて暮らした。 (24.135)

　また、彼の安寧を聞いて、プラジャーパティー、ヤショーダラー、かのすべての女た
ちも、気丈な態度で暮らした。 (24.136)

　同様に［都城の］すべての人々も彼の安寧を嬉しく聞いて、正法を聴聞したいと思い
ながら、彼の修行の成就を願って過ごした。 (24.137)

　その後、菩薩は輝きながら別の地へと赴いた。其処でもかの大士は、あらゆる人た
ちから恭敬供養された。 (24.138)

　かの菩薩が輝きながら赴いたあらゆる土地で、彼は仙人たちからも敬意ある待遇を
もって供養と尊崇を受けた。 (24.139)

　このように、あらゆる土地で見学するために仙人たちの隠棲処を巡り歩いているか
の大士は、神々からも称賛された。 (24.140)

　こうしてかの菩薩は、十方を輝かせながら［至る所で］供養と尊崇を受けつつ、浄福
をもたらしながら、世の生類の益のために歩み続けた。 (24.141)

　このようにすべての土地の人々の間に菩薩のその行為の名声が広まっているのを聞い
て、あらゆる者が心に浄らかな信を得た。 (24.142)

　すべての護世王たち（四天王）もまた、大慧者たるその出家行者が示す確固として動
じない心の性質の偉大さを見て、大いに喜んだ。 (24.143)

　また海や森や山々を伴ってすべての大地は、彼の確固として動じない心の性質を見て
歓喜し、その時震え動いた。 (24.144)

　其処で二人はシュッドーダナ王のもとへ行き、そのすべての出来事を詳しく告げた。
(24.107)

　それを聞くと王は、「ああ、息子よ、いつ戻るのか」と呻いて、泣いて地面に倒れ、
意識を失った。 (24.108)

　その後久しく経って王は起き上がり、大臣や家来たちを眺めて、急いで近くに呼び寄
せると、丁重にこのように命じた。 (24.109)

　「あの地でのわが息子の安否を毎日知るために、家来たちを絶えず送ることにしな
さい。」 (24.110)

　王がそう命じたのを聞いて、大臣たちはすぐに家来たちを集めると、丁重にこう命じ
た。 (24.111)

　「家来たちよ。君たちは専心して王の命令を担い、かの比丘が坐している所、行った
所、留まっている所へと、 (24.112)

　あちこちを眺めながら、その場所に行き、かの善慧者（菩薩）のお元気な生活の状況
を見届けて、そこからすぐに戻ってきなさい。」 (24.113)

　そう大臣たちに命じられて、家来たちは「かしこまりました」と嬉しげに答え、其処
から出発した。 (24.114)

　それからその家来たちは、菩薩がいる場所を聞きながらそこに向かって進んで行き、
彼を見つけると、その近くに控えた。 (24.115)

　菩薩は彼ら全員が近くに控えて坐っているのを見て、彼らが同族の家来たちであるこ
とに気づき、親族知人の安否を尋ねた。 (24.116)

　それを聞かれてその家来たちも、その菩薩に拝礼して、「あなた様もお元気であられ
ますか」と恭しく尋ねた。 (24.117)

　「主よ、あなた様お一人で、どうしてこの森で誓戒を行じることが出来ましょうか。
そこで、私たちもあなた様と共に誓戒を行じたいと思います。 (24.118)

　あなた様は私たちの主であり師、この私たちはあなた様に仕える者です。ですから、
私たちも正法における仲間とさせて下さい。」 (24.119)

　こう彼らが求めるのを聞き、菩薩は彼らを見つめ、彼らが善き幸せを望んでいると
思い、見つめながらこのように説示した。 (24.120)

　「もしお前たちが私と一緒に誓戒を行じたいと願うなら、今この地では、お前たち
が行をなすことは出来ないが、 (24.121)

　私が菩提を得て、正法を明らかに説き示しながら、あのわが都城へ行って如来の教え
を説く時、 (24.122)

　その時、お前たちは集まり来て、私の最高の教えを聞き、出家して戒律を持し、私と
一緒に行をしなさい。 (24.123)

　今は自分の都城に戻って、皆、専心して三宝への憶念を保ち、在家での誓戒を行じな
さい。」 (24.124)

　このように教示すると、菩薩は立ち上がり、そこから出発して別の場所へと輝きなが
ら去っていった。 (24.125)
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　雲たちもまた、彼がもつ無上の確固として動じない心の性質を見て、よい香りが染著
した花の雨を嬉しく降らせた。 (24.145)

　風たちもまた、彼の正法が甚だ偉大であるのを見て、彼を恭敬供養するために、涼
しさと花蜜を伴って静かに吹いた。 (24.146)

　その時すべての『方角』の女神たちも、彼の心が堅固に定まっているのを見て、美し
い眼の澄んだ明るい顔だちをした女たちの如くに歓喜した。 (24.147)

　すべての星辰も、彼の心が堅固に定まっているのを見て、嬉しく大きな輝きを放ちつ
つ、彼を見つめるかのように動いた。 (24.148)

　星々を伴ったすべての惑星も、彼の心が堅固に定まっているのを見て、自己知者たる
彼を守護するために、見つめながら嬉しく動いた。 (24.149)

　同様に、シッダたち、サーディヤたち、ルドラたち、ヴィディヤーダラたちも、また
ヴァスたち、薬叉たち、ガンダルヴァたち、クンバーンダたち、キンナラたちも、
(24.150)

　またグヒヤカたち、ガルダ（金翅鳥）たち、龍たち、ダヌジャたち、羅刹たちも、彼
の心の堅固さと精進を見て、深く頭を下げ、称賛した。 (24.151)

　またヨーガ行者たち、仙人たち、出家行者たち、梵行者たちも、彼の心が堅固でよ
く安定しているのを見て、驚嘆していた。 (24.152)

　阿羅漢たち、比丘たち、独覚たちも、彼の心の無垢清浄なるを見て、歓びの心を抱
いた。 (24.153)

　菩薩・大士たち、すべての仏子たちも、彼の心が堅固で、威神力に満ちているのを見
つめながら、歓んだ。 (24.154)

　すべての善逝たち（諸仏）も、かの大慧者の、無煩悩で清らかな心の状態を見て、守
り助けた。 (24.155)

　このように、世の生類の益のため大士・菩薩である彼は、菩提行の誓戒を堅持し、
苦行を見学するために森を歩んでいった。 (24.156)

　遊行して歩く彼を見ると、どんな人も安らかな浄信を得て、敬重して讃え、拝み、供
養して喜んだ。 (24.157)

　このように、感官を制御した梵行者たるかのサルヴァールタシッダは、菩提行の誓戒
を堅持し、世の生類の益のために遊行した。 (24.158)

　悟りへと心を定めている、浄らかな感官をもつ菩薩を見て、マーラの群は皆、恐怖を
抱いて憂悩した。 (24.159)

　彼の福徳の輝く光に触れて、すべての世界の人々は浄行を具えもち、正法の聴聞を愛
し、悟りに心を向けた心を持った。 (24.160)

　–––以上、私の師から聞いたことをそのまま私は語りました。これを聞いて喜びを得
た者は、常に浄行を実施しなさい。 (24.161)

　私のこの語りを聞いて随喜する人は皆、感官が清らかになり、めでたい幸せと光輝
と善き徳性の器たる者となり、菩提へと歩む者となろう。 (24.162)
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　師・阿羅漢によって説かれたこれを聞いて、大地の守護者アショーカ王は｛或いは：
大慧者アーナンダは｝、「わかりました」と随喜し、覚知を得て、歓喜した。 (24.163)

　菩薩を捜索して説得をなした［という名の］品、第24章［終わる］。

　６．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第25章の校訂

A 177b8 ; B 262b5 ; D 228a1

ath!'oko mah#p!la( {or: ath!nando mah!sattva(} s!ñjali( samup!'rayan /

bhagava[178a]nta" yati" natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 25.1

bhadant!sau mah!sattvas tata( kutra sam!carat /

tad bhav!n na( sam!di'ya sa"bodhayitum arhati // 25.2

iti sa"pr!rthite tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

*upagupto mah#p!la" {or: '!kyasi"has tam !nanda"} sampa'yann evam abrav#t // 25.3

tata( sa"prasthita' c!sau bodhisattva( prabh!sayan /

vai'!l#nagarop!nte tapovanam up!sarat // 25.4 　≈ L 238.14-15; H ii,158.17-18

tatr!'ramastha !r!-a( k!l!ma +%isattama( /

d)r!t ta" samup!y!ta" dadar'a prabh!svaram // 25.5

d+%*v! sa +%ir !'caryavy!kulak%ubhit!'aya( /

ko 'yam iha sam!y!ta ity uktv! samup!sarat // 25.6

tatropetya sa !r!-a( k!l!mas ta" mah!matim /

bodhisattva" mah!bhijña" sampa'yann evam abrav#t // 25.7

sv!gata" bho mah!bh!ga kas tva" kuta ih!gata( /

tat satya" samup!di'ya sarv!n na( paribodhaya // 25.8

iti tenodita" 'rutv! bodhisattva( sa sanmati( /

ta" mahar%i" sam!lokya sambodhitum abrav#t // 25.9

mahar%e 'ha" mah#ndrasya 'uddhodanasya nandana( /

sarvasattvahit!dh!na" bodhicary!vrata" care // 25.10

tad atra bhavat!" c!pi tapovratavi'e%at!m /　
sa"dra%*um aham !y!mi vimuktasukhav!ñchay! // 25.11

iti tenodita" 'rutv! sa mahar%i( prabodhita( /

tam !mantry!'rame n#tv! vetr!sane nyave'ayat // 25.12

tatra tam !san!s#na" d+%*v! sa +%ir !dar!t /

yath!vidhi samabhyarcya bhojanai( samato%ayat // 25.13

tata( so 'pi mah!sattvo bhuktv! bhogya" yathocitam /

　雲たちもまた、彼がもつ無上の確固として動じない心の性質を見て、よい香りが染著
した花の雨を嬉しく降らせた。 (24.145)

　風たちもまた、彼の正法が甚だ偉大であるのを見て、彼を恭敬供養するために、涼
しさと花蜜を伴って静かに吹いた。 (24.146)

　その時すべての『方角』の女神たちも、彼の心が堅固に定まっているのを見て、美し
い眼の澄んだ明るい顔だちをした女たちの如くに歓喜した。 (24.147)

　すべての星辰も、彼の心が堅固に定まっているのを見て、嬉しく大きな輝きを放ちつ
つ、彼を見つめるかのように動いた。 (24.148)

　星々を伴ったすべての惑星も、彼の心が堅固に定まっているのを見て、自己知者たる
彼を守護するために、見つめながら嬉しく動いた。 (24.149)

　同様に、シッダたち、サーディヤたち、ルドラたち、ヴィディヤーダラたちも、また
ヴァスたち、薬叉たち、ガンダルヴァたち、クンバーンダたち、キンナラたちも、
(24.150)

　またグヒヤカたち、ガルダ（金翅鳥）たち、龍たち、ダヌジャたち、羅刹たちも、彼
の心の堅固さと精進を見て、深く頭を下げ、称賛した。 (24.151)

　またヨーガ行者たち、仙人たち、出家行者たち、梵行者たちも、彼の心が堅固でよ
く安定しているのを見て、驚嘆していた。 (24.152)

　阿羅漢たち、比丘たち、独覚たちも、彼の心の無垢清浄なるを見て、歓びの心を抱
いた。 (24.153)

　菩薩・大士たち、すべての仏子たちも、彼の心が堅固で、威神力に満ちているのを見
つめながら、歓んだ。 (24.154)

　すべての善逝たち（諸仏）も、かの大慧者の、無煩悩で清らかな心の状態を見て、守
り助けた。 (24.155)

　このように、世の生類の益のため大士・菩薩である彼は、菩提行の誓戒を堅持し、
苦行を見学するために森を歩んでいった。 (24.156)

　遊行して歩く彼を見ると、どんな人も安らかな浄信を得て、敬重して讃え、拝み、供
養して喜んだ。 (24.157)

　このように、感官を制御した梵行者たるかのサルヴァールタシッダは、菩提行の誓戒
を堅持し、世の生類の益のために遊行した。 (24.158)

　悟りへと心を定めている、浄らかな感官をもつ菩薩を見て、マーラの群は皆、恐怖を
抱いて憂悩した。 (24.159)

　彼の福徳の輝く光に触れて、すべての世界の人々は浄行を具えもち、正法の聴聞を愛
し、悟りに心を向けた心を持った。 (24.160)

　–––以上、私の師から聞いたことをそのまま私は語りました。これを聞いて喜びを得
た者は、常に浄行を実施しなさい。 (24.161)

　私のこの語りを聞いて随喜する人は皆、感官が清らかになり、めでたい幸せと光輝
と善き徳性の器たる者となり、菩提へと歩む者となろう。 (24.162)
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par&a'!l!san!s#nas tasthau dhy!nahito ni'i // 25.14

tata( pr!ta( samutth!ya bodhisattva( sametya tam /

!r!-am +%im !mantrya sampa'yann evam abrav#t // 25.15 　≈ L 238.19-20; H ii,160.1-3

mahar%e 'ha" samicch!mi bhavat!" brahmasampadam /

tad bhav!n m!" k+p!buddhy! samanv!hartum arhati // 25.16

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhy! /

sa !r!-a( sam!lokya bodhisattva" mud!vadat // 25.17 　≈ L 238.20-22; H ii,160.3-4

s!dhu cara mah!bh!ga [178b] brahmacaryam mam!'rame /

alpak+cchre&a yatr!'u vimukti" samav!pnuy!t // 25.18

iti tena sam!khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

ta" mahar%im ar!-a" ca papracchaiva" sa s!dar!t // 25.19 ≈ Bc 12.14

k#d+'o bhavat!" dharma( katha" v! hy adhigamyate /

tattva" me dra%*uk!m!ya bhav!n !khy!tum arhati // 25.20

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

'rutv! mahar%ir !r!-o bodhisattva" tam abrav#t // 25.21 ≈ Bc 12.15

s!dhu '+&u mah!bh!ga yat tattvam abhidh#yate /

tad aha" te pravak%y!mi 'rutv! samadhigamyate // 25.22 ≈ Bc 12.16

prak+tivik!rayos tattva" tat k%etram abhidh#yate /

tad vij!n!ti yo vyakta" k%etrajña( so 'bhidh#yate /

tat k%etrajña" vidur vijñ! !tm!nam iti tadvida( // 25.23 ≈ Bc 12.17,18,20

yad utp!d!vas!n!c ca tad dharma" mara&!tmakam /

tad vyaktam iti bodhavyam avyakta" tu viparyay!t // 25.24 ≈ Bc 12.22

ajñ!na" karma t+%&! ca bhavaprav+ttihetava(  /

tatr!bhyavasthito jantu( sattva" vin! na vartate // 25.25 ≈ Bc 12.23

vipratyayo hy aha"k!ra( sa sa"deho 'bhisa"plava( /

avi%e%o 'nup!ya' ca sa,ga' c!bhyavap!taka( // 25.26 ≈ Bc 12.24

pr!&in!" bhavahetur yat tad !lasya" nigadyate /

tamo moho vi%!da' ca t!misram iti pañcamam // 25.27 ≈ Bc 12.34,36

anay!'vidyay! pañcaparvay! baddham!nasa( /

sa j!ty!dau mahaddu(kha !vartate puna( puna( // 25.28 ≈ Bc 12.37

aha" dra%*!tra 'rot! ca mant! ca k!ryakara&am /

ity avagamya sa"s!re paribhramati sarvad! // 25.29 ≈ Bc 12.38

etebhir hetubhir janma'rota( prav+ttir ucyate /

hetvabh!v!d dhi sa"s!re janm!bh!va iti dhruvam // 25.30 ≈ Bc 12.39

etac catu%*aya" dh#m!n k%etrajña( samav!pya hi /

sarvadu(kh!d hi nirmukte( padam ak%aram !pnuy!t // 25.31 ≈ Bc 12.40,41

iti matv! vih!y!dib#ja" bhavanibandhanam /

li,gam !d!ya sa"s!re 'py av+ttasukhotsaha( // 25.32 ≈ Bc 12.46
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sa"to%av!n pada" 're%*ha" samav!ptu" vi'uddhadh#( /

'uddha'#lo vi'uddh!tm! yatir vased van!'rame // 25.33 ≈ Bc 12.47

pa'c!c ca r!gavair!gyaprabhave nirbhaye 'ive /

matv! sarvendriyagr!ma" nig+hya pari'uddhadh#( /

mana('ama" sam!lambya ti%*hed dhy!nasa[179a]m!hita( // 25.34 ≈ Bc 12.48

tata( k!mavivikta" yad vy!p!dakle'avarjitam /

!'carya" prathama" dhy!na" savitarka" vivekajam // 25.35 ≈ Bc 12.49

eva"vidhena bhadre&a k!makle'avigarhi&! /

'ame&!bhisam!yukto lok!loka" sam!pnuy!t // 25.36 ≈ Bc 12.51

t!n vitark!n viditv! ca mana( k%obhakar!n iti /

tadvimukta" dvit#ya" ca dhy!na" pr#tisukh!tmakam // 25.37 ≈ Bc 12.52

sam!s!dya tay! pr#ty! hriyam!naman!( puna( /

!bh!svare%u deve%u samutpatti" sam!pnuy!t // 25.38 ≈ Bc 12.53

tata( pr#tisukh!t tasm!t cittam ucc!rayan puna( /

pr#tivirahita" dhy!na" sukha" labhet t+t#yakam // 25.39 ≈ Bc 12.54

tata' ca t+t#ye hi dhy!ne nimagnam!nasa( /

'ubhak+tsne%u deve%u janma pratilabhed dhruvam // 25.40 ≈ Bc 12.55

t!d+'a" sukham !s!dya yo 'py *upek%!" karoti sa( /

caturthadhy!nam !s#det sukhadu(khavivarjitam // 25.41 ≈ Bc 12.56

d#rghatv!d !yu%as tac ca caturthadhy!nasatsukham /

tyaktv! kecit mah!sattv! vimukti" samav!pnuyu( // 25.42

sukhadu(kh!bhivicched!d *avy!p!r!c ca cetasa( /

b+hatphalai( surair n)na" s!m!nyaphalam !pnuy!t // 25.43 ≈ Bc 12.57,58

tatsam!dhe( samutth!ya do%!n !lokya dehin!m /

dehanirv+ttihetos tajjñ!na" samabhis!dhayet // 25.44 ≈ Bc 12.59

vih!ya tad api dhy!na" vi'e%asukhal!lasa( /

r)p!divirato dehe du(kh!ni ca c!valokayet // 25.45 ≈ Bc 12.60

tato vilokya 'uddh!tm! dravye%u ca ghane%v api /

sam!k!'!dhimukti" ca samutp!dy!bhilokayet // 25.46 ≈ Bc 12.61

!k!'agatam !tm!nam abhisa"k%ipya lokayan /

yath!k!'am ananta" hi tath!tm!na" vyalokayet // 25.47 ≈ Bc 12.62

vi'e%!dhigam!d !tmakau'aly!d api c!tmani /

!tm!nam abhisa"k%ipya ki"cin n!st#ti cintayet // 25.48 ≈ Bc 12.63

!ki"canyam iti jñ!tv! sarva')ny!dhimuktika( /

'ar#ravirah!n mukta ity abhidh#yate khalu // 25.49 ≈ Bc 12.64

iti ten!r%i&!khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

dhy!tv! vic!rayann eva manas! samacintayat // 25.50 ≈ Bc 12.68

yadi cetayit!sty eva kuto muktir bhavi%yati /　

par&a'!l!san!s#nas tasthau dhy!nahito ni'i // 25.14

tata( pr!ta( samutth!ya bodhisattva( sametya tam /

!r!-am +%im !mantrya sampa'yann evam abrav#t // 25.15 　≈ L 238.19-20; H ii,160.1-3

mahar%e 'ha" samicch!mi bhavat!" brahmasampadam /

tad bhav!n m!" k+p!buddhy! samanv!hartum arhati // 25.16

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhy! /

sa !r!-a( sam!lokya bodhisattva" mud!vadat // 25.17 　≈ L 238.20-22; H ii,160.3-4

s!dhu cara mah!bh!ga [178b] brahmacaryam mam!'rame /

alpak+cchre&a yatr!'u vimukti" samav!pnuy!t // 25.18

iti tena sam!khy!ta" bodhisattvo ni'amya sa( /

ta" mahar%im ar!-a" ca papracchaiva" sa s!dar!t // 25.19 ≈ Bc 12.14

k#d+'o bhavat!" dharma( katha" v! hy adhigamyate /

tattva" me dra%*uk!m!ya bhav!n !khy!tum arhati // 25.20

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

'rutv! mahar%ir !r!-o bodhisattva" tam abrav#t // 25.21 ≈ Bc 12.15

s!dhu '+&u mah!bh!ga yat tattvam abhidh#yate /

tad aha" te pravak%y!mi 'rutv! samadhigamyate // 25.22 ≈ Bc 12.16

prak+tivik!rayos tattva" tat k%etram abhidh#yate /

tad vij!n!ti yo vyakta" k%etrajña( so 'bhidh#yate /

tat k%etrajña" vidur vijñ! !tm!nam iti tadvida( // 25.23 ≈ Bc 12.17,18,20

yad utp!d!vas!n!c ca tad dharma" mara&!tmakam /

tad vyaktam iti bodhavyam avyakta" tu viparyay!t // 25.24 ≈ Bc 12.22

ajñ!na" karma t+%&! ca bhavaprav+ttihetava(  /

tatr!bhyavasthito jantu( sattva" vin! na vartate // 25.25 ≈ Bc 12.23

vipratyayo hy aha"k!ra( sa sa"deho 'bhisa"plava( /

avi%e%o 'nup!ya' ca sa,ga' c!bhyavap!taka( // 25.26 ≈ Bc 12.24

pr!&in!" bhavahetur yat tad !lasya" nigadyate /

tamo moho vi%!da' ca t!misram iti pañcamam // 25.27 ≈ Bc 12.34,36

anay!'vidyay! pañcaparvay! baddham!nasa( /

sa j!ty!dau mahaddu(kha !vartate puna( puna( // 25.28 ≈ Bc 12.37

aha" dra%*!tra 'rot! ca mant! ca k!ryakara&am /

ity avagamya sa"s!re paribhramati sarvad! // 25.29 ≈ Bc 12.38

etebhir hetubhir janma'rota( prav+ttir ucyate /

hetvabh!v!d dhi sa"s!re janm!bh!va iti dhruvam // 25.30 ≈ Bc 12.39

etac catu%*aya" dh#m!n k%etrajña( samav!pya hi /

sarvadu(kh!d hi nirmukte( padam ak%aram !pnuy!t // 25.31 ≈ Bc 12.40,41

iti matv! vih!y!dib#ja" bhavanibandhanam /

li,gam !d!ya sa"s!re 'py av+ttasukhotsaha( // 25.32 ≈ Bc 12.46
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tasmin sati [179b] pravartante ku'al!ku'alakriy!( // 25.51 ≈ Bc 12.69～71

yath!mbuvirah!d bh)my!" b#ja" r)-ha" na kenacit /

tatpratyaye hi r)-ha" sy!t tadvad !tm!pi g+hyate// 25.52 ≈ Bc 12.72

karm!jñ!nasp+h!ty!g!t mok%o ni'c#yate yata( /

saty !tmani tu tatty!ga" nopalabh!mahe khalu // 25.53 ≈ Bc 12.73

tatparityajato mok%a( kuta( kasya katha" khalu /

ity aha"k!rasa"ty!ga( saty !tmani kuto bhavet // 25.54 ≈ Bc 12.73,74

aha"k!re sthita" janma'rotas#dam jagad api /

nimagnita" sam!lokya saddharma" de'ayeya hi // 25.55

iti ni'citya vijño 'sau bodhisattvo mah!mati( /

punar dhy!tv! sam!dh!ya manasaiva" vyacintayat // 25.56

yan mahar%imah!prajña !r!-o 'ya" vicak%a&a( /

n!bhij!n!ti sa"bodhijñ!na" nirv+tis!dhanam // 25.57

sv!tmasukh!rtham *ev!ya" brahmac!r# tapovratam /

carate *muktisa"pr!ptu" naiva jagaddhita" prati // 25.58

aha" jagadhit!rth!ya bodhicary!vrata" caran /

bodhi" pr!pya jagat bhadra" k+tvecch!mi sunirv+tim // 25.59

aham api mah!bhijño v#ryav!n sm+tim!n k+t# /

sam!dhisadgu&!panna( prajñ!'r#m!n vicak%a&a( // 25.60 　≈ L 239.1-2; H ii,160.5-6

tad yath!ya" sam!dh!ya brahmac!r# tapovratam /

carate sv!tmamuktyartha" carey!ha" jagaddhite // 25.61

iti dhy!tv! sa !tmajño bodhisattva( sam!hita( /

eko 'pramatta !t!p# vyapak+%*o 'carat tapa( // 25.62 　≈ L 239.2-3; H ii,160.6-7

eva" sa virahe 'nyasminn alpak+cchre&a tadv+%am /

sam!s!dya prasann!tm! s!k%!tk+tv!bhyar!jate // 25.63 　≈ L 239.4-5; H ii,160.8-10

tata( sa bodhisattvas tam !r!-am +%isanmatim /

samupetya sam!mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 25.64 　≈ L 239.6-7; H ii,160.11-12

et!vat! bhavat! jñ!ta" tadvara" ki" na manyate /

yady asty etadvara" jñ!na" tat sam!de%*um arhati // 25.65

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

sa !r!-o muni( pa'yan bodhisattvam abh!%ata // 25.66 　≈ L 239.7-9; H ii,160.13-14

etad ev!bhij!n!mi na manye 'ham ito varam /

idam eva vara" jñ!na" yena brahmam av!pnuy!t // 25.67

iti ten!r%i&! prokta" bodhisattvo ni'amya sa( /

tam !r!-am +%i" pa'yan punar evam abh!%ata // 25.68

bho [180a] mahar%e tvay!di%*a" sv!tmanirv+tis!dhanam /

aha" sambodhim !s!dya kartum icche jagaddhitam // 25.69

etaddhetor aha" r!jya" tyaktv! bodhivrata" caran /
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jagad dharmamaya" k+tv! nirv+ti" pr!ptum utsahe // 25.70

etadarthe 'ham !y!mi dra%*um va( tapas!" vidhim /

kasy!pi vidyate n!tra sambodhis!dhanavratam // 25.71

jñ!na" ca yat tvay! labdha" tat may!py abhilabhyate /

etan na bodhisampr!ptyai na c!pi parimuktaye // 25.72

apy etadvratapu&ya" tu divya'r#sukhalabdhaye /

atha v! brahmaloke 'pi sam!dhisukhapr!ptaye // 25.73

aha" sa"bodhim !s!dya saddharma" prak!'ayan /

jagad bhadramaya" k+tv! nirv+taye vrata" care // 25.74

iti tena sudh#re&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

!r!-as ta" mah!sattva" sampa'yann punar abrav#t // 25.75

s!dhu bhadra mah!sattva yas tva" sambodhik!,k%ay! /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"carase jagaddhite // 25.76

gautama yan may! jñ!ta" tat tvay!py abhilabhyate /

tena hy !v!m im!ñ chi%y!n yojay!va( susa"vare // 25.77 　≈ L 239.9-11; H ii,160.14-17

tan mam!tr!'rame sthitv! bodhicary!vrata" caran /

sambuddhabhajana" k+tv! s!dhaya bodhim uttamam // 25.78

yad! labdh! tvay! bodhis tad! may!pi lapsyate /

tata !v!" jagalloka" pr!payi%y!vahe 'm+tam // 25.79

ity uktv! sa mahar%is ta" bodhisattva" mah!matim /

samabhyarcya sad! bhakty! 'i%yai( saha sam!carat // 25.80 　≈ L 239.12-13; H ii,160.18-19

eva" tenar%i&! s!rdha" k!nicid divas!ni sa( /

bodhisattvas tath! sthitv! sarv!n bodhau nyayojayat // 25.81

eva" tatr!'rame sthitv! bodhisattva( sam!hita( /

sambodhipra&idhi" dh+tv! dhy!tvaiva" acintayat // 25.82

n!ya" niry!&iko dharma !r!-asy!sya sanmate( /

api sambodhisa"pr!ptyai tat sth!tum iha n!rhyate // 25.83 　≈ L 239.14-16; H ii,160.20-22

iti ni'citya vijño 'sau bodhisattva( sametya tam /

!r!-a" munim !mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 25.84

mahar%e 'ha" gami%y!mi bodhi" pr!ptu" jagaddhite /

tadanujñ!" pradattv! me suprasanna( sam!ca[181b]ra // 25.85

iti tena suv#rye&a sam!di%*a" ni'amya sa( /

k!l!ma +%ir !lokya bodhisattva" tam abrav#t // 25.86

gaccha te v!ñchita" k!rya" sidhyatu s!dhaya drutam /

bodhi" pr!pya bhav!n atra punar !y!tum arhati // 25.87

iti ten!r%i&! prokta" bodhisattva( pras!dita( /

tath! h#ti pratijñ!ya tata( sa"prasthito 'carat // 25.88

tatr!'rame%u sarve%u d+%*v! n!n!tapovidh#n /

tasmin sati [179b] pravartante ku'al!ku'alakriy!( // 25.51 ≈ Bc 12.69～71

yath!mbuvirah!d bh)my!" b#ja" r)-ha" na kenacit /

tatpratyaye hi r)-ha" sy!t tadvad !tm!pi g+hyate// 25.52 ≈ Bc 12.72

karm!jñ!nasp+h!ty!g!t mok%o ni'c#yate yata( /

saty !tmani tu tatty!ga" nopalabh!mahe khalu // 25.53 ≈ Bc 12.73

tatparityajato mok%a( kuta( kasya katha" khalu /

ity aha"k!rasa"ty!ga( saty !tmani kuto bhavet // 25.54 ≈ Bc 12.73,74

aha"k!re sthita" janma'rotas#dam jagad api /

nimagnita" sam!lokya saddharma" de'ayeya hi // 25.55

iti ni'citya vijño 'sau bodhisattvo mah!mati( /

punar dhy!tv! sam!dh!ya manasaiva" vyacintayat // 25.56

yan mahar%imah!prajña !r!-o 'ya" vicak%a&a( /

n!bhij!n!ti sa"bodhijñ!na" nirv+tis!dhanam // 25.57

sv!tmasukh!rtham *ev!ya" brahmac!r# tapovratam /

carate *muktisa"pr!ptu" naiva jagaddhita" prati // 25.58

aha" jagadhit!rth!ya bodhicary!vrata" caran /

bodhi" pr!pya jagat bhadra" k+tvecch!mi sunirv+tim // 25.59

aham api mah!bhijño v#ryav!n sm+tim!n k+t# /

sam!dhisadgu&!panna( prajñ!'r#m!n vicak%a&a( // 25.60 　≈ L 239.1-2; H ii,160.5-6

tad yath!ya" sam!dh!ya brahmac!r# tapovratam /

carate sv!tmamuktyartha" carey!ha" jagaddhite // 25.61

iti dhy!tv! sa !tmajño bodhisattva( sam!hita( /

eko 'pramatta !t!p# vyapak+%*o 'carat tapa( // 25.62 　≈ L 239.2-3; H ii,160.6-7

eva" sa virahe 'nyasminn alpak+cchre&a tadv+%am /

sam!s!dya prasann!tm! s!k%!tk+tv!bhyar!jate // 25.63 　≈ L 239.4-5; H ii,160.8-10

tata( sa bodhisattvas tam !r!-am +%isanmatim /

samupetya sam!mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 25.64 　≈ L 239.6-7; H ii,160.11-12

et!vat! bhavat! jñ!ta" tadvara" ki" na manyate /

yady asty etadvara" jñ!na" tat sam!de%*um arhati // 25.65

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

sa !r!-o muni( pa'yan bodhisattvam abh!%ata // 25.66 　≈ L 239.7-9; H ii,160.13-14

etad ev!bhij!n!mi na manye 'ham ito varam /

idam eva vara" jñ!na" yena brahmam av!pnuy!t // 25.67

iti ten!r%i&! prokta" bodhisattvo ni'amya sa( /

tam !r!-am +%i" pa'yan punar evam abh!%ata // 25.68

bho [180a] mahar%e tvay!di%*a" sv!tmanirv+tis!dhanam /

aha" sambodhim !s!dya kartum icche jagaddhitam // 25.69

etaddhetor aha" r!jya" tyaktv! bodhivrata" caran /
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tato ga,g!" sa utt!rya r!jag+ham up!sarat // 25.89 　≈ L 239.17-20; H ii,162.1-4

tatra sa pracaran pa'yan pura" pañc!cal!,kitam /

vive'a hl!daya"l lok!n p)r&endur iva bh!sayan // 25.90　 ≈ Bc 10.3

ta" sam#k%ya sam!y!ta" g!mbh#ryadhairyarocitam /

sarve pur!'ray! lok!( 'rutv!pi vismaya" yayu( // 25.91　 ≈ Bc 10.3

ko 'ya" brahm! surendro v! ravir vendur ath!nala( /

dharmar!jo 'tha nair+tyo varu&o v!nilo 'tha v! // 25.92 　≈ L 240.5-7; H ii,162.11-13

yak%!dhipo 'tha bh)te'o harir vidy!dharo 'tha v! /

siddha( s!dhyo 'tha v! rudro vidy!dharo 'tha guhyaka( // 25.93

yak%o 'tha v! ca gandharva( kinnaro v!pi r!k%asa( /

kumbh!&-o v!tha n!gendro garu-o v!tha d!nava( // 25.94

maharddhika +%ir v!pi mantr# m!y!vicak%a&a( /

bhik%uve%adharo n)na" dra%*um iha sam!gata( // 25.95

iti vitarkya lok!s te ta" pa'yann abhitasthire /

kecit tam eva pa'yanta( pr!nvacaran savismay!( // 25.96

kecit ta" yatim !mantrya suprasann!'ay! mud! /

vanditv! svag+he n#tv! 'uddh!sane nyave'ayat // 25.97

tata( sa ta" samabhyarcya sapañc!m+tabhojanai( /

*sa"kalpya s!ñjalir natv! sampa'yan samup!'rayat // 25.98

tata( sa bhik%ur !lokya tasmai dattv! 'ubh!'i%am /

sa"'obhayan pure tatra pracakram!vilolad+k // 25.99

ta" d+%*v! samup!y!ta" kecit sa"har%it!'ay!( /

samabhyarcy!bhivandhitv! pa'yanto 'nvacaran mud! // 25.100

sa"kramanta" tam !lokya sarv!( striyo 'pi har%it!( /

sa"pa'yantyo 'bhivanditv! mah!nanda" sam!yayu( // 25.101

nar! api tam !y!ta" d+%*v! sa"har%it!'ay!( /

sarve stutv!bhivanditv! sa"pa[181a]'yanto mud!caran // 25.102

r!ja'r#r api ta" bhik%u" r!jalak%a&ama&-itam /

bh)m#p!l!rham !lokya sam!'rayitum aicchata // 25.103

eva" sarvamanoh!r# 'r#m!n sa vijitendriya( /

vinodya sarvalok!n!" cint!ni niryayau tata( // 25.104

tata( 'r#m!n sa !tmajño nirgato nagar!d bahi( /

p!&-ava" parvata" d+%*v! mudita( samup!carat // 25.105　 ≈ Bc 10.14

tatra sa yatir !ruhya guh!y!" pravi'an mud! /

t+&!sane sam!'ritya tasthau dhy!tv! sam!hita( // 25.106

tatra ka'cij jano m!rge sa"kramanta" 'ubhendriyam /

ta" bhik%u" varu&a" d+%*v! vismay!kr!ntam!nasa( // 25.107

sam#k%ya sahas! gatv! bimbis!rasya bh)pate( /
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purata( samup!s+tya pra&atvaitan nivedayat // 25.108 　≈ L 240.5-8; H ii,166(vss).10,11

sv!minn atra mah!sattvo bhadralak%a&ama&-ita( /

nibh+t!tm! yuv! k!nto bhik%ur eka( sam!gata( // 25.109

so 'tra sa"bh!sayan d+%*v! sarv!n sattv!n vi'odhayan /

sarvalokamano h+tya nirgato nagar!d bahi( // 25.110

iti tatkathita" 'rutv! bimbis!ro nar!dhipa( /

kautuk!kr!ntacittas ta" janam evam sam!di'at // 25.111 　≈ L 241.7; H ii,166(vs.)11ab

kva gato 'sau mah!sattvo gaccha tva" sahas! tata( /

yatr!'rito mah!tm! sa tatra gatv!bhid+'yat!m // 25.112

d+%*v! p+%*v!nvaya" tasya k!ra&a" c!gater iha /

sahas!gaccha me citta" sa"bodhayan pras!daya // 25.113

iti r!jñ! sam!di%*a" 'rutv! sa jana utthita( /

tatheti prativijñapya sahas! pr!catat tata( // 25.114

sa gacchan sahas! m!rge d+%*v! lok!n sam!gat!n /

kuha y!ti yuv! bhik%ur iti sarv!n ap+cchata // 25.115

tatp+%*!s te sam!lokya lok!( sarve 'pi ta" janam /

sa y!ti p!&-ava" 'ailam iti pratibabh!%ire // 25.116

tac chrutv! sa sam!lokya p!&-ava" nagam unmukha( /

!ruhya sahas! tatra tadguh!y!m up!carat // 25.117

tatra dhy!tv! sam!s#na" ta" yati" ni'calendriyam /

d+%*vopetya mud! natv! sa"pa'yan samup!'rayat // 25.118

tatra ta" samup!'#na" d+%*v! sa yatir !tmavit /

kimarthe tvam ih!y!si tad vadasva yad icchasi // 25.119

iti taduktam !kar&ya sa jano n+pater mud! /

ta" yati" s!ñjalir natv! sa"pa'ayann evam abrav#t // 25.120

bhadant!ha" sam!kar&ya bhava[181b]t!" sadgu&a" mud! /

eta" 'rotu" sam!labdhu" dra%*u" ceha sam!vraje // 25.121

tad bhav!n samup!di'ya m!m api paribodhayan /

bhavaddharme sam!ruhya sa"t!rayitum arhati // 25.122

kasy!nvaye kule j!to bhav!n ka' ca bhavatpit! /

pravrajito yuv! kasm!t kim artham iha ti%*hate // 25.123

iti satya" sam!khy!tum arhati me bhav!n api /

yadi mayi k+p! te 'sti vrata" me d!tum arhati // 25.124

iti tenodita" 'rutv! bodhisattva( sa sanmati( /

yatis ta" janam !lokya sa"bodhayitum !di'at // 25.125

mama '!kyakule janma pit! 'uddhodano n+pa( /

sarvasattvahit!rthe 'ha" bodhicary!vrata" caran // 25.126

+%#&!m iha sarve%!m !'rame%u samantata( /

tato ga,g!" sa utt!rya r!jag+ham up!sarat // 25.89 　≈ L 239.17-20; H ii,162.1-4

tatra sa pracaran pa'yan pura" pañc!cal!,kitam /

vive'a hl!daya"l lok!n p)r&endur iva bh!sayan // 25.90　 ≈ Bc 10.3

ta" sam#k%ya sam!y!ta" g!mbh#ryadhairyarocitam /

sarve pur!'ray! lok!( 'rutv!pi vismaya" yayu( // 25.91　 ≈ Bc 10.3

ko 'ya" brahm! surendro v! ravir vendur ath!nala( /

dharmar!jo 'tha nair+tyo varu&o v!nilo 'tha v! // 25.92 　≈ L 240.5-7; H ii,162.11-13

yak%!dhipo 'tha bh)te'o harir vidy!dharo 'tha v! /

siddha( s!dhyo 'tha v! rudro vidy!dharo 'tha guhyaka( // 25.93

yak%o 'tha v! ca gandharva( kinnaro v!pi r!k%asa( /

kumbh!&-o v!tha n!gendro garu-o v!tha d!nava( // 25.94

maharddhika +%ir v!pi mantr# m!y!vicak%a&a( /

bhik%uve%adharo n)na" dra%*um iha sam!gata( // 25.95

iti vitarkya lok!s te ta" pa'yann abhitasthire /

kecit tam eva pa'yanta( pr!nvacaran savismay!( // 25.96

kecit ta" yatim !mantrya suprasann!'ay! mud! /

vanditv! svag+he n#tv! 'uddh!sane nyave'ayat // 25.97

tata( sa ta" samabhyarcya sapañc!m+tabhojanai( /

*sa"kalpya s!ñjalir natv! sampa'yan samup!'rayat // 25.98

tata( sa bhik%ur !lokya tasmai dattv! 'ubh!'i%am /

sa"'obhayan pure tatra pracakram!vilolad+k // 25.99

ta" d+%*v! samup!y!ta" kecit sa"har%it!'ay!( /

samabhyarcy!bhivandhitv! pa'yanto 'nvacaran mud! // 25.100

sa"kramanta" tam !lokya sarv!( striyo 'pi har%it!( /

sa"pa'yantyo 'bhivanditv! mah!nanda" sam!yayu( // 25.101

nar! api tam !y!ta" d+%*v! sa"har%it!'ay!( /

sarve stutv!bhivanditv! sa"pa[181a]'yanto mud!caran // 25.102

r!ja'r#r api ta" bhik%u" r!jalak%a&ama&-itam /

bh)m#p!l!rham !lokya sam!'rayitum aicchata // 25.103

eva" sarvamanoh!r# 'r#m!n sa vijitendriya( /

vinodya sarvalok!n!" cint!ni niryayau tata( // 25.104

tata( 'r#m!n sa !tmajño nirgato nagar!d bahi( /

p!&-ava" parvata" d+%*v! mudita( samup!carat // 25.105　 ≈ Bc 10.14

tatra sa yatir !ruhya guh!y!" pravi'an mud! /

t+&!sane sam!'ritya tasthau dhy!tv! sam!hita( // 25.106

tatra ka'cij jano m!rge sa"kramanta" 'ubhendriyam /

ta" bhik%u" varu&a" d+%*v! vismay!kr!ntam!nasa( // 25.107

sam#k%ya sahas! gatv! bimbis!rasya bh)pate( /
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n!n!tapovidh#n d+%*v! dra%*u" c!ham ih!vraje // 25.127

yad#cchasi vrata" me tva" tad! cara vrata" mud! /

bodhi" pr!pyeha saddharmam upade'y!my aha" dhruvam // 25.128

iti tena sam!di%*a" 'rutv! sa paribodhita( /

pra&atv! ta" mah!sattva" tata( sa"modito 'carat // 25.129

sahas! sa sam!gatya n+pate( samup!caran /

p!dau natv! pura( sthitv! sa"pa'ya"s ta" nyavedayat // 25.130

sv!minn asau mah!sattva( 'uddhodanan+p!tmaja( /

sarvasattvahit!rthena bodhicary!vrata" caran // 25.131

+%#&!m iha sarve%!m !'rame%u samantata( /

n!n!vratavidh#n d+%*v! dra%*u" ceha sam!gata( // 25.132

id!n#" sa mah!sattvo yatir eka( sam!hita( /

guh!y!" p!&-ave 'aile dhy!tv!sane ni%#dati // 25.133

eva" d+%*v! tad!khy!ta" 'rutv!ha" vismit!'aya( /

niveditu" prabhor agre bhavata( sahas!vraje // 25.134

n)nam asau mah!bhijño bodhisattvo jagaddhite /

sambodhijñ!nam !s!dya sa"buddho dharmar!- bhavet // 25.135

iti tenodita" 'rutv! bimbis!ro n+po mud! /

atyadbhutam iti proktv! ta" sam#k%itum aicchata // 25.136

tata( so ''va" sam!ruhya mantribh+tyajan!nvita( /

sahas! pracara"s tatra p!&-ave 'drau mud!sarat // 25.137

tatra pa'yan sam!ruhya guh!y!" samup!saran /

dhy!tv!sanasam!s#na" ta" yati" samapa'yata // 25.138 ≈ Bc 10.18

sam#k%ya ta" [182a] sukh!s#na" n+pati( sa pramodita( /

pra&atv! suprasann!sya" sa"pa'yan samup!'rayat // 25.139 ≈ Bc 10.19

ta" narendra" sam!s#na" bodhisattva( sam#k%ya sa( /

suprasannamukh!mbhoja( sa"pa'yann evam !di'at // 25.140

!rogyam astu te r!jan sarvatr!pi 'iva" sad! /

dharm!bhis!dhana" k!rya" sidhyatu ca sam#hitam // 25.141 ≈ Bc 10.20

tatpradatt!'i%a" 'rutv! bimbis!ro nar!dhipa( /

bh)yas ta" s!ñjalir natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 25.142

bhadanta bhavato janma kasy!nvaye kule ca te /

ka( pit! janan# k! ca satyam etad brav#tu me // 25.143 　≈ L 242.20-22; H ii,172(vs.)28

iti sa"pr!rthita" r!jñ! bodhisattvo ni'amya sa( /

ta" narendra" sam!lokya vihasann evam abrav#t // 25.144

yo 'sau 'uddhodano r!j! n+p!dhipa( pit! mama /

m!y!khy! janan# y! s! m!t! y! gautam# sm+t! // 25.145 　≈ L 243.2-3; H ii,172(vs.)29

iti tena sam!khy!ta" 'rutv! 're&yo nar!dhipa( /
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ta" yuv!na" yati" bhik%u" sam#k%yaivam abh!%ata // 25.146

asau 'uddhodano r!j! cakravart# mah#pati( /

asm!kam adhipo bhart! guru( '!st!bhip!laka( // 25.147

yad bhavata( pitu( 'i%y! vaya" sarve n+p! api /

tad bhav!n api na( '!st! r!jy!dhipo 'pi sanmate // 25.148 　≈ L 243.5-6; H ii,174(vs.)30

tad atraiva sad! sv!min r!jy!'rame sam!'rayan /

yath!k!ma" sukha" bhuktv! sa"carasva yathecchay! // 25.149

sa"prad!sy!my aha" te 'rdhar!jya" sarv!rthasa"yutam /

tad atra sarvad!'ritya sukha" bhuktv! sam!cara // 25.150 　≈ L 241.13-14; H ii,168(vs.)14

y!vad bhav!n yuv! k!nto daharo divyasundara( /

t!van n+p!'rame sthitv! r!jadharmavrata" cara // 25.151 　≈ L 241.17-18; H ii,168(vs.)16

d!sy!mi te subhadr!,g# r!m! dharm!nuc!ri&#( /

t!bhi' ca saha *sa"rak%an kulacary!vrata" cara // 25.152

may! saha sad! r!jyak!rya" k+tv! praj! avan /

dattv!rthibhyo yath!k!ma" sa"carasva kulavratam // 25.153 　≈ L 241.19-20; H ii,168(vs.)17

kim anen!tidu%*ena bhik%ucary!vratena te /

'ma'!ne ja"gale 'ra&ye ni(sah!ya( katha" vase( // 25.154 　≈ L 241.21-22 H ii,168(vs.)18

cakravartikule j!ta( pravrajito yuv!dhun! /

sukule du(kule bhik%!" y!citv! katham !hare( // 25.155

divyak!'ika'ubhr!bhad)%yac#&!"'uk!v+ta( /

t!ni tyaktv! [182b] katha" 'obhe( k!%!yac#var!v+ta( // 25.156

sarvaratnamaya" k!nta" maku*a" bh)%a&!ny api /

ratnamay!ni hitvaiva" mu&-ako n!bhi'obhase // 25.157

sugandhitailasaurabhyac)r&apras!dit!'raya( /

dh)sarap!"'ulipt!,go naiv!bhi'obhito 'dhun! // 25.158

sa,g#tin+tyasa"c!ramahots!hair div!ni'am /

mandire 'bhiramitv!tra vane katha" sukha" rame( // 25.159

kha*v!t)le sugandhy!-hyasukomal!mbar!st+te /

'ayy!sane sukha" supta( 'ay#th! bh)t+&e katham // 25.160

pra&#tabhojana" tyaktv! var&agandharas!nvitam /

bhaik%al)h!nnam !sv!dya katha" sa"to%ito bhave( // 25.161

sugandhi surasa" p!&a" hitv! divy!m+topamam /

p#tv! n#rasam ev!mbu katha" sa"t+pito bhave( // 25.162

viprar!jasut!m!tyamantrijanasamanvita( /

ramitv!tr!dhun!ra&ye ni(sah!yo rame( kuha // 25.163

st)yam!na( sad! viprair bandibhi' ca vicak%a&ai( /

bhyasi%yase 'dhun!ra&yai' ca jambuk!dijantubhi( // 25.164 

p!caka" surasa" tyaktv! t!mb)l!diras!yanam /

n!n!tapovidh#n d+%*v! dra%*u" c!ham ih!vraje // 25.127

yad#cchasi vrata" me tva" tad! cara vrata" mud! /

bodhi" pr!pyeha saddharmam upade'y!my aha" dhruvam // 25.128

iti tena sam!di%*a" 'rutv! sa paribodhita( /

pra&atv! ta" mah!sattva" tata( sa"modito 'carat // 25.129

sahas! sa sam!gatya n+pate( samup!caran /

p!dau natv! pura( sthitv! sa"pa'ya"s ta" nyavedayat // 25.130

sv!minn asau mah!sattva( 'uddhodanan+p!tmaja( /

sarvasattvahit!rthena bodhicary!vrata" caran // 25.131

+%#&!m iha sarve%!m !'rame%u samantata( /

n!n!vratavidh#n d+%*v! dra%*u" ceha sam!gata( // 25.132

id!n#" sa mah!sattvo yatir eka( sam!hita( /

guh!y!" p!&-ave 'aile dhy!tv!sane ni%#dati // 25.133

eva" d+%*v! tad!khy!ta" 'rutv!ha" vismit!'aya( /

niveditu" prabhor agre bhavata( sahas!vraje // 25.134

n)nam asau mah!bhijño bodhisattvo jagaddhite /

sambodhijñ!nam !s!dya sa"buddho dharmar!- bhavet // 25.135

iti tenodita" 'rutv! bimbis!ro n+po mud! /

atyadbhutam iti proktv! ta" sam#k%itum aicchata // 25.136

tata( so ''va" sam!ruhya mantribh+tyajan!nvita( /

sahas! pracara"s tatra p!&-ave 'drau mud!sarat // 25.137

tatra pa'yan sam!ruhya guh!y!" samup!saran /

dhy!tv!sanasam!s#na" ta" yati" samapa'yata // 25.138 ≈ Bc 10.18

sam#k%ya ta" [182a] sukh!s#na" n+pati( sa pramodita( /

pra&atv! suprasann!sya" sa"pa'yan samup!'rayat // 25.139 ≈ Bc 10.19

ta" narendra" sam!s#na" bodhisattva( sam#k%ya sa( /

suprasannamukh!mbhoja( sa"pa'yann evam !di'at // 25.140

!rogyam astu te r!jan sarvatr!pi 'iva" sad! /

dharm!bhis!dhana" k!rya" sidhyatu ca sam#hitam // 25.141 ≈ Bc 10.20

tatpradatt!'i%a" 'rutv! bimbis!ro nar!dhipa( /

bh)yas ta" s!ñjalir natv! sa"pa'yann evam abrav#t // 25.142

bhadanta bhavato janma kasy!nvaye kule ca te /

ka( pit! janan# k! ca satyam etad brav#tu me // 25.143 　≈ L 242.20-22; H ii,172(vs.)28

iti sa"pr!rthita" r!jñ! bodhisattvo ni'amya sa( /

ta" narendra" sam!lokya vihasann evam abrav#t // 25.144

yo 'sau 'uddhodano r!j! n+p!dhipa( pit! mama /

m!y!khy! janan# y! s! m!t! y! gautam# sm+t! // 25.145 　≈ L 243.2-3; H ii,172(vs.)29

iti tena sam!khy!ta" 'rutv! 're&yo nar!dhipa( /
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skandham)lapal!'!' ca bhuktv! katha" sukha" labhe( // 25.165

gaj!' ca y!nam uts+jya katha" padbhy!" vane care( /

p)rap!trotsava" tyaktv! kim uts!ha" vane labhe( // 25.166

nitya" sabh!san!s#na( sarvalok!bhivandita( /

katham eko vane durge nivaser du%*acauravat // 25.167

dattv!rthibhyo yath!k!ma" sad! sarvahit!rthabh+t /

phaladalat+&!ny eva bhuktv! pu%*o bhave( katham // 25.168

svapura" svargasa"k!'a" bhadra'r#sadgu&!'rayam /

vih!ya durgame 'ra&ye katham eko vase( care( // 25.169

eva" n!n!bhayasth!ne du(kh!ni vividh!ny api /

bhuktv! caran tapo 'ra&ye ki" pu&yasukham !psyasi // 25.170

divya'r#sukhasampatt#s tyaktv! pravrajito yuv! /

kim anyatsukhasa"patti" sa"pr!psyasi katha" kuta( // 25.171

eva" matv! mahatka%*a" pravrajy!vratam uts+je( /

kim etadvratapu&yena sadgatisukham !psyasi // 25.172

yadi pu&ye 'sti te v!ñch! tyaktveda" du%karavratam /

[183a] kulacary!vrata" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 25.173

dattv! d!na" sad!rthibhya( k+tv! lokahita" mud! /

yath!k!ma" sukha" bhuktv! sa"carasva kulavratam // 25.174

etadvrata" mahatsiddha" svapar!tmahita"karam /

etatpu&y!nubh!vena sad!tra bhadrasatsukham // 25.175

paratr!pi sad! svarge divya'r#sukham !pnuy!t /

sad!pi sadgatau y!y!d durgatau na kad!pi hi // 25.176

iti matv! mah!sattva r!jy!'rame sam!'rita( /

may! s!rdha" sukha" bhuktv! sa"carasva kulavratam // 25.177

tath! cet te sad!p#ha ma,galasatsukha" bhavet /

paratr!pi sad! svarge divya'r#sukham !psyasi // 25.178

iti tena narendre&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

bodhisattvo mah!sattvas ta" n+pam evam abrav#t // 25.179

s!dhu r!jan tvay!khy!ta" sa"s!rasukhas!dhanam /

tath!p#ha pravak%ye 'ham abhipr!ya" '+&u%va me // 25.180

yad aha" kle'!gnisa"tapta" jagat traidh!tukodbhavam /

d+%*v! day!rditasv!nta( sa"s!rabhogyani(sp+ha( // 25.181

taddu(kh!gnimahatt!pa" dharm!m+t!bhivar%ayan /

'am#k+tya jagad bhadra" kartum icch!mi bh)pate // 25.182

etad dhetor aha" r!jya" tyaktv! saddharmal!lasa( /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sa"bodhi" pr!ptum utsahe // 25.183

etadarthe 'ham uts+jya divy!tisundar!ny api /
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%a%*ibh!ry!sahasr!&i sarv!"' c!pi parigrah!n /

jñ!tibandhusuh+dbh+ty!n pravrajya svayam !gata( // 25.184

n!ha" k!magu&e rakto r!jya'r#satsukhe%v api /

saddharma eva rakto 'smi sambodhijñ!nas!dhane // 25.185

k!m! anekado%! hi narakadu(khahetava( /

pra&#t!( suras! bhogy!( savi%! iva du(khad!( // 25.186 　≈ L 242.3-4; H ii,170(vs.)20

k!m!rthe hi sad! dev! yudhyante saha d!navai( /

k!m!rthe k%atriy! na%*! yuddhe hatv! parasparam // 25.187

k!m!rthe br!hma&! vijñ! +%ayo 'pi tapasvina( /

kle'!nal!bhisa"tapt! bhra%*!( sattv!pak!ri&a( // 25.188

sarvadravy!dhip! vai'y! api k!m!bhir!gina( /

ve'y!va'!bhisa"sakt! nirdravy! durit!'ay!( // 25.189

s!dhavo dhanina( ')dr! 're%*hi[183b]na( sajjan! api /

k!m!rthe sevak!( str#&!" va'ag! d!sat!" gat!( // 25.190

va&ija( s!rthav!h!' ca dravy!rthino mahodadhau /

nipatit!( saha dravyais tad api k!mahetun! // 25.191

tath!nye va&ija' c!pi dravy!rthina( samantata( /

bhramanto du(khasa"kli%*!s tad api k!mak!ra&!t // 25.192

k+%i&o 'pi sad! nityak+%ikarm!bhisa"rat!( /

avi'r!nt!tidu(kh!rt!s tad api k!mahetun! // 25.193

tath! bh!ravahanto 'nye la,ghitv! parvat!n api /

avi'r!nt!tikhed!rt!s tad api k!mak!ra&e // 25.194

daridr! api k!m!rthe parakarmarat!( sad! /

k+pa&! api bhik%!rtha" bhramanto du(khakhedit!( // 25.195

kul#n!( sajjan!' c!pi k!makle'!kul!'ay!( /

n#c!n!m api n!r#&!" va'ag! d!sat!" gat!( // 25.196

am!ty! mantri&o bh+ty! sainy!' c!bhyanuj#vina( /

k!mamad!bhim!n!ndh! da'!ku'alac!ri&a( // 25.197

n+p! api ca k!m!rthe n#tidharmanir!dar!( /

svacchandac!ri&o mugdh! sa"carante ''ubhe%v api // 25.198

pa&-it! br!hma&! vijñ!( sarvavidy!vido 'pi ca /

bh)p!n!" dhanin!" bh+ty! bhavanti k!mahetun! // 25.199

kim eva" bahunoktena sarve 'pi k!mahetun! /

tyaktv! dharm!&i p!p!&i k+tv! vrajanti durgatau // 25.200

tatr!tidu(khabhuñj!n!( sa"v+tisabhyanindak!( /

mah!p!takasa"rakt!( pracarante sad!'ubhe // 25.201

eva" te hy atip!pi%*(! asahyavedan!tur!( /

cir!t k+cchre&a hitv!,ga" gaccheyur narake%u ca // 25.202

skandham)lapal!'!' ca bhuktv! katha" sukha" labhe( // 25.165

gaj!' ca y!nam uts+jya katha" padbhy!" vane care( /

p)rap!trotsava" tyaktv! kim uts!ha" vane labhe( // 25.166

nitya" sabh!san!s#na( sarvalok!bhivandita( /

katham eko vane durge nivaser du%*acauravat // 25.167

dattv!rthibhyo yath!k!ma" sad! sarvahit!rthabh+t /

phaladalat+&!ny eva bhuktv! pu%*o bhave( katham // 25.168

svapura" svargasa"k!'a" bhadra'r#sadgu&!'rayam /

vih!ya durgame 'ra&ye katham eko vase( care( // 25.169

eva" n!n!bhayasth!ne du(kh!ni vividh!ny api /

bhuktv! caran tapo 'ra&ye ki" pu&yasukham !psyasi // 25.170

divya'r#sukhasampatt#s tyaktv! pravrajito yuv! /

kim anyatsukhasa"patti" sa"pr!psyasi katha" kuta( // 25.171

eva" matv! mahatka%*a" pravrajy!vratam uts+je( /

kim etadvratapu&yena sadgatisukham !psyasi // 25.172

yadi pu&ye 'sti te v!ñch! tyaktveda" du%karavratam /

[183a] kulacary!vrata" dh+tv! sa"carasva sam!hita( // 25.173

dattv! d!na" sad!rthibhya( k+tv! lokahita" mud! /

yath!k!ma" sukha" bhuktv! sa"carasva kulavratam // 25.174

etadvrata" mahatsiddha" svapar!tmahita"karam /

etatpu&y!nubh!vena sad!tra bhadrasatsukham // 25.175

paratr!pi sad! svarge divya'r#sukham !pnuy!t /

sad!pi sadgatau y!y!d durgatau na kad!pi hi // 25.176

iti matv! mah!sattva r!jy!'rame sam!'rita( /

may! s!rdha" sukha" bhuktv! sa"carasva kulavratam // 25.177

tath! cet te sad!p#ha ma,galasatsukha" bhavet /

paratr!pi sad! svarge divya'r#sukham !psyasi // 25.178

iti tena narendre&a sam!khy!ta" ni'amya sa( /

bodhisattvo mah!sattvas ta" n+pam evam abrav#t // 25.179

s!dhu r!jan tvay!khy!ta" sa"s!rasukhas!dhanam /

tath!p#ha pravak%ye 'ham abhipr!ya" '+&u%va me // 25.180

yad aha" kle'!gnisa"tapta" jagat traidh!tukodbhavam /

d+%*v! day!rditasv!nta( sa"s!rabhogyani(sp+ha( // 25.181

taddu(kh!gnimahatt!pa" dharm!m+t!bhivar%ayan /

'am#k+tya jagad bhadra" kartum icch!mi bh)pate // 25.182

etad dhetor aha" r!jya" tyaktv! saddharmal!lasa( /

pravrajy!sa"vara" dh+tv! sa"bodhi" pr!ptum utsahe // 25.183

etadarthe 'ham uts+jya divy!tisundar!ny api /
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eva" k!marat! du%*! da'!ku'alac!ri&a( /

bhramanto durgati%v eva bhavanty ev!tidu(khit!( // 25.203

iti vijñ!ya sa"s!re k!ma" sadbhir vigarhitam /

du%*! hi sa"nibha" m#-hagha*am iv!bhip)tikam // 25.204

iti matv! mah!p!pa" k!ma" saddharman!'akam /

tyaktv! g+h!'rama" santo van!'rame sam!sthit!( // 25.205

skandhapattraphal!ny eva bhuñj!n!s tu%itendriy!( /

sam!dhisadras!h!r! nivasanti mah!sukham // 25.206

sarve 'pi sugat!s tyaktv! k!m!'raya" g+h!'ramam /

pravra[184a]jy!sa"vara" dh+tv! nivasanto van!'rame // 25.207

sam!dhinihit!tm!no jitv! m!raga&!n api /

sambodhiratnam !s!dya bh)tv! 'r#sadgu&!kar!( // 25.208

saddharma" samup!di'ya traidh!tubhuvane%v api /

jagad dharmamaya" k+tv! sa"pray!t! jin!layam // 25.209

aham api tath! r!jan bodhicary!vrata" caran /

jagad dharmamaya" kartu" sambodhi" pr!ptum utsahe // 25.210

etaddhetor aha" tyaktv! r!jya" sarv!n parigrah!n /

k!mabhogyaniruts!ha( pravrajita( sam!care // 25.211

pravrajy!sa"vara" dh+tv! bhadra" kurvan samantata( /

sambodhim abhisa"pr!ptum iha dra%*u" mud! vraje // 25.212

+%#&!m api sarve%!m !'rame%u samantata( /

n!n!tapovidh#n d+%*v! dra%*um ih!pi pr!sare // 25.213

kuh!pi kasyacin n!sti sambodhis!dhana" vratam /

ato 'ha" tatra y!sy!mi yatr!sti bodhir uttam! // 25.214

y!van n!dhigat! bodhis t!vad r!jye na y!syate /

yad! sa"pr!pyate bodhis tad!bhigamyate may! // 25.215

n)na" sa"pr!pya sambodhi" saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad bhadramaya" k+tv! sa"y!sy!mi jin!layam // 25.216

tad!di%*am iti 'rutv! bimbis!ro nar!dhipa( /

prabodhito mah!sattva" ta" pa'yann evam abrav#t // 25.217

s!dhu sa"d+'yate '!st! bhav!n iha sam!gata( /

vaya" hi bhavata( 'i%y!( 'ara&e sarvad! sthit!( // 25.218 　≈ L 243.5-6; H ii,174(vs.)30

yan may! v#tar!go 'pi brahmac!r# jitendriya( /

may! r!j!timattena r!gadharme nimantrita( // 25.219

tan me 'par!dhat!" '!star bodhisattvo bhav!n yati( /

sa"pa'yan k+pay! d+%*v! kartum arhati sarvad! // 25.220

yad! sa"bodhim !s!dya sa"buddho bhagav!n bhavet /

tad ih!pi sam!gatya dharmam !de%*um arhati // 25.221 　≈ L 243.7-8; H ii,174(vs.)31
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vaya" sarve 'pi saddharmagu&!bhil!%i&! mud! /

bhavata( samup!'ritya dharma" 'ro%y!my aha" khalu // 25.222

satk!rair bhavat!" nitya" 'ara&e samupasthit!( /

samabhyarcy!bhinandanta( prabhaji%y!mahe mud! // 25.223

bhavat! yad yath!di%*a" tan ni'amya tath!dar!t /

vahanta( 'iras! nitya" sa"cari%y!mahe sad! // 25.224

iti bhav!n anusm+[184b]tv! sam!gatyeha bh!sayan /

saddharma" samup!di'ya vihartu" sarvad!rhati // 25.225

iti sa"pr!rthita" r!jñ! 'rutv! sa yatir !tmavit /

tath! h#ti sam!di'ya t)%&#bh)tv!dhyuv!sa tat // 25.226

tata( sa n+pat# r!j! bimbis!ra( samutthita( /

bodhisattva" tam !natv! sajana( svapura" yayau // 25.227 　≈ L 243.9-10; H ii,174(vs.)32

tata( sa bodhisattvo 'pi samutth!ya prabh!sayan /

sam#k%ya bhadrat!" kurvan vindhy!calam up!carat // 25.228

iti mama pur! *'ruta" {or: v+tta"} s!"prata" tan mayocyate /

tvam apy etan mah!sattva 'rutv!numodan!" kuru // 25.229

'rutveda" ye 'numodanti buddhajanmasubh!%itam /

te bhaveyur mah!sattvo bhadra'r#sadgu&!'ray!( // 25.230

iti '!str! sam!di%*a" 'rutv!*'oko *n+po {or: 'rutv!nando yatir} mud! /

tathety abhyanumoditv! pr!bhyanandat sap!r%ada( // 25.231

// iti magadh!dhipatibimbis!ran+p!bhisa"gatiparivarto n!ma pañcavi"'atitamo 'dhy!ya(

sam!pta( //

　Apparatus criticus of the chapter 25

1a ath!'oko mah#p!la(] A(ante corr.): ath!nando mah!satva( A(post corr.) B D.

1c bhagavanta" yati" natv!] A: '!kyasi"has tam !nanda" B D.

3c *upagupto mah#p!la"] A(ante corr.): '!kyasi"has tam !nanda" A(post corr. marg.).

6b °k%ubhit!'aya(] A: °sobhit!'aya( BD.

14b yathocitam] A: yathepsitam B D. 

16c bhav!n m!" k+p!buddhy!] A: bhav!" sva" k+p!n d+%*v! B D.

31c nirmukte(] corr.: nimukte( A. 

39a tasm!t] corr.: tasm! A B D.

41b yo 'py *upek%!"] ex coni: yo py apek%!" A: tpyo(?) vyapak%!" B D.

43b *avy!p!r!c] ex coni: avy!p!d!c A: avy!p!d! D: evy!p!d! B.

43d s!m!nyaphalam] corr.: s!manyaphalam A B D.

49a !ki"canyam] corr.: !ki"cinyam A B D.

eva" k!marat! du%*! da'!ku'alac!ri&a( /

bhramanto durgati%v eva bhavanty ev!tidu(khit!( // 25.203

iti vijñ!ya sa"s!re k!ma" sadbhir vigarhitam /

du%*! hi sa"nibha" m#-hagha*am iv!bhip)tikam // 25.204

iti matv! mah!p!pa" k!ma" saddharman!'akam /

tyaktv! g+h!'rama" santo van!'rame sam!sthit!( // 25.205

skandhapattraphal!ny eva bhuñj!n!s tu%itendriy!( /

sam!dhisadras!h!r! nivasanti mah!sukham // 25.206

sarve 'pi sugat!s tyaktv! k!m!'raya" g+h!'ramam /

pravra[184a]jy!sa"vara" dh+tv! nivasanto van!'rame // 25.207

sam!dhinihit!tm!no jitv! m!raga&!n api /

sambodhiratnam !s!dya bh)tv! 'r#sadgu&!kar!( // 25.208

saddharma" samup!di'ya traidh!tubhuvane%v api /

jagad dharmamaya" k+tv! sa"pray!t! jin!layam // 25.209

aham api tath! r!jan bodhicary!vrata" caran /

jagad dharmamaya" kartu" sambodhi" pr!ptum utsahe // 25.210

etaddhetor aha" tyaktv! r!jya" sarv!n parigrah!n /

k!mabhogyaniruts!ha( pravrajita( sam!care // 25.211

pravrajy!sa"vara" dh+tv! bhadra" kurvan samantata( /

sambodhim abhisa"pr!ptum iha dra%*u" mud! vraje // 25.212

+%#&!m api sarve%!m !'rame%u samantata( /

n!n!tapovidh#n d+%*v! dra%*um ih!pi pr!sare // 25.213

kuh!pi kasyacin n!sti sambodhis!dhana" vratam /

ato 'ha" tatra y!sy!mi yatr!sti bodhir uttam! // 25.214

y!van n!dhigat! bodhis t!vad r!jye na y!syate /

yad! sa"pr!pyate bodhis tad!bhigamyate may! // 25.215

n)na" sa"pr!pya sambodhi" saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad bhadramaya" k+tv! sa"y!sy!mi jin!layam // 25.216

tad!di%*am iti 'rutv! bimbis!ro nar!dhipa( /

prabodhito mah!sattva" ta" pa'yann evam abrav#t // 25.217

s!dhu sa"d+'yate '!st! bhav!n iha sam!gata( /

vaya" hi bhavata( 'i%y!( 'ara&e sarvad! sthit!( // 25.218 　≈ L 243.5-6; H ii,174(vs.)30

yan may! v#tar!go 'pi brahmac!r# jitendriya( /

may! r!j!timattena r!gadharme nimantrita( // 25.219

tan me 'par!dhat!" '!star bodhisattvo bhav!n yati( /

sa"pa'yan k+pay! d+%*v! kartum arhati sarvad! // 25.220

yad! sa"bodhim !s!dya sa"buddho bhagav!n bhavet /

tad ih!pi sam!gatya dharmam !de%*um arhati // 25.221 　≈ L 243.7-8; H ii,174(vs.)31
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51a eva] A: eva" B D.

58a *ev!ya"] ex coni: ev!rya" A B D.

58c *muktisa"pr!ptu"] ex coni: vimuktipr!ptu" A: vimuktisa"pr!ptu" B D.

69d jagaddhitam] A: jagaddhite B D. 

76a bhadra] A B: vraja D.

78a mam!tr!'rame] corr.: mam!tra 'rame A B D.

83a niry!&iko] corr.: niry!niko A B: nirv!niko D.

98c *sa"kalpya] ex coni: s!"kalpya A B: s!"kalpa D.　
102c sarve stutv!] corr.: sarva stutuv! B D: sarve bhistutv! A.

104a eva"] A B: sarva" D.

111a tatkathita"] A: tatv!thina" B: tatv!rtha" D.

135c sam!dhijñ!nam] A: sambodhijñ!nam D.

138a atra pa'yan] A: tatra a'van D.

139d samup!'rayat] corr.: samup!'rayan A D.

152c *sa"rak%an] ex coni: sa"rak%a( A D.

159b °mahots!hair] corr.: °mahauts!hair A: °mahots!hai B D.

182d bh)pate] A B: bh)tale D.

197b c!bhyanuj#vina(] A(post corr. marg.) B D: c!nuj#vina( (ante corr.).

222d dharma"] A(post corr. marg.) B: dharma D: sad! (ante corr.).

226 t)%&#bh)tv!] A: tu%&#bh)tv! B: tu%&#bh)t! D.

229a iti mama pur! *śruta"] ex coni: iti mama pur! v+tta"] A B D. –– In A, letters of mama

pur! v+tta" s!"prata" are newly overwritten letters.

231b 'rutv!*'oko *n+po] ex coni (cf. TJAM 8.242): 'rutv!nando yatir A B D. –– In manucript

A, the words !nando yatir show traces of later overwriting.

(Colophon:)　 iti magadh!°] A: iti 'r#lalitavistare magadh!° A(marg.) B D || pa"cavi"'atitamo]

A B: trayovi"'atitamo D.

『マガダの君主ビンビサーラ王が会いに来た』という第25章

　さて大地の守護者アショーカ王は｛或いは：大士アーナンダは｝合掌して近づき、世
尊・出家行者に拝礼し、見つめてこのように言った。 (25.1)

　「尊師よ、かの大士は、その後どこに歩いて行かれたのですか。それを私に教示
し、よく理解させてください。」 (25.2)

　こう、彼が求めたのを聞いて、かの大慧者・阿羅漢ウパグプタは王を｛或いは：釈尊
はアーナンダを｝見つめて、このように語った。 (25.3)
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　–––その後、かの菩薩は出発し、輝きながら、都城ヴァイシャーリーの近くにある苦
行林にやってきた。 (25.4)

　その地の隠棲処に住む、最も勝れた仙人たるアーラーダ・カーラーマは、遠くから
彼が輝きながらやってくるのを見た。 (25.5)

　その仙人は見ると、驚きに心を乱し、気を動転させた。『ここにやって来た方はどな
ただろう』と呟き、彼に近づいていった。 (25.6)

　そのアーラーダ・カーラーマはそこにやって来ると、大慧者・大通慧者たる菩薩を見
つめて、このように言った。 (25.7)

　「おお、ようこそいらした。大きな天恵の方よ。あなたはどなたですか。どこから
来られたのですか。その本当のことを教えて、私たちすべての者に理解させて下さ
い。」 (25.8)

　彼がそう尋ねたのを聞き、善慧者たるその菩薩は、その大仙を見つめ、よく理解さ
せるために答えた。 (25.9)

　「大仙よ、私はシュッドーダナ王の息子です。すべての生類に益をもたらす、菩提行
の誓戒を行じています。 (25.10)

　それ故に解脱の安楽を求めて、あなた方がなす此処での苦行誓戒の勝れた性質を見
るために、やってきました。」 (25.11)

　彼が語ったことを聞いて、その大仙はよく理解し、彼を招いて隠棲処に導き、籐の椅
子に坐らせた。 (25.12)

　そこに彼が坐ったのを見て、その仙人は丁重に、作法通りに敬意を示し、食事をもっ
て満足させた。 (25.13)

　その後、かの大士は適切な食物を食べてから、その草庵の座に坐り、夜じゅう禅定
に耽って過ごした。 (25.14)

　その後明け方に立ち上がると、菩薩はそのアーラーダ仙のもとへ行き、話しかけ、見
つめながらこう言った。 (25.15)

　「大仙よ、あなたがお持ちの『聖知（ブラフマンの知）の完全達成』を私は欲しま
す。それ故、同情の思いにより、どうか私をお導き下さい。」 (25.16)

　立派な志をもつ菩薩からそのように懇請されて、そのアーラーダは菩薩をじっと見つ
め、嬉しく語った。 (25.17)

　「善い哉。大きな天恵の人よ、私の隠棲処で、梵行を行いなさい。労苦少なく、速
やかに解脱に達することであろう。」 (25.18)

　そう彼が答えたのを聞き、菩薩はその大仙アーラーダに丁重に質問した。 (25.19)

　「あなたの法（教え）とはどのようなものでしょうか。また、それはどのようにして
到達されるのでしょうか。真理を見極めたいと願う私に、あなたはどうかお説き下さ
い。」 (25.20)

　立派な志を持った菩薩がそのように懇請するのを聞き、大仙アーラーダはその菩薩
にこう語った。 (25.21)

51a eva] A: eva" B D.

58a *ev!ya"] ex coni: ev!rya" A B D.

58c *muktisa"pr!ptu"] ex coni: vimuktipr!ptu" A: vimuktisa"pr!ptu" B D.

69d jagaddhitam] A: jagaddhite B D. 

76a bhadra] A B: vraja D.

78a mam!tr!'rame] corr.: mam!tra 'rame A B D.

83a niry!&iko] corr.: niry!niko A B: nirv!niko D.

98c *sa"kalpya] ex coni: s!"kalpya A B: s!"kalpa D.　
102c sarve stutv!] corr.: sarva stutuv! B D: sarve bhistutv! A.

104a eva"] A B: sarva" D.

111a tatkathita"] A: tatv!thina" B: tatv!rtha" D.

135c sam!dhijñ!nam] A: sambodhijñ!nam D.

138a atra pa'yan] A: tatra a'van D.

139d samup!'rayat] corr.: samup!'rayan A D.

152c *sa"rak%an] ex coni: sa"rak%a( A D.

159b °mahots!hair] corr.: °mahauts!hair A: °mahots!hai B D.

182d bh)pate] A B: bh)tale D.

197b c!bhyanuj#vina(] A(post corr. marg.) B D: c!nuj#vina( (ante corr.).

222d dharma"] A(post corr. marg.) B: dharma D: sad! (ante corr.).

226 t)%&#bh)tv!] A: tu%&#bh)tv! B: tu%&#bh)t! D.

229a iti mama pur! *śruta"] ex coni: iti mama pur! v+tta"] A B D. –– In A, letters of mama

pur! v+tta" s!"prata" are newly overwritten letters.

231b 'rutv!*'oko *n+po] ex coni (cf. TJAM 8.242): 'rutv!nando yatir A B D. –– In manucript

A, the words !nando yatir show traces of later overwriting.

(Colophon:)　 iti magadh!°] A: iti 'r#lalitavistare magadh!° A(marg.) B D || pa"cavi"'atitamo]

A B: trayovi"'atitamo D.

『マガダの君主ビンビサーラ王が会いに来た』という第25章

　さて大地の守護者アショーカ王は｛或いは：大士アーナンダは｝合掌して近づき、世
尊・出家行者に拝礼し、見つめてこのように言った。 (25.1)

　「尊師よ、かの大士は、その後どこに歩いて行かれたのですか。それを私に教示
し、よく理解させてください。」 (25.2)

　こう、彼が求めたのを聞いて、かの大慧者・阿羅漢ウパグプタは王を｛或いは：釈尊
はアーナンダを｝見つめて、このように語った。 (25.3)
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　「善い哉、大きな天恵の人よ、よくお聞きなさい。真理と呼ばれるところのもの、
それを私はあなたに語ろう。聞いて、学びなさい。 (25.22)

　『元のもの』 (prak+ti) と『変化の結果生じたもの』 (vik!ra) の真理、それ
が『場』(k%etra)と呼ばれる。それを明瞭に知る者は『場を知る者』(k%etrajña)と呼ばれ
る。また賢者たちは『場を知る者』がアートマン［とも呼ばれる］と知っている、とそ
れを知る者たちは説く。 (25.23)

　生と滅から出来ている法（現象）は死の性質を具えている。それが『現れているも
の』(vyakta) であると理解せよ。その逆が『現れていないもの』(avyakta) である。
(25.24)

　無知、行為（業）、欲望（渇愛）は、輪廻的生存の流転の原因である。そこに置かれ
ている生き物は『有の性質』(sattva) なしに存在しない。 (25.25)

　それは誤った理解 (vipratyaya)、自己中心たること (aha"k!ra)、混同 (sa"deha)、混乱
(abhisa"plava)です。区別不能 (avi%e%a)であり、間違った方法 (anup!ya)であり、執着
(sa,ga)であり、思考の転落 (abhyavap!taka)である。 (25.26)

　生き物にとっての輪廻的生存の原因、それは「怠惰」 (!lasya)と呼ばれる。そし
て「暗愚」 (tamas)、「蒙昧」 (moha)、「落胆」 (vi%!da)、そして第五の「暗黒」 (t!mis-

ra)がある。 (25.27)

　五つの肢節を有するこの無明 (avidyā)によって縛られた心を持つ者は、誕生などにお
いて大きな苦しみをもち、何度も何度も輪廻する。 (25.28)

　ここで『見る者、聞く者、考える者、結果をもたらす者は私である』と思い込んで、
彼は輪廻の中をいつまでも彷徨う。 (25.29)

　これらの原因によって、生涯が水の流れのように生じると言われる。原因がなけれ
ば、輪廻において生涯の発生がないのは確かである。 (25.30)

　『場を知る者』 (k%etrajña)たる賢者はこの四つから成るものを理解し、すべての苦し
みから解放され、不滅の境地を得るであろう。 (25.31)

　そのように考え、輪廻的生存の束縛である本源の種子を捨て、宗教者の標識 (liṅga)を
携え、輪廻界の中にあっても快楽への意欲を起こさない者として、 (25.32)

　知足を有し、浄らかな知性と清い戒律、清い心を有する出家行者は、至高の境地を
得るために、森の隠棲処に住むべきである。 (25.33)

　その後、愛欲の離欲から生じる、恐れを離れた至福について考えつつ、浄らかな知性
をもつ者は、すべての感官の群を抑制し、心の寂静に依り、禅定に集中しながら過ごす
べきである。 (25.34)

　そうすれば、欲望を離れ、悪意や煩悩を離れた、驚くべき第一の禅定（初禅）に達す
る。それは『大まかに探る働きの思考（尋）』を伴った、分別の結果として生じたもの
だ。 (25.35)

　欲望や煩悩を拒否する、このような幸いなる寂静をそなえもつ者は、［ブラフマ
ン（梵）の］世界の光を得るであろう。 (25.36)
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　それらの『大まかに探る働きの思考（尋）』が心に動揺を引き起こすものだと知っ
て、それらから解放された、『喜』と『楽』より成る第二の禅定に達し、(25.37)

　その［禅定の］『喜』に魅了される心の者は、更に、アーバースヴァラという天界の
神々の中に誕生を得るであろう。 (25.38)

　その後、その『喜』と『楽』から心を離れさせて、彼は更に、『喜』を伴わな
い『楽』だけがある第三の禅定を得るであろう。 (25.39)

　そしてその第三禅定に沈潜した心の者は、遍浄天の神々の中に必ず再生を得るであろ
う。 (25.40)

　そのような『楽』に達した後、『捨』をなす者は、安楽も苦痛も離れた第四の禅定
に達するであろう。 (25.41)

　寿命が長いがゆえの、その第四禅定がもつ本当の安楽さえ捨てて、或る大士たちは解
脱を得ることであろう。 (25.42)

　また安楽と苦痛を断絶することによって、心の活動が停止することによって、広果天
の神々と等しい果報を得るであろう。 (25.43)

　その三昧から出て、肉体を持つ者たちの欠点を見て、肉体の消滅の原因となるその
智慧を完成させよ。 (25.44)

　その禅定さえ捨てて、格別な安楽を願う者は、［美しい］姿かたちなどを喜ばず、肉
体での様々な苦を観よ。 (25.45)

　その後、浄らかな心で、物体や固い塊においても等しい虚空（空間）があることに確
信を生じさせながら、それらを観よ。 (25.46)

　虚空に存在するものとしての、アートマンを収斂させ、見つめながら、虚空が無限で
あるように、アートマンもそのようなものとして観よ。 (25.47)

　特別な達成により、またアートマンの熟達により、アートマンの内にアートマンを収
斂してゆき、「何ものも存在しない」と考えよ。 (25.48)

　『無所有』（いかなるものも存在しない）と知って、すべてが空であるという確信を持
つ者は、肉体を離れた後に解脱者になると、そう説かれる。」 (25.49)

　以上のその仙人が説いたことを聞いて、菩薩は沈思し、よく検討して、心の中でこの
ように考えた。 (25.50)

　「もし『意識する者』（cetayit+＝アートマン）が依然として残るなら、どうして解脱
があり得ようか。それが存在する限り、善悪の行為が生じ続ける。 (25.51)

　水を欠いては大地に種子は決して芽吹かないが、その機縁がある時［大地に］芽吹
く。それと同じ様にアートマンも理解される。 (25.52)

　行為（業）と無知と欲望（渇愛）を捨てることで解脱が決定される、との意見である
が、アートマンが存在する限り、それら三者を捨てることは実際にはありえない。
(25.53)

　それらを捨て去ることによる解脱が、何故に、誰に、どのようにしてあるのか。アー
トマンが存在する限り、どうして我執（アハンカーラ）を捨てることができようか。
(25.54)

　「善い哉、大きな天恵の人よ、よくお聞きなさい。真理と呼ばれるところのもの、
それを私はあなたに語ろう。聞いて、学びなさい。 (25.22)

　『元のもの』 (prak+ti) と『変化の結果生じたもの』 (vik!ra) の真理、それ
が『場』(k%etra)と呼ばれる。それを明瞭に知る者は『場を知る者』(k%etrajña)と呼ばれ
る。また賢者たちは『場を知る者』がアートマン［とも呼ばれる］と知っている、とそ
れを知る者たちは説く。 (25.23)

　生と滅から出来ている法（現象）は死の性質を具えている。それが『現れているも
の』(vyakta) であると理解せよ。その逆が『現れていないもの』(avyakta) である。
(25.24)

　無知、行為（業）、欲望（渇愛）は、輪廻的生存の流転の原因である。そこに置かれ
ている生き物は『有の性質』(sattva) なしに存在しない。 (25.25)

　それは誤った理解 (vipratyaya)、自己中心たること (aha"k!ra)、混同 (sa"deha)、混乱
(abhisa"plava)です。区別不能 (avi%e%a)であり、間違った方法 (anup!ya)であり、執着
(sa,ga)であり、思考の転落 (abhyavap!taka)である。 (25.26)

　生き物にとっての輪廻的生存の原因、それは「怠惰」 (!lasya)と呼ばれる。そし
て「暗愚」 (tamas)、「蒙昧」 (moha)、「落胆」 (vi%!da)、そして第五の「暗黒」 (t!mis-

ra)がある。 (25.27)

　五つの肢節を有するこの無明 (avidyā)によって縛られた心を持つ者は、誕生などにお
いて大きな苦しみをもち、何度も何度も輪廻する。 (25.28)

　ここで『見る者、聞く者、考える者、結果をもたらす者は私である』と思い込んで、
彼は輪廻の中をいつまでも彷徨う。 (25.29)

　これらの原因によって、生涯が水の流れのように生じると言われる。原因がなけれ
ば、輪廻において生涯の発生がないのは確かである。 (25.30)

　『場を知る者』 (k%etrajña)たる賢者はこの四つから成るものを理解し、すべての苦し
みから解放され、不滅の境地を得るであろう。 (25.31)

　そのように考え、輪廻的生存の束縛である本源の種子を捨て、宗教者の標識 (liṅga)を
携え、輪廻界の中にあっても快楽への意欲を起こさない者として、 (25.32)

　知足を有し、浄らかな知性と清い戒律、清い心を有する出家行者は、至高の境地を
得るために、森の隠棲処に住むべきである。 (25.33)

　その後、愛欲の離欲から生じる、恐れを離れた至福について考えつつ、浄らかな知性
をもつ者は、すべての感官の群を抑制し、心の寂静に依り、禅定に集中しながら過ごす
べきである。 (25.34)

　そうすれば、欲望を離れ、悪意や煩悩を離れた、驚くべき第一の禅定（初禅）に達す
る。それは『大まかに探る働きの思考（尋）』を伴った、分別の結果として生じたもの
だ。 (25.35)

　欲望や煩悩を拒否する、このような幸いなる寂静をそなえもつ者は、［ブラフマ
ン（梵）の］世界の光を得るであろう。 (25.36)
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　我執の中にいて［再］誕生の流れの中に沈んでいるこれらの生類をみつめながら、
私は正法を説こう。」 (25.55)

　このように決意すると、大慧者、かの菩薩・大士は、再び沈思し、思いを定めて心
中にこのように考えた。 (25.56)

　「この大仙、大智慧者アーラーダは、賢者ではあるが、寂滅の至福（涅槃）の成就で
ある菩提の智慧をもたない。 (25.57)

　この梵行者は自分自身の安楽のためだけに解脱を得ようとして、苦行の誓戒を行じて
いる。それは世の生類の益をめざして、ではない。 (25.58)

　私は世の生類の益のために菩提行の誓戒を行じ、菩提を得て、生類に安寧をもたら
し、よき涅槃を欲する。 (25.59)

　私もまた大通智をもち、精進力があり、正念を有し、善巧者であり、三昧の善き徳
性を具足し、智慧の栄光を有する賢者だ。 (25.60)

　だから、この梵行者が自身の解脱のために心を定めて苦行の誓戒を行じるように、
私は世の生類の益のために行じよう。」 (25.61)

　このように沈思すると、自己知者たる菩薩は集中して、たった独り、不放逸に熱心
に［人なき場所に］遠離をなし、苦行を行じた。 (25.62)

　このように彼は、或る遠離した場所で労苦少なくしてその勝れた法を達成し、明るく
澄んだ心でついに現証を成し遂げ、輝いた。 (25.63)

　その後菩薩は、仙人の善慧者たるそのアーラーダのもとに近づき、挨拶をして見つめ
ながらこのように言った。 (25.64)

　「あなたはこのような範囲まで［の境地を］お知りになりましたが、それより勝れ
たものを考えていないのですか。もしこれよりも勝れた、お知りになったものがあれ
ば、それをお教えください。」 (25.65)

　勝れた洞察をもつ菩薩からそのように求められ、アーラーダ仙は菩薩を見つめて語っ
た。 (25.66)

　「これのみを私は知っている。これより勝れたものがあるとは私は思わない。これ
こそが、それによってブラフマン（梵）が得られる、勝れた知である。」 (25.67)

　そう、その仙人が答えたのを聞くと、菩薩はアーラーダ仙を見つめて再びこのように
語った。 (25.68)

　「ああ、大仙よ、あなたは自分自身のためだけの涅槃の成就をお説きになられます。
しかし私は菩提に達して世の生類を益したい。 (25.69)

　その目的のために私は王位を捨てて菩提の誓戒を行じており、世の生類を善法から
成る者に変えてから、涅槃を得たいと希望するのです。 (25.70)

　その目的のため、私はあなた方の苦行のしかたを見に参りました。ここには誰一人
として、菩提を成就する誓戒をもつ者はおりません。 (25.71)

　あなたが獲得した［瞑想の］知は、私もまた得ています。しかしこの知は菩提の達成
のためにも、完全な解脱のためにも役立ちません。 (25.72)

- 244 -



　むしろ［あなたの］この誓戒の功徳は、天界の栄光と安楽を得るため、あるいは、
ブラフマー神たちの世界（梵天界）で三昧の安楽を得るためのものです。 (25.73)

　私は、菩提に達して正法を明らかに示し世の生類を幸せな存在に変えて、それから涅
槃に入るために、［今］誓戒を行じています。」 (25.74)

　こう、確たる心をもつ彼が語ったことを聞くと、アーラーダはその大士を見つめて、
再び言った。 (25.75)

　「善き哉。幸ある人、大士よ。あなたは菩提を希求し、菩薩行の誓戒を堅持して、世
の生類の益のために歩んでいる。 (25.76)

　ガウタマよ、私が知り得たことは、あなたも得られている。それ故、われら二人で
これらの弟子たちを、よき禁戒において教導しようではないか。 (25.77)

　そこで、あなたは私のこの修行所に留まって、菩提行の誓戒を行じながら、仏たちを
尊崇し、最高の菩提を成就しなさい。 (25.78)

　あなたが菩提を得たなら、その時それを私も得られるであろう。そうしたら我ら二
人で世の生類・人類に不死の甘露を得させよう。」 (25.79)

　このようにその大仙は語って、大慧者たるその菩薩を恭敬供養しながら、弟子たちと
共に常に篤い尊崇の念をもって暮らした。 (25.80)

　このようにかの菩薩はその仙人と一緒に、何日もの間そこに滞在し、すべての人々を
菩提［への道］に導き入れた。 (25.81)

　このように菩薩はその隠棲処に滞在しながら、心を集中させ、菩提への弘誓を堅持し
て、沈思してこのように考えた。 (25.82)

　「あの善慧者アーラーダのこの教法は、解脱に導くものではなく、菩提の獲得にも
役立たない。それ故、ここに居ることは私にふさわしいことではない。」 (25.83)

　こう、賢明な菩薩は決意すると、その仙人アーラーダのもとへ行き、彼を呼んで、見
つめながらこう述べた。 (25.84)

　「大仙よ、私は世の生類の益のため、菩提を得るべく出発いたします。私にその許可
をお与えになり、明るく澄んだ心でお過ごし下さい。」 (25.85)

　このように、強い精進者たる彼が告知したのを聞き、カーラーマ仙人は菩薩を見つ
めてこう答えた。 (25.86)

　「行きなさい。あなたの求める目的が達成されますように。速やかに成就しますよう
に。菩提を得たら、あなたはここに再び戻ってきて下さい。」 (25.87)

　そう、その仙人が答えたのを聞いて菩薩は喜び、「そうします」と約束してそこから
出発し、歩みを進めた。 (25.88)

　その地のすべての隠棲処で様々な苦行のしかたを見た後、彼はガンジス河を渡り、王
舎城（ラージャグリハ）へと向かった。 (25.89)

　其処で彼は歩きながら五つの山を特徴とする都城（王舎城）を眺め、満月が輝くが如
く人々に清涼な快さを与えながら、入城した。 (25.90)

　重厚な泰然自若たる態度によって美しく輝く彼がやって来たのを見て、都城に住むす
べての人々は、噂を聞いていたとはいえ、驚いた。 (25.91)

　我執の中にいて［再］誕生の流れの中に沈んでいるこれらの生類をみつめながら、
私は正法を説こう。」 (25.55)

　このように決意すると、大慧者、かの菩薩・大士は、再び沈思し、思いを定めて心
中にこのように考えた。 (25.56)

　「この大仙、大智慧者アーラーダは、賢者ではあるが、寂滅の至福（涅槃）の成就で
ある菩提の智慧をもたない。 (25.57)

　この梵行者は自分自身の安楽のためだけに解脱を得ようとして、苦行の誓戒を行じて
いる。それは世の生類の益をめざして、ではない。 (25.58)

　私は世の生類の益のために菩提行の誓戒を行じ、菩提を得て、生類に安寧をもたら
し、よき涅槃を欲する。 (25.59)

　私もまた大通智をもち、精進力があり、正念を有し、善巧者であり、三昧の善き徳
性を具足し、智慧の栄光を有する賢者だ。 (25.60)

　だから、この梵行者が自身の解脱のために心を定めて苦行の誓戒を行じるように、
私は世の生類の益のために行じよう。」 (25.61)

　このように沈思すると、自己知者たる菩薩は集中して、たった独り、不放逸に熱心
に［人なき場所に］遠離をなし、苦行を行じた。 (25.62)

　このように彼は、或る遠離した場所で労苦少なくしてその勝れた法を達成し、明るく
澄んだ心でついに現証を成し遂げ、輝いた。 (25.63)

　その後菩薩は、仙人の善慧者たるそのアーラーダのもとに近づき、挨拶をして見つめ
ながらこのように言った。 (25.64)

　「あなたはこのような範囲まで［の境地を］お知りになりましたが、それより勝れ
たものを考えていないのですか。もしこれよりも勝れた、お知りになったものがあれ
ば、それをお教えください。」 (25.65)

　勝れた洞察をもつ菩薩からそのように求められ、アーラーダ仙は菩薩を見つめて語っ
た。 (25.66)

　「これのみを私は知っている。これより勝れたものがあるとは私は思わない。これ
こそが、それによってブラフマン（梵）が得られる、勝れた知である。」 (25.67)

　そう、その仙人が答えたのを聞くと、菩薩はアーラーダ仙を見つめて再びこのように
語った。 (25.68)

　「ああ、大仙よ、あなたは自分自身のためだけの涅槃の成就をお説きになられます。
しかし私は菩提に達して世の生類を益したい。 (25.69)

　その目的のために私は王位を捨てて菩提の誓戒を行じており、世の生類を善法から
成る者に変えてから、涅槃を得たいと希望するのです。 (25.70)

　その目的のため、私はあなた方の苦行のしかたを見に参りました。ここには誰一人
として、菩提を成就する誓戒をもつ者はおりません。 (25.71)

　あなたが獲得した［瞑想の］知は、私もまた得ています。しかしこの知は菩提の達成
のためにも、完全な解脱のためにも役立ちません。 (25.72)

- 245 -



　「この方はブラフマー神か、インドラ神か。はたまた太陽神か、月神か、火神か。
或いは法王（ヤマ）か、ニルリティの子か。或いはヴァルナ神か、風神か。 (25.92)

　或いは薬叉の王（クベーラ神）か。はたまたブータの主（シヴァ神）か、ハリ（ヴィ
シュヌ神）か。或いはヴィディヤーダラか、シッダか、サーディヤか。或いはルドラ
か、グヒヤカか。 (25.93)

　或いは薬叉か、ガンダルヴァか。はたまたキンナラか、羅刹か。或いはクンバーンダ
か、龍王か。またはガルダか、阿修羅（ダーナヴァ）か。 (25.94)

　または大神通力ある仙人か。或いは幻術（マーヤー）に長けた呪術師か。きっと［そ
のような者が］比丘の姿をとって、ここを見るために来たのではないか。」 (25.95)

　そのように、あれこれ考えながら、彼ら民衆は彼を見つめて立ち止まり、或る者た
ちは、驚きとともに、彼だけを見つめてその後ろを歩いた。 (25.96)

　或る者は明るく澄んだ心でその出家行者に嬉しく挨拶し、お辞儀すると自分の家へ
招き入れ、清らかな座に坐らせた。 (25.97)

　そして彼を尊び供養して、五種の甘露（乳・醗酵乳・バター・蜜・砂糖）の食事を用意
し、合掌して拝し、見つめながら彼のそばに控えた。 (25.98)

　その後かの比丘（菩薩）はその彼を見つめて祝福の言葉を与えると、その都城を輝か
せながら、落ち着いた一定の視線を保って歩行した。 (25.99)

　彼が近づいて来るのを見て、或る者たちは歓喜の心を抱き、深く敬意を示し、お辞
儀し、嬉しく見つめながら、ついて歩いた。 (25.100)

　彼が歩いてゆくのを見て、女たちは皆歓喜し、見つめながらお辞儀し、大きな喜び
を得た。 (25.101)

　男たちもまた、彼がやって来るのを見て歓喜の心をもち、誰もが称えつつお辞儀し、
嬉しく見つめながら歩んだ。 (25.102)

　国王のシュリー（繁栄の女神）もまた、王としての特徴を具えたその比丘たちを見
て、王者にふさわしいその彼のもとに身を寄せたいと願った。 (25.103)

　このように、諸感官を制御した彼（菩薩）は、あらゆる人の心を奪う輝かしい姿で、
すべての人々から憂いを忘れさせ、其処（都城）から出て行った。 (25.104)

　その後、光輝あり自己知を有するかの人（菩薩）は、都城の外に出ると、パーンダ
ヴァ山を眺めて喜び、そこへ赴いた。 (25.105)

　その出家行者はそこに登ると、洞窟に入り、嬉しく草の座に坐って、心を集中させて
瞑想しながらそこに留まった。 (25.106)

　さて或る人はその都城で、浄らかな感官をもつその比丘が道を歩いているのを見て、
ヴァルナ神ではないかと、驚愕に圧倒された心を抱いた。 (25.107)

　彼はそれを見ると、さっそく去ってビンビサーラ王の御前に進み、跪拝して次の様に
報告した。 (25.108)

　「わが主よ、この地に、身体が吉祥なる相に飾られた大士、自己を抑制した若くて
美しい一人の比丘がやって来ています。 (25.109)
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　彼はこの地で輝きながら［歩行し］、すべての衆生を眺め、浄化しながら、すべての
人の心を奪い、都城の外へ出て行きました。」 (25.110)

　そう、彼が報じたのを聞き、ビンビサーラ王は、強い好奇心に襲われ、その人物に
このように命じた。 (25.111)

　「その大士はどこへ行かれたのか。君は直ちにそこに行きなさい。その偉大な方が
滞在している場所に行って、会ってきなさい。 (25.112)

　会って、彼の家系とこの地に来た理由を尋ね、すぐに戻って来なさい。そして私によ
く理解させて、私の心を喜ばせてくれ。」 (25.113)

　こう、王が命じたのを聞き、その男は立ち上がり、「承知いたしました」と答えて、
直ちにそこから出発した。 (25.114)

　彼はすばやく道を進みながら、集まっている人たちを見ては、「あの若い比丘はどこ
へ行ったのか」と、すべての者に尋ねた。 (25.115)

　彼に尋ねられたその人たちは皆、その男を見て、「彼はパーンダヴァ山へ向かいまし
た」と答えた。 (25.116)

　それを聞くと彼はパーンダヴァ山を見上げて眺め、急いで登っていって、その山にあ
る洞窟に近づいた。 (25.117)

　其処で瞑想しながら諸感官の活動を鎮めて坐っている、その出家行者を見つけ、近づ
いて嬉しく拝し、見つめながらそばに近づいた。 (25.118)

　其処でそばに控えた彼を見て、自己知を有するその出家行者（菩薩）は、「あなたは
何故にここへいらしたのか。あなたが望むことを言いなさい」と言った。 (25.119)

　そう彼が尋ねたのを聞いて、その王の家来は、嬉しくその出家行者に合掌し、拝する
と、見つめながらこう言った。 (25.120)

　「尊者よ、私はあなた様の立派な徳性を耳にしまして、それについてお聞きすること
を得るため、お会いしようとここへ参りました。 (25.121)

　それ故あなた様はお教え下さって、私にもよく理解させ、あなた様の法へと導き、お
救い下さい。 (25.122)

　あなた様はどのような家系、家門にお生まれになったのですか。あなた様の父君は
どなたですか。なぜ若くして出家し、また何のためにこの地に留まっておられるのです
か。 (25.123)

　それについて本当のことを私にお話し下さい。あなた様が私を憐愍をお持ちでした
ら、私に誓戒をお与え下さい。」 (25.124)

　そう彼が語ったのを聞き、その菩薩、善慧者たる出家行者は、その人物を見つめ、
彼によく理解させるためにこう説き示した。 (25.125)

　「私は釈迦族に生まれました。父はシュッドーダナ王です。私は一切衆生を益する目
的のため、菩提行の誓戒を行じながら、 (25.126)

　この地にいるあらゆる仙人の隠棲処で周く様々な苦行のしかたを見学し、［彼ら
と］出会うためにここにやって来ました。 (25.127)

　「この方はブラフマー神か、インドラ神か。はたまた太陽神か、月神か、火神か。
或いは法王（ヤマ）か、ニルリティの子か。或いはヴァルナ神か、風神か。 (25.92)

　或いは薬叉の王（クベーラ神）か。はたまたブータの主（シヴァ神）か、ハリ（ヴィ
シュヌ神）か。或いはヴィディヤーダラか、シッダか、サーディヤか。或いはルドラ
か、グヒヤカか。 (25.93)

　或いは薬叉か、ガンダルヴァか。はたまたキンナラか、羅刹か。或いはクンバーンダ
か、龍王か。またはガルダか、阿修羅（ダーナヴァ）か。 (25.94)

　または大神通力ある仙人か。或いは幻術（マーヤー）に長けた呪術師か。きっと［そ
のような者が］比丘の姿をとって、ここを見るために来たのではないか。」 (25.95)

　そのように、あれこれ考えながら、彼ら民衆は彼を見つめて立ち止まり、或る者た
ちは、驚きとともに、彼だけを見つめてその後ろを歩いた。 (25.96)

　或る者は明るく澄んだ心でその出家行者に嬉しく挨拶し、お辞儀すると自分の家へ
招き入れ、清らかな座に坐らせた。 (25.97)

　そして彼を尊び供養して、五種の甘露（乳・醗酵乳・バター・蜜・砂糖）の食事を用意
し、合掌して拝し、見つめながら彼のそばに控えた。 (25.98)

　その後かの比丘（菩薩）はその彼を見つめて祝福の言葉を与えると、その都城を輝か
せながら、落ち着いた一定の視線を保って歩行した。 (25.99)

　彼が近づいて来るのを見て、或る者たちは歓喜の心を抱き、深く敬意を示し、お辞
儀し、嬉しく見つめながら、ついて歩いた。 (25.100)

　彼が歩いてゆくのを見て、女たちは皆歓喜し、見つめながらお辞儀し、大きな喜び
を得た。 (25.101)

　男たちもまた、彼がやって来るのを見て歓喜の心をもち、誰もが称えつつお辞儀し、
嬉しく見つめながら歩んだ。 (25.102)

　国王のシュリー（繁栄の女神）もまた、王としての特徴を具えたその比丘たちを見
て、王者にふさわしいその彼のもとに身を寄せたいと願った。 (25.103)

　このように、諸感官を制御した彼（菩薩）は、あらゆる人の心を奪う輝かしい姿で、
すべての人々から憂いを忘れさせ、其処（都城）から出て行った。 (25.104)

　その後、光輝あり自己知を有するかの人（菩薩）は、都城の外に出ると、パーンダ
ヴァ山を眺めて喜び、そこへ赴いた。 (25.105)

　その出家行者はそこに登ると、洞窟に入り、嬉しく草の座に坐って、心を集中させて
瞑想しながらそこに留まった。 (25.106)

　さて或る人はその都城で、浄らかな感官をもつその比丘が道を歩いているのを見て、
ヴァルナ神ではないかと、驚愕に圧倒された心を抱いた。 (25.107)

　彼はそれを見ると、さっそく去ってビンビサーラ王の御前に進み、跪拝して次の様に
報告した。 (25.108)

　「わが主よ、この地に、身体が吉祥なる相に飾られた大士、自己を抑制した若くて
美しい一人の比丘がやって来ています。 (25.109)
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　もしあなたが私の誓戒を欲するなら、喜心をもってその誓戒を実行しなさい。私が
菩提を得たとき、必ずここで正法を説くでしょう。」 (25.128)

　彼の説き示したことを聞き、よく理解したその男は、かの大士を拝すると、喜びな
がらそこを去った。 (25.129)

　彼は急いで戻って来て、王のもとへ参上すると、その両足を拝して、御前に立ち、見
つめながらこのように報告した。 (25.130)

　「わが主よ、あの大士はシュッドーダナ王の息子です。一切衆生を益する目的のため
に菩提行の誓戒を行じつつ、 (25.131)

　この地にいるあらゆる仙人の隠棲処において周く様々な苦行のしかたを見て、［彼
らと］出会うためにここにやって来られたのです。 (25.132)

　今、あの大士・出家行者は独りで心を集中させ、パーンダヴァ山の洞窟で禅定して
坐っておられます。 (25.133)

　私は以上のように会い、彼が語ったことを聞いて、驚愕の心を抱き、主君であるあな
た様の御前に、急いで報告に参りました。 (25.134)

　確かにあの方は大通智ある菩薩であり、世の生類の益のため菩提の智慧に達して、仏
陀、法王となられることでしょう。」 (25.135)

　そう、その者が語ったことを聞いて、ビンビサーラ王は「はなはだ驚くべきことだ」
と嬉しく語って、彼と会ってみたいと欲した。 (25.136)

　その後、王は馬に跨ると、大臣や家来たちを連れて急いで進みゆき、嬉しくそのパー
ンダヴァ山へと赴いた。 (25.137)

　其処で［山を］眺めて、登ってゆき、洞窟に近づいていった彼は、禅定しながら座に
坐っているその出家行者の姿を目にした。 (25.138)

　安らかに坐っている彼を見て、その王は歓喜して拝し、顔が浄らかに澄んだ彼を見つ
めながら、そばに近づいた。 (25.139)

　その王が坐ったのを見て、かの菩薩は清澄な蓮の如き顔で彼を見つめ、このよう
に［祝福を］告げた。 (25.140)

　「あなたが無病でありますように。王よ、どこでも、いつでも至福に恵まれますよう
に。正法を成就する仕事が、望む通りに成し遂げられますように。」 (25.141)

　彼から与えられた祝福の言葉を聞き、ビンビサーラ王は再び彼に合掌し、拝する
と、見つめながらこう言った。 (25.142)

　「尊者よ、あなたの誕生はどのような家系、家門においてでしょうか。あなたの父君
はどなたで、母君はどなたですか。その本当のことをどうか私にお語りください。」
(25.143)

　王からそう求められ、かの菩薩はそれを聞くと、その王を見つめて微笑みながらこ
う答えた。 (25.144)

　「かの王中の王、シュッドーダナ王が私の父です。マーヤーと呼ばれる女性が生母、
そしてガウタミーとして知られる女性が継母です。」 (25.145)
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　そう彼が語ったのを聞くと、シュレーニヤ王は、その若い出家修行僧を見つめてこう
言った。 (25.146)

　「あのシュッドーダナ王は転輪王であり、大地の主です。私たちの王、主長であり、
グルであり、師であり、守護者です。 (25.147)

　あなたのお父上の弟子がわれわれ、すべての王ですから、善慧者よ、あなたもまた私
たちの師であり、王国の王でもあるのです。 (25.148)

　ですから、主よ、どうかずっとここで王位の生活期に留まり、欲するがままに快楽を
享受し、思いのままにお過ごし下さい。 (25.149)

　私はあなたに、あらゆる財産を伴った王国の半分を差し上げましょう。それ故、
ずっとこの地に留まり、快楽を味わいつつお暮らし下さい。 (25.150)

　あなたが若くて愛される、神々しい美しい若者である間は、どうか王の住まいに留
まり、王法の誓戒を行って下さい。 (25.151)

　私はあなたに、夫を法として敬い従う、美しい肢体の女たちを与えましょう。彼女
たちと共に、家系の世襲の仕事という誓戒を守り、行って下さい。 (25.152)

　私と一緒にずっと国政の業務を運営し、民衆を保護し、乞い求める者たちには望む
とおりに与え、家系の仕事の誓戒を行って下さい。 (25.153)

　このあまりに過酷な比丘の行法の誓戒が、あなたに何の用があるというのでしょ
う。墓場や無人の地、森林に、どうしてあなたが助ける人もなく、住めるでしょうか。
(25.154)

　転輪王の家柄に生まれながら、今、若くして出家して、どうして善い家も卑しい家で
も［区別せずに］あなたは施食を乞い、受け取れるでしょうか。 (25.155)

　見事なカーシ産の純白に輝く綿布や、絹の衣に包まれていたあなたが、それらを捨て
て、袈裟衣を纏って、どうして輝かしく見えるでしょうか。 (25.156)

　あらゆる宝石で出来た美しい冠、宝石の装飾品も捨ててしまい、頭を剃髪した姿で
は、あなたは美しく輝いて見えません。 (25.157)　
　とても香ばしい油や、芳しいおしろいの粉で化粧されていたそのお体は、今や全身が
灰色の埃にまみれてしまって、美しく見えません。 (25.158)

　歌や踊りの上演がある、大変な活気を伴った宮殿で、昼も夜もあなたは楽しんでいた
のに、この森でどのように快く楽しむのでしょうか。 (25.159)

　ベッドの綿布団の上で、よい香りに満ちたとても柔らかい衣類に覆われた寝椅子の
上で、気持ちよく眠っていたあなたが、どうして地面の草の上で横たわれるでしょう。
(25.160)

　色も香りも味もそなわった上等な食事を捨てて、托鉢で得た粗末な食事を味わって、
あなたはどうして満足できるでしょうか。 (25.161)

　神々のアムリタ（不死の甘露）のようなよい香りの美味しい飲み物を捨てて、不味い
水だけを飲んで、どうして満足できるでしょう。 (25.162)

　バラモンや王族の息子たち、大臣や顧問官たちに囲まれて楽しんでいたのに、今やこ
の深い森の中で付き沿う人もなく、どこで楽しむのですか。 (25.163)

　もしあなたが私の誓戒を欲するなら、喜心をもってその誓戒を実行しなさい。私が
菩提を得たとき、必ずここで正法を説くでしょう。」 (25.128)

　彼の説き示したことを聞き、よく理解したその男は、かの大士を拝すると、喜びな
がらそこを去った。 (25.129)

　彼は急いで戻って来て、王のもとへ参上すると、その両足を拝して、御前に立ち、見
つめながらこのように報告した。 (25.130)

　「わが主よ、あの大士はシュッドーダナ王の息子です。一切衆生を益する目的のため
に菩提行の誓戒を行じつつ、 (25.131)

　この地にいるあらゆる仙人の隠棲処において周く様々な苦行のしかたを見て、［彼
らと］出会うためにここにやって来られたのです。 (25.132)

　今、あの大士・出家行者は独りで心を集中させ、パーンダヴァ山の洞窟で禅定して
坐っておられます。 (25.133)

　私は以上のように会い、彼が語ったことを聞いて、驚愕の心を抱き、主君であるあな
た様の御前に、急いで報告に参りました。 (25.134)

　確かにあの方は大通智ある菩薩であり、世の生類の益のため菩提の智慧に達して、仏
陀、法王となられることでしょう。」 (25.135)

　そう、その者が語ったことを聞いて、ビンビサーラ王は「はなはだ驚くべきことだ」
と嬉しく語って、彼と会ってみたいと欲した。 (25.136)

　その後、王は馬に跨ると、大臣や家来たちを連れて急いで進みゆき、嬉しくそのパー
ンダヴァ山へと赴いた。 (25.137)

　其処で［山を］眺めて、登ってゆき、洞窟に近づいていった彼は、禅定しながら座に
坐っているその出家行者の姿を目にした。 (25.138)

　安らかに坐っている彼を見て、その王は歓喜して拝し、顔が浄らかに澄んだ彼を見つ
めながら、そばに近づいた。 (25.139)

　その王が坐ったのを見て、かの菩薩は清澄な蓮の如き顔で彼を見つめ、このよう
に［祝福を］告げた。 (25.140)

　「あなたが無病でありますように。王よ、どこでも、いつでも至福に恵まれますよう
に。正法を成就する仕事が、望む通りに成し遂げられますように。」 (25.141)

　彼から与えられた祝福の言葉を聞き、ビンビサーラ王は再び彼に合掌し、拝する
と、見つめながらこう言った。 (25.142)

　「尊者よ、あなたの誕生はどのような家系、家門においてでしょうか。あなたの父君
はどなたで、母君はどなたですか。その本当のことをどうか私にお語りください。」
(25.143)

　王からそう求められ、かの菩薩はそれを聞くと、その王を見つめて微笑みながらこ
う答えた。 (25.144)

　「かの王中の王、シュッドーダナ王が私の父です。マーヤーと呼ばれる女性が生母、
そしてガウタミーとして知られる女性が継母です。」 (25.145)
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　いつもバラモンたち、王宮付きの詩人たちや学者たちに讃えられていたあなたが、今
や深い森の中で、ジャッカルなどの獣たちに恐怖することでしょう。 (25.164)

　美味しい料理を捨て、キンマの葉などの口直しの妙味も捨てて、茎や根や葉を食べ
て、どうやって幸福感を得るのですか。 (25.165)

　象や乗り物を捨てて、徒歩であなたがどうして森の中を歩けましょう。都城でのお祭
り行列や祝祭を捨てて、森の中でどのような歓喜の高揚が得られるでしょう。 (25.166)

　いつも集会場の座に坐って、すべての人々から恭しく挨拶されていたあなたが、どう
してたった一人で森の奥の近づき難い場所に、まるで悪党や泥棒のように、住めるで
しょうか。 (25.167)

　乞い求める者たちに望むがままに与え、常にすべての人の益を目的として叶えていた
あなたが、果実や葉や草だけを食べて、どうやってわが身を養おうというのですか。
(25.168)

　天界のように光り輝くご自分の都、めでたい幸せと光輝と善き徳性が依拠する場所
を捨てて、どうして一人で、近づきがたい森の奥にあなたは住んだり歩いたり出来ま
しょうか。 (25.169)

　このように様々な危険がある場所で多様な苦しみを味わい、森の奥で苦行をしなが
ら、いったい何のめでたい幸せが得られるというのですか。 (25.170)

　神々しい栄光と幸せの達成を捨てて、若くして出家して、いったい他にどんな幸せの
達成を、いかに、どうやって、得ようというのですか。 (25.171)

　このように考えて、あまりにも苦しい出家の誓戒を捨てなさい。この誓戒の功徳で、
いかなる善趣（善き再生の世界）の幸せが得られるのですか。 (25.172)

　もしあなたに、功徳を積むことに強い望みがあるのでしたら、この苦行の誓戒を捨
てて、家の世襲の仕事の誓戒を堅持し、専心して行いなさい。 (25.173)

　常に乞い求める者たちに施しを与え、嬉しく世の人々を益し、望むがままに幸せを
享受して、家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさい。 (25.174)

　その誓戒は大きな成就をもたらし、身内・他者・自分を益するものです。この功徳の
力によって、常にこの世ではめでたい幸せとよき安楽があります。 (25.175)

　［そうすれば］来世においても、人は常に天界で輝かしい栄光と幸せを得るでしょ
う。常に善趣（善き再生の世界）に輪廻し、決して悪趣（地獄・餓鬼・畜生界）へ行くこ
とはありません。 (25.176)

　このように考えて、大士よ、王位の生活期に留まり、私と一緒に幸せを享受しながら
家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさい。 (25.177)

　そうすれば、あなたにはこの世で常に幸運なよき安楽があり、来世においても常に
天界で輝かしい栄光と幸せを得ることでしょう。」 (25.178)

　かようにその王が説得するのを聞いて、菩薩・大士は、その王にこのように答えた。
(25.179)

　「善い哉、王よ、あなたは輪廻界での幸福を成し遂げる方法をお語りになりまし
た。しかしながら、私はここで私の所願をお話します。どうかお聞きなさい。 (25.180)
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　私は煩悩の炎に焼かれている三界に生まれた生類を見て、憐憫の思いが心に逼り、輪
廻界の享受を厭うに至りました。 (25.181)

　王よ、彼らの苦悩の火の凄まじい熱さを、私は法（ダルマ、真理の教法）という甘露
の雨水を降らせることで鎮めて、世の生類にめでたい幸をもたらしたいと欲します。
(25.182)

　その目的のため、私は王位を捨て、正法を切望し、出家の禁戒を堅持しつつ、菩提を
得んと強く思っているのです。 (25.183)

　そのために、私は神々しいほど極めて美しい六万人の妻たちや、すべての所有物を、
また親族、眷属、親友、家来たちも捨てて、自ら出家して、ここにやって来たのです。
(25.184)

　私は感官の享楽の対象にも、王国の栄華のよき安楽にも執着していません。ただ正法
に、菩提の智慧の達成に、私は執着しています。 (25.185)

　もろもろの欲望は多くの過悪をもたらし、地獄での苦の諸原因となります。上等の極
めて美味な食事の享受は、毒を含むかのように苦しみを与えるものです。 (25.186)

　欲望のために神々は常に阿修羅たちと戦っています。また欲望のためにクシャトリヤ
たち（王族）は戦争で互いに殺し合って滅びます。 (25.187)

　欲望のために賢明なバラモンたち、苦行をなす仙人たちすら、煩悩の炎に焼かれ、
道を踏み外して、生き物に危害をなす者となります。 (25.188)

　またあらゆる財産の主となったヴァイシャたち（第三身分、平民）も欲望に耽り、娼
婦たちの支配に陥って夢中になり、邪悪な心を抱き、財産を失ってしまいます。
(25.189)

　また有徳で財産家のシュードラたち（第四身分、隷属民）も、長者や善人たちでも、
欲望のために女たちの召使いとなり、その支配下で奴隷となります。 (25.190)

　商人たちや隊商主たち、富を求める者たちは、大海であらゆる財物と一緒に沈んで
しまいます。それもまた、欲望が原因です。 (25.191)

　同様にほかの商人たちも、富を求めてあらゆる所を歩き回り、苦しみに悩まされてい
ますが、それもまた欲望が原因です。 (25.192)

　農民たちもまた、絶えざる農作業に夢中になり、休息もなく大変な苦しみに悩まさ
れていますが、それもまた欲望が原因です。 (25.193)

　同様にほかの、荷物運びの者たちも、山々を越え、休息もなく大変な疲労に苦しみ
ますが、それもまた欲望が原因です。 (25.194)

　貧しい者たちもまた、欲望のためにいつも他人への奉仕に懸命です。哀れな乞食たち
も物貰いのために彷徨い歩いて、苦しみに疲労困憊しています。 (25.195)

　高い家柄の善人たちも、欲望・煩悩に心を乱され、卑しい女たちの支配に陥り、奴
隷状態になっています。 (25.196)

　大臣や顧問官たち、家来たち、兵士や從者たちも、欲望と自負・驕慢に盲目とな
り、十不善の行為をしています。 (25.197)

　いつもバラモンたち、王宮付きの詩人たちや学者たちに讃えられていたあなたが、今
や深い森の中で、ジャッカルなどの獣たちに恐怖することでしょう。 (25.164)

　美味しい料理を捨て、キンマの葉などの口直しの妙味も捨てて、茎や根や葉を食べ
て、どうやって幸福感を得るのですか。 (25.165)

　象や乗り物を捨てて、徒歩であなたがどうして森の中を歩けましょう。都城でのお祭
り行列や祝祭を捨てて、森の中でどのような歓喜の高揚が得られるでしょう。 (25.166)

　いつも集会場の座に坐って、すべての人々から恭しく挨拶されていたあなたが、どう
してたった一人で森の奥の近づき難い場所に、まるで悪党や泥棒のように、住めるで
しょうか。 (25.167)

　乞い求める者たちに望むがままに与え、常にすべての人の益を目的として叶えていた
あなたが、果実や葉や草だけを食べて、どうやってわが身を養おうというのですか。
(25.168)

　天界のように光り輝くご自分の都、めでたい幸せと光輝と善き徳性が依拠する場所
を捨てて、どうして一人で、近づきがたい森の奥にあなたは住んだり歩いたり出来ま
しょうか。 (25.169)

　このように様々な危険がある場所で多様な苦しみを味わい、森の奥で苦行をしなが
ら、いったい何のめでたい幸せが得られるというのですか。 (25.170)

　神々しい栄光と幸せの達成を捨てて、若くして出家して、いったい他にどんな幸せの
達成を、いかに、どうやって、得ようというのですか。 (25.171)

　このように考えて、あまりにも苦しい出家の誓戒を捨てなさい。この誓戒の功徳で、
いかなる善趣（善き再生の世界）の幸せが得られるのですか。 (25.172)

　もしあなたに、功徳を積むことに強い望みがあるのでしたら、この苦行の誓戒を捨
てて、家の世襲の仕事の誓戒を堅持し、専心して行いなさい。 (25.173)

　常に乞い求める者たちに施しを与え、嬉しく世の人々を益し、望むがままに幸せを
享受して、家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさい。 (25.174)

　その誓戒は大きな成就をもたらし、身内・他者・自分を益するものです。この功徳の
力によって、常にこの世ではめでたい幸せとよき安楽があります。 (25.175)

　［そうすれば］来世においても、人は常に天界で輝かしい栄光と幸せを得るでしょ
う。常に善趣（善き再生の世界）に輪廻し、決して悪趣（地獄・餓鬼・畜生界）へ行くこ
とはありません。 (25.176)

　このように考えて、大士よ、王位の生活期に留まり、私と一緒に幸せを享受しながら
家系の伝統の仕事の誓戒を行いなさい。 (25.177)

　そうすれば、あなたにはこの世で常に幸運なよき安楽があり、来世においても常に
天界で輝かしい栄光と幸せを得ることでしょう。」 (25.178)

　かようにその王が説得するのを聞いて、菩薩・大士は、その王にこのように答えた。
(25.179)

　「善い哉、王よ、あなたは輪廻界での幸福を成し遂げる方法をお語りになりまし
た。しかしながら、私はここで私の所願をお話します。どうかお聞きなさい。 (25.180)
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　また王たちも欲望のため、政治の法の義務を軽んじ、好き勝手に振る舞い、愚かに
も諸々の不善行さえしています。 (25.198)

　学者やバラモンや賢者たち、あらゆる学問に通じた者たちでさえ、欲望のために諸
王や資産家たちの使僕となってしまっています。 (25.199)

　これ以上多くを語る必要はないでしょう。誰もが欲望のために、正法に適った行為
を捨て、罪深い行為を犯し、悪趣（悪しき再生の世界）に赴くのです。 (25.200)

　その世界でひどい苦しみを味わいながらも、善良な世俗の人々を罵り、大きな罪の
行為に愛着し、ずっと不善なことを行っています。 (25.201)

　このようにして、極めて罪深い彼らは耐え難い苦痛に悩み、やがてその肉体を捨てた
後、地獄へと落ちてゆきます。 (25.202)

　こうして欲望を楽しんで堕落した、十不善の行為をなす者たちは、悪趣を彷徨いなが
ら、極めて苦しむことになります。 (25.203)

　このように善き人々は認識して、輪廻界における欲望を咎めるのです。堕落した者た
ちは、悪臭を発する糞瓶に喩えられます。 (25.204)

　このように欲望というものを、正法を破壊する、大きな害悪とみなして、聖者たち
は『家住の人生期』を捨てて、『林住の人生期』にわが身を置いたのです。 (25.205)

　彼らは茎や葉や果実だけを食べながら諸感官を満足させ、三昧（定）のすばらしい味
わいを糧として、大きな安楽の中に住んでいます。 (25.206)

　あらゆる善逝たち（諸仏）も、欲望の拠点である『家住の人生期』を捨てて、出家の
禁戒を堅持し、『林住の人生期』に住しながら、 (25.207)

　三昧に心を定め置き、マーラ（魔）の軍勢に打ち勝ち、菩提という宝を手に入れ、光
輝ある善き徳性の蔵を有する者となって、 (25.208)

　三界において正法を説き示し、世の生類を善法から成るものに変えて、仏の住ま
い（涅槃）へと赴かれたのです。 (25.209)

　王よ、私もまた同様に、菩提行の誓戒を実践し、世の生類を善法から成るものに変
え、菩提を獲得せんと意欲しているのです。 (25.210)

　そのために私は王位とすべての所有物を捨て、欲望の享受を欲せず、出家して暮らし
ています。 (25.211)

　出家の禁戒を堅持し、遍くめでたい幸をもたらしながら、菩提を獲得するためにこ
の地も見学しようと嬉しくやって来たのです。 (25.212)

　あらゆる仙人たちの隠棲処において、遍く様々な苦行のしかたを見ながら、私はこ
の地も見るため、やって来ました。 (25.213)

　しかし、何処でも誰一人、菩提を達成する誓戒を持っていませんでした。それ故、私
は最高の菩提がある場所へと行こうと思います。 (25.214)

　菩提に達しないうちは、お国に行くことはありません。菩提を得た時、私は行くで
しょう。 (25.215)

　必ず菩提を得て、正法を説き示し、世の生類を幸せな存在に変えてから、仏の住ま
い（涅槃）に私は赴くことでしょう。」 (25.216)
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　そのように説かれたのを聞いて、ビンビサーラ王はよく理解を得て、大士を見つめて
こう言った。 (25.217)

　「素晴らしい。あなたは現れたのです、ここにやって来られたわが師として。私たち
はあなたの弟子として、常に帰依いたします。 (25.218)

　離欲者・梵行者、諸感官を制した者であるあなたに対し、私は王としてあまりにも
高慢に、愛欲の法へと誘ってしまいました。 (25.219)

　師よ、菩薩であり出家行者であるあなたは、私の犯した罪をみつめ、どうかどんな
時も憐れみの心で見てお赦し下さい。 (25.220)

　あなたが菩提に達し、仏・世尊となられた時、どうかこの地にもやって来られて、法
をお説きになって下さい。 (25.221)

　私たちは皆、正法の徳性を希求する者として、嬉しくあなたのもとに参上し、私は法
を聴聞いたします。 (25.222)

　私たちはあなたを敬い、常に帰依いたします。歓喜して尊重し、嬉しく供養いたしま
す。 (25.223)

　私たちはあなたがご教示になることを、注意深くその通りに聞いて、常に頭上に戴
き、絶えず実行してまいります。 (25.224)

　あなたは以上の［私の言葉を］記憶に留め、輝きながらここにやって来られて、正法
をお説きになりながら、ずっと滞在なさって下さい。」 (25.225)

　王がそのように請うのを聞いて、自己知をもつその出家行者は「そうします」と承諾
の意を示し、沈黙をもってそれに同意した。 (25.226)

　そこでビンビサーラ王は立ち上がり、その菩薩を拝すると、自らの都へと家来たち
と共に去っていった。 (25.227)

　その後、その菩薩も立ち上がると、輝きながら、観察して恵みを与えながら、ヴィン
ディヤ山へと向かった。 (25.228)

　–––以上、私の過去に聞いたことを｛或いは：私の過去の出来事を｝、今私は語りまし
た。大士よ、あなたもこれを聞いてあなたも随喜を得なさい。 (25.229)

　これを聞いて仏の誕生という善説を随喜する者、その者たちは、大士となり、めで
たい幸せと光輝と善き徳性の依る器となるであろう。 (25.230)

　このように師が説いたのを聞いて、アショーカ王は｛或いは：出家行者阿難は｝「わか
りました」と随喜して、聴聞の衆と共に歓びました。 (25.231)

　マガダの君主ビンビサーラ王が会いに来た［という名の］品、第25章［終わる］。

　７．Tath!gatajanm!vad!nam!l! 第26章の校訂

A 184b4 ; B 272b3 (folio 273 and later are missing) ; D 228b1

　また王たちも欲望のため、政治の法の義務を軽んじ、好き勝手に振る舞い、愚かに
も諸々の不善行さえしています。 (25.198)

　学者やバラモンや賢者たち、あらゆる学問に通じた者たちでさえ、欲望のために諸
王や資産家たちの使僕となってしまっています。 (25.199)

　これ以上多くを語る必要はないでしょう。誰もが欲望のために、正法に適った行為
を捨て、罪深い行為を犯し、悪趣（悪しき再生の世界）に赴くのです。 (25.200)

　その世界でひどい苦しみを味わいながらも、善良な世俗の人々を罵り、大きな罪の
行為に愛着し、ずっと不善なことを行っています。 (25.201)

　このようにして、極めて罪深い彼らは耐え難い苦痛に悩み、やがてその肉体を捨てた
後、地獄へと落ちてゆきます。 (25.202)

　こうして欲望を楽しんで堕落した、十不善の行為をなす者たちは、悪趣を彷徨いなが
ら、極めて苦しむことになります。 (25.203)

　このように善き人々は認識して、輪廻界における欲望を咎めるのです。堕落した者た
ちは、悪臭を発する糞瓶に喩えられます。 (25.204)

　このように欲望というものを、正法を破壊する、大きな害悪とみなして、聖者たち
は『家住の人生期』を捨てて、『林住の人生期』にわが身を置いたのです。 (25.205)

　彼らは茎や葉や果実だけを食べながら諸感官を満足させ、三昧（定）のすばらしい味
わいを糧として、大きな安楽の中に住んでいます。 (25.206)

　あらゆる善逝たち（諸仏）も、欲望の拠点である『家住の人生期』を捨てて、出家の
禁戒を堅持し、『林住の人生期』に住しながら、 (25.207)

　三昧に心を定め置き、マーラ（魔）の軍勢に打ち勝ち、菩提という宝を手に入れ、光
輝ある善き徳性の蔵を有する者となって、 (25.208)

　三界において正法を説き示し、世の生類を善法から成るものに変えて、仏の住ま
い（涅槃）へと赴かれたのです。 (25.209)

　王よ、私もまた同様に、菩提行の誓戒を実践し、世の生類を善法から成るものに変
え、菩提を獲得せんと意欲しているのです。 (25.210)

　そのために私は王位とすべての所有物を捨て、欲望の享受を欲せず、出家して暮らし
ています。 (25.211)

　出家の禁戒を堅持し、遍くめでたい幸をもたらしながら、菩提を獲得するためにこ
の地も見学しようと嬉しくやって来たのです。 (25.212)

　あらゆる仙人たちの隠棲処において、遍く様々な苦行のしかたを見ながら、私はこ
の地も見るため、やって来ました。 (25.213)

　しかし、何処でも誰一人、菩提を達成する誓戒を持っていませんでした。それ故、私
は最高の菩提がある場所へと行こうと思います。 (25.214)

　菩提に達しないうちは、お国に行くことはありません。菩提を得た時、私は行くで
しょう。 (25.215)

　必ず菩提を得て、正法を説き示し、世の生類を幸せな存在に変えてから、仏の住ま
い（涅槃）に私は赴くことでしょう。」 (25.216)
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ath!*'oko {or: ath!nando} mah!sattva( s!ñjalis ta" yati" mud! /

natv! pura( sam!'ritya sa"pa'yann evam abrav#t // 26.1

bhadanto 'sau mah!sattvo bodhisattvas tata' caran /

kutra gato vrata" dra%*u" tat sam!de%*um arhasi // 26.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

*a'oka" *ta" *mah!r!ja" {or: '!kyasi"has tam !nanda"} sa"pa'yann evam !di'at // 26.3

'+&v *a'oka {or: !nanda} sam!dh!ya yath! me *guru&!di%*am {or: k+tap)rvakam} /

tath!ha" sa"pravak%y!mi tava mano'bhibodhane // 26.4

tad! vindhy!cale tatra r!m!tmajo maharddhika( /

rudr!bhidho mah!pr!jñas tasthau tapovan!'rame // 26.5

saha sapta'atai( 'i%yais tapasvibhir jitendriyai( /

brahmacary!vrata" dh+tv! pracac!ra sam!hita( // 26.6 　≈ L 243.15-18; H ii,176.3-6

sa dharmenaiva sa"jñ!n!sa"jñ!yatanam uttamam /

!rabhya sarva'i%yebhya( saddharma" samup!di'at // 26.7

tam +%i" d)ratas tatra 'i%yasabh!san!'ritam /

bodhisattva( sam!lokya sa"dra%*u" samup!carat // 26.8

tatra sa munir !tmajño bodhisattva( sam#k%ya tam /

sarvar%isa,gha'!st!ra" sarvalok!bhip)jitam // 26.9 　≈ L 243.18-19; H ii,176.6-8

ayam +%ir mah!bhijña( sarvar%isa,ghan!yaka( /

upadi'ati [185a] ki" dharmam iti dra%*um acintayat // 26.10

evam asy!ntike gatv! pr!rabheya" tapovratam /

n!ya" me ma"syate dharma" vi'i%*a" bodhis!dhanam // 26.11　 ≈ L 243.21-244.1; H ii,176.11-12

tadyatheme mah!bhijñ! +%ayo brahmav!dina( /

bhaveyur mama saddharme pratyak%! bodhip!k%ike // 26.12 　　≈ L 244.3-5; H ii,176.14-178.2

tath! sambodhipak%!&!" dharm!&!" samprak!'ane /

asya 'i%yatvam !s!dya careya" bodhim!nasa( // 26.13 　　≈ L 244.6-7; H ii,178.2-4

sa"s!rasa"sk+tadhy!nasam!dh#n!m as!rat!m /

samupadar'ya saddharma" dar'ayeya" susa"varam // 26.14 　　≈ L 244.1-3; H ii,176.12-14

iti dhy!tv! mah!sattvo bodhisattva( sa sanmati( /

rudraka" ta" sam!mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 26.15 　　≈ L 244.8-10; H ii,178.5-8

mahar%e bhavata( '!st! ko dharm!bhyanu'!saka( /

ki" ca dharmavi'e%a" tat samup!de%*um arhati // 26.16

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

ni'amya sa mah!vijño rudraka evam abrav#t // 26.17 　　≈ L 244.11-14; H ii,178.8-12

ka'cic ch!st! na me m!r%a svayam ev!dhigamyate /

yad dharma" naivasañjñ!n!sañjñ!yatanam uttamam // 26.18

iti tat samup!di%*a" bodhisattvo ni'amya sa( /
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gatvaik!nte sam!'ritya tasthau taddhy!nam!nasa( // 26.19

tad! tasya suvijñasya p)rvapu&y!nubh!vata( /

sa sam!dhisam!patti'at!ny abhimukha" yayu( // 26.20 　≈ L 244.18-245.1; H ii,178.16-180.4

t!ni sarv!&y anusm+tv! bodhisattva( samutthita( /

samupetya sam!mantrya rudrakam evam abrav#t // 26.21 　≈ L 245.1-2; H ii,180.5-7

ka'cid anyo mahar%e 'sti tatsam!dhe( samuttara( /

tad bhav!n me mah!bhijña samup!de%*um arhati // 26.22 　≈ L 245.2-4; H ii,180.7-8

taduktam iti sa"'rutv! rudrakas ta" mah!matim /

bodhisattva" sam!lokya n!st#ti samup!di'at // 26.23

tac chrutv! bodhisattvo 'sau mah!sattvo vi'uddhadh#( /

tat sarva" samabhijñ!ya punar eva" vyacintayat // 26.24 　≈ L 245.5-7; H ii,180.9-11

asy!pi rudrakasy!sti 'raddh! v#rya" ca sa"sm+ti( /

sam!dhir api prajñ! ca sam!pya t!ni santi hi // 26.25

iti svaya" sam!lokya bodhisattva( prasannadh#( /

rudraka" ta" sam!mantrya punar evam abh!%ata // 26.26 　≈ L 245.8-9; H ii,180.12-13

mahar%e yatra niry!to bhav!n dharme nirañjane /

may!py adhigato hy e%a dharmo bhave vimuktida( // 26.27

tac chrutv! sa mah!pr!jño rudrakas ta" mah!matim /

bodhisattva" sam!lokya [185b] punar evam abh!%ata // 26.28 　≈ L 245.10-11; H ii,180.14-15

s!dhv !gaccha mah!sattva may! s!rdham ima" ga&am /

samabhip)jya dharme 'tra viharasva sad! sukham // 26.29

ity !di'ya mah!vijño rudrakas ta" mah!matim /

sam!c!ryapade svasminn adhi%*h!py!nuc!rayat // 26.30

tata( sa bodhisattvas taddharmam anuvicintayan /

nai%a dharmo vimok%!ya n!pi sa"bodhipr!ptaye // 26.31 　≈ L 245.11-13; H ii,180.15-18

iti ni'citya vijño 'sau bodhisattvo mah!mati( /

rudraka" ta" sam!mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 26.32

mahar%e tad vij!n#hi yadarthe 'ham ih!gata( /

n!ha" sa"s!rabhog!rth# svarg!rth# vratam !care // 26.33

api tv aha" sam!lokya jagat kle'!gnit!pitam /

taddu(kh!bhi'am#kartu" sa"bodhi" pr!ptum utsahe // 26.34

etadarthe 'ham uts+jya r!jya" sarv!n parigrah!n /

pravrajy!vratam !dh!ya pracar!mi samantata( // 26.35

+%#&!m api sarve%!m !'rame%u vilokayan /

n!n!vratavidh#n d+%*v! dra%*um ih!pi pr!care // 26.36

kasy!pi d+'yate naiva bodhicary!vrata" kvacid /

ato 'ha" bodhisa"pr!ptyai gantum icch!mi s!"pratam // 26.37

iti taduktam !kar&ya sa mahar%ir vicak%a&a( /

ath!*'oko {or: ath!nando} mah!sattva( s!ñjalis ta" yati" mud! /

natv! pura( sam!'ritya sa"pa'yann evam abrav#t // 26.1

bhadanto 'sau mah!sattvo bodhisattvas tata' caran /

kutra gato vrata" dra%*u" tat sam!de%*um arhasi // 26.2

iti sa"pr!rthita" tena 'rutv! so 'rhan mah!mati( /

*a'oka" *ta" *mah!r!ja" {or: '!kyasi"has tam !nanda"} sa"pa'yann evam !di'at // 26.3

'+&v *a'oka {or: !nanda} sam!dh!ya yath! me *guru&!di%*am {or: k+tap)rvakam} /

tath!ha" sa"pravak%y!mi tava mano'bhibodhane // 26.4

tad! vindhy!cale tatra r!m!tmajo maharddhika( /

rudr!bhidho mah!pr!jñas tasthau tapovan!'rame // 26.5

saha sapta'atai( 'i%yais tapasvibhir jitendriyai( /

brahmacary!vrata" dh+tv! pracac!ra sam!hita( // 26.6 　≈ L 243.15-18; H ii,176.3-6

sa dharmenaiva sa"jñ!n!sa"jñ!yatanam uttamam /

!rabhya sarva'i%yebhya( saddharma" samup!di'at // 26.7

tam +%i" d)ratas tatra 'i%yasabh!san!'ritam /

bodhisattva( sam!lokya sa"dra%*u" samup!carat // 26.8

tatra sa munir !tmajño bodhisattva( sam#k%ya tam /

sarvar%isa,gha'!st!ra" sarvalok!bhip)jitam // 26.9 　≈ L 243.18-19; H ii,176.6-8

ayam +%ir mah!bhijña( sarvar%isa,ghan!yaka( /

upadi'ati [185a] ki" dharmam iti dra%*um acintayat // 26.10

evam asy!ntike gatv! pr!rabheya" tapovratam /

n!ya" me ma"syate dharma" vi'i%*a" bodhis!dhanam // 26.11　 ≈ L 243.21-244.1; H ii,176.11-12

tadyatheme mah!bhijñ! +%ayo brahmav!dina( /

bhaveyur mama saddharme pratyak%! bodhip!k%ike // 26.12 　　≈ L 244.3-5; H ii,176.14-178.2

tath! sambodhipak%!&!" dharm!&!" samprak!'ane /

asya 'i%yatvam !s!dya careya" bodhim!nasa( // 26.13 　　≈ L 244.6-7; H ii,178.2-4

sa"s!rasa"sk+tadhy!nasam!dh#n!m as!rat!m /

samupadar'ya saddharma" dar'ayeya" susa"varam // 26.14 　　≈ L 244.1-3; H ii,176.12-14

iti dhy!tv! mah!sattvo bodhisattva( sa sanmati( /

rudraka" ta" sam!mantrya sa"pa'yann evam abrav#t // 26.15 　　≈ L 244.8-10; H ii,178.5-8

mahar%e bhavata( '!st! ko dharm!bhyanu'!saka( /

ki" ca dharmavi'e%a" tat samup!de%*um arhati // 26.16

iti sa"pr!rthita" tena bodhisattvena saddhiy! /

ni'amya sa mah!vijño rudraka evam abrav#t // 26.17 　　≈ L 244.11-14; H ii,178.8-12

ka'cic ch!st! na me m!r%a svayam ev!dhigamyate /

yad dharma" naivasañjñ!n!sañjñ!yatanam uttamam // 26.18

iti tat samup!di%*a" bodhisattvo ni'amya sa( /
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bodhisattva" sudh#manta" sampa'yann idam abrav#t // 26.38

kasy!pi vidyate n!tra bodhicary!vrata" kvacit /

ka' caritu" pra'aknuy!t pañcaka%!yite kalau // 26.39

tath!pi tva" mah!sattvo mah!v#rye par!krama( /

subuddh!nusm+ti" dh+tv! bodhicary!vrata" cara // 26.40

sa"buddh!n!" balenaiva bodhicary!vrata" caran /

du%*!n m!raga&!ñ jitv! sa"bodhi" samav!pnuy!t // 26.41

iti matv! sam!dh!ya pari'uddhatrima&-ala( /

sa"buddhabhajana" k+tv! carasva saugata" vratam // 26.42

gaccha tva" sahas! bodhi" sam!s!dya samantata( /

saddharma" samup!di'ya kuru bhadramaya" jagat // 26.43

bh)y!t te sarvad! bhadra" sidhyatu ca sam#hitam /

jayasiddhigu&!dh!r!" bodhilak%m#" sam!pnuhi // 26.44

iti bhadr!'i%a" dattv! bodhisattv!ya rudraka( /

suprasann!'ayas tatra sam!'rayan nij![186a]'rame // 26.45

tata( sa bodhisattva' ca bodhicary!sam!hita( /

sa'i%ya" rudraka" hitv! dra%*um anyatra pr!carat // 26.46

ta" pray!ta" sam!lokya yatayo brahmac!ri&a( /

pañcak! bhadravarg#y!( sametyaiva" samabruvan // 26.47 　　≈ L 245.16-17; H ii,182.2-3

yad vaya" rudrakasy!sya mahar%e( samup!'rit!( /

naitad brahmamaya" jñ!na" sa"pr!ptum abhi'aknuma( // 26.48　≈ L 245.17-19; H ii,182.3-6

anena bodhisattvena sukhen!'u sam!pyate /

tath!py anena dharme&a naiva *t+ptim av!pyate // 26.49

n)nam e%a mah!sattvo jñ!na" parye%ate varam /

sa labdh! pravara" dharma" loka'!st! bhaved api // 26.50 　　≈ L 245.19-22; H ii,182.6-10

tadaiva sarvalokebhyas taddharma" samup!di'et /

tad vayam asya saddharma" pr!ptum anv!saremahi // 26.51

iti sa"bh!%ya te bhadravarg#y!( pañcak! api /

tato 'pakramya ta" bodhisattvam anuyayur mud! // 26.52

tatra te sahasopetya pra&atv! ta" mah!matim /

bodhisattva" sam!mantrya sa"pa'yanto mud!vadan // 26.53

bhadanta bhavat! s!rdham icch!ma' caritu" vratam /

tad bhav!n na( k+p!" buddhv! samanv!hartum arhati // 26.54

iti tai( pr!rthita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya t!n /

pañcak!n bhadravarg#y!n sa"pa'yann evam !di'at // 26.55

bhavat!pi may! s!rdha" v!ñchanti caritu" yadi /

sa"bodhipra&idhi" dh+tv! sa"carant!" sam!hit!( // 26.56

iti tena sam!di%*a" 'rutv! te pañcak! api /
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sarva" tasy!numodanto 'nubandhitv! sad!caran // 26.57

tata( sa bodhisattvas tair bhik%ubhir anvita' caran /

tatra sarvatra de'e%u pracac!ra prabh!sayan // 26.58 　≈ L 246.1-2; H ii,182.11-12

tad! tatr!ntare m!rge tapasvina( sam!'rit!( /

bodhisattva" tam !y!ta" sam#k%ya samup!caran // 26.59 　≈ L 246.3-5; H ii,182.13-16

tatra te ta" mah!sattva" sametya sahas! mud! /

sam!mantrya sabhaktena *v!sas!pi nyamantrayan // 26.60

yath! tatra sa !lokya bhik%ubhis tai( samanvita( /

!'rame samup!'ritya tasthau sa"bh!sayan ni'i // 26.61

[186b] tata( pr!ta( samutth!ya sarve tapasvino mud! /

sabhik%u" ta" mah!sattva" bhojanai( samato%ayan // 26.62

tata( sa"prasthito bodhisattvas tair bhik%ubhi( saha /

gay!bhidhasya r!jar%er !'rama" samup!'rayan // 26.63 ≈ Bc 12.89

tato 'pi sa mah!sattvo bhik%ubhis tai( samanvita( /

gay!pure caran sarvai( st)yam!no 'bhyar!jata // 26.64

tato 'py asau mah!sattva( prah!&!rtha" mud! caran /

gay!'#r%e nage ramye tasthau t+&!san!'rayan // 26.65 　≈ L 246.6-8; H ii,182.17-19

tatra sa sukhasa"ved# sa"caritu" tapovratam /

buddhapu&y!nubh!vena manasaiva" vyacintayat // 26.66 　≈ L 246.8-9; H ii,184.1-2

k!mar!g!rdrak!y! ye k!m!bhirañjit!'ay!( /

k!m!bhichandit!( k!mat+%&!kle'!dhiv!sit!( // 26.67 　　　　  ≈ L 246.10-247.4; H ii,184.10-185.7

naiv!bhipari'uddh!s te tapobhir du%karair api /

ki" ta !ryamahajjñ!nam adhigantu" pra'aknuyu( // 26.68

yath!rdrak!%*ham !d!ya pr!rdr!" c!py uttar!ra&im /

prati%*h!pya sthale ya' ca mathn#y!d agnil!lasa( // 26.69 　≈ L 247.12-22; H ii,186.16-188.11

so 'bhi'aknoti tadvahnim utp!dayitum utprabham /

tath! k!mavimukt!tm! 'aknoti jñ!nam uttamam // 26.70

eva" ni'citya 'uddh!tm! pari'uddhendriyo yati( /

caritu" du%kara" bodhi" sa"pr!ptyai vratam aicchata // 26.71

tata( sa suprasann!tm! prah!&!rthe jitendriya( /

urubilv!'raya" gr!ma" sam#k%itu" mud!carat // 26.72

tatra sa bhik%ur !lokya bhadra" kurvan samantata( /

pi&-a" sen!pater gehe y!citu" samup!carat // 26.73　　　   ≈ S ii,200.15-201.1; M ii,249.14-250.2

tatra ta" bhik%um !y!ta" d+%*v! sen!pater sut! /

suj!t!khy! prasann!sy! sahas! samup!carat// 26.74

ta" sam#k%ya suj!t! s! snehasa"dagdham!nas! /

prakampit! sulipt!sy! natv!haiva" k+t!ñjali( // 75

bhadanta ko bhav!n k!nto yuv! divy!tisundara( /

bodhisattva" sudh#manta" sampa'yann idam abrav#t // 26.38

kasy!pi vidyate n!tra bodhicary!vrata" kvacit /

ka' caritu" pra'aknuy!t pañcaka%!yite kalau // 26.39

tath!pi tva" mah!sattvo mah!v#rye par!krama( /

subuddh!nusm+ti" dh+tv! bodhicary!vrata" cara // 26.40

sa"buddh!n!" balenaiva bodhicary!vrata" caran /

du%*!n m!raga&!ñ jitv! sa"bodhi" samav!pnuy!t // 26.41

iti matv! sam!dh!ya pari'uddhatrima&-ala( /

sa"buddhabhajana" k+tv! carasva saugata" vratam // 26.42

gaccha tva" sahas! bodhi" sam!s!dya samantata( /

saddharma" samup!di'ya kuru bhadramaya" jagat // 26.43

bh)y!t te sarvad! bhadra" sidhyatu ca sam#hitam /

jayasiddhigu&!dh!r!" bodhilak%m#" sam!pnuhi // 26.44

iti bhadr!'i%a" dattv! bodhisattv!ya rudraka( /

suprasann!'ayas tatra sam!'rayan nij![186a]'rame // 26.45

tata( sa bodhisattva' ca bodhicary!sam!hita( /

sa'i%ya" rudraka" hitv! dra%*um anyatra pr!carat // 26.46

ta" pray!ta" sam!lokya yatayo brahmac!ri&a( /

pañcak! bhadravarg#y!( sametyaiva" samabruvan // 26.47 　　≈ L 245.16-17; H ii,182.2-3

yad vaya" rudrakasy!sya mahar%e( samup!'rit!( /

naitad brahmamaya" jñ!na" sa"pr!ptum abhi'aknuma( // 26.48　≈ L 245.17-19; H ii,182.3-6

anena bodhisattvena sukhen!'u sam!pyate /

tath!py anena dharme&a naiva *t+ptim av!pyate // 26.49

n)nam e%a mah!sattvo jñ!na" parye%ate varam /

sa labdh! pravara" dharma" loka'!st! bhaved api // 26.50 　　≈ L 245.19-22; H ii,182.6-10

tadaiva sarvalokebhyas taddharma" samup!di'et /

tad vayam asya saddharma" pr!ptum anv!saremahi // 26.51

iti sa"bh!%ya te bhadravarg#y!( pañcak! api /

tato 'pakramya ta" bodhisattvam anuyayur mud! // 26.52

tatra te sahasopetya pra&atv! ta" mah!matim /

bodhisattva" sam!mantrya sa"pa'yanto mud!vadan // 26.53

bhadanta bhavat! s!rdham icch!ma' caritu" vratam /

tad bhav!n na( k+p!" buddhv! samanv!hartum arhati // 26.54

iti tai( pr!rthita" 'rutv! bodhisattva( sam#k%ya t!n /

pañcak!n bhadravarg#y!n sa"pa'yann evam !di'at // 26.55

bhavat!pi may! s!rdha" v!ñchanti caritu" yadi /

sa"bodhipra&idhi" dh+tv! sa"carant!" sam!hit!( // 26.56

iti tena sam!di%*a" 'rutv! te pañcak! api /
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pravrajita( kimarthe 'tra sam!y!ti tad ucyat!m // 26.76

iti tayodita" 'rutv! bodhisattva( prasanna[187a]d+k /

suj!t!" t!" subhadr!,g#" sa"pa'yann evam !di'at // 26.77

m!tar aha" suto r!jña( 'uddhodanasya bh)pate( /

k!ma" tyaktv! jagadbhadrabodhicary!vrata" care // 26.78

vivikte 'tra vane ramye sthitv! sa"bodhim!nasa( /

dhy!tv! buddh!n anusm+tv! vrata" caritum !vraje // 26.79

ity ukta" yatin! tena 'rutv! s! paribodhit! /

suj!t! ta" subhadr!"'a" sa"pa'yann evam !lapat // 26.80

h! bhadra katham ajño 'si yat tva" bh)p!dhip!tmaja( /

yuv! r!jya" samuts+jya pravrajita ih!gata( // 26.81

r!japutra nivartasva m! carasva yativratam /

r!jy!'rame sam!'ritya kulacary!vrata" cara // 26.82

cakravartikule j!to yuv! k!nt!tisundara( /

bhik%ucary!vrata" dh+tv! k+pa&avat katha" care( // 26.83

sukomala'ar#ras tva" ka*hine bh)tale vane /

katha" vane ni%#de' ca katha" ca nivaser api // 26.84

v+k%am)le jaratpar&aku*y!" darbhat+&!sane /

sam!'ritya katha" dhy!y!( 'ay#th!' ca katha" ni'i // 26.85

skandham)laphal!ny eva bhuktv! sa"to%ase katham /

nirjhar!mbu rajop)r&at+&apar&!kul!vilam /

p#tv!pi te katha" t+%&!'!ntat+ptisukha" labhe // 26.86

'#tav!t!tap!kr!nte dehe 'tikomale tava /

tadrak%!vara&a" kury!t ka( katha" nirjane vane // 26.87

du%*ajantunin!d!"' ca bh#%a&!n a'ubh!n khar!n /

ni'amya te mano bh#ta" katha" dhairyasukha" labhet // 26.88

durjan!s taskar! dh)rt! vijñ!ya tv!" n+p!tmajam /

h+tv!mbar!&i sarv!&i kuryur v!ri*gata" 'avam // 26.89

eva" n!n!bhaye 'ra&ye durgame durjan!'rame /

katham eka( sam!'ritya ki" vrata" tva" sam!care( // 26.90

ava'ya" tva" paribhra%*a( parikhinnendriy!'raya( /

du(kh!ny *eko 'tra bhuñj!na( ki" pu&ya" [187b] sukham !pnuy!( // 26.91

eva" matv! nivartasva kulacary!vrata" cara /

m!cara nirjane 'ra&ya !'ritya bhik%ukavratam // 26.92

iti tayodita" 'rutv! bodhisattvo yati( sudh#( /

suj!t!" t!" sam!lokya vihasann evam !di'at // 26.93

! eva" vadase m!tas t!vad g+ha" vrajeya hi /

sa"bodhijñ!nam !s!dya gami%y!mi svaya" mud! // 26.94
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sarvatr!pi svaya" gatv! dharm!m+ta" pravar%ayan /

sarv!"l lok!"' ca saddharme c!rayi%y!my aha" sad! // 26.95

etaddhetor aha" m!tar anivart# jagaddhite /

bodhicary!vrata" dh+tv! sa"careya" tapovane // 26.96

kandam)lapal!'!ni pu%p!&y api phal!ni ca /

bhuktv! sa"to%it!tm!ha" ti%*heya" vratam !caran // 26.97

n!ha" bibhemi sarvatra bhave%u vividhe%v api /

bh)m#t+&!san!s#no dhy!tv! lapsy!mi satsukham // 26.98

mu&-ito 'pi jaratkanth!c#var!pr!v+to 'py aham /

sa"'obhito 'smi sarvatra bodhicary!vrata" caran // 26.99

na me 'tra khidyate citta" n!pi sa"kli'yate kvacit  /

bodhipra&idhisa"rakta" s!nandam eva sarvad! // 26.100

janmavy!dhijar!m+tyubhaya" d+%*v! nir!kulam /

sarvasattvahit!dh!na" bodhicary!vrata" caran // 26.101

m+to v! sadgati" y!y!" j#vito 'pi jagaddhite /

sa"bodhi" pr!pya saddharma" prak!'ayan samantata( // 26.102

sarvad!pi 'ubha" k+tv! sarvatra bhuvane%v api /

jagad dharmamaya" k+tv! sa"y!sy!mi jin!layam // 26.103

iti ni'citya sa"s!raratisa"bhogani(sp+ha( /

dharm!m+tarasa" bhoktu" bodhicary!vrata" caran // 26.104

vivikte 'tra vane ramye p)rvabuddh!nusevite /

sam!'ritya sad! bhadravrata" caritum *utsahe // 26.105

etadbodhivrate me 'tra k+tv!numodan!" sad! /

sa"bodhipra&idhi" dh+tv! sa"ca[188a]rasva susa"varam // 26.106

etatpu&yavip!kena pari'uddhatrima&-ala( /

krame&a bodhisambh!ra" p)rayitv! maharddhika( // 26.107

bodhisattvo mah!sattvo bhadra'r#sadgu&!'raya( /

sarvasattvahita" k+tv! da'abh)m#'varo *bhave( // 26.108

tatas tva" pari'uddh!tm! vratac!rijitendriya( /

arhan m!raga&!n jitv! sambodhi" samav!pnuy!( // 26.109

tata( sarvatra loke%u saddharma" sa"prak!'ayan /

jagad dharmamaya" k+tv! sa"y!syasi jin!layam // 26.110

iti satya" parijñ!ya sa"bodhinihit!'ay! /

mama vrate 'numodant# bodhicary!vrata" cara // 26.111

ity !di%*a" sudh#re&a yatin! tena bhik%u&! /

'rutv! bhadr! suj!t! s! pr!bhyanandat prabodhit! // 26.112

tatas ta" yatim abhyarcya s! suj!t!bhimodit! /

saha pañc!m+tai( 'uddhair bhojanai( samato%ayat // 26.113

pravrajita( kimarthe 'tra sam!y!ti tad ucyat!m // 26.76

iti tayodita" 'rutv! bodhisattva( prasanna[187a]d+k /

suj!t!" t!" subhadr!,g#" sa"pa'yann evam !di'at // 26.77

m!tar aha" suto r!jña( 'uddhodanasya bh)pate( /

k!ma" tyaktv! jagadbhadrabodhicary!vrata" care // 26.78

vivikte 'tra vane ramye sthitv! sa"bodhim!nasa( /

dhy!tv! buddh!n anusm+tv! vrata" caritum !vraje // 26.79

ity ukta" yatin! tena 'rutv! s! paribodhit! /

suj!t! ta" subhadr!"'a" sa"pa'yann evam !lapat // 26.80

h! bhadra katham ajño 'si yat tva" bh)p!dhip!tmaja( /

yuv! r!jya" samuts+jya pravrajita ih!gata( // 26.81

r!japutra nivartasva m! carasva yativratam /

r!jy!'rame sam!'ritya kulacary!vrata" cara // 26.82

cakravartikule j!to yuv! k!nt!tisundara( /

bhik%ucary!vrata" dh+tv! k+pa&avat katha" care( // 26.83

sukomala'ar#ras tva" ka*hine bh)tale vane /

katha" vane ni%#de' ca katha" ca nivaser api // 26.84

v+k%am)le jaratpar&aku*y!" darbhat+&!sane /

sam!'ritya katha" dhy!y!( 'ay#th!' ca katha" ni'i // 26.85

skandham)laphal!ny eva bhuktv! sa"to%ase katham /

nirjhar!mbu rajop)r&at+&apar&!kul!vilam /

p#tv!pi te katha" t+%&!'!ntat+ptisukha" labhe // 26.86

'#tav!t!tap!kr!nte dehe 'tikomale tava /

tadrak%!vara&a" kury!t ka( katha" nirjane vane // 26.87

du%*ajantunin!d!"' ca bh#%a&!n a'ubh!n khar!n /

ni'amya te mano bh#ta" katha" dhairyasukha" labhet // 26.88

durjan!s taskar! dh)rt! vijñ!ya tv!" n+p!tmajam /

h+tv!mbar!&i sarv!&i kuryur v!ri*gata" 'avam // 26.89

eva" n!n!bhaye 'ra&ye durgame durjan!'rame /

katham eka( sam!'ritya ki" vrata" tva" sam!care( // 26.90

ava'ya" tva" paribhra%*a( parikhinnendriy!'raya( /

du(kh!ny *eko 'tra bhuñj!na( ki" pu&ya" [187b] sukham !pnuy!( // 26.91

eva" matv! nivartasva kulacary!vrata" cara /

m!cara nirjane 'ra&ya !'ritya bhik%ukavratam // 26.92

iti tayodita" 'rutv! bodhisattvo yati( sudh#( /

suj!t!" t!" sam!lokya vihasann evam !di'at // 26.93

! eva" vadase m!tas t!vad g+ha" vrajeya hi /

sa"bodhijñ!nam !s!dya gami%y!mi svaya" mud! // 26.94
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tata( s! suprasann!sy! sa"bodhinihit!'ay! /

bodhisattva" tam !namya sa"pa'yanty evam abrav#t // 26.114

s!dhu gaccha mah!sattva sa"carasva susa"varam /

sidhyatu te mahatk!rya" nirvighnam astu sarvad! // 26.115

tad!khy!ta" sam!kar&ya bodhisattvapras!ditam /

suj!t!" t!" sam!lokya sa"prasthitas tato 'carat // 26.116

tatra so 'nucaran sattv!n sam#k%ya sud+'! mud! /

nad#" svacchodak!" ramy!" nairañjan!m apa'yata // 26.117 　　≈ L 248.6-10: H ii,188.18-190.2

sam#k%ya s)pat#rth!n!" padmotpal!di'obhit!m /

pu%pibhi( phalibhir v+k%ais ta*aruhair ala"k+t!m // 26.118

bodhisattva( prasann!tm! sa"pa'yan samup!caran /

tatt#re samup!'ritya manasaiva" vyacintayat // 26.119

bat!ya" bh)prade'o 'tirama&#yo 'bhi'obhita( /

sa"layan!nur)po hi prah!&!*rthina !'rama( // 26.120 ≈ L 248.10-12: H ii,190.2-5

[188b] aham atra prah!&!rth# sam!dhinihit!'aya( /

buddh!n anusmaran dhy!tv! ti%*heya" bodhipr!ptaye // 26.121

iti ni'citya 'uddh!tm! bodhisattvas tadantike /

tapovane manoramye vivikte samup!carat // 26.122

tatr!pa'yad asau par&a'!l!" 'akr!bhinirmit!( /

t!" sam#k%ya prasann!tm! bodhisattvo mud!carat // 26.123

tatra sa samup!vi'ya t+&!sane sam!'rayan /

sarv!n buddh!n anusm+tv! tasthau dhy!nasam!hita( // 26.124

tad! buddh!nubh!vena bodhisattvo vi'uddhadh#( /

manas!bhisam!lokya dhy!tvaiva" samacintayat // 26.125 　　　 ≈ L 248.13; H ii,190.6

ih!dhun!vat#r&o 'ha" jambudv#pe kalau yuge /

ka%!yite%u sarve%u h#n!dhimuktic!ri%u // 26.126 　 　　　≈ L 248.13-14; H ii,190.6-7

atr!pi t#rthik! n!n!tapovrat!bhisa"rat!( /

sv!tmasaukhya'ubh!k!,k%!( sa"carante yatheccay! // 26.127 　　　≈ L 248.14-15; H ii,190.7-8

n!n!vidhatapa(pu&yai( sv!tm!bhit!panodbhavai( /

k!ya'uddhim abh#cchanti prajñ!payanti conmad!( // 26.128 　　　≈ L 248.15-16; H ii,190.8-9

kecin mantr!bhijalpanto dhy!tv! sm+tv! kule'varam /

samabhyarcya sad! nitya" bhajanty !tmasukhecchay! // 26.129　　　≈ L 248.16-17; H ii,190.10

kecin mantrair mana('uddhi" bh!vayanto 'vic!rik!( /

svapar!tmasam!c!r!( sa"carante tapovratam // 26.130

hastapralehaka" n!ma vrata" kecic caranty api /

caranti m!nina( kecid ay!canakasa"varam // 26.131 　　　≈ L 248.17; H ii,190.10

an!mantra&aka" kecit kecic ca m)lika" vratam /

kecin nir!mi%a" kecit sur!tu%!mbu*varjanam // 26.132 　　　≈ L 248.17-18; H ii,190.10-12
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tathaiva kulabhaik%ya" ca [189a] t+t#ya" kulabhaik%akam /

pañcamakulabhaik%ya" ca saptama" kulabhaik%akam // 26.133 ≈ L 248.18; H ii,190.12

kecin m)laphal!h!ra" kecic chaiv!lika" vratam /

ku'apattrat+&!h!ra" pu%pab#j!'anavratam // 26.134 ≈ L 248.18-19; H ii,190.12

kecit pañc!m+t!h!ra" pañcagavy!'ana" vratam /

kecic ca pau%*ik!h!ra" kecit k%#raudan!'anam // 26.135 ≈ L 248.19; H ii,190.12-13

pak%isa"da"'ikots+%*aprak%!liyaphal!'anam /

gr!mak%etravanodbh)ta'!kaskandh!'ana" tath! // 26.136 ≈ L 248.20; H ii,190.13-14

gom+g!'vavar!ha' ca v!narebhavrata" tath! /

ekasth!n!'ana" kecin maunav#r!sana" vratam // 26.137 ≈ L 248.21; H ii,190.14-15

tathaik!lopika" y!vat *sapt!lopik+tavratam /

dinaikabhaktam eva" ca tath!hor!trika" vratam // 26.138 　  ≈ L 248.21-22; H ii,190.15-192.1

y!vat sapt!habhakta" ca pak%opav!saka" tath! /

vrata" m!sopav!sa" ca kecic candr!ya&a" vratam // 26.139 ≈ L 249.1; H ii,192.1

g+dhrapak%adhar!( kecid ul)kapak%ap!&aya( /

muñjavalkalavastr!' ca kecid balbajav!san! // 26.140 ≈ L 249.1-2; H ii,192.1-2

ke'akambalavastr!' ca kecic carm!v+t!'ray!( /

'!&a*kanth!v+t!,g!' ca kecic ca c#var!v+t!( // 26.141 ≈ L 249.2-3; H ii,192.2-4

t+&a'ayy!san!( kecit kecid bhasmasam!'rit!( /

kecic ca 'arkal!s#n!( kecic ca *d+%ad!'rit!( // 26.142 ≈ L 249.3; H ii,192.4

kecid *upalak!s#n!s phalakaka&*ak!'rit!( /

kecic ca stha&-il!s#n!( kecid utku*uk!sthit!( // 26.143 ≈ L 249.3-4; H ii,192.4-5

kecid eva vin!v!s! dvitridinaniv!sik!( /

catu(pañcama%a*saptabahudinaniv!sik!( // 26.144 ≈ L 249.4-5; H ii,192.5

nagn! bhasm!bhilipt!,g!( sth!n!sth!n!vikalpik!( /

d#rghake'a[189b]nakha'ma'ruja*!maku*adh!rik!( // 26.145 ≈ L 249.5-6; H ii,192.5-7

nirm!lyap!"'ulipt!,g! muktake'!digambar!( /

kecid u%&!mbup!n!' ca ta&-ulodakap!&ak!( // 26.146 ≈ L 249.6-7; H ii,192.7-9

syanditodakap!n!' ca sad!t#rth!mbup!nak!( /

nad#hradasarov!p#k)pa'#t!mbup!nak!( // 26.147

kecit trida&-ik! mu&-!( ku&-ik! p!tradh!rak!( /

kecit kap!lakha*v!,ga-amarukha-gap!&aya( // 26.148 　　　 ≈ L 249.8-10; H ii,192.10-11

makh!gnidh)map!n!' ca b!l!dityanir#k%a&!( /

kecit pañc!gnitapt!,g!( kecit t#rthajal!'rit!( // 26.149 　　　≈ L 249.10; H ii,192.11-194.1

sadordhvab!hava( kecit kecid eka*pade sthit!( /

eva" n!n!tapa(pu&ya" cinvanty !tmasukhecchay! // 26.150 ≈ L 249.10-11; H ii,194.1

yat!gnau patit!( kecid kecit prap!tap!tit!( /

t#rthajalanimagn!' ca tyajanty as)n sukhecchay! // 26.151 ≈ L 249.11-13; H ii,194.1-3

tata( s! suprasann!sy! sa"bodhinihit!'ay! /

bodhisattva" tam !namya sa"pa'yanty evam abrav#t // 26.114

s!dhu gaccha mah!sattva sa"carasva susa"varam /

sidhyatu te mahatk!rya" nirvighnam astu sarvad! // 26.115

tad!khy!ta" sam!kar&ya bodhisattvapras!ditam /

suj!t!" t!" sam!lokya sa"prasthitas tato 'carat // 26.116

tatra so 'nucaran sattv!n sam#k%ya sud+'! mud! /

nad#" svacchodak!" ramy!" nairañjan!m apa'yata // 26.117 　　≈ L 248.6-10: H ii,188.18-190.2

sam#k%ya s)pat#rth!n!" padmotpal!di'obhit!m /

pu%pibhi( phalibhir v+k%ais ta*aruhair ala"k+t!m // 26.118

bodhisattva( prasann!tm! sa"pa'yan samup!caran /

tatt#re samup!'ritya manasaiva" vyacintayat // 26.119

bat!ya" bh)prade'o 'tirama&#yo 'bhi'obhita( /

sa"layan!nur)po hi prah!&!*rthina !'rama( // 26.120 ≈ L 248.10-12: H ii,190.2-5

[188b] aham atra prah!&!rth# sam!dhinihit!'aya( /

buddh!n anusmaran dhy!tv! ti%*heya" bodhipr!ptaye // 26.121

iti ni'citya 'uddh!tm! bodhisattvas tadantike /

tapovane manoramye vivikte samup!carat // 26.122

tatr!pa'yad asau par&a'!l!" 'akr!bhinirmit!( /

t!" sam#k%ya prasann!tm! bodhisattvo mud!carat // 26.123

tatra sa samup!vi'ya t+&!sane sam!'rayan /

sarv!n buddh!n anusm+tv! tasthau dhy!nasam!hita( // 26.124

tad! buddh!nubh!vena bodhisattvo vi'uddhadh#( /

manas!bhisam!lokya dhy!tvaiva" samacintayat // 26.125 　　　 ≈ L 248.13; H ii,190.6

ih!dhun!vat#r&o 'ha" jambudv#pe kalau yuge /

ka%!yite%u sarve%u h#n!dhimuktic!ri%u // 26.126 　 　　　≈ L 248.13-14; H ii,190.6-7

atr!pi t#rthik! n!n!tapovrat!bhisa"rat!( /

sv!tmasaukhya'ubh!k!,k%!( sa"carante yatheccay! // 26.127 　　　≈ L 248.14-15; H ii,190.7-8

n!n!vidhatapa(pu&yai( sv!tm!bhit!panodbhavai( /

k!ya'uddhim abh#cchanti prajñ!payanti conmad!( // 26.128 　　　≈ L 248.15-16; H ii,190.8-9

kecin mantr!bhijalpanto dhy!tv! sm+tv! kule'varam /

samabhyarcya sad! nitya" bhajanty !tmasukhecchay! // 26.129　　　≈ L 248.16-17; H ii,190.10

kecin mantrair mana('uddhi" bh!vayanto 'vic!rik!( /

svapar!tmasam!c!r!( sa"carante tapovratam // 26.130

hastapralehaka" n!ma vrata" kecic caranty api /

caranti m!nina( kecid ay!canakasa"varam // 26.131 　　　≈ L 248.17; H ii,190.10

an!mantra&aka" kecit kecic ca m)lika" vratam /

kecin nir!mi%a" kecit sur!tu%!mbu*varjanam // 26.132 　　　≈ L 248.17-18; H ii,190.10-12
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tathau"k!rava%atk!rasvadh!sv!h!dijalpanai( /

dh!ra&#mantrap!*hai' ca s!dhayanty !tmasadgatim // 26.152 ≈ L 249.13-14; H ii,194.3-5

kecid brahm!&am !r!dhya sa"cinvanti v+%a" mud! /

kecid rudra" sam!r!dhya hari" kecit sam!hit!( // 26.153

tathendu" bh!skara" 'akra" sarv!"l lok!dhip!n api /

sat!rak!n grah!n kecit sam!r!dhy!rcayanty api // 26.154

saga&! m!t+k!( skandhamah!k!lavin!yak!n /

bhairav!n bhagavat#durg!" sam!r!dhya bhajanty api // 26.155

kecic ca -!kin#r -!k!n siddh!n s!dhy!"' ca guhyak!n /

gandharv!n kinnar!n yak%!n kecid vidy!dhar!n api // 26.156

n!gendr!n garu-!n daity!n kumbh!&-!n r!k%as!n api /

bh)t!n pre[190a]t!n pi'!c!"' ca bhujanty !tmasukhecchay! // 26.157  ≈ L 249.16-19; H ii,194.7-10

kecic ca parvate kuñje dar#%)patyak!su ca /

nad#hradasara(k)pamahodadhita*e%v api // 26.158 　　　≈ L 249.19-20; H ii,194.10-11

p#*hak%etra'ma'!ne%u '+,g!*ake ca ma&-ape /

sattre ma*he vih!re%u v+k%am)le%u go%*hake // 26.159 　　　≈ L 249.20-21; H ii,194.11-12

evam anyatra de'e%u vivikte nirjane vane /

sam!'ritya sam!dh!ya sa"carante tapovratam // 26.160

kecic caiva" g+hastambham upalamu%ala" dhanu( /

'ara'aktitri')l!'ibhindip!l!n bhajanty api // 26.161 　　   ≈ L 249.21-22; H ii,194.12-13

dadhisarpiryavak%#radh!turatnai' ca sar%apai( /

d)rv!*pratisar!bhy!" ca *pratigacchanti ma,galam // 26.162   ≈ L 249.22-250.2; H ii,194.13-196.1

kecid apy !tmajai( putrair manyante sv!tmasadgatim /

eva" n!n!vidh!n!ni kurvanti t#rthik! ime // 26.163 ≈ L 250.3-4; H ii,196.2-3

mithy!m!rgapray!t!s te ''ara&e *'ara&otsav!( /

am!,galye 'pi m!,galya" sa"jñina( 'uddhim!nina( // 26.164 ≈ L 250.4-5; H ii,196.3-4

yan nv aha" t!d+'a" bhadram !rabheya" tapovratam /

yatheme t#rthik! matt! bhaveyur nirmadotsav!( // 26.165 ≈ L 250.5-6; H ii,196.4-6

pu&yakriy!pra&a%*!n!" kury!" citta" v+%otsukam /

dhy!n!bhil!%in!" dhy!navi'e%a" dar'ayeya hi // 166 ≈ L 250.6-8; H ii,196.6-8

iti dhy!tv! sa 'uddh!tm! bodhisattva( sam!hita( /

sarv!n buddh!n anusm+tv! du%kara" tapa !labhat // 26.167 ≈ L 250.9-10; H ii,196.9-11

tatra parya,kam !bhujya dhy!tv! buddh!n anusmaran /

sam!dhinihit!tm! sa pracac!ra vrata" mud! // 26.168

tadvratap!lan!rthena pratyaha" sa vi'uddhadh#( /

ekakolaphala" bhuktv! tasthau dhy!nasam!hita( // 26.169

evam e[190b]kaphala" kola" pratidina" sam!hita( /

bhuktv!%*!da'am!s!ni tapovrata" sam!carat // 26.170 　　   ≈ S ii.231.7-12; M ii,289.5-10
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tata( so 'tik+'!,go pi pratyaham ekata&-ulam /

bhuktv!%*!da'am!s!ni sam!carat tapovratam // 26.171

tata' c!pi k+'!,go 'pi tilam eka" dina" prati /

bhuktv!%*!da'am!s!ni sam!hito 'carad vratam // 26.172

tata( so 'tik+'!,go 'pi nir!h!rasam!hita( /

dhy!tv!%*!da'am!s!ni tapovrata" sam!carat // 26.173

tata' c!pi k+'!,go 'sau bodhisattva( sam!dhibh+t //

triratna'ara&a" k+tv! sarv!n buddh!n anusmaran // 26.174 　　　≈ L 250.10-14; H ii,196.11-15

nirudhy!'v!sapra'v!sau sa"sth!pya h+day!mbuje /

dhy!nam !sph!naka" n!ma dh+tv! tasthau sam!hita( // 26.175

abal! ca sugupt!khy! priy! ca supriy!bhidh! /

tath! vijayasen! c!timuktakamal!bhidh! // 26.176 ≈ L 265.1-8; H ii,236.3-10

sundar# kumbhak!r# ca tath! c!py uluvilvik! /

ja*ilak! suj!t! ca da'ait! gr!mik!tmaj!( // 26.177

pratyaha" ta&-ula" kola" tila" dattv! pras!dit!( /

nitya" sam#k%ya vanditv! paryup!sya mud!bhujan // 26.178

tatas tasy!nile ruddhe n!sik!mukhayor api /

uccai( 'abda' ca tacchrota'chidr!bhy!" samud!carat // 26.179 ≈ L 251.15-17; H ii,200.5-7

tatas te%u niruddhe%u 'roton!s!mukhe%v api /

v!yur )rddhva" gatas tasya pr!pa *jaghanamastakam // 26.180 ≈ L 251.22-252.4; H ii,200.12-17

eva" nirudhya sarve%u chidre%u v!yuc!lanam /

dhy!tv! *c!sph!naka" k+tv! tasthau sa ni'calendriya( // 26.181

eva" sthita" tam !lokya dev!s tatra sam!gat!( /

k!lagato mah!sattvo bat!yam iti pr!vadan // 26.182  ≈ L 251.22-252.4; H ii,200.17-202.1

tato 'nye ta" sa[191a]m!s#na" sam#k%yaiva" mud!vadan /

*arhann e%a mah!sattvo dhy!tv! sthita( sam!hita( // 26.183 ≈ L 252.6-7; H ii,202.1-3

aya" '!kyakulodd#pa( k+tv! dharmaprak!'anam /

aparip)r&asa"kalpo naiv!bhinirv+ti" vrajet // 26.184 　　　 ≈ L 252.9-10; H ii,202(vs.)1

ity ukt! te 'mar! bh)ya( sam#k%ya ta" prabodhit!( /

natv! pradak%i&#k+tya mud!caran sur!layam // 26.185

tatra te sahas!gatv! m!y!devy!( pura(sthit!( /

sarvam etat prav+tt!nta" vistare&a nyavedayan // 26.186 　　   ≈ L 252.13-14; H ii,202.14-15

tan niveditam !kar&ya m!y!dev# vi%!dit! /

ta" dra%*u" sahas! m!y! sah!psaroga&air ni'i // 26.187 　　　≈ L 252.15-16; H ii,202.16-17

tatra s!bhigat! m!t! nairañjan!nad#ta*e /

giriprasthe sam!s#na" nir#k%ya tam up!sarat // 26.188

tatra s! ta" sam!lokya k!lagatam iv!sthitam /

snehadu(kh!gnisa"tapt! rudanty evam abh!%ata // 26.189 　　　≈ L 252.16-17; H ii,202.17-19

tathau"k!rava%atk!rasvadh!sv!h!dijalpanai( /

dh!ra&#mantrap!*hai' ca s!dhayanty !tmasadgatim // 26.152 ≈ L 249.13-14; H ii,194.3-5

kecid brahm!&am !r!dhya sa"cinvanti v+%a" mud! /

kecid rudra" sam!r!dhya hari" kecit sam!hit!( // 26.153

tathendu" bh!skara" 'akra" sarv!"l lok!dhip!n api /

sat!rak!n grah!n kecit sam!r!dhy!rcayanty api // 26.154

saga&! m!t+k!( skandhamah!k!lavin!yak!n /

bhairav!n bhagavat#durg!" sam!r!dhya bhajanty api // 26.155

kecic ca -!kin#r -!k!n siddh!n s!dhy!"' ca guhyak!n /

gandharv!n kinnar!n yak%!n kecid vidy!dhar!n api // 26.156

n!gendr!n garu-!n daity!n kumbh!&-!n r!k%as!n api /

bh)t!n pre[190a]t!n pi'!c!"' ca bhujanty !tmasukhecchay! // 26.157  ≈ L 249.16-19; H ii,194.7-10

kecic ca parvate kuñje dar#%)patyak!su ca /

nad#hradasara(k)pamahodadhita*e%v api // 26.158 　　　≈ L 249.19-20; H ii,194.10-11

p#*hak%etra'ma'!ne%u '+,g!*ake ca ma&-ape /

sattre ma*he vih!re%u v+k%am)le%u go%*hake // 26.159 　　　≈ L 249.20-21; H ii,194.11-12

evam anyatra de'e%u vivikte nirjane vane /

sam!'ritya sam!dh!ya sa"carante tapovratam // 26.160

kecic caiva" g+hastambham upalamu%ala" dhanu( /

'ara'aktitri')l!'ibhindip!l!n bhajanty api // 26.161 　　   ≈ L 249.21-22; H ii,194.12-13

dadhisarpiryavak%#radh!turatnai' ca sar%apai( /

d)rv!*pratisar!bhy!" ca *pratigacchanti ma,galam // 26.162   ≈ L 249.22-250.2; H ii,194.13-196.1

kecid apy !tmajai( putrair manyante sv!tmasadgatim /

eva" n!n!vidh!n!ni kurvanti t#rthik! ime // 26.163 ≈ L 250.3-4; H ii,196.2-3

mithy!m!rgapray!t!s te ''ara&e *'ara&otsav!( /

am!,galye 'pi m!,galya" sa"jñina( 'uddhim!nina( // 26.164 ≈ L 250.4-5; H ii,196.3-4

yan nv aha" t!d+'a" bhadram !rabheya" tapovratam /

yatheme t#rthik! matt! bhaveyur nirmadotsav!( // 26.165 ≈ L 250.5-6; H ii,196.4-6

pu&yakriy!pra&a%*!n!" kury!" citta" v+%otsukam /

dhy!n!bhil!%in!" dhy!navi'e%a" dar'ayeya hi // 166 ≈ L 250.6-8; H ii,196.6-8

iti dhy!tv! sa 'uddh!tm! bodhisattva( sam!hita( /

sarv!n buddh!n anusm+tv! du%kara" tapa !labhat // 26.167 ≈ L 250.9-10; H ii,196.9-11

tatra parya,kam !bhujya dhy!tv! buddh!n anusmaran /

sam!dhinihit!tm! sa pracac!ra vrata" mud! // 26.168

tadvratap!lan!rthena pratyaha" sa vi'uddhadh#( /

ekakolaphala" bhuktv! tasthau dhy!nasam!hita( // 26.169

evam e[190b]kaphala" kola" pratidina" sam!hita( /

bhuktv!%*!da'am!s!ni tapovrata" sam!carat // 26.170 　　   ≈ S ii.231.7-12; M ii,289.5-10
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yad! j!to 'si me putra suramye lumbin#vane /

sametya brahma'akr!bhy!" g+h#tas tva" m+gendravat // 26.190　  ≈ L 252.19-20; H ii,204(vs.)3abc

prakr!ntas tva" tad! tatra saptapad!ni s)ryavat /

caturdik%u sam!lokya v!cam evam ud!cara( // 26.191　   ≈ L 252.20-21; H ii,204(vss.)3d-4ab

iya" me pa'cim! j!tir atr!ha" bodhim uttam!m /

sam!s!dya jagadbhadra" k+tv! y!y!" sunirv+tim // 26.192 　　　≈ L 252.22; H ii,204(vs.)4cd

iya" te mahat# t!ta pratijñ! naiva p)rit! /

n+pa'r#sukhasa"pattir api tvay!nubhujyate // 26.193

mahar%er asitasy!pi sam!di%*a" m+%! bhavet /

sa"bodhim anabhipr!pto y!to 'si nidhana" vane // 26.194 　　  ≈ L 253.1-4; H ii,204(vss.)5-6

putr!rthe ka" prapady!mi kasya krand!mi du(khit! /

ko vaded ekaputrasya ki"cit pr!&asya j#vitam // 26.195 　　　≈ L 253.5-6; H ii,204(vs.)7

iti tadvil!pita" 'rutv! bodhisattvo m+dusvara( /

j!nann api sam!lo[191b]kya m!tara" t!" sam!lapat // 26.196

kai%!tra rudate 't#va karu&a" k#r&am)rdhaj! /

putreti vilapant# me puro mah#tal!'rit! // 26.197 　　　≈ L 253.8-9; H ii,204(vs.)8

iti tatkathita" 'rutv! m!y!dev# pramodit! /

na m+to 'yam iti dhy!tv! sa"pa'yant# tam abh!%ata // 26.198

may! tva" da'am!s!ni garbhe vajram iv!dh+ta( /

s!ha" te janan# putra vilap!m#ha du(khit! // 26.199 　　　≈ L 253.11-12; H ii,206(vs.)9

iti m!trodita" 'rutv! bodhisattva( sam!sthita( /

janan#" t!" sam!'v!sya sa"pa'yanty evam !di'at // 26.200 　　 ≈ L 253.13; H ii,206.4

m!tar atra na bhetavya" 'rama" te saphala" bhavet /

maharer asitasy!pi nirde'a" na m+%! bhavet // 26.201 ≈ L 253.14-15; H ii,206.4-6

vy!k+ta" ca mun#ndre&a d#pa"kare&a me yath! /

yath!satya" bhaved eva" sarva" sa"patsyate dhruvam // 26.202 ≈ L 253.16; H ii,206.6-7

'atadh! bh)r vik#ryeta merur dik%u bhramed *api /

sat!rak! grah!( sarve pateyur yadi bh)tale // 26.203 　 ≈ L 253.17-18; H ii,206(vs.)10abc

n!ha" bodhim an!s!dya sarvatra bhuvane%v api /

anupadi'ya saddharma" nirv+ti" samav!pnuy!m // 26.204 　　　≈ L 253.18; H ii,206(vs.)10d

tasm!c choko 'tra m! k!ryo vraja tvam abhinandit! /

pa'ya tvam acir!d bodhim !pnuy!m 'r#ghana" jinam // 26.205　　　≈ L 253.19; H ii,206(vs.)10ef

iti putrasam!khy!ta" m!y!dev# ni'amya s! /

satyam eva parijñ!ya pr!bhyanandat prabodhit! // 26.206 　　　 ≈ L 253.20; H ii,206.15

tata( s! janan# divyai( pu%pais tam !tmaja" mud! /

abhyavak#rya sa"st)ya sa"pa'yanty evam abrav#t // 26.207 　　   ≈ L 253.20-21; H ii,206.15-16

utthi%*ha te tapa( siddha" kuru%va vratap!lana" /

sarvasattvahit!dh!na" bodhicary!vrata" cara // 26.208
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yath! tvay! sam!khy!ta" sa"sidhyatu tath! tava /

sarvatr!pi sad! bh)y!n ma,gala" nirupadravam // 26.209

ity !khy!y!pi s! m!y!dev# samabhinandit! /

jayasa"v!danots!hair bodhisattva" vyamodayat // 26.210

tatas ta[192a]m !tmaja" v#k%ya s! m!y! janan# mud! /

tridh! pradak%i&#k+tya natv!psaroga&!nvit! // 26.211 　　　≈ L 253.21-22; H ii,206.16-17

bhadrasa"v!danots!hai( samabhinandit!'ay! /

r!trau sa"bh!sayanty!'u svarge nij!laya" yayau // 26.212

tatra s! sv!lay!s#n! sah!psaroga&air mud! /

bodhisattvagu&odbh!ve c!rayant# sad!vasat // 26.213

tata( so 'pi mah!sattva( k+'!,go durvalendriya( /

*vi'u%karaktam!"s!sthicarm!va'e%it!'raya( // 26.214

v+%*iv!t!tap!kr!ntarajovy!ptavivar&ita( /

svaya" pram+jya hastena sarv!,ga" sama'odhayat // 26.215

tad! pram+jatas tasya *tanuj!ni samantata( / 　≈ L 255.1-2; H ii,210.3-4

ke'alom!ni sarv!&i vi'#r&!ny aharan marut // 26.216 　   (= ≈ L 256.4-5; H ii,212.16)

ativichandit!,go 'bh)t k!lavar&o dur!k+ti( / 　≈ L 255.2-3; H ii,210.4-6

ka,k!labh#%a&!k!ra( 'ma'!nastho yath! 'ava( // 26.217 　   (= ≈ L 256.5-6; H ii,212.17-18)

ta" ka,k!l!'raya" k!lavar&am *anabhi'obhitam / 　≈ L 255.3-4; H ii,210.6-7

sam#k%ya gr!mik! lok!( sarve 'py evam abh!%ire // 26.218 　   (= ≈ L 256.6-7; H ii,212.18-19)

bat!ya" 'rama&a( k!la( 'y!mako mudguracchavi( / 　≈ L 255.4-6; H ii,210.7-10

y!py asya 'ubhavar&! s! *tanur antarhit!dhun! // 26.219 　(= ≈ L 256.7-10; H ii,212.19-214.3)

tam eva" sthitam !lokya sarve gr!my!( kum!rik!( /

p!"'upi'!cam ity uktv! p!"'ubhir abhyav!kiran // 26.220 　≈ L 257.3-6; H ii,214.19-216.2

eva" n!n!prak!rai( sa nindyam!no 'pi bh)tavat /

kiñcid api manobhinnad#natva" n!bhyadar'ayan // 26.221

v+%*iv!t!tapatr!&ach!y!m api cak!,k%a *sa /

da"'ama'akasarp!d#n k#*!n naiva nyav!rayat // 26.222 　≈ L 256.19-20; H ii,214.12-13

*mala" nocc!rapra'r!va'le%masi"h!&ak!n api /

utsasarja vyadh!n no v! samiñjanapra[192b]s!ra&am // 26.223 　≈ L 256.20-21; H ii,214.13-15

p!&in!pi kvacit k!ye naiva prach!dana" vyadh!t /

ka&-)yana" tath! kv!pi na cak!ra kad!cana( // 26.224 　≈ L 257.1-2; H ii,214.17-18

apithayad *bhayotpanno nendriy!&i kad!cana /

na cendriy!rtham !lokya g+h&#te sma kad!cana // 26.225 　≈ L 257.2-3; H ii,214.18-19

evam asau mah!sattva( %a-var%!&i sudu%*ara" /

tapovrata" sam!dh!ya pracac!ra jagaddhite // 26.226

tatra ya !gat! dev! yak%agandharvakinnar!( /

daity!' ca garu-! n!g!( kumbh!&-! r!k%as! api // 26.227 　≈ L 257.13; H ii,216.9-10

yad! j!to 'si me putra suramye lumbin#vane /

sametya brahma'akr!bhy!" g+h#tas tva" m+gendravat // 26.190　  ≈ L 252.19-20; H ii,204(vs.)3abc

prakr!ntas tva" tad! tatra saptapad!ni s)ryavat /

caturdik%u sam!lokya v!cam evam ud!cara( // 26.191　   ≈ L 252.20-21; H ii,204(vss.)3d-4ab

iya" me pa'cim! j!tir atr!ha" bodhim uttam!m /

sam!s!dya jagadbhadra" k+tv! y!y!" sunirv+tim // 26.192 　　　≈ L 252.22; H ii,204(vs.)4cd

iya" te mahat# t!ta pratijñ! naiva p)rit! /

n+pa'r#sukhasa"pattir api tvay!nubhujyate // 26.193

mahar%er asitasy!pi sam!di%*a" m+%! bhavet /

sa"bodhim anabhipr!pto y!to 'si nidhana" vane // 26.194 　　  ≈ L 253.1-4; H ii,204(vss.)5-6

putr!rthe ka" prapady!mi kasya krand!mi du(khit! /

ko vaded ekaputrasya ki"cit pr!&asya j#vitam // 26.195 　　　≈ L 253.5-6; H ii,204(vs.)7

iti tadvil!pita" 'rutv! bodhisattvo m+dusvara( /

j!nann api sam!lo[191b]kya m!tara" t!" sam!lapat // 26.196

kai%!tra rudate 't#va karu&a" k#r&am)rdhaj! /

putreti vilapant# me puro mah#tal!'rit! // 26.197 　　　≈ L 253.8-9; H ii,204(vs.)8

iti tatkathita" 'rutv! m!y!dev# pramodit! /

na m+to 'yam iti dhy!tv! sa"pa'yant# tam abh!%ata // 26.198

may! tva" da'am!s!ni garbhe vajram iv!dh+ta( /

s!ha" te janan# putra vilap!m#ha du(khit! // 26.199 　　　≈ L 253.11-12; H ii,206(vs.)9

iti m!trodita" 'rutv! bodhisattva( sam!sthita( /

janan#" t!" sam!'v!sya sa"pa'yanty evam !di'at // 26.200 　　 ≈ L 253.13; H ii,206.4

m!tar atra na bhetavya" 'rama" te saphala" bhavet /

maharer asitasy!pi nirde'a" na m+%! bhavet // 26.201 ≈ L 253.14-15; H ii,206.4-6

vy!k+ta" ca mun#ndre&a d#pa"kare&a me yath! /

yath!satya" bhaved eva" sarva" sa"patsyate dhruvam // 26.202 ≈ L 253.16; H ii,206.6-7

'atadh! bh)r vik#ryeta merur dik%u bhramed *api /

sat!rak! grah!( sarve pateyur yadi bh)tale // 26.203 　 ≈ L 253.17-18; H ii,206(vs.)10abc

n!ha" bodhim an!s!dya sarvatra bhuvane%v api /

anupadi'ya saddharma" nirv+ti" samav!pnuy!m // 26.204 　　　≈ L 253.18; H ii,206(vs.)10d

tasm!c choko 'tra m! k!ryo vraja tvam abhinandit! /

pa'ya tvam acir!d bodhim !pnuy!m 'r#ghana" jinam // 26.205　　　≈ L 253.19; H ii,206(vs.)10ef

iti putrasam!khy!ta" m!y!dev# ni'amya s! /

satyam eva parijñ!ya pr!bhyanandat prabodhit! // 26.206 　　　 ≈ L 253.20; H ii,206.15

tata( s! janan# divyai( pu%pais tam !tmaja" mud! /

abhyavak#rya sa"st)ya sa"pa'yanty evam abrav#t // 26.207 　　   ≈ L 253.20-21; H ii,206.15-16

utthi%*ha te tapa( siddha" kuru%va vratap!lana" /

sarvasattvahit!dh!na" bodhicary!vrata" cara // 26.208
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tasya gu&e%u dharme%u pratyak%!s te pramodit!( /

adhi%*h!ya *parapr!h&ap)j!" k+tv! sad!bhajan // 26.228 　≈ L 257.14-15; H ii,216.10-12

eva" sa bodhisattva( %a-var%!&i du%karavratam /

caran dev!n asa"khyey!n saddharme samayojayat // 26.229 　≈ L 257.16-17; H ii,216.13-15

tath! daity! manu%y!' ca yak%agandharvakinnar!( /

guhyak! siddhas!dhy!' ca kumbh!&-! r!k%as! api // 26.230

vidy!dhar!' ca n!g!' ca garu-!' ca mahorag!( /

sa"bodhis!dhane dharme samabhil!%i&o vyadh!n // 26.231

eva" sattvahita" k+tv! bodhisattva( sam!hita( /

%a-var%!&i jin!n sm+tv! sa"cere du%karavratam // 26.232

tasyaitatsarvav+tt!nta" pratyaha" sa pit! n+pa( /

'uddhodana( sam!kar&ya vismaya" samup!yayau // 26.233

k!la"gata iti 'rutv! naiv!sau paribodhita( /

sam!dhinihit!tm! sa iti citta" vyanodayat // 26.234

tath! praj!patir m!t! bh!ry! ya'odhar!pi ca /

k!la" naiva vrajen n)na" bodhisattva( sa sarvavit // 26.235

sa"bodhipra&idh!nena sam!dhinihit!'aya( /

ni'cay!tmasthito n)nam iti [193a] 'oka" vyamuñcat!m // 26.236

etad*ap)rvav+tt!nta" sarvatra sa"pras!ritam /

'rutv! sarve 'pi lok!' ca vismaya" samup!yayu( // 26.237

eva" sarve 'pi dev!' ca sarve lok!dhip! api /

'rutv! d+%*v!numodantas tadvratam abhile%ire // 26.238

iti '!str! sam!di%*a" 'ruta" may! tathocyate /

tvam apy etat mah!sattva 'rutv! samanumodaya // 26.239

ye 'numodanti 'rutveda" du%karavratac!lanam /

te sarve syur mah!sattv! bhadra'r#sadgu&!'ray!( // 26.240

iti '!str! sam!di%*a" 'rutv!*'oko *n+po {or: 'rutv!nando yatir} mud! /

tatheti prativijñapya pr!bhyanandan sap!r%ada( // 26.241

// iti 'r#lalitavistar!vad!ne du%karavratacary!parivarto n!ma %a-vi"'atitamo 'dhy!ya( //

　Apparatus criticus of the chapter 26

1a ath!*'oko] ex coni: A B D.

3c *a'oka" *ta" *mah!r!ja"] ex coni: '!kyasi"has tam !nanda" A B D. –– In A the words

'!kyasi"has tam !nanda" are letters of later overwriting. Here !"kyasi#has tam "nanda# in the

manuscript A are the letters of later rewritten by someone. 

4a '+&v *a'oka] ex coni: '+&v!nanda A B D.
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4b *guru&!di%*am] ex coni: k+tap)rvaka" A B D.  

4 note] "nanda$ and k%tap&rvaka# in A are letters of later overwriting.

39c ka' caritu" pra'aknuy!t] A: pra'aknuy!t ka' caritu" D. 

39d pañcaka%!yite] A: pañcaka%!yate D.

40b mah!v#rye] A: mah!v#ry! D.

44c °!dh!r!"] A: °!dh!r# D. 

49d *t+ptim] ex coni. (or *tu%*im?): st+stim A2 D.

57c sarva"] D: sarvan A2.

60d *v!sas!pi] ex coni: v!sat!pi A2 D.

62b tapasvino] corr.: tapasvin!" A2: tapasvin! D.

67a k!mar!g!rdrak!y!] A2: k!man!g!drak!y! D.

74b sut!] D: s)ta( A2.

86ef t+%&!'!nta°] corr.: t+%&!s!"ta° D: t+%&!'!ta° A2. 

88b bh#%a&!n a'ubh!n khar!n] = bh#%a&!n a'ubh!n_ khar!" A2: bh#%a&!n_ 'ubhan_ khar!" D. 

89d v!ri*gata" 'avam] ex coni: c!rigat!sava" A2: v!rigat!'ava" D.

90d sam!care(] corr.: sam!care A2: sam!cara( D.

91a paribhra%*a(] A2: paribhra%*a" D.

91c *eko 'tra] ex coni: ekatra D: eka A2.

94b vrajeya hi] A2: vrajemahi D.

97a kandam)la] D: skandam)la A2.

98a n!ha" bibhemi] A2: n!-a" bibhemi D.

99a jaratkanth!] corr.: jaratka&*h! A2 D.

100b sa"kli'yate] A2 'akti'yate D.

105d *utsahe] ex coni: !sane A2: !sane( D.

106a °vrate me 'tra] corr.; °vrata metra D; °vrata meva A.

106d sa"carasva] A2: sa"careya" D.

107b ma&-ala(] ma&-al!( A2 D.

107d maharddhika(] corr.: maharddhik!( A2 D.

108a bodhisattvo mah!sattvo] corr.: bodhisattv! mah!sattv! A2 D.

108b °gu&!'raya(] °gu&!'ray! D: °gu&!'ray!( A2.

108d *bhave(] ex coni: bhave D: bhavet_ A2.

109a tatas tva" pari°] A2: ato 'ha" pari° D.

109d samav!pnuy!(] A; samav!pnuya( D.

110d sa"y!syasi] A2: sa"y!sy!mi D. 

111b °nihit!'ay!] D: °nihit!'ay!( A2.

111c vrate numoda"t#] A2: vrate numoda"ti D.

112d pr!bhyanandat  prabodhit!] corr.: pr!bhyanandan prabodhit!( A2 D.

113d samato%ayat] samato%ayan A2 D.

tasya gu&e%u dharme%u pratyak%!s te pramodit!( /

adhi%*h!ya *parapr!h&ap)j!" k+tv! sad!bhajan // 26.228 　≈ L 257.14-15; H ii,216.10-12

eva" sa bodhisattva( %a-var%!&i du%karavratam /

caran dev!n asa"khyey!n saddharme samayojayat // 26.229 　≈ L 257.16-17; H ii,216.13-15

tath! daity! manu%y!' ca yak%agandharvakinnar!( /

guhyak! siddhas!dhy!' ca kumbh!&-! r!k%as! api // 26.230

vidy!dhar!' ca n!g!' ca garu-!' ca mahorag!( /

sa"bodhis!dhane dharme samabhil!%i&o vyadh!n // 26.231

eva" sattvahita" k+tv! bodhisattva( sam!hita( /

%a-var%!&i jin!n sm+tv! sa"cere du%karavratam // 26.232

tasyaitatsarvav+tt!nta" pratyaha" sa pit! n+pa( /

'uddhodana( sam!kar&ya vismaya" samup!yayau // 26.233

k!la"gata iti 'rutv! naiv!sau paribodhita( /

sam!dhinihit!tm! sa iti citta" vyanodayat // 26.234

tath! praj!patir m!t! bh!ry! ya'odhar!pi ca /

k!la" naiva vrajen n)na" bodhisattva( sa sarvavit // 26.235

sa"bodhipra&idh!nena sam!dhinihit!'aya( /

ni'cay!tmasthito n)nam iti [193a] 'oka" vyamuñcat!m // 26.236

etad*ap)rvav+tt!nta" sarvatra sa"pras!ritam /

'rutv! sarve 'pi lok!' ca vismaya" samup!yayu( // 26.237

eva" sarve 'pi dev!' ca sarve lok!dhip! api /

'rutv! d+%*v!numodantas tadvratam abhile%ire // 26.238

iti '!str! sam!di%*a" 'ruta" may! tathocyate /

tvam apy etat mah!sattva 'rutv! samanumodaya // 26.239

ye 'numodanti 'rutveda" du%karavratac!lanam /

te sarve syur mah!sattv! bhadra'r#sadgu&!'ray!( // 26.240

iti '!str! sam!di%*a" 'rutv!*'oko *n+po {or: 'rutv!nando yatir} mud! /

tatheti prativijñapya pr!bhyanandan sap!r%ada( // 26.241

// iti 'r#lalitavistar!vad!ne du%karavratacary!parivarto n!ma %a-vi"'atitamo 'dhy!ya( //

　Apparatus criticus of the chapter 26

1a ath!*'oko] ex coni: A B D.

3c *a'oka" *ta" *mah!r!ja"] ex coni: '!kyasi"has tam !nanda" A B D. –– In A the words

'!kyasi"has tam !nanda" are letters of later overwriting. Here !"kyasi#has tam "nanda# in the

manuscript A are the letters of later rewritten by someone. 

4a '+&v *a'oka] ex coni: '+&v!nanda A B D.
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114b suprasann!sy! sa"bodhinihit!'ay!] D: suprasann!sy!( sa"bodhinihit!'ay!( A2.

116b bodhisattva(pras!dita(] A2: bodhisattvapras!ditam D.

116c suj!t!" t!"] D: suj!t!t!" A2.

118b °'obhit!m] A2: °'obhit!( D.

120d prah!&!*rthina !'rama(] ex coni: prah!&!rthi( sa !'rama( A2: prah!&!rthi !'rama( D. 

121b nihit!'aya(] D: nihit!'ay! A2.

122c tapovane] A2: tapovana" D.

122d samup!carat] A2: samup!caran D.

123c t!"] A2: t! D.

128c abh#cchanti] corr.: abhicchanti A2 D.

128d prajñ!payanti] corr.: prajñ!payati A2 D || conmad!(] A2: vonmad!( D.

132d °*varjanam] ex coni (cf. LV): °sarjana" A2 D.

134d °b#j!'ana°] A2: °b#j!sana° D.

135d kecit k%#rauda°] corr.: kecit k%#roda° A2: kec#chiroda° D.

136c gr!mak%etra°] corr.: gr!mak%atra° A2 D.

138a tathaik!lopika"] corr.: tathaik!l!pika" A2 D.

138b *sapt!lopik+tavratam] corr.: sam!l!pika" vrata" A2: sam!l!virk+tavrta" D.

141c '!&a*kanth!°] ex coni: '!&aka&*hā° AD. 

142d *d+%ad!'rit!(] ex coni: v+%ad!'rit!( A2 D. 

143a *upalak!s#n!s] ex coni: ugalak!s#n!s A2 D.

143c stha&-il!s#n!(] A2: sya&-il!s#n!( D.

147a syanditodakap!n!'] corr.: syanditodakap!na' A2 D.

150b eka*pade sthit!(] ex coni: ekapadotthit!( A2 D.

151d as)n] corr.: am)n A2 D.

152b svadh!] A2: svad! D.

153b sa"cinvanti v+%a"] A2: sa"cinvan nirv+%a" D.

155c bhagavat#durg!"] A2: bhagavat#" durg!" D.

156a -!kin#r -!k!n] B: -!kin#-!k!n A2.

158b dar#%)pa°] corr.: dar#%upa° A2 D.

159c ma*he] A2: pa*he D.

161b upala°] A2 (cf. LV): utpala° D.

162c d)rv!*pratisar!bhy!"] ex coni (cf. LV): durv!gnibhi(sar!bhy!" D: irv!gnabhisar!bhy!"

A2(ante corr.): i%*!gnibhisar!bhy!" A2(post corr.).

162d *pratigacchanti ma,galam] ex coni: pratiganti＿ma,gala" A2: pratiganti<su>ma,gala" D.

 Here A2 wrote ＿ to indicate one missing character. D wrote "su" in the margin instead of it.

163a kecid apy !tmajai(] A2: kecidevy!tmajai( D. 

164b *'ara&otsav!(] ex coni: 'ara&e psav!( A2 D.

175a nirudhy!'v!sapra'v!sau] A2: nirudhy!'v!sapraty!'v!sau D.
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180d pr!pa *jaghanamastakam] ex coni: pr!pa ja"gh!namastaka" A2: pr!pa ja"ghr!namas-

taka" D.

181c *c!sph!naka"] m!sph!naka" A2 D.

182c k!lagato] A2: k!la" gato D.

183c *arhann e%a] ex coni: arhat e%a A2 D.

189b k!lagatam] D: k!la,gatam A2.

200c janan#" t!"] corr.: janan#nt!" D: janan#t!" A2.

202d sa"patsyate] corr.: sa"sa'yate D: sa"spatsyate A2.

203b bhramed *api] ex coni: bhramed ya*i( (or, bhrame gha*i() A2 D.

204d samav!pnuy!m] corr.: samav!pnuy!t A2 D.

206c satyam eva] A2: satyam eva" D.

208d cara] A2: cara( D.

210c jayasa"v!dano°] corr.: jay!sa"v!dano° A2 D.

214c *vi'u%ka°] ex coni: ni'u%ka° A2 D.

215d sarv!,ga"] corr.: sarv!,ga A2 D.

216b *tanuj!ni] ex coni: natuj!ni A2 D.

218a ka,k!l!'raya"] A2: ka,k!r!'raya" D.

218b *anabhi'obhitam] ex coni: an!'i'obhita" D: !novi'obhita" A2.

219d *tanur antar] ex coni: marv!py antar° A2 D.

220c uktv!] A2: ukt! D.

221ab sa nindyam!no] D: sa"nindyam!no A2.

222b cak!,k%a *sa] ex coni: ca k!"k%ana( A2: ca k!"k%ana D.

223c vyadh!n no] D: vyadh!ko v! A2.

225ab *bhayotpanno nendriy!&i] bhayotpannenendriy!&i D: bhayotpantanendriy!&i A2.

228c *parapr!h&a°] ex coni: par!tprahna( A2(post corr. marg.): par!hn!hna( A2(ante corr.):

par!tprahnu D.

228d °p)j!" k+tv!] corr.: °p)j!k+tv! A2 D.

229d saddharme samayojayat] corr.: saddharmasamayojayat A2 D.

230b °kinnar!(] corr.: °kinnar!n A2 D.

230cd kumbh!&-! r!k%as! api] corr.: kumbh!&-!n r!k%as!n api A2 D.

231b mahorag!(] corr.: mahorag!n A2 D.

231d vyadh!n] corr.: vyadh!t A2 D.

236d vyamuñcat!"] A2: vyamu'cat!" D.

237a etad*ap)rvav+tt!nta"] ex coni: etatp)rvaprav+tt!nta" A2 D.

241b 'rutv!*'oko *n+po] ex coni (cf. TJAM 8.242): 'rutv!nando yatir A2 D.

(Colophon:) 　 'r#lalitavistar!vad!ne du%karavratacaryy!parivartto n!ma %a-vi"'atitamo

'dhy!ya( A2: 'r#lalitavistar!vad!ne du%karavratacary!parivarto n!ma caturvi"'atitamo 'dhy!ya(

D. 

114b suprasann!sy! sa"bodhinihit!'ay!] D: suprasann!sy!( sa"bodhinihit!'ay!( A2.

116b bodhisattva(pras!dita(] A2: bodhisattvapras!ditam D.

116c suj!t!" t!"] D: suj!t!t!" A2.

118b °'obhit!m] A2: °'obhit!( D.

120d prah!&!*rthina !'rama(] ex coni: prah!&!rthi( sa !'rama( A2: prah!&!rthi !'rama( D. 

121b nihit!'aya(] D: nihit!'ay! A2.

122c tapovane] A2: tapovana" D.

122d samup!carat] A2: samup!caran D.

123c t!"] A2: t! D.

128c abh#cchanti] corr.: abhicchanti A2 D.

128d prajñ!payanti] corr.: prajñ!payati A2 D || conmad!(] A2: vonmad!( D.

132d °*varjanam] ex coni (cf. LV): °sarjana" A2 D.

134d °b#j!'ana°] A2: °b#j!sana° D.

135d kecit k%#rauda°] corr.: kecit k%#roda° A2: kec#chiroda° D.

136c gr!mak%etra°] corr.: gr!mak%atra° A2 D.

138a tathaik!lopika"] corr.: tathaik!l!pika" A2 D.

138b *sapt!lopik+tavratam] corr.: sam!l!pika" vrata" A2: sam!l!virk+tavrta" D.

141c '!&a*kanth!°] ex coni: '!&aka&*hā° AD. 

142d *d+%ad!'rit!(] ex coni: v+%ad!'rit!( A2 D. 

143a *upalak!s#n!s] ex coni: ugalak!s#n!s A2 D.

143c stha&-il!s#n!(] A2: sya&-il!s#n!( D.

147a syanditodakap!n!'] corr.: syanditodakap!na' A2 D.

150b eka*pade sthit!(] ex coni: ekapadotthit!( A2 D.

151d as)n] corr.: am)n A2 D.

152b svadh!] A2: svad! D.

153b sa"cinvanti v+%a"] A2: sa"cinvan nirv+%a" D.

155c bhagavat#durg!"] A2: bhagavat#" durg!" D.

156a -!kin#r -!k!n] B: -!kin#-!k!n A2.

158b dar#%)pa°] corr.: dar#%upa° A2 D.

159c ma*he] A2: pa*he D.

161b upala°] A2 (cf. LV): utpala° D.

162c d)rv!*pratisar!bhy!"] ex coni (cf. LV): durv!gnibhi(sar!bhy!" D: irv!gnabhisar!bhy!"

A2(ante corr.): i%*!gnibhisar!bhy!" A2(post corr.).

162d *pratigacchanti ma,galam] ex coni: pratiganti＿ma,gala" A2: pratiganti<su>ma,gala" D.

 Here A2 wrote ＿ to indicate one missing character. D wrote "su" in the margin instead of it.

163a kecid apy !tmajai(] A2: kecidevy!tmajai( D. 

164b *'ara&otsav!(] ex coni: 'ara&e psav!( A2 D.

175a nirudhy!'v!sapra'v!sau] A2: nirudhy!'v!sapraty!'v!sau D.
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『苦行誓戒を行じた』という第26章

　さて、大士たるアショーカは｛或いは：アーナンダは｝、合掌して嬉しくかの出家行者
を拝すると、前に進み出て、見つめながらこのように言った。 (26.1)

　「尊師よ、かの大士・菩薩はその後歩いていって、誓戒を見るためにどこへ行かれた
のでしょうか。それをお説き下さい。」 (26.2)

　そう彼が求めるのを聞き、大慧者たるかの阿羅漢はアショーカ王を｛或いは：釈迦族
の獅子はアーナンダを｝を見つめ、次のように説いた。 (26.3)

　アショーカよ｛或いは：アーナンダよ｝、専心して聞きなさい。わが師によって語られ
た通りに｛或いは：私が以前になした行為をその通りに｝語ろう。あなたの心の目覚めの
ために、私はそれを語ろう。 (26.4)

　その時ヴィンディヤ山には、大神通の者たる、ルドラ・ラーマプトラという名の、偉
大な智慧者が或る苦行林の隠棲処にいた。 (26.5)

　彼は弟子たる七百人の、諸感官を制した苦行者たちと共に、梵行の誓戒を持し、専
心して修行していた。 (26.6)

　彼は教法に従い、最高の境地である『非想非非想定』について、すべての弟子たちに
正法を説いていた。 (26.7)

　菩薩は遠くから、其処で弟子たちの集合した座の中にいるその仙人を眺めて、彼に
会うために近づいた。 (26.8)

　そこで、自己知者たる菩薩は、あらゆる仙人の集団の師であり、すべての人に崇めら
れている彼を見て、 (26.9)

　「この仙人は大神通力をもち、あらゆる仙人の集団の指導者である。どのような法を
説いているのだろう」と、会うために考えた。 (26.10)

　「私はこうして彼のもとへ行って苦行誓戒を始めよう。しかしこの法（非想非非想
定）は私にとって菩提を達成する特別な法ではないと思われる。 (26.11)

　これらの大神通力を持ちブラフマン（梵）を説く仙人たちは、わが正法である菩提分
法において、現前知を得た者（明白な認知者）となりうる。 (26.12)

　［彼らに］菩提分法を明示するために、菩提を志す心をもつ私は、彼の弟子となっ
て、行をなそう。 (26.13)

　輪廻に属する有為法に対する瞑想や三昧が空虚なることを教え、正法と正しい禁戒
（律儀）を私は示そう。」 (26.14)

　このように沈思した大士・菩薩、かの善慧者は、そのルドラカに話しかけて、見つ
めながらこう言った。 (26.15)

　「大仙よ、その法を教示されたあなたの師はどなたですか。そしてまた、その特別
な法を私に説明して下さいませんか。」 (26.16)

　勝れた志あるその菩薩にそう求められると、大智慧者ルドラカは聞いて、このように
語った。 (26.17)
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　「きみ、私に師はいません。自分で、最高の『非想非非想定』という法を会得した
のです。」 (26.18)

　そう、その事が説明されたのを聞き、菩薩は一所に退いて留まり、その禅定に心を
向けた状態でずっと過ごした。 (26.19)

　その時、前世の功徳の力によって、勝れた知をもつ彼は、数百の三昧・等至（定）が
ありありと眼前に現れ出るのを視た。 (26.20)

　それらすべての事を思い出してから、菩薩は立ち上がり、ルドラカに近づいて話しか
け、このように言った。 (26.21)

　「大仙よ、その三昧よりも勝れた、何か別の境地がありましたら、大賢者よ、あな
たはそれを私にお説きになって下さい。」 (26.22)

　そう彼が尋ねたのを聞くと、ルドラカは大慧者たる菩薩を見つめて、「それ以上の
ものは存在しない」と答えた。 (26.23)

　それを聞いて、浄慧者たる大士・菩薩は、そのすべてを証智し、再びこのように考え
た。 (26.24)

　「あのルドラカが有するところの信・精進・念・定・慧は、それらが達成され
て［私にも］有る。」 (26.25)

　明澄な思考を持つ菩薩は、このように自ら見極めると、そのルドラカに話しかけ、
再びこのように語った。 (26.26)

　「大仙よ、あなたが無染著の法に到達された、その法に私も到達しました。この法
は輪廻的生存からの解脱を与えるものです。」 (26.27)

　それを聞くと、大智慧者ルドラカは、大慧者たるその菩薩を見つめ、再びこのよう
に語った。 (26.28)

　「素晴らしい。大士よ、さあ来なさい、私と一緒にこの集団を率い、この法におい
て供養を受けながら、いつまでも安らかに過ごしなさい。」 (26.29)

　大賢者ルドラカはこのように告げ、大慧者たる彼（菩薩）を自分と同等の導師の地位
に据えて、共に自身の教団を導かせた。 (26.30)

　その後かの菩薩は彼の法について熟考し、「この法は解脱に導かず、菩提の獲得に導
かない」と見極め、 (26.31)

　そう決意すると、かの賢者、大慧者たる菩薩は、そのルドラカに話しかけて、見つ
めながらこう言った。 (26.32)

　「大仙よ、私が何のためにここに来たのかをお知り下さい。私は輪廻界における享
楽を求めたり、天界を求めるために、誓戒を行っているわけではありません。 (26.33)

　そうではなく、私は煩悩の炎に焼かれている世の生類を見て、彼らの苦を鎮めるため
に、菩提を得ようと努めているのです。 (26.34)

　その目的のため、私は王位とすべての所有物を捨て、出家の誓戒を守り、至る所を遊
行しているのです。 (26.35)

　すべての仙人たちの隠棲処を見て回り、様々な誓戒のしかたを見て、ここも見るた
め、やって来ました。 (26.36)

『苦行誓戒を行じた』という第26章

　さて、大士たるアショーカは｛或いは：アーナンダは｝、合掌して嬉しくかの出家行者
を拝すると、前に進み出て、見つめながらこのように言った。 (26.1)

　「尊師よ、かの大士・菩薩はその後歩いていって、誓戒を見るためにどこへ行かれた
のでしょうか。それをお説き下さい。」 (26.2)

　そう彼が求めるのを聞き、大慧者たるかの阿羅漢はアショーカ王を｛或いは：釈迦族
の獅子はアーナンダを｝を見つめ、次のように説いた。 (26.3)

　アショーカよ｛或いは：アーナンダよ｝、専心して聞きなさい。わが師によって語られ
た通りに｛或いは：私が以前になした行為をその通りに｝語ろう。あなたの心の目覚めの
ために、私はそれを語ろう。 (26.4)

　その時ヴィンディヤ山には、大神通の者たる、ルドラ・ラーマプトラという名の、偉
大な智慧者が或る苦行林の隠棲処にいた。 (26.5)

　彼は弟子たる七百人の、諸感官を制した苦行者たちと共に、梵行の誓戒を持し、専
心して修行していた。 (26.6)

　彼は教法に従い、最高の境地である『非想非非想定』について、すべての弟子たちに
正法を説いていた。 (26.7)

　菩薩は遠くから、其処で弟子たちの集合した座の中にいるその仙人を眺めて、彼に
会うために近づいた。 (26.8)

　そこで、自己知者たる菩薩は、あらゆる仙人の集団の師であり、すべての人に崇めら
れている彼を見て、 (26.9)

　「この仙人は大神通力をもち、あらゆる仙人の集団の指導者である。どのような法を
説いているのだろう」と、会うために考えた。 (26.10)

　「私はこうして彼のもとへ行って苦行誓戒を始めよう。しかしこの法（非想非非想
定）は私にとって菩提を達成する特別な法ではないと思われる。 (26.11)

　これらの大神通力を持ちブラフマン（梵）を説く仙人たちは、わが正法である菩提分
法において、現前知を得た者（明白な認知者）となりうる。 (26.12)

　［彼らに］菩提分法を明示するために、菩提を志す心をもつ私は、彼の弟子となっ
て、行をなそう。 (26.13)

　輪廻に属する有為法に対する瞑想や三昧が空虚なることを教え、正法と正しい禁戒
（律儀）を私は示そう。」 (26.14)

　このように沈思した大士・菩薩、かの善慧者は、そのルドラカに話しかけて、見つ
めながらこう言った。 (26.15)

　「大仙よ、その法を教示されたあなたの師はどなたですか。そしてまた、その特別
な法を私に説明して下さいませんか。」 (26.16)

　勝れた志あるその菩薩にそう求められると、大智慧者ルドラカは聞いて、このように
語った。 (26.17)
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　しかしどなたの所でも、どこにも菩提行の誓戒は見出せませんでした。それ故今、
私は菩提を得るために旅立ちたいのです。」 (26.37)

　そう彼が語るのを聞き、賢いその大仙は、とても聡明な菩薩を見つめてこう言っ
た。 (26.38)

　「ここには誰の所にも、菩提行の誓戒はどこにも存在しない。五濁のこのカリの時
代（末世）に、誰が［菩提行を］実践できよう。 (26.39)

　それでも、大士たるあなたは大いなる精進と勇猛心を持っている。諸仏への憶念を持
して、菩提行の誓戒を行いなさい。 (26.40)

　人は諸仏の力づけによって、菩提行の誓戒を行いながら、悪しきマーラの群に打ち勝
ち、菩提が得られるであろう。 (26.41)

　このように考え、専心して三輪（身口意）を清め、諸仏を敬信し、善逝たちの誓戒を
行いなさい。 

　さあ行かれるがよい。あなたは速やかに菩提を得て、広く普く正法を説いて、世の生
類を幸せな存在に変えなさい。 (26.43)

　あなたに常に吉祥あれ。あなたの望みが成就しますように。勝利達成の徳性を持つ、
菩提という栄光の女神を手に入れなさい。」 (26.44)

　ルドラカはこのように菩薩に吉祥の祈願の言葉を与えると、明るく澄んだ心で、その
地の自らの隠棲処に留まった。 (26.45)

　その後、菩提行に専念する菩薩は、ルドラカと弟子たちのもとを離れ、他の場所を
見るために進んだ。 (26.46)

　彼が去るのを見て、梵行をなす出家行者たちである賢善なる五人組は、集まってこの
ように語り合った。 (26.47)

　「われらはあのルドラカ大仙のもとに留まっていて、かのブラフマン（梵）所成の智
慧を得ることが出来ないままでいる。 (26.48)

　しかしあの菩薩はそれをやすやすと速やかに達成してしまい、しかも彼はこの法に
満足を得ていない。 (26.49)

　確かにこの大士はもっと勝れた智慧を求めているのだ。彼が最も勝れた法を得たな
ら、彼は世界の師となるであろう。 (26.50)

　その時、彼はすべての人にその法を説くであろう。それ故、われらは彼の正法を得る
ために、彼の後に従ってゆこう。」 (26.51)

　このように語り合うと、彼ら賢善なる五人組もそこを立ち去って、嬉しくその菩薩の
後を追った。 (26.52)

　彼らは速やかに近づくと、かの大慧者たる菩薩に深くお辞儀し、嬉しく話しかけ
て、見つめて言った。 (26.53)

　「尊者よ、我らはあなたと共に誓戒を行じたいと欲しております。それ故、どうか憐
れみを覚え、われらを受け容れて下さい。」 (26.54)

　彼らの請願を聞くと、菩薩はその賢善なる五人組を見つめ、こう告げた。 (26.55)
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　「もしあなた方が私と一緒に修行したいと願うなら、菩提への誓願を堅持し、専心
して修行しなさい。」 (26.56)

　彼がそう告げたのを聞くと、その五人は、彼の告げたすべてに同意して歓び、常に
従って、行をなした。 (26.57)

　その後、かの菩薩はそれらの比丘たちを伴って歩み行き、その国のあらゆる地域を
輝きを放ちながら進んだ。 (26.58)

　その時、行く道の途中で、その地に住していた苦行者たちは菩薩がやって来るのを見
ると、近づいてきた。 (26.59)

　其処で彼らはかの大士のもとに急いで嬉しげに集まり来ると、招いて、尊崇の心を
もって夜の宿処を与えた。 (26.60)

　其処で彼は見学しながら、それらの比丘たちを伴って隠棲処に身を寄せ、夜に語り合
いながら留まった。 (26.61)

　その後翌朝、起きると、すべての苦行者たちは喜心をもってその大士と比丘たちを食
事で満足させた。 (26.62)

　その後、菩薩は比丘たちと共にそこを出発し、ガヤという名前の一人の王仙（王族出
身の仙人）の隠棲処へと赴いた。 (26.63)

　その後、かの大士は比丘たちを伴い、ガヤーという都城を歩み、すべての人々から讃
えられながら、輝いた。 (26.64)

　そこから大士は断滅の［行法の］目的のため、嬉しく歩みを進め、ガヤーシール
シャ（象頭山）の美しい山で、草の座に坐って過ごした。 (26.65)

　其処で安らぎを感じた彼は、苦行の誓戒を実行しようとして、仏たちの功徳の威神力
により、心の中でこのように思考した。 (26.66)

　「欲望・愛欲に濡れた身体をもち、欲望に心が染まり、欲望に歓ばされ、欲望・渇
愛・煩悩に占められた者たちは、 (26.67)

　たとえ困難な苦行を行っても、彼らは決して浄らかな者にならない。どうして彼らが
聖なる大いなる智慧を得ることが出来よう。 (26.68)

　それは、火を欲する者が濡れた材木を取って、濡れ湿った発火用の摩擦木を上に置い
て、地面でこする如くである。 (26.69)

　そのような者が、輝く火を生じさせることが出来るだろうか。その様に、欲望から
解放された心を持つ者だけが、最高の智慧を得ることが出来るのだ。」 (26.70)

　このように確信した、浄らかな心と浄らかな諸感官をもつ出家行者（菩薩）は、菩提
を得るために、困難な苦行の誓戒を実行せんと欲した。 (26.71)

　その後明るく澄んだ心をもち、断滅の目的のために諸感官を統御した彼は、ウルビ
ルヴァーの地にある村を見るため、嬉しく歩んで来た。 (26.72)

　其処でかの比丘（菩薩）は、至る所に幸をもたらしながら、セーナーパティの家へと
食を乞うために赴いた。 (26.73)

　其処でその比丘がやって来たのを見て、セーナーパティの娘である、スジャーターと
いう名の、明るく澄んだ顔をした女が急いで近づいてきた。 (26.74)

　しかしどなたの所でも、どこにも菩提行の誓戒は見出せませんでした。それ故今、
私は菩提を得るために旅立ちたいのです。」 (26.37)

　そう彼が語るのを聞き、賢いその大仙は、とても聡明な菩薩を見つめてこう言っ
た。 (26.38)

　「ここには誰の所にも、菩提行の誓戒はどこにも存在しない。五濁のこのカリの時
代（末世）に、誰が［菩提行を］実践できよう。 (26.39)

　それでも、大士たるあなたは大いなる精進と勇猛心を持っている。諸仏への憶念を持
して、菩提行の誓戒を行いなさい。 (26.40)

　人は諸仏の力づけによって、菩提行の誓戒を行いながら、悪しきマーラの群に打ち勝
ち、菩提が得られるであろう。 (26.41)

　このように考え、専心して三輪（身口意）を清め、諸仏を敬信し、善逝たちの誓戒を
行いなさい。 

　さあ行かれるがよい。あなたは速やかに菩提を得て、広く普く正法を説いて、世の生
類を幸せな存在に変えなさい。 (26.43)

　あなたに常に吉祥あれ。あなたの望みが成就しますように。勝利達成の徳性を持つ、
菩提という栄光の女神を手に入れなさい。」 (26.44)

　ルドラカはこのように菩薩に吉祥の祈願の言葉を与えると、明るく澄んだ心で、その
地の自らの隠棲処に留まった。 (26.45)

　その後、菩提行に専念する菩薩は、ルドラカと弟子たちのもとを離れ、他の場所を
見るために進んだ。 (26.46)

　彼が去るのを見て、梵行をなす出家行者たちである賢善なる五人組は、集まってこの
ように語り合った。 (26.47)

　「われらはあのルドラカ大仙のもとに留まっていて、かのブラフマン（梵）所成の智
慧を得ることが出来ないままでいる。 (26.48)

　しかしあの菩薩はそれをやすやすと速やかに達成してしまい、しかも彼はこの法に
満足を得ていない。 (26.49)

　確かにこの大士はもっと勝れた智慧を求めているのだ。彼が最も勝れた法を得たな
ら、彼は世界の師となるであろう。 (26.50)

　その時、彼はすべての人にその法を説くであろう。それ故、われらは彼の正法を得る
ために、彼の後に従ってゆこう。」 (26.51)

　このように語り合うと、彼ら賢善なる五人組もそこを立ち去って、嬉しくその菩薩の
後を追った。 (26.52)

　彼らは速やかに近づくと、かの大慧者たる菩薩に深くお辞儀し、嬉しく話しかけ
て、見つめて言った。 (26.53)

　「尊者よ、我らはあなたと共に誓戒を行じたいと欲しております。それ故、どうか憐
れみを覚え、われらを受け容れて下さい。」 (26.54)

　彼らの請願を聞くと、菩薩はその賢善なる五人組を見つめ、こう告げた。 (26.55)
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　スジャーターはその彼を見て、愛情に燃え立った心で、打ち震えながら、きれい
に［化粧油を］塗った顔で、お辞儀し、合掌してこう言った。 (26.75)

　「尊師よ、あなたはどなたですか。美しく、若く、神のように大変きれいなお方で
すのに、出家者として、何のためにここへいらしたのか、それをお語り下さい。」
(26.76)

　そう彼女が尋ねたのを聞き、菩薩は清らかな視線で、とても美しい肢体をもつス
ジャーターを見つめ、こう語った。 (26.77)

　「母御よ、私はシュッドーダナ王の息子です。欲望を捨て、世の生類の幸いのため、
菩提行の誓戒を行っています。 (26.78)

　菩提を求める心をもつ私は、閑静なこの地で美しい森に住み、禅定して、諸仏を憶念
し、誓戒を行じるためにやって来ました。」 (26.79)

　その出家行者がそう語ったのを聞き、そのスジャーターはよく理解し、とても美し
い体の彼を見つめてこう言った。 (26.80)

　「ああ、尊師よ。何とあなたは世間知らずなのでしょう、王中の王の子でありなが
ら、若くして王国を捨て、出家してここへ来られるとは。 (26.81)

　王子よ、お戻りなさい。出家行者の誓戒を行ってはなりません。王位での生活期に
留まり、家系の世襲の仕事の誓戒を行いなさい。 (26.82)

　転輪王の家柄に生まれ、若く美しい甚だきれいなお方が、比丘の行の誓戒を堅持し
て、哀れな貧しい人の様にどうして行えるのですか。 (26.83)

　あなたのお体は非常に繊細なのに、森の固い地面の上でどうやって坐り、森でどう
やって住むのですか。 (26.84)

　樹下で、また枯れた葉っぱの小屋で、クシャ草の座で、あなたは坐って、どうやって
瞑想し、夜にどうやって眠るのですか。 (26.85)

　茎や根や果実だけを食べて、どうやって満足できるのですか。埃まみれの草の葉が混
じった濁った滝の水を飲んで、どうしてあなたの渇きが癒え、満足の幸福感が得られる
というのですか。 (26.86)

　あなたの非常に繊細な体が冷たい風や陽の熱射に晒される時、この無人の森の中
で、誰がどのようにそれを守ってくれるというのですか。 (26.87)

　悪しき獣たちの恐ろしい、厭わしい、荒々しい鳴き声を聞いて、あなたの恐怖した
心はどうやって泰然自若の安らかさを得るのですか。 (26.88)

　悪党や泥棒、狡猾な者たちは、あなたが王の息子であることを知り、すべての衣を奪
い、あなたを川の中の死体にするでしょう。 (26.89)

　このように様々な危難のある森、険阻な地、悪漢の巣で、独り住んで、どのような誓
戒をあなたは行じるというのですか。 (26.90)

　必ずやあなたは道を失って堕落し、感官も身体も疲れ果て、この地で独り苦しみを味
わいながら、何の功徳も安楽も得らないでしょう。 (26.91)

　このように考えて、お戻りなさい。家の世襲の仕事の誓戒を行いなさい。無人の森
で、比丘の誓戒に依拠して暮らしてはいけません。」 (26.92)
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　彼女がそう言うのを聞き、理知すぐれた菩薩・出家行者は、そのスジャーターを見
つめ、微笑みながらこう告げた。 (26.93)

　「ああ、母御よ、直ちに私が家に戻るよう、おっしゃるのですね。私は菩提の智慧
を達成したら、自ら私は嬉しく戻ります。 (26.94)

　そして私はあらゆる場所にも自ら行き、法という不死の甘露を雨降らせながら、すべ
ての人々をずっと正法において行動せしめるでしょう。 (26.95)

　母御よ、その目的のため、世の生類の益のために、私は退転することなく菩提行の
誓いを持して、苦行林で行をするのです。 (26.96)

　球根や木の根や葉、また花や果実を食べながら、自足した心で、私は誓戒を行じな
がら暮らします。 (26.97)

　様々な輪廻的生存においても、私はあらゆる場所で、恐れません。地面の草の座に
坐り、禅定して、本当の安楽を得るでしょう。 (26.98)

　剃髪し、古びた襤褸布の衣を纏っていても、私は輝いて、あらゆる場所で菩提行の誓
戒を行じており、 (26.99)

　私の心はこの地で疲倦を感じることもなく、どこにいようとも決して悩苦しませ
ん。菩提の誓願を愛して、常に歓喜と共にあり、 (26.100)

　生老病死の恐れを、心乱すことなく見つめ、すべての衆生の益を実現する菩提行の誓
戒を行じつつ、 (26.101)

　死んでも私は善き再生の世界（善趣）へ赴き、生きていれば生類の益のために菩提を
得て、正法を遍く明示しながら、 (26.102)

　どんな時でも浄福をもたらし、どんな世界でも生類を法から成るものに変えて、仏の
住まい（涅槃）へ私は赴きます。 (26.103)

　このように決意し、私は輪廻界の快楽の享受を望むことなく、法という不死の甘露
の味を楽しむため、菩提行の誓戒を行いながら、 (26.104)

　過去の諸仏がしばしば住まわれた、この人里離れた美しい森に身を寄せ、賢善なる
誓戒を絶えず行じようと、私は意気込んでいます。 (26.105)

　あなたはこの地でずっと私のこの菩提の誓戒に随喜し、［自ら］菩提への誓願を持し
て、正しい禁戒を行いなさい。 (26.106)

　そのことの功徳の結果として、あなたは三輪清浄を得、次第に菩薩の資糧を満たし、
大神通力をそなえ、 (26.107)

　めでたい幸せと光輝と善き徳性が依る器たる一人の菩薩・大士となり、一切衆生を
饒益し、十地自在の者となるでしょう。 (26.108)

　その後、清浄な心をもつあなたは、誓戒を行い諸感官を制した者、阿羅漢となり、
マーラ（魔）の群に打ち勝ち、菩提を得ることでしょう。 (26.109)

　その後、あらゆる人々に正法を明らかに教え示しながら、世の生類を善法から成る
ものに変え、あなたは仏の住まい（涅槃）に赴くことでしょう。 (26.110)

　このように真実をしっかり認識して、菩提に心を定め置き、私の誓戒に対して随喜し
ながら、菩提行の誓戒を行じなさい。」 (26.111)

　スジャーターはその彼を見て、愛情に燃え立った心で、打ち震えながら、きれい
に［化粧油を］塗った顔で、お辞儀し、合掌してこう言った。 (26.75)

　「尊師よ、あなたはどなたですか。美しく、若く、神のように大変きれいなお方で
すのに、出家者として、何のためにここへいらしたのか、それをお語り下さい。」
(26.76)

　そう彼女が尋ねたのを聞き、菩薩は清らかな視線で、とても美しい肢体をもつス
ジャーターを見つめ、こう語った。 (26.77)

　「母御よ、私はシュッドーダナ王の息子です。欲望を捨て、世の生類の幸いのため、
菩提行の誓戒を行っています。 (26.78)

　菩提を求める心をもつ私は、閑静なこの地で美しい森に住み、禅定して、諸仏を憶念
し、誓戒を行じるためにやって来ました。」 (26.79)

　その出家行者がそう語ったのを聞き、そのスジャーターはよく理解し、とても美し
い体の彼を見つめてこう言った。 (26.80)

　「ああ、尊師よ。何とあなたは世間知らずなのでしょう、王中の王の子でありなが
ら、若くして王国を捨て、出家してここへ来られるとは。 (26.81)

　王子よ、お戻りなさい。出家行者の誓戒を行ってはなりません。王位での生活期に
留まり、家系の世襲の仕事の誓戒を行いなさい。 (26.82)

　転輪王の家柄に生まれ、若く美しい甚だきれいなお方が、比丘の行の誓戒を堅持し
て、哀れな貧しい人の様にどうして行えるのですか。 (26.83)

　あなたのお体は非常に繊細なのに、森の固い地面の上でどうやって坐り、森でどう
やって住むのですか。 (26.84)

　樹下で、また枯れた葉っぱの小屋で、クシャ草の座で、あなたは坐って、どうやって
瞑想し、夜にどうやって眠るのですか。 (26.85)

　茎や根や果実だけを食べて、どうやって満足できるのですか。埃まみれの草の葉が混
じった濁った滝の水を飲んで、どうしてあなたの渇きが癒え、満足の幸福感が得られる
というのですか。 (26.86)

　あなたの非常に繊細な体が冷たい風や陽の熱射に晒される時、この無人の森の中
で、誰がどのようにそれを守ってくれるというのですか。 (26.87)

　悪しき獣たちの恐ろしい、厭わしい、荒々しい鳴き声を聞いて、あなたの恐怖した
心はどうやって泰然自若の安らかさを得るのですか。 (26.88)

　悪党や泥棒、狡猾な者たちは、あなたが王の息子であることを知り、すべての衣を奪
い、あなたを川の中の死体にするでしょう。 (26.89)

　このように様々な危難のある森、険阻な地、悪漢の巣で、独り住んで、どのような誓
戒をあなたは行じるというのですか。 (26.90)

　必ずやあなたは道を失って堕落し、感官も身体も疲れ果て、この地で独り苦しみを味
わいながら、何の功徳も安楽も得らないでしょう。 (26.91)

　このように考えて、お戻りなさい。家の世襲の仕事の誓戒を行いなさい。無人の森
で、比丘の誓戒に依拠して暮らしてはいけません。」 (26.92)
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　このように確固たる心のその出家行者・比丘が教示した言葉を聞き、その善きス
ジャーターは覚知を得て、歓喜した。 (26.112)

　その後、その歓ぶスジャーターはその出家行者を供養して、五種の甘露食を伴う清ら
かな食事で満足させた。 (26.113)

　そして明るく澄んだ顔をした彼女は、菩提に心を定め置き、かの菩薩を拝して、見つ
めながらこう言った。 (26.114)

　「よかったです。では大士よ、どうかお行きになってください。よき禁戒を行じて下
さい。あなたの偉大な目的が成就しますように。どんな時も障害がありませんよう
に。」 (26.115)

　菩薩によって心に浄信を得た彼女の言葉を聞き、彼はそのスジャーターを見つめる
と、そこから発って歩んでいった。 (26.116)

　その地で彼は次第に歩いてゆきながら、やさしい眼差しで生き物たちを嬉しく眺めて
いて、とても澄んだ水を持つ美しい川、ナイランジャナーを目にした。 (26.117)

　［その川が］よき沐浴段の紅蓮や青蓮などで美しく彩られ、花や果実をつけた岸辺
に生えた樹々によって美しく飾られているのを眺めると、 (26.118)

　菩薩は明るく澄んだ心で、見ながら近づき、その岸辺に身を置いて、心中このように
考えた。 (26.119)

　「ああ、この土地はとても美しく、きれいだ。独り隠れ住むのに相応しく、断滅を
求める者のための隠棲処となる。 (26.120)

　私はこの地で断滅を求め、三昧に心を定め置き、諸仏を憶念し、禅定しながら、菩
提を得るため暮らすことにしよう。」 (26.121)

　このように浄らかな心の菩薩は決意し、その近くにある、閑寂で心に快い苦行林に
向かった。 (26.122)

　其処で彼は、インドラ神によって化作された木葉の小屋（草庵）を見た。それを見る
と、明るく澄んだ心の菩薩は嬉しく歩み寄った。 (26.123)

　其処に入って草の座に坐り、彼はすべての諸仏を憶念しつつ、禅定に集中して過ごし
た。 (26.124)

　その時諸仏の威神力を伴って、浄慧者たる菩薩は心で観察しながら禅定して、このよ
うに考えた。 (26.125)

　「この地、閻浮提で私は今、カリ・ユガの時代に、［五］濁の者たち、劣悪なもの
を信解する者たちの中にいる。 (26.126)

　ここに外道師たちがいて、様々な苦行誓戒に満足し、自らの幸せと浄福を願い、好
きなように行をしている。 (26.127)

　自分自身に熱苦を与えることから生じる多種多様な苦行の功徳によって、身体の清浄
なることを望む、半狂いの者たちは、［その様な行を］説いている。 (26.128)

　或る者たちはマントラ（呪文）を唱え、瞑想し、シヴァ神を念じ、自分の幸せを願っ
て絶えず供養し、信奉する。 (26.129)
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　或る者たちは思慮もなく、呪文によって心の浄化を想像し、身内・他者・自分の平等
（無差別）の行為者として苦行誓戒を行う。 (26.130)

　或る者たちは『手を舐める』という誓戒を行い、高慢な或る者たちは『人に乞わな
い』という禁戒を行う。 (26.131)

　或る者たちは『会話しない』を、或る者たちは『根を食する』の誓戒を、或る者た
ちは『肉を食べない』を、或る者たちは『スラー酒・籾殻・水を避ける』をなし、
(26.132)

　また『一軒の家の乞食』や『三軒目ずつの乞食』や『五軒目ずつの乞食』や『七軒
目ずつの乞食』をなし、 (26.133)

　或る者たちは『根と果実だけの食事』を、或る者たちは『シャイヴァーラ水草』の
誓戒を、或いは『クシャ草や木葉や草の食事』、『花や種を食べる』という誓戒をな
し、 (26.134)

　或る者たちは『五種の甘露（アムリタ）の食事』や『五種の乳製品の食事』の誓戒
を、或る者たちは『［体を］養育する食事』、或る者たちは『乳粥の食事』をなし、
(26.135)

　また『鳥が啄んで落とした果実を洗って食べる食事』をなし、『村の畑や森に生える
野菜や茎の食事』をなし、 (26.136)

　また『牛の、鹿の、馬の、猪の、猿の、象［の模倣］』の誓戒をなし、或る者たち
は『一場所のみの食事』や『沈黙』や『勇者の坐り方』の誓戒をなし、 (26.137)

　また『一口の食事』から『七口の食事』までの誓戒を、また『一日一食』『一昼夜
［の断食］』の誓戒をなし、 (26.138)

　また『七日ごとの食事』『半月間の断食』『一月間の断食』を、或る者たちは『月
の満ち欠けに沿った断食』の誓戒をなし、 (26.139)

　或る者たちは『禿鷲の翼を持つ』『梟の翼を手に持つ』『ムンジャ草・樹皮の衣を
着る』を、或る者たちは『バルバジャ草の座に坐る』を、 (26.140)

　或る者たちは『髪で作った上衣を着る』『獣皮を身に纏う』『麻の襤褸布を身に纏
う』をなし、或る者たちは『僧衣を纏う』をなし、 (26.141)

　或る者たちは『草の坐臥具』を、或る者たちは『灰の中に居る』を、或る者たち
は『砂利の上に坐る』、或る者たちは『大石の上に居る』をなし、 (26.142)

　或る者たちは『小石の上に坐る』、『木の板や棘の上に居る』を、或る者たち
は『裸地の上に座る』を、或る者たちは『蹲踞して坐る』をなし、 (26.143)

　或る者たちは『住まい無く二、三日だけ滞在する』を、また『四、五、六、七日、
多数日滞在する』をなし、 (26.144)

　また『裸で灰を身体に塗る』『場所の適不適を決めない』『髪・爪・顎鬚を長く伸
ばし弁髪の髷をもつ』をなし、 (26.145)

　また『供花の残余や塵を体に塗る』『髪をほどき裸形でいる』を、また或る者たち
は『熱い水を飲む』『米の研ぎ汁を飲む』をなし、 (26.146)

　このように確固たる心のその出家行者・比丘が教示した言葉を聞き、その善きス
ジャーターは覚知を得て、歓喜した。 (26.112)

　その後、その歓ぶスジャーターはその出家行者を供養して、五種の甘露食を伴う清ら
かな食事で満足させた。 (26.113)

　そして明るく澄んだ顔をした彼女は、菩提に心を定め置き、かの菩薩を拝して、見つ
めながらこう言った。 (26.114)

　「よかったです。では大士よ、どうかお行きになってください。よき禁戒を行じて下
さい。あなたの偉大な目的が成就しますように。どんな時も障害がありませんよう
に。」 (26.115)

　菩薩によって心に浄信を得た彼女の言葉を聞き、彼はそのスジャーターを見つめる
と、そこから発って歩んでいった。 (26.116)

　その地で彼は次第に歩いてゆきながら、やさしい眼差しで生き物たちを嬉しく眺めて
いて、とても澄んだ水を持つ美しい川、ナイランジャナーを目にした。 (26.117)

　［その川が］よき沐浴段の紅蓮や青蓮などで美しく彩られ、花や果実をつけた岸辺
に生えた樹々によって美しく飾られているのを眺めると、 (26.118)

　菩薩は明るく澄んだ心で、見ながら近づき、その岸辺に身を置いて、心中このように
考えた。 (26.119)

　「ああ、この土地はとても美しく、きれいだ。独り隠れ住むのに相応しく、断滅を
求める者のための隠棲処となる。 (26.120)

　私はこの地で断滅を求め、三昧に心を定め置き、諸仏を憶念し、禅定しながら、菩
提を得るため暮らすことにしよう。」 (26.121)

　このように浄らかな心の菩薩は決意し、その近くにある、閑寂で心に快い苦行林に
向かった。 (26.122)

　其処で彼は、インドラ神によって化作された木葉の小屋（草庵）を見た。それを見る
と、明るく澄んだ心の菩薩は嬉しく歩み寄った。 (26.123)

　其処に入って草の座に坐り、彼はすべての諸仏を憶念しつつ、禅定に集中して過ごし
た。 (26.124)

　その時諸仏の威神力を伴って、浄慧者たる菩薩は心で観察しながら禅定して、このよ
うに考えた。 (26.125)

　「この地、閻浮提で私は今、カリ・ユガの時代に、［五］濁の者たち、劣悪なもの
を信解する者たちの中にいる。 (26.126)

　ここに外道師たちがいて、様々な苦行誓戒に満足し、自らの幸せと浄福を願い、好
きなように行をしている。 (26.127)

　自分自身に熱苦を与えることから生じる多種多様な苦行の功徳によって、身体の清浄
なることを望む、半狂いの者たちは、［その様な行を］説いている。 (26.128)

　或る者たちはマントラ（呪文）を唱え、瞑想し、シヴァ神を念じ、自分の幸せを願っ
て絶えず供養し、信奉する。 (26.129)
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　また『流れる水を飲む』『常に聖地の水を飲む』をなし、『川・水たまり・湖・
池・井戸で冷水を飲む』をなし、 (26.147)

　或る者たちは『三岐杖をもつ』『頭を剃る』『水瓶・鉢を携える』をなし、或る者
たちは『髑髏・カトヴァーンガ杖・ダマル太鼓・剣を手に持つ』をなし、 (26.148)

　また『祭祀の火の煙を吸う』『昇る太陽を凝視する』をなし、或る者たちは『五火
により体を焼く』を、或る者たちは『聖地の水に身を浸す』をなし、(26.149)

　或る者たちは『常に腕を高く上げる』をなし、或る者たちは『片足で立ち続ける』
をなす。このようにして彼らは自分の幸福を欲し、様々な苦行の功徳を積んでいる。
(26.150)

　或る者たちは『抑制された火の中に身を投げる』をなし、或る者たちは『断崖から
投げ落としてもらう』をなし、また『聖地の水に沈む』をなし、幸福を欲して命を捨て
る。 (26.151)

　また『オーム、ヴァシャト、スヴァダー、スヴァーハーなど［の聖句］を低く唱え
る』をなし、また『ダーラニー（陀羅尼）やマントラ（真言）の唱誦』をなして、自分
の善趣への再生を成就させる。 (26.152)

　或る者たちは『ブラフマー神（梵天）』を信奉して嬉しく善行を積む。また或る者た
ちは『ルドラ神（自在天）』、或る者たちは『ハリ神（ヴィシュヌ）』をいっしんに信
奉し、 (26.153)

　また或る者たちは『月』を、『太陽神』を、『インドラ（帝釈天）』を、『護世王の
神々すべて』を、また『星々を伴った惑星たち』を信奉し供養する。 (26.154)

　また『マートリカー（七母神）と眷属』を、『スカンダ（韋駄天）』を、『マハー
カーラ（大黒）』を、『ヴィナーヤカ（ガネーシャ）』を、『バイラヴァ（怖畏神）た
ち』を、また『母神ドゥルガー』を信奉し供養する。 (26.155)

　また或る者たちは『ダーキニーたちとダーカたち』を、『シッダたち』を、『サー
ディヤたち』を、『グヒヤカたち』を、『ガンダルヴァ（乾闥婆）たち』を、『キンナ
ラ（緊那羅）たち』を、『薬叉たち』を、或る者たちは『ヴィディヤーダラたち』を、
(26.156)

　また『龍王たち』を、『ガルダ（金翅鳥）たち』を、『ダイティヤ（阿修羅）たち』
を、『クンバーンダたち』を、『羅刹たち』を、さらには『ブータ（鬼）たち』を、
『プレータ（餓鬼）たち』を、また『ピシャーチャ（食肉鬼）たち』すら、自分の幸福
を欲して崇拝する。 (26.157)

　また或る者たちは『山』や『藪林』において、諸々の『洞』において、諸々の『峡
谷』で、或いは『川』『泉池』『湖』『井戸』や『海の岸辺』において、 (26.158)

　また『座の聖地』『聖域』『墓場』において、『四つ辻』『旅人の休憩所』におい
て、また『施療宿泊所』『僧院』『寺院』『樹の根元』や『牛舎』において、 (26.159)

　同様にまた他の場所として、『閑寂の地』や『人なき森林』において、彼らは身を置
き、心を集中させ、苦行の誓戒を行じる。 (26.160)
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　同様にまた或る者たちは『家』『柱』や、『石』『杵』や、『弓』『矢』『槍』『三
叉戟』『剣』『投げ槍』などを崇拝する。 (26.161)

　また『ヨーグルト』『バターオイル』『大麦』『乳』『鉱物』『宝石』『芥子の
実』、また『ドゥールヴァ草』や『護符紐』をもって、彼らはめでたいものと見なす。
(26.162)

　また或る者たちは自分の息子たちにより、自分が死後に善趣（善き再生の世界）を得
られると考えている。このように多種多様な行為を、これらの外道師たちはしている。
(26.163)

　彼らは邪見に陥って、『依り処たりえないもの』に対して『依り処』として喜悦を見
出し、『めでたさが無いもの』に『めでたさ』を想って、浄らかであると考えている。
(26.164)

　されば、いざ、私は勝れてめでたい、その様な苦行の誓戒を開始しよう。それによっ
て慢心に酔ったあの外道たちが、慢心を離れて、大きな歓喜を得るように。 (26.165)

　福徳の行為を失った者たちの心を、有徳の行為を熱望するように変えたい。禅定を
なさんと欲する者たちに、格別な禅定を示したい。」 (26.166)

　このように沈思し、浄らかな心をもつ菩薩は集中して、一切の諸仏を憶念し、なし難
い苦行を開始した。 (26.167)

　その場所で彼は結跏趺坐して禅定し、諸仏を念じ、心を三昧に定め置き、嬉しく［苦
行の］誓戒を行じた。 (26.168)

　その誓戒を堅持するために、浄らかな思いをもつ彼は毎日一粒のナツメの実を食べ
ながら、禅定に集中して過ごした。 (26.169)

　このようにして十八箇月の間、毎日ナツメの一粒の実を食べて、集中して苦行の誓戒
を行じた。 (26.170)

　その次に、彼はひどく体が痩せてしまっていても、十八箇月の間、毎日一粒の米を食
べて、苦行の誓戒を行じた。 (26.171)

　さらにその後、痩せた体をもちながら、彼は十八箇月の間、毎日一粒の胡麻を食べ
て、誓戒を行じた。 (26.172)

　その後、体がひどく痩せ切ってしまっていても、彼は十八箇月の間、断食の行に集中
し、禅定して苦行の誓戒を行じた。 (26.173)

　そしてその後、体の痩せ細ったかの菩薩は、三昧を保ちつつ、三宝に帰依しつつ、一
切の諸仏を憶念しつつ、 (26.174)

　彼は吸う息と吐く息を止めて、心臓の蓮の中に留め、『呼吸の停止』（止息）という
禅定を堅持して、集中して過ごした。 (26.175)

　アバラー、スグプター、プリヤー、スプリヤー、ヴィジャヤセーナー、アティムクタ
カマラーという名の娘たちと、 (26.176)

　スンダリー、クンバカーリー、ウルヴィルヴィカー、ジャティラカー、そしてス
ジャーターの、それら十人の村長の娘たち、 (26.177)

　また『流れる水を飲む』『常に聖地の水を飲む』をなし、『川・水たまり・湖・
池・井戸で冷水を飲む』をなし、 (26.147)

　或る者たちは『三岐杖をもつ』『頭を剃る』『水瓶・鉢を携える』をなし、或る者
たちは『髑髏・カトヴァーンガ杖・ダマル太鼓・剣を手に持つ』をなし、 (26.148)

　また『祭祀の火の煙を吸う』『昇る太陽を凝視する』をなし、或る者たちは『五火
により体を焼く』を、或る者たちは『聖地の水に身を浸す』をなし、(26.149)

　或る者たちは『常に腕を高く上げる』をなし、或る者たちは『片足で立ち続ける』
をなす。このようにして彼らは自分の幸福を欲し、様々な苦行の功徳を積んでいる。
(26.150)

　或る者たちは『抑制された火の中に身を投げる』をなし、或る者たちは『断崖から
投げ落としてもらう』をなし、また『聖地の水に沈む』をなし、幸福を欲して命を捨て
る。 (26.151)

　また『オーム、ヴァシャト、スヴァダー、スヴァーハーなど［の聖句］を低く唱え
る』をなし、また『ダーラニー（陀羅尼）やマントラ（真言）の唱誦』をなして、自分
の善趣への再生を成就させる。 (26.152)

　或る者たちは『ブラフマー神（梵天）』を信奉して嬉しく善行を積む。また或る者た
ちは『ルドラ神（自在天）』、或る者たちは『ハリ神（ヴィシュヌ）』をいっしんに信
奉し、 (26.153)

　また或る者たちは『月』を、『太陽神』を、『インドラ（帝釈天）』を、『護世王の
神々すべて』を、また『星々を伴った惑星たち』を信奉し供養する。 (26.154)

　また『マートリカー（七母神）と眷属』を、『スカンダ（韋駄天）』を、『マハー
カーラ（大黒）』を、『ヴィナーヤカ（ガネーシャ）』を、『バイラヴァ（怖畏神）た
ち』を、また『母神ドゥルガー』を信奉し供養する。 (26.155)

　また或る者たちは『ダーキニーたちとダーカたち』を、『シッダたち』を、『サー
ディヤたち』を、『グヒヤカたち』を、『ガンダルヴァ（乾闥婆）たち』を、『キンナ
ラ（緊那羅）たち』を、『薬叉たち』を、或る者たちは『ヴィディヤーダラたち』を、
(26.156)

　また『龍王たち』を、『ガルダ（金翅鳥）たち』を、『ダイティヤ（阿修羅）たち』
を、『クンバーンダたち』を、『羅刹たち』を、さらには『ブータ（鬼）たち』を、
『プレータ（餓鬼）たち』を、また『ピシャーチャ（食肉鬼）たち』すら、自分の幸福
を欲して崇拝する。 (26.157)

　また或る者たちは『山』や『藪林』において、諸々の『洞』において、諸々の『峡
谷』で、或いは『川』『泉池』『湖』『井戸』や『海の岸辺』において、 (26.158)

　また『座の聖地』『聖域』『墓場』において、『四つ辻』『旅人の休憩所』におい
て、また『施療宿泊所』『僧院』『寺院』『樹の根元』や『牛舎』において、 (26.159)

　同様にまた他の場所として、『閑寂の地』や『人なき森林』において、彼らは身を置
き、心を集中させ、苦行の誓戒を行じる。 (26.160)
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　浄信をもつ彼女たちは、毎日彼に米粒やナツメや胡麻を与えつつ、常に見つめ、拝
し、親しく仕え、嬉しく供養していた。 (26.178)

　その後、彼がその鼻と口の両方で風（息）を止めた時、高い音がその両耳の穴から発
出した。 (26.179)

　次に、耳と鼻と口とが塞がれた時、風（息）は上に昇り、後ろの頭蓋へと達した。
(26.180)

　このように彼は全ての穴において風（息）の動きを塞ぎ、止息定を行って、禅定し、
諸感官の活動を鎮めたままで住した。 (26.181)

　このような状態のままでいる彼を見て、そこに集まった神々は、「ああ何と、この
大士は命終してしまった」と言った。 (26.182)

　その後他の神々は、そのように坐ったままでいる彼をよく眺めて、嬉しくこう言っ
た。「この大士・阿羅漢は禅定し、心を集中して住しておられるのだ。 (26.183)

　この釈迦族の灯火たるお方が、法の火を輝やかせる前に、その願望を満たすことな
く、消えてしまうことは決してない。」 (26.184)

　そう言って、彼ら神々は再び彼を眺めて、納得し、拝し、右繞すると、嬉しく天界へ
と帰っていった。 (26.185)

　速やかにそこに戻ると、彼らはマーヤー夫人の前に立ち、その出来事の全てを詳し
く報告した。 (26.186)

　その消息を聞くと、マーヤー夫人は憂悩した。夜、マーヤーは速やかに天女たちの
群と一緒に彼を見るために、 (26.187)

　そこに赴き、かの母はナイランジャナー川の岸辺で山の切り立った場所に坐っている
彼を見つけて、近づいた。 (26.188)

　その場所で、死んだような有様でいる彼を見て、愛情の苦しみの火に焼かれ、泣き
ながらこのように語りかけた。 (26.189)

　「ああわが子よ、とても快適なルンビニーの園であなたが生まれた時、やってきたブ
ラフマー神とインドラ神によって、まるでライオンの子のようにあなたは抱き取られま
した。 (26.190)

　その時其処で、太陽のようなあなたは七歩を歩み、四方を眺めて、このような言葉を
発したのです。 (26.191)

　『これが私の最後の生である。ここで私は最高の菩提を成就して、世の生類に幸をも
たらし、よき寂滅の至福（涅槃）に入るであろう』と。 (26.192)

　ああわが子よ、あなたのこの偉大な誓いの言葉はまだ果たされていない。王の栄光
と安楽の達成すら、あなたは享受していない。 (26.193)

　アシタ大仙の予言も偽りになってしまうのですか。菩提を得ることなく、森の中で死
んでしまうのですか。 (26.194)

　わが息子のため、私は誰にすがったらよいのでしょう。悩苦する私は、誰に哀願し
たらよいのでしょう。たった一人の息子の命が、まだわずかに生きて続いていると、
いったい誰が告げてくれるのでしょう。 (26.195)
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　かように彼女が悲嘆する声を聞いて、菩薩は［その声が誰かを］知りながらも、そ
の母を眺めて、語りかけた。 (26.196)

　「ここで髪をふり乱し、ひどく哀れに泣いているこのひとは誰か。『息子よ』と嘆
きながら、私の前で地面に伏しているひとは誰か。」 (26.197)

　そう、彼が語ったのを聞いて、マーヤー夫人は歓喜した。「この子は死んでいなかっ
た」と思い、彼を見つめながら語りかけた。 (26.198)

　「十箇月の間、あなたは私によって胎内で金剛石のように受持されたのです。わが子
よ、あなたの母である私がここで苦しみ嘆いているのです。」 (26.199)

　こう、母が語ったのを聞くと、菩薩は落ち着いた態度でその母を安心させながら、
見つめてこのように説いた。 (26.200)

　「母よ、恐れるようなことは、ここにありません。あなたの労苦は実を結ぶでしょ
う。アシタ大仙が説かれたことも、偽りにはなりません。 (26.201)

　牟尼の王たるディーパンカラ（燃燈仏）が私に授記された通りに、そのすべてが必ず
本当になって成就するでしょう。 (26.202)

　たとえ大地が百に砕かれようと、またメール山（須弥山）が全方位に揺れ動こうと
も、あらゆる惑星と星々が地上に落ちてこようとも、 (26.203)

　私が菩提に達せず、あらゆる世界に正法を説かずに、寂滅の至福（涅槃）に達するこ
とはありません。 (26.204)

　ですから、ここで悲しむ必要はないのです。あなたは歓喜してお戻りになって下さ
い。あなたは間もなく、私が菩提を得て、光輝に充ちたジナ（仏陀）になるのをご覧に
なることでしょう。」 (26.205)

　そう、息子が語ったのをマーヤー夫人は聞くと、それがまさに本当であると知り、
よく理解して、歓喜した。 (26.206)

　その後、かの母は天の花々を嬉しくその息子の上に振りまいて讃美し、見つめなが
らこう語った。 (26.207)

　「立ち上がりなさい。あなたのこの苦行は成就した。誓戒の遵守を全うしなさい。
一切衆生に益をもたらすために、菩薩行の誓戒を行いなさい。 (26.208)

　あなたが今語ったその通りに、それがあなたに成就しますように。どんな場所にいて
も常に災いなく、めでたい幸がありますように。」 (26.209)

　このように語って、歓ぶそのマーヤー夫人は、勝利の言葉と激励によって菩薩を喜ば
せた。 (26.210)

　その後、母マーヤーは嬉しくその息子を見つめ、三度右繞し、拝すると、天女の群
と共に、 (26.211)

　幸せな会話と激励によってとても喜悦した心で、夜を輝かせながら、速やかに天界の
自らの住まいへと戻っていった。 (26.212)

　其処で自らの住まいに坐った彼女は、天女の群と共に、嬉しく菩薩の徳性の出現の
ために働きかけながら、ずっと過ごした。 (26.213)

　浄信をもつ彼女たちは、毎日彼に米粒やナツメや胡麻を与えつつ、常に見つめ、拝
し、親しく仕え、嬉しく供養していた。 (26.178)

　その後、彼がその鼻と口の両方で風（息）を止めた時、高い音がその両耳の穴から発
出した。 (26.179)

　次に、耳と鼻と口とが塞がれた時、風（息）は上に昇り、後ろの頭蓋へと達した。
(26.180)

　このように彼は全ての穴において風（息）の動きを塞ぎ、止息定を行って、禅定し、
諸感官の活動を鎮めたままで住した。 (26.181)

　このような状態のままでいる彼を見て、そこに集まった神々は、「ああ何と、この
大士は命終してしまった」と言った。 (26.182)

　その後他の神々は、そのように坐ったままでいる彼をよく眺めて、嬉しくこう言っ
た。「この大士・阿羅漢は禅定し、心を集中して住しておられるのだ。 (26.183)

　この釈迦族の灯火たるお方が、法の火を輝やかせる前に、その願望を満たすことな
く、消えてしまうことは決してない。」 (26.184)

　そう言って、彼ら神々は再び彼を眺めて、納得し、拝し、右繞すると、嬉しく天界へ
と帰っていった。 (26.185)

　速やかにそこに戻ると、彼らはマーヤー夫人の前に立ち、その出来事の全てを詳し
く報告した。 (26.186)

　その消息を聞くと、マーヤー夫人は憂悩した。夜、マーヤーは速やかに天女たちの
群と一緒に彼を見るために、 (26.187)

　そこに赴き、かの母はナイランジャナー川の岸辺で山の切り立った場所に坐っている
彼を見つけて、近づいた。 (26.188)

　その場所で、死んだような有様でいる彼を見て、愛情の苦しみの火に焼かれ、泣き
ながらこのように語りかけた。 (26.189)

　「ああわが子よ、とても快適なルンビニーの園であなたが生まれた時、やってきたブ
ラフマー神とインドラ神によって、まるでライオンの子のようにあなたは抱き取られま
した。 (26.190)

　その時其処で、太陽のようなあなたは七歩を歩み、四方を眺めて、このような言葉を
発したのです。 (26.191)

　『これが私の最後の生である。ここで私は最高の菩提を成就して、世の生類に幸をも
たらし、よき寂滅の至福（涅槃）に入るであろう』と。 (26.192)

　ああわが子よ、あなたのこの偉大な誓いの言葉はまだ果たされていない。王の栄光
と安楽の達成すら、あなたは享受していない。 (26.193)

　アシタ大仙の予言も偽りになってしまうのですか。菩提を得ることなく、森の中で死
んでしまうのですか。 (26.194)

　わが息子のため、私は誰にすがったらよいのでしょう。悩苦する私は、誰に哀願し
たらよいのでしょう。たった一人の息子の命が、まだわずかに生きて続いていると、
いったい誰が告げてくれるのでしょう。 (26.195)

- 281 -



　その後、かの大士（菩薩）は体が痩せ細り、諸感官が弱まり、血と肉が乾ききって、
体に骨と皮ばかりが残った姿となった。 (26.214)

　雨や風や熱い日差しにさらされ、塵埃にまみれてうす黒くなった彼は、自ら手で全
身を拭って洗い清めた。 (26.215)

　するとその時、彼が体を拭うと、彼の全身の毛や髪の毛が至る所でばらばら抜け落ち
てしまい、風に運ばれた。 (26.216)

　彼はひどく優美さを失った体となり、肌の色は黒ずみ、醜い姿となった。まるで墓
場にある屍体の如き、骸骨のような恐ろしい姿であった。 (26.217)

　黒ずんで輝きを失い、骸骨のような体の彼を見て、村の人々は皆、このように語り
合った。 (26.218)

　「ああ、この沙門は黒く、青黒く、マドゥグラ魚の肌色をしている。かつての彼の美
しい輝きを放っていた体は失われてしまった」と。 (26.219)

　そのような状態でいる彼を眺めて、あらゆる村の少年や少女たちは、「塵埃まみれの
ピシャーチャ（食肉鬼）だ」と言って、塵埃をあびせかけた。 (26.220)

　このようにして、様々なやり方で鬼霊のように嘲られ続けても、彼は少しも心をかき
乱されたり落ち込んだりすることを見せなかった。 (26.221)

　彼は雨や風や熱い日差しを避けるための日陰すら欲しなかった。虫類、虻や蚊や蛇
などを追い払うこともしなかった。 (26.222)

　汚れ、糞尿、痰、鼻水などを排泄することもせず、また手足の屈伸もしなかった。
(26.223)

　手で体のどこかを覆い庇おうともせず、また、どこでもどんな時でも、体を掻いたり
することがなかった。 (26.224)

　恐れを生じても、決して諸感官（目や耳）を塞がなかった。どんな感官の対象を見て
も、決して気にかけることがなかった。
　このように、かの大士は六年の間極めてなし難い苦行誓戒を、世の生類を益するた
め、専心して実行した。 (26.226)

　その場に来た神々、薬叉やガンダルヴァやキンナラたち、ダイティヤたち、ガルダた
ち、龍たち、クンバーンダたち、羅刹たちも、 (26.227)

　彼の徳性と教法とを目の当たりにして彼らは喜び、加持し、午後と午前に供養して、
常に彼を尊崇した。 (26.228)

　このように、その菩薩は六年の間、難行の誓戒を行じながら、無数の神々を正法に
導いた。 (26.229)

　そうしてダイティヤたち、人間たち、薬叉・ガンダルヴァ・キンナラたちを、またグ
ヒヤカたち、シッダやサーディヤたち、クンバーンダたち、ラクシャサたちをも、
(26.230)

　またヴィディヤーダラたち、龍たち、ガルダたち、マホーラガたちをも、菩提を成就
する法を希求する者たちに変えた。 (26.231)
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　このように衆生を饒益しながら、菩薩は専心して六年の間、諸仏を憶念しつつ、難行
の誓戒を行じた。 (26.232)

　彼のその出来事の全てを毎日、父であるシュッドーダナ王は聞いていて、驚嘆してい
た。 (26.233)

　「亡くなった」と聞かされた時も、彼は決して納得しなかった。「彼は三昧に心を
定め置いているのだ」と自分の心を励ました。 (26.234)

　同じ様に、母のプラジャーパティーと妻のヤショーダラーも、「一切知たるあの菩薩
が命終するはずがない、 (26.235)

　彼は菩提への誓願によって心に決意を宿し、三昧に心を定め置いているに違いない」
と、そう考え、悲しみを免れた。 (26.236)

　このかつてない出来事の報せはあらゆるところに広まり、それを聞いて、すべての人
も驚嘆した。 (26.237)

　同様に、すべての神々、すべての護世王たちも、それを聞き、見て、随喜し、彼の誓
戒を願った。 (26.238)

　–––以上、師がお説きになったことを、聞いたその通りに私は語りました。大士よ、
あなたもこれを聞いて、共に歓びなさい。 (26.239)

　聴聞して、この『難行の誓戒の実行』［という法話］を随喜する者は皆、大士とし
て、めでたい幸せと光輝と善き徳性が依る器となることでしょう。[26.240]

　このように師が説かれたのを聞いて、アショーカ王｛或いは：アーナンダ出家行者｝は
嬉しく「わかりました」と答え、集会の出席者たちと共に喜んで信受した。 (26.241)

　苦行誓戒を行じた［という名の］品、第26章［終わる］。

––––––––––––––––––––

　その後、かの大士（菩薩）は体が痩せ細り、諸感官が弱まり、血と肉が乾ききって、
体に骨と皮ばかりが残った姿となった。 (26.214)

　雨や風や熱い日差しにさらされ、塵埃にまみれてうす黒くなった彼は、自ら手で全
身を拭って洗い清めた。 (26.215)

　するとその時、彼が体を拭うと、彼の全身の毛や髪の毛が至る所でばらばら抜け落ち
てしまい、風に運ばれた。 (26.216)

　彼はひどく優美さを失った体となり、肌の色は黒ずみ、醜い姿となった。まるで墓
場にある屍体の如き、骸骨のような恐ろしい姿であった。 (26.217)

　黒ずんで輝きを失い、骸骨のような体の彼を見て、村の人々は皆、このように語り
合った。 (26.218)

　「ああ、この沙門は黒く、青黒く、マドゥグラ魚の肌色をしている。かつての彼の美
しい輝きを放っていた体は失われてしまった」と。 (26.219)

　そのような状態でいる彼を眺めて、あらゆる村の少年や少女たちは、「塵埃まみれの
ピシャーチャ（食肉鬼）だ」と言って、塵埃をあびせかけた。 (26.220)

　このようにして、様々なやり方で鬼霊のように嘲られ続けても、彼は少しも心をかき
乱されたり落ち込んだりすることを見せなかった。 (26.221)

　彼は雨や風や熱い日差しを避けるための日陰すら欲しなかった。虫類、虻や蚊や蛇
などを追い払うこともしなかった。 (26.222)

　汚れ、糞尿、痰、鼻水などを排泄することもせず、また手足の屈伸もしなかった。
(26.223)

　手で体のどこかを覆い庇おうともせず、また、どこでもどんな時でも、体を掻いたり
することがなかった。 (26.224)

　恐れを生じても、決して諸感官（目や耳）を塞がなかった。どんな感官の対象を見て
も、決して気にかけることがなかった。
　このように、かの大士は六年の間極めてなし難い苦行誓戒を、世の生類を益するた
め、専心して実行した。 (26.226)

　その場に来た神々、薬叉やガンダルヴァやキンナラたち、ダイティヤたち、ガルダた
ち、龍たち、クンバーンダたち、羅刹たちも、 (26.227)

　彼の徳性と教法とを目の当たりにして彼らは喜び、加持し、午後と午前に供養して、
常に彼を尊崇した。 (26.228)

　このように、その菩薩は六年の間、難行の誓戒を行じながら、無数の神々を正法に
導いた。 (26.229)

　そうしてダイティヤたち、人間たち、薬叉・ガンダルヴァ・キンナラたちを、またグ
ヒヤカたち、シッダやサーディヤたち、クンバーンダたち、ラクシャサたちをも、
(26.230)

　またヴィディヤーダラたち、龍たち、ガルダたち、マホーラガたちをも、菩提を成就
する法を希求する者たちに変えた。 (26.231)
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　　第20章～第26章における Lal, Bc, Mvu が使われた箇所と自由作文の箇所

　以下に七つの章の内容とソースを簡単に示したい。今回私は各章ごとに以下のような
数値を記した表を作成した。
　表の左端に章全体の偈数を挙げ, その右に①～⑤の数字を示す。
　　① ソースが Lalitavistara (= Lal) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　② ソースが Mah!vastu (= Mvu) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　③ ソースが Buddhacarita (= Bc) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　④ オリジナルな自由作文による記述の箇所すべての合計の偈数。
　　⑤ 章の冒頭と末尾にある、枠物語をつくる偈の合計の数。
　表中の①～⑤のそれぞれにおいて,その合計の偈数が章全体の偈数に占める割合の％
の数字（小数点１桁より下の数値を四捨五入した）を挙げる。
　このように作った表を章ごとに示しながら,第20章～第26章の各章の内容とソースに
ついての簡潔な説明を行いたい。以下に「中巻」と記すのは Lalの校訂本たる外薗幸一
2019の中巻（大東出版社）をさす(17)。また「平岡上」と記すのはMvuの全訳たる平岡聡
2010の上巻（大藏出版）をさす。

TJAM 第20章 Anta(pur!valokan!bhini%krama&ots!haparivarta 後宮の女たちを見て
出離を意欲する［という名の］品
内訳
第20章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

213 合計126偈
（章の59.2％）

合計0偈 合計0偈 合計80偈
（章の37.6％）

合計7偈
（章の3.3％）

　本章は菩薩の出家を阻止するため都城全体が厳重な警護に入った、出家直前の状況
から始まって、菩薩が後宮の女たちの醜悪な寝姿を見て厭嫌の思いを抱いたところで章
が終わる。ソースとしてLalの第15章に依る記述が本章全体の六割を占め、残りの四割
をオリジナルな自由作文が占めている。本章では Mvu や Bc は使われていない。

TJAM 20章1～4（計4偈）章の枠組　
TJAM 20章5～37（計33偈）⇔　Lal 15章中巻44～50頁（訳455～457頁）
TJAM 20章38～113（計76偈）自由作文
TJAM 20章114～180（計67偈）⇔　Lal 15章中巻50～62頁（訳458～465頁）

17. Lalつまり Lefmann本 (1902)の頁は、この外薗幸一校訂本の梵文の頁を開けばわかるので、
私はここで Lefmann の頁をいちいち記さなかった。
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TJAM 20章181～184（計4偈）自由作文　
TJAM 20章185～210（計26偈）⇔　Lal 15章中巻62～66頁（訳465～470頁）
TJAM 20章211～213（計3偈）章の枠組

TJAM 第21章 Pur!bhini%krama&aparivarta 都城から出離する［という名の］品
内訳
第21章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

539 合計221偈
（章の41.0％）

合計9偈
（章の1.7％）

合計66偈
（章の12.2％）

合計236偈
（章の43.8％）

合計7偈
（章の1.3％）

　本章は菩薩がカピラヴァストゥの城から真夜中に出てゆく「出離」の出来事を語る
ため、仏伝の大きな山場として、TJAMのこれまでの章と比べて偈の数が倍増し、539

偈もある。冗長すぎるほどの本章の長い語りから、TJAMの作者がいかにこの場面に力
を入れているかがわかる。本章の骨組みは Lalに基づいており、その骨組みの中にあち
こちにオリジナルな自由作文の出来事を差し挟むことで肉付けがなされている。
　Mvuは TJAMでは Lalや Bcに記述がない場合、それを補うための資料として使われ
ているにすぎず、本章では210～217と426の二箇所で利用されている。
　本章の終わりのほうで Bc第6章2, 4～68のテクストの丸ごとの借用がなされている
が、この Bc借用の部分は恐らく Jayamuniが書いた A写本の原形には無く、ずっと後の
時代に追加的に別の人物により写本に付加された可能性が高い。

TJAM 21章1～4（計4偈）章の枠組
TJAM 21章5～83（計79偈）⇔　Lal 15章中巻66～80頁（訳470～477頁）
TJAM 21章84～106（計23偈）自由作文
TJAM 21章107～115（計9偈）⇔　Lal 15章中巻60頁（訳464～465頁）
TJAM 21章116～124（計9偈）自由作文
TJAM 21章125～141（計17偈）⇔　Lal 15章中巻74～78, 82～86頁（訳474～476, 479～481

頁）
TJAM 21章142～152（計11偈）自由作文　
TJAM 21章153～155（計3偈）⇔　Lal 15章中巻 86～88頁（訳481～482頁）
TJAM 21章156～209（計54偈）自由作文
TJAM 21章210～217（計8偈）⇔　Mvu Marciniak II 186-187 (Senart II 146) 平岡上374頁
TJAM 21章218～274（計57偈）自由作文
TJAM 21章275～333（計59偈）⇔　Lal 15章中巻92～108頁（訳484～493頁）
TJAM 21章334～336（計3偈）自由作文
TJAM 21章337～352（計16偈）⇔　Lal 15章中巻108～114頁（訳493～495頁）
TJAM 21章353～358（計6偈）自由作文

　　第20章～第26章における Lal, Bc, Mvu が使われた箇所と自由作文の箇所

　以下に七つの章の内容とソースを簡単に示したい。今回私は各章ごとに以下のような
数値を記した表を作成した。
　表の左端に章全体の偈数を挙げ, その右に①～⑤の数字を示す。
　　① ソースが Lalitavistara (= Lal) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　② ソースが Mah!vastu (= Mvu) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　③ ソースが Buddhacarita (= Bc) であるらしい記述をなす箇所すべての合計の偈数。
　　④ オリジナルな自由作文による記述の箇所すべての合計の偈数。
　　⑤ 章の冒頭と末尾にある、枠物語をつくる偈の合計の数。
　表中の①～⑤のそれぞれにおいて,その合計の偈数が章全体の偈数に占める割合の％
の数字（小数点１桁より下の数値を四捨五入した）を挙げる。
　このように作った表を章ごとに示しながら,第20章～第26章の各章の内容とソースに
ついての簡潔な説明を行いたい。以下に「中巻」と記すのは Lalの校訂本たる外薗幸一
2019の中巻（大東出版社）をさす(17)。また「平岡上」と記すのはMvuの全訳たる平岡聡
2010の上巻（大藏出版）をさす。

TJAM 第20章 Anta(pur!valokan!bhini%krama&ots!haparivarta 後宮の女たちを見て
出離を意欲する［という名の］品
内訳
第20章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

213 合計126偈
（章の59.2％）

合計0偈 合計0偈 合計80偈
（章の37.6％）

合計7偈
（章の3.3％）

　本章は菩薩の出家を阻止するため都城全体が厳重な警護に入った、出家直前の状況
から始まって、菩薩が後宮の女たちの醜悪な寝姿を見て厭嫌の思いを抱いたところで章
が終わる。ソースとしてLalの第15章に依る記述が本章全体の六割を占め、残りの四割
をオリジナルな自由作文が占めている。本章では Mvu や Bc は使われていない。

TJAM 20章1～4（計4偈）章の枠組　
TJAM 20章5～37（計33偈）⇔　Lal 15章中巻44～50頁（訳455～457頁）
TJAM 20章38～113（計76偈）自由作文
TJAM 20章114～180（計67偈）⇔　Lal 15章中巻50～62頁（訳458～465頁）

17. Lalつまり Lefmann本 (1902)の頁は、この外薗幸一校訂本の梵文の頁を開けばわかるので、
私はここで Lefmann の頁をいちいち記さなかった。
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TJAM 21章359～362（計4偈）⇔　Lal 15章中巻114頁（訳495～496頁）
TJAM 21章363～365（計3偈）自由作文
TJAM 21章366～374（計9偈）⇔　Lal 15章中巻116頁（訳496～497頁）
TJAM 21章375～384（計10偈）自由作文
TJAM 21章385～402（計18偈）⇔　Lal 15章中巻118～120頁（訳497～499頁）
TJAM 21章403～424（計22偈）自由作文
TJAM 21章425（計1偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章426（計1偈）⇔　Mvu Marciniak II 206, 235, 243 (Senart II 164, 189, 195)平岡上
390, 409, 413頁
TJAM 21章427（計1偈）⇔　Bc 6章2（計1）
TJAM 21章428（計1偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章429～435偈（計7）自由作文
TJAM 21章436～490（計55偈）⇔　Bc 6章4～58（計55）
TJAM 21章491～492（計2偈）自由作文
TJAM 21章493～498（計6偈）⇔　Bc 6章59～64（計6）
TJAM 21章499～501（計3偈）⇔　Lal 15章中巻122頁（訳500～501頁）
TJAM 21章502～503（計2偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章504～528（計25偈）自由作文
TJAM 21章529～532（計4偈）⇔　Bc 6章65～68（計4）　
TJAM 21章533～536（計4偈）自由作文
TJAM 21章537～539（計3偈）章の枠組

TJAM 第 22章 Chandakanivartanasarv!nta(purik!'okavinodanakanthakasvarg!bhiro-

hana-parivartaチャンダカが帰還してすべての後宮の女たちの悲しみを慰め、カ
ンタカが昇天した［という名の］品
内訳
第22章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

484 合計30偈
（章の6.2％）

合計40偈
（章の8.3％）

合計128偈
（章の26.4％）

合計272偈
（章の56.2％）

合計14偈
（章の2.9％）

　本章は、カピラヴァストゥの都を出離した釈尊が語り得ない内容の、彼が去った後
の都で起こった出来事を扱うため、自由作文で書かれた箇所がひどく増える一方、Lal

を利用した偈の数は前章に比べて大きく減っている。本章の19～27, 207～211, 220～222,

231, 258～269（合計30偈）が Lal を利用した箇所である。
　本章の後半では Bcの第8章「後宮での嘆き」と第6章「馬丁を返す」からの翻案及び
原文の丸ごとの借用の部分が多く出てくる。本章の272～295, 351, 414は Bcからの翻案
であり、また本章の296～332, 352～413, 415～417は Bcのテクストの丸ごとの借用であ
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る。また馬カンタカが昇天し神になったというエピソード（Marciniak II 236～242）で
は Mvu がソースとして使われて、本章の第425～461偈の箇所がそれに該当する。

TJAM 22章1～10（計10偈）章の枠組
TJAM 22章11～18（計8偈）自由作文　
TJAM 22章19～27（計9偈）⇔　Lal 15章中巻124～126頁（訳502～503頁）
TJAM 22章28～206（計179偈）自由作文　
TJAM 22章207～211（計5偈）⇔　Lal 15章中巻136頁（訳509頁）
TJAM 22章212～216（計5偈）自由作文
TJAM 22章217～219（計3偈）⇔　Mvu Marciniak II 235 (Senart II, 189)  平岡上408-409頁
TJAM 22章220～222（計3偈）⇔　Lal 15章中巻146頁（訳514頁）
TJAM 22章223～230（計8偈）自由作文　
TJAM 22章231（計1偈）⇔　Lal 15章中巻146頁（訳514～515頁）
TJAM 22章232～257（計26偈）自由作文　
TJAM 22章258～269（計12偈）⇔　Lal 15章中巻130頁（訳505～506頁）
TJAM 22章270～271（計2偈）自由作文
TJAM 22章272～295（計25偈）⇔　Bc 8章32～50（計19）［類似］
TJAM 22章296～332（計37偈）⇔　Bc 8章51～87（計37）
TJAM 22章333～350（計18偈）自由作文
TJAM 22章351（計1偈）⇔　Bc 6章1（計1）［類似］
TJAM 22章352～413（計62偈）⇔　Bc 6章2～63（計62）
TJAM 22章414（計1偈）⇔　Bc 6章64（計1）［類似］
TJAM 22章415～417（計3偈）⇔　Bc 6章65～67（計3）
TJAM 22章418～424（計7偈）自由作文
TJAM 22章425～461（計37偈）⇔　Mvu Marciniak II 236 (Senart II, 190)  平岡上409-410頁
TJAM 22章462～480（計19偈）自由作文
TJAM 22章481～484（計4偈）章の枠組

TJAM 第23章 Mahar%itapovratasa"dar'anaparivarta 大仙たちの苦行の誓戒を観
る［という名の］品
内訳
第23章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

217 合計16偈
（章の7.4％）

合計6偈
（章の2.8％）

合計56偈
（章の25.8％）

合計130偈
（章の59.9％）

合計9偈
（章の4.1％）

TJAM 21章359～362（計4偈）⇔　Lal 15章中巻114頁（訳495～496頁）
TJAM 21章363～365（計3偈）自由作文
TJAM 21章366～374（計9偈）⇔　Lal 15章中巻116頁（訳496～497頁）
TJAM 21章375～384（計10偈）自由作文
TJAM 21章385～402（計18偈）⇔　Lal 15章中巻118～120頁（訳497～499頁）
TJAM 21章403～424（計22偈）自由作文
TJAM 21章425（計1偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章426（計1偈）⇔　Mvu Marciniak II 206, 235, 243 (Senart II 164, 189, 195)平岡上
390, 409, 413頁
TJAM 21章427（計1偈）⇔　Bc 6章2（計1）
TJAM 21章428（計1偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章429～435偈（計7）自由作文
TJAM 21章436～490（計55偈）⇔　Bc 6章4～58（計55）
TJAM 21章491～492（計2偈）自由作文
TJAM 21章493～498（計6偈）⇔　Bc 6章59～64（計6）
TJAM 21章499～501（計3偈）⇔　Lal 15章中巻122頁（訳500～501頁）
TJAM 21章502～503（計2偈）⇔　Lal 15章中巻120頁（訳499頁）
TJAM 21章504～528（計25偈）自由作文
TJAM 21章529～532（計4偈）⇔　Bc 6章65～68（計4）　
TJAM 21章533～536（計4偈）自由作文
TJAM 21章537～539（計3偈）章の枠組

TJAM 第 22章 Chandakanivartanasarv!nta(purik!'okavinodanakanthakasvarg!bhiro-

hana-parivartaチャンダカが帰還してすべての後宮の女たちの悲しみを慰め、カ
ンタカが昇天した［という名の］品
内訳
第22章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

484 合計30偈
（章の6.2％）

合計40偈
（章の8.3％）

合計128偈
（章の26.4％）

合計272偈
（章の56.2％）

合計14偈
（章の2.9％）

　本章は、カピラヴァストゥの都を出離した釈尊が語り得ない内容の、彼が去った後
の都で起こった出来事を扱うため、自由作文で書かれた箇所がひどく増える一方、Lal

を利用した偈の数は前章に比べて大きく減っている。本章の19～27, 207～211, 220～222,

231, 258～269（合計30偈）が Lal を利用した箇所である。
　本章の後半では Bcの第8章「後宮での嘆き」と第6章「馬丁を返す」からの翻案及び
原文の丸ごとの借用の部分が多く出てくる。本章の272～295, 351, 414は Bcからの翻案
であり、また本章の296～332, 352～413, 415～417は Bcのテクストの丸ごとの借用であ
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　出離後、菩薩はまず苦行者たちの修行を見るため、苦行林を訪れる。その出来事を
語る本章の7～17は Bc第7章2～13を簡略化して翻案して出来ている。また本章の18～62

はBc 7章14～58のテクストの丸ごとの借用である。
　本章の63～68は Mvuのヴァシシュタ仙への訪問の記述を利用している。また本章の
90～102, 126, 179～180は Lalの記述に基づくものである。しかし本章全体の約六割は自
由作文によって作られている。Lalからヒントを得て、婆羅門女シャクティ・婆羅門女
パドマー・ライヴァタ仙・聖者ラージュヤカの四人との出会いの出来事を自由に膨ら
ませて詳述しており、仏伝として独自の語りを行っている。伝統法たる家住期・林棲期
に沿った、天界をめざす生き方を拒絶して、生類を益するために出家して正覚をめざ
す、大乗の菩薩道（bodhicary!）の立場からの記述を行う点に、TJAMの仏伝としての
独自性がある。

TJAM 23章1～6（計6偈）章の枠組
TJAM 23章7～17（計11偈）⇔　Bc 7章2～13（計12）［類似］
TJAM 23章18～62（計45偈）⇔　Bc 7章14～58（計45）
TJAM 23章 63～ 68（計 6偈）⇔　Mvu Marciniak II 243-245 (Senart II, 195-197) 平岡上
413-414頁
TJAM 23章69～89（計21偈）自由作文
TJAM 23章90～102（計13偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章103～125（計23偈）自由作文
TJAM 23章126（計1偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章127～178（計52偈）自由作文
TJAM 23章179～180（計2偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章181～214（計34偈）自由作文
TJAM 23章215～217（計3偈）章の枠組

TJAM 第24章 Bodhisattv!nve%a&!bhibodhanaparivarta 菩薩を捜索して説得をなし
た［という名の］品
内訳
第24章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文
の箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

163 合計0偈 合計0偈 合計91偈
（章の55.8％）

合計67偈
（章の41.1％）

合計6偈
（章の3.7％）

　本章は Bcの第8章の最後の2詩節と第9章の章全体で語られる出来事、すなわち菩薩
が出家した後に、浄飯王により大臣と宮廷祭官の二人が菩薩の捜索に派遣され、菩薩
を見つけるも説得に失敗した出来事を語る。そのため本章は Bcを依用した部分が多
く、章全体の約56％を占める。本章の4～16, 20～22, 27～42, 48～75は Bcの第8章と第9
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章の諸詩節を利用し翻案したものである。また本章の76～106は Bcの第9章52～82を丸
ごと借用している。本章の残る部分は自由作文によって作られている。本章では Lalも
Mvuも利用されていない。なお本章の最初の研究として松本昌巳が九州大学に提出し
た修士論文（2012年）がある。

TJAM 24章1～3（計3偈）章の枠組
TJAM 24章4～16（計13偈）⇔　Bc 8章81, 86, 87, 9章1～3, 5～7（計9）［類似］
TJAM 24章17～19（計3偈）自由作文
TJAM 24章20～22（計3偈）⇔　Bc 9章8～10（計3）［類似］　
TJAM 24章23～26（計4偈）自由作文
TJAM 24章27～42（計16偈）⇔　Bc 9章11～24（計13）［類似］
TJAM 24章43～47（計5偈）自由作文
TJAM 24章48～75（計28偈）⇔　Bc 9章30～51（計22）［類似］
TJAM 24章76～106（計31偈）⇔　Bc 9章52～82（計31）
TJAM 24章107～160（計54偈）自由作文
TJAM 24章161～163（計3偈）章の枠組

TJAM 第25章 Magadh!dhipatibimbis!ran+p!bhisa"gatiparivarta マガダの君主ビン
ビサーラ王が会いに来た［という名の］品
内訳
第25章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈
数

③ Bc に依る箇
所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

231 合計51偈
（章の22.1％）

合計0偈 合計47偈
（章の20.3％）

合計131偈
（章の56.7％）

合計6偈
（章の2.6％）

　ヴァイシャーリーでのアーラーダ・カーラーマとの出会い、そして王舎城におけるビ
ンビサーラ王との出会いを語る本章は、Bcの第12章と第10章の積極的な利用が創作に
おける一つの特徴となる。本章の19～54は Bcの第12章の14～18, 20, 22～24, 34, 36～41,

46～49, 51～64, 68～74の諸詩節を簡略化して用いている。その後に、Bc第10章の 2, 3,

14, 18～20 による翻案が本章の 90, 91, 105, 138～141 で見られる。
本章で Lal を利用している箇所は、章全体の約二割であって、4, 5, 15～18, 60～67,

77～83, 89, 92, 108, 111, 112, 142～154, 186, 217～227 である。

TJAM 25章1～3（計3偈）章の枠組
TJAM 25章4～5（計2偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳521頁）
TJAM 25章6～14（計9偈）自由作文
TJAM 25章15～18（計4偈）⇔　Lal 16章中巻160頁（訳521頁）

　出離後、菩薩はまず苦行者たちの修行を見るため、苦行林を訪れる。その出来事を
語る本章の7～17は Bc第7章2～13を簡略化して翻案して出来ている。また本章の18～62

はBc 7章14～58のテクストの丸ごとの借用である。
　本章の63～68は Mvuのヴァシシュタ仙への訪問の記述を利用している。また本章の
90～102, 126, 179～180は Lalの記述に基づくものである。しかし本章全体の約六割は自
由作文によって作られている。Lalからヒントを得て、婆羅門女シャクティ・婆羅門女
パドマー・ライヴァタ仙・聖者ラージュヤカの四人との出会いの出来事を自由に膨ら
ませて詳述しており、仏伝として独自の語りを行っている。伝統法たる家住期・林棲期
に沿った、天界をめざす生き方を拒絶して、生類を益するために出家して正覚をめざ
す、大乗の菩薩道（bodhicary!）の立場からの記述を行う点に、TJAMの仏伝としての
独自性がある。

TJAM 23章1～6（計6偈）章の枠組
TJAM 23章7～17（計11偈）⇔　Bc 7章2～13（計12）［類似］
TJAM 23章18～62（計45偈）⇔　Bc 7章14～58（計45）
TJAM 23章 63～ 68（計 6偈）⇔　Mvu Marciniak II 243-245 (Senart II, 195-197) 平岡上
413-414頁
TJAM 23章69～89（計21偈）自由作文
TJAM 23章90～102（計13偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章103～125（計23偈）自由作文
TJAM 23章126（計1偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章127～178（計52偈）自由作文
TJAM 23章179～180（計2偈）⇔　Lal 16章中巻158頁（訳520頁）
TJAM 23章181～214（計34偈）自由作文
TJAM 23章215～217（計3偈）章の枠組

TJAM 第24章 Bodhisattv!nve%a&!bhibodhanaparivarta 菩薩を捜索して説得をなし
た［という名の］品
内訳
第24章全体
の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文
の箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

163 合計0偈 合計0偈 合計91偈
（章の55.8％）

合計67偈
（章の41.1％）

合計6偈
（章の3.7％）

　本章は Bcの第8章の最後の2詩節と第9章の章全体で語られる出来事、すなわち菩薩
が出家した後に、浄飯王により大臣と宮廷祭官の二人が菩薩の捜索に派遣され、菩薩
を見つけるも説得に失敗した出来事を語る。そのため本章は Bcを依用した部分が多
く、章全体の約56％を占める。本章の4～16, 20～22, 27～42, 48～75は Bcの第8章と第9
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TJAM 25章19～54（計36偈）⇔　Bc 12章14～18, 20, 22～24, 34, 36～41, 46～49, 51～64,

68～74（計41）［類似］
TJAM 25章55～59（計5偈）自由作文
TJAM 25章60～67（計8偈）⇔　Lal 16章中巻160頁（和訳522）
TJAM 25章68～76（計9偈）自由作文
TJAM 25章77～83（計7偈）⇔　Lal 16章中巻160頁（和訳522～523）
TJAM 25章84～88（計5偈）自由作文
TJAM 25章89（計1偈）⇔　Lal 16章中巻162頁（和訳523）
TJAM 25章90～91（計2偈）⇔　Bc 第10章2, 3（計2）［類似］
TJAM 25章92（計1偈）⇔　Lal 16章中巻162頁（和訳523-524）
TJAM 25章93～104（計12偈）自由作文
TJAM 25章105（計1偈）⇔　Bc 第10章14（計1）［類似］
TJAM 25章106～107（計2偈）自由作文
TJAM 25章108（計1偈）⇔　Lal 16章中巻166頁（和訳523-524）
TJAM 25章109～110（計2偈）自由作文
TJAM 25章111～112（計2偈）⇔　Lal 16章中巻166頁（和訳523-524）
TJAM 25章113～137（計25偈）自由作文
TJAM 25章138～141（計4偈）⇔　Bc 第10章18～20（計3）［類似］
TJAM 25章142～148（計7偈）⇔　Lal 16章中巻172～174頁（和訳530-531）
TJAM 25章149～154（計6偈）⇔　Lal 16章中巻168頁（和訳527～528）
TJAM 25章155～185（計31偈）自由作文
TJAM 25章186（計1偈）⇔　Lal 16章中巻168頁（和訳528）
TJAM 25章187～216（計30偈）自由作文
TJAM 25章217～227（計11偈）⇔　Lal 16章中巻174頁（和訳531）
TJAM 25章228（計1偈）自由作文
TJAM 25章229～231（計3偈）章の枠組

TJAM 第26章 Du%karavratacary!parivarta 苦行誓戒を行じた［という名の］品
内訳
第26章全
体の偈数

① Lal に依る
箇所の偈数

② Mvu に依
る箇所の偈
数

③ Bc に依る
箇所の偈数

④ 自由作文の
箇所の偈数

⑤ 枠物語の
箇所の偈数

241 合計150偈
（章の62.2％）

合計9偈
（章の3.7％）

合計1偈
（章の0.4％）

合計74偈
（章の30.7％）

合計7偈
（章の2.9％）

　本章では、ルドラカ・ラーマプトラ、五群賢者たちの合流、ガヤーシールシャ山での
思考、ウルヴィルヴァー到着、外道たちの種々の誤った修行法と信仰に関する思考、菩
薩の六年間の激しい苦行、生母マーヤーの天界からの来訪、菩薩の肉体の極度の衰弱
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等の出来事が語られるが、それらの記述はほぼ Lalに基づくものである。本章の約六割
はそのソースとして Lalを用いている。Mvuを用いたらしい箇所も二箇所ある。ウル
ヴィルヴァーに来たばかりの菩薩と娘スジャーターの最初の出会いと会話は Mvuの伝
承をヒントにして作ったものであろう。また本章の内容の三割は自由作文である。

TJAM 26章1～4（計4偈）章の枠組
TJAM 26章5（計1偈）自由作文
TJAM 26章6～31（計26偈）⇔　Lal 17章中巻176～182頁（訳533～536頁）
TJAM 26章32～46（計15偈）自由作文
TJAM 26章47～52（計6偈）⇔　Lal 17章中巻182頁（訳536～537頁）
TJAM 26章53～57（計5偈）自由作文
TJAM 26章58～62（計5偈）⇔　Lal 17章中巻182頁（訳537頁）
TJAM 26章63（計1偈）⇔　Bc 第12章89（計1）［類似］
TJAM 26章64～71（計8偈）⇔　Lal 17章中巻182～188頁（訳537～540頁）
TJAM 26章72（計1偈）⇔　Lal 17章中巻188～190頁（訳540頁）
TJAM 26章73～75（計3偈）⇔　Mvu Marciniak II 249 (Senart II, 200) 平岡上416頁
TJAM 26章76～116（計41偈）自由作文
TJAM 26章117～121（計5偈）⇔　Lal 17章中巻188～190頁（訳540頁）
TJAM 26章122～124（計3偈）自由作文
TJAM 26章125～167（計43偈）⇔　Lal 17章中巻190～196頁（訳540～544頁）
TJAM 26章168～173（計6偈）⇔　Mvu Marciniak II 289 (Senart II, 231) 平岡上437～438頁
TJAM 26章174～175（計2偈）⇔　Lal 17章中巻196頁（訳545頁）
TJAM 26章176～178（計3偈）⇔　Lal 17章中巻236頁（訳568頁）
TJAM 26章179～229（計51偈）⇔　Lal 17章中巻200～216頁（訳545～555頁）
TJAM 26章230～238（計9偈）自由作文
TJAM 26章239～241（計3偈）章の枠組

–––––––––––––––––––––––––
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ああるる律律典典のの注注釈釈書書にに属属すするる未未同同定定のの3葉葉 
 

生生野野  昌昌範範 
 

はじめに 

 

Vinayasūtravr̥ttyabhidhānasvavyākhyānaに属する新たな3葉について論じた生野2021の抜刷を佛

教大学の松田和信教授（現在名誉教授）にお送りしたところ、2021年7月12日に松田教授から

「俱舎論偈の写本写真に付いて」いた「バンドルスキー目録55頁の(e)の未同定3葉とされてい

る」写真が送られてきた。そして、その写真には、「G [＝GOKHALE]は、Some Vinaya Comとする。

f. No. 47, 49, 50」というコメントも書き添えられていた。その写真を見てすぐにその3葉が何の

写本に属するのか見当がついたが、当時はVinayasūtravr̥ttyabhidhānasvavyākhyānaの研究を始めた

ばかりであったので、この3葉に関して取り組む時間的な余裕がなかった。今Vinayasūtravr̥ttyabhi-

dhānasvavyākhyānaの研究が一段落したので、未同定のこの3葉に関して検討する。 

ゲッティンゲン・コレクションの目録であるバンドルスキー目録への言及がなされていたので、

この3葉の写真はゲッティンゲン・コレクションからのものであると思っていたが、本論文を準

備する段階で松田教授に確認すると、「その写真は随分前に人を介してパトナから入手したもの

であるが、詳細については覚えていない」とのことであった。そこで、本論文を作成するにあた

って、ゲッティンゲンのSanskrit-Wörterbuch der buddhistischen Texte aus den Turfan-Fundenプロジェ

クトにおいて長年サンスクリット語辞書の編纂に従事していた Jin-il CHUNG博士に依頼してゲッ

ティンゲン・コレクションの中の3葉の写真を入手した。したがって、本論文では、ゲッティン

ゲン・コレクションにおける写真を用いて、ある律典の注釈書に属するとされる未同定の3葉に

関して検討を行なう1。 

 

1. 未同定の3葉 

 

BANDURSKI 1994, 15–17によると、ゲッティンゲン・コレクション(die Göttinger Sammlungen)は

ゲッティンゲンのインド学仏教学研究室のコレクション(die Sammlung des Seminar für Indologie 

und Buddhismuskunde in Göttingen)[目録番号 1–70]とゲッティンゲンのニーダーザクセン州およ

び大学図書館のコレクション(die Sammlung der Niedersächsischen Staats- und Universitätsbibliothek in 

Göttingen)[目録番号 71–75]からなるが、そのうちのインド学仏教学研究室のコレクションは

RĀHULA SĀṄKR̥TYĀYANAによってチベットで撮影され、パトナのBihar Research Societyに保管されて

 
1 未同定のこの3葉に私の注意を促してくださった松田教授とゲッティンゲン・コレクションの
資料の入手にご尽力くださったCHUNG博士に心より感謝の意を表する。 
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